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要旨  
本研 究 の目 的 は， シ ャ ト ルコ ミ ュニ ケー シ ョン (SC)の デー タ を
対象 にし た新 たな 質的 デー タ分 析法 を開 発す るこ とで ある ．その
理由は，従来の分析法を SC のデータに適用する場合には，いくつ
かの問題があるからである . 
 
本研究では， SC を 2 人（ないし少人数）の間で非同期かつ交互
に 1 通のメッセージを送り合うことと定義する．例えば，手紙／電
子メールを使ったペンパルとの文通や，1 冊のノート／電子掲示板
（あるいはブログ）を使った友達との交換日記，そして，1 枚の紙
カード／ SC 用のオンラインシステムを使った授業での受講生と教
員との間のやりとりがある．  
 
筆者は， SC のデータを対象にした分析法は，以下に示す事項を
明らかにすべきと考えている．  
 
SC のデータに記録されているものは対話である．そのため，ま
ず，2 者間でやりとりされた話題の流れ（話題展開）を全て明らか
にする必要がある．話題展開とは，一方側の話題に対して，他方側
の話題が関連している様相である．つまり，2 種類（記入者と話題）
の要素から成る構造体同士が連結している．例えば，受講生 A によ
る「質問」と，教員 T による「解説」，そして受講生 A による「感
謝」という 3 つの構造体が連結しているシーケンスをグラフ理論
で表現すると，以下のようになる . 
 
G (話題展開) = ( V (記入者と話題の集合),  E (連結の集合) ) 
V = {<受講生 A,質問>,<教員 T,解説>,<受講生 A,感謝>} 
E = {{<受講生 A,質問>,<教員 T,解説>},{<教員 T,解説>,<受講生 A,感謝>}} 
 
加えて，SC は非同期の対話なので，1 通のメッセージの中に，い
くつかの異なる話題が記入されるかもしれない．よって，1 メッセ
ージ の中 のど の話 題が ，そ の他 のメ ッセ ージ の中 のど の話 題と関
連 (連結 )しているのかを明らかにする必要がある．  
 
次に，1 通のメッセージの中で話題を分別したり，話題の関連（連
結）を分析したりするためには，言及内容を全て明らかにすること
が必要である．言及内容とは，1 つの話題の中にある個々のテキス
トの意味解釈である．主部と述部で構成する意味である．つまり，
個々の言及内容は，2 種類の要素（対象とその状態）から成る構造
体のことである．例えば，あるテキストが，「今日の授業は，とて
ii 
 
も面白い」の意味に解釈されたのなら，対象は「今日の授業」で，
その状態は「とても面白い」となる．  
 
最後に，当該ペアの対人関係の進展具合や，彼らの対話の特徴を
分析するために， SC のデータの中の全ての話題展開の数量，およ
び全ての言及内容の数量を明らかにする必要がある．例えば，言及
内容 が以 前に 比べ て増 えた り， 話題 展開 の連 結回 数が 以前 に比べ
て長くなったりすれば，彼らの対人関係が深まったと推測できる． 
 
近年，日本では， GTA や SCAT などの質的データ分析法を使った
研究が増えてきた．質的データ分析法は，観察やインタビュー，ア
ンケ ート によ って 収集 した デー タを 対象 にし て， そ の 質的 内容を
表す中核的な概念を抽出する．これにより，分析者はデータに対す
る偏ったあるいは間違った解釈を避けることができる．  
 
しかしながら， GTA や SCAT などの既存分析法は， SC のデータを
分析することに適していない．なぜなら，既存分析法を SC のデー
タに適用する場合には，以下の問題があるからである．まず，既存
分析法は，話題展開を分析できない．そして，全ての言及内容を明
らかにできない可能性がある．加えて，抽出した概念の適切な数量
の確認ができない．  
 
そこで，本研究では， SC のデータを対象とした新たな質的デー
タ分析法の開発を目指した．そのために，本研究では，筆者は以下
の 3 つのことを行った．まず， SC のデータを記録するための媒体
の要求を明らかにして，SC 媒体の "iConversation"を実装して使用
した．次に， SC のデータを対象にした新たな質的データ分析法の
"KeyPaSS"を開発した．最後に， iConversation を使って取得した
データに KeyPaSS を適用して，抽出した概念を用いた分析の可能
性を検証した．  
 
本論文は，5 章で構成されている．1 章は序章である．2 章では，
SC 媒体の要求と， SC 媒体の iConversation の実装と評価について
述べる．3 章では，SC のデータに既存の質的データ分析法を適用す
ることの問題点と，本研究で開発した分析法の KeyPaSS の概要に
ついて述べる． 4 章では， KeyPaSS で抽出した概念の分析の可能性
について述べる．そして，5 章では，本研究の結論について述べる．   
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第1章  序論
本章では，本研究の背景を述べ，本研究における対象の現状と関連研究
を概観する．また，本研究の目的と課題を示すとともに，本論文の構成に
ついて述べる．
1.1 本研究の背景  
1.1.1 シャトルコミュニケーション (SC)とその質的内容の分析  
本研究では，シャトルコミュニケーション（以下 SC）を，2 人（ない
し少人数）の間で非同期かつ交互に 1 通のメッセージを送り合うことで
ある，と定義する．例えば，手紙／電子メールを使ったペンパルとの文通
や，1 冊のノート／電子掲示板（あるいはブログ）を使った友達との交換
日記，そして，1 枚の紙カード／SC 用のオンラインシステムを使った授
業での受講生と教員との間のやりとり，といった SC が挙げられる . 
上記の中の１つである「授業での受講生と教員との間のやりとり」の具
体例としては，「大福帳」等と呼ばれる紙媒体，あるいは電子媒体を使っ
た実践がある  [1]-[5]．例えば，織田（1999） [2]による「大福帳」（A4 判の
厚紙 1 枚）を使った実践では，まず，授業の終了時に，個々の受講生が自
らの大福帳に 1 通のメッセージを記入する．次に，次の授業までに，教
員が個々の受講生の大福帳に 1 通のメッセージを記入する．そして，次
の授業の開始時に，個々の受講生が自らの大福帳に記入された教員から
の 1 通のメッセージを読む．以上を毎回の授業で繰り返す．  
筆者は，上記（ペンパルとの文通，友達との交換日記，受講生と教員と
の間のやりとり）のような様々な SC のデータを対象にした「質的データ
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分析法」，言い換えると「SC のテキストの質的内容を分析する方法」は，
以下に示す I1～I3（ I：Issue）の 3 つの事項を満たすべきと考えている．  
I1：データ内の全ての言及内容を対象に，その言及内容を（できる限り）
網羅的に明らかにする 
I2：データ内の全ての話題展開を対象に，その話題展開を（できる限り）
網羅的に明らかにする 
I3：言及内容（I1）と話題展開（I2）の数量を明らかにする 
I1～I3 の 3 つの事項について，以下にその詳細を述べるが，説明の都
合上，I1 と I2 の順序は前後する．  
まず，SC のデータに記録されているものは対話であるから， 2 者間で
やりとりされた全ての話題の流れ（話題展開）を対象に，その話題展開を
（できる限り）網羅的に明らかにする必要がある（I2）．話題展開とは，
一方側の話題に対して，他方側の話題が関連している様相である．つまり，
2 種類（記入者と話題）の要素から成る構造体同士が連結している．例え
ば，受講生 A による「質問」と，教員 T による「解説」，そして受講生 A
による「感謝」という 3 つの構造体が連結しているシーケンスをグラフ
理論で表現すると，以下のようになる . 
G (話題展開 ) = ( V (記入者と話題の集合 ),  E (連結の集合 ) ) 
V = {<受講生 A,質問>,<教員 T,解説>,<受講生 A,感謝>} 
E = {{<受講生 A,質問>,<教員 T,解説>},{<教員 T,解説>,<受講生 A,感謝>}} 
加えて，SC は非同期の対話なので，1 通のメッセージの中に，いくつ
かの異なる話題が記入されるかもしれない．ある話題の場合には，他のメ
ッセージの中の話題に関連（連結）せずに，一方的に発信した状態で完了
するかもしれない．一方で，別の話題の場合には，関連（連結）した話題
が複数回のやりとりの中でしばらく続くかもしれない．よって，1 メッセ
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ージの中のどの話題が，その他のメッセージの中のどの話題と関連 (連結 )
しているのかを明らかにする必要がある．  
次に，上記で述べたように，1 通のメッセージの中で話題を分別したり，
話題の関連（連結）を分析したりするためには，全ての言及内容を対象に，
その言及内容を（できる限り）網羅的に明らかにすることが必要である
（I1）．言及内容とは，1 つの話題の中にある個々のテキストの意味解釈
である．主部と述部で構成する意味である．つまり，個々の言及内容は，
2 種類の要素（対象とその状態）から成る構造体のことである．例えば，
あるテキストが「今日の授業は，とても面白い」の意味に解釈されたのな
ら，対象は「今日の授業」で，その状態は「とても面白い」となる．もし
も SC のデータの中の言及内容を全て明らかにできなければ，1 通のメッ
セージの中の話題を分別できなかったり，話題の関連（連結）を分析する
際の精度が落ちてしまったりすることが予想される．その場合には，分析
した話題展開の適切さにも疑問が生じてしまう． 
最後に，当該ペアの対人関係の進展具合や，対話の特徴を分析するため
に，SC のデータの中の全ての話題展開の数量，および全ての言及内容の
数量を明らかにする必要がある（ I3）．例えば，言及内容が以前に比べて
増えたり，話題展開の連結回数が以前に比べて長くなったりすれば，対人
関係が深まっていることが推測できる．質的内容に加えてその数量的確
認を可能にすることは，SC の様相を客観的に捉えるために重要と考える． 
1.1.2 質的データ分析法とは  
近年，日本では「質的データ分析法」を使った研究が増えてきた [6]－ [7]．
既存の質的データ分析法（以下，既存分析法）[6]－ [11]は，主に観察やイン
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タビュー，アンケート等のデータを分析対象に想定している．既存分析法
では，データ内で着目した語句･話の流れの意味･文脈を解釈し，それに適
する概念（コード）を付す手続きを繰り返す「ジェネラティブ・コーディ
ング」 [11]を行って，最終的には収集したデータの質的内容を表す中核的
な概念を抽出する．これにより，分析者はデータに対する偏ったあるいは
間違った解釈を避けることができる．  
代表的な分析法として，GTA（Grounded Theory Approach）（ストラ
ウス&コービン版）[8]，M-GTA[9]，GTA（戈木版）[7]，そして SCAT[6] [10][11]
が挙げられる．詳細な手続きは少し異なるものの，データをセグメント化
してから，オープン・コーディングと軸足コーディング，選択コーディン
グの 3 種類のコーディングを行うことは概ね共通している．  
GTA を提案したストラウス&コービン（1990） [8]によると，まず，セ
グメント化では，データを内容（例えば，語句や文）毎に分解する．次に，
オープン・コーディングでは，データ内の各セグメントを比較しながらそ
の意味を解釈して，その解釈に適した概念（コード）を検討する．そして，
軸足コーディングでは，コード間の因果関係の繋がりを推測して，その繋
がり毎に分類する．最後に，選択コーディングでは，軸足コーディングで
分類したコード群の取捨選択や縮約を繰り返して中核的な概念を書き出
す．場合によっては，データ内で繰り返し出現するパターン（中核的な概
念の組合せ）を探し出す．さらに可能な場合には，理論（データ内に限ら
ずデータ外でも有効な現象の捉え方）も導き出す．  
ところで，この既存分析法と一見似ている分析法として，会話分析・デ
ィスコース分析（あるいは談話分析）がある．しかしながら，これらの分
析法と既存分析法とでは，そもそも目的が異なる．鈴木（2007） [12]によ
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ると，会話分析とは，実際の会話のデータから，その中でのやりとりにお
ける規則を見いだそうとする方法である．また，ディスコース分析とは，
何かを説明しているデータ（話し言葉と書き言葉のいずれも対象）から，
その説明の仕方が従っている規則を見いだそうとする方法である．つま
り，既存分析法は，データの質的内容としての概念を抽出することが目的
であるが，一方で，会話分析・ディスコース分析は，データを説明する規
則を探し出すのが目的である 1．本研究では，SC のデータの質的内容と
しての話題展開と言及内容を概念として抽出することが目的であるので，
既存分析法の目的と一致する．  
1.1.3 SC のデータに既存分析法を適用した際の問題点  
しかしながら，既存分析法は，1.1.1 で述べた I1～I3 の事項を満たすこ
とができないので，SC のデータを分析することに適していない．SC の
データを分析する場合に既存分析法が抱える問題の原因とその結果を表 
1-1 に示して，以下にその詳細を述べる．  
まず，「I1：データ内の全ての言及内容を対象に，その言及内容を網羅的
に明らかに」の事項に関する問題の原因と結果について述べる．既存分析
法では，分析の対象としている観察やインタビュー，アンケート等のデー
タの中に解釈不明な言及内容が無いか，あるいは少ないことが，既存分  
1 鈴木（2007） [12]は，GTA などの質的データ分析法と，会話分析・ディスコー
ス分析との違いについては，多変量解析における主成分分析と因子分析の違いの
ようなものであると説明している．この場合，質的データ分析法が主成分分析
に，会話分析・ディスコース分析が因子分析に例えられている．  
なお，栗原（2011） [13]によれば，主成分分析とは，観測変数から主成分を合成
する手法であり，複数の観測変数を単純化するものである．因子分析とは，観測
変数に共通する因子を探し出す手法であり，観測変数の背景にある何らかの共通
性を設定するものである．  
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表 1-1 既存分析法を SC のデータに適用した際の問題 
SCデータの質的内容の 
分析法が満たすべき事項 
既存分析法を SC のデータに適用した際の問題  
原因  結果  
I1:データ内の全ての言及
内容を対象に，その言及内
容を網羅的に明らかに  
解 釈 不 明 な 言 及 内 容 の
確 認 手 続 き を 定 め て い
ない  
解釈不明な言及内容が
多く残る可能性がある  
I2:データ内の全ての話題
展開を対象に，その話題展
開を網羅的に明らかに  
分析する手続きが無い  分析ができない  
I3:言及内容 (I1)と話題展
開(I2)の数量を明らかに  
同 様 の も の を 同 じ 概 念
で 抽 出 す る 手 続 き が 無
い  
同様のものを異なる概
念で抽出するリスクが
ある（数量的確認がで
きない）  
析法の手続き上の暗黙の前提となっていると考える．例えば，観察やイン
タビューの場合には，データの記録時に解釈不明な言及内容があったと
きには，その都度確認できる．また，観察やインタビューの後で解釈不明
な言及内容があったときには，再び観察やインタビューを行って確認で
きたデータを追加する．よって，データの中に解釈不明な言及内容が無い．
また，アンケートの場合には，被験者の回答の中に，解釈不明な言及内容
が出現することを少なくするために，あらかじめ質問項目を厳選して，回
答を選択方式に設定する．加えて，選択方式の回答を補完する目的で，回
答の理由を記述してもらう自由記述を設定することが多い．よって，デー
タの中に解釈不明な言及内容は少ない．一方で，SC のデータの場合には，
分析者が SC に参加していないため，データの記録時に解釈不明な言及内
容をその都度確認することはできない．また，SC でのやりとりの内容は，
通常は SC の参加者が自由に設定するので，解釈不明な言及内容の出現を
分析者があらかじめ少なくすることはできない．よって，データの中に解
釈不明な言及内容があったときには，SC のデータを補完できそうな他の
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データ（SC のデータ以外の関連した記録，SC の参加者へのインタビュ
ーの記録）を確認する手続きが明示されている必要がある．  
しかしながら，既存分析法では，解釈不明な言及内容の確認を可能とす
る手続きは定められていない．その結果，SC のデータに適用した際には，
他のデータを確認しないことが原因で，解釈不明な言及内容が多く残る
可能性がある．このため，「I1：データ内の全ての言及内容を対象に，そ
の言及内容を網羅的に明らかに」の事項を満たすことが難しくなる．  
次に，「I2:データ内の全ての話題展開を対象に，その話題展開を網羅的
に明らかに」の事項に関する問題の原因と結果について述べる．SC のデ
ータの場合には，1.1.1 でも述べたように，データ内のメッセージを跨ぐ
話題の関連（連結）を分析して，2 者間でやりとりされた全ての話題展開
を対象に，その話題展開を網羅的に明らかにする必要がある．  
しかしながら，既存分析法では，1.1.2 で述べたように，データから主
要だと解釈できる質的内容を取捨選択して中核的な概念として抽出する．
よって，そもそも既存分析法には，2 者間でやりとりされた話題展開を明
らかにする手続きが無く，既存分析法をそのまま適用するだけでは，メッ
セージを跨ぐ全ての話題の関連（連結）を分析して，データ内の全ての話
題展開（記入者と話題の集合，および連結の集合）を対象に分析すること
自体ができない．このため，「I2:データ内の全ての話題展開を対象に，そ
の話題展開を網羅的に明らかに」の事項を満たすことができない．  
最後に，「I3:言及内容(I1)と話題展開(I2)の数量を明らかに」の事項に
関する問題の原因と結果について述べる．SC のデータの場合には，当該
ペアの対人関係の進展具合や，対話の特徴を分析するために，SC のデー
タの中の全ての話題展開の数量，および全ての言及内容の数量を明らか
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にする必要がある． 
しかしながら，既存分析法は，データの質的内容を表す概念を抽出する
こと自体が目的であり，抽出した概念の数量的な確認は想定していない．
同様のものを同じ概念で抽出する厳密さは無くてもよく，同様のものを
同じ概念で抽出するための手続きが無い．その結果，既存分析法には，同
様のものを異なる概念で抽出するリスクがあり，抽出した概念を数量的
に確認することが困難である．このため，「I3:言及内容(I1)と話題展開
(I2)の数量を明らかに」の事項を満たすことができない．  
1.2 本研究の目的と課題  
以上のことから，本研究では，様々な SC（例えば，ペンパルとの文通
や，友達との交換日記，そして，受講生と教員との間のやりとり）のデー
タを対象にして，既存分析法では困難であった I1～I3 の 3 つの事項を満
たす，新たな質的データ分析法（以下，提案分析法）を開発することを目
的とする．  
筆者は，この目的を達成するためには，以下に示す①～③の 3 つの課
題があると考える．  
課題①：実際の SC データを取得する必要がある 
課題②：SC データを対象にした新たな分析法を開発する必要がある 
課題③：抽出した概念を用いた分析の可能性を検証する必要がある 
まず，SC のデータは，プライバシー等の被験者保護の見地から，他の
研究者から譲られるようなものではなく，本研究として被験者に同意を
得た上で新たに取得する必要がある（課題①）．  
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次に，1.1.3 で述べたように，SC のデータに既存分析法を適用した際
にはいくつかの問題が引き起こされることが予想されるが，既存分析法
の手続きの全てに問題の原因がある訳ではない．本研究では，既存分析法
を基盤にして一部の手続きを改良することで提案分析法を開発するアプ
ローチを採用する．そこで， 3 つの事項 (I1～I3)を満たす分析法を開発す
るためには，既存分析法の手続きの何処に問題の原因があり，その改良の
ための要件は何かを明らかにする必要がある．そして，その要件を満たす
ように提案分析法を開発する必要がある（課題②）．  
最後に，提案分析法によって抽出した概念が，既存分析法では想定して
いなかった数量的確認を可能とできたならば，具体的にどのような分析
が可能となるのか，つまり，提案分析法の分析の可能性を検証する必要が
ある（課題③）．  
そこで，本研究では，まず，課題①を解決するために， SC のデータを
収集するための媒体の要求を明らかにする．そして，その要求を満たす
SC 媒体の"iConversation"を実装して，実際に授業で使用して評価を行
う．  
次に，課題②を解決するために，既存分析法を基盤にして一部の手続き
を改良する要件を明らかにする．そして，その要件を満たす新たな質的デ
ータ分析法の"KeyPaSS"を開発して，その評価を行う．  
最後に，課題③を解決するために，iConversation を使って収集したデ
ータに KeyPaSS を適用して抽出した概念を用いて，その分析の可能性を
検証する．  
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1.3 本論文の構成  
本論文は，5 章で構成されている．本論文の構成を図 1-1 に示す．   
1 章（本章）は序章である．  
2 章では，SC 媒体の要求と，SC 媒体の iConversation の実装と評価に
ついて述べる．  
3 章では，SC のデータに既存分析法を適用することの問題点と，本研
究で開発した提案分析法の KeyPaSS の概要について述べる．  
4 章では， iConversation で収集したデータに KeyPaSS を適用した結
果を用いて，その分析の可能性について述べる．  
そして，5 章では，  本研究の結論について述べる．  
 
 
  
第１章 序論
第２章 シャトルコミュニケーション
の媒体の実装
第３章 シャトルコミュニケーション
の分析法の開発
第４章 提案分析法の可能性の検証
第５章 結論
図 1-1 本論文の構成 
10
第2章  シャトルコミュニケーションの媒体の実装  
本章では，実際のシャトルコミュニケーション（SC）のデータの取得
を目的として，まず，SC の媒体の要求を明らかにする．そして，その要
求を満たす SC の媒体の実装と使用，およびその評価について述べる．  
 
2.1 はじめに  
 
SC のデータは，プライバシー等の被験者保護の見地から，他の研究者
から譲られるものを使用するのではなく，本研究として被験者に同意を
得た上で新たに取得する必要がある．そのため，本研究では，1.1.1 で挙
げた SC の具体例の中から，「授業での受講生と教員との間のやりとり」
に着目して，そのデータを新たに取得する．  
しかしながら，「授業での受講生と教員との間のやりとり」に関する先
行研究 [1]-[8]では，授業における SC の実践事例が報告されていても，SC
の媒体は様々な形式のものが使用されている．そのため，本研究において
SC の媒体の要求分析を行い，その要求を満たす SC の媒体を実装してか
ら，実際の授業で使用する必要がある．  
そこで，まず，SC としても適切なデータが記録できて，かつ，SC デ
ータの取得に協力してくれる協力者にとっても適切な SC が行える媒体
の要求を明らかにする．次に，その要求を満たすように本研究で開発した
SC の媒体の実装について述べる．そして，その実装した SC の媒体を用
いた実際の授業における実践について述べる．最後に，実装した SC の媒
体の使用結果と，協力者を対象としたアンケートの結果に基づき，要求と
取得したデータの評価について述べる．  
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2.2 背景と課題  
本研究で取得する SC のデータに関する背景と選択，および本研究の課
題について述べる．  
2.2.1 取得する SC のデータに関する背景と選択  
近年，研究対象となる被験者のプライバシー等の保護が重視されるよ
うになった [9][10]．同様の見地から，SC のデータは他の研究者から譲られ
るものを使用するのではなく，本研究として被験者に同意を得た上で新
たに取得する必要がある．  
近年，日本の大学で，授業における SC，つまり「授業での受講生と教
員との間のやりとり」を行う実践が増えている [1]-[8]．そこで，本研究では，
この SC に着目して，そのデータの取得を目的に掲げた．なぜなら，この
SC は，1.1.1 で挙げた SC の具体例の 1 つであることと，分析対象とし
ても適切なデータ（比較的長期間にわたる SC であること，かつ，同じ期
間の複数ペア分の SC があること）が得られるからである．  
授業における SC は，2 人 1 組（受講生と教員）のペア内で，非同期か
つ交互に１つのメッセージを送信することを定期的に繰り返す．具体的
には，授業の終了時に，各受講生が教員宛に 1 通のメッセージを送信す
る．そして，次の授業開始時に，教員が各受講生からのメッセージに対す
る各返答を送信する．以上のやりとりを授業期間中に繰り返す．よって，
例えば，週１回のペースで合計１５回の授業であれば，１セメスター（お
よそ３ヶ月間）にわたる SC のデータが得られる（単純計算では 30 通の
メッセージ）．そして，そのクラスの受講生が 10 名であったなら，同じ
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期間に同じ授業を受けた 10 ペア分の SC のデータが得られることになる
（単純計算では 30 通×10 ペア＝300 通のメッセージ）．このことは，SC
のデータを対象にした新たな分析法の開発を目的とする本研究にとって，
提案する分析法でデータ内の様々な質的内容を分析できるかどうかの検
証の可能性を高めるので，大きな利点であると考える．  
2.2.2 本研究の課題  
ただし，「授業での受講生と教員との間のやりとり」のデータを取得す
るためには，以下の 2 つの課題がある．  
まず，先行研究 [1]-[8]では，授業における SC の実践事例が報告されてい
る．しかしながら，先行研究における SC の媒体は，共通する点が多いも
のの，詳細を見ると様々な異なる形式（媒体の種類，記入者とそのタイミ
ング，媒体の機能）がある．そのため，どのような形式の媒体を用意すれ
ば，適切な SC のデータを記録できるのかが不明である．  
次に，授業での SC のデータを取得するためには，当該授業の担当教員
からの協力と，受講生の承諾を得ることが必要である．特に，授業の運営
面（受講生の状態把握や，受講生への助言等）から見ても役立ちそうな SC
であるという，担当教員からの認識を得る必要がある（その結果，受講生
にとっても，学習意欲や授業内容の理解等を向上させることに間接的に
役立つことを期待する）．  
以上の 2 つの課題を解決するためには，SC の媒体の要求分析を行い，
その要求を満たす SC の媒体を実装する必要がある．  
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2.3 SC の媒体の要求分析  
先行研究 [1]-[8]における SC の媒体の形式（媒体の種類，記入者とタイミ
ング，媒体の機能）を比較したものが表 2-1 である．  
表 2-1 先行研究での SC の媒体の形式 
先行研究  媒体の種類  記入者とタイミング  媒体の機能  
鈴木(1997) 
メモ用紙など  
(毎回用意) 
①授業終了時：受講生  
②次の授業まで：教員  
・受講生の記入場所  
・余白に教員の記入  
織田(1995a 等) 
野崎ら(2016) 
専用カード  
「大福帳」  
①授業終了時：受講生  
②次の授業まで：教員  
・受講生の記入欄  
・教員の記入欄  
 (履歴確認可) 
須曽野ら(2006) 
専用  
ウェブサイト  
「電子大福帳」  
①授業終了時：受講生  
②次の授業まで：教員  
③随時(BBS)： 
他受講生,教員,TA 
・受講生の記入機能  
・教員の記入機能  
・履歴表示機能  
・BBS 
向後(2007) 
e ラーニングの
テスト機能流用  
「e 大福帳」  
①授業終了時：受講生  
②次の授業まで：  
教員/メンター  
・受講生の記入機能  
・教員/TA の記入機能  
 (履歴確認不可) 
鈴木（1997）[1]は，メモ用紙などの紙媒体を使って SC を実践している．
毎回の授業において，各受講生に B5 判の白紙を 1 枚だけ用意させてお
き，授業の終了時に，その紙に受講生の氏名と授業での疑問や意見，注文
などのメッセージを書かせて提出させている．そして，教員は，各受講生
から提出された紙に書かれたメッセージをあらかじめ読んで返答をそれ
ぞれ書き，次の授業開始時に各受講生に返却している．なお，やりとりさ
れる紙は，基本的には 1 回毎に更新されるので，個々の紙媒体に記録さ
れているメッセージの履歴は 1 往復分となる．  
織田（1995a，1995b，1998，1999） [2]－ [5]あるいは野崎ら（2016） [8]
は，「大福帳」（あるいは「S-T シャトルカード」）と呼ぶ SC のための専
用のカード（A4 判の厚紙 1 枚，図 2-1 を参照）を使って SC を実践して
いる．カードには，受講生の氏名と授業の感想や提案を書く記入欄，およ
び教員からの返答の記入欄が設けられている．そのカードを各受講生に
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配り，授業の終了時に，そのカードに各受講生からの感想や提案などのメ
ッセージを書かせて提出させている．そして，教員は，各受講生から提出
されたカードに書かれたメッセージをあらかじめ読んで返答をそれぞれ
書き，次の授業開始時に各受講生に返却している．なお，カードは毎回同
じであり，そこに毎回メッセージが追記されるので，全ての履歴が記録さ
れる．  
須曽野ら（2006）[6]は，上記の「大福帳」をウェブブラウザから利用で
きるようにした専用ウェブサイトの「電子大福帳」を使って SC を実践し
ている．基本的には上記の「大福帳」の形式を踏襲しており，個々の教員
と受講生とのメッセージの履歴を表示する機能も備えている．ただし，受
講生によるメッセージの記入時には，電子掲示板（BBS）への公開も選択
できるようになっている．受講生がこの機能を選択した場合には，その受
講生のメッセージに対して，教員だけではなく，TA（ティーチング・ア
シスタント）や他の受講生が，随時メッセージを記入できるようになる．
つまり，受講生と教員の 1 対 1 の SC ではなく，1 対多のコミュニケーシ
ョンになる．  
図 2-1 「大福帳」の実物（一部）の写真 
（出典：http://ravel.edu.mie-u.ac.jp/~susono/ckaizen-u/daifuku.htm） 
15
向後（2007） [7]は，e ラーニング用システムのテスト機能を流用して，
それを「e 大福帳」と呼んで SC を実践している．受講生がテストの回答
欄，そして教員がその回答に対するコメント欄を利用してメッセージを
記入している．ただし，「大福帳」や「電子大福帳」のような個々の受講
生と教員とのメッセージの履歴を表示する機能は備えていない．  
以上の先行研究を踏まえて，本研究では SC の要求分析の結果を以下に
示すように考えた．引き続き，表 2-1 を参照しながら詳細を述べる．  
【要求 1】メッセージの記入者とそのタイミング 
 ①授業の終了時：受講生 
②次の授業まで：教員 
【要求 2】受講生と教員の各々の媒体の機能 
 ・メッセージの記入機能＋相手と交わしたメッセージの履歴表示機能 
【要求 3】媒体の種類 
 ・電子媒体 
 まず，要求 1 については，全ての実践で行われている SC におけるメッ
セージの記入者とタイミングであり，このやりとりは 1.1.1 で述べた本研
究の SC の定義にも合致する．しかしながら，須曽野ら（2006）[6]の実践
だけは，受講生によるメッセージの記入時に，BBS への公開も選択でき
るようになっている．その結果，受講生と教員による 1 対 1 のやりとり
に加えて，1 対多のやりとりが含まれることになる．これは，本研究の SC
の定義を拡張した複雑なコミュニケーションになるため，要求 1 からは
除外した．  
 次に，要求 2 については，向後（2007） [7]以外の実践で用いられてい
る SC の媒体が持つ機能である．鈴木（1997）[1]による実践では，個々の
紙媒体に記録されているメッセージの履歴は 1 往復分ではあるが存在す
る．一方で，向後（2007）[7]の実践では，相手と交わしたメッセージの履
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歴を確認できない媒体を使用しているが，メッセージの記入時に，この履
歴を確認できるような機能を盛り込むべきだったと考察している． 
 最後に，要求 3 については，先行研究を時系列的に見てユーザー（特に
教員）の要求が，紙媒体から電子媒体に変化したと推測したからである．
具体的には，紙媒体の場合に生じる毎回の授業での配布・回収の作業と，
筆記具を用いた記入の手間の両方を削減する利点があると考えた． 
2.4 SC の媒体の仕様と実装  
2.4.1 SC の媒体の仕様  
本研究では，2.3 で述べた要求 1～3 を踏まえて，SC 媒体の仕様を以下
に示すように決定した．なお，＜＞内には対応する要求を示した．  
【仕様 1】ウェブアプリケーションとしての実装 
 ＜要求 3 の「媒体の種類：電子媒体」に対応＞  
・PC やタブレット，スマートフォンのブラウザを使用した利用を想定   
 （アプリケーションを事前にインストールする必要が無い） 
【仕様 2】ログイン機能とタイミングの制御機能 
 ＜要求 1 の「①授業の終了時：受講生」と「②次の授業までに：教員」 
に対応＞ 
・個々の受講生と教員の判別のためのログイン機能 
・要求 1 の①と②のタイミングのために，授業日程に合わせた制御 
機能（教員用） 
【仕様 3】メッセージの記入機能と履歴表示機能 
 ＜要求 2 の「受講生と教員の各々の媒体の機能」に対応＞ 
・受講生用：過去にやりとりしたメッセージを見ながら，自らの 
メッセージを記入できるように（特に，直前の教員からの 
メッセージを参照しながら） 
・教員用：過去にやりとりしたメッセージを見ながら，自らの 
メッセージを記入できるように（特に，直前の受講生からの 
メッセージを参照しながら） 
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【仕様 4】授業終了時のアンケート調査機能 
 ＜要求 1～3 には無いが，協力者の要望を踏まえて新たに追加＞ 
・授業/学習/教員に関する 7 件法の印象調査 
まず，仕様 1 については，PC 教室でのパソコンの使用や，2012 年当
時 [11]急速に普及しつつあったスマートフォンやタブレットを普通教室で
使用することも視野に入れた．  
次に，仕様 2 については，仕様 1 に伴ってウェブアプリケーション（以
下，ウェブアプリと記す）を利用する際の個人認証が必要になったことと，
授業進行のタイミングに合わせた利用内容の制限（授業の開始時と終了
時でメッセージが記入できるユーザーを入替）が必要だったからである． 
そして，仕様 3 については，要求 2 をそのまま採用し，SC としての対
話が適切に行えるようにしている．  
最後に，要求１～３には無かったものを仕様 4 として新たに追加して
いる．これは，授業での SC を実践する教員として，X 大学の X 教員に対
して協力を依頼したときに，要望として受けたものである．  
その X 教員は，X 大学における授業で既に SC を実践していた．その
SC は「学習シート」と呼ぶ紙媒体の A4 判用紙を SC のツールとして使
用していた．この学習シートには，授業開始時の学習意欲と授業終了時の
満足度を 5 件法で記録する欄と，授業や教員に対する意見や質問を自由
に記述する欄が設けてある（その欄の余白に教員からの返答も記述，余白
が無い場合には当該受講生に対して直接電子メールを送信する）．  
X 教員を選定した理由は，まず，既に授業での SC の経験を持つ教員で
あること．次に，その SC では，X 教員は毎回必ず全受講生が記録した学
習意欲と満足度，および自由記述欄の記述を確認して，全受講生に対して
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個々に返答していること．さらには，その授業は 100 人以上が受講して
おり，毎回 SC に丸一日を費やしていること．以上のことから，X 教員は
受講生との SC を丁寧に行っていることが予想され，本研究で取得する
SC のデータとして適切なものが得られると判断した．  
2.4.2 実装した SC 媒体の iConversation の概要  
本研究では，2.4.1 で述べた仕様 1～4 を踏まえて，SC の媒体を実装し
た ． 筆 者 ら は こ の SC の 媒 体 を 「 iConversation 」 (interpersonal-
Conversation system for teacher - learner human relations，以下 iCon
と記す )と名付けた [12]．なお， iCon の概要については付録 A として掲載
したので参照されたい．  
（1）仕様 1 の実装 
iCon は，ウェブアプリとして実装し，サーバー側（MacOS サーバ）に，
複数のプログラミング言語（HTML，CSS，JavaScript，PHP，MySQL）
を用いて開発した．クライアント側からのアクセスについては，ブラウザ
の Firefox を使用した場合には問題無く動作することを確認した（他のブ
ラウザだと一部のインタフェースでデザインが崩れる不具合を確認した．
ブラウザの仕様の違いと推測したが，詳しい原因は不明だった）． 
（2）仕様 2 の実装 
iCon のログイン機能のインタフェースを図 2-2 に示す．個々の受講
生と教員は，事前に個別に配布された ID とパスワードにより，iCon にロ
グインする． 
受講生の場合には，授業の開始時に，教員からのメッセージを読むた
めにログインできるが，このタイミングではメッセージを記入すること
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はできない．一方で，授業の終了時には，ログインして教員へのメッセー
ジを記入することができる． 
 
図 2-2 ログイン機能のインタフェース 
教員の場合には，授業終了時から次の授業の開始時までに，個々の受
講生からのメッセージを読んで，個々の受講生へのメッセージを記入す
ることができる．また，教員は随時，授業日程と授業進行に合わせたメッ
セージの記入のタイミングを制御するための制御機能（教員用）も利用す
ることができる．そのインタフェースを図 2-3 に示す． 
 
図 2-3 タイミングの制御機能のインタフェース（教員用） 
（3）仕様 3 の実装 
iCon のメッセージの記入機能と履歴表示機能について，受講生用のイ
ンタフェースを図 2-4 に示す．これらは，スマートフォンのメッセージ
アプリのデザインを参考にして，各機能を１つの画面上に配置した．なお，
教員用もこれら機能の部分については同じデザインであるが，仕様 4 の
アンケート調査機能での個々の受講生の回答を確認する機能等を追加し
たデザインとなっている．詳細は，付録 A を参照されたい．  
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まず，受講生と教員が交わした過去のメッセージは，時系列的に交互に
並べる形式（チャット・システムのような形式）で図 2-4 中の(イ)に示
す領域に表示するようにした．メッセージが授業回数と年月日とともに
表示されており，常に最新のメッセージ（直前の相手からのメッセージ）
が最終行に追加表示される．全ての履歴が表示されているわけではない
が，領域の大きさはそのままに，スクロールさせることが可能なので，ス
クロールバーにより縦方向にスライドさせると，過去の全てのメッセー
ジが確認できるようになっている．  
 
図 2-4 メッセージ関連のインタフェース（受講生用） 
次に，メッセージの記入機能に関しては，図 2-4 中の(ロ)に示す領域
に入力できるようにした．1 行あたり全角文字で 18 文字（半角で 36 文
字）入力でき，最大で 12 行（合計 216 文字）分の領域が表示されている
が，さらに文字を追加することも可能にしている．そのときは，領域の大
（イ）履歴表示機能
（ロ）メッセージの記入機能
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きさはそのままに，メッセージがスクロールしていくので，スクロールバ
ーにより縦方向にスライドさせると 1 通のメッセージの全体を確認でき
る．なお，送信時にこのメッセージの中にテキストが一切入力されていな
い場合にはアラートを表示する．  
（4）仕様 4 の実装 
iCon の授業終了時のアンケート調査機能のインタフェースを図 2-5 に
示す．これは受講生専用の機能であり，メッセージの記入機能へのテキス
トの入力を完了して「次へ」のボタンを押した後に表示される．  
  
図 2-5 授業終了時のアンケート調査機能のインタフェース 
この調査項目は，当該授業の担当教員と筆者が，あらかじめ検討した．
当該授業回の授業に対する「意欲」，当該授業回の授業内容に関する「興
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味」と「理解」の 2 項目，当該授業回での教員に対する「親しみ」と「好
意」の 2 項目，当該授業回の総合的な「満足度」の合計 6 項目を調査項
目として選択した．なお，送信時にこの回答が未入力の項目があった場合
にはアラートを表示する．  
2.5 実装した SC 媒体を用いた実践と評価  
実装した SC 媒体の iCon を用いて実際の授業で実践を行い，SC の媒
体の要求と取得したデータの評価を行う．  
2.5.1 評価実験の概要  
（1）評価実験の目的 
SC の媒体の要求は適切であり，取得した SC のデータは適切だったか
どうかを明らかにする．  
（2）評価実験の対象 
評価実験の対象は以下の通りである．なお，この iCon を用いたデータ
の記録とその分析は，受講生と担当教員の双方から予め承諾を得ていた
ため，X 大学の規定に基づき学術研究倫理審査は受けていない． 
・科目：X 大学の 2014 年度 2の秋学期開講科目「情報表現」  
・授業期間：2014 年 10 月 7 日～2015 年 1 月 27 日  
・教室 PC 教室（1 人 1 台の PC，OS：Windows，ブラウザ：Firefox） 
・SC 媒体： iConversation 
2 2012 年度と 2013 年度の授業でも iCon を使用して SC のデータを記録した
が，システムの不具合や利用の手違いにより， iCon を使用できなかったり，
データが記録できていなかったりした授業回があった．本研究としては，この
ようなデータでは，SC のデータの質的内容の分析（特に話題展開とその数
量）に影響が出ると判断したため，本論文では全ての SC のデータがきちんと
記録できている 2014 年度のものを採用した．  
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 （受講生：PC 教室の PC で利用，教員：研究室設置 PC 等で利用）  
・教員 1 名（X 大学の X 教員），受講生 8 名  
（3）評価実験の方法 
 評価実験の方法は，以下のように複数の結果を総合的に評価する．  
①SC 媒体の実践結果と取得したデータの確認  
②X 教員対象のアンケート調査（ただし，調査は，X 教員が iCon を初
めて授業で使用した 2012 年度に実施）  
2.5.2 SC 媒体の実践結果と取得したデータの確認  
実践での授業記録の抜粋を表 2-2 に示す． iCon は，第 2 回（2014 年
10 月 14 日）から第 14 回（2015 年 1 月 20 日）までの合計 13 回の授業
回で，特に問題なく使用された．（2015 年度以降も X 教員は継続使用）  
また，受講生は 8 名だったので合計 8 ペア分のメッセージ（記述内容
の指定は無）が記録できた．記録された SC のデータの一部（抜粋）を図 
2-6 に示す． iCon に記録された SC のデータの全てを付録 B として掲載
したので参照されたい．また，この SC のデータの概要を表 2-3 に示す．
データ内のメッセージは合計 151 通（1 ペアあたりの平均 18.9 通），1 通
授業回 授業日 iConの使用 概要
第1回 10月7日 無 ガイダンス
第2回 10月14日 有 データの収集と情報の信頼性
第3回 10月21日 有 スライドデザインのポイント
第4回 10月28日 有 グラフの見せ方１
第5回 11月4日 有 グラフの見せ方２
第6回 11月11日 有
ビジュアル・コンセプトと
ビジュアル・メタファー
第7回 11月18日 有
ビジュアルを使って
相手にメッセージが届いたか
第8回 11月25日 有 ロジックツリー１
第9回 12月2日 有 ロジックツリー２
第10回 12月9日 有
“聞かせる情報”と
プレゼンターの心得，
および発表準備
第11回 12月16日 有 発表準備
第12回 1月6日 有 発表準備
第13回 1月13日 有 発表準備とリハーサル
第14回 1月20日 有 発表会
第15回 1月27日 無 発表会
表 2-2 授業記録の抜粋 
24
あたりの文字数は平均 187.6 文字だった．  
以上のように，2.3 で述べた要求 1 の「メッセージの記入者とそのタ
イミング」である「①授業の終了時：受講生」と「②次の授業まで：教員」
に関して，実際の授業で特に問題なく運用できており，かつ，SC のデー
タもきちんと記録できていた．  
2.5.3 X 教員対象のアンケート調査  
X 教員を対象にしたアンケート調査を 2012 年度末（2013 年 3 月 29
日）に実施した．筆者が Word で作成したアンケートを X 教員にメール
で送信し，X 教員が回答を記入後にメールで返送してもらった．  
2.5.3.1 アンケートの項目  
このアンケート調査での質問項目を以下の (1)～ (3)に示す．詳細につい
ては，調査票自体を付録 C として掲載したので参照されたい．なお，こ
のアンケート調査で同時に実施した調査の部分（質問 A～D）は，本研究
とは異なる目的に関するものなので，その部分は省略する．  
学生ID
授
業
回
授業日 受講生のメッセージ 教員のメッセージ
●●●● 2 10月14日
授業お疲れ様でした。
ネット関係は正直苦手なので、授業を
受ける前に少し不安があったのです
が、とてもわかりやすくて楽しかった
です。
次回の授業を楽しみにしています。
お疲れさまでした(^^)
楽しみながら授業を受けてくれて、私も嬉しく思
います。
この授業は、ネット関係の話はそれほど出てこな
いので、安心して下さい。むしろ、いかに効果的
なプレゼンテーションができるか・・・がポイン
トです。今後も、頑張って受講して下さいね(^^)
●●●● 3 10月21日
授業お疲れ様でした。
dvdめちゃくちゃ興味深かったです。
今後の参考にしていこうと思います。
ガー・レイノルズのプレゼンの考え方は、私も
常々、参考にさせてもらっています(^^)
このDVDは、また別の機会にお見せしますので、そ
のときも興味を持って見て下さいね。
図 2-6 記録された SC のデータの一部（抜粋） 
表 2-3 授業で取得した SC のデータ 
A組 B組 C組 D組 E組 F組 G組 H組 合計 平均
合計文字数
(改行コードも含む)
2018 3476 4437 624 3084 3500 5140 6053 28332 3541.5
メッセージ 20 24 16 3 22 22 20 24 151 18.9
1通あたり文字数 100.9 144.8 277.3 208.0 140.2 159.1 257.0 252.2 ― 187.6
25
(1)質問 E：SC のためのツールとして機能したかどうかを検証するため
に，メッセージをやりとりする機能に関する評価（ (1)必要性，(2)有用性，
(3)継続使用希望， (4)使い安さの 4 項目の 5 件法と各々の理由を自由記
述）  
(2)質問 F：印象調査として機能したかどうかを検証するために，アンケ
ートの機能に関する評価（ (1)必要性，(2)有用性，(3)継続使用希望，(4)使
い安さの 4 項目の 5 件法と各々の理由を自由記述）  
(3)質問 G：過去に SC で使用していたツールと，新たに SC で使用した
iCon とを比較する評価（ (1)過去に SC で使用していたツールの概要，(2)
そのツールの印象とメリット・デメリット，(3)iCon の印象とメリット・
デメリットの 3 項目の自由記述）  
2.5.3.2 アンケートの回答  
X 教員から返送されてきたアンケートの回答結果を踏まえて，アンケ
ート調査での質問項目の (1)～ (3)のそれぞれの結果を要約して以下に示
す．詳細については，返送されてきた調査票自体を付録 D として掲載し
たので参照されたい．  
(1)質問 E： X 教員は，メッセージをやりとりする機能に関する評価の (1)
必要性で「５：とても必要だと思った」， (2)有用性で「5：とても役に立
った」，(3)継続使用希望で「5：とても使い続けてみたい」，(4)使い安さで
「4：あまり使いにくいとは思わなかった」を選択している．よって，SC
のためのツールとしてメッセージをやりとりする機能は，概ね有効であ
ったと判断できる．  
 上記の中でも特に (2)有用性における自由記述回答（抜粋）では，「学生
の一面を見ることができる」「私の一面を伝えることができる」「形成的評
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価の指標となる」「悩みを持っている学生を把握し，対応することができ
る」という記入があったことから，2.3 で述べた要求 2 の「受講生と教員
の各々の媒体の機能」としての「メッセージの記入機能」に関して，X 教
員にとって有用であったことが確認できた．ただし，「相手と交わしたメ
ッセージの履歴表示」については，特に記入が無かったので有用性は不明
である．  
(2)質問 F：X 教員は，アンケートの機能に関する評価の (1)必要性で「4：
少し必要だと思った」，(2)有用性で「4：少し役に立った」，(3)継続使用希
望で「4：少し使い続けてみたい」，(4)使い安さで「4：あまり使いにくい
とは思わなかった」を選択している．よって，印象調査としての機能は，
概ね有効であったと判断できる．  
(3)質問 G：特に (3)iCon の印象とメリット・デメリットにおける自由記
述回答（抜粋）では，「タイピングの方が速く文字を打つことができます
ので。その分、ついつい手書きよりも文章が長くなってしまうのですが、
それは学生とのコミュニケーションが密になってきた証拠でもあります」
「用紙よりも iCon の方が雑談や趣味・嗜好、身のまわりに起きた出来事
の話題になりやすい」「ありきたりなメッセージ（面白かった、分かりや
すかったなど）に対する返信は、だいたい同じような返信メッセージにな
るのですが、そのような場合はあらかじめ定型文を作っておいて、それを
コピーすればよいので、手間がだいぶ省けました」「用紙をコピーする必
要もないですし、用紙の場合は、回収した後に学籍番号順に並べ替えたり、
学生にどのように配布するかを考えたりしなくてはいけなかったのです
が、 iCon ではそれが全て不要ですので、作業が楽になって負担が減りま
した」という記入があったことから，2.3 で述べた要求 3 の「媒体の種類」
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の「電子媒体」については，X 教員にとって有用であったことが確認でき
た．  
ただし，その一方で，「パソコンやタブレット、スマートフォンの使用が
前提になっているので、パソコンのない教室での一般の講義では、iCon は
使えない点が大きなデメリットです。このデメリットはどうしようもな
いのですが・・・。解消できるとすれば、受講生のスマートフォン所持率
が 100%であること、タブレットのレンタル制度を導入することなどが考
えられるでしょうか。」という記入があった．このことは，大学生のスマ
ートフォンの普及率に頼るしかない．  
また，「これはメリットでもあるのですが、タイピングで文章が打てる分、
文章量がついつい増えてしまい、場合によっては長文メッセージのやり
とりが続くことです。これは、手書きよりも負担がかかることもありま
す。」という記入もあった．受講生とのコミュニケーションが密になるこ
とと，それにより負担が増えてしまうこととのジレンマを抱えているこ
とも確認できた． 
以上の結果から，本研究で開発した iCon は，PC やスマートフォンが使
えることが前提となるものの概ね有効であったと判断できる．  
2.6 考察  
2.5 で述べた評価実験の結果を踏まえて，SC 媒体の要求と取得した SC
のデータの評価を考察する．  
まず，SC 媒体の要求の評価について述べる．実装した SC 媒体の iCon
は，2014 年度の X 教員の授業で特に問題なく使用されており，さらに
2015 年度以降も継続使用されている．また，X 教員に対するアンケート
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の回答結果からも，実装した SC 媒体の iCon は X 教員が有用だと認識し
ていたことを確認した．これにより，SC 媒体の要求 1～3 は適切だった
と考える．ただし，要求 2 の「受講生と教員の各々の媒体の機能」として
の「相手と交わしたメッセージの履歴表示」については，今後の研究に残
された課題であると考える．  
次に，取得した SC のデータの評価について述べる．上記の X 教員が
SC 媒体の iCon を有用だと認識していたことから，iCon のデータには受
講生と教員との SC として適切なメッセージのやりとりが記録されてい
ると考える．加えて，SC 媒体の iCon には，きちんと問題なくデータが
記録されていることも確認できた．これにより，取得したデータは，本研
究の SC の定義に合致した適切な内容がきちんと記録されていることが
予想される．  
よって，本研究は，SC の媒体の要求を明らかにでき，かつ，目的であ
った SC のデータを取得できたと結論する．  
2.7 まとめ  
本章では，実際の SC のデータの取得を目的として，まず，SC の媒体
の要求を明らかにした．そして，その要求を満たす SC の媒体の実装と使
用，およびその評価について述べた．本研究は，SC の媒体の要求を明ら
かにでき，かつ，目的であった SC のデータを取得できたと結論する．  
しかしながら，現状では，取得した SC のデータを対象にした分析法が
無い．これについては次章で述べる．  
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第3章  シャトルコミュニケーションの分析法の開発
本 章 で は ， SC の デ ー タ を 対 象 に し た 新 た な 質 的 デ ー タ 分 析 法
"KeyPaSS"の開発について述べる．  
3.1 はじめに  
1.1.3 で述べたように，SC のデータに既存分析法 [1]-[5]を適用した際に
はいくつかの問題があるが，既存分析法の手続きの全てに問題の原因が
ある訳ではない．本研究では，既存分析法を基盤にして一部の手続きを改
良することで提案分析法を開発するアプローチを採用する．
そこで，1.1.1 で述べた 3 つの事項 (I1～I3)を満たすためには，既存分
析法の手続きの何処に問題の原因があり，その改良のための要件は何か
を明らかにする必要がある．そして，その要件を満たすように提案分析法
を開発する必要がある．
本章では，まず，1.1.1 で述べた 3 つの事項（I1～I3）を満たすための
要件の分析と，提案分析法の開発方法について述べる．次に，その要件を
踏まえて本研究で新たに開発した"KeyPaSS"の概要を述べる．そして最
後に，第 2 章で述べた研究で取得したデータに対して，KeyPaSS を適用
してその評価を行う．
3.2 改良のための要件分析と開発方法  
本節では，まず，既存分析法の手続きの概要を確認しておき，既存分析
法を改良するための要件を明らかにする．そして，その要件を満たす分析
法の開発方法について述べる．
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3.2.1 既存分析法を改良するための要件分析  
1.1.2 で述べた既存分析法の手続きの概要を以下に示す．  
①セグメント化：データを内容（例えば，語句や文）毎に分解する．
②オープン・コーディング：データ内の各セグメントを比較しながらその
意味を解釈して，その解釈に適した概念（コード）を検討する．
③軸足コーディング：コード間の因果関係の繋がりを推測して，その繋が
り毎に分類する．
④選択コーディング：軸足コーディングで分類したコード群の取捨選択
や縮約を繰り返して中核的な概念を書き出す．
そして， 1.1.3 で述べた SC のデータに適用した際の原因が，上記の手
続きの何処にあり，その改良のための要件（R①～R⑤，R：Requirements）
は何かを分析した結果を表 3-1 に示して，以下に詳細を述べる．なお，
表 3-1 の中で灰色の部分は 1.1.3 で示した表 1-1 と同じ内容である．  
表 3-1 既存分析法を改良するための要件分析 
SCデータの 
質的内容の分析法が 
満たすべき事項 
既存分析法を SC のデータに  
適用した際の問題  
問題が生じ
る手続き  
改良のための要件  
原因  結果  
I1:デ ー タ 内 の
全ての言及内容
を対象に，その
言及内容を網羅
的に明らかに  
解 釈 不 明 な 言
及 内 容 の 確 認
手 続 き を 定 め
ていない  
解釈不明な言及内容
が多く残る可能性が
ある  
①セグメント
化 
R①：セグメント化の際
に発信者・日時を併記 
②オープン・ 
コーディング 
R②：解釈不明な言及内
容の確認の手続きを 
追加 
I2:デ ー タ 内 の
全ての話題展開
を対象に，その
話題展開を網羅
的に明らかに  
分 析 す る 手 続
きが無い  
分析ができない  
③軸足 
コーディング 
R③：1メッセージの中
の話題を分別 
④選択 
コーディング 
R④：メッセージを跨ぐ
全ての話題展開を分析 
I3: I3: 言 及 内
容 (I1)と話題展
開 (I2)の数量を
明らかに  
同 様 の も の を
同 じ 概 念 で 抽
出 す る 手 続 き
が無い  
同様のものを異なる
概念で抽出するリス
クがある（数量的確
認ができない）  
②と④ (既
存分析法で
は想定外 ) 
R⑤： R②と R④で  
一貫して概念化  
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3.2.1.1 要件 1 と要件 2 について  
まず，要件 1（R①：セグメント化の際に発信者・日時を併記）と要件
2（R②：カテゴリ・特性・次元で言及内容を明示）について述べる．  
既存手法では，②オープン・コーディングにおいて，①セグメント化で
分解された個々のテキストの意味（言及内容）を，カテゴリ・特性・次元
の枠組みで解釈した結果（対象とその状態）を概念化する [1]．
ここでいう特性とは，対象となった事物が持つ特有の（他と区別できる）
性質である [1]．また，次元とは，個々の特性が取り得る状態・印象の範囲
の中の位置である [1]．そして，カテゴリとは，複数の対となった特性と次
元がある中で，類似・共通する性質を持ったものの纏まりであり，その纏
まりに付けた名称がカテゴリ名である [1]．よって，カテゴリ名は，特性と
次元の対よりも抽象度が高い [1]．
例えば，あるテキストが「今日の授業は，とても面白い」の意味に解釈
されたときは，図 3-1 のように，カテゴリの「講義」に属する複数の特
性の中の１つの「面白さ」に，その特性には「とても面白い」から「とて
も面白くない」という範囲の中の次元（位置）としての「とても面白い」
に概念化する．また，カテゴリの「講義」に属する特性には，「難易度」
や「実用性」も予想され，それらの特性にも各々の次元（位置）が対で存
在することが予想される．
しかしながら，1.1.3 でも述べたように，既存分析法では，SC のデー
カテゴリ名 特性 次元（位置） （範囲）
講義 難易度
面白さ
やや難しい
やや面白い
とても役立つ
（とても分かりやすい～とても難しい）
（とても面白い～とても面白くない）
（とても役立つ～全く役立たない）実用性
図 3-1 カテゴリ名・特性・次元の枠組みの例 
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タ内の解釈不明なテキストの言及内容を確認するための手続きを定めて
いない．そのため，SC のデータに適用した際には解釈不明な言及内容が
多く残る可能性がある．
そこで，まず，既存分析法の①セグメント化の際に，メッセージの発信
者・日時を併記する手続きを追加する（R①）．次に，既存分析法の②オー
プン・コーディングの際に，解釈不明な言及内容があった場合には，R①
で併記したメッセージの発信者・日時を参考にして，補完する情報を参照
しながら言及内容を検討する手続きを追加する（R②）．  
3.2.1.2 要件 3 と要件 4 について  
次に，要件 3（R③：1 メッセージの中の話題を分別）と要件 4（R④：
メッセージを跨ぐ全ての話題展開を分析）について述べる．
既存手法では，④選択コーディングにおいて書き出す中核的な概念は，
③軸足コーディングで分類したコード群を取捨選択や縮約を繰り返して
中核的な概念を抽出する．しかしながら，1.1.3 でも述べたように，そも
そも既存手法には，メッセージを跨ぐ話題の関連（連結）を分析して，デ
ータ内の全ての話題展開を対象に，その話題展開を網羅的に明らかにす
る手続きが無い．そのため，話題展開の分析自体ができない．
そこで，まず，既存分析法の③軸足コーディングを，1 メッセージの中
の話題を分別する手続きに改める（R③）．次に，既存分析法の④選択コ
ーディングを，R③で分別した話題が，SC のデータ内の複数のメッセー
ジを跨いでどのように関連（連結）しているのか（話題展開）を全て分析
する手続きに改める（R④）．  
3.2.1.3 要件 5 について  
最後に，要件 5（R⑤：R②と R④で一貫して概念化）について述べる．  
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既存分析法では，①オープン・コーディングにおいて解釈した概念（コ
ード）を検討する，そして④選択コーディングにおいて中核的な概念を書
き出す．しかしながら，1.1.3 でも述べたように，これらの数量的な確認
は想定していない．そのため，既存分析法には，同様のものを同じ概念で
抽出する手続きが無く，同様のものを異なる概念で抽出するリスクがあ
る．
そこで，既存分析法の①オープン・コーディングと④選択コーディング
における概念を，同様のものを同じ概念で抽出（一貫して概念化）する手
続きに改める（R⑤）．  
3.2.2 SC のデータを想定した質的データ分析法の開発方法  
3.2.1 で述べた要件（R①～R⑤）は，コーディングの手続きの中のどの
段階で何をするのかが明確である．これらの要件を満たすためには，分析
者が，各段階におけるコーディングを着々と実施することと，そのコーデ
ィングの結果を分析者のみならず第三者でも確認や修正して，その妥当
性を向上させることが前提となる．
そこで，本研究では，まず，既存手法の中から，手続きを段階的に進め
て，かつ，コーディングの過程を逐一記録する書式を持つ手法を，ベース
（基盤）手法として選択する．次に，その手続きの詳細を，3.2.1 で述べ
た要件（R①～R⑤）を満たすように変更する．  
検討の結果，本研究では SCAT をベース（基盤）手法として選択した．
分析の手続きの進め方と，コーディングの過程を記録する書式の各々を，
既存手法の間で比較したのが表 3-2 であり，以下にその詳細を述べる．
なお，ベース（基盤）手法の手続きの変更については，3.3 で述べる．  
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GTA（ストラウス&コービン版） [1]と M-GTA[2]は，手続きを必ずしも
段階的には進めないので，いずれかの段階の手続きを飛ばしたり混同し
たりする可能性がある．また，コーディングを記録する書式が必ずしも決
まっていないか，あるいはオープン・コーディングのみしか決められてい
ないので，コーディングの過程の確認は，第三者のみならず分析者自身で
も難しい．
また，GTA（戈木版）[3]は，手続きを段階的に進めるので，各段階での
コーディングに集中できる．しかしながら，3 種類のコーディングを記録
する書式が個別であるがため，コーディングの過程の確認は，3 種類の書
式の記録を行き来して見比べる必要があり，第三者のみならず分析者自
身でも手間がかかってしまう．
一方で，SCAT[4] [5]は，手続きを段階的に進めるので，各段階でのコー
ディングに集中できる．また，3 種類のコーディングを記録する書式が，
１つにまとめられているため，コーディングの確認が分析者自身はもち
ろんのこと第三者であっても比較的容易である．
表 3-2 既存分析法の比較 
手法名称 手続きの進め方 コーディングの過程を記録する書式
GTA
（ストラウス&コービン版）
必ずしも
段階的ではない
必ずしも決まった書式は無い
M-GTA
必ずしも
段階的ではない
オープン・コーディングのみ
決まった書式，他はメモ書き
GTA
（戈木版）
段階的
3種類のコーディングが
それぞれ個別の書式
SCAT 段階的
3種類のコーディングを
１つにまとめた書式
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3.3 質的データ分析法 KeyPaSS の提案  
本研究では，3.2 で述べた要件を踏まえて，同じく 3.2 で述べた開発方
法により，SC のデータを想定した新たな質的データ分析法の KeyPaSS 
(Keyword of the content and Pattern/sequence of the dialogue on 
Shuttle-text-communication analysis method based on SCAT)[6]-[8]を開
発した．本節では，その概要を述べる．
3.3.1 提案分析法の手続きと分析シートの概要  
KeyPaSS（以下，提案分析法）における分析の手続きは，図 3-2 に示
す 9 つのステップ<0>～<8>を段階的に進める．なお，ステップ<0>～<5>
の概要は，SCAT と同様になっている．ただし，ステップ<3>と<4>の詳
細は，分析者がコーディングを着々と実施できるように，SCAT の手続き
図 3-2 KeyPaSS における分析の手続き 
ステ
ップ 概要 詳細
<0> デー タのセグメント化 1ペア分につき１つの分析シートで，データを１通毎のメッセージに分割（セグメント化）して，
その通し番号，発信者，発信日等を併記．（句点や改行がある場合は，それを基準にさらに分割）
<1> 着目する語句の明確化 <0>の各セグメント内で着目する語句を抽出．（着目：個々の話を区別しそれらを網羅的に選択）
<2> 着目した語句の一般化
<0>で併記した発信者，発信日等から得られるデータ外の情報（記入時に影響した可能性のある要
因）も踏まえて，<1>で着目した語句の意味を解釈して，その主部と述部を推測（不足部分は恣意
的にならない範囲で推測）しながら，なるべく一般的な用語で名詞句にして記述．
<3>
デー タ外
の概念
による
説明
①キー ワー ド化と
語句の記述
データ内（1ペア分あるいは複数ペア分）で，<2>の全ての語句を順次比較しながら，その語句をカ
テゴリ名・特性・次元の枠組みで捉え直したキーワードを検討しながら，そのキーワードを繋げた
語句を記述．その際には，必ず確認シート（キーワード）を記録・参照する．
②プロセス上の
要素の記述
１つの分析シートの中で，<3>①で記述した語句の間で因果関係（例：現象→行為→帰結）のプロ
セスを検討し，<3>①の語句の隣にプロセス上の要素を表す語を併記．（要素の例：原因，結果）
<4>
浮上
する
テー マ
の記述
①グルー プ化 <3>①で検討したキーワードや，<3>②で記述したプロセス上の要素を参考に，１通のメッセージの
中で繋がりの強いキーワードを，１つのグループ（メッセージを構成する１つの話題）として抽出．
②ストー リー ライン化 <4>①のグループ毎に，その中のキーワードを繋げて筋の通った話（ストーリーライン）を記述．
③テー マの記述 <4>②のストーリーラインを縮約した語句をテーマ(話題のタイトル）として記述．
<5> 疑問・課題 <0>～<4>の手続きが適切に行えたかどうかを振り返って確認しながら，分析上の疑問や課題を記録．
<6> テー マの関連図の作成
１つの分析シートの中の<4>③の全テーマについて，<3>②で記述したプロセス上の要素を参考に，
1通のメッセージの中だけで他のメッセージに繋がらないテーマは単独で，複数のメッセージを跨
いで連鎖するテーマは各テーマの間を矢印で繋げて書き出して，テーマの関連図を作成．
<7>
対話パター ン化と
その関連図の作成
データ内（1ペア分あるいは複数ペア分）で，<6>の関連図の中の単独または関連（連結）するテー
マを全て順次比較しながら，それぞれを記入者・話題の集合，および連鎖の集合の枠組みで捉え直
した対話パターンを検討しながら，<6>の関連図の中の全てのテーマの語句を，対話パターンを表
す語に書き換えた関連図を作成．その際には，必ず確認シート（対話パターン）を記録・参照する．
（対話パターンを表す語：<4>③のテーマの語句を，話題展開を構成する要素となる語に抽象化）
<8> 追求すべき点・課題 <0>～<7>の手続きが適切に行えたかどうかを振り返って確認しながら，分析上の疑問や課題を記録．
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をさらに細かく分解した．これについては 3.3.2 で詳しく述べる．加えて，
ステップ<0>と<3>①の詳細，およびステップ<6>と<7>の概要と詳細は，
3.2.1 で述べた要件（R①～R⑤）を満たすように，SCAT の手続きを変更
した．これについては 3.3.3 で詳しく述べる．  
また，提案分析法におけるコーディングの過程を記録する書式は，「分
析シート」と呼び，図 3-3 に示すように提案分析法の手続きに合わせた．
なお，この書式では，コーディングの確認や修正が容易に行えるように，
前後のステップで対応するコードを各行で隣接させて逐一記録する．よ
って，分析シートの横軸（列）方向にはステップ<0>～<8>，縦軸（行）方
カテ
ゴリ
名
特性 次元
カテ
ゴリ
名
特性 次元
dvd 授業で視
聴したDVD
の内容
講義内
容で視
聴対象
だった
DVD
原因
（授業）
講義
内容
視聴
対象
DVD
めちゃく
ちゃ興味深
かったです
とても興
味深い
学習意
欲の興
味がと
ても深
い
結果 学習
意欲
興味 とて
も深
い
今後の参
考にして
いこうと
思いま
す。
今後の参考
にしていこ
うと思いま
す
DVDの内容
を参考に
するとい
う意気込
み
学習意
欲の意
気込み
が参考
にする
展望 学習
意欲
意気
込み
参考
にす
る
ガー・レイ
ノルズのプ
レゼンの考
え方は、私
も常々、参
考にさせて
もらってい
ます
担当教員
も参考に
している
DVDの内容
自己開
示した
仕事で
の参考
資料で
もある
講義で
使用し
たDVD
６の原因
→対応
自己
開示
仕事
での
参考
資料
講義
で使
用し
たDVD
６の
ス
トー
リー
ライ
ン1か
らの
分岐
A？
(^^) 笑顔の文
字絵（口
無）
非言語
表現の
笑顔で
(^^)
付随 非言
語表
現
笑顔 (^^)
このDVD
は、また別
の機会にお
見せします
再び授業
でDVDの視
聴がある
という予
告
講義内
容とし
て予告
したDVD
の視聴
６の原因
→対応
講義
内容
予告 DVDの
視聴
そのときも
興味を持っ
て見て下さ
いね
興味を
持ってほ
しいとい
う期待
学習意
欲の興
味への
刺激が
興味
もって
ほしい
６の原因
→対応
（保持）
学習
意欲
興味
への
刺激
興味
もっ
てほ
しい
講義で
使用し
たDVDは
仕事で
の参考
資料だ
と自己
開示し
て非言
語表現
の笑顔
の(^^)
を付け
た
教材だ
けでは
なく仕
事でも
使う
DVDと
いう開
示と非
言語表
現の付
加
教材だ
けでは
なく仕
事でも
使う
DVDと
いう開
示と非
言語表
現の付
加
共感
（省略）
このDVD
は、また
別の機会
にお見せ
しますの
で、その
ときも興
味を持っ
て見て下
さいね。
DVDの視
聴はま
た講義
内容と
するこ
とを予
告し，
学習意
欲の興
味への
刺激と
して興
味を
もって
ほしい
と書い
た
DVD視
聴の予
告と興
味の喚
起
６の
ス
トー
リー
ライ
ン1か
らの
分岐
B？
DVD視
聴の予
告と興
味の喚
起
予告
7 3
20
14
/1
0/
21 担
当
教
員
ガー・レ
イノルズ
のプレゼ
ンの考え
方は、私
も常々、
参考にさ
せても
らってい
ます(^^)
（省略）
6 3
20
14
/1
0/
21 受
講
生
A
（省略）
dvdめ
ちゃく
ちゃ興味
深かった
です。
講義内
容で視
聴対象
だった
DVDに対
して学
習意欲
の興味
がとて
も深い
ので，
今後も
参考に
すると
いう意
気込み
を書い
た
DVD視
聴の興
味と意
気込み
の向上
DVD視
聴の興
味と意
気込み
の向上
参考
意識
<8>
追
究
点
・
課
題
①グループ化 ②ストーリーライン化
③
テーマ
の記述
①
キー
ワード
化と語
句の記
②プロセ
ス上の要
素の記述
カテゴリ群１ カテゴリ群２ ストー
リー
ライン
１
ストー
リー
ライン
２
<7>対話パ
ターン化
とその関
連図
話
題
群
１
話
題
群
２
<2>
着目した
語句の一
般化
<3>データ外の概念
による説明
<4>浮上するテーマの記述 <5>
疑問
・
課題
<6>テーマの
関連図の作成
話題群
１
話題群
２
<1>
着目する語
句の明確化
番
号
授
業
回
発
信
日
発
信
者
<0>
データの
セグメン
ト化
図 3-3 KeyPaSS の分析シートと記入例（抜粋） 
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向には発信された順序でデータ内のメッセージを記載する．
3.3.2 提案分析法における手続きの分解  
SCAT のステップ<3>では，ステップ<2>で意味を解釈した結果の語句
を，データ外の概念（特性，次元，背景，条件，原因，結果，影響，比較，
変化等）を踏まえて抽象化した語句を記入する [4][5]．しかしながら，これ
はオープン・コーディングと軸足コーディングの手続きを同時に行うこ
とであり，このままでは分析者がコーディングを着々と実施することが
難しいと判断した．そのため，提案分析法では，手続きをオープン・コー
ディングに該当する「①キーワード化と語句の記述」と，軸足コーディン
グに該当する「②プロセス上の要素の記述」の 2 段階に分解した．  
3.3.3 提案分析法における要件を満たす手続き  
3.2.1 で述べた要件（R①～R⑤）を満たすように変更した手続きの詳細
を以下に述べる．
3.3.3.1 要件 1 を踏まえた手続き  
要件 1（R①：セグメント化の際に発信者・日時を併記）を満たすよう
に，提案分析法のステップ<0>において，１通毎のメッセージの通し番号
に加えて，発信者や発信日等を併記する手続きを追加した．
3.3.3.2 要件 2 と要件 5 を踏まえた手続き  
要件 2（R②：カテゴリ・特性・次元で言及内容を明示）を満たすよう
に，まず，提案分析法のステップ<3>①を，カテゴリ名・特性・次元の枠
組み [1]を用いて言及内容の概念（コード）を検討する手続きに具体化した．
提案分析法では，この言及内容のカテゴリ名・特性・次元の枠組みで表現
38
された概念を「キーワード」と呼ぶ．
加えて，要件 5（R⑤：R②と R④で一貫して概念化）の中の「R②で一
貫して概念化」を満たすために，データ内で同様の意味と解釈できた場合
には，それを同じキーワードに一貫して概念化する手続きを追加した．具
体的には，1 ペア分のデータにつき図 3-4 に示す１つの「確認シート（キ
ーワード）」を作成して常に記録・参照する（複数ペア分での比較の場合
には，複数ペア分で１つの分析シートを作成）．
3.3.3.3 要件 3 を踏まえた手続き  
要件 3（R③：1 メッセージの中の話題を分別）を満たすように，提案
手法のステップ<4>を，1 メッセージの中の話題を分別する手続きに変更
した．そもそも SCAT のステップ<4>では，ステップ<1>～<3>の結果に基
づき，データ内の構成要素として「浮上するテーマ」を検討して書き出す
[4][5]．しかしながら，このままでは分析者がコーディングを着実に実施す
ることが難しいと判断した．  
そのため，提案分析法のステップ<4>では，まず，1 通毎のメッセージ
内で話題を判別して，その話題毎にコードを分類する「①グループ化」（分
析シート上ではグループ毎に列をずらして任意に配置），次に，その各グ
ループ内のコードを繋げて筋の通った話を記述する「②ストーリーライ
図 3-4 確認シート（キーワード）と記入例（抜粋） 
カテゴリ名 特性 次元
苦手分野 ネット関係，
仕事での
参考資料 講義で使用したDVD
非言語表現 笑顔 (^^)，(^-^)，
視聴対象 DVD，
予告 DVDの視聴，
興味 とても深い，
意気込み 参考にする，
興味へ
の刺激 興味をもってほしい，
自己開示
講義内容
学習意欲
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ン化」，最後に，その各ストーリーラインを縮約して，話題のタイトル（以
下，テーマ）を記述する「③テーマの記述」の 3 段階に細かくした．
3.3.3.4 要件 4 と要件 5 を踏まえた手続き  
要件 4（R④：メッセージを跨ぐ全ての話題展開を分析）を満たすよう
に，まず，提案分析法のステップ<6>では，SC データ内の全ての話題に
ついての関連（連結）を分析できるように，ステップ<4>の「③テーマの
記述」で記述したテーマを転写しておき，関連（連結）するテーマ同士を
矢印で結び図示する書式に変更した．図 3-3 の分析シート上の記入例で
は，ステップ<6>の列で，受講生の「DVD 視聴の興味と意気込みの向上」
のテーマと，担当教員の「DVD 視聴の予告と興味の喚起」のテーマとの
間を矢印で結ぶことで，2 つのテーマが関連（連結）する話題展開である
ことを表現している．なお，テーマ間を矢印で結ぶかどうかの分析では，
ステップ<3>②で検討したプロセス上の要素や，元データのテキストや，
テーマ間で共通・関連するキーワードがあるかどうかも参考にする．
次に，提案分析法のステップ<7>では，ステップ<6>で図示した関連（連
結）するテーマ同士の要素であるテーマの語句を，話題展開を構成する要
素となる語に抽象化して再び図示する書式に変更した．図 3-3 の分析シ
ート上の記入例では，ステップ<6>の列で「DVD 視聴の興味と意気込み
の向上」だったテーマの語句をステップ<7>の列で「参考意識」に，ステ
ップ<6>の列で「DVD 視聴の予告と興味の喚起」だったテーマの語句を
ステップ<7>の列で「予告」にそれぞれ抽象化して，それらの間を矢印で
結ぶことで話題展開を表現している．
加えて，要件 5（R⑤：R②と R④で一貫して概念化）の中の「R④で一
貫して概念化」を満たすために，提案手法では，話題展開を概念化する際
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に踏まえる枠組みとして，記入者・話題の集合および連結の集合の枠組み
[6]-[8]を導入した．
1.1.1 で述べたように，話題展開とは，2 種類（記入者と話題）の要素
から成る構造体同士が連結している．例えば，図 3-5 の左側の破線で囲
まれた元データの中で，受講生 A による一部の話題が分岐して，担当教
員による 2 つの話題にそれぞれ関連（連結）している話題展開は，図 3-5
の右側の破線で囲まれた中の上段に示したグラフ表現となり，同じく図 
3-5 の右側の破線で囲まれた中の中段に示したグラフ理論の数式となる．
提案分析法では，これらを「対話パターン」と呼ぶ．
また，この対話パターンを検討するときに，データ内での話題展開にお
ける各話題の組合せが同様と判断できた場合には，同じ対話パターンに
一貫して概念化する手続きを追加した．具体的には，1 ペア分のデータに
つき図 3-6 に示す１つの「確認シート（対話パターン）」を作成して常に
記録・参照する（図 3-5 の右側の破線で囲まれた中の下段も参照．複数
ペア分での比較の場合には，複数ペア分で１つの分析シートを作成）．
図 3-5 記入者・話題の集合および連結の集合の枠組み 
V 受講生A・参考意識
担当教員・共感
受講生A
授業お疲れ様でした。
dvdめちゃくちゃ興味深かったです。
今後の参考にしていこうと思います。
元データ
E
担当教員
ガー・レイノルズのプレゼンの考
え方は、私も常々、参考にさせて
もらっています(^ ^)
このDVDは、また別の機会にお見せ
しますので、そのときも興味を
持って見て下さいね。
対話パターン
V ＝｛<受講生A，参考意識>，<担当教員，共感> ，<担当教員，予告> ｝
E ＝｛｛<受講生A，参考意識> ，<担当教員，共感>｝,
｛<受講生A，参考意識> ，<担当教員，予告>｝｝
担当教員・予告V
記入者・話題の組合せ
参考意識
共感
予告
E
V
受講生
担当教員
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3.4 提案分析法の評価実験  
本節では，要件（R①～R⑤）を満たすように開発した提案分析法が，
1.1.1 で述べた 3 つの事項（I1～I3）を満たすかどうかを，2 章で述べた
iCon で取得した SC のデータに対して KeyPaSS を適用して確認する．  
3.4.1 提案分析法の評価項目  
提案手法が，1.1.1 で述べた 3 つの事項（I1～I3）を満たす分析法であ
るかどうかを，以下の(1)～(4)に示す評価項目で確認する．
(1)評価項目１： データ内の言及内容をどれだけ明らかにできたか
「I1：データ内の全ての言及内容を対象に，その言及内容を（できる限
り）網羅的に明らかに」の事項を満たしているかを以下の指標で確認する． 
・指標 1：本指標は，提案分析法の適用において，データ内で着目した
語句（分析対象である「言及内容」に該当すると判断して選択した語
句）の中から，最終的にどれだけの語句がキーワードとして概念化
できたかを指し，この度合いを以下のように定義する．
指標 1(単位 :%)= [ステップ<1>の語句の中で概念化できた全ペア合計件数 ][ステップ<1>の語句の全ペア合計件数 ] × 100 
指標 1 の分母は，提案分析法のステップ<1>の語句の全ペア分の合計件数であ
り．分子は，提案分析法のステップ<1>の語句の中でキーワードとして概念化
できた全ペア分の合計件数である．もし，提案分析法が I1 の事項を満たして
いるならば，指標 1 は 100％に近い値を示す．なお，解釈不明な言及内容が残
図 3-6 確認シート（対話パターン）と記入例（抜粋） 
遅刻 － 受講生
感想 －
意気込み － 担当教員
満足感 －
－ 自己紹介
－ 激励
－ 目標の喚起
挨拶 挨拶
不安 解説
共感
予告
記入者・話題の組合せ
参考意識
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った場合には，その分量だけ指標 1 が下降するので，その場合には原因を探
る必要がある． 
(2)評価項目 2：データ内の話題展開をどれだけ明らかにできたか
「I2:データ内の全ての話題展開を対象に，その話題展開を（できる限
り）網羅的に明らかに」の事項を満たしているかを以下の指標で確認する． 
・指標 2：本指標は，提案分析法の適用において，データ内で解釈した
話題の中から，最終的にどれだけの話題が対話パターンの要素とし
て概念化できたかを指し，この度合いを以下のように定義する．
指標 2(単位 :%) = [ステップ<4>の話題の中で概念化できた全ペア合計件数 ][ステップ<4>の話題の全ペア合計件数 ] × 100
指標 2 の分母は，提案分析法のステップ<4>での話題の全ペア分の合計件数で
あり．分子は，提案分析法のステップ<4>での話題の中で対話パターンの要素
（話題）として概念化できた全ペア分の合計件数である．もし，提案分析法が
I2 の事項を満たしているならば，指標 2 は 100％に近い値を示す．なお，概
念化できなかった話題が残った場合には，その分量だけ指標 2 が下降するの
で，その場合には原因を探る必要がある． 
(3)評価項目 3：言及内容と話題展開の数量を明らかにできたか
「I3:言及内容(I1)と話題展開(I2)の数量を明らかに」の事項を満たし
ているかを，  言及内容(I1)と話題展開(I2)の各々の数量について，以下
の 3 種類の観点で集計して総合的に確認する．なお，言及内容は抽出し
たキーワード，話題展開は抽出した対話パターンを用いる．
（A）確認シートの効果：本観点は，抽出されたキーワードは何種類の
概念に集約されているのか，そして，抽出された対話パターンは何
種類の概念に集約されているのかをみる．
（B）時系列的な比較の可能性：本観点は，キーワードと対話パターン
の各々の数量が授業回毎の変化を比較できるかどうかをみる．
（C）複数ペア間での比較の可能性：本観点は，キーワードと対話パタ
ーンの各々の数量が複数のペア間で比較できるかどうかをみる．
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(4)評価項目 4：既存分析法を改良して新たな問題は無かったか
既存分析法を 3 つの事項（I1～I3）を満たすように改良した結果，提案
分析法に新たな問題が引き起こされていないかどうかを確認する．
3.4.2 提案分析法を適用する SC のデータ  
提案分析法を適用するデータは，2 章で述べた SC 媒体の iConversation 
(以下 iCon) [9]-[11]を用いて取得した SC のデータ（1 クラス 8 ペア分）で
ある．なお，この試行では，ペア毎に別々の分析シートを用いた．また，
2 種類の確認シート（キーワード，対話パターン）は，8 ペア分の比較も
行えるように，それぞれを 8 ペア分で１つだけ作成して常に記録・参照
した．確認シート（キーワード）を付録 E に，確認シート（対話パター
ン）を付録 F に，分析シートを付録 I に掲載したので参照されたい．
提案分析法を適用した結果の概要を表 3-3 に示す．なお， 表 3-3 の中
で灰色の背景色の部分は 2.5.2 で示した表 2-3 と同じ内容である．提案
分析法を適用した結果，全体では，151 通のメッセージから 1493 件のキ
ーワード（1 ペアあたり平均 186.6 件）と，175 件の対話パターン（1 ペ
アあたり平均 21.9 件）を抽出できた．
表 3-3 提案分析法を試行した結果の概要 
A組 B組 C組 D組 E組 F組 G組 H組 合計 平均
合計文字数
(改行コードも含む)
2018 3476 4437 624 3084 3500 5140 6053 28332 3541.5
メッセージ 20 24 16 3 22 22 20 24 151 18.9
1通あたり文字数 100.9 144.8 277.3 208.0 140.2 159.1 257.0 252.2 ― 187.6
<0> セグメント 75 107 145 27 91 124 147 193 909 113.6
<1> 着目した語句 118 190 238 42 154 193 240 320 1495 186.9
<2> 一般化した語句 118 189 238 42 154 193 240 320 1494 186.8
<3>① キーワード 118 188 238 42 154 193 240 320 1493 186.6
<4>② ストーリーライン 43 57 70 10 46 46 48 67 387 48.4
<4>③
テーマ
(1メッセージの中の
話題タイトル)
43 57 70 10 46 46 48 67 387 48.4
<6>
関連図に載せた
テーマ
43 57 70 10 46 46 48 67 387 48.4
<7> 対話パターン 26 18 34 3 19 21 20 34 175 21.9
ス
テッ
プ
元
デー
タ
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3.4.3 提案分析法の評価  
以下に 3.4.1 で述べた評価項目 1～4 を確認する．  
(1)評価項目１： データ内の言及内容をどれだけ明らかにできたか 
表 3-3 に示した結果から，ステップ<1>で着目した語句（分析対象であ
る「言及内容」に該当すると判断して選択した語句）の合計件数は 1495
件であった．そして，表 3-3（および詳細は付録 I を参照．ステップ<1>
の列の語句と，ステップ<3>①の列のキーワードの各々が，残らず全て 1
対 1 で対応）に示した結果から，B 組を除く 7 ペアは，ステップ<1>で着
目した語句の全てがそのままステップ<3>①でキーワードとして概念化
できている．  
一方で，B 組は，ステップ<1>で着目した語句は 190 件であったが，ス
テップ<2>で一般化した語句は 189 件に 1 件減少して，さらにステップ
<3>でキーワードは 188 件に 1 件減少した．しかしながら，これは，まず，
授業第 2 回目 10 月 14 日（通し番号 4 番）の受講生のメッセージの中で，
ステップ<1>で「国立国会図書館」と「その際寄ってみようと思っていた」
の 2 つの着目した語句を，ステップ<2>で「国立国会図書館に立ち寄る計
画」という 1 つに統合したからである．次に，授業第 8 回目 11 月 25 日
（通し番号 16 番）の受講生のメッセージの中で，ステップ<2>で「散策
以外の目的があったことも告白」と「散策先の地元で有名な山賊料理のお
店に行く目的」の 2 つの一般化した語句を，ステップ<3>で「自己開示・
旅行・山賊料理店も目的地」という 1 つのキーワードに統合して抽出し
たからである．よって，B 組においても，ステップ<1>で着目した語句の
全てがそのままステップ<3>①でキーワードとして概念化できている．  
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今回の分析では，8 ペア分の全組の分析において，データ内で着目した
語句の中から，全ての語句がキーワードとして概念化できたので，指標 1
は以下のようになった．  
指標 1(単位 :%)= [ステップ<1>の語句の中で概念化できた全ペア合計件数 ][ステップ<1>の語句の全ペア合計件数 ] × 100 = [1495][1495] × 100 = 100% 
以上により，提案分析法は，「I1：データ内の全ての言及内容を対象に，
その言及内容を網羅的に明らかに」の事項を満たしていると考える．  
(2)評価項目 2：データ内の話題展開をどれだけ明らかにできたか 
表 3-3 に示した結果から，ステップ<4>③で解釈したテーマ（話題）の
合計件数は 387 件であり，ステップ<7>で抽出した対話パターンの合計件
数は 175 件であった．そして，このステップ<7>で抽出した対話パターン
の構成する要素（話題）をその分量毎に集計した結果を表 3-4 に示す．
これにより，抽出した対話パターンの中の話題の合計件数は 387 件であ
る．表 3-3 と表 3-4（および詳細は付録 I を参照．ステップ<4>③の列の
テーマと，ステップ<7>①の列の対話パターンの要素の各々が，残らず全
て 1 対 1 で対応）に示した結果から，8 ペアの全組において，ステップ
<4>で解釈した話題の全てがそのままステップ<7>で対話パターンの要素
対話パターン
を構成する
要素（話題）
件数 小計
1 58 58
2 82 164
3 13 39
4 12 48
5 3 15
7 2 14
8 1 8
9 2 18
10 1 10
13 1 13
合計 175 387
表 3-4 対話パターンを構成する要素（話題）毎の集計 
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として概念化できている．  
今回の分析では，8 ペア分の全組の分析において，データ内で解釈した
話題の中から，全ての話題が対話パターンの要素として概念化できたの
で，指標 2 は以下のようになった．  
 指標 2(単位 :%)= [ステップ<4>の話題の中で概念化できた全ペア合計件数 ][ステップ<4>の話題の全ペア合計件数 ] × 100 = [387][387] × 100 = 100.0% 
以上により，提案分析法は，「I2:データ内の全ての話題展開を対象に，
その話題展開を網羅的に明らかに」の事項を満たしていると考える．   
表 3-5 抽出されたキーワードのカテゴリ名と特性 
カテゴ
リ名
件数 特性 件数 カテゴ
リ名
件数 特性 件数 カテゴ
リ名
件数 特性 件数
趣味 64 受講生の受講状態 20 目標への刺激 96
病気 27 進行 15 意気込み 51
旅行 26 担当教員の言葉 8 目標 31
感情 24 担当教員の名前 8 自信 25
既存知識 19 担当教員の話し方 8 満足感 23
季節的イベント 18 内容 5 自信への刺激 22
経験 13 時間経過 4 興味 9
出身地 12 助言 3 期待感 7
話し言葉 9 担当教員の状態 3 動機への刺激 5
気分 7 印象 2 好奇心 4
季節的な気分 7 自己評価 1 期待感への刺激 2
部活の活動 7 受講生の受講態度 1 興味への刺激 2
好きなもの 6 受講生の名前 1 動機 2
日本食の考え 6 日程 1 挨拶 39
学習経験 5 補足 54 謝罪 17
苦手分野 5 学習成果 37 助言 14
公共放送に関する考え 5 重要点 12 感謝 12
担当教員の他科目 5 内容 8 気遣い 11
グローバルに関する考え 4 対象 7 質問 8
健康状態 4 印象 6 雑談 5
他の授業での課題 4 分からない点 5 感想 2
受講生の印象 3 難易度 2 依頼 1
スポーツ経験 2 予告 2 歓迎 1
センスの向上 2 わかりやすさ 1 共感 1
ポジション 2 質問 1
居住地 2 対象外 1
進路 2 発表会 35
担当教員の印象 2 助言 23 笑顔 90
美的センス 2 進捗報告 21 笑い 52
アルバイト 1 制作目標 11 冷や汗顔 29
センスの考え 1 補足 9 泣き顔 9
過去の担当科目 1 受講生の取り組み 8 驚き顔 7
休暇 1 印象 7 楽しい気分 5
高校で学習 1 完了確認 7 残念顔(?) 5
仕事での参考資料 1 学習成果 6 冷や汗 2
仕事の予定 1 重要点 5 謝る仕草 1
施設関連の考え 1 分からない点 5 驚き 4
施設関連の知識 1 予告 3 悩み 1
習慣 1 教材 2 話題変更 6
出生地 1 質問 1 引用 2
所有物 1 課題 16 メッセージの内容 10
成績 1 受講生 4 メッセージが無いとき 8
登下校 1 内容 4 最初のメッセージ 8
得意分野 1 担当教員 2 対象者 8
発想法 1 印象 1
部活の所属 1 満足感 6
利き手 1 期待感 2
136 1493指導
意欲
8
話術 8
他の
授業
27
コミュ
ニケー
ション
ソフト
34
13
相手の記述内容 150
実習 143
非言語
表現
200
感動詞 5
自己
開示
312
授業 80
学習
意欲
メッ
セージ
の文言
279
社交的
対応
111
講義 136
150
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(3)評価項目 3：言及内容と話題展開の数量を明らかにできたか 
（A）確認シートの効果  
①抽出したキーワード 
まず，抽出したキーワードが，何種類の概念に集約されているのかをみ
る．抽出されたキーワード（合計 1493 件）は，カテゴリが 13 種類，特
性が 136 種類，次元が 876 種類だった．キーワードのカテゴリと特性の
各々の件数を集計した結果を表 3-5 に示す（次元は 876 種類もあり，あ
まりにも多数なので割愛した．詳細は付録 E を参照されたい）．  
なお，カテゴリ名の「メッセージの文言」とは，相手が記述した内容を
前提（起因）として記述された返信内容であり，相手の記述内容を転記（復
唱）することで確認（強調），あるいは相手の記述内容に対する共感や同
意を表明した内容である．また，カテゴリ名の「コミュニケーションソフ
ト」とは，SC で用いた iCon に関する記述内容のことである．  
今回の分析では，全体では 1493 件のキーワードが抽出されたが，それ
らは 13 種類のカテゴリに属する 136 種類の特性および 876 種類の次元
に集約された．つまり，1 種類のカテゴリには平均 114.8 件（1493÷13）
表 3-6 0 回連結の話題展開の集計結果 
挨拶 11 受講生
意気込み 7
感想 5 担当教員
遅刻 2
他者発表感想 2
欠席報告 1
進捗報告 1
学習内容報告 1
感謝 1
満足感 1
報告（連休） 1
簡潔記入宣言 1
挨拶（最後） 1
感想（授業総括） 1
感想（担当教員との対話） 1
ツール説明 8
挨拶 5
自己紹介 4
目標の喚起 3
激励 1
合計件数 58
種類数 20
連結
回数
件
数
0
記入者・話題の組合せ
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のキーワードとなり，多くが集約されていた．一方で，1 種類の特性には
平均 10.98 件（1493÷136）のキーワードとなり，少しの集約だった．ま
た，1 種類の次元に平均 1.70 件（1493÷876）のキーワードとなり，僅か
な集約だった．以上により，確認シート（キーワード）の効果は，カテゴ
リには多くあり，特性と次元には限定的だったと考える．  
②抽出した対話パターン 
次に，抽出した対話パターンが，何種類の概念に集約されているのかを
みる．抽出された対話パターン（合計 109 種類 175 件）の内訳は，単独
の話題（0 回連結の話題展開）が 20 種類 58 件，1 回連結の話題展開が 63
種類 90 件，2 回以上連結の話題展開が 26 種類 27 件だった．対話パター
ンの 0 回連結の話題展開を集計した結果を表 3-6 に，1 回連結の話題展
表 3-7 1 回連結の話題展開の集計結果 
意気込み 目標の喚起 11 印象 解説 1 理解
挨拶 挨拶 7 テーマ報告 目標の喚起 1 予告
意気込み 解説 4 発表評価機会 解説 1 共感
学習成果 解説 4 学習成果 目標の喚起 1 予告
感想 解説 4 有用性 目標の喚起 1 経験談
意気込み 練習の推奨 2 プレゼンセンス 経験談 1 興味
有用性 解説 2 期待感 解説 1 励まし
寒い季節話 体調気遣い 1 期待感 共感 1 目標の喚起
自己開示(趣味) 好評価(趣味) 1 期待感 目標の喚起 1 好奇心
趣味希望 共感 1 不安 解説 1 意気込み
報告(靴破れ) 共感(靴破れ) 1 不安 助言 1
心配
(担当教員風邪)
報告(おみくじ) 共感(おみくじ) 1 不安 復習の推奨 1
助言
(栄養ドリンク)
体調の気遣い
体調の
気遣い 1
恐怖心
告白 共感 1 助言
体調報告
(親不知)
経験談
(親不知) 1 反省 目標の喚起 1
体調報告 体調気遣い 1 失敗 推測 1 謝罪(居眠り)
風邪報告 助言 1 制作目標 評価 1 自己紹介 自己紹介 1
謝罪
(居眠り)
振り返り
(単調授業) 1 意気込み 歓迎 1 質問 結果報告 1
学習歴 驚き 1 意気込み 助言 1 目標の喚起 意気込み 1
苦手意識 質問の推奨 1 意気込み
個別対応
提案 1 挨拶 挨拶 1
苦手意識 熟考の推奨 1 意気込み 質問 1 意気込み
苦手意識 目標の喚起 1
授業評価 指導満足感 1 結果報告
授業評価
冷や汗
顔文字 1
意見
(葛根湯効果)
考え開示
(葛根湯使用) 1 合計件数 90
質問 解説 1
印象
(担当教員趣味) 計画開示(趣味) 1 種類数 63
質問 助言 1
雑談
(ポッキーの日)
雑談
(ポッキーの日) 1
受講生
疑問 解説 1
相互評価結果
(独創性高評価) 独創性高評価 1
担当教員
感想
(作図）
高評価
(作図
センス)
1 緊張感
感謝 1
報告
(キャンプ
・流れ星) 1
関連性指摘
目標の喚起
1
旅行報告 1
相互評価
結果(低い)
1
目標の喚起 1
連結
回数
記入者・話題の組合せ 件数
1 1
1
制作目標 1
参考意識 1
連結
回数
記入者・話題の組合せ 件数
連結
回数
記入者・話題の組合せ 件数
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開を集計した結果を表 3-7 に，そして，2 回以上連結の話題展開を集計
挨拶 挨拶 挨拶 － － － － － － 2
苦手意識
開示
推測と冗
談
原因と反
応 － － － － － － 1
練習報告 助言 提出報告 － － － － － － 1
個別対応
提案 感謝 － － － － － －
解説 期待感 － － － － － －
自己紹介 継続履修 歓迎 － － － － － － 1
出生地開
示 共感 － － － － － －
部活開示 経験談 － － － － － －
趣味開示 趣味開示 － － － － － －
質問（年
末年始）
報告
（年末年
始）
目標の喚
起 － － － － － － 1
連絡 報告 共感 － － － － － － 1
報告
(歯痛
影響)
提案
(授業
対策)
報告
(歯医者
治療)
助言
(歯の
ケア)
－ － － － － 1
連絡
(学園祭)
質問
(学園祭)
希望
(来年の
学園祭)
助言
(時間の
使い方)
－ － － － － 1
経験談 － － － － － － －
結果報告 共感 － － － － －
－ 余談 羨む － － － － －
－ 構想報告 応援 － － － － －
関連雑談
助言
(雑談)
感想
(雑談)
共感
(雑談) － － － － － 1
雑談
(鹿児島)
質問
(鹿児島)
回答
(鹿児島)
期待
(鹿児島) － － － － － 1
経験談
(イベン
ト)
提案
(イベン
ト)
問題点予
想 （イ
ベント)
助言
(仕事と
遊び)
－ － － － － 1
感想
(他の
授業)
共感
(他の
授業)
印象
(他の
授業)
冗談(当
該授業と
の関連)
－ － － － － 1
欠席報告 心配 自己開示 助言 － － － － － 1
質問
(課題) － － － － － － －
印象(課
題と学
部)
説明(進
学経緯)
解説
(大学で
の学び)
－ － － － －
意気込み
質問の
推奨
対応の
依頼
質問の
歓迎 － － － － － 1
意気込み
(他科目)
質問
(他科目)
回答
(他科目)
目標の喚
起(他科
目)
－ － － － － 1
自己紹介
履修報告
(他科目)
能動的
授業
宣言
(他科目)
意気込み
(他科目) － － － － － 1
4 意気込み 助言 意気込み
目標の
喚起 感想 － － － － 1
解説 － － － － － － －
質問 情報提供 感想共有 共感 － － －
－ － 自己開示 歓喜 公言 － － －
－ － 趣味希望 感想共有 反響予想 － － －
質問
(趣味)
回答
(趣味) － － － － － －
意気込み
目標の喚
起 － － － － －
－ 実践不安 追加紹介 興味 助言 － － －
6 挨拶 挨拶 挨拶 感想 感想
目標の
喚起 感想 － － 1
7
連絡
(旅行)
質問
(旅行)
報告
(旅行)
質問
(印象)
感想
(グロー
バル)
質問
(グロー
バル)
報告
(外国人)
印象
(外国人) － 1
8
意気込み
(他科目)
内容質問
(他科目)
課題説明
(他科目)
課題感想
(他科目)
他受講生
反応(他
科目)
目標喚起
(他科目)
単位条件
説明(他
科目)
単位条件
感想(他
科目)
課題追加
説明(他
科目)
1
27
受講生 担当教員 26
合計件数
種類数
5
趣味憧れ
1
趣味回答
発想法興
味 1
発想法
解説
3
部活宣伝
1
報告依頼
自信
(課題) 1
連結
回数 記入者・話題の組合せ
件
数
2
期待感 1
自己紹介 1
表 3-8 2 回以上連結の話題展開の集計結果 
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した結果を表 3-8 に示す．  
今回の分析では，全体では 175 件の対話パターンが抽出されたが，そ
れらは 109 種類の記入者・話題の組合せに集約された．つまり，1 種類の
記入者・話題の組合せに平均 1.60 件（175÷109）の対話パターンとなり，
僅かな集約だった．以上により，確認シート（対話パターン）の効果は，
限定的だったと考える．  
（B）時系列的な比較の可能性  
①抽出したキーワード 
 まず，抽出したキーワードの数量が授業回毎の変化を比較できるかど
うかをみる．「（A）確認シートの効果」でも述べたように，今回の分析で
表 3-9 キーワード（カテゴリ名）の時系列的な比較 
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は，キーワードの特性と次元については種類が多すぎるために，比較は難
しい可能性が高い．そこで，キーワードのカテゴリ名のみ確認する．  
本論文では，受講生 A と教員のペア（A 組）の事例を抜粋・編集して
表 3-9 に示す．なお，他の組の詳細は付録 G を参照されたい．表 3-9 で
は，授業日の列には，10 月 14 日から 1 月 20 日までの月日が並び，その
授業日毎のデータ行には，受講生 A と担当教員が発信したメッセージの
中の言及内容を抽象化した概念のキーワードをカテゴリ名毎に集計した
件数が示されている．例えば，期間中は「学習意欲」がほぼ毎回記述され
ていた．一方で，期間の前半（11 月 25 日以前）には「講義」が頻繁に記
述されていたが，入れ替わるように後半（12 月 9 日以降）には「授業」
や「実習」の記述が増えたように見える．  
 以上により，今回の分析では，抽出したキーワードのカテゴリ名に関し
ては，時系列的な比較ができる可能性があると考える．しかしながら，キ
ーワードの特性と次元に関しては，そのままでは時系列的な比較が難し
い可能性が高い． 
②抽出した対話パターン  
次に，抽出した対話パターンの数量が授業回毎の変化を比較できるか
どうかをみる．しかしながら，「（A）確認シートの効果」でも述べたよう
に，今回の分析では対話パターンについては僅かな集約だったために，比
較することは難しい可能性が高い．そこで，個々のペアの状態を確認する． 
本論文では，受講生 A と教員のペア（A 組）の事例を抜粋・編集して
図 3-7 に示す．なお，他の組の詳細は付録 H を参照されたい．なお，図 
3-7 では，授業日の列には，10 月 14 日から 1 月 20 日までの月日が時系
列順で並び，その授業日毎のデータ行には，受講生 A と担当教員による
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SC のデータ内の話題展開を抽象化した概念の対話パターン（連結する話
題同士を実線の矢印で結んでいる．破線矢印は間接的な連結の可能性を
記録したもの）を図示している．ただし，話題群 1～6 の列上の話題の要
素は，その連結を視認しやすくするために任意の場所に配置している．  
例えば，授業日の 10 月 21 日では，受講生 A のメッセージが「挨拶」
と「参考意識」の２つの話題に分別されている．そして，その中の受講生
A の「参考意識」の話題から分岐して，担当教員の「共感」と「予告」の
話題が連結している（図中では該当する話題同士の間が矢印で結ばれて
いる）．  図 3-7 を見ると，全体的に繰り返して出現する対話パターンが
あまり多くないことが確認できる．ちなみに，他のペア（B 組～H 組）に
ついても，ペア内で繰り返して出現する対話パターンがあまり多くない
状態だったが，詳細は付録 H を参照されたい．しかしながら，対話パター
ンを構成する要素の個々の話題に注目すると，12 月 9 日以降に，担当教
図 3-7 対話パターン（シーケンス）の時系列的変化 
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員は受講生の話題に対して「目標の喚起」の話題を多く連結していた（3
箇所）ことを確認できた．   
 以上により，今回の分析では，抽出した対話パターンに関しては，その
ままでは時系列的な比較が難しい可能性があるが，対話パターンを構成
する要素の個々の話題に注目するといった工夫を行うことで，時系列的
な比較ができる可能性があると考える． 
（C）複数ペア間での比較の可能性 
①抽出したキーワード 
 まず，抽出したキーワードが複数のペア間で比較できるかどうかをみ
る．「（A）確認シートの効果」でも述べたように，今回の分析では，キー
ワードの特性と次元については種類が多すぎるために，比較は難しい可
能性が高い．そこで，キーワードのカテゴリ名のみ確認する．  
キーワード（カテゴリ名）をペア毎に集計した結果を表 3-10 に示す． 
8 ペア分の各々の分析で抽出したキーワード（カテゴリ）の 13 種類につ
表 3-10 キーワード（カテゴリ名）のペア間での比較 
授
業
講
義
実
習
学
習
意
欲
指
導
意
欲
他
の
授
業
自
己
開
示
非
言
語
表
現
メッ
セー
ジ
の
文
言
社
交
的
対
応
感
動
詞
話
術
コ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン
ソ
フ
ト
A組 16 21 10 34 1 0 7 13 3 9 0 0 4 118
B組 4 1 12 8 1 0 75 39 30 9 4 1 4 188
C組 16 15 14 66 4 14 23 18 28 34 0 0 6 238
D組 3 0 0 0 0 0 22 5 3 5 0 0 4 42
E組 11 13 21 39 1 0 20 25 11 9 0 0 4 154
F組 5 17 25 31 1 2 31 36 27 12 0 2 4 193
G組 7 58 28 43 0 10 27 25 23 14 0 1 4 240
H組 18 11 33 58 0 1 107 39 25 19 1 4 4 320
合計 80 136 143 279 8 27 312 200 150 111 5 8 34 1493
ペ
ア
カテゴリ名
小
計（
件
数）
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いて，他のペアと比較して件数が多いキーワード（カテゴリ）や，少ない
キーワード（カテゴリ）を確認でき，異なるペア同士での比較が可能とな
っている．  
以上により，今回の分析では，抽出したキーワードのカテゴリ名に関し
ては，ペア間での比較ができる可能性があると考える．しかしながら，キ
ーワードの特性と次元に関しては，そのままではペア間での比較が難し
い可能性が高い．  
②抽出した対話パターン  
次に，抽出した対話パターンが複数のペア間で比較できるかどうかを
みる．しかしながら，「（A）確認シートの効果」でも述べたように，今回
の分析では，対話パターンについては僅かな集約だったために，そのまま
では比較することは難しい可能性が高い．そこで，全 8 ペアの合計で 2 件
以上の対話パターンのみを抽出して確認する．  
表 3-11 2 件以上の対話パターンをペア毎に集計した結果 
連結
回数 A組 B組 C組 D組 E組 F組 G組 H組
小
計
挨拶 － － 1 1 9 11
意気込み － － 2 2 3 7
感想 － － 1 1 1 1 1 5
遅刻 － － 1 1 2
他者発表感想 － － 1 1 2
ツール説明 － － 1 1 1 1 1 1 1 1 8
挨拶 － － 2 1 1 1 5
自己紹介 － － 1 1 1 1 4
目標の喚起 － － 2 1 3
意気込み 目標の喚起 － 1 1 5 1 3 11
挨拶 挨拶 － 1 2 1 1 1 1 7
意気込み 解説 － 1 2 1 4
学習成果 解説 － 2 2 4
感想 解説 － 4 4
意気込み 練習の推奨 － 1 1 2
有用性 解説 － 1 1 2
2 挨拶 挨拶 挨拶 1 1 2
15 4 20 2 17 10 4 11 83
12 3 11 2 9 9 3 7 17
26 18 34 3 19 21 20 34 175
23 17 25 3 12 20 19 29 109
受講生
担当教員
（参考）全対話パターンの種類数
２件以上の対話パターンの合計件数
２件以上の対話パターンの種類数
（参考）全対話パターンの合計件数
1
記入者・話題の組合せ
0
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 2 件以上の対話パターンをペア毎に集計した結果（合計 17 種類 83 件）
を表 3-11 に示す．8 ペア分の各々の分析で抽出した対話パターンについ
て，他のペアと比較して件数が多い対話パターンや，少ない対話パターン
が確認でき，異なるペア同士での比較が可能となっている．  
以上により，今回の分析では，抽出した対話パターンに関しては，2 件
以上の対話パターンに限定することで，ペア間での比較ができる可能性
があると考える．  
(4)評価項目 4：既存分析法を改良して新たな問題は無かったか 
提案分析法では，3.2.1 で述べた既存分析法を改良するための要件（R
①～R⑤）を満たすように既存分析法を改良したので，既存分析法に比べ
てより段階的にコーディングを行う必要がある．また，既存分析法の④選
択コーディング以降では，③軸足コーディングで分類したコード群を取
捨選択や縮約を繰り返して中核的な概念を抽出する．しかしながら，提案
分析法では，全ての話題展開を分析する必要があるので，④選択コーディ
ング以降でも，データを網羅的に段階的にコーディングする手続きとな
った．その結果，コーディングの作業量は格段に増えている．  
よって，既存分析法を改良した結果，提案分析法は既存分析法と比べて，
分析の作業内容が増えて，かつ，作業時間も増えるという問題が生じてい
ると考える．  
3.5 考察  
3.4 で示した評価項目 1 と 2 の結果から，提案分析法は「I1：データ内
の全ての言及内容を対象に，その言及内容を（できる限り）網羅的に明ら
かに」と「I2:データ内の全ての話題展開を対象に，その話題展開を（で
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きる限り）網羅的に明らかに」の事項を満たしていることを確認した．既
存分析法では，解釈不明な言及内容の確認手続きを定めていなかったの
で，提案分析法ではその対策を講じた．その結果，今回の分析では，最終
的に解釈不明な言及内容が残らなかった．このことは，提案分析法の②オ
ープン・コーディングの精度が既存分析法に比べて上がったことを示し
ていると考える．また，既存分析法では，そもそも話題展開を分析する手
続きが無かったので，提案分析法では④選択コーディングの手続き自体
を大幅に変更した．その結果，今回の分析では，データ内の全ての話題展
開を対話パターンとして抽出できた．このことは，提案分析法が SC のデ
ータを対象とした新たな質的データ分析法として持つ最大の特徴と考え
る．  
3.4 で示した評価項目 3 の結果から，提案分析法は「I3:言及内容(I1)
と話題展開(I2)の数量を明らかに」の事項は，限定的ではあるが満たして
いることを確認した．まず，「（A）確認シートの効果」については，今回
の分析では，抽出したキーワードのカテゴリには多くの言及内容が集約
されていた．しかしながら，キーワードの特性への集約は少なく，次元へ
の集約は僅かだった．また，抽出した対話パターンへの集約も僅かだった．
次に，「（B）時系列的な比較の可能性」については，今回の分析では，抽
出したキーワードのカテゴリは，時系列的な比較ができる可能性がある
ことを確認した．しかしながら，キーワードの特性と次元はその種類の多
さから難しい可能性がある．また，抽出した対話パターンもその種類の多
さからそのままでは時系列的な比較が難しい可能性があるが，対話パタ
ーンを構成する要素の個々の話題に注目するといった工夫を行うことで，
時系列的な比較ができる可能性があると考える．最後に，「（C）複数ペア
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間での比較の可能性」については，今回の分析では，抽出したキーワード
のカテゴリは，ペア間での比較ができる可能性があることを確認した．し
かしながら，キーワードの特性と次元はその種類の多さから難しい可能
性がある．また，抽出した対話パターンは，その種類の多さから時系列的
な比較が難しい可能性があるが，2 件以上の対話パターンに限定すること
で，ペア間での比較ができる可能性があると考える．以上により，提案分
析法が抽出した概念の数量を明らかにすることは，今回の分析では限定
的ではあるが確認できたと考える． 
3.4 で示した評価項目 4 の結果から，既存分析法を改良した結果，提案
分析法は既存分析法と比べて，分析の作業内容が増えて，かつ，作業時間
も増えるという問題が生じている．これについては，現状では仕方が無い
が，この作業を補助するようなツールを開発することが，将来的な課題と
なる．
以上により，提案分析法は，SC のデータを対象とした際の既存分析法
の課題を解決した，新たな質的データ分析法である，と結論する．ただし，
既存分析法に比べて，分析作業の内容と時間が増えることも考慮して用
いなければならない分析法であると考える．
3.6 まとめ  
本章では，まず，1.1.1 で述べた 3 つの事項（I1～I3）を満たすための
要件と，提案分析法の開発方法について述べた．次に，その要件を踏まえ
て新たに開発した KeyPaSS の概要を述べた．そして最後に，第 2 章で取
得したデータに対して KeyPaSS を適用して，その評価を行った．  
提案分析法は，SC のデータを対象とした際の既存分析法の課題を解決
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した，新たな質的データ分析法である．一方で，既存分析法に比べて，分
析作業の内容と時間が増えること考慮して用いなければならない分析法
である．  
しかしながら，本研究では，まだ，提案分析法により抽出された概念，
つまり限定的ではあるが数量の確認ができる概念を用いて，どのように
分析することが可能となるのかを具体的に明らかにしていない．これに
ついては，次章で述べる．  
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第4章  提案分析法の可能性の検証  
本章では，3 章で述べた提案分析法によって抽出した概念（キーワード
と対話パターン）の分析の可能性を検証する．  
4.1 はじめに  
3 章で述べた提案分析法の KeyPaSS[1]-[4]は，評価実験の結果，SC のデ
ータ内の全ての言及内容，および全ての話題展開を明らかにでき，かつ，
限定的ではあるが抽出した概念の数量も明らかにできる．SC のデータを
対象とした際の既存分析法 [5]-[9]の課題を解決した，新たな質的データ分
析法であることが示された．  
しかしながら，本研究では，まだ，提案分析法により抽出された概念，
つまり限定的ではあるが数量の確認もできる概念を用いて，どのように
分析することが可能となるのかを具体的に明らかにしていない．  
そこで，本章では，3 章で開発した KeyPaSS を適用して抽出したキー
ワード，および対話パターンを用いて，提案分析法により抽出した概念の
分析の可能性を検証する．  
本章では，まず，4.2 でキーワードに関する分析の可能性を検証する．
次に，4.3 で対話パターンに関する分析の可能性を検証する．  
4.2 キーワードに関する分析の可能性  
3.4.3 で示した表 3-9（A 組におけるキーワードの時系列的な比較）で
は，期間中は，キーワードの「学習意欲」がほぼ毎回記述されており，一
方で，期間の前半（11 月 25 日以前）には「講義」が頻繁に記述されてい
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たが，入れ替わるように後半（12 月 9 日以降）には「授業」や「実習」
の記述が増えたように見えた．
本項では，このような傾向が他のペアでも共通するのかどうかを検証
する．まず，3.4.3 で述べた表 3-9 で着目した 4 種類のキーワード（カテ
ゴリ）の「学習意欲」「講義」「授業」「実習」に限定して，全 8 ペア分（A
組～H 組）の時系列的変化をペア間でも比較できるようにしたのが図 4-1
である．図 4-1 はヒートマップ形式で表現されており，キーワード（カ
テゴリ）の件数の大小をグレースケールの濃淡，つまり，件数が多い値（濃
い灰色）～少ない値（薄い灰色，あるいは無色）で示されている．
この結果から，「講義」は 12 月 16 日以降に減少して，入れ替わり「実
習」が 12 月 16 日以降に増加するペアが多いことを確認した．  
発信者 A組
B
組
C
組
D
組
E
組
F
組
G
組
H
組
A
組
B
組
C
組
D
組
E
組
F
組
G
組
H
組
A
組
B
組
C
組
D
組
E
組
F
組
G
組
H
組
A
組
B
組
C
組
D
組
E
組
F
組
G
組
H
組
（事前送信）担当教員 3 3 3 3 3 3 3 3
受講生
担当教員
受講生 1 1 1 1 6 3 3 2 2 1
担当教員 5 2 1 5 2 3 1 1 1
受講生 1 1 10 1 2 3 1 2 1 4 2 3
担当教員 1 6 8 1 1 1 1 2 1 2 5
受講生 1 1 2 2 1 2
担当教員 4 2 2 3
受講生 1 1 3 1 2 3 1 1 2
担当教員 7 1 2 1 1 3 1 3
受講生 3 3 1 3 1 1 2 1 2 2 2
担当教員 4 5 1 5 2 1 2 2 1 1 4
受講生 1 1 2 2 2 2 4 2 5
担当教員 1 2 2 4 2 2 4 4
受講生 2 1 4 3 2 5 1 3 1 6 2 1 1
担当教員 3 3 3 1 5 4 4 2 1
受講生 1 1 1 1 1 3 2
担当教員 5 1 2 1
受講生 3 1 1 1 1 1 1 3 10 3 3 2
担当教員 2 1 4 1 2 5 5 3
受講生 1 3 2 2 2 1 2 1 7 2 2 7 3
担当教員 1 1 2 2 1 1 7 1 3 4
受講生 1 1 1 1 5 2 1 1 2 3
担当教員 4 3 2 3 2 12 1 1 2 1 2 6
受講生 1 3 2 1 3 3 7 4 1 1 1 1 4 6
担当教員 1 1 2 2 2 2 4 3 7 2 1 4 3 3 3 4
受講生 1 1 1 1 3 2 6 2 3 2 4 6 1 3 4
担当教員
10月7日
◆
10月14日
10月21日
10月28日
11月4日
11月11日
授業日
☆ 担当教員
の返信が無
◆授業での
SCが無
授業 講義 実習 学習意欲
1月13日
1月20日
☆
11月18日
11月25日
12月2日
12月9日
12月16日
1月6日
図 4-1 キーワードの時系列・ペア間での比較 
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次に．キーワード（カテゴリ）の全 8 ペア分（A 組～H 組）の合計値を
時系列的に比較することを試みた．3.4.3 で述べた表 3-9 で着目した 4 種
類のキーワード（カテゴリ）の「学習意欲」「講義」「授業」「実習」に限
定して，全 8 ペア分（A 組～H 組）の合計値の時系列的な比較について，
受講生たちのものを図 4-3 に，担当教員のものを図 4-2 に示す．
受講生たちの図 4-3 を見ると，「授業」はあまり大きな変動は見られな
いが，「講義」は 12 月 2 日以降に減少して 12 月 16 日以降は 0 件になっ
図 4-2 キーワード（カテゴリ）の合計値の時系列的な比較（受講生たち） 
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図 4-3 キーワード(カテゴリ)の合計値の時系列的な比較（担当教員） 
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ている．そして，入れ替わるように「実習」が 12 月 16 日以降に増えて
いる．また，「学習意欲」は 12 月 9 日以降に増えている．また，担当教
員の図 4-2 を見ると，受講生たちとほぼ同様の変化が見られる．
この結果から，この 12 月 9 日あるいは 12 月 16 日あたりを境目に，受
講生たちと担当教員の双方の SC に同様の何かが影響しているのではな
いかと考えた．そこで，「学習意欲」「講義」「実習」のキーワード（カテ
ゴリ）の意味から授業内容が影響していると考えて，担当教員が記録して
いた授業記録（2.5.2 で示した表 2-2）と見比べてみた．その結果，12 月
9 日以降の授業内容は，1 月 20 日と 27 日の発表会へ向けた発表準備にな
っていることが確認できた．
以上により，今回の分析では，多くのペアに共通する時期におけるキー
ワード（カテゴリ）の変化を発見でき，データ外の事象が SC の言及内容
に影響した事例を，数量から客観的に発見することができた．
4.3 対話パターンに関する分析の可能性  
3.4.3 で示した図 3-7 では，対話パターンを構成する要素の個々の話題
について，12 月 9 日以降に担当教員は受講生の話題に対して「目標の喚
起」の話題を多く連結していた（3 箇所）ことを確認した．そして，同じ
く 3.4.3 で示した表 3-11 では，8 ペア分の各々の分析で抽出した対話パ
ターンについて，他のペアと比較して件数が多い対話パターンや，少ない
対話パターンを確認した．さらにその表 3-11 の中で対話パターン毎の件
数に注目すると，受講生「意気込み」→担当教員「目標の喚起」（1 回連
結）は件数が多く，かつ，多くのペアで出現していることが分かった．
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本項では，この対話パターン（受講生「意気込み」→担当教員「目標の
喚起」（1 回連結））が，他のペアでも 12 月 9 日以降に多く出現するのか
どうかを検証する．対話パターンの受講生「意気込み」→担当教員「目標
の喚起」（1 回連結）に限定して，全 8 ペア分（A 組～H 組）の時系列的
変化をペア間でも比較できるようにしたのが図 4-4 である．
この結果から，12 月 9 日以降に複数のペアで対話パターンの受講生「意
気込み」→担当教員「目標の喚起」（1 回連結）が出現していることを確
認したので，前節と同様に，担当教員が記録していた授業記録（2.5.2 で
示した表 2-2）と見比べてみた．その結果，12 月 9 日以降の授業内容は，
1 月 20 日と 27 日の発表会へ向けた発表準備になっていることが確認で
きた．
図 4-4 対話パターンの時系列・ペア間での比較 
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以上により，今回の分析では，多くのペアに共通する時期における対話
パターン（受講生「意気込み」→担当教員「目標の喚起」（1 回連結））の
出現を発見でき，さらにデータ外の事象が SC の話題展開に影響した事例
を，数量から客観的に発見することができた．
4.4 考察  
4.2 では，今回の分析では，提案分析法で抽出したキーワードの時系列・
ペア間の比較から，多くのペアに共通する時期におけるキーワード（カテ
ゴリ）の変化を発見して，データ外の事象が SC の言及内容に影響した事
例を，数量から客観的に発見することができた．このことから，提案分析
法で抽出したキーワードが，今回の分析のように十数種類に集約されて
いれば，時系列的な変化やペア間での比較が可能になると判断される．
4.3 では，今回の分析では，提案分析法で抽出した対話パターンの時系
列・ペア間の比較から，多くのペアに共通する時期における対話パターン
（受講生「意気込み」→担当教員「目標の喚起」（1 回連結））の出現傾向
を発見して，データ外の事象が SC の話題展開に影響した事例を，数量か
ら客観的に発見することができた．このことから，提案分析法で抽出した
対話パターンが，今回の分析のように全ペアの合計で多数，かつ，多くの
ペアで出現していれば，時系列的な変化やペア間での比較が可能になる
と判断される．
以上により，本研究は，提案分析法は，抽出したキーワードが，今回の
分析のように十数種類に集約，そして，抽出した対話パターンが，今回の
分析のように全ペアの合計で多数，かつ，多くのペアで出現していれば，
SC データの質的内容に加えて，抽出した概念の数量的な分析も可能にな
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る分析法であると結論する．  
4.5 まとめ  
本章では，提案分析法により抽出された概念，つまり限定的ではあるが
数量の確認もできる概念を用いて，具体的にどのように分析することが
可能となるのかを検証した．まず，キーワードに関する分析の可能性を検
証した．次に，対話パターンに関する分析の可能性を検証した．  
その結果，提案分析法は，抽出したキーワードが，十数種類に集約，そ
して，抽出した対話パターンが，今回の分析のように全ペアの合計で多数，
かつ，多くのペアで出現していれば，SC データの質的内容に加えて，抽
出した概念の数量的な分析も可能になる分析法であると結論できた．  
しかしながら，提案分析法により抽出された概念の分析の可能性を検
証する作業は，まだ始まったばかりであり，今後も中長期的に継続した研
究活動が必要と考える．  
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第5章  結論
本章では，本論文をまとめてから，結論を述べる．
本研究の目的は，シャトルコミュニケーション(SC)のデータを対象に
した新たな質的データ分析法を開発することである．この分析法の開発
では，以下に示す 3 つの事項を満たすことを目指した． 
まず，2 者間でやりとりされた全ての話題の流れ（話題展開）を対象に，
その話題展開を（できる限り）網羅的に明らかにすること．次に，1 通の
メッセージの中で話題を分別したり，話題の関連（連結）を分析したりす
るために，全ての言及内容を対象に，その言及内容を（できる限り）網羅
的に明らかにすること．そして，当該ペアの対人関係の進展具合や，彼ら
の対話の特徴を分析するために，SC のデータの中の話題展開の数量，お
よび言及内容の数量を明らかにすることである． 
そこで，本研究では，まず，SC のデータを収集するための媒体の要求
を明らかにした．そして，その要求を満たす SC 媒体の"iConversation"
を実装して，実際に授業で使用して評価を行った．その結果，本研究の目
的に合ったデータを取得できたことを確認した．次に，上記の事項を満た
す分析法を開発するために，既存分析法の一部の手続きを改良する要件
を明らかにした．そして，その要件を満たす SC のデータを対象にした新
たな質的データ分析法の"KeyPaSS"を開発して，その評価を行った．そ
の結果，提案分析法は上記 3 つの事項を満たすことを確認した．最後に，
iConversation を使って収集したデータに KeyPaSS を適用して抽出した
概念を用いて，その分析の可能性を検証した．その結果，提案分析法は，
抽出したキーワードが，十数種類に集約，そして，抽出した対話パターン
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が，今回の分析のように全ペアの合計で多数，かつ，多くのペアで出現し
ていれば，SC データの質的内容に加えて，抽出した概念の数量的な分析
も可能になる分析法であることを確認した．  
以上の結果から，筆者は，本研究で開発した KeyPaSS が，SC のデー
タを対象とした際の既存分析法の課題を解決した，新たな質的データ分
析法であると結論する．  
しかしながら，いくつかの新たな課題も見えてきた．  
まず，KeyPaSS で導入した「確認シート」の効果についてである．今
回の分析では，抽出したキーワードのカテゴリには多くの言及内容が集
約されていた．しかし，特性への集約は少なく，次元への集約は僅かであ
った．また，抽出した対話パターンへの集約も僅かだった．このように抽
出した概念への集約が少なかった場合には，時系列的な変化やペア間で
の比較といった数量的な比較が困難となってしまうため，KeyPaSS の「確
認シート」を用いる手続きのさらなる工夫が必要になると考える．  
次に，KeyPaSS で抽出した概念（キーワード，および対話パターン）
の数量の確認を目指したそもそもの目的は，時系列的な比較と複数ペア
間での比較である．上記の「確認シート」の効果が限定的であったために，
必ずしも当初描いていたような分析が全て可能になったとはいえない．
このように抽出した概念への集約が少なかった場合には，時系列的な変
化やペア間での比較といった数量的な比較が困難となってしまうため，
場合によっては現状の KeyPaSS で抽出した概念を何らかの視点でさら
なる集約を行う手続きを検討する必要があると考える．  
以上については，中長期的に継続的に取り組む課題として捉えて，今後
も，質的データ分析法の KeyPaSS を発展させていくつもりである．  
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Abstract 
A Study on the Qualitative Data Analysis Method 
of the Shuttle Communication 
Masateru HISHINA 
The purpose of this study is to develop a new qualitative data 
analysis method for the data of shuttle communication (SC). The 
reason is that there are some problems when the conventional analysis 
method applies to the SC data. 
In this study, the SC means to send one message asynchronously and 
alternately between two persons (or a small number of persons). For 
example, the correspondence with Pen pal using letters / e-mails, the 
group journal with friends using one note / an electronic bulletin board 
(or a blog), and the exchange messages in the class between a student 
and a teacher using one paper card / an online system for SC. 
The author thinks that the analysis method for the SC data should 
clarify the following matters.  
The dialogue is recorded in the SC data. So, first, it is necessary to 
clarify all the flow of topics (topic-flow) exchanged between the two 
persons. The topic-flow is the aspect in which the topic on one side is 
connectted to the topic on the other side. In other words, the structure 
consisting of two kinds of elements (the writer and the topic) are 
connected to each other. For example, the sequence in which three 
structures, “questions” by student A, “answers” by teacher T, and 
“thanks” by student A, can be expressed in the graph theory as follows. 
G (topic-flow) = (V (set of writer and topic), E (set of connection)) 
V = {<student A, questions>, <teacher T, answers>, <student A, thanks>} 
E = {{<student A, questions>, <teacher T, answers>}, {<teacher T, answers>, <student A, thanks>}} 
In addition, SC is an asynchronous dialogue, so several different 
topics may be written in one message. Therefore, it is necessary to 
clarify which topic in one message is connected to which topic in other 
messages. 
Next, in order to classify topics in one message or to analyze the 
connection of each topic, it is necessary to clarify all the contents. The 
content is the semantic interpretation of the individual texts in one 
topic. It is a meaning composed of a main part and a predicate. In other 
words, each content is the structure consisting of two kinds of 
75
elements (the object and its state). For example, if one of the text is 
interpreted to mean "Today's lesson is very interesting", the object is 
"Today's lesson", and the state is "very interesting". 
 Finally, in order to analyze the progress of the interpersonal 
relationships and the characteristics of their dialogue, it is necessary 
to clarify the quantity of all the topic-flows and the quantity of all the 
contents in the SC data. For example, it can be guessed that the 
interpersonal relationships of them are has deepened when the 
contents increase or the number of chains of topic-flows becomes longer. 
Recently, the research using the qualitative data analysis method 
such as GTA and SCAT has been increasing in Japan. The qualitative 
data analysis extracts the core concepts that represent the qualitative 
content of the data collected by observation, interviews, and 
questionnaires. Thus, analysts can avoid a bias or the incorrect 
interpretation of the data. 
However, the conventional methods such as GTA and SCAT are not 
suitable for analyzing the SC data. Because, the conventional methods 
have the following problems when these methods applied to the SC 
data. First, the conventional methods can not analyze the topic-flow. 
And, the conventional methods may not be able to clarify all the 
contents. In addition, the conventional methods can not confirm the 
appropriate quantity of the extracted concepts. 
Therefore, in this study, the author aimed to develop a new method 
for the SC data. For this purpose, the author did the following three 
things in this study. First, the author clarified the requirements of 
media for collecting the SC data, and implemented and used 
"iConversation" of the SC media. Next, the author developed 
"KeyPaSS", a new method for the SC data. Finally, the author applied 
KeyPaSS to the data collected by iConversation. And the author 
verified the possibility of analysis using the extracted concepts. 
This paper consists of five chapters. Chapter 1 is an introduction. 
Chapter 2 describes the requirements for the SC media and the 
implementation and evaluation of iConversation for the SC media. 
Chapter 3 describes the problems with applying conventional methods 
to the SC data and the outlines of KeyPaSS developed in this study. 
Chapter 4 describes the possibility of analysis using the extracted 
concepts. And Chapter 5 describes the conclusion of this study. 
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A.SC 媒体の「iConversation」のインタフェース 
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A-I. iConversation の受講生用インタフェースとその使用 
 受講生は，以下の流れで，図 A-1 と図 A-2 のインタフェース上の各機能を使用． 
1. 過去の教員とやりとりを確認しながら，授業終了時のメッセージを入力 
2. 授業終了時の印象調査の回答を選択入力して送信 
図 A-1．受講生用インタフェース（例） 図 A-2．印象調査（該当部分を抜粋） 
 
A-II. iConversation の教員用インタフェースとその使用 
 教員は，以下の流れで，図 A-3 のインタフェース上の各機能を使用． 
1. 履修登録者名簿でシャトルコミュニケーションの対象（受講生）を選択 
2. 授業終了時の当該受講生の印象調査の結果を確認 
3. 過去の当該受講生とやりとりを確認 
4. 授業終了時の受講生からのメッセージに対する返答を入力して送信 
図 A-3．教員用インタフェース（例） 
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B.iConversation に記録されたデータ（2014 年度後期，A 組～H 組）
（※データ内の●印や●●印等は，被験者のプライバシーを保護するために分析
者が上書き） 
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。
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介
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。
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あ
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し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
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。
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B
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
1
年
次
の
「
デ
ー
タ
処
理
」
、
2
年
次
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
」
に
続
い
て
履
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\
r
\
n
国
立
国
会
図
書
館
、
実
は
昨
日
ま
で
約
4
日
間
関
東
周
辺
を
一
人
旅
し
て
お
り
、
そ
の
際
寄
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
あ
い
に
く
休
館
日
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
…
次
回
ま
た
東
京
か
京
都
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
●
●
く
ん
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
ま
た
、
私
の
授
業
を
受
講
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
(
^
^
)
\
n
\
n
国
立
国
会
図
書
館
は
、
生
憎
の
休
館
日
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
残
念
。
。
。
(
-
.
-
;
)
基
本
的
に
、
日
曜
・
祝
日
は
休
館
で
し
た
よ
ね
。
休
み
の
日
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
(
^
^
;
)
\
n
次
回
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。
 
B
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
高
校
以
来
久
し
ぶ
り
に
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
を
使
っ
た
の
で
、
今
回
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
ま
り
冒
険
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
(
笑
)
\
r
\
n
な
の
で
、
次
か
ら
は
効
果
的
に
図
や
画
像
を
少
し
ず
つ
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
お
ぉ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
何
年
か
振
り
に
使
っ
た
ん
で
す
ね
(
ﾟ
o
ﾟ)
そ
れ
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
慎
重
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
\
n
こ
の
授
業
で
は
、
頻
繁
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま
す
の
で
、
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\
n
冒
険
、
大
歓
迎
で
す
(
笑
)
 
B
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
ち
ょ
っ
と
だ
け
宣
伝
を
。
大
学
祭
期
間
中
に
食
堂
2
階
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
僕
が
所
属
す
る
写
真
部
の
写
真
展
『
瞬
間
ト
リ
ミ
ン
グ
』
を
開
催
し
ま
す
！
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
(
＾
∀
＾
)
ノ
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
お
ぉ
！
そ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
実
は
、
私
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
は
じ
め
ま
し
て
、
下
手
な
が
ら
に
色
々
な
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
そ
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
苦
労
し
て
い
ま
す
(
^
^
;
)
\
n
と
て
も
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
1
1
月
1
日
は
鹿
児
島
出
張
、
2
日
～
3
日
は
両
親
が
来
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
い
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
(
T
_
T
)
\
n
よ
か
っ
た
ら
、
様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
(
^
^
)
 
B
 
5
 
1
1
月
4
日
 
大
学
祭
の
写
真
展
は
昨
年
の
入
場
者
を
上
回
っ
て
大
盛
況
で
し
た
！
福
岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
構
図
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
な
ど
も
し
ま
し
た
。
\
r
\
n
こ
れ
で
現
役
と
し
て
は
引
退
で
す
が
、
４
年
生
の
み
で
来
年
の
大
学
祭
で
も
写
真
展
を
行
お
う
と
い
う
話
に
な
り
、
早
く
も
そ
の
構
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
(
＾
＾
)
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
5
 
お
ぉ
！
大
学
祭
の
写
真
展
は
大
盛
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
良
か
っ
た
で
す
ね
！
(
^
o
^
)
し
か
も
、
プ
ロ
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
機
会
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
\
n
\
n
来
年
は
、
４
年
生
だ
け
の
写
真
展
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
展
示
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
輩
た
ち
の
糧
に
な
る
と
、
な
お
良
い
で
す
ね
！
(
^
-
^
)
 
B
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
私
は
よ
く
周
り
か
ら
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
と
言
わ
れ
る
の
で
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
落
ち
着
く
か
見
通
し
が
立
た
ず
わ
り
と
不
安
で
す
が
、
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
(
汗
)
\
r
\
n
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
(
^
^
;
)
実
は
、
私
も
大
学
時
代
の
師
匠
か
ら
美
的
セ
ン
ス
が
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
(
笑
)
感
性
の
問
題
な
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
・
・
・
。
\
n
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
た
め
に
は
、
美
的
な
作
品
を
多
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
何
を
学
ぶ
か
・
・
・
で
す
ね
。
図
の
配
置
や
配
色
、
大
き
さ
等
々
、
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
る
は
ず
で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
B
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
3
連
休
中
に
尾
道
散
策
を
目
的
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
目
的
は
も
う
1
つ
。
国
道
2
号
線
経
由
で
山
口
県
岩
国
市
の
玖
珂
に
あ
る
、
「
い
ろ
り
山
賊
」
と
い
う
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
程
の
、
山
賊
料
理
の
店
で
食
事
を
す
る
た
め
で
す
。
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
(
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
で
す
！
)
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
「
い
ろ
り
山
賊
」
で
す
か
？
そ
れ
は
初
耳
で
す
ね
ぇ
！
玖
珂
は
、
山
陽
自
動
車
道
で
通
過
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
降
り
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
(
笑
)
\
n
で
も
、
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
程
、
有
名
な
店
と
い
う
の
は
興
味
を
駆
り
立
て
ま
す
ね
ぇ
！
し
か
も
、
「
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
」
と
い
う
の
が
、
さ
ら
に
面
白
さ
を
増
し
そ
う
で
す
(
笑
)
\
n
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
情
報
、
あ
り
が
と
う
！
 
B
 
9
 
1
2
月
2
日
 
今
は
車
の
運
転
は
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
原
付
に
は
乗
り
た
い
で
す
。
そ
れ
も
、
あ
え
て
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
。
(
笑
)
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、
日
本
が
誇
る
名
車
で
す
よ
。
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
付
い
て
い
る
の
に
、
ク
ラ
ッ
チ
が
必
要
な
い
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
で
す
(
笑
)
\
n
\
n
で
も
、
ま
た
何
で
車
か
ら
カ
ブ
に
乗
り
換
え
た
い
ん
で
す
か
？
 
B
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
車
で
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
の
も
好
き
で
す
が
、
『
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
、
原
付
で
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
企
画
が
あ
り
、
(
確
か
当
時
は
ま
だ
大
学
生
の
)
大
泉
洋
さ
ん
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
カ
ブ
を
運
転
す
る
姿
を
見
て
、
こ
う
い
う
珍
道
中
を
や
っ
て
み
る
の
も
面
白
そ
う
だ
な
と
い
う
半
ば
く
だ
ら
な
い
関
心
に
よ
る
も
の
で
す
(
笑
)
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
お
ぉ
！
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
す
か
！
私
も
大
好
き
な
番
組
で
す
！
！
今
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
再
放
送
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
全
部
録
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
、
「
大
泉
シ
ェ
フ
の
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
だ
っ
た
か
な
？
こ
の
番
組
、
面
白
い
で
す
よ
ね
ぇ
(
^
^
)
\
n
\
n
原
付
で
日
本
列
島
縦
断
の
旅
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
最
近
の
も
の
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
大
学
生
時
代
に
カ
ブ
に
四
苦
八
苦
す
る
大
泉
さ
ん
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
(
笑
)
確
か
、
ダ
ル
マ
を
後
ろ
に
乗
せ
て
ウ
ィ
リ
ー
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
(
笑
)
私
も
早
く
見
た
い
で
す
。
 
B
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
先
生
も
\
"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\
"
で
し
た
か
！
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
い
え
ば
、
荒
れ
地
を
開
墾
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
パ
イ
生
地
の
話
、
そ
し
て
大
泉
か
ら
あ
の
名
言
が
飛
び
出
す
流
れ
は
見
も
の
で
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
最
近
の
、
と
い
う
と
東
京
か
ら
四
国
を
目
指
す
原
付
の
旅
第
3
弾
で
す
か
ね
？
荷
台
に
マ
ル
シ
ン
を
載
せ
て
走
ら
せ
る
ミ
ス
タ
ー
の
苦
悶
す
る
姿
が
面
白
か
っ
た
で
す
が
(
笑
)
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
\
"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\
"
っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
私
も
\
"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\
"
で
す
(
笑
)
\
n
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
面
白
い
で
す
よ
ね
。
パ
イ
生
地
を
何
度
も
腐
ら
せ
る
内
に
、
大
泉
さ
ん
も
腐
っ
て
い
く
様
が
最
高
で
す
。
「
奥
さ
ん
、
わ
か
る
で
し
ょ
う
？
大
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
イ
喰
わ
ね
ぇ
か
？
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
大
爆
笑
も
の
で
す
ね
(
^
0
^
)
\
n
\
n
そ
う
、
高
知
県
は
桂
浜
を
目
指
す
旅
で
す
。
全
国
の
蕎
麦
屋
さ
ん
が
ミ
ス
タ
ー
を
涙
な
が
ら
に
応
援
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
(
笑
)
 
82
B
 
1
2
 
1
月
6
日
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
正
月
早
々
か
な
り
久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(
Ａ
型
)
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
半
強
制
的
に
寝
正
月
で
し
た
(
汗
)
\
r
\
n
驚
い
た
こ
と
に
、
同
じ
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
と
い
う
人
が
、
僕
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
で
4
・
5
人
い
ま
し
た
、
流
行
り
病
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
(
;
^
^
)
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
大
変
で
し
た
ね
(
^
^
;
)
今
年
の
ス
タ
ー
ト
で
ち
ょ
っ
と
躓
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
こ
れ
か
ら
良
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
ま
し
ょ
う
！
\
n
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
授
業
の
学
生
の
中
に
、
他
に
も
数
名
い
ま
し
た
よ
\
n
(
・
_
・
;
)
伝
染
す
る
病
気
っ
て
、
怖
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
。
。
(
-
.
-
;
)
 
B
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
す
が
、
あ
ま
り
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
(
笑
)
 
喋
り
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
本
番
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
前
回
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
途
中
で
中
断
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
m
(
_
 
_
)
m
自
宅
等
で
練
習
は
で
き
ま
し
た
か
？
\
n
緊
張
し
て
い
な
け
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
B
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
多
少
噛
み
は
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
練
習
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
と
自
分
と
し
て
は
思
っ
て
い
ま
す
(
^
^
)
\
r
\
n
一
応
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
1
年
次
の
デ
ー
タ
処
理
、
2
年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
、
そ
し
て
今
回
の
情
報
表
現
の
3
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
6
 
 
 
受
講
生
 
授
業
回
 
授
業
日
 
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
 
興
味
 
意
欲
 
親
し
み
 
好
意
 
満
足
度
 
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
C
 
0
 
は
じ
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
C
 
1
 
1
0
月
7
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
先
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
も
必
要
な
技
術
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
\
r
\
n
先
週
の
授
業
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
7
 
7
 
6
 
7
 
6
 
7
 
授
業
や
ゼ
ミ
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
社
会
に
出
た
時
に
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
。
色
々
な
人
に
評
価
し
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
、
色
々
な
人
の
作
品
を
見
て
、
多
く
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
C
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 
5
 
1
1
月
4
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
か
な
り
の
回
数
欠
席
が
続
い
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
心
配
い
た
だ
い
た
体
調
で
す
が
、
現
在
は
快
方
に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
休
ま
ず
に
出
席
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
悪
い
時
に
は
、
メ
ー
ル
等
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
修
の
英
語
の
授
業
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
す
ぐ
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
7
 
7
 
6
 
7
 
7
 
7
 
体
調
の
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？
授
業
に
来
な
く
な
っ
た
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
・
・
・
。
\
n
何
よ
り
健
康
が
第
一
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
体
調
管
理
を
し
て
下
さ
い
ね
。
\
n
ま
た
、
連
絡
は
と
て
も
大
切
で
す
の
で
、
欠
席
す
る
と
き
は
必
ず
連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
\
n
\
n
さ
て
、
必
修
の
英
語
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
ん
で
す
か
(
ﾟ
o
ﾟ)
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
か
何
か
を
す
る
の
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
授
業
の
内
容
が
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
よ
(
^
-
^
)
 
C
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
も
と
体
が
弱
く
休
み
が
ち
な
の
で
す
が
、
単
位
も
危
な
い
の
で
、
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
連
絡
も
次
回
か
ら
必
ず
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
外
国
人
の
先
生
の
ほ
う
の
授
業
が
、
ま
さ
に
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
を
行
う
の
で
、
毎
回
ス
ピ
ー
チ
の
時
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
\
r
\
n
ま
た
、
今
回
の
D
V
D
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
イ
デ
ア
を
出
す
方
法
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
以
外
に
も
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
続
き
が
み
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
\
r
\
n
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
7
 
7
 
6
 
7
 
7
 
7
 
体
は
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
す
ね
。
。
。
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
並
み
以
上
に
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
\
n
\
n
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
授
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
な
か
な
か
ハ
ー
ド
そ
う
で
す
ね
ぇ
（
￣
△
￣
；
）
私
な
ら
、
す
ぐ
に
諦
め
そ
う
だ
(
笑
)
\
n
D
V
D
の
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
の
D
V
D
に
は
、
本
当
に
重
要
な
要
素
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
色
々
な
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
\
n
続
き
は
、
ま
た
い
つ
か
授
業
で
お
見
せ
し
ま
す
し
、
も
っ
と
見
た
い
場
合
は
、
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。
時
間
を
作
っ
て
お
見
せ
し
ま
す
よ
(
^
-
^
)
 
C
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
遅
刻
し
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
来
週
か
ら
は
気
を
付
け
ま
す
。
さ
ら
に
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、
先
生
も
体
調
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
ね
。
\
r
\
n
\
r
\
n
準
備
が
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
が
や
さ
し
い
方
で
、
人
に
伝
え
る
こ
と
や
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
の
は
好
き
な
の
で
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
る
人
も
多
い
で
す
よ
。
笑
\
r
\
n
\
r
\
n
あ
の
D
V
D
は
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
。
趣
味
で
文
章
を
書
く
の
で
、
そ
れ
に
も
か
な
り
役
立
つ
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
も
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
す
る
の
に
と
て
も
有
用
そ
う
で
、
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
見
せ
て
い
た
だ
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
\
r
\
n
\
r
\
n
そ
れ
で
は
、
来
週
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
7
 
7
 
5
 
7
 
7
 
7
 
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
●
さ
ん
も
体
調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。
\
n
\
n
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
諦
め
る
人
も
多
い
み
た
い
で
す
ね
\
n
(
^
^
;
)
で
も
、
諦
め
ず
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
と
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
な
授
業
で
す
。
●
さ
ん
は
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。
\
n
\
n
●
さ
ん
は
、
趣
味
で
文
章
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
小
説
か
何
か
・
・
・
か
な
？
\
n
文
章
で
も
プ
レ
ゼ
ン
で
も
、
結
局
は
、
伝
え
た
い
人
に
ど
う
表
現
し
て
伝
え
る
か
・
・
・
と
い
う
部
分
で
す
の
で
、
こ
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
D
V
D
で
、
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
は
、
「
本
を
書
く
の
に
、
真
っ
白
な
壁
に
付
箋
紙
を
ド
ン
ド
ン
貼
っ
て
い
き
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
想
し
て
い
た
」
と
い
っ
て
ま
し
た
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
思
考
方
法
・
頭
の
使
い
方
で
す
よ
ね
。
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
\
n
\
n
そ
れ
で
は
、
今
日
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
(
^
^
)
 
C
 
9
 
1
2
月
2
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
83
C
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
先
生
も
今
週
は
風
邪
を
引
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ご
自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
\
r
\
n
\
r
\
n
先
生
は
と
て
も
優
し
い
方
な
の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
チ
を
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
ほ
と
ん
ど
単
位
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
れ
で
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
役
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
英
語
ス
ピ
ー
チ
は
特
に
原
稿
を
頭
に
入
れ
る
の
が
大
変
で
、
読
ん
で
い
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
来
週
発
表
が
あ
る
の
で
頑
張
り
ま
す
！
\
r
\
n
\
r
\
n
そ
う
で
す
。
話
し
方
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
書
き
方
へ
繋
が
り
ま
す
し
、
人
を
面
白
が
ら
せ
る
た
め
の
作
法
は
な
ん
で
あ
ろ
う
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
壁
に
付
箋
紙
を
張
る
方
法
は
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が
、
家
族
に
見
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
の
で
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。
笑
\
r
\
n
で
す
が
、
こ
の
間
の
授
業
か
ら
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
み
て
、
自
分
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
を
見
つ
け
た
い
で
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
そ
れ
で
は
本
日
も
授
業
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
あ
り
が
と
う
！
今
年
は
、
５
回
も
か
ぜ
を
引
い
て
し
ま
っ
て
情
け
な
い
限
り
で
す
。
。
。
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
は
じ
め
た
み
た
い
で
す
の
で
、
お
互
い
、
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
\
n
\
n
ス
ピ
ー
チ
を
１
回
で
も
欠
席
す
る
と
単
位
が
で
な
い
で
す
か
。
。
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
諦
め
る
学
生
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
ね
(
^
^
;
)
ま
ぁ
、
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
も
含
め
て
全
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
か
な
？
\
n
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
内
容
と
、
こ
の
授
業
内
容
と
が
、
一
部
、
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
大
切
な
部
分
と
い
う
の
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
い
復
習
（
予
習
）
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
\
n
発
表
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
か
？
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
原
稿
な
し
で
や
る
こ
と
自
体
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
、
成
長
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
よ
。
\
n
\
n
壁
に
付
箋
紙
を
貼
る
の
が
恥
ず
か
し
い
場
合
は
、
模
造
紙
を
買
っ
て
き
て
そ
れ
に
付
箋
紙
を
貼
っ
て
い
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら
丸
め
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
ど
う
か
な
？
\
n
ま
ぁ
、
付
箋
紙
に
限
ら
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
想
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
か
な
？
こ
れ
も
良
い
手
法
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
●
さ
ん
も
自
分
に
あ
っ
た
発
想
法
が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
 
C
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
私
も
今
日
は
少
し
風
邪
気
味
な
の
で
悪
化
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
ス
ピ
ー
チ
は
毎
回
で
は
な
い
で
す
し
事
前
に
予
定
も
出
る
の
で
、
や
は
り
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
説
得
力
の
あ
る
伝
え
方
で
あ
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
き
の
立
ち
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
り
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
発
表
は
明
日
な
の
で
、
準
備
と
練
習
を
し
っ
か
り
し
て
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
\
r
\
n
\
r
\
n
模
造
紙
で
や
る
の
は
良
い
で
す
ね
！
 
今
日
配
布
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
も
余
計
に
印
刷
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
笑
 
ス
ラ
イ
ド
制
作
以
外
に
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
今
度
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
や
り
に
く
そ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
お
ぉ
、
●
さ
ん
も
風
邪
で
す
か
？
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
っ
て
い
な
い
と
良
い
の
で
す
が
・
・
・
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
\
n
\
n
ス
ピ
ー
チ
は
う
ま
く
で
き
ま
し
た
か
？
こ
の
授
業
が
、
少
し
で
も
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
た
ら
な
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
や
こ
の
授
業
な
ど
で
、
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
の
技
術
を
身
に
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、
き
っ
と
将
来
に
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
よ
。
\
n
\
n
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
よ
。
当
然
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
以
外
で
も
、
ガ
ン
ガ
ン
使
っ
て
下
さ
い
(
^
^
)
\
n
テ
ー
マ
は
、
や
り
に
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
は
あ
り
そ
う
で
す
よ
。
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
^
)
 
C
 
1
2
 
1
月
6
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
本
日
の
授
業
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
時
間
が
な
い
の
で
、
簡
潔
に
…
…
\
r
\
n
み
ん
な
の
時
間
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
\
r
\
n
来
週
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
仕
上
げ
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
前
回
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
●
さ
ん
の
頑
張
り
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
\
n
た
だ
、
前
回
も
お
話
し
た
み
た
い
に
、
少
し
長
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
1
0
分
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 
C
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
み
ん
な
の
発
表
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
来
週
は
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
１
０
分
に
収
ま
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
た
。
再
提
出
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
\
r
\
n
日
本
食
議
論
で
す
が
、
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。
あ
の
番
組
は
私
も
見
ま
し
た
。
海
外
は
魚
が
お
い
し
く
な
い
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
酢
飯
に
刺
身
を
乗
せ
た
だ
け
で
は
お
い
し
い
寿
司
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
中
華
料
理
だ
っ
て
、
本
場
中
国
に
は
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
\
r
\
n
先
生
に
は
今
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
出
席
で
き
な
い
時
期
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
プ
レ
ゼ
ン
の
知
識
は
絶
対
に
こ
の
先
で
も
役
に
立
ち
ま
す
し
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
そ
れ
で
は
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 
 
受
講
生
 
授
業
回
 
授
業
日
 
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
 
興
味
 
意
欲
 
親
し
み
 
好
意
 
満
足
度
 
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
D
 
0
 
は
じ
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
D
 
1
 
1
0
月
7
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84
D
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
初
め
ま
し
て
！
僕
は
小
さ
い
こ
ろ
兵
庫
県
の
西
宮
で
生
ま
れ
ま
し
た
！
育
ち
は
大
分
な
の
で
言
葉
は
も
う
九
州
の
言
葉
で
す
（
笑
）
小
中
高
ず
っ
と
野
球
し
て
ま
し
た
！
\
r
\
n
今
は
大
学
の
軟
式
野
球
部
に
入
っ
て
い
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
っ
て
ま
す
。
も
し
か
し
て
バ
イ
ク
乗
っ
て
た
り
し
ま
す
？
僕
は
4
0
0
c
c
で
す
が
ホ
ン
ダ
の
C
B
に
乗
っ
て
ま
す
！
 
6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
西
宮
生
ま
れ
で
す
か
！
い
や
ぁ
、
懐
か
し
い
響
き
で
す
。
同
じ
関
西
出
身
で
、
非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
●
●
く
ん
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
(
ﾟ
o
ﾟ)
私
も
昔
は
野
球
を
や
っ
て
い
て
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
の
兼
任
で
し
た
。
左
利
き
な
ん
で
ね
(
笑
)
\
n
\
n
ホ
ン
ダ
C
B
4
0
0
S
u
p
e
r
F
o
u
r
は
、
名
車
中
の
名
車
で
す
ね
ぇ
。
友
人
が
、
昔
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
C
B
に
乗
っ
て
い
て
、
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
\
n
私
は
、
S
U
Z
U
K
I
の
G
S
F
1
2
0
0
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り
古
い
バ
イ
ク
な
の
で
、
調
子
が
今
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
ね
ぇ
～
。
。
。
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4
 
1
0
月
2
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
5
 
1
1
月
4
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
9
 
1
2
月
2
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
1
2
 
1
月
6
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
講
生
 
授
業
回
 
授
業
日
 
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
 
興
味
 
意
欲
 
親
し
み
 
好
意
 
満
足
度
 
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
E
 
0
 
は
じ
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
E
 
1
 
1
0
月
7
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
が
う
ま
く
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
こ
の
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
！
(
^
^
)
\
n
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
E
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
今
日
は
他
の
人
が
作
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
次
か
ら
作
る
と
き
に
参
考
に
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
と
き
に
画
像
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
す
る
の
に
少
し
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
日
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
画
像
を
大
き
く
貼
る
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
☆
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
能
力
向
上
の
秘
訣
は
、
他
の
人
の
ス
ラ
イ
ド
を
多
く
観
察
し
て
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
絶
対
的
な
正
解
が
な
い
分
、
自
分
で
「
何
か
を
感
じ
る
」
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
●
●
さ
ん
は
、
前
回
は
特
に
画
像
に
つ
い
て
学
ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
す
ね
。
画
像
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
画
像
の
選
定
は
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
殻
を
破
る
た
め
に
も
、
画
像
に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
(
^
-
^
 
E
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
久
し
ぶ
り
に
エ
ク
セ
ル
使
っ
た
ら
デ
ー
タ
処
理
で
習
っ
た
こ
と
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
ま
し
た
(
笑
)
\
r
\
n
グ
ラ
フ
の
作
り
方
と
か
も
忘
れ
て
た
の
で
、
ま
た
覚
え
な
お
す
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
\
r
\
n
来
週
は
東
京
に
行
っ
て
る
の
で
授
業
休
み
ま
す
ご
め
ん
な
さ
い
。
1
1
月
1
1
日
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
！
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
エ
ク
セ
ル
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(
^
^
;
)
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
\
n
\
n
東
京
は
い
か
が
で
し
た
か
？
そ
の
様
子
な
ん
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
E
 
5
 
1
1
月
4
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
6
日
間
で
東
京
周
辺
の
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
制
覇
で
き
ま
し
た
☆
\
r
\
n
\
r
\
n
今
日
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
頭
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
る
け
ど
言
葉
と
か
図
形
に
表
し
た
り
す
る
の
が
難
し
い
で
す
！
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
6
日
間
も
行
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
羨
ま
し
い
で
す
(
^
-
^
)
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
す
か
？
\
n
\
n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
頭
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
息
！
そ
れ
を
、
い
か
に
外
化
す
る
か
で
す
ね
！
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
●
●
さ
ん
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
武
器
を
手
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
練
習
と
し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(
^
0
^
)
 
85
E
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
ど
こ
も
素
敵
で
し
た
が
、
東
京
が
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
っ
た
の
が
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
☆
\
r
\
n
\
r
\
n
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
の
難
し
い
な
～
と
思
っ
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
言
葉
で
説
明
し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
し
た
(
笑
)
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
す
か
。
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
会
っ
た
の
か
な
？
外
国
の
方
の
割
合
は
、
北
九
州
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
\
n
\
n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。
「
言
葉
で
説
明
さ
せ
て
！
」
と
い
う
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
よ
(
^
^
;
)
\
n
今
回
の
課
題
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
か
せ
な
か
っ
た
意
図
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
図
形
や
絵
を
何
も
考
え
ず
に
入
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
。
図
形
や
絵
で
、
見
て
い
る
人
の
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。
\
n
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
合
致
し
た
図
形
や
絵
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(
^
^
)
 
E
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
見
習
い
た
い
な
、
と
思
う
く
ら
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
！
\
r
\
n
\
r
\
n
今
日
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
何
も
考
え
な
か
っ
た
ら
い
つ
ま
で
も
続
く
気
が
す
る
け
ど
、
W
h
a
t
と
か
W
h
y
に
限
定
し
て
考
え
る
の
は
意
外
と
大
変
で
し
た
。
で
も
、
ア
イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
ば
な
く
て
困
っ
た
と
き
と
か
に
使
う
と
便
利
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
外
国
の
方
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。
日
本
人
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
文
化
の
違
い
・
・
・
か
な
？
\
n
\
n
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
考
方
法
（
頭
の
使
い
方
）
の
話
な
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
く
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
で
き
た
り
し
ま
す
の
で
、
社
会
に
出
た
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
、
マ
ス
タ
ー
し
て
下
さ
い
ね
(
^
^
)
 
E
 
9
 
1
2
月
2
日
 
E
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
プ
レ
ゼ
ン
を
経
験
す
る
の
は
絶
対
将
来
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
の
で
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
、
ス
ラ
イ
ド
作
り
も
話
し
方
な
ど
も
、
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
プ
レ
ゼ
ン
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
プ
レ
ゼ
ン
能
力
は
、
今
や
社
会
で
の
必
須
能
力
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
分
、
こ
の
能
力
で
他
の
学
生
を
引
き
離
す
と
、
就
職
に
も
有
利
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
\
n
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
の
能
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
き
ま
し
ょ
う
！
(
^
0
^
)
 
E
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
も
決
ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
良
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
！
\
r
\
n
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
使
っ
て
計
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
\
r
\
n
よ
い
お
年
を
～
☆
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
。
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
を
、
そ
ん
な
形
で
使
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
(
^
^
)
 
E
 
1
2
 
1
月
6
日
 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
\
r
\
n
2
学
期
も
あ
と
少
し
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\
r
\
n
や
っ
と
方
向
性
が
明
確
に
決
ま
っ
た
の
で
、
１
週
間
で
仕
上
げ
て
き
ま
す
！
♪
\
r
\
n
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
。
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
の
で
、
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(
^
0
^
)
\
n
さ
て
、
昨
年
の
授
業
か
ら
少
し
方
向
性
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
進
み
具
合
は
ど
う
で
す
か
？
今
日
の
最
後
に
提
出
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
E
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
授
業
が
始
ま
っ
て
発
表
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
今
日
リ
ハ
ー
サ
ル
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
て
、
先
生
み
た
い
に
喋
る
の
上
手
だ
な
～
と
思
っ
た
の
で
、
私
も
ス
ラ
ス
ラ
喋
れ
る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
！
\
r
\
n
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
な
の
で
、
●
●
さ
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
練
習
は
、
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
\
n
授
業
が
始
ま
っ
て
、
こ
の
日
に
な
る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
存
分
に
発
表
し
て
下
さ
い
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
E
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
プ
レ
ゼ
ン
を
作
り
始
め
て
、
発
表
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
(
^
^
)
\
r
\
n
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
全
て
話
し
て
て
も
き
り
が
な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
調
べ
た
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
つ
な
げ
る
の
が
プ
レ
ゼ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
日
本
食
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
食
が
広
ま
っ
て
世
界
中
で
好
ま
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！
(
笑
)
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
受
講
生
授
業
回
授
業
日
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
興
味
意
欲
親
し
み
好
意
満
足
度
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
F
 
0
 
は
じ
め
に
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
F
 
1
 
1
0
月
7
日
 
F
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
今
日
は
情
報
収
集
の
は
な
し
し
ま
し
た
ｈ
が
、
情
報
源
の
情
報
源
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
レ
ポ
ー
ト
だ
と
、
本
や
、
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
考
し
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
デ
イ
ア
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
イ
ア
の
話
で
N
H
K
思
い
出
だ
し
ま
し
た
、
家
に
く
る
の
は
い
い
け
ど
、
う
ち
テ
レ
ビ
が
な
い
と
言
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
見
れ
ま
す
の
で
。
。
。
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
見
て
ま
せ
ん
ー
っ
て
！
笑
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
よ
ね
。
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
で
す
。
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
ん
で
、
ど
の
情
報
を
信
頼
す
る
か
・
・
・
。
し
っ
か
り
と
見
極
め
ま
し
ょ
う
。
\
n
\
n
N
H
K
は
、
視
聴
料
の
集
金
に
来
た
の
か
な
？
見
て
い
な
け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
「
見
て
ま
せ
ん
ー
」
で
良
い
で
す
よ
(
^
-
^
)
F
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
86
F
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
最
近
使
っ
て
い
な
く
て
、
ほ
ぼ
使
い
方
忘
れ
ま
し
た
。
笑
\
r
\
n
こ
の
講
義
で
習
う
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
鹿
児
島
で
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
残
念
で
す
ね
。
私
は
鹿
児
島
市
内
に
2
年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。
と
て
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
Ｎ
Ｈ
Ｋ
し
つ
こ
い
で
す
。
笑
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
エ
ク
セ
ル
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(
^
^
;
)
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
\
n
\
n
●
さ
ん
は
、
鹿
児
島
に
２
年
間
も
住
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
！
鹿
児
島
は
、
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
羨
ま
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
(
^
^
)
や
っ
ぱ
り
、
カ
ツ
オ
か
な
？
\
n
\
n
N
H
K
は
、
ま
だ
来
る
の
で
す
か
？
本
当
に
し
つ
こ
い
で
す
ね
ぇ
・
・
・
(
-
.
-
;
)
 
F
 
5
 
1
1
月
4
日
 
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
微
妙
な
違
う
と
こ
ろ
が
区
別
つ
か
な
い
。
。
。
（
T
＾
T
）
\
r
\
n
縦
棒
で
あ
っ
て
る
と
思
っ
て
や
っ
た
ら
、
グ
ラ
フ
出
し
て
か
ら
、
折
れ
線
が
見
や
す
い
と
気
づ
く
場
合
が
多
い
で
す
。
\
r
\
n
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
。
。
。
や
は
り
肉
か
な
ー
笑
\
r
\
n
牛
と
豚
で
す
。
華
蓮
と
い
う
店
が
お
す
す
め
で
す
。
今
度
い
く
と
き
は
ぜ
ひ
～
笑
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
基
本
的
に
、
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
あ
と
は
、
好
み
の
問
題
か
な
？
\
n
失
敗
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
成
功
す
る
よ
り
、
失
敗
す
る
と
き
の
方
が
た
く
さ
ん
学
べ
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(
^
-
^
)
\
n
\
n
鹿
児
島
は
、
牛
と
豚
で
す
か
(
笑
)
鹿
児
島
の
黒
豚
は
有
名
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
牛
が
有
名
な
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
(
^
^
)
\
n
華
蓮
と
い
う
お
店
は
、
中
華
料
理
で
す
か
？
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
！
(
^
0
^
)
 
F
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
前
回
も
歯
が
痛
す
ぎ
て
、
何
も
集
中
で
き
な
く
て
、
授
業
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
\
r
\
n
ま
た
楽
し
い
内
容
聞
き
逃
し
た
み
た
い
で
す
。
。
。
\
r
\
n
\
r
\
n
今
日
は
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
で
誰
か
と
接
す
る
時
、
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
歯
は
治
り
ま
し
た
か
？
ど
う
か
お
大
事
に
・
・
・
。
欠
席
し
た
授
業
内
容
は
、
い
つ
で
も
説
明
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
際
は
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
\
n
\
n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
単
に
図
形
や
絵
を
入
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。
図
形
や
絵
に
よ
っ
て
、
相
手
が
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
手
を
意
識
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 
F
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
先
週
も
歯
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
\
r
\
n
毎
回
麻
酔
で
す
、
重
症
で
す
、
笑
\
r
\
n
\
r
\
n
前
の
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
ー
載
せ
て
な
か
っ
た
。
\
r
\
n
ど
う
し
て
も
説
明
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
\
r
\
n
以
前
、
日
本
語
の
講
義
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
的
な
も
の
を
書
い
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
全
然
展
開
で
き
な
く
て
、
い
つ
も
み
ん
な
よ
り
４
段
く
ら
い
遅
れ
て
い
ま
す
。
\
r
\
n
い
ま
だ
に
苦
手
（
T
-
T
）
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
相
当
、
歯
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね
・
・
・
(
-
.
-
;
)
こ
れ
を
機
に
、
し
っ
か
り
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
あ
と
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
、
ケ
ア
し
て
も
ら
う
と
虫
歯
が
な
く
な
っ
て
良
い
で
す
よ
(
^
^
)
\
n
\
n
日
本
語
の
講
義
で
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
か
？
そ
れ
は
ス
ゴ
イ
で
す
ね
！
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
と
い
う
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
を
W
H
Y
ツ
リ
ー
で
考
え
る
と
い
う
の
は
・
・
・
本
末
転
倒
か
な
？
(
笑
)
 
F
 
9
 
1
2
月
2
日
 
は
い
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
ま
し
た
が
、
全
く
発
想
が
。
。
。
\
r
\
n
W
h
a
t
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
す
。
。
。
\
r
\
n
そ
れ
を
W
h
y
ツ
リ
ー
で
考
え
る
の
も
不
能
で
す
。
。
。
爆
笑
\
r
\
n
\
r
\
n
そ
も
そ
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
ー
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
。
。
苦
笑
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
●
さ
ん
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
ね
。
中
国
で
は
、
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
か
な
？
\
n
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
集
め
て
、
一
度
企
画
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(
^
^
)
 
F
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
デ
オ
が
と
て
も
面
白
く
て
印
象
的
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。
。
。
\
r
\
n
今
回
は
一
人
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
緊
張
し
が
ち
で
す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
留
学
生
？
ク
リ
ス
マ
ス
？
た
ぶ
ん
み
ん
な
バ
イ
ト
で
す
よ
。
笑
\
r
\
n
特
に
自
分
が
遠
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
一
人
ボ
ッ
チ
。
。
。
笑
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
が
話
し
て
い
る
内
容
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
、
私
も
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
(
^
^
;
)
\
n
一
人
で
の
プ
レ
ゼ
ン
で
大
丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(
^
^
)
期
待
し
て
い
ま
す
よ
！
\
n
\
n
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
な
ん
で
す
ね
\
n
(
^
^
;
)
●
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
は
な
い
ん
で
す
か
？
\
n
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
け
ど
、
遊
び
も
大
切
な
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
、
皆
さ
ん
で
遊
び
に
い
き
ま
し
ょ
う
(
^
0
^
)
 
F
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
プ
レ
ゼ
ン
で
言
い
た
い
の
は
、
日
本
で
物
事
が
流
行
り
や
す
い
、
そ
し
て
流
行
っ
た
ブ
ー
ム
が
終
わ
る
の
も
早
い
こ
と
。
\
r
\
n
少
し
面
白
く
考
え
て
、
急
流
と
同
じ
だ
な
ー
と
思
っ
て
、
そ
れ
に
例
え
な
が
ら
説
明
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
テ
ー
マ
で
一
目
瞭
然
で
分
か
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
\
r
\
n
最
初
か
ら
、
疑
問
を
持
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
ほ
し
い
感
じ
で
す
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
の
流
行
り
廃
り
の
早
さ
を
、
急
流
に
例
え
る
わ
け
で
す
ね
。
面
白
い
発
想
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
し
か
も
、
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
で
は
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に
し
て
、
疑
問
を
持
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
か
せ
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
\
n
\
n
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
て
い
ま
す
(
^
-
^
)
 
F
 
1
2
 
1
月
6
日
 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\
r
\
n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
プ
レ
ゼ
ン
\
r
\
n
な
か
な
か
最
後
で
話
を
ま
と
め
る
の
が
苦
手
で
、
自
分
で
練
習
し
て
も
緊
張
し
て
、
最
後
に
自
分
が
な
に
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
、
笑
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、
最
後
の
ま
と
め
は
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
「
結
局
、
何
が
言
い
た
い
の
か
」
と
い
う
結
論
を
１
言
か
２
言
程
度
で
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
\
n
た
だ
、
結
論
を
考
え
る
の
は
、
実
は
と
て
も
難
し
い
作
業
な
ん
で
す
。
今
日
の
こ
の
時
間
の
大
半
を
そ
れ
に
費
や
し
て
も
良
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
 
F
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
今
日
の
講
義
で
自
分
で
練
習
し
た
が
、
一
人
で
も
え
ら
い
緊
張
し
て
、
途
中
で
頭
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
残
り
の
時
間
は
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す
が
、
\
r
\
n
本
番
は
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
は
持
っ
て
い
た
ら
だ
め
で
す
か
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
最
初
は
、
頭
が
真
っ
白
に
な
る
も
の
で
す
よ
(
^
^
)
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
、
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
ょ
う
。
\
n
\
n
「
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
」
と
い
う
の
は
、
「
カ
ン
ペ
（
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
）
」
の
こ
と
か
な
？
カ
ン
ペ
は
、
で
き
れ
ば
や
め
て
下
さ
い
。
評
価
が
低
く
な
り
ま
す
。
\
n
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
持
っ
て
お
く
と
い
う
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
と
き
で
も
、
で
き
る
限
り
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
F
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
ほ
か
の
人
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
\
r
\
n
ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
る
ま
で
考
え
る
の
も
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
\
r
\
n
あ
と
は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
気
絶
し
な
い
よ
う
に
、
笑
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 
 
受
講
生
 
授
業
回
 
授
業
日
 
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
 
興
味
 
意
欲
 
親
し
み
 
好
意
 
満
足
度
 
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
G
 
0
 
は
じ
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
87
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
G
 
1
 
1
0
月
7
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
●
●
●
●
で
す
。
\
r
\
n
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
今
日
の
授
業
で
は
、
ど
の
情
報
源
も
安
易
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
他
人
の
情
報
に
信
頼
性
が
な
い
の
と
同
様
に
、
自
分
の
体
験
か
ら
得
た
情
報
も
自
分
の
価
値
観
に
よ
る
偏
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
頼
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
発
信
し
た
り
す
る
際
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
余
談
で
す
が
、
私
の
地
元
、
大
分
県
の
耶
馬
渓
は
紅
葉
が
有
名
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
(
^
^
)
\
n
\
n
●
●
さ
ん
は
、
前
回
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
非
常
に
よ
く
掴
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
ね
。
\
n
正
し
く
そ
の
通
り
で
、
二
次
情
報
は
、
基
本
的
に
そ
の
情
報
源
か
ら
信
頼
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
\
n
で
は
、
一
次
情
報
だ
け
で
全
て
O
K
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
知
識
や
価
値
観
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
\
n
一
次
情
報
と
二
次
情
報
を
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
・
・
。
そ
れ
が
成
功
の
第
一
歩
と
言
え
ま
す
ね
。
 
G
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
今
回
の
授
業
で
は
、
実
際
に
自
分
の
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
自
分
の
手
元
の
デ
ー
タ
で
は
ち
ゃ
ん
と
図
を
配
置
で
き
て
い
た
の
に
、
提
出
し
た
時
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
残
念
で
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
D
V
D
で
は
、
視
覚
か
ら
の
訴
え
の
有
効
さ
や
、
画
像
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
画
像
の
チ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
、
聴
衆
の
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
は
伝
わ
る
と
思
う
画
像
で
も
、
聴
衆
に
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
で
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
て
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
\
r
\
n
最
後
の
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
私
は
サ
メ
＝
怖
い
、
ブ
ロ
グ
い
じ
め
な
ど
の
怖
さ
を
訴
え
る
も
の
か
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
あ
ら
ら
、
前
回
の
課
題
ス
ラ
イ
ド
の
図
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
・
・
・
。
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
違
い
・
・
・
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
・
・
・
(
-
.
-
;
)
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
高
評
価
を
貰
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
の
に
ね
。
。
。
\
n
\
n
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
D
V
D
は
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
？
非
常
に
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
良
い
指
摘
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
\
n
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
画
像
は
印
象
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
や
理
解
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
気
を
付
け
て
選
定
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
\
n
\
n
そ
の
最
た
る
例
が
、
前
回
お
見
せ
し
た
サ
メ
と
ブ
ロ
グ
の
ス
ラ
イ
ド
で
し
ょ
う
。
私
は
、
●
●
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
怖
い
」
「
い
じ
め
」
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
\
n
画
像
を
用
い
る
の
は
効
果
的
で
す
が
、
選
択
ひ
と
つ
で
大
き
な
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
。
。
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
 
G
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
数
値
、
苦
手
で
す
・
・
・
。
\
r
\
n
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
ど
の
グ
ラ
フ
が
最
適
な
の
か
、
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
画
像
の
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
も
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
こ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
を
作
れ
と
言
わ
れ
る
の
は
で
き
る
の
で
す
が
、
自
分
で
一
か
ら
作
る
の
は
も
っ
と
練
習
が
必
要
が
と
感
じ
ま
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
三
連
休
は
、
実
習
と
大
学
祭
で
へ
と
へ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
４
日
の
授
業
は
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
。
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
数
値
は
苦
手
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
が
説
得
力
を
増
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\
n
グ
ラ
フ
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
聞
い
て
い
る
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
の
で
、
と
て
も
重
要
で
す
ね
。
授
業
で
お
話
し
し
た
通
り
、
比
較
法
さ
え
決
定
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
復
習
を
し
て
、
確
実
に
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
(
^
_
^
)
\
n
\
n
３
連
休
は
忙
し
そ
う
で
す
ね
(
・
_
・
;
)
大
学
祭
で
は
、
何
か
出
店
を
し
た
の
か
な
？
 
G
 
5
 
1
1
月
4
日
 
今
回
の
授
業
で
は
、
体
裁
を
整
え
る
部
分
で
ま
だ
知
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
の
幅
、
人
間
の
視
線
の
動
き
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
順
序
は
配
列
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
\
r
\
n
が
、
依
然
と
し
て
グ
ラ
フ
の
選
択
に
手
こ
ず
り
ま
す
・
・
・
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
余
裕
の
な
い
３
日
間
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
ゆ
っ
く
り
と
大
学
祭
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 
6
 
6
 
5
 
6
 
6
 
6
 
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
視
聴
者
の
視
線
誘
導
技
術
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
注
目
し
て
欲
し
い
か
、
人
間
特
性
の
何
を
利
用
し
て
見
や
す
く
す
る
の
か
・
・
・
。
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
グ
ラ
フ
で
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
\
n
グ
ラ
フ
選
択
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
ね
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
よ
(
^
^
)
\
n
\
n
さ
て
、
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
忙
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
\
n
特
に
、
学
群
の
学
生
さ
ん
は
、
実
習
で
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
実
習
も
大
切
で
す
が
、
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
。
う
ま
く
時
間
を
使
っ
て
、
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
下
さ
い
ね
(
^
0
^
)
 
G
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
の
授
業
で
も
学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
作
成
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
\
r
\
n
今
回
迷
っ
た
の
は
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
深
く
す
る
ほ
う
が
自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
原
因
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
w
h
a
t
ツ
リ
ー
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
必
要
も
な
い
の
か
な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
３
連
休
は
実
習
と
バ
イ
ト
で
し
た
。
\
r
\
n
農
業
関
連
の
実
習
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
大
き
な
大
根
を
抱
え
て
大
学
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
入
試
に
来
た
高
校
生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
別
の
授
業
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
色
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
(
^
-
^
)
\
n
さ
て
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成
の
目
的
に
よ
り
ま
す
ね
。
W
h
a
t
ツ
リ
ー
で
も
、
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
出
て
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
は
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
・
・
と
い
う
地
点
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
本
当
は
、
そ
こ
ま
で
掘
り
下
げ
て
か
ら
、
全
体
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
眺
め
て
試
行
錯
誤
す
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
\
n
\
n
農
業
関
連
の
実
習
と
い
う
と
、
イ
ノ
ク
ラ
（
漢
字
は
分
か
ら
な
い
・
・
・
）
か
な
？
話
に
は
、
よ
く
聞
き
ま
す
。
で
も
、
大
根
を
抱
え
て
い
る
学
生
を
高
校
生
が
見
か
け
た
ら
、
「
こ
こ
は
農
業
大
学
？
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(
笑
)
 
88
G
 
9
 
1
2
月
2
日
 
今
回
の
授
業
で
感
じ
た
の
は
、
自
分
が
知
識
を
持
っ
て
い
る
分
野
、
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
\
r
\
n
知
っ
て
い
な
い
と
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
と
い
い
ま
す
か
、
掘
り
下
げ
方
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
知
識
面
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
や
は
り
調
べ
た
り
何
ら
か
の
形
で
補
う
し
か
な
い
の
で
す
か
ね
・
・
・
。
\
r
\
n
\
r
\
n
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
と
い
い
ま
す
。
よ
く
御
存
じ
で
（
笑
）
\
r
\
n
自
分
で
も
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
来
週
は
関
東
に
帰
省
す
る
た
め
欠
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
持
っ
て
い
る
知
識
が
豊
富
な
分
野
は
、
当
然
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
完
成
度
が
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
、
そ
の
分
野
に
つ
い
て
思
考
し
や
す
い
頭
脳
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
\
n
逆
に
、
掘
り
下
げ
が
浅
く
な
る
の
は
、
そ
の
分
野
の
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
分
か
る
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
そ
れ
を
い
か
に
補
う
か
、
ど
の
箇
所
を
中
心
に
補
う
か
と
い
う
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
ね
。
\
n
得
意
分
野
で
も
苦
手
分
野
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
描
く
の
に
損
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
(
^
^
)
\
n
\
n
猪
倉
の
実
習
は
、
学
群
の
先
生
か
ら
よ
く
話
を
聞
き
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
)
\
n
「
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
業
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
お
手
の
物
に
な
り
そ
う
で
す
ね
(
笑
)
 
G
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
今
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
、
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
の
差
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
。
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
な
い
の
は
、
行
動
す
る
自
信
の
な
さ
、
ど
う
せ
で
き
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
自
己
肯
定
感
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
し
た
。
\
r
\
n
私
は
自
分
の
考
え
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し
が
ち
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
資
料
を
読
ん
だ
り
デ
ー
タ
を
得
た
り
し
て
、
考
え
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
先
週
は
お
休
み
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
\
r
\
n
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
２
０
１
４
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
\
r
\
n
よ
い
お
年
を
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
●
●
さ
ん
の
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
、
そ
ん
な
に
深
い
考
え
が
あ
っ
て
の
テ
ー
マ
設
定
だ
っ
た
ん
で
す
ね
ぇ
(
ﾟ
o
ﾟ)
\
n
学
群
の
場
合
は
、
特
に
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
学
生
と
楽
し
め
て
い
な
い
学
生
の
差
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
、
「
自
己
肯
定
感
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
\
n
学
群
の
学
生
の
た
め
に
も
、
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
調
べ
て
み
て
下
さ
い
(
^
^
)
私
も
初
め
て
の
テ
ー
マ
な
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
\
n
\
n
先
日
は
、
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
)
良
か
っ
た
で
す
。
私
も
、
も
う
何
年
も
あ
っ
て
い
な
い
叔
父
さ
ん
や
叔
母
さ
ん
が
い
る
な
ぁ
。
。
。
会
い
に
行
こ
う
か
な
ぁ
。
。
。
\
n
 
G
 
1
2
 
1
月
6
日
 
細
か
い
部
分
の
修
正
、
図
の
作
り
直
し
、
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
る
。
ま
だ
ま
だ
や
り
直
す
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
す
。
\
r
\
n
抽
象
的
に
し
て
あ
と
は
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
、
と
い
う
ク
セ
が
で
た
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
あ
と
一
週
間
で
納
得
の
い
く
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
\
r
\
n
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
い
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\
r
\
n
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
と
課
題
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
せ
め
て
も
の
救
い
は
初
詣
に
行
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
は
二
つ
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
が
、
吉
と
大
吉
で
し
た
。
\
r
\
n
お
み
く
じ
通
り
に
良
い
年
に
な
る
と
い
い
の
で
す
が
笑
。
\
r
\
n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
お
み
く
じ
を
２
回
も
引
い
た
ん
で
す
か
(
ﾟ
o
ﾟ)
し
か
も
、
吉
と
大
吉
と
は
・
・
・
。
元
日
か
ら
良
い
感
じ
で
す
ね
(
^
^
)
私
の
末
吉
と
交
換
し
て
欲
し
い
く
ら
い
で
す
(
笑
)
\
n
\
n
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
何
度
も
見
直
し
て
、
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
作
成
し
て
い
る
過
程
で
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
、
後
日
に
見
直
し
た
時
に
見
つ
か
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
\
n
\
n
ま
た
、
抽
象
的
に
し
て
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
危
険
か
な
？
多
く
の
人
が
、
そ
の
感
性
に
合
っ
て
い
る
と
当
然
成
功
す
る
の
で
す
が
、
い
わ
ば
他
人
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
少
し
感
性
が
ズ
レ
る
と
一
気
に
失
敗
の
方
向
に
向
か
い
ま
す
。
\
n
理
想
は
、
見
る
人
が
ど
ん
な
人
た
ち
か
を
●
●
さ
ん
が
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
年
齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
男
性
が
多
い
か
女
性
が
多
い
か
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
場
に
い
る
の
か
・
・
・
と
い
っ
た
こ
と
を
見
極
め
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
\
n
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(
^
-
^
)
 
G
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
先
週
自
分
の
タ
ス
ク
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
ス
ラ
イ
ド
の
修
正
が
す
べ
て
終
わ
ら
ず
ち
ょ
っ
と
悔
い
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
発
表
が
来
週
な
の
で
、
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
な
ん
と
か
内
容
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
少
し
で
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
で
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
い
よ
い
よ
、
今
日
が
発
表
の
日
で
す
ね
。
準
備
は
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
\
n
あ
ま
り
気
負
い
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
挑
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
←
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
で
す
が
・
・
・
）
。
\
n
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(
^
-
^
)
 
G
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
準
備
不
足
で
、
不
本
意
な
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
届
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
質
問
・
コ
メ
ン
ト
が
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 
 
受
講
生
 
授
業
回
 
授
業
日
 
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
理
解
度
 
興
味
 
意
欲
 
親
し
み
 
好
意
 
満
足
度
 
担
当
教
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
H
 
0
 
は
じ
め
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\
n
こ
の
「
i
C
o
n
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\
n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\
n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
H
 
1
 
1
0
月
7
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H
 
2
 
1
0
月
1
4
日
 
授
業
の
途
中
か
ら
居
眠
り
し
て
し
ま
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。
今
後
気
を
付
け
ま
す
。
\
r
\
n
●
●
先
生
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
の
授
業
も
受
け
て
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。
 
6
 
6
 
3
 
6
 
6
 
6
 
「
お
や
、
頭
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
な
～
」
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
(
^
^
;
)
私
の
単
調
な
授
業
も
良
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
で
き
る
限
り
、
能
動
的
な
学
習
が
で
き
る
授
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
n
\
n
さ
て
、
私
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
も
受
け
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
嬉
し
い
で
す
(
^
^
)
「
情
報
社
会
を
読
む
」
は
、
思
い
の
外
、
受
講
者
数
が
多
く
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
も
、
で
き
る
限
り
能
動
的
な
学
習
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
(
^
^
)
 
89
H
 
3
 
1
0
月
2
1
日
 
今
日
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
が
一
番
低
か
っ
た
た
め
、
今
後
こ
の
授
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
近
頃
、
親
不
知
が
痛
く
て
痛
く
て
歯
医
者
に
行
き
ま
し
た
。
今
日
は
麻
酔
を
か
け
て
歯
を
削
っ
て
き
ま
し
た
。
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
ん
で
す
か
ね
。
歯
医
者
さ
ん
に
私
の
親
不
知
は
特
殊
な
の
で
抜
く
と
き
に
歯
茎
を
切
開
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
\
r
\
n
親
不
知
抜
く
の
も
、
明
後
日
の
情
報
社
会
へ
の
招
待
も
頑
張
り
ま
す
。
 
5
 
5
 
2
 
6
 
6
 
5
 
前
回
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
残
念
な
が
ら
評
価
が
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(
^
^
)
●
●
さ
ん
も
仰
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
吸
収
し
て
活
用
し
て
、
最
終
的
に
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
受
講
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
-
^
)
\
n
\
n
さ
て
、
親
不
知
・
・
・
。
な
ん
で
生
え
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
。
。
。
私
も
知
り
た
い
で
す
(
^
^
;
)
\
n
私
も
、
数
年
前
に
親
不
知
を
抜
き
ま
し
た
。
●
●
さ
ん
同
様
、
ち
ょ
っ
と
厄
介
な
生
え
方
を
し
て
い
た
の
で
、
歯
茎
を
切
開
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
。
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
麻
酔
が
切
れ
た
時
は
痛
く
て
痛
く
て
・
・
・
。
熱
が
出
る
く
ら
い
う
な
さ
れ
ま
し
た
(
T
_
T
)
\
n
盲
腸
と
同
様
、
不
必
要
な
も
の
は
生
え
て
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
・
・
・
。
\
n
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
暫
く
は
固
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
お
か
ゆ
や
ス
ー
プ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と
い
い
で
す
よ
(
^
^
)
 
H
 
4
 
1
0
月
2
8
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H
 
5
 
1
1
月
4
日
 
今
日
は
グ
ラ
フ
の
作
成
の
授
業
を
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
デ
ー
タ
を
ひ
た
す
ら
見
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
が
、
作
る
の
は
苦
手
で
す
。
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
、
世
界
の
デ
ー
タ
が
載
っ
た
本
を
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
本
だ
け
で
3
時
間
は
時
間
を
潰
せ
ま
す
。
そ
の
本
を
見
て
い
る
と
、
カ
カ
オ
の
生
産
は
、
お
菓
子
の
品
名
に
も
な
っ
て
い
る
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
、
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
か
い
う
い
ら
な
い
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
\
r
\
n
来
週
の
課
題
は
そ
の
デ
ー
タ
を
実
際
に
グ
ラ
フ
に
起
こ
す
作
業
な
の
で
、
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
い
い
デ
ー
タ
が
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
処
理
の
時
に
使
っ
た
教
科
書
も
参
考
に
し
つ
つ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
！
？
す
ご
い
タ
イ
ト
ル
の
本
で
す
ね
(
;
 
ﾟ-
ﾟ)
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
世
界
の
色
々
な
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
３
時
間
は
時
間
を
潰
せ
る
と
い
う
●
●
さ
ん
も
・
・
・
ス
ゴ
イ
！
数
字
を
見
る
だ
け
で
も
嫌
！
っ
て
い
う
学
生
が
多
い
で
す
か
ら
ね
(
^
^
;
)
\
n
私
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
国
名
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
コ
コ
ア
の
生
産
国
で
あ
る
こ
と
も
初
耳
で
す
。
変
と
い
う
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
で
す
よ
。
私
も
こ
れ
で
、
豆
知
識
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
(
^
-
^
)
「
ガ
ー
ナ
」
を
作
っ
た
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
は
、
ク
レ
ー
ム
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
(
笑
)
\
n
\
n
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
作
る
と
い
う
経
験
は
、
き
っ
と
貴
重
な
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
違
っ
た
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
見
る
切
っ
掛
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
苦
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
(
^
^
)
\
n
\
n
 
H
 
6
 
1
1
月
1
1
日
 
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
人
に
も
の
を
言
葉
を
最
小
限
に
ど
う
や
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
と
学
び
ま
し
た
。
そ
の
参
考
と
し
て
、
や
は
り
道
路
標
識
な
ど
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
課
題
提
出
ま
で
、
意
識
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
ち
な
み
に
、
私
は
ポ
ッ
キ
ー
の
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
。
し
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
な
の
で
今
年
の
ポ
ッ
キ
ー
の
日
は
お
と
な
し
く
し
と
く
つ
も
り
で
す
。
 
6
 
7
 
7
 
7
 
6
 
6
 
前
回
、
課
題
の
途
中
経
過
を
見
て
い
て
、
●
●
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
好
き
な
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
上
手
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
ね
ぇ
！
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
(
ﾟ
o
ﾟ)
\
n
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
で
、
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
、
視
聴
者
に
何
を
伝
え
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
典
型
は
、
ま
さ
に
道
路
標
識
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
、
一
瞬
の
勝
負
で
す
の
で
、
本
当
に
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
工
夫
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
よ
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
●
●
さ
ん
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
そ
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。
\
n
私
も
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
(
^
^
)
そ
の
中
で
も
、
抹
茶
味
や
ナ
ッ
ツ
（
？
）
を
ま
ぶ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
ね
。
●
●
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
・
・
・
こ
れ
か
ら
ポ
ッ
キ
ー
を
買
っ
て
き
て
楽
し
み
ま
す
！
！
 
H
 
7
 
1
1
月
1
8
日
 
今
回
、
ほ
か
の
学
生
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
み
ん
な
画
像
の
加
工
な
ど
上
手
だ
な
っ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
う
ま
く
画
像
が
処
理
で
き
た
ら
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
も
広
が
る
と
思
う
の
で
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
r
\
n
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
と
こ
ろ
で
、
評
価
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
\
r
\
n
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
 
6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
皆
さ
ん
、
ホ
ン
ト
に
よ
く
画
像
を
見
つ
け
て
き
ま
す
よ
ね
。
心
配
な
の
は
、
著
作
権
上
、
大
丈
夫
な
の
か
ど
う
か
で
す
が
・
・
・
(
^
_
^
;
)
\
n
画
像
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
能
力
を
身
に
付
け
た
い
か
仰
っ
て
く
れ
れ
ば
、
い
つ
で
も
教
え
ま
す
よ
(
^
-
^
)
\
n
\
n
前
回
の
課
題
の
●
●
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
良
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
(
^
^
)
 
H
 
8
 
1
1
月
2
5
日
 
今
回
は
大
変
深
く
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
い
ま
せ
ん
。
\
r
\
n
三
連
休
は
八
女
市
の
星
野
村
ま
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
人
生
で
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
正
直
な
こ
と
を
言
う
と
、
二
度
と
キ
ャ
ン
プ
は
行
き
た
く
な
い
で
す
。
も
と
も
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
苦
手
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
経
験
が
乏
し
く
、
あ
ま
り
楽
し
さ
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
自
分
の
せ
い
な
の
で
す
が
・
・
・
。
\
r
\
n
で
す
が
、
人
生
で
初
め
て
流
れ
星
を
見
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
\
r
\
n
今
度
は
、
き
ち
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
取
り
、
そ
の
地
の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
れ
る
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
そ
の
土
地
を
楽
し
め
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
行
き
た
い
で
す
。
\
r
\
n
●
●
先
生
は
バ
イ
ク
が
お
好
き
な
よ
う
な
の
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
得
意
そ
う
で
す
ね
。
\
r
\
n
来
週
も
頑
張
り
ま
す
。
 
5
 
5
 
3
 
6
 
6
 
6
 
先
週
は
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
も
し
か
し
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
は
、
そ
の
疲
れ
も
取
れ
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
・
。
\
n
\
n
さ
て
、
キ
ャ
ン
プ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
キ
ャ
ン
プ
は
、
ま
さ
に
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
王
道
で
す
の
で
、
苦
手
な
方
は
楽
し
く
な
い
で
し
ょ
う
・
・
・
(
^
^
;
)
体
力
も
使
い
ま
す
し
、
煙
も
ス
ゴ
イ
で
す
し
ね
。
\
n
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
ノ
ン
ビ
リ
と
星
を
楽
し
む
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
(
^
-
^
)
\
n
\
n
そ
れ
よ
り
も
、
流
れ
星
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。
羨
ま
し
い
で
す
。
授
業
で
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
私
は
視
界
の
端
の
方
で
「
何
か
流
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
・
・
・
」
と
い
う
程
度
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
(
^
^
;
)
\
n
私
は
、
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
す
の
で
、
今
度
、
高
千
穂
の
方
面
に
走
っ
て
、
流
れ
星
を
見
よ
う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
\
n
た
だ
、
計
画
倒
れ
で
終
わ
り
そ
う
で
す
が
(
T
_
T
)
 
H
 
9
 
1
2
月
2
日
 
こ
こ
２
回
の
授
業
で
習
っ
た
、
階
層
構
造
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
\
r
\
n
今
日
は
す
っ
ご
く
寒
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
て
い
る
途
中
、
や
け
に
靴
下
が
濡
れ
る
と
思
っ
て
一
旦
家
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
の
ゴ
ム
の
と
こ
ろ
が
真
ん
中
か
ら
横
に
避
け
て
ま
し
た
。
そ
り
ゃ
水
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
・
・
・
。
\
r
\
n
来
週
の
課
題
も
頑
張
り
ま
す
。
 
6
 
6
 
7
 
6
 
6
 
6
 
●
●
さ
ん
は
、
完
成
度
の
高
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
考
え
方
は
、
●
●
さ
ん
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
先
週
は
、
ホ
ン
ト
に
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
風
邪
な
ど
引
い
て
ま
せ
ん
か
？
\
n
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
が
裂
け
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
辛
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
流
石
に
雨
の
日
は
履
け
ま
せ
ん
。
。
。
\
n
ク
ツ
っ
て
、
雨
が
染
み
込
む
ま
で
は
、
裂
け
て
い
た
り
破
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
、
案
外
、
気
付
か
な
い
で
す
よ
ね
。
私
も
、
何
度
も
や
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
(
T
_
T
)
 
90
H
 
1
0
 
1
2
月
9
日
 
風
邪
を
引
い
た
の
と
の
こ
と
で
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
\
r
\
n
私
は
、
薬
局
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
で
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
薬
を
上
司
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
か
も
あ
り
ま
し
た
。
上
司
曰
く
、
高
い
薬
ほ
ど
良
く
効
く
し
、
い
い
成
分
が
入
っ
て
る
、
だ
そ
う
で
す
。
栄
養
ド
リ
ン
ク
、
風
邪
薬
な
ど
は
種
類
も
多
く
、
素
人
目
に
は
ど
れ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
早
く
治
し
た
い
、
長
引
か
せ
た
く
な
い
と
き
は
、
高
く
て
も
い
い
も
の
を
買
う
こ
と
を
お
勧
め
し
て
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
店
員
や
専
門
の
人
に
聞
い
た
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
る
私
も
、
お
金
な
い
学
生
な
ん
で
高
い
の
か
え
ず
、
風
邪
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
引
い
て
ま
す
。
\
r
\
n
面
白
い
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
あ
り
が
と
う
、
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
(
^
^
)
や
っ
ぱ
り
、
風
邪
は
ひ
く
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。
。
。
(
>
 
 
H
 
1
1
 
1
2
月
1
6
日
 
葛
根
湯
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
?
?
(
-
_
-
;
)
漢
方
は
個
々
人
の
効
き
目
の
差
が
大
き
い
と
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
\
r
\
n
い
よ
い
よ
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
聞
い
て
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
み
な
さ
ん
自
分
の
好
き
な
こ
と
の
プ
レ
ゼ
ン
が
多
い
み
た
い
で
安
心
し
ま
し
た
。
\
r
\
n
年
明
け
も
頑
張
り
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\
n
\
n
そ
っ
か
、
葛
根
湯
は
漢
方
薬
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
う
～
・
・
・
ん
。
。
。
私
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
が
効
く
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
話
に
暫
く
は
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\
n
\
n
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
今
日
提
出
の
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
は
無
事
に
で
き
ま
し
た
か
？
\
n
●
●
さ
ん
は
、
古
事
記
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
(
ﾟ
o
ﾟ)
と
い
う
こ
と
は
、
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
の
方
が
肌
に
合
っ
て
い
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
 
H
 
1
2
 
1
月
6
日
 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\
r
\
n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\
r
\
n
年
末
は
母
の
実
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
ま
し
た
・
・
・
。
\
r
\
n
\
r
\
n
私
は
本
当
は
文
学
部
に
行
き
た
い
と
考
え
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
の
先
生
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
は
止
め
ら
れ
て
・
・
・
。
変
に
進
学
校
だ
っ
た
の
で
、
先
生
た
ち
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
、
古
事
記
と
か
心
理
学
と
か
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、
次
に
好
き
な
法
学
の
勉
強
を
で
き
て
今
は
楽
し
い
で
す
。
\
r
\
n
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
で
き
る
よ
う
に
、
今
で
き
て
る
パ
ワ
ポ
を
改
良
し
、
話
も
う
ま
く
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
年
末
く
ら
い
は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
で
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\
n
\
n
●
●
さ
ん
は
、
文
学
部
希
望
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
恐
ら
く
、
高
校
の
先
生
方
は
、
将
来
の
就
職
等
を
心
配
さ
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
大
学
関
係
者
の
間
で
も
、
文
学
部
は
就
職
先
と
し
て
人
気
が
な
い
と
い
う
話
が
よ
く
で
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
。
。
\
n
法
学
を
学
べ
て
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
良
し
と
し
ま
し
ょ
う
！
古
事
記
や
心
理
学
は
、
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
に
文
学
部
の
先
生
に
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
勉
強
と
い
う
の
は
、
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
方
が
良
い
で
す
か
ら
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
今
日
が
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
日
で
す
ね
。
満
足
い
く
も
の
が
で
き
そ
う
で
す
か
？
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(
^
^
)
 
H
 
1
3
 
1
月
1
3
日
 
今
回
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
中
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
人
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
な
と
言
う
こ
と
で
す
。
\
r
\
n
自
分
で
は
理
解
し
て
、
面
白
く
読
ん
で
る
こ
と
も
、
実
際
に
声
に
出
し
て
簡
略
化
し
て
伝
え
る
の
は
や
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
\
r
\
n
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
前
で
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
半
分
ぶ
っ
つ
け
本
番
な
の
で
心
配
で
す
(
+
_
+
)
\
r
\
n
授
業
や
家
で
一
人
で
し
ゃ
べ
っ
て
る
分
に
は
言
い
に
く
い
神
の
名
前
な
ど
が
ぽ
ん
と
出
て
く
る
の
で
す
が
、
本
番
に
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
か
・
・
・
。
\
r
\
n
他
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
を
小
耳
に
は
さ
ん
だ
ら
、
み
な
さ
ん
真
面
目
な
テ
ー
マ
で
す
ら
す
ら
言
え
て
い
た
の
で
、
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\
r
\
n
発
表
は
再
来
週
な
の
で
、
時
間
内
で
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
\
r
\
n
\
r
\
n
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
・
・
・
。
こ
れ
は
、
私
も
常
々
、
考
え
る
こ
と
で
す
。
恐
ら
く
、
多
く
の
人
が
こ
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
悩
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
を
存
分
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
(
^
^
)
\
n
\
n
ま
た
、
●
●
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
複
雑
な
神
の
名
前
が
出
て
く
る
み
た
い
で
す
が
、
こ
れ
は
、
本
番
で
い
か
に
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
・
・
・
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
ね
。
\
n
そ
こ
で
、
気
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い
の
は
、
本
番
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
。
大
事
で
す
。
\
n
と
い
う
の
も
、
練
習
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
、
本
番
で
は
練
習
以
上
に
早
口
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
目
に
話
を
す
る
感
じ
で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
す
。
\
n
こ
の
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
複
雑
な
神
の
名
前
も
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(
^
^
)
\
n
\
n
発
表
は
来
週
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
本
番
に
備
え
て
下
さ
い
(
^
-
^
)
\
n
 
H
 
1
4
 
1
月
2
0
日
 
今
回
、
ほ
か
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
ま
じ
め
に
作
っ
て
て
、
石
田
純
一
が
滑
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
小
林
幸
子
ネ
タ
が
通
じ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
下
ネ
タ
で
引
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
す
ご
く
不
安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
\
r
\
n
\
r
\
n
情
報
表
現
、
情
報
社
会
を
読
む
、
い
ず
れ
の
授
業
も
今
学
期
楽
し
き
く
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
た
。
大
学
で
は
先
生
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
●
●
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ご
く
特
別
な
も
の
で
し
た
。
今
学
期
は
も
う
数
え
る
ほ
ど
し
か
授
業
も
な
く
、
今
後
授
業
で
関
わ
る
こ
と
も
な
い
(
基
盤
教
育
全
部
取
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
(
*
_
*
)
)
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
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C.iConversation に関する調査票（2012 年度後期，教員対象） 
（※データ内の■印等は，被験者のプライバシーを保護するために分析者が上書き） 
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2013 年 3 月 29 日 
【■■■■■大学 iCon 実践・教員用】iCon に関するアンケート 
氏名（    ） 
1年間の授業における iConシステムのご利用ありがとうございました。今後の iCon をより洗練させたシステムへ発展させるた
め、アンケートのご協力をお願い致します。なお、本アンケートの回答内容につきましては、個人名を伏せた上で分析し、iCon
の発展の知見とさせていただきます。 
質問 E：ここからは、iCon に実装されている各種機能に関する質問です。iCon におけるメッセージのやり取りを行う
機能について思い出しながら回答して下さい。 
（１）-①：iCon に受講生とテキストメッセージのやり取りを行う機能を導入していましたが、この機能は必要だと思
いましたか？ 以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：とても ４：少し ３：どちら ２：あまり １：ほとんど 
必要だと思った  必要だと思った  でもない    必要だと思わなかった   必要だと思わなかった 
（１）-②：(１)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】
（２）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能は役に立つと思えるようなものでしたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：とても   ４：少し    ３：どちら   ２：あまり １：ほとんど 
役に立った  役に立った でもない 役に立たなかった     役に立たなかった 
（２）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】
（３）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能は使い続けてみたいと思えるようなものでしたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：とても   ４：少し    ３：どちら    ２：あまり    １：ほとんど 
使い続けてみたい  使い続けてみたい でもない 使い続けてみたくない   使い続けてみたくない 
（３）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】
（４）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能に使いにくいと感じることはどの程度ありましたか？以下の５
つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：ほとんど使いにくいと ４：あまり使いにくいと  ３：どちら ２：少し使いにくいと １：かなり使いにくいと 
思わなかった          思わなかった         でもない      思った        思った 
（４）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】
質問 F：iCon における毎回実施した 6 項目のアンケート機能について思い出しながら回答して下さい。 
（１）-①：iCon は 6 項目（理解、興味、意欲、親しみ、好意、満足度）の選択式（7 件法）のアンケート調査を行う
機能を導入していましたが、この機能は必要だと思いましたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：とても ４：少し ３：どちら ２：あまり １：ほとんど 
  必要だと思った  必要だと思った    でもない     必要だと思わなかった   必要だと思わなかった 
（１）-②：(１)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】
（２）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能は役に立つと思えるようなものでしたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
５：とても   ４：少し    ３：どちら   ２：あまり １：ほとんど 
役に立った  役に立った でもない 役に立たなかった     役に立たなかった 
（２）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
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【記述欄：具体的に記述してください。】 
 
（３）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能は使い続けてみたいと思えるようなものでしたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：とても       ４：少し          ３：どちら     ２：あまり           １：ほとんど 
   使い続けてみたい      使い続けてみたい      でもない         使い続けてみたくない   使い続けてみたくない 
  
（３）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
 
（４）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能に対し、使いにくいと感じることはどの程度ありましたか？ 
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど使いにくいと ４：あまり使いにくいと  ３：どちら ２：少し使いにくいと １：かなり使いにくいと 
       思わなかった          思わなかった        でもない       思った        思った 
 
（４）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さい。（※全員
必ず何かを記述してください。） 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
 
質問 G：iCon を使用する以前を思い出しながら回答して下さい。 
  
(１)-①：iCon を使用する以前、受講生とコミュニケーションを行うために、紙媒体・電子媒体問わず何らかのツー
ルを授業に導入していましたか？以下の２つの選択肢の中から該当する項目に○を付けて下さい。 
 
はい       いいえ 
 
(１)-①について、「はい」と回答した方のみ以下の設問にご回答お願い致します。 
 
(１)-②：そのコミュニケーションツールは、具体的には、どのような媒体のツールをどのように用いていました
か？以下の記述欄に具体的に記入して下さい。 
   
【記述欄：具体的に記述してください。】 
 
(２)-①：(１)-②のコミュニケーションツールを授業に導入して利用されていたときには、どの程度のメリットやデ
メリットを実感していましたか？ 
 
５：多くのメリットや  ４：少しのメリットや  ３：どちら ２：あまりメリットや  １：ほとんどメリットや 
デメリットを      デメリットを    でもない    デメリットを      デメリットを 
実感していた      実感していた              実感していなかった   実感していなかった 
 
(２)-②：(１)-②のコミュニケーションツールは、具体的には、どのようなメリットやデメリットを実感しましたか？
それぞれの記述欄に具体的に記入して下さい。   
 
【記述欄：メリットについて具体的に記述してください。】 
 
【記述欄：デメリットについて具体的に記述してください。】 
 
(３)-①：(１)-②のコミュニケーションツールと、今回使用した iCon を比較して、実感したメリットやデメリットに
何か違いがありましたか？ 
 
５：多くの違いを   ４：少しの違いを   ３：どちら    ２：あまり違いを   １：ほとんど違いを 
  実感した       実感した       でもない     実感できなかった   実感できなかった 
 
(３)-②：(１)-②のコミュニケーションツールと、今回使用した iCon を比較して、具体的には、どのようなメリット
やデメリットを実感しましたか？以下の記述欄に具体的に記入して下さい。 
  
【記述欄：メリットについて具体的に記述してください。】 
 
【記述欄：デメリットについて具体的に記述してください。】 
 
質問は以上となります。ご協力ありがとうございました。 
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D.iConversation に関する調査の回答（2012 年度後期，教員 1 名） 
 （※データ内の■印等は，被験者のプライバシーを保護するために分析者が上書き）  
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2013 年 3 月 29 日 
 
【■■■■大学 iCon 実践・教員用】iCon に関するアンケート 
氏名（●●●●） 
 
1年間の授業における iCon システムのご利用ありがとうございました。今後の iCon をより洗練させたシステムへ
発展させるため、アンケートのご協力をお願い致します。なお、本アンケートの回答内容につきましては、個人名を
伏せた上で分析し、iConの発展の知見とさせていただきます。 
 
質問 E：ここからは、iCon に実装されている各種機能に関する質問です。iCon におけるメッセージのやり
取りを行う機能について思い出しながら回答して下さい。 
 
（１）-①：iCon に受講生とテキストメッセージのやり取りを行う機能を導入していましたが、この機能は
必要だと思いましたか？ 以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてくだ
さい。 
 
５：とても必要だと思った 
 
（１）-②：(１)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
小学校や中学校とは異なり、大学では教える側と教えられる側の心の距離が離れている感じがして、実際
にコミュニケーションを行う機会も少ないかと思います。それは、教員にとっても学生にとっても不幸な
ことです。お互い、相手のことを知りたいと思うこともあるだろうし（実際に本学の学生でも、○○先生
となかなか話をする機会がないので寂しい、もっと話を聞きたい、○○先生の専門の話に興味があるの
に・・・、という意見を持っている学生も少なくありません）、お互いのことを知ることが、教育や学習を
円滑に進める要素のひとつであると、私は思います。 
また、単にお互いのことをよく知るというだけでなく、コミュニケーションをすることは「楽しい」「面白
い」に繋がる可能性が高いように思います。授業を受けるにしても何にしても、楽しさや面白さは大切な
ことだと私は感じています。 
その意味で、テキストメッセージであったとしても、コミュニケーションができる機会が増えるのは大歓
迎ですし、必要だと思います。 
 
（２）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能は役に立つと思えるようなものでしたか？以下の５
つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：とても役に立った 
  
（２）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
以下のようなことに役立ちました。 
・普段、授業の中だけではなかなか見ることができない学生の一面を見ることができる。 
・普段、授業の中だけではなかなか見せることができない私の一面を伝えることができる。 
・形成的評価の指標となる。 
・受講に関する以外のことで、悩みを持っている学生を把握し、対応することができる。 
 
（３）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能は使い続けてみたいと思えるようなものでしたか？
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：とても使い続けてみたい 
  
（３）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
上述の（１）-２の記述欄で記述したとおり、テキストベースであってもコミュニケーションの機会を増や
すことは大切なことですので、使い続けてみたいです。ただ、対応する学生数には限度があります。何百
人という単位の学生を半年で担当する場合は、現実的に厳しいのではないかと思います。 
（４）-①：テキストメッセージのやり取りを行う機能に使いにくいと感じることはどの程度ありました
か？以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
４：あまり使いにくいと思わなかった 
 
（４）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
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【記述欄：具体的に記述してください。】 
全体的に使いやすいインタフェースでした。 
質問 F：iCon における毎回実施した 6 項目のアンケート機能について思い出しながら回答して下さい。 
 
（１）-①：iCon は 6 項目（理解、興味、意欲、親しみ、好意、満足度）の選択式（7 件法）のアンケート
調査を行う機能を導入していましたが、この機能は必要だと思いましたか？  
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
４：少し必要だと思った 
 
（１）-②：(１)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
コメントを読まずとも、パッと見ただけで学生の受講状態や心理状態などを把握することができるため、
形成的評価のデータとして扱いやすいためです。また、コメントを書かない学生や、コメント内容が雑談
ばかりだと、形成的評価としての役には立ちません。特に、コメントを書かない学生は、どのような受講
状態なのかは知りたいところです。そのために、6 項目のアンケートは必要であると感じています。ただ、
学生によっては、常に同じ値ばかり（例えば、常に最高値をつけたり、常に真ん中の普通しかつけない
等）つけているケースも見られます。当然、その値を信じるべきなのでしょうが、「なんだか形骸化してな
いかな？」という不安も多少あります。どこまで、その値を信用するか・・・ですね。 
（２）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能は役に立つと思えるようなものでしたか？以下の
５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
４：少し役に立った  
 
（２）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
上記の（１）−②の記述欄と同じ理由です。 
 
（３）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能は使い続けてみたいと思えるようなものでした
か？以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
４：少し使い続けてみたい 
  
（３）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
コメント読まずとも、パッと見ただけで学生の受講状態が何となくでも把握できるためです。形成的評価
のためには必要かな、と思っています。ただ、上記の（１）−②の記述欄の通り、形骸化の問題はあります
が。。。 
 
（４）-①：6 項目の選択式のアンケート調査を行う機能に対し、使いにくいと感じることはどの程度あり
ましたか？以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
４：あまり使いにくいと思わなかった 
 
（４）-②：(２)-①について、そのように思った理由を、以下の記述欄になるべく具体的に記入して下さ
い。（※全員必ず何かを記述してください。） 
 
 
【記述欄：具体的に記述してください。】 
シンプルで分かりやすいと思っていますので、ほとんど使いにくいと感じたことはありません。ただ、教
員側としては、１回ごとの７段階の入力結果だけでなく、全体的な平均値や時系列グラフなんかも表示し
てくれると見やすいかな、形成的評価に使いやすいかな、という意見は持っています。 
 
質問 G：iCon を使用する以前を思い出しながら回答して下さい。 
  
(１)-①：iCon を使用する以前、受講生とコミュニケーションを行うために、紙媒体・電子媒体問わず何
らかのツールを授業に導入していましたか？以下の２つの選択肢の中から該当する項目に○を付
けて下さい。 
 
はい 
 
(１)-①について、「はい」と回答した方のみ以下の設問にご回答お願い致します。 
 
(１)-②：そのコミュニケーションツールは、具体的には、どのような媒体のツールをどのように用いて
いましたか？以下の記述欄に具体的に記入して下さい。 
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【記述欄：具体的に記述してください。】 
媒体は「紙」です。私はその紙を「やる気満足度シート」や「学習シート」と名付けて、学生に配布して
います。授業開始時に、学生一人一人にその用紙を配布し、授業開始時点でのやる気や体調などを５段階
で記述させます。受講後、今度は授業終了時点での満足度や理解度などを５段階で記述させ、コメントや
質問があれば記述してもらいます。そして、教室を出る際に提出してもらいます。次回の授業が始まるま
でに、私は記述されたやる気や満足度を表計算ソフトに入力し、分析して次の授業改善に活かします。ま
た、記述された全てのコメントや質問に返信を書きます（もちろん手書き）。そして、次回の授業開始時
に、またその用紙を学生一人一人に配布します。この作業を繰り返します。 
 
(２)-①：(１)-②のコミュニケーションツールを授業に導入して利用されていたときには、どの程度のメ
リットやデメリットを実感していましたか？ 
 
５：多くのメリットやデメリットを実感していた 
 
(２)-②：(１)-②のコミュニケーションツールは、具体的には、どのようなメリットやデメリットを実感
しましたか？それぞれの記述欄に具体的に記入して下さい。   
 
【記述欄：メリットについて具体的に記述してください。】 
大規模な授業になればなるほど実感するのですが、とにかく学生とのコミュニケーションが増えます。学
生が授業の何に満足し、どこに不満を感じているのか、どのような要望があるか、質問内容から何に興
味・関心を抱いているかなどがよく分かります。それは、授業改善に大いに役立っています。また、コメ
ントのやりとりが雑談や趣味・嗜好、身のまわりに起きた出来事などになることがあり、その場合は、学
生のことがよく分かりますし、コメントのやりとりそのものを楽しめることができます。学生も楽しく感
じてくれているようです。 
【記述欄：デメリットについて具体的に記述してください。】 
とにかく、返信を書くことが大変です。授業の規模にもよりますが、全て返信するのに丸１日、２日かか
ることもよくあります。また、授業の規模が大きくなれば、当然、用意する用紙の枚数も膨大になりま
す。そのコピーや回収後の整理も大変ですし、配布方法も考えなくてはいけません。管理・運用に苦労し
ます。 
 
(３)-①：(１)-②のコミュニケーションツールと、今回使用した iCon を比較して、実感したメリットやデ
メリットに何か違いがありましたか？ 
 
４：少しの違いを実感した 
 
(３)-②：(１)-②のコミュニケーションツールと、今回使用した iCon を比較して、具体的には、どのよう
なメリットやデメリットを実感しましたか？以下の記述欄に具体的に記入して下さい。 
  
【記述欄：メリットについて具体的に記述してください。】 
手書きで返信を書かなくて済む点が大きなメリットです。タイピングの方が速く文字を打つことができま
すので。その分、ついつい手書きよりも文章が長くなってしまうのですが、それは学生とのコミュニケー
ションが密になってきた証拠でもありますので、質の高いコミュニケーションをとるには、iCon の方がよ
いかと思います。用紙よりも iCon の方が雑談や趣味・嗜好、身のまわりに起きた出来事の話題になりやす
いのは、この理由に寄るところが大きいかと思います。次に、ありきたりなメッセージ（面白かった、分
かりやすかったなど）に対する返信は、だいたい同じような返信メッセージになるのですが、そのような
場合はあらかじめ定型文を作っておいて、それをコピーすればよいので、手間がだいぶ省けました。ま
た、用紙をコピーする必要もないですし、用紙の場合は、回収した後に学籍番号順に並べ替えたり、学生
にどのように配布するかを考えたりしなくてはいけなかったのですが、iCon ではそれが全て不要ですの
で、作業が楽になって負担が減りました。 
【記述欄：デメリットについて具体的に記述してください。】 
パソコンやタブレット、スマートフォンの使用が前提になっているので、パソコンのない教室での一般の
講義では、iCon は使えない点が大きなデメリットです。このデメリットはどうしようもないのです
が・・・。解消できるとすれば、受講生のスマートフォン所持率が 100%であること、タブレットのレンタ
ル制度を導入することなどが考えられるでしょうか。どちらも、難しい問題を含んでいますが。。。 
あと、これはメリットでもあるのですが、タイピングで文章が打てる分、文章量がついつい増えてしま
い、場合によっては長文メッセージのやりとりが続くことです。これは、手書きよりも負担がかかること
もあります。 
質問は以上となります。ご協力ありがとうございました。  
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マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
，
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
推
奨
，
絶
対
的
正
解
無
し
，
大
き
い
画
像
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
発
想
技
法
，
メ
デ
ィ
ア
選
択
と
情
報
の
信
頼
性
，
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
無
い
，
相
手
が
抱
く
印
象
の
想
定
が
必
要
，
相
手
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
，
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
一
言
二
言
で
い
え
る
重
要
性
，
結
論
を
簡
潔
に
言
う
こ
と
は
難
し
い
，
二
次
情
報
は
情
報
源
を
確
認
，
一
次
情
報
で
も
大
丈
夫
で
は
無
い
，
一
次
情
報
も
偏
っ
て
見
て
し
ま
う
危
険
性
，
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
，
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
収
集
と
分
析
が
必
要
，
画
像
選
択
と
そ
の
結
果
の
違
い
，
D
V
D
で
は
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
の
良
い
指
摘
が
多
い
，
プ
レ
ゼ
ン
全
体
の
印
象
と
理
解
に
影
響
，
画
像
選
択
の
重
要
性
，
画
像
の
使
用
は
効
果
的
，
画
像
が
誤
解
を
生
む
可
能
性
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
，
デ
ー
タ
の
使
用
は
高
い
説
得
力
，
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
性
，
比
較
法
の
決
定
に
よ
り
グ
ラ
フ
も
決
ま
る
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
視
聴
側
の
視
線
誘
導
の
技
術
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
ど
こ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
か
，
ど
の
よ
う
な
人
間
の
特
性
を
利
用
す
る
か
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
グ
ラ
フ
で
も
同
じ
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
掘
り
下
げ
レ
ベ
ル
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
目
的
に
よ
る
，
w
h
y
 
s
o
ツ
リ
ー
と
s
o
 
w
h
a
t
ツ
リ
ー
で
も
同
じ
，
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
地
点
が
あ
る
，
知
識
が
豊
富
な
ら
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
完
成
度
高
く
な
る
だ
ろ
う
，
知
識
が
多
い
と
思
考
し
や
す
い
脳
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
浅
い
の
は
知
識
が
足
り
な
い
証
拠
，
知
識
不
足
の
ど
こ
を
補
う
を
見
極
め
ら
れ
る
，
道
路
標
識
は
一
瞬
で
的
確
に
伝
え
る
必
要
，
道
路
標
識
は
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
，
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
，
デ
ザ
イ
ン
は
工
夫
し
が
い
が
あ
る
，
 
分
か
ら
な
い
点
 
質
問
推
奨
，
ア
ド
バ
イ
ス
宣
言
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
で
ど
の
要
素
を
掘
り
下
げ
る
か
 
質
問
 
知
識
を
補
う
た
め
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
か
，
 
実
習
 
印
象
 
大
変
，
難
し
い
，
口
頭
説
明
し
た
い
，
相
互
評
価
で
低
か
っ
た
，
 
進
捗
報
告
 
テ
ー
マ
の
決
定
，
発
表
を
修
正
し
た
，
再
提
出
し
た
，
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
る
，
方
向
性
が
決
ま
っ
た
，
メ
タ
フ
ァ
無
だ
っ
た
，
文
章
多
く
な
り
そ
う
，
他
者
よ
り
も
作
成
遅
い
，
発
想
が
わ
か
な
い
，
一
人
で
制
作
，
テ
ー
マ
を
構
想
，
急
流
で
流
行
を
捉
え
る
，
き
ち
ん
と
レ
イ
ア
ウ
ト
，
提
出
時
に
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
，
プ
レ
ゼ
ン
の
細
か
い
修
正
，
再
作
図
，
修
正
点
だ
ら
け
，
相
手
の
感
性
に
任
せ
て
し
ま
う
，
自
分
の
分
担
が
多
い
，
全
て
は
修
正
で
き
ず
，
 
助
言
 
話
し
合
い
の
推
奨
，
P
C
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
，
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
，
1
0
分
以
内
に
，
一
人
で
発
表
も
可
，
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
低
評
価
，
心
の
保
険
で
カ
ン
ペ
所
持
は
可
，
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
が
影
響
と
推
測
，
プ
レ
ゼ
ン
は
作
成
途
中
は
気
づ
か
な
い
点
が
あ
る
，
プ
レ
ゼ
ン
は
見
直
し
て
気
づ
く
点
が
あ
る
，
多
く
の
人
と
感
性
が
一
致
し
て
い
れ
ば
成
功
，
し
か
し
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
の
は
他
人
任
せ
，
感
性
が
す
れ
る
と
失
敗
す
る
，
相
手
の
年
齢
，
性
別
，
興
味
関
心
な
ど
を
推
測
す
る
と
よ
い
，
あ
ま
り
気
負
う
の
も
良
く
な
い
，
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
，
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
ど
う
か
，
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
に
注
意
，
焦
る
と
早
口
に
な
る
，
ゆ
っ
く
り
と
話
す
の
が
良
い
，
ゆ
っ
く
り
話
す
と
専
門
用
語
も
話
せ
る
だ
ろ
う
，
 
100
受
講
生
の
取
り
組
み
 
頑
張
っ
て
い
る
印
象
，
方
向
性
が
変
わ
っ
た
印
象
，
描
画
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
，
よ
く
様
々
な
画
像
を
見
つ
け
て
く
る
，
完
成
度
の
高
い
作
図
，
複
雑
な
専
門
用
語
が
あ
る
印
象
，
 
完
了
確
認
 
準
備
完
了
し
た
か
？
，
練
習
で
き
た
か
？
，
進
み
具
合
は
ど
う
か
？
，
無
事
に
で
き
た
か
？
，
満
足
し
た
も
の
が
で
き
た
か
？
，
 
分
か
ら
な
い
点
 
質
問
推
奨
，
質
問
予
測
，
質
問
待
ち
，
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
違
い
，
 
学
習
成
果
 
グ
ラ
フ
作
成
し
て
違
い
に
気
づ
く
，
質
問
を
想
定
す
る
大
切
さ
，
緊
張
で
絶
叫
し
な
い
大
切
さ
，
相
互
評
価
で
反
応
確
認
，
他
者
に
伝
え
る
難
し
さ
，
 
制
作
目
標
 
シ
ン
プ
ル
に
制
作
，
冒
険
的
制
作
せ
ず
，
デ
ザ
イ
ン
結
果
が
見
通
せ
な
い
，
完
成
さ
せ
る
，
イ
メ
ー
ジ
を
制
作
に
伝
え
る
，
抽
象
的
で
も
良
い
，
抽
象
的
だ
と
少
し
リ
ス
ク
は
あ
る
，
デ
ー
タ
の
加
工
，
少
し
で
も
良
い
デ
ー
タ
加
工
，
 
予
告
 
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
，
デ
ザ
イ
ン
の
相
互
評
価
，
授
業
終
了
時
に
課
題
〆
切
，
 
発
表
会
 
順
序
が
最
初
，
緊
張
し
て
い
な
い
，
時
間
に
注
意
，
練
習
中
断
，
ス
ピ
ー
チ
で
詰
ま
っ
た
，
練
習
通
り
に
で
き
た
，
難
し
い
テ
ー
マ
を
設
定
，
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
，
他
者
の
発
表
，
他
者
の
テ
ー
マ
難
し
い
，
視
聴
経
験
の
あ
る
T
V
番
組
，
準
備
が
始
ま
る
，
他
者
の
発
表
が
上
手
，
短
時
間
に
感
じ
た
，
話
す
時
間
が
足
り
な
い
印
象
，
プ
レ
ゼ
ン
で
厳
選
が
難
し
い
，
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
，
自
主
練
習
し
た
，
他
者
発
表
の
聴
講
，
来
週
が
発
表
，
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
，
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
を
し
た
，
自
分
で
は
面
白
い
と
思
う
テ
ー
マ
，
リ
ハ
を
前
で
は
で
き
ず
，
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
り
そ
う
，
他
者
は
ま
じ
め
に
制
作
，
 
教
材
 
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
複
数
枚
印
刷
，
デ
ー
タ
処
理
の
本
を
参
考
に
，
 
補
足
 
文
章
を
書
か
せ
な
い
意
図
，
安
易
に
図
を
入
れ
る
危
険
性
，
グ
ラ
フ
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
，
好
み
の
問
題
も
あ
る
，
最
後
の
ま
と
め
が
重
要
，
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
，
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
の
著
作
権
は
要
注
意
，
 
質
問
 
発
表
会
で
の
カ
ン
ペ
は
O
K
？
，
 
重
要
点
 
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
大
切
，
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
，
相
手
の
感
性
を
推
測
す
る
こ
と
も
大
切
，
推
測
し
た
相
手
の
感
性
に
合
わ
せ
た
制
作
が
大
切
，
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
が
大
事
，
 
他
の
授
業
 
内
容
 
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
毎
回
使
用
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
，
似
た
テ
ー
マ
で
作
成
，
 
担
当
教
員
 
や
さ
し
い
，
 
受
講
生
 
あ
き
ら
め
る
人
多
い
，
頑
張
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
，
楽
し
む
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
に
差
が
あ
り
そ
う
，
 
課
題
 
多
い
，
未
提
出
で
単
位
出
な
い
，
大
変
，
棒
読
み
に
な
り
が
ち
，
来
週
発
表
，
毎
回
で
は
な
い
，
予
定
の
提
示
が
あ
る
，
明
日
発
表
，
農
業
関
連
の
実
習
，
大
根
抱
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
，
高
校
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
，
恥
ず
か
し
か
っ
た
，
イ
ノ
ク
ラ
と
は
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
，
ま
る
で
農
業
大
学
生
の
よ
う
だ
，
イ
ノ
ク
ラ
の
話
は
他
の
先
生
か
ら
聞
く
，
 
印
象
 
担
当
教
員
と
関
わ
り
に
く
い
，
 
自
己
開
示
 
出
身
地
 
大
阪
，
同
じ
，
大
分
，
関
東
，
 
出
生
地
 
西
宮
，
 
居
住
地
 
過
去
に
鹿
児
島
，
皆
に
比
べ
て
遠
い
，
 
感
情
 
流
行
は
怖
い
，
う
ら
や
ま
し
い
，
東
京
は
ど
こ
も
素
敵
，
鹿
児
島
が
好
き
，
残
念
，
鹿
児
島
は
良
い
と
こ
ろ
，
鹿
児
島
肉
が
好
き
，
牛
肉
と
豚
肉
が
好
き
，
緊
張
し
が
ち
，
親
戚
に
会
い
た
い
，
お
み
く
じ
通
り
の
一
年
に
し
た
い
，
嬉
し
い
，
驚
い
て
い
る
，
頑
張
り
た
い
，
初
め
て
知
っ
た
驚
き
，
キ
ャ
ン
プ
は
二
度
と
行
き
た
く
な
い
，
感
動
し
た
，
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
で
残
念
，
風
邪
は
引
き
た
く
な
い
，
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
い
，
先
生
た
ち
も
心
配
し
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
感
謝
，
 
気
分
 
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
，
情
け
な
い
，
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
，
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
ク
レ
ー
ム
(
冗
談
）
，
び
っ
く
り
し
た
，
そ
り
ゃ
そ
う
だ
と
あ
き
れ
た
，
楽
し
い
，
 
話
し
言
葉
 
関
西
弁
，
九
州
弁
，
 
ス
ポ
ー
ツ
経
験
 
野
球
，
 
部
活
の
所
属
 
野
球
部
，
 
ポ
ジ
シ
ョ
ン
 
ピ
ッ
チ
ャ
ー
，
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
 
所
有
物
 
ホ
ン
ダ
の
C
B
，
 
趣
味
 
野
球
観
戦
，
ツ
ー
リ
ン
グ
，
一
眼
レ
フ
，
試
行
錯
誤
で
撮
影
，
発
想
が
浮
か
ば
な
い
，
い
ま
い
ち
の
出
来
映
え
，
苦
労
し
て
い
る
，
機
会
が
少
な
い
プ
ロ
か
ら
の
助
言
，
プ
ロ
か
ら
の
助
言
が
う
ら
や
ま
し
い
，
車
の
運
転
，
原
付
へ
の
憧
れ
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
名
車
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
乗
車
経
験
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
解
説
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
素
晴
ら
し
い
，
T
V
番
組
の
原
付
ド
ラ
イ
ブ
企
画
，
番
組
の
興
味
告
白
，
く
だ
ら
な
い
理
由
と
の
告
白
，
同
じ
T
V
番
組
好
き
，
T
V
番
組
を
欠
か
さ
ず
録
画
，
T
V
番
組
の
現
在
の
企
画
報
告
，
T
V
番
組
は
面
白
い
，
T
V
番
組
の
原
付
の
企
画
，
過
去
の
T
V
番
組
の
未
視
聴
を
告
白
，
過
去
の
T
V
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
確
認
，
過
去
の
T
V
番
組
の
視
聴
希
望
，
「
ど
う
で
し
ょ
う
侍
」
が
初
耳
，
T
V
番
組
の
次
回
企
画
の
情
報
提
供
，
T
V
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
反
響
推
測
，
T
V
番
組
の
夏
野
菜
の
企
画
，
小
説
執
筆
，
C
B
4
0
0
S
u
p
e
r
F
o
u
r
は
名
車
，
友
人
の
C
B
4
0
0
S
u
p
e
r
F
o
u
r
，
C
B
4
0
0
S
u
p
e
r
F
o
u
r
へ
の
憧
れ
，
G
S
F
1
2
0
0
，
G
S
F
1
2
0
0
が
古
い
，
G
S
F
1
2
0
0
の
調
子
が
今
ひ
と
つ
，
ツ
ー
リ
ン
グ
で
耶
馬
渓
の
推
奨
，
デ
ー
タ
を
眺
め
る
，
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
読
む
，
高
校
時
代
か
ら
の
趣
味
，
3
時
間
は
没
頭
で
き
る
，
カ
カ
オ
の
生
産
は
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
，
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
，
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
，
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
，
 
101
利
き
手
 
左
手
，
 
苦
手
分
野
 
ネ
ッ
ト
関
係
，
数
値
を
扱
う
こ
と
，
デ
ー
タ
を
加
工
，
経
験
が
少
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
，
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
，
 
得
意
分
野
 
プ
レ
ゼ
ン
，
 
仕
事
で
の
参
考
資
料
 
講
義
で
使
用
し
た
D
V
D
 
担
当
教
員
の
他
科
目
 
過
去
に
も
履
修
，
現
在
履
修
中
，
履
修
者
多
い
，
今
後
履
修
で
き
る
科
目
が
な
い
，
 
旅
行
 
関
東
の
報
告
，
国
会
図
書
館
を
計
画
，
国
会
図
書
館
に
行
け
ず
，
東
京
か
京
都
の
国
会
図
書
館
を
希
望
，
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
報
告
，
山
賊
料
理
店
も
目
的
地
，
山
賊
料
理
店
の
検
索
推
奨
，
夕
食
が
お
す
す
め
，
初
耳
の
山
賊
料
理
店
，
山
陽
自
動
車
道
で
玖
珂
を
通
過
，
岩
国
の
立
ち
寄
り
経
験
無
，
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
告
白
，
山
賊
料
理
店
の
訪
問
意
気
込
み
，
情
報
提
供
へ
の
感
謝
，
東
京
に
行
く
，
東
京
周
遊
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
，
外
国
人
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
，
肉
料
理
店
推
奨
，
立
ち
寄
り
推
奨
，
親
戚
に
会
え
た
，
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
，
親
戚
に
会
っ
て
い
な
い
，
高
千
穂
方
面
に
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
，
流
れ
星
を
見
る
計
画
，
 
過
去
の
担
当
科
目
 
受
講
生
の
記
憶
，
 
施
設
関
連
の
知
識
 
休
館
日
が
日
曜
・
祝
日
，
 
施
設
関
連
の
考
え
 
休
日
の
開
館
希
望
，
 
学
習
経
験
 
プ
レ
ゼ
ン
が
高
校
以
来
，
表
計
算
が
久
々
，
デ
ー
タ
処
理
で
の
学
習
内
容
を
忘
れ
た
，
グ
ラ
フ
作
成
方
法
を
忘
れ
た
，
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
最
近
使
用
無
，
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
い
方
忘
れ
た
，
 
部
活
の
活
動
 
文
化
祭
で
出
展
，
文
化
祭
出
展
が
大
盛
況
，
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
来
場
，
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
の
助
言
，
自
分
が
3
年
生
で
引
退
，
来
年
4
年
生
で
も
出
展
希
望
，
来
年
4
年
生
で
も
出
展
構
想
，
 
仕
事
の
予
定
 
出
張
や
来
客
，
 
美
的
セ
ン
ス
 
周
囲
か
ら
や
や
不
足
の
評
価
，
恩
師
か
ら
無
い
の
評
価
，
 
セ
ン
ス
の
考
え
 
難
し
い
，
 
セ
ン
ス
の
向
上
 
多
く
の
作
品
を
観
察
，
観
察
か
ら
何
を
学
ぶ
か
，
 
病
気
 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
他
ク
ラ
ス
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
心
配
か
け
た
，
快
方
に
向
か
う
，
今
年
は
5
回
も
，
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
は
じ
め
，
歯
が
痛
む
，
歯
医
者
に
行
っ
た
，
麻
酔
で
治
療
，
虫
歯
が
重
傷
，
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
の
か
？
，
特
殊
な
親
不
知
，
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
，
親
不
知
が
生
え
る
理
由
を
知
り
た
い
，
親
不
知
を
抜
い
た
，
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
な
い
，
麻
酔
が
切
れ
る
と
痛
い
，
熱
が
出
る
ぐ
ら
い
魘
さ
れ
た
，
不
必
要
な
ら
生
え
て
ほ
し
く
な
い
，
し
ば
ら
く
堅
い
モ
ノ
は
食
べ
ら
れ
な
い
，
お
か
ゆ
か
ス
ー
プ
が
必
要
，
 
休
暇
 
寝
正
月
，
 
健
康
状
態
 
弱
い
，
体
調
管
理
し
っ
か
り
，
風
邪
気
味
，
 
成
績
 
取
得
単
位
少
な
い
，
 
他
の
授
業
で
の
課
題
 
あ
き
ら
め
そ
う
，
実
習
で
忙
し
そ
う
，
実
習
も
大
切
，
イ
ノ
ク
ラ
よ
く
聴
く
，
 
発
想
法
 
自
己
流
，
 
日
本
食
の
考
え
 
海
外
の
魚
は
美
味
し
く
な
い
，
酢
飯
に
刺
身
の
せ
る
，
美
味
し
い
寿
司
で
は
な
い
，
日
本
の
中
華
料
理
も
様
々
あ
る
，
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
，
世
界
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
，
 
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
 
外
国
人
比
率
が
高
い
，
外
国
人
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
，
日
本
人
に
無
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
，
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
文
化
の
違
い
，
 
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
 
受
信
料
徴
収
方
法
が
セ
コ
い
，
見
て
な
い
も
の
に
支
払
い
た
く
な
い
，
見
て
な
い
も
の
に
支
払
う
必
要
無
い
，
見
て
い
な
い
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
，
受
信
料
徴
収
が
し
つ
こ
い
，
 
好
き
な
も
の
 
デ
ザ
イ
ン
関
係
，
ポ
ッ
キ
ー
，
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
，
古
事
記
や
心
理
学
に
興
味
が
あ
っ
た
，
次
に
好
き
な
法
学
，
 
既
存
知
識
 
豚
は
知
っ
て
い
る
，
牛
は
知
ら
な
い
，
学
生
は
数
値
嫌
い
が
多
い
，
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
，
コ
コ
ア
生
産
国
と
い
う
こ
と
も
初
耳
，
豆
知
識
増
え
た
，
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
王
道
，
キ
ャ
ン
プ
が
苦
手
な
ら
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
，
キ
ャ
ン
プ
は
体
力
使
う
，
キ
ャ
ン
プ
は
煙
が
ス
ゴ
イ
，
高
い
薬
ほ
ど
成
文
が
良
く
よ
く
効
く
，
薬
は
種
類
も
多
い
，
素
人
目
に
は
違
い
が
分
か
ら
な
い
，
高
い
も
の
を
推
奨
，
店
員
に
聞
く
の
が
早
い
，
葛
根
湯
は
効
く
か
ど
う
か
疑
問
，
漢
方
は
個
人
差
が
あ
る
，
葛
根
湯
が
効
く
と
聞
く
，
文
学
部
は
人
気
が
無
い
と
聞
く
，
 
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
 
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
経
験
無
，
耶
馬
渓
の
紅
葉
，
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
い
，
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
，
来
年
の
学
園
祭
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
，
連
休
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
，
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
で
忙
し
か
っ
た
，
初
詣
に
行
っ
た
，
お
み
く
じ
を
ひ
い
た
，
吉
と
大
吉
だ
っ
た
，
ポ
ッ
キ
ー
の
日
に
ポ
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
，
ポ
ッ
キ
ー
を
我
慢
し
て
食
べ
な
い
，
連
休
の
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
，
人
生
二
度
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
，
人
生
初
の
流
れ
星
観
察
，
キ
ャ
ン
プ
よ
り
も
ホ
テ
ル
・
民
宿
に
泊
ま
り
た
い
，
宿
泊
地
の
料
理
を
楽
し
み
た
い
，
年
末
年
始
は
母
の
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
，
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慣
 
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
，
 
受
講
生
の
印
象
 
ダ
イ
エ
ッ
ト
必
要
な
い
，
古
事
記
が
好
き
そ
う
，
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
が
合
っ
て
い
そ
う
，
 
担
当
教
員
の
印
象
 
バ
イ
ク
好
き
，
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
そ
う
，
 
経
験
 
流
れ
星
ら
し
き
光
を
見
た
，
靴
下
が
濡
れ
て
い
た
，
靴
が
裂
け
て
い
た
，
雨
の
日
に
裂
け
た
靴
は
履
け
な
い
，
雨
が
し
み
こ
ん
で
靴
の
裂
け
に
気
づ
く
，
靴
が
裂
け
て
雨
が
染
み
こ
む
こ
と
が
何
度
も
，
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
上
司
か
ら
よ
く
教
え
て
も
ら
う
，
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
だ
っ
た
こ
と
も
，
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
う
，
学
生
は
お
金
が
無
い
，
風
邪
を
よ
く
ひ
く
，
葛
根
湯
が
効
く
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
，
出
身
高
校
は
進
学
校
だ
っ
た
，
 
登
下
校
 
途
中
で
一
旦
帰
っ
た
，
 
ア
ル
バ
イ
ト
 
薬
局
，
 
進
路
 
本
当
は
文
学
部
を
志
望
，
高
校
の
先
生
の
助
言
で
文
学
部
を
あ
き
ら
め
た
，
 
学
習
意
欲
 
好
奇
心
 
他
者
の
上
手
な
発
表
，
驚
き
，
他
者
の
発
表
内
容
，
初
め
て
聞
い
た
，
 
興
味
 
と
て
も
深
い
，
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
，
と
て
も
面
白
く
印
象
的
，
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
ど
う
か
，
大
学
が
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
る
，
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
仮
説
，
や
れ
て
い
な
い
原
因
は
行
動
へ
の
自
信
の
無
さ
と
い
う
推
測
，
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
原
因
と
い
う
推
測
，
 
興
味
へ
の
刺
激
 
興
味
も
っ
て
ほ
し
い
，
想
像
し
て
無
か
っ
た
，
 
動
機
へ
の
刺
激
 
や
り
が
い
が
あ
る
，
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
，
期
待
し
て
い
る
，
 
動
機
 
集
中
で
き
な
い
，
評
価
が
一
番
低
か
っ
た
，
 
自
信
 
少
し
心
配
，
不
安
，
恥
ず
か
し
い
，
た
め
ら
い
，
抵
抗
感
が
あ
る
，
苦
手
意
識
が
あ
る
，
指
定
さ
れ
れ
ば
で
き
る
，
自
ら
行
う
た
め
に
は
練
習
が
必
要
，
グ
ラ
フ
選
択
に
手
こ
ず
る
，
知
ら
な
い
分
野
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
浅
く
な
り
そ
う
，
自
分
の
考
え
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン
し
が
ち
，
伝
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
，
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
，
上
手
な
画
像
処
理
で
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
が
広
が
る
予
感
，
独
創
性
を
評
価
し
て
く
れ
た
，
他
者
も
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
で
安
心
，
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
難
し
さ
，
心
配
で
す
，
練
習
で
は
言
葉
が
で
る
，
本
番
で
話
せ
る
か
心
配
，
す
ご
く
不
安
，
 
自
信
へ
の
刺
激
 
安
心
し
て
，
い
つ
で
も
対
応
宣
言
，
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
，
視
聴
希
望
は
気
軽
に
，
準
備
で
き
て
い
た
，
頑
張
り
が
見
え
た
，
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
，
面
白
い
発
想
で
す
ね
，
発
表
方
略
へ
の
評
価
，
誰
で
も
最
初
は
頭
が
真
っ
白
に
な
る
，
練
習
で
緊
張
し
な
く
な
る
，
学
習
成
果
へ
の
評
価
，
自
己
肯
定
感
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
，
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
は
初
め
て
，
ク
セ
が
出
た
，
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
，
独
創
性
が
あ
る
，
良
い
視
点
，
受
講
生
に
合
っ
て
い
る
か
も
，
多
く
の
人
が
同
じ
悩
み
を
持
つ
，
人
に
伝
え
る
難
し
さ
を
軽
減
す
る
授
業
内
容
だ
っ
た
は
ず
，
 
期
待
感
 
楽
し
み
，
楽
し
み
た
い
，
自
分
に
も
で
き
れ
ば
良
い
な
，
 
期
待
感
へ
の
刺
激
 
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
，
役
立
つ
こ
と
期
待
，
 
目
標
 
授
業
や
ゼ
ミ
で
の
有
用
性
，
プ
レ
ゼ
ン
の
評
価
が
わ
か
る
，
他
授
業
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
用
，
多
方
面
で
役
立
つ
，
思
考
整
理
で
役
立
つ
，
他
の
授
業
で
も
共
通
点
，
話
す
技
術
が
書
く
技
術
に
応
用
で
き
る
，
面
白
が
ら
せ
る
方
法
は
同
じ
，
他
者
に
負
け
た
く
な
い
，
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
，
発
想
時
に
役
立
つ
，
社
会
人
と
し
て
も
有
用
，
話
せ
る
よ
う
に
練
習
，
見
習
い
た
い
，
題
目
か
ら
中
身
を
推
測
さ
れ
た
く
な
い
，
疑
問
を
持
っ
て
発
表
を
聴
い
て
ほ
し
い
，
興
味
が
あ
る
分
野
で
有
用
性
が
あ
る
，
知
ら
な
い
分
野
は
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
，
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
作
業
，
面
白
い
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
い
，
現
在
の
ス
ラ
イ
ド
も
改
良
し
た
い
，
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
，
話
も
う
ま
く
し
た
い
，
時
間
内
で
分
か
り
易
く
し
た
い
，
他
者
に
受
け
て
ほ
し
い
，
 
意
気
込
み
 
参
考
に
す
る
，
頑
張
る
，
積
極
的
活
用
し
た
い
，
学
習
成
果
を
総
動
員
し
た
い
，
担
当
部
分
の
達
成
，
加
筆
修
正
し
た
い
，
推
敲
し
た
い
，
し
っ
か
り
聞
き
た
い
，
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
，
役
立
て
た
い
，
試
行
錯
誤
し
た
い
，
自
己
責
任
，
準
備
と
練
習
す
る
，
挑
戦
し
た
い
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
意
識
し
た
い
，
1
週
間
で
仕
上
げ
る
，
デ
ー
タ
や
資
料
で
偏
り
が
な
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
，
納
得
が
い
く
も
の
に
仕
上
げ
た
い
，
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
た
い
，
少
し
で
も
伝
わ
る
も
の
に
仕
上
げ
た
い
，
課
題
で
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
，
勉
強
し
て
い
き
た
い
，
課
題
を
頑
張
る
，
 
目
標
へ
の
刺
激
 
頑
張
っ
て
，
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
，
練
習
の
推
奨
，
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
，
参
考
に
し
て
，
大
歓
迎
，
社
会
人
と
し
て
も
有
用
，
相
互
評
価
，
他
者
の
技
術
観
察
，
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
要
素
た
く
さ
ん
，
多
方
面
で
役
立
つ
，
学
べ
る
こ
と
多
い
，
大
切
な
点
は
共
通
す
る
，
予
習
復
習
に
な
る
，
成
長
の
一
歩
，
自
己
流
発
想
法
の
発
見
，
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
，
役
立
て
て
ほ
し
い
，
修
得
し
て
ほ
し
い
，
発
表
時
間
が
少
し
長
い
，
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
挑
戦
推
奨
，
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
，
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
，
あ
と
も
う
少
し
，
如
何
に
イ
メ
ー
ジ
を
外
化
す
る
か
，
外
化
能
力
は
役
立
つ
，
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
い
印
象
，
思
考
整
理
で
役
立
つ
，
是
非
修
得
し
て
ほ
し
い
，
社
会
人
と
し
て
必
須
能
力
，
就
活
で
も
有
利
，
挑
戦
の
推
奨
，
能
力
を
磨
く
推
奨
，
復
習
に
な
る
，
見
極
め
ま
し
ょ
う
，
失
敗
経
験
は
大
切
，
成
功
よ
り
失
敗
か
ら
多
く
学
べ
る
，
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
奨
，
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
ま
す
，
熟
考
の
推
奨
，
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
な
け
れ
ば
高
評
価
だ
っ
た
，
少
し
で
も
克
服
し
ま
し
ょ
う
，
復
習
の
推
奨
，
確
実
に
修
得
し
ま
し
ょ
う
，
ど
ん
ど
ん
学
び
ま
し
ょ
う
，
様
々
な
視
点
の
学
び
は
良
い
，
得
意
分
野
で
無
く
て
も
有
用
性
は
あ
る
，
イ
ノ
ク
ラ
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
楽
勝
で
し
ょ
う
，
自
己
肯
定
感
を
調
べ
る
こ
と
を
推
奨
，
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
，
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
，
い
よ
い
よ
発
表
で
す
ね
，
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
，
知
識
を
吸
収
・
活
用
し
て
，
最
終
的
に
修
得
で
き
れ
ば
よ
い
，
経
験
が
貴
重
に
な
る
，
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
違
っ
た
視
点
で
読
む
，
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
，
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
，
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
方
法
が
あ
る
，
与
え
ら
れ
る
よ
り
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
良
い
，
今
日
が
課
題
の
〆
切
，
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
，
 
満
足
感
 
楽
し
か
っ
た
，
勉
強
に
な
っ
た
，
役
立
っ
て
い
る
，
面
白
か
っ
た
，
楽
し
い
，
嬉
し
い
，
様
々
な
こ
と
を
学
べ
た
，
良
い
点
も
悪
い
点
も
学
べ
た
，
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
，
知
れ
て
良
か
っ
た
，
残
念
，
少
し
悔
い
が
残
っ
た
，
不
本
意
な
が
ら
本
番
に
な
っ
た
，
嬉
し
か
っ
た
，
 
指
導
意
欲
 
満
足
感
 
嬉
し
い
，
 
期
待
感
 
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
．
 
非
言
語
表
現
 
笑
い
 
（
笑
）
，
笑
，
爆
笑
，
苦
笑
，
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冷
や
汗
 
（
汗
）
，
 
笑
顔
 
(
^
^
)
，
(
^
-
^
)
，
(
＾
∀
＾
)
ノ
，
(
＾
＾
)
，
(
^
o
^
)
，
(
^
-
^
，
(
^
_
^
)
，
 
驚
き
顔
 
(
ﾟ
o
ﾟ)
，
 
冷
や
汗
顔
 
(
^
^
;
)
，
(
;
^
^
)
，
(
・
_
・
;
)
，
（
￣
△
￣
；
）
，
(
;
 
ﾟ-
ﾟ)
，
(
^
_
^
;
)
，
(
-
_
-
;
)
，
 
残
念
顔
(
?
)
 
(
-
.
-
;
)
，
 
泣
き
顔
 
(
T
_
T
)
，
（
T
＾
T
）
，
（
T
-
T
）
，
(
>
 
，
(
+
_
+
)
，
(
*
_
*
)
，
 
謝
る
仕
草
 
m
(
_
 
_
)
m
 
楽
し
い
気
分
 
☆
，
♪
，
 
感
動
詞
 
驚
き
 
お
ぉ
，
 
悩
み
 
う
～
ん
，
 
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
 
相
手
の
記
述
内
容
 
確
認
，
同
意
，
共
感
，
応
援
，
驚
き
，
興
味
，
断
り
，
希
望
，
質
問
，
回
答
，
印
象
，
期
待
，
感
謝
，
納
得
，
正
解
，
 
社
交
的
対
応
 
謝
罪
 
ご
容
赦
を
，
す
み
ま
せ
ん
，
今
後
気
を
つ
け
ま
す
，
申
し
訳
な
い
が
，
 
挨
拶
 
よ
ろ
し
く
，
初
め
ま
し
て
，
お
疲
れ
様
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
，
失
礼
し
ま
す
，
良
い
お
年
を
，
あ
け
お
め
，
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
，
こ
と
よ
ろ
，
 
感
想
 
懐
か
し
い
響
き
，
嬉
し
い
，
 
質
問
 
い
か
が
で
し
た
か
？
，
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
，
 
共
感
 
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
，
 
歓
迎
 
招
待
，
 
感
謝
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
，
あ
り
が
た
い
，
 
助
言
 
健
康
第
一
，
体
調
管
理
し
っ
か
り
，
体
調
管
理
人
並
み
以
上
に
，
き
ち
ん
と
治
療
を
推
奨
，
定
期
的
な
ケ
ア
の
推
奨
，
ク
リ
ス
マ
ス
は
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
，
留
学
生
で
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
提
案
，
バ
イ
ト
も
遊
び
も
大
切
，
遊
ぶ
時
間
の
推
奨
，
遊
び
も
大
切
，
上
手
な
時
間
の
使
い
方
推
奨
，
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
，
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
，
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
楽
し
む
 
の
も
良
い
，
 
雑
談
 
寒
く
な
る
，
今
日
は
寒
か
っ
た
，
 
気
遣
い
 
体
調
に
気
を
つ
け
て
，
ご
自
愛
く
だ
さ
い
，
体
調
悪
化
し
な
け
れ
ば
よ
い
，
お
大
事
に
，
疲
れ
が
と
れ
て
い
れ
ば
よ
い
，
風
邪
を
引
い
て
い
な
い
か
？
，
大
丈
夫
で
す
か
？
，
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
祈
る
，
 
依
頼
 
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
，
 
話
術
 
話
題
変
更
 
宣
伝
で
す
，
連
想
し
た
，
プ
レ
ゼ
ン
，
余
談
で
す
が
，
さ
て
そ
の
話
，
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
，
 
引
用
 
上
司
曰
く
，
だ
そ
う
で
す
，
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
 
対
象
者
 
担
当
教
員
と
受
講
生
，
 
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
 
自
由
記
述
，
時
間
が
短
い
，
簡
潔
に
，
 
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
 
「
な
し
」
，
 
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
自
己
紹
介
，
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連
結
 
回
数
 
記
入
者
・
話
題
の
組
合
せ
 
0
 
挨
拶
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
遅
刻
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
満
足
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
欠
席
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
簡
潔
記
入
宣
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
他
者
発
表
感
想
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
謝
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
進
捗
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
連
休
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
学
習
内
容
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
（
授
業
総
括
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
（
担
当
教
員
と
の
対
話
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
挨
拶
（
最
後
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ツ
ー
ル
説
明
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
己
紹
介
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
挨
拶
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
激
励
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
1
 
挨
拶
 
挨
拶
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
不
安
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
授
業
評
価
 
指
導
満
足
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
参
考
意
識
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
予
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
授
業
評
価
 
冷
や
汗
顔
文
字
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
期
待
感
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
期
待
感
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
練
習
の
推
奨
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
好
奇
心
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
趣
味
希
望
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
学
習
歴
 
驚
き
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
制
作
目
標
 
理
解
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
予
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
歓
迎
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
プ
レ
ゼ
ン
セ
ン
ス
 
経
験
談
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
不
安
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
旅
行
報
告
 
経
験
談
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
興
味
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
風
邪
報
告
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
恐
怖
心
告
白
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
有
用
性
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
発
表
評
価
機
会
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
寒
い
季
節
話
 
体
調
気
遣
い
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
体
調
気
遣
い
 
体
調
気
遣
い
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
106
体
調
報
告
 
体
調
気
遣
い
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
有
用
性
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
質
問
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
学
習
成
果
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
学
習
成
果
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
期
待
感
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
制
作
目
標
 
評
価
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
苦
手
意
識
 
熟
考
の
推
奨
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
質
問
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
失
敗
 
推
測
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
印
象
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
苦
手
意
識
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
不
安
 
復
習
の
推
奨
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
苦
手
意
識
 
質
問
の
推
奨
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
疑
問
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
質
問
 
解
説
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
テ
ー
マ
報
告
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
お
み
く
じ
）
 
共
感
（
お
み
く
じ
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
謝
罪
（
居
眠
り
）
 
振
り
返
り
（
単
調
授
業
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
相
互
評
価
結
果
（
低
い
）
 
励
ま
し
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
体
調
報
告
（
親
不
知
）
 
経
験
談
（
親
不
知
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
己
開
示
（
趣
味
）
 
好
評
価
（
趣
味
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
雑
談
（
ポ
ッ
キ
ー
の
日
）
 
雑
談
（
ポ
ッ
キ
ー
の
日
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
個
別
対
応
提
案
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
相
互
評
価
結
果
（
独
創
性
高
評
価
）
 
独
創
性
高
評
価
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
謝
罪
（
居
眠
り
）
 
関
連
性
指
摘
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
キ
ャ
ン
プ
・
流
れ
星
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
印
象
（
担
当
教
員
趣
味
）
 
計
画
開
示
（
趣
味
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
（
作
図
）
 
高
評
価
（
作
図
セ
ン
ス
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
靴
破
れ
）
 
共
感
（
靴
破
れ
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
心
配
（
担
当
教
員
風
邪
）
 
感
謝
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
助
言
（
栄
養
ド
リ
ン
ク
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
見
（
葛
根
湯
効
果
）
 
考
え
開
示
（
葛
根
湯
使
用
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
年
末
年
始
）
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
反
省
 
目
標
の
喚
起
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
目
標
の
喚
起
 
意
気
込
み
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
質
問
 
結
果
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
個
別
対
応
提
案
 
感
謝
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
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ー
 
自
己
紹
介
 
自
己
紹
介
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
緊
張
感
 
結
果
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
2
 
期
待
感
 
解
説
 
期
待
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
練
習
報
告
 
助
言
 
提
出
報
告
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
苦
手
意
識
開
示
 
推
測
と
冗
談
 
原
因
と
反
応
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
挨
拶
 
挨
拶
 
挨
拶
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
己
紹
介
 
継
続
履
修
 
歓
迎
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
己
紹
介
 
出
生
地
開
示
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
部
活
開
示
 
経
験
談
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
趣
味
開
示
 
趣
味
開
示
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
挨
拶
 
挨
拶
 
挨
拶
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
連
絡
 
報
告
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
3
 
意
気
込
み
 
質
問
の
推
奨
 
対
応
の
依
頼
 
質
問
の
歓
迎
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
欠
席
報
告
 
心
配
 
自
己
開
示
 
助
言
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
部
活
宣
伝
 
経
験
談
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
依
頼
 
結
果
報
告
 
共
感
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
余
談
 
羨
む
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
構
想
報
告
 
応
援
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
意
気
込
み
（
他
科
目
）
 
質
問
（
他
科
目
）
 
回
答
（
他
科
目
）
 
目
標
の
喚
起
他
科
目
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
関
連
雑
談
 
助
言
（
雑
談
）
 
感
想
（
雑
談
）
 
共
感
（
雑
談
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
雑
談
（
鹿
児
島
）
 
質
問
（
鹿
児
島
）
 
回
答
（
鹿
児
島
）
 
期
待
（
鹿
児
島
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
報
告
（
歯
痛
影
響
）
 
提
案
（
授
業
対
策
）
 
報
告
（
歯
医
者
治
療
）
 
助
言
（
歯
の
ケ
ア
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
経
験
談
（
イ
ベ
ン
ト
）
 
提
案
（
イ
ベ
ン
ト
）
 
問
題
点
予
想
（
イ
ベ
ン
ト
）
助
言
（
仕
事
と
遊
び
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
連
絡
（
学
園
祭
）
 
質
問
（
学
園
祭
）
 
希
望
（
来
年
の
学
園
祭
）
 
助
言
（
時
間
の
使
い
方
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
感
想
（
他
の
授
業
）
 
共
感
（
他
の
授
業
）
 
印
象
（
他
の
授
業
）
 
冗
談
（
当
該
授
業
と
の
関
連
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
信
（
課
題
）
 
印
象
（
課
題
と
学
部
）
 
説
明
（
進
学
経
緯
）
 
解
説
（
大
学
で
の
学
び
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
質
問
（
課
題
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
自
己
紹
介
 
履
修
報
告
（
他
科
目
）
 
能
動
的
授
業
宣
言
（
他
科
目
）
 
意
気
込
み
（
他
科
目
）
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
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A組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
1
3
1
6
担
当
教
員
2
2
1
2
1
1
9
受
講
生
1
2
1
4
担
当
教
員
1
1
1
1
4
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
1
2
担
当
教
員
1
1
2
1
5
受
講
生
3
1
1
1
1
7
担
当
教
員
5
2
2
2
1
1
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
4
1
5
担
当
教
員
3
1
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
3
3
1
7
担
当
教
員
2
2
1
5
受
講
生
3
1
4
担
当
教
員
1
1
1
2
5
受
講
生
1
2
3
担
当
教
員
4
1
1
6
受
講
生
4
4
担
当
教
員
1
2
2
1
6
受
講
生
1
4
5
担
当
教
員
0
受
講
生
5
1
0
4
0
1
2
2
0
1
0
0
4
0
0
4
7
担
当
教
員
1
1
1
1
6
0
6
1
2
1
1
2
0
3
5
0
4
7
1
ペ
ア
内
1
6
2
1
1
0
0
7
3
4
1
1
3
0
3
9
0
4
1
1
8
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
1
5
10
月
21
日
8
10
月
28
日
※
0
11
月
4日
7
11
月
11
日
1
8
11
月
18
日
※
0
11
月
25
日
1
0
12
月
2日
※
0
12
月
9日
1
2
12
月
16
日
9
1月
6日
9
1月
13
日
1
0
1月
20
日
☆
5
合
計
（
件
数
）
1
1
8
B組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
5
1
6
担
当
教
員
3
1
3
3
1
1
1
受
講
生
2
1
1
1
5
担
当
教
員
1
2
2
1
2
8
受
講
生
1
1
1
1
4
担
当
教
員
6
3
1
4
1
4
受
講
生
6
1
7
担
当
教
員
2
2
1
5
1
0
受
講
生
1
1
2
1
5
担
当
教
員
1
1
4
1
3
1
1
1
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
4
4
担
当
教
員
7
2
1
1
0
受
講
生
3
1
4
担
当
教
員
4
1
1
6
受
講
生
3
1
1
5
担
当
教
員
8
3
1
1
1
3
受
講
生
2
1
2
5
担
当
教
員
5
3
3
2
1
3
受
講
生
4
2
1
7
担
当
教
員
1
3
4
8
受
講
生
3
1
1
5
担
当
教
員
2
1
2
2
7
受
講
生
1
2
1
1
5
担
当
教
員
0
受
講
生
1
0
8
0
3
0
4
0
1
1
0
3
4
1
0
6
2
担
当
教
員
3
1
4
0
4
5
4
1
2
8
4
2
7
5
0
4
1
2
6
ペ
ア
内
4
1
1
2
0
7
5
8
1
3
9
4
3
0
9
1
4
1
8
8
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
1
7
10
月
21
日
1
3
10
月
28
日
1
8
11
月
4日
1
7
11
月
11
日
1
6
11
月
18
日
※
0
11
月
25
日
1
4
12
月
2日
1
0
12
月
9日
1
8
12
月
16
日
1
8
1月
6日
1
5
1月
13
日
1
2
1月
20
日
☆
5
合
計
（
件
数
）
1
8
8
C組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
2
3
6
担
当
教
員
3
1
4
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
3
2
2
3
1
0
担
当
教
員
4
1
1
2
3
2
1
3
受
講
生
1
2
2
3
4
1
1
1
4
担
当
教
員
2
1
4
1
4
4
1
1
7
受
講
生
2
3
3
2
6
1
5
2
2
担
当
教
員
3
4
1
2
3
2
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
1
6
1
0
1
2
2
2
3
担
当
教
員
4
4
5
1
2
9
1
2
6
受
講
生
2
3
2
7
1
2
1
1
8
担
当
教
員
2
7
2
4
5
2
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
2
1
2
2
7
担
当
教
員
2
4
1
7
受
講
生
1
6
4
6
4
2
1
担
当
教
員
0
受
講
生
9
6
1
0
1
4
1
3
3
8
0
3
0
5
2
1
0
2
1
2
1
担
当
教
員
7
9
4
0
1
0
2
8
4
1
5
0
2
3
1
3
0
4
1
1
7
ペ
ア
内
1
6
1
5
1
4
1
4
2
3
6
6
4
1
8
0
2
8
3
4
0
6
2
3
8
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
1
0
10
月
21
日
※
0
10
月
28
日
※
0
11
月
4日
※
0
11
月
11
日
2
3
11
月
18
日
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1
11
月
25
日
3
7
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※
0
12
月
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12
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日
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8
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※
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13
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4
1月
20
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☆
2
1
合
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（
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2
3
8
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F組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
6
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1
1
1
0
担
当
教
員
1
2
1
1
3
8
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
6
1
2
9
担
当
教
員
2
2
1
3
6
1
4
受
講
生
1
2
4
3
1
0
担
当
教
員
2
2
3
4
4
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
2
1
2
6
担
当
教
員
1
4
1
1
1
8
受
講
生
3
1
3
1
2
1
0
担
当
教
員
2
3
3
2
1
0
受
講
生
1
1
1
1
2
1
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担
当
教
員
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2
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5
受
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1
1
3
3
2
1
1
1
担
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員
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3
4
4
2
1
4
受
講
生
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4
担
当
教
員
3
2
1
2
8
受
講
生
1
1
1
1
1
5
担
当
教
員
2
2
1
1
6
受
講
生
3
1
4
担
当
教
員
4
3
1
1
9
受
講
生
3
1
1
5
担
当
教
員
0
受
講
生
1
1
0
1
6
2
2
0
1
3
0
1
4
0
2
1
2
0
8
1
担
当
教
員
4
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1
1
1
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0
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5
1
1
0
4
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ペ
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内
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1
7
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7
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2
2
4
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3
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
1
8
10
月
21
日
※
0
10
月
28
日
2
3
11
月
4日
2
5
11
月
11
日
※
0
11
月
18
日
1
4
11
月
25
日
2
0
12
月
2日
1
2
12
月
9日
2
5
12
月
16
日
1
2
1月
6日
1
1
1月
13
日
1
3
1月
20
日
☆
5
合
計
（
件
数
）
1
9
3
E組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
2
1
3
担
当
教
員
1
1
1
3
受
講
生
1
4
1
6
担
当
教
員
6
1
2
1
1
0
受
講
生
1
4
2
1
8
担
当
教
員
2
1
2
3
8
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
2
1
1
5
担
当
教
員
1
4
2
2
9
受
講
生
2
2
2
6
担
当
教
員
2
2
1
2
4
1
1
受
講
生
2
1
1
2
6
担
当
教
員
1
3
4
1
9
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
3
4
担
当
教
員
5
1
6
受
講
生
2
2
1
1
6
担
当
教
員
2
1
1
2
6
受
講
生
1
1
1
1
2
6
担
当
教
員
3
3
2
2
1
0
受
講
生
1
1
1
3
担
当
教
員
1
2
3
1
7
受
講
生
1
2
2
2
7
担
当
教
員
0
受
講
生
4
4
1
2
0
1
0
1
7
0
9
0
0
4
0
0
6
0
担
当
教
員
7
9
9
0
1
0
2
2
1
1
6
0
1
1
5
0
4
9
4
ペ
ア
内
1
1
1
3
2
1
0
2
0
3
9
1
2
5
0
1
1
9
0
4
1
5
4
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
6
10
月
21
日
1
6
10
月
28
日
1
6
11
月
4日
※
0
11
月
11
日
1
4
11
月
18
日
1
7
11
月
25
日
1
5
12
月
2日
※
0
12
月
9日
1
0
12
月
16
日
1
2
1月
6日
1
6
1月
13
日
1
0
1月
20
日
☆
7
合
計
（
件
数
）
1
5
4
D組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
7
1
1
1
1
0
担
当
教
員
1
0
3
2
2
1
7
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
0
0
0
7
0
0
1
0
1
1
0
0
1
0
担
当
教
員
3
0
0
0
1
5
0
0
4
0
2
4
0
4
3
2
ペ
ア
内
3
0
0
0
2
2
0
0
5
0
3
5
0
4
4
2
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
※
0
10
月
21
日
2
7
10
月
28
日
※
0
11
月
4日
※
0
11
月
11
日
※
0
11
月
18
日
※
0
11
月
25
日
※
0
12
月
2日
※
0
12
月
9日
※
0
12
月
16
日
※
0
1月
6日
※
0
1月
13
日
※
0
1月
20
日
※
☆
0
合
計
（
件
数
）
4
2
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列
的
な
変
化
（
H
組
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他 の 授 業
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学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
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生
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生
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業
日
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受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
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0
10
月
14
日
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8
10
月
21
日
3
7
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月
28
日
※
0
11
月
4日
3
4
11
月
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日
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9
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月
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日
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7
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日
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1
1月
20
日
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計
（
件
数
）
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2
0
G組
発
信
者
授 業
講 義
実 習
他 の 授 業
自 己 開 示
学 習 意 欲
指 導 意 欲
非 言 語 表 現
感 動 詞
メ ッ セー ジ の 文 言
社 交 的 対 応
話 術
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ソ フ ト
（
事
前
送
信
）
担
当
教
員
3
5
1
2
4
1
5
1
5
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
1
3
3
1
1
9
担
当
教
員
5
1
1
1
1
9
受
講
生
1
0
3
2
1
5
担
当
教
員
8
1
2
1
5
1
7
受
講
生
1
2
2
2
7
担
当
教
員
4
3
3
4
1
4
受
講
生
3
2
1
6
担
当
教
員
7
2
1
4
1
3
1
8
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
0
担
当
教
員
0
受
講
生
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5
1
1
1
担
当
教
員
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1
1
2
3
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2
受
講
生
1
1
2
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担
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教
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受
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生
0
担
当
教
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生
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担
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教
員
1
2
4
3
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受
講
生
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1
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1
5
担
当
教
員
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1
2
4
3
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受
講
生
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担
当
教
員
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講
生
3
3
担
当
教
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生
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1
0
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0
4
1
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ペ
ア
内
7
5
8
2
8
1
0
2
7
4
3
0
2
5
0
2
3
1
4
1
4
2
4
0
授
業
日
※
受
講
生
の
欠
席
に
よ
り
ペ
ア
内
で
送
受
信
が
無
☆
担
当
教
員
の
返
信
が
無
◆
授
業
で
の
SC
が
無
カ
テ
ゴ
リ
名
授 業 日 ・ 発 信 者 別 小 計 （ 件 数 ）
授 業 日 別 小 計 （ 件 数 ）
10
月
7日
◆
0
10
月
14
日
1
8
10
月
21
日
3
2
10
月
28
日
2
1
11
月
4日
2
4
11
月
11
日
※
0
11
月
18
日
※
0
11
月
25
日
2
3
12
月
2日
2
3
12
月
9日
※
0
12
月
16
日
3
0
1月
6日
3
7
1月
13
日
1
4
1月
20
日
☆
3
合
計
（
件
数
）
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H.抽出した対話パターンの時系列的な変化（A 組～H 組）
113
図 H-1．対話パターンの時系列的な変化（A 組） 
図 H-2．対話パターンの時系列的な変化（B 組） 
図 H-3．対話パターンの時系列的な変化（C 組）  
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図 H-4．対話パターンの時系列的な変化（D 組） 
図 H-5．対話パターンの時系列的な変化（E 組） 
図 H-6．対話パターンの時系列的な変化（F 組） 
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図 H-7．対話パターンの時系列的な変化（G 組） 
図 H-8．対話パターンの時系列的な変化（H 組） 
  
116
I.KeyPaSS の分析シートに記録された分析過程（A 組～H 組）
（※データ内の■印と●印は，被験者のプライバシーを保護するために分析者が上書き） 
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カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
A
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。
授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
お
疲
れ
様
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
お
疲
れ
様
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
お
疲
れ
様
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
お
疲
れ
様
と
書
い
た
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
ネ
ッ
ト
関
係
は
正
直
苦
手
な
の
で
IT
系
の
分
野
（
ネ
ッ
ト
関
係
？
）
が
苦
手
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
苦
手
分
野
は
ネ
ッ
ト
関
係
原
因
自
己
開
示
苦
手
分
野
ネ
ッ
ト
関
係
授
業
を
受
け
る
前
に
少
し
不
安
が
あ
っ
た
の
で
す
受
講
前
の
不
安
の
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
が
少
し
不
安
予
想
学
習
意
欲
自
信
少
し
心
配
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
授
業
内
容
講
義
の
わ
か
り
や
す
さ
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
実
際
講
義
わ
か
り
や
す
さ
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
楽
し
か
っ
た
で
す
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
楽
し
か
っ
た
結
果
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
か
っ
た
講
義
内
容
の
わ
か
り
や
す
さ
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
印
象
だ
っ
た
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
楽
し
か
っ
た
状
態
と
書
き
，
次
回
の
授
業
も
学
習
意
欲
授
業
の
高
評
価
と
満
足
感
と
期
待
感
の
向
上
授
業
の
高
評
価
と
満
足
感
と
期
待
感
の
向
上
授
業
評
価
（
良
）
話 題 群
３
話 題 群
４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
A
4
2
2014/10/14授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。
\r
\n
ネ
ッ
ト
関
係
は
正
直
苦
手
な
の
で
、
授
業
を
受
け
る
前
に
少
し
不
安
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
\r
\n
次
回
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
担 当 教 員
1
0
はじめに「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
関
係
は
正
直
苦
手
な
の
で
、
授
業
を
受
け
る
前
に
少
し
不
安
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ネ
ッ
ト
関
係
は
苦
手
分
野
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
授
業
に
対
し
て
学
習
意
欲
の
自
信
が
少
し
不
安
の
状
態
で
あ
る
と
書
い
た
苦
手
分
野
と
授
業
へ
の
不
安
苦
手
分
野
と
授
業
へ
の
不
安
不
安
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
ツ
ー
ル
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
話
題
群
４
話 題 群
１
話 題 群
２
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
述
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
述
話
題
群
１
話
題
群
２
話
題
群
３
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
発 信 者
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
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次
回
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
次
回
の
授
業
が
楽
し
み
と
い
う
期
待
の
表
明
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
展
望
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
お
疲
れ
様
で
し
た
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
お
疲
れ
様
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
お
疲
れ
様
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
く
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
の
受
講
だ
っ
た
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
４
の
実
際
と
結
果
→
認
知
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
う
れ
し
く
思
う
と
い
う
感
想
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
４
の
実
際
と
結
果
→
結
果
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
こ
の
授
業
は
、
ネ
ッ
ト
関
係
の
話
は
そ
れ
ほ
ど
出
て
こ
な
い
こ
の
授
業
で
は
出
て
こ
な
い
ネ
ッ
ト
関
係
の
話
講
義
で
は
対
象
外
の
ネ
ッ
ト
関
係
４
の
原
因
と
予
想
→
対
応
講
義
対
象
外
ネ
ッ
ト
関
係
安
心
し
て
下
さ
い
安
心
す
る
よ
う
に
助
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
安
心
し
て
４
の
原
因
と
予
想
→
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
安
心
し
て
む
し
ろ
、
い
か
に
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
・
・
・
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
む
し
ろ
、
い
か
に
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
・
・
・
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
講
義
の
重
要
点
が
効
果
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ク
４
の
原
因
と
予
想
→
対
応
講
義
重
要
点
効
果
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ク
今
後
も
、
頑
張
っ
て
受
講
し
て
下
さ
い
ね
頑
張
っ
て
の
受
講
を
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
展
望
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。
授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
お
疲
れ
様
で
し
た
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
お
疲
れ
様
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
お
疲
れ
様
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
お
疲
れ
様
と
書
い
た
授
業
終
了
時
の
挨
拶
や
は
り
，
若
者
は
，
お
疲
れ
様
は
習
慣
（
癖
）
に
な
っ
て
い
る
か
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
d
v
d
授
業
で
視
聴
し
た
DV
Dの
内
容
講
義
の
内
容
だ
っ
た
DV
D
原
因
（
授
業
）
講
義
内
容
D
V
D
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
興
味
深
か
っ
た
で
す
と
て
も
興
味
深
い
学
習
意
欲
の
興
味
が
と
て
も
深
い
結
果
学
習
意
欲
興
味
と
て
も
深
い
今
後
の
参
考
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
DV
Dの
内
容
を
参
考
に
す
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
参
考
に
す
る
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
参
考
に
す
る
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
考
え
方
は
、
私
も
常
々
、
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
担
当
教
員
も
参
考
に
し
て
い
る
DV
Dの
内
容
自
己
開
示
し
た
仕
事
で
の
参
考
資
料
で
も
あ
る
講
義
で
使
用
し
た
DV
D
６
の
原
因
→
対
応
自
己
開
示
仕
事
で
の
参
考
資
料
講
義
で
使
用
し
た
DV
D
６
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
か
ら
の
分
岐
A？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
こ
の
DV
Dは
、
ま
た
別
の
機
会
に
お
見
せ
し
ま
す
再
び
授
業
で
DV
Dの
視
聴
が
あ
る
と
い
う
予
告
講
義
の
予
告
で
DV
D
６
の
原
因
→
対
応
講
義
予
告
D
V
D
そ
の
と
き
も
興
味
を
持
っ
て
見
て
下
さ
い
ね
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
興
味
へ
の
刺
激
が
興
味
も
っ
て
ほ
し
い
６
の
原
因
→
対
応
（
保
持
）
学
習
意
欲
興
味
へ
の
刺
激
興
味
も
っ
て
ほ
し
い
A
8
4
2014/10/28
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
エ
ク
セ
ル
が
難
し
か
っ
た
で
す
、
、
、
エ
ク
セ
ル
が
難
し
か
っ
た
で
す
、
、
、
難
し
い
印
象
の
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
う
講
義
内
容
講
義
の
難
易
度
が
難
し
い
原
因
（
授
業
）
講
義
難
易
度
難
し
い
講
義
内
容
の
難
易
度
が
難
し
い
と
書
い
た
講
義
内
容
の
難
易
度
評
価
講
義
内
容
の
難
易
度
評
価
授
業
評
価
（
不
良
）
A
10
5
2014/11/4エ
ク
セ
ル
が
難
し
か
っ
た
で
す
、
、
、
\r
\n
課
題
頑
張
り
ま
す
、
、
、
担 当 教 員
7
3
2014/10/21ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
考
え
方
は
、
私
も
常
々
、
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
(^
^)
\n
こ
の
DV
Dは
、
ま
た
別
の
機
会
に
お
見
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
も
興
味
を
持
っ
て
見
て
下
さ
い
ね
。
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
考
え
方
は
、
私
も
常
々
、
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
(^
^)
担 当 教 員
5
2
2014/10/14お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
(^
^)
\n
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
く
れ
て
、
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
\n
こ
の
授
業
は
、
ネ
ッ
ト
関
係
の
話
は
そ
れ
ほ
ど
出
て
こ
な
い
の
で
、
安
心
し
て
下
さ
い
。
む
し
ろ
、
い
か
に
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
・
・
・
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
後
も
、
頑
張
っ
て
受
講
し
て
下
さ
い
ね
(^
^)
今
後
も
、
頑
張
っ
て
受
講
し
て
下
さ
い
ね
(^
^)
指
導
満
足
感
こ
の
授
業
は
、
ネ
ッ
ト
関
係
の
話
は
そ
れ
ほ
ど
出
て
こ
な
い
の
で
、
安
心
し
て
下
さ
い
。
講
義
内
容
で
ネ
ッ
ト
関
係
は
対
象
外
で
あ
り
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
安
心
し
て
と
書
い
た
．
ま
た
，
講
義
内
容
の
重
要
点
と
し
て
は
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ク
だ
と
解
説
し
た
．
講
義
内
容
の
説
明
と
自
信
の
喚
起
講
義
内
容
の
説
明
と
自
信
の
喚
起
解
説
予
告
激
励
A
6
3
2014/10/21授
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。
\r
\n
dv
dめ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
\r
\n
今
後
の
参
考
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
dv
dめ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
講
義
内
容
で
視
聴
対
象
だ
っ
た
DV
D
に
対
し
て
学
習
意
欲
の
興
味
が
と
て
も
深
い
の
で
，
今
後
も
参
考
に
す
る
と
い
う
意
気
込
み
だ
と
書
い
た
DV
D視
聴
と
興
味
と
意
気
込
み
の
向
上
DV
D視
聴
と
興
味
と
意
気
込
み
の
向
上
参
考
意
識
講
義
で
使
用
し
た
DV
Dは
仕
事
で
の
参
考
資
料
だ
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
教
材
だ
け
で
は
な
く
仕
事
で
も
使
う
DV
Dと
い
う
開
示
と
非
言
語
表
現
の
付
加
教
材
だ
け
で
は
な
く
仕
事
で
も
使
う
DV
D
と
い
う
開
示
と
非
言
語
表
現
の
付
加
共
感
こ
の
DV
Dは
、
ま
た
別
の
機
会
に
お
見
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
も
興
味
を
持
っ
て
見
て
下
さ
い
ね
。
DV
Dの
視
聴
は
ま
た
講
義
内
容
と
す
る
こ
と
を
予
告
し
，
学
習
意
欲
の
興
味
へ
の
刺
激
と
し
て
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
書
い
た
DV
D視
聴
の
予
告
と
興
味
の
喚
起
６
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
か
ら
の
分
岐
B？
DV
D視
聴
の
予
告
と
興
味
の
喚
起
も
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
の
状
態
と
書
い
た
．
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
く
れ
て
、
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
そ
れ
に
対
し
て
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
と
書
い
た
相
手
の
記
述
内
容
の
復
唱
と
担
当
教
員
と
し
て
の
満
足
感
（
教
師
冥
利
）
の
向
上
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
相
手
の
記
述
内
容
の
復
唱
と
担
当
教
員
と
し
て
の
満
足
感
（
教
師
冥
利
）
の
向
上
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
(^
^)
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
お
疲
れ
様
と
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
授
業
終
了
時
の
挨
拶
（
返
報
？
）
と
非
言
語
表
現
の
付
加
授
業
終
了
時
の
挨
拶
（
返
報
？
）
と
非
言
語
表
現
の
付
加
挨
拶
119
課
題
頑
張
り
ま
す
、
、
、
課
題
頑
張
り
ま
す
、
、
、
課
題
に
頑
張
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
対
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
課
題
に
対
し
て
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
頑
張
る
と
書
い
た
課
題
へ
の
意
気
込
み
課
題
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
、
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
か
な
？
表
計
算
ソ
フ
ト
の
実
習
が
難
し
か
っ
た
か
ど
う
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
０
の
原
因
→
認
知
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(^
^;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
今
回
、
提
出
す
る
課
題
を
や
っ
て
い
て
困
っ
た
こ
と
で
も
何
で
も
良
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ぜ
ひ
質
問
し
て
下
さ
い
。
今
回
、
提
出
す
る
課
題
を
や
っ
て
い
て
困
っ
た
こ
と
で
も
何
で
も
良
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ぜ
ひ
質
問
し
て
下
さ
い
課
題
や
他
の
何
で
も
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
を
推
奨
講
義
内
容
の
分
か
ら
な
い
点
に
は
質
問
推
奨
１
０
の
対
応
(１
０
の
原
因
？
)→
対
応
実
習
分
か
ら
な
い
点
質
問
推
奨
い
つ
で
も
お
答
え
し
ま
す
よ
い
つ
で
も
解
説
す
る
と
い
う
宣
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
い
つ
で
も
対
応
宣
言
１
０
の
対
応
→
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
い
つ
で
も
対
応
宣
言
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
た
ぶ
ん
色
々
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
る
質
問
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
推
測
講
義
内
容
の
分
か
ら
な
い
点
に
は
質
問
予
測
１
１
の
対
応
→
予
想
実
習
分
か
ら
な
い
点
質
問
予
測
お
願
い
し
ま
す
、
、
、
よ
ろ
し
く
と
い
う
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
１
１
の
対
応
→
依
頼
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
こ
の
受
講
生
が
初
め
て
唯
一
こ
こ
で
非
言
語
表
現
を
使
っ
た
！
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
パ
ワ
ポ
は
ほ
ん
と
に
一
か
ら
全
部
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
１
か
ら
制
作
す
る
必
要
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
講
義
の
学
習
成
果
が
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
細
か
さ
条
件
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
細
か
さ
大
変
で
す
ね
大
変
と
い
う
印
象
講
義
へ
の
印
象
が
大
変
結
果
講
義
印
象
大
変
そ
の
分
考
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
制
作
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
い
印
象
講
義
の
学
習
成
果
が
多
い
検
討
事
項
予
想
講
義
学
習
成
果
多
い
検
討
事
項
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
楽
し
み
な
が
ら
の
実
習
が
で
き
る
こ
と
を
希
望
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
た
い
展
望
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
た
い
も
ち
ろ
ん
、
何
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
何
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
ど
の
よ
う
な
質
問
で
も
良
い
と
い
う
助
言
講
義
内
容
の
分
か
ら
な
い
点
に
は
質
問
推
奨
１
２
の
予
想
と
依
頼
→
対
応
実
習
分
か
ら
な
い
点
質
問
推
奨
お
待
ち
し
て
い
ま
す
質
問
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
宣
言
講
義
内
容
の
分
か
ら
な
い
点
の
質
問
待
ち
１
２
の
予
想
と
依
頼
→
対
応
実
習
分
か
ら
な
い
点
質
問
待
ち
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
か
ら
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
か
ら
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ユ
ー
ザ
ー
自
身
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
な
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
補
足
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
の
重
要
性
１
２
の
条
件
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
イ
メ
ー
ジ
の
重
要
性
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
描
く
み
た
い
な
感
じ
か
な
？
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
描
く
み
た
い
な
感
じ
か
な
？
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
描
画
に
例
え
た
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
補
足
と
し
て
絵
を
描
く
こ
と
の
類
似
性
１
２
の
条
件
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
絵
を
描
く
こ
と
と
の
類
似
性
そ
の
た
め
、
考
え
る
こ
と
も
自
然
と
多
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
た
め
、
考
え
る
こ
と
も
自
然
と
多
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
く
な
る
と
い
う
認
識
講
義
の
補
足
と
し
て
多
い
検
討
事
項
１
２
の
条
件
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
多
い
検
討
事
項
そ
の
分
、
や
り
が
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
分
、
や
り
が
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
比
例
し
て
や
り
が
い
も
あ
る
と
い
う
指
摘
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
が
や
り
が
い
が
あ
る
１
２
の
条
件
と
予
想
→
対
応
学
習
意
欲
動
機
へ
の
刺
激
や
り
が
い
が
あ
る
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
検
討
（
思
考
）
す
る
こ
と
の
大
切
さ
講
義
の
補
足
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
１
２
の
予
想
と
展
望
→
対
応
講
義
補
足
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
楽
し
む
の
も
大
切
同
時
に
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
学
習
意
欲
の
期
待
感
へ
の
刺
激
が
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
１
２
の
予
想
と
展
望
→
対
応
学
習
意
欲
期
待
感
へ
の
刺
激
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
質
問
を
待
つ
と
い
う
表
明
と
非
言
語
表
現
の
付
加
質
問
の
歓
迎
お
待
ち
し
て
い
ま
す
(^
-^
)
講
義
内
容
の
補
足
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
の
重
要
性
や
絵
を
描
く
こ
と
と
の
類
似
性
，
多
い
検
討
事
項
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
や
発
想
を
広
げ
る
こ
と
を
推
奨
し
，
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
と
し
て
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と
や
，
期
待
感
へ
の
刺
激
と
し
て
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
を
喚
起
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
補
足
解
説
と
動
機
（
や
り
が
い
）
と
期
待
感
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
補
足
解
説
と
動
機
（
や
り
が
い
）
と
期
待
感
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
解
説
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
が
、
楽
し
む
の
も
大
切
。
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6
2014/11/11も
ち
ろ
ん
、
何
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
(^
-^
)\
n\
nス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
か
ら
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
描
く
み
た
い
な
感
じ
か
な
？
そ
の
た
め
、
考
え
る
こ
と
も
自
然
と
多
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
分
、
や
り
が
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
\n
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
が
、
楽
し
む
の
も
大
切
。
楽
し
み
な
が
ら
発
想
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
実
習
で
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
推
奨
し
，
質
問
待
ち
と
書
き
，
さ
ら
に
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
け
た
実
習
で
分
か
ら
な
い
点
は
た
ぶ
ん
質
問
す
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
し
，
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
た
質
問
す
る
だ
と
う
と
の
予
測
と
挨
拶
（
依
頼
）
と
非
言
語
表
現
の
付
加
A
12
6
2014/11/11た
ぶ
ん
色
々
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
お
願
い
し
ま
す
、
、
、
笑
\r
\n
パ
ワ
ポ
は
ほ
ん
と
に
一
か
ら
全
部
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で
す
ね
。
\r
\n
そ
の
分
考
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
質
問
を
待
つ
と
い
う
表
明
と
非
言
語
表
現
の
付
加
質
問
す
る
だ
と
う
と
の
予
測
と
挨
拶
（
依
頼
）
と
非
言
語
表
現
の
付
加
対
応
の
依
頼
パ
ワ
ポ
は
ほ
ん
と
に
一
か
ら
全
部
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で
す
ね
。
講
義
内
容
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
細
か
さ
と
多
い
検
討
事
項
が
学
習
成
果
だ
っ
た
と
報
告
し
，
大
変
な
印
象
だ
が
，
楽
し
み
た
い
と
学
習
意
欲
の
期
待
感
を
書
い
た
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
学
び
と
楽
し
み
た
い
と
い
う
期
待
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
学
び
と
楽
し
み
た
い
と
い
う
期
待
期
待
感
い
つ
で
も
お
答
え
し
ま
す
よ
(^
-^
)
た
ぶ
ん
色
々
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
お
願
い
し
ま
す
、
、
、
笑
そ
の
分
考
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
冷
や
汗
顔
文
字
実
習
で
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
推
奨
し
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
い
つ
で
も
対
応
宣
言
し
，
さ
ら
に
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
質
問
推
奨
と
自
信
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
質
問
推
奨
と
自
信
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
質
問
の
推
奨
担 当 教 員
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5
2014/11/4エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
、
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
か
な
？
(^
^;
)今
回
、
提
出
す
る
課
題
を
や
っ
て
い
て
困
っ
た
こ
と
で
も
何
で
も
良
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ぜ
ひ
質
問
し
て
下
さ
い
。
い
つ
で
も
お
答
え
し
ま
す
よ
(^
-^
)
エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
、
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
か
な
？
(^
^;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
そ
れ
に
対
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
け
た
講
義
内
容
の
難
易
度
に
対
し
て
冷
や
汗
顔
の
非
言
語
表
現
の
付
加
講
義
内
容
の
難
易
度
に
対
し
て
冷
や
汗
顔
の
非
言
語
表
現
の
付
加
120
楽
し
み
な
が
ら
発
想
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
楽
し
み
な
が
ら
広
げ
る
発
想
の
推
奨
講
義
内
容
の
補
足
と
し
て
発
想
を
広
げ
る
こ
と
の
推
奨
１
２
の
予
想
と
展
望
→
対
応
講
義
補
足
発
想
を
広
げ
る
こ
と
の
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
A
14
7
2014/11/18
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7
2014/11/18
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
技
術
は
す
ご
い
有
用
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
有
用
性
の
印
象
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
有
用
性
結
果
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
有
用
性
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
わ
か
り
や
す
い
印
象
報
告
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
わ
か
り
や
す
さ
結
果
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
わ
か
り
や
す
さ
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
そ
う
な
技
術
で
す
し
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
が
あ
る
印
象
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
予
想
講
義
学
習
成
果
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
社
会
に
出
て
も
知
っ
て
い
た
ら
か
な
り
役
に
立
つ
技
術
だ
と
思
い
ま
し
た
社
会
人
に
な
っ
て
も
有
用
性
の
あ
り
そ
う
な
印
象
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
社
会
で
の
有
用
性
予
想
講
義
学
習
成
果
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
社
会
で
の
有
用
性
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
積
極
的
な
活
用
へ
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
積
極
的
活
用
し
た
い
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
積
極
的
活
用
し
た
い
ま
さ
し
く
、
そ
の
通
り
で
す
ね
。
ま
さ
し
く
、
そ
の
通
り
で
す
ね
受
講
生
の
印
象
へ
の
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
同
意
１
６
の
結
果
と
予
想
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
社
会
に
出
て
も
非
常
に
効
果
的
な
思
考
の
道
具
と
し
て
使
え
ま
す
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
社
会
に
出
て
も
非
常
に
効
果
的
な
思
考
の
道
具
と
し
て
使
え
ま
す
社
会
人
に
も
効
果
的
な
思
考
ツ
ー
ル
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
講
義
の
補
足
と
し
て
社
会
で
も
効
果
的
な
思
考
道
具
と
し
て
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
１
６
の
結
果
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
社
会
で
も
効
果
的
な
思
考
道
具
と
し
て
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ま
た
、
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
る
で
し
ょ
う
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
へ
の
同
意
講
義
の
補
足
で
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
１
６
の
結
果
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
頭
を
整
理
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！
思
考
の
整
理
や
伝
達
内
容
の
検
討
等
の
様
々
な
場
面
で
の
活
用
の
推
奨
講
義
の
補
足
と
し
て
様
々
な
場
面
で
の
活
用
の
推
奨
１
６
の
結
果
と
予
想
→
対
応
講
義
補
足
様
々
な
場
面
で
の
活
用
の
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
A
18
9
2014/12/2
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
今
日
は
遅
刻
し
て
授
業
へ
の
遅
刻
の
報
告
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
遅
刻
原
因
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
遅
刻
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
す
い
ま
せ
ん
と
い
う
謝
罪
社
交
的
対
応
と
し
て
の
謝
罪
が
す
い
ま
せ
ん
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
せ
ん
授
業
も
佳
境
に
入
り
授
業
が
佳
境
と
い
う
印
象
授
業
の
進
行
が
佳
境
と
い
う
認
識
状
況
（
授
業
）
授
業
進
行
佳
境
と
い
う
認
識
次
回
か
ら
は
自
分
た
ち
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
こ
と
に
な
り
次
回
か
ら
受
講
生
が
各
自
で
実
習
す
る
と
い
う
理
解
授
業
の
内
容
が
実
習
に
な
る
認
識
条
件
授
業
内
容
実
習
に
な
る
認
識
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
実
習
が
楽
し
み
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
展
望
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
遅
刻
の
報
告
と
謝
罪
遅
刻
授
業
の
進
行
が
佳
境
と
い
う
認
識
と
，
内
容
が
実
習
に
な
る
認
識
を
報
告
し
，
楽
し
み
だ
と
学
習
意
欲
の
期
待
感
を
報
告
し
た
．
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
へ
の
移
行
と
期
待
感
の
向
上
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
へ
の
移
行
と
期
待
感
の
向
上
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
補
足
解
説
と
非
言
語
表
現
の
付
加
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
補
足
解
説
と
非
言
語
表
現
の
付
加
解
説
頭
を
整
理
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
，
さ
ら
に
講
義
内
容
の
補
足
と
し
て
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
社
会
て
も
効
果
的
な
思
考
道
具
で
あ
り
，
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
が
あ
る
の
で
，
様
々
な
場
面
で
の
活
用
の
推
奨
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
，
期
待
感
A
16
8
2014/11/25ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
技
術
は
す
ご
い
有
用
で
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
そ
う
な
技
術
で
す
し
、
社
会
に
出
て
も
知
っ
て
い
た
ら
か
な
り
役
に
立
つ
技
術
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
技
術
は
す
ご
い
有
用
で
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
A
2
0
10
2014/12/9今
日
は
遅
刻
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
\r
\n
授
業
も
佳
境
に
入
り
、
次
回
か
ら
は
自
分
た
ち
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
\r
\n
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
総
動
員
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
担 当 教 員
17
8
2014/11/25ま
さ
し
く
、
そ
の
通
り
で
す
ね
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
社
会
に
出
て
も
非
常
に
効
果
的
な
思
考
の
道
具
と
し
て
使
え
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
る
で
し
ょ
う
。
\n
頭
を
整
理
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！
(^
^)
授
業
も
佳
境
に
入
り
、
次
回
か
ら
は
自
分
た
ち
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
遅
刻
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
遅
刻
だ
っ
た
の
で
，
社
交
的
対
応
と
し
て
す
い
ま
せ
ん
と
謝
罪
し
た
．
遅
刻
の
報
告
と
謝
罪
講
義
内
容
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
有
用
性
や
わ
か
り
や
す
さ
，
ゼ
ミ
や
論
文
で
の
応
用
可
能
性
，
社
会
で
の
有
用
性
が
学
習
成
果
で
あ
り
，
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
学
び
と
意
気
込
み
の
向
上
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
学
び
と
意
気
込
み
の
向
上
意
気
込
み
ゼ
ミ
や
論
文
に
も
使
え
そ
う
な
技
術
で
す
し
、
社
会
に
出
て
も
知
っ
て
い
た
ら
か
な
り
役
に
立
つ
技
術
だ
と
思
い
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
発
想
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
121
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
総
動
員
し
て
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
総
動
員
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
学
習
成
果
を
総
動
員
し
た
い
方
略
学
習
意
欲
意
気
込
み
学
習
成
果
を
総
動
員
し
た
い
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
今
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
今
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
今
回
か
ら
授
業
が
大
詰
め
と
い
う
宣
言
（
次
回
と
い
っ
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
の
で
）
授
業
の
進
行
が
大
詰
め
と
い
う
宣
言
２
０
の
状
況
→
対
応
授
業
進
行
大
詰
め
と
い
う
宣
言
12
/1
6の
授
業
開
始
時
に
読
む
こ
と
を
前
提
に
記
述
か
？
今
日
と
い
う
の
は
12
/9
か
12
/1
6か
？
→
た
ぶ
ん
12
/9
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
演
習
に
入
り
ま
し
た
。
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
演
習
に
入
り
ま
し
た
受
講
生
に
よ
る
テ
ー
マ
設
定
と
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
開
始
授
業
の
内
容
が
実
習
に
な
る
宣
言
２
０
の
条
件
→
対
応
授
業
内
容
実
習
に
な
る
宣
言
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
、
大
い
に
活
か
し
て
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
、
大
い
に
活
か
し
て
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
積
極
的
に
活
用
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
の
制
作
を
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
２
０
の
方
略
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
発
表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
の
発
表
会
が
楽
し
み
と
い
う
期
待
の
表
明
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
が
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
２
０
の
展
望
→
対
応
学
習
意
欲
動
機
へ
の
刺
激
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
い
ざ
自
分
で
全
部
を
作
る
っ
て
な
る
と
、
難
し
く
て
難
し
い
と
い
う
印
象
の
受
講
生
自
ら
が
制
作
実
習
の
印
象
が
難
し
い
結
果
（
授
業
）
実
習
印
象
難
し
い
い
ろ
い
ろ
と
大
変
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
大
変
と
い
う
印
象
の
受
講
生
自
ら
が
制
作
実
習
の
印
象
が
大
変
予
想
実
習
印
象
大
変
と
り
あ
え
ず
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
と
い
う
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
テ
ー
マ
の
決
定
原
因
実
習
進
捗
報
告
テ
ー
マ
の
決
定
こ
れ
に
沿
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
習
作
業
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
よ
。
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
よ
プ
レ
ゼ
ン
の
制
作
が
佳
境
授
業
の
進
行
が
こ
れ
か
ら
本
番
と
い
う
宣
言
展
開
（
目
標
）
授
業
進
行
こ
れ
か
ら
本
番
と
い
う
宣
言
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
っ
か
り
議
論
し
な
が
ら
制
作
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
し
っ
か
り
と
し
た
話
し
合
い
を
推
奨
実
習
で
の
助
言
が
話
し
合
い
の
推
奨
展
開
（
提
示
）
実
習
助
言
話
し
合
い
の
推
奨
良
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
良
い
ス
ラ
イ
ド
の
制
作
を
期
待
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
が
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
展
望
学
習
意
欲
動
機
へ
の
刺
激
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
授
業
も
佳
境
に
入
っ
て
き
た
実
習
が
佳
境
と
い
う
印
象
授
業
の
進
行
が
佳
境
と
い
う
認
識
２
３
の
展
開
（
目
標
）
→
認
知
授
業
進
行
佳
境
と
い
う
認
識
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
２
３
の
展
開
（
目
標
）
→
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
リ
ハ
ー
サ
ル
で
自
分
の
話
す
部
分
を
し
っ
か
り
と
話
せ
る
よ
う
に
し
と
き
た
い
で
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で
自
分
の
話
す
部
分
を
し
っ
か
り
と
話
せ
る
よ
う
に
し
と
き
た
い
プ
レ
ゼ
ン
で
割
り
当
て
ら
れ
た
部
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
担
当
部
分
の
達
成
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
担
当
部
分
の
達
成
グ
ル
ー
プ
内
で
担
当
部
分
の
達
成
を
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
グ
ル
ー
プ
内
で
の
担
当
部
分
へ
の
意
気
込
み
の
向
上
グ
ル
ー
プ
内
で
の
担
当
部
分
へ
の
意
気
込
み
の
向
上
意
気
込
み
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
。
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
残
り
授
業
の
回
数
の
告
知
授
業
の
進
行
が
残
り
3回
と
い
う
宣
言
展
開
（
状
況
）
授
業
進
行
残
り
3
回
と
い
う
宣
言
授
業
の
進
行
が
佳
境
と
い
う
認
識
を
報
告
し
，
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
佳
境
の
認
識
と
意
気
込
み
の
向
上
佳
境
の
認
識
と
意
気
込
み
の
向
上
意
気
込
み
担 当 教 員
25
12
2015/1/6こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
。
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
の
で
、
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
早
い
も
の
で
す
\
最
後
の
発
表
満
足
の
A
24
12
2015/1/6授
業
も
佳
境
に
入
っ
て
き
た
の
で
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
リ
ハ
ー
サ
ル
で
自
分
の
話
す
部
分
を
し
っ
か
り
と
話
せ
る
よ
う
に
し
と
き
た
い
で
す
。
授
業
も
佳
境
に
入
っ
て
き
た
の
で
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
授
業
の
進
行
が
残
り
3回
で
，
2回
分
が
発
表
会
で
実
質
的
最
後
の
準
備
時
間
と
時
間
経
過
の
感
想
最
後
の
準
備
時
間
と
時
間
経
過
の
感
想
目
標
の
喚
起
意
気
込
み
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
担 当 教 員
2
3
11
2014/12/16明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
よ
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
っ
か
り
議
論
し
な
が
ら
、
良
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
っ
か
り
議
論
し
な
が
ら
、
良
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
授
業
の
進
行
が
こ
れ
か
ら
本
番
と
い
う
宣
言
を
行
い
，
グ
ル
ー
プ
内
で
の
話
し
合
い
の
推
奨
を
助
言
し
，
そ
の
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
を
行
っ
た
．
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
本
格
化
に
お
け
る
話
し
合
い
の
推
奨
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
本
格
化
に
お
け
る
話
し
合
い
の
推
奨
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
目
標
の
喚
起
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
1/
6の
授
業
開
始
時
に
読
む
こ
と
を
前
提
に
記
述
か
「
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
」
＝
「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
年
始
の
挨
拶
挨
拶
A
2
2
11
2014/12/16い
ざ
自
分
で
全
部
を
作
る
っ
て
な
る
と
、
難
し
く
て
い
ろ
い
ろ
と
大
変
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
と
り
あ
え
ず
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
の
で
こ
れ
に
沿
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
自
分
で
全
部
を
作
る
っ
て
な
る
と
、
難
し
く
て
い
ろ
い
ろ
と
大
変
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
へ
の
移
行
の
宣
言
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
へ
の
移
行
の
宣
言
目
標
の
喚
起
実
習
は
難
し
い
と
大
変
と
い
う
印
象
だ
と
感
想
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
制
作
が
難
し
く
大
変
と
い
う
感
想
プ
レ
ゼ
ン
制
作
が
難
し
く
大
変
と
い
う
感
想
感
想
と
り
あ
え
ず
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
の
で
こ
れ
に
沿
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
テ
ー
マ
の
決
定
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
，
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
テ
ー
マ
決
定
報
告
と
意
気
込
み
の
向
上
テ
ー
マ
決
定
報
告
と
意
気
込
み
の
向
上
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
積
極
活
用
の
推
奨
で
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
行
い
，
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
動
機
へ
の
刺
激
も
行
い
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
の
付
加
担 当 教 員
21
10
2014/12/9今
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
演
習
に
入
り
ま
し
た
。
\n
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
、
大
い
に
活
か
し
て
プ
レ
ゼ
ン
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
発
表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
(^
^)
授
業
の
進
行
が
大
詰
め
と
い
う
宣
言
を
行
い
，
内
容
が
実
習
に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
．
発
表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
(
^
^
)
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
総
動
員
し
た
い
こ
と
と
，
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
学
習
成
果
を
総
動
員
す
る
意
気
込
み
の
向
上
目
標
の
喚
起
学
習
成
果
を
総
動
員
す
る
意
気
込
み
の
向
上
意
気
込
み
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
総
動
員
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
122
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
残
り
授
業
の
回
数
の
中
で
２
回
が
発
表
会
と
い
う
説
明
授
業
の
進
行
で
2回
分
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
展
開
（
状
況
）
授
業
進
行
2回
分
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
そ
れ
を
除
く
と
今
回
が
最
後
の
授
業
（
準
備
？
）
授
業
の
進
行
が
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
展
開
（
状
況
）
授
業
進
行
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
早
い
も
の
で
す
。
早
い
も
の
で
す
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
結
果
授
業
時
間
経
過
早
い
と
い
う
印
象
最
後
の
発
表
、
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
て
下
さ
い
ね
！
満
足
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
練
習
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
練
習
の
推
奨
２
４
の
展
望
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
練
習
の
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
今
日
練
習
し
て
た
人
の
話
が
う
ま
く
て
上
手
な
他
の
人
の
発
表
練
習
学
習
意
欲
の
好
奇
心
と
し
て
他
者
の
上
手
な
発
表
原
因
(授
業
）
学
習
意
欲
好
奇
心
他
者
の
上
手
な
発
表
び
っ
く
り
し
ま
し
た
上
手
な
発
表
練
習
へ
の
驚
き
学
習
意
欲
の
好
奇
心
と
し
て
驚
き
結
果
学
習
意
欲
好
奇
心
驚
き
自
分
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
直
せ
る
部
分
を
し
っ
か
り
と
直
し
修
正
で
き
る
部
分
を
修
正
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
加
筆
修
正
し
た
い
方
略
学
習
意
欲
意
気
込
み
加
筆
修
正
し
た
い
推
敲
を
重
ね
て
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
推
敲
を
重
ね
て
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
推
敲
し
た
い
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
推
敲
し
た
い
皆
さ
ん
、
か
な
り
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
受
講
生
の
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
印
象
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
頑
張
っ
て
い
る
印
象
２
６
の
原
因
→
認
知
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
頑
張
っ
て
い
る
印
象
●
●
く
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
●
●
く
ん
も
負
け
な
い
よ
う
に
と
の
応
援
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
２
６
の
原
因
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
し
っ
か
り
と
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
？
し
っ
か
り
と
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
？
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
が
で
き
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
準
備
完
了
し
た
か
？
２
６
の
方
略
→
対
応
実
習
完
了
確
認
準
備
完
了
し
た
か
？
今
日
の
発
表
と
な
り
ま
す
今
回
の
授
業
が
発
表
会
と
の
確
認
授
業
の
進
行
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
状
況
授
業
進
行
発
表
会
と
い
う
宣
言
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
頑
張
っ
て
と
の
応
援
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
展
望
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
日
本
食
の
定
義
っ
て
難
し
い
ん
で
す
ね
、
、
、
日
本
食
の
定
義
っ
て
難
し
い
ん
で
す
ね
、
、
、
他
の
プ
レ
ゼ
ン
で
あ
っ
た
内
容
？
（
日
本
食
の
定
義
）
が
難
し
い
印
象
学
習
意
欲
の
好
奇
心
と
し
て
他
者
の
発
表
内
容
原
因
（
授
業
）
学
習
意
欲
好
奇
心
他
者
の
発
表
内
容
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
勉
強
に
な
っ
た
と
の
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
と
し
て
勉
強
に
な
っ
た
結
果
学
習
意
欲
満
足
感
勉
強
に
な
っ
た
次
回
の
発
表
が
こ
の
授
業
の
最
後
に
な
る
次
回
の
授
業
が
最
後
に
な
る
と
い
う
認
識
授
業
の
進
行
が
次
回
が
最
後
と
い
う
認
識
状
況
授
業
進
行
次
回
が
最
後
と
い
う
認
識
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
き
た
い
で
す
し
っ
か
り
と
聞
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
し
っ
か
り
聞
き
た
い
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
し
っ
か
り
聞
き
た
い
次
の
プ
レ
ゼ
ン
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
次
の
プ
レ
ゼ
ン
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
他
の
プ
レ
ゼ
ン
が
楽
し
み
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
展
望
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
担 当 教 員
27
13
2015/1/13皆
さ
ん
、
か
な
り
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
●
●
く
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
っ
か
り
と
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
？
\n
今
日
の
発
表
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
皆
さ
ん
、
か
な
り
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
●
●
く
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
日
の
発
表
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
A
2
8
14
2015/1/20日
本
食
の
定
義
っ
て
難
し
い
ん
で
す
ね
、
、
、
\r
\n
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
\r
\n
次
回
の
発
表
が
こ
の
授
業
の
最
後
に
な
る
の
で
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
き
た
い
で
す
。
\r
\n
次
の
プ
レ
ゼ
ン
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
他
者
の
発
表
内
容
に
学
習
意
欲
の
好
奇
心
を
持
ち
，
勉
強
に
な
っ
た
と
満
足
感
を
報
告
し
た
．
他
者
の
発
表
内
容
へ
の
好
奇
心
と
満
足
感
の
向
上
他
者
（
班
）
の
発
表
内
容
と
し
た
が
，
本
当
に
他
者
と
し
て
も
良
い
の
か
？
自
分
（
班
）
の
発
表
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
他
者
の
発
表
内
容
へ
の
好
奇
心
と
満
足
感
の
向
上
目
標
の
喚
起
満
足
感
一
応
，
他
者
（
班
）
の
発
表
内
容
と
し
た
が
，
正
直
言
っ
て
少
し
だ
け
迷
い
が
あ
る
．
今
後
，
複
数
人
に
よ
る
分
析
で
，
自
分
（
班
）
の
発
表
に
変
更
す
べ
き
か
ど
う
か
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．
次
回
の
発
表
が
こ
の
授
業
の
最
後
に
な
る
の
で
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
き
た
い
で
す
。
授
業
の
進
行
が
次
回
が
最
後
と
い
う
認
識
を
報
告
し
，
し
っ
か
り
聞
き
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
き
，
さ
ら
に
，
楽
し
み
と
い
う
期
待
感
も
書
い
た
．
次
回
授
業
で
の
発
表
聴
講
へ
の
意
気
込
み
と
期
待
感
の
向
上
次
回
授
業
で
の
発
表
聴
講
へ
の
意
気
込
み
と
期
待
感
の
向
上
意
気
込
み
目
標
の
喚
起
今
日
の
授
業
の
進
行
は
発
表
会
と
い
う
宣
言
を
行
い
，
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
行
っ
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-
^)
を
付
け
た
．
発
表
会
の
開
催
宣
言
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
1/
20
の
授
業
開
始
時
に
読
む
こ
と
を
前
提
に
記
述
か
？
発
表
会
の
開
催
宣
言
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
は
頑
張
っ
て
い
る
印
象
と
評
価
し
て
，
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
行
っ
た
．
さ
ら
に
，
準
備
完
了
し
た
か
？
と
実
習
の
完
了
確
認
を
し
た
．
全
受
講
生
の
取
り
組
み
状
況
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
問
い
か
け
２
６
の
２
つ
の
話
題
か
ら
の
収
束
か
？
1/
20
の
授
業
開
始
時
に
読
む
こ
と
を
前
提
に
記
述
か
？
全
受
講
生
の
取
り
組
み
状
況
と
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
問
い
か
け
練
習
の
推
奨
A
2
6
13
2015/1/13今
日
練
習
し
て
た
人
の
話
が
う
ま
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
\r
\n
自
分
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
直
せ
る
部
分
を
し
っ
か
り
と
直
し
、
推
敲
を
重
ね
て
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
今
日
練
習
し
て
た
人
の
話
が
う
ま
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
他
者
の
上
手
な
発
表
を
見
て
，
驚
き
，
学
習
意
欲
の
好
奇
心
を
持
っ
た
と
書
い
た
．
他
者
の
上
手
な
プ
レ
ゼ
ン
と
好
奇
心
の
向
上
他
者
の
上
手
な
プ
レ
ゼ
ン
と
好
奇
心
の
向
上
意
気
込
み
好
奇
心
自
分
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
直
せ
る
部
分
を
し
っ
か
り
と
直
し
、
推
敲
を
重
ね
て
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
加
筆
修
正
し
た
い
こ
と
と
，
推
敲
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
加
筆
修
正
と
推
敲
へ
の
意
気
込
み
の
向
上
加
筆
修
正
と
推
敲
へ
の
意
気
込
み
の
向
上
も
の
で
す
。
\n
最
後
の
発
表
、
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
て
下
さ
い
ね
！
(^
^)
で
，
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
を
書
き
，
教
員
と
し
て
も
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
を
書
い
た
．
の
感
想
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
の
で
、
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
最
後
の
発
表
、
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
て
下
さ
い
ね
！
(^
^)
練
習
の
推
奨
を
行
い
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
行
っ
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
練
習
を
推
奨
す
る
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
練
習
を
推
奨
す
る
動
機
（
目
標
）
の
喚
起
と
非
言
語
表
現
123
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
ツ
ー
ル
説
明
話 題
群 １
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
４
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
話
題
群
２
話
題
群
３
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
話
題
群
１
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
発 信 者
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
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B
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
1年
次
の
「
デ
ー
タ
処
理
」
、
2年
次
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
」
に
続
い
て
履
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
担
当
教
員
の
他
の
授
業
に
引
き
続
き
履
修
と
の
報
告
（
PR
?)
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
科
目
を
過
去
に
も
履
修
１
の
展
開
（
例
示
）
→
自
己
開
示
（
過
去
に
も
い
た
と
の
PR
）
を
返
報
？
自
己
開
示
担
当
教
員
の
他
科
目
過
去
に
も
履
修
自
己
開
示
で
担
当
教
員
の
科
目
を
過
去
に
も
履
修
し
た
と
書
い
た
担
当
教
員
の
授
業
を
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
PR
担
当
教
員
の
授
業
を
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
PR
継
続
履
修
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
よ
ろ
し
く
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
最
初
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
最
初
の
挨
拶
挨
拶
実
は
昨
日
ま
で
約
4日
間
関
東
周
辺
を
一
人
旅
し
て
お
り
先
日
ま
で
関
東
周
辺
を
一
人
旅
し
て
き
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
一
人
旅
の
関
東
の
報
告
１
の
展
開
（
例
示
，
ツ
ー
リ
ン
グ
）
→
自
己
開
示
（
一
人
旅
）
を
返
報
？
自
己
開
示
旅
行
関
東
の
報
告
国
立
国
会
図
書
館 そ
の
際
寄
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
あ
い
に
く
休
館
日
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
…
あ
い
に
く
休
館
日
で
入
れ
な
か
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
自
己
開
示
で
一
人
旅
で
の
国
会
図
書
館
に
行
け
ず
自
己
開
示
（
一
人
旅
）
の
展
開
（
詳
細
）
自
己
開
示
旅
行
国
会
図
書
館
に
行
け
ず
次
回
ま
た
東
京
か
京
都
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
次
の
機
会
に
行
き
た
い
東
京
か
京
都
の
国
立
国
会
図
書
館
自
己
開
示
で
一
人
旅
で
の
東
京
か
京
都
の
国
会
図
書
館
を
希
望
自
己
開
示
（
一
人
旅
）
の
展
開
（
詳
細
）
自
己
開
示
旅
行
東
京
か
京
都
の
国
会
図
書
館
を
希
望
●
●
く
ん
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
●
●
く
ん
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
よ
担
当
教
員
の
他
の
授
業
で
履
修
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
受
講
生
の
こ
と
自
己
開
示
で
過
去
の
担
当
科
目
で
の
受
講
生
の
記
憶
２
の
自
己
開
示
（
過
去
に
も
い
た
と
の
PR
）
の
返
報
？
→
反
応
（
認
識
）
自
己
開
示
過
去
の
担
当
科
目
受
講
生
の
記
憶
ま
た
、
私
の
授
業
を
受
講
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
三
度
の
担
当
教
員
の
授
業
の
履
修
へ
の
う
れ
し
さ
（
歓
迎
）
指
導
意
欲
で
満
足
感
が
嬉
し
い
反
応
（
嬉
し
い
）
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
国
立
国
会
図
書
館
は
、
生
憎
の
休
館
日
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、
生
憎
の
休
館
日
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ
い
に
く
休
館
日
で
入
れ
な
か
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
の
自
己
開
示
（
一
人
旅
）
の
返
報
？
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
残
念
。
。
。
残
念
な
国
立
国
会
図
書
館
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
(
-
.
-
;
)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
(?
)の
(-
.-
;
)
付
随
非
言
語
表
現
残
念
顔
(?
)
(
-
.
-
;
)
基
本
的
に
、
日
曜
・
祝
日
は
休
館
で
し
た
よ
ね
。
基
本
的
に
、
日
曜
・
祝
日
は
休
館
で
し
た
よ
ね
基
本
的
に
は
日
曜
と
祝
日
が
休
館
日
と
な
る
こ
と
の
質
問
（
確
認
）
自
己
開
示
の
施
設
関
連
の
知
識
の
日
曜
・
祝
日
が
休
館
日
反
応
（
知
識
提
供
）
自
己
開
示
施
設
関
連
の
知
識
日
曜
・
祝
日
が
休
館
日
，
休
み
の
日
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
休
日
も
開
館
し
て
ほ
し
い
希
望
自
己
開
示
の
施
設
関
連
の
考
え
と
し
て
の
休
日
の
開
館
希
望
反
応
（
考
え
）
自
己
開
示
施
設
関
連
の
考
え
休
日
の
開
館
希
望
担
当
教
員
の
授
業
の
経
験
者
に
に
よ
る
再
び
の
履
修
へ
の
喜
び
歓
迎
ま
た
、
私
の
授
業
を
受
講
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
共
感
し
た
こ
と
を
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
（
？
）
の
(-
.-
;)
を
付
随
さ
せ
て
書
き
，
自
己
開
示
で
施
設
関
連
の
知
識
と
し
て
日
曜
・
祝
日
が
休
館
日
だ
け
れ
ど
も
，
施
設
関
連
の
考
え
と
し
て
休
日
も
開
館
希
望
で
あ
り
，
社
交
的
対
応
と
し
て
共
感
の
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
が
お
の
(^
^;
)
を
付
随
さ
せ
て
書
き
，
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
応
援
す
る
と
書
い
た
受
講
生
の
関
東
旅
行
で
行
け
な
か
っ
た
国
会
図
書
館
に
行
き
た
い
と
い
う
話
に
対
す
る
共
感
と
応
援
受
講
生
の
関
東
旅
行
で
行
け
な
か
っ
た
国
会
図
書
館
に
行
き
た
い
と
い
う
話
に
対
す
る
共
感
と
応
援
共
感
担
当
教
員
の
授
業
の
経
験
者
に
に
よ
る
再
び
の
履
修
へ
の
喜
び
担 当 教 員
5
2
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●
●
く
ん
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
ま
た
、
私
の
授
業
を
受
講
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
(^
^)
\n
\n
国
立
国
会
図
書
館
は
、
生
憎
の
休
館
日
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
残
念
。
。
。
(-
.-
;)
基
本
的
に
、
日
曜
・
祝
日
は
休
館
で
し
た
よ
ね
。
休
み
の
日
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
(^
^;
)\
n次
回
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。
自
己
開
示
で
過
去
の
担
当
科
目
の
受
講
生
の
記
憶
を
答
え
て
，
ま
た
受
講
し
て
く
れ
た
こ
と
に
教
員
と
し
て
嬉
し
い
と
い
う
満
足
感
を
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
さ
せ
て
書
い
た
残
念
。
。
。
(-
.-
;)
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
休
み
の
日
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
(^
^;
)
元
デ
ー
タ
で
離
れ
た
語
句
を
連
結
関
東
旅
行
で
行
け
な
か
っ
た
国
会
図
書
館
に
行
き
た
い
趣
味
希
望
自
己
開
示
旅
行
国
会
図
書
館
を
計
画
国
立
国
会
図
書
館
に
立
ち
寄
る
計
画
自
己
開
示
し
た
一
人
旅
で
の
国
会
図
書
館
を
計
画
自
己
開
示
（
一
人
旅
）
の
展
開
（
詳
細
）
B
4
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1年
次
の
「
デ
ー
タ
処
理
」
、
2年
次
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
」
に
続
い
て
履
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\r
\n
国
立
国
会
図
書
館
、
実
は
昨
日
ま
で
約
4日
間
関
東
周
辺
を
一
人
旅
し
て
お
り
、
そ
の
際
寄
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
あ
い
に
く
休
館
日
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
…
次
回
ま
た
東
京
か
京
都
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
1年
次
の
「
デ
ー
タ
処
理
」
、
2年
次
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
」
に
続
い
て
履
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
、
実
は
昨
日
ま
で
約
4日
間
関
東
周
辺
を
一
人
旅
し
て
お
り
、
そ
の
際
寄
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
あ
い
に
く
休
館
日
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
…
次
回
ま
た
東
京
か
京
都
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
己
開
示
で
旅
行
し
た
関
東
の
報
告
と
し
て
，
国
会
図
書
館
を
計
画
し
た
が
行
け
な
か
っ
た
こ
と
や
，
将
来
は
東
京
か
京
都
の
国
会
図
書
会
に
行
き
た
い
希
望
を
書
い
た
関
東
旅
行
で
行
け
な
か
っ
た
国
会
図
書
館
に
行
き
た
い
125
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
思
う
よ
う
に
は
な
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
の
共
感
社
交
的
対
応
と
し
て
の
共
感
が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
反
応
（
共
感
）
社
交
的
対
応
共
感
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
次
回
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。
次
回
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
次
の
機
会
に
は
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
国
立
国
会
図
書
館
（
期
待
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
応
援
反
応
（
応
援
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
応
援
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
高
校
以
来
久
し
ぶ
り
に
Po
we
rP
oi
nt
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
は
高
校
以
来
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
で
高
校
で
の
学
習
が
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
想
起
（
原
因
）
自
己
開
示
学
習
経
験
プ
レ
ゼ
ン
が
高
校
以
来
自
己
開
示
で
学
習
経
験
の
プ
レ
ゼ
ン
が
高
校
以
来
と
書
い
た
．
高
校
以
来
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
と
の
報
告
高
校
以
来
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
と
の
報
告
学
習
歴
今
回
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
ま
と
め
て
可
能
な
限
り
簡
潔
に
制
作
し
た
報
告
実
習
の
制
作
目
標
が
シ
ン
プ
ル
に
制
作
対
応
実
習
制
作
目
標
シ
ン
プ
ル
に
制
作
あ
ま
り
冒
険
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
挑
戦
的
な
制
作
は
し
な
か
っ
た
報
告
実
習
の
制
作
目
標
が
冒
険
的
制
作
せ
ず
対
応
実
習
制
作
目
標
冒
険
的
制
作
せ
ず
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
な
の
で
、
次
か
ら
は
効
果
的
に
図
や
画
像
を
少
し
ず
つ
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
か
ら
は
効
果
的
に
図
や
画
像
を
少
し
ず
つ
使
っ
て
み
た
い
次
の
機
会
に
は
図
や
画
像
を
使
用
す
る
挑
戦
を
し
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
積
極
的
活
用
し
た
い
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
積
極
的
活
用
し
た
い
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
積
極
的
活
用
の
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
積
極
的
活
用
の
意
気
込
み
意
気
込
み
お
ぉ
、
お
お
と
い
う
感
嘆
表
記
感
動
詞
の
驚
き
が
「
お
ぉ
」
６
の
想
起
（
原
因
）
→
反
応
（
感
嘆
）
感
動
詞
驚
き
お
ぉ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
何
年
か
振
り
に
使
っ
た
ん
で
す
ね
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
が
久
々
と
い
う
こ
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
そ
れ
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
慎
重
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
慎
重
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
が
久
々
な
の
で
慎
重
に
な
る
こ
と
の
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
た
．
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
慎
重
な
目
標
設
定
に
理
解
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
慎
重
な
目
標
設
定
に
理
解
理
解
こ
の
授
業
で
は
、
頻
繁
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま
す
こ
の
授
業
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
の
告
知
実
習
の
予
告
が
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
予
告
実
習
予
告
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
喚
起
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
助
言
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
予
告
お
ぉ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
何
年
か
振
り
に
使
っ
た
ん
で
す
ね
(ﾟ
oﾟ
)
感
動
詞
の
驚
き
と
し
て
お
ぉ
と
書
い
て
か
ら
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
学
習
が
高
校
以
来
と
い
う
開
示
へ
の
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
プ
レ
ゼ
ン
学
習
が
高
校
以
来
と
い
う
開
示
へ
の
驚
き
驚
き
担 当 教 員
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お
ぉ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
何
年
か
振
り
に
使
っ
た
ん
で
す
ね
(ﾟ
oﾟ
)そ
れ
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
慎
重
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
\n
こ
の
授
業
で
は
、
頻
繁
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま
す
の
で
、
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\n
冒
険
、
大
歓
迎
で
す
(笑
)
こ
の
授
業
で
は
、
頻
繁
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま
す
の
で
、
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
実
習
の
予
告
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
を
宣
言
し
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
の
予
告
と
助
言
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
の
予
告
と
助
言
プ
レ
ゼ
ン
実
習
で
の
冒
険
な
し
の
シ
ン
プ
ル
な
制
作
目
標
制
作
目
標
B
6
3
2014/10/21
高
校
以
来
久
し
ぶ
り
に
Po
we
rP
oi
nt
を
使
っ
た
の
で
、
今
回
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
ま
り
冒
険
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
(笑
)\
r\
nな
の
で
、
次
か
ら
は
効
果
的
に
図
や
画
像
を
少
し
ず
つ
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
高
校
以
来
久
し
ぶ
り
に
Po
we
rP
oi
nt
を
使
っ
た
の
で
、
今
回
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
ま
り
冒
険
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
(笑
)
実
習
で
の
制
作
目
標
を
シ
ン
プ
ル
に
制
作
に
し
て
，
あ
ま
り
冒
険
的
制
作
せ
ず
だ
っ
た
こ
と
を
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
実
習
で
の
冒
険
な
し
の
シ
ン
プ
ル
な
制
作
目
標
126
冒
険
、
大
歓
迎
で
す
挑
戦
的
な
制
作
を
歓
迎
す
る
助
言
（
期
待
）
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
へ
の
刺
激
が
大
歓
迎
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
大
歓
迎
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
へ
の
刺
激
と
し
て
大
歓
迎
も
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
ち
ょ
っ
と
だ
け
宣
伝
を
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
宣
伝
を
PR
（
宣
伝
）
と
い
う
宣
言
話
術
の
話
題
変
更
の
「
宣
伝
で
す
」
雑
談
話
術
話
題
変
更
宣
伝
で
す
大
学
祭
期
間
中
に
食
堂
2階
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
僕
が
所
属
す
る
写
真
部
の
写
真
展
『
瞬
間
ト
リ
ミ
ン
グ
』
を
開
催
し
ま
す
！
大
学
祭
期
間
中
に
食
堂
2階
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
僕
が
所
属
す
る
写
真
部
の
写
真
展
『
瞬
間
ト
リ
ミ
ン
グ
』
を
開
催
し
ま
す
！
学
園
祭
で
の
部
活
（
写
真
部
）
の
出
し
物
の
展
覧
会
の
告
知
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
文
化
祭
出
展
展
開
（
詳
細
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
文
化
祭
で
出
展
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
是
非
来
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
社
交
的
対
応
の
歓
迎
が
招
待
勧
誘
社
交
的
対
応
歓
迎
招
待
(＾
∀
＾
)ノ
へ
の
字
の
目
で
口
が
逆
Aで
左
手
出
を
挙
げ
て
い
る
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(＾
∀
＾
)ノ
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(＾
∀
＾
)ノ
お
ぉ
！
お
ぉ
！
お
お
と
い
う
感
嘆
表
記
感
動
詞
の
驚
き
が
「
お
ぉ
」
８
の
展
開
（
詳
細
）
→
反
応
（
感
嘆
）
感
動
詞
驚
き
お
ぉ
そ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
そ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
受
講
生
の
部
活
で
の
出
展
を
知
っ
た
驚
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
驚
き
反
応
（
驚
き
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
実
は
、
私
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
は
じ
め
ま
し
て
一
眼
レ
フ
の
趣
味
を
始
め
た
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
の
趣
味
が
一
眼
レ
フ
対
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
一
眼
レ
フ
下
手
な
が
ら
に
色
々
な
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
初
心
者
な
り
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
撮
影
自
己
開
示
の
趣
味
が
試
行
錯
誤
で
撮
影
対
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
試
行
錯
誤
で
撮
影
で
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
良
い
写
真
と
は
何
か
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
状
態
自
己
開
示
の
趣
味
で
発
想
が
浮
か
ば
な
い
対
応
（
詳
細
）
自
己
開
示
趣
味
発
想
が
浮
か
ば
な
い
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
そ
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
と
良
い
写
真
を
意
識
し
て
撮
影
し
て
も
思
い
通
り
に
仕
上
が
ら
な
い
状
態
自
己
開
示
の
趣
味
で
い
ま
い
ち
の
出
来
映
え
対
応
（
詳
細
）
自
己
開
示
趣
味
い
ま
い
ち
の
出
来
映
え
苦
労
し
て
い
ま
す
ま
だ
撮
影
に
く
ろ
う
し
て
い
る
段
階
と
い
う
報
告
自
己
開
示
の
趣
味
が
対
応
（
詳
細
）
自
己
開
示
趣
味
苦
労
し
て
い
る
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
と
て
も
興
味
が
あ
る
受
講
生
の
部
活
で
の
出
展
へ
の
興
味
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
興
味
８
の
勧
誘
→
反
応
（
興
味
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
興
味
相
手
の
記
述
内
容
に
興
味
が
あ
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
11
月
1日
は
鹿
児
島
出
張
、
2日
～
3日
は
両
親
が
来
る
出
張
や
来
客
の
予
定
と
展
覧
会
が
重
な
る
自
己
開
示
の
仕
事
の
予
定
が
出
張
や
来
客
反
応
（
理
由
）
自
己
開
示
仕
事
の
予
定
出
張
や
来
客
、
残
念
な
が
ら
い
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
参
加
で
き
そ
う
に
な
い
展
覧
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
断
り
反
応
（
理
由
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
断
り
相
手
の
記
述
内
容
に
断
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
報
告
依
頼
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
興
味
と
趣
味
の
カ
メ
ラ
撮
影
技
術
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
く
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
興
味
と
趣
味
の
カ
メ
ラ
撮
影
技
術
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
PR
と
招
待
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
PR
と
招
待
部
活
宣
伝
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
(＾
∀
＾
)ノ
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
お
ぉ
！
そ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
実
は
、
私
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
は
じ
め
ま
し
て
、
下
手
な
が
ら
に
色
々
な
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
そ
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
苦
労
し
て
い
ま
す
(^
^;
)\
nと
て
も
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
11
月
1日
は
鹿
児
島
出
張
、
2日
～
3日
は
両
親
が
来
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
い
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
(T
_T
)\
nよ
か
っ
た
ら
、
様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
B
8
4
2014/10/28
ち
ょ
っ
と
だ
け
宣
伝
を
。
大
学
祭
期
間
中
に
食
堂
2階
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
僕
が
所
属
す
る
写
真
部
の
写
真
展
『
瞬
間
ト
リ
ミ
ン
グ
』
を
開
催
し
ま
す
！
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
(＾
∀
＾
)ノ
話
術
の
話
題
変
更
と
し
て
宣
伝
で
す
と
書
い
て
か
ら
，
自
己
開
示
で
部
活
の
活
動
の
文
化
祭
で
出
展
す
る
こ
と
を
述
べ
て
，
社
交
的
対
応
の
歓
迎
と
し
て
先
生
を
招
待
す
る
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(＾
∀
＾
)
ノ
を
付
随
さ
せ
て
書
い
た
．
経
験
談
実
は
、
私
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
は
じ
め
ま
し
て
、
下
手
な
が
ら
に
色
々
な
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
そ
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
苦
労
し
て
い
ま
す
(^
^;
)
と
て
も
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
11
月
1日
は
鹿
児
島
出
張
、
2日
～
3日
は
両
親
が
来
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
い
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
(T
_T
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
興
味
を
示
し
，
自
己
開
示
で
仕
事
の
予
定
の
出
張
や
来
客
が
あ
る
た
め
に
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
こ
と
断
り
を
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(T
_T
)を
書
き
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
へ
の
希
望
を
非
言
語
仕
事
で
行
け
な
い
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
断
り
と
後
日
談
の
依
頼
仕
事
で
行
け
な
い
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
断
り
と
後
日
談
の
依
頼
感
動
詞
の
驚
き
と
し
て
お
ぉ
と
書
い
て
か
ら
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
を
書
き
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
一
眼
レ
フ
を
初
め
て
，
試
行
錯
誤
で
撮
影
し
て
い
る
が
，
発
想
が
得
か
ば
い
の
で
，
い
ま
い
ち
の
出
来
映
え
に
な
り
，
苦
労
し
て
い
る
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
随
し
た
書
い
た
．
冒
険
、
大
歓
迎
で
す
(笑
)
意
気
込
み
へ
の
歓
迎
意
気
込
み
へ
の
歓
迎
歓
迎
127
(T
_T
)
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(T
_T
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(T
_T
)
よ
か
っ
た
ら
、
様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
後
日
聞
か
せ
て
ほ
し
い
展
覧
会
の
様
子
（
要
望
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
希
望
反
応
（
情
報
提
供
依
頼
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
希
望
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
希
望
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
大
学
祭
の
写
真
展
は
昨
年
の
入
場
者
を
上
回
っ
て
大
盛
況
で
し
た
！
大
学
祭
の
写
真
展
は
昨
年
の
入
場
者
を
上
回
っ
て
大
盛
況
で
し
た
学
園
祭
で
の
部
活
（
写
真
部
）
の
展
覧
会
が
大
盛
況
だ
っ
た
報
告
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
文
化
祭
出
展
が
大
盛
況
９
の
反
応
（
情
報
提
供
依
頼
）
→
報
告
（
成
果
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
文
化
祭
出
展
が
大
盛
況
自
己
開
示
で
部
活
の
活
動
で
の
文
化
祭
出
展
が
大
盛
況
だ
っ
た
と
報
告
し
た
．
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
の
成
功
報
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
と
し
て
も
良
か
っ
た
が
，
教
員
が
受
講
生
に
返
答
す
る
よ
り
も
，
受
講
生
が
自
己
開
示
す
る
意
味
が
強
い
と
判
断
し
た
．
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
の
成
功
報
告
結
果
報
告
福
岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
福
岡
の
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
来
場
し
た
と
の
報
告
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
来
場
報
告
（
詳
細
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
来
場
構
図
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
な
ど
も
し
ま
し
た
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
構
図
等
の
助
言
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
の
助
言
報
告
（
詳
細
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
の
助
言
こ
れ
で
現
役
と
し
て
は
引
退
で
す
写
真
部
は
引
退
と
な
る
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
自
分
が
3年
生
で
引
退
報
告
（
結
果
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
自
分
が
3
年
生
で
引
退
４
年
生
の
み
で
来
年
の
大
学
祭
で
も
写
真
展
を
行
お
う
と
い
う
話
に
な
り
引
退
し
た
4年
生
で
も
来
年
に
出
展
し
た
い
意
気
込
み
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
来
年
4
年
生
で
も
出
店
希
望
報
告
（
今
後
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
来
年
4年
生
で
も
出
展
希
望
早
く
も
そ
の
構
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
引
退
す
る
部
員
同
士
で
構
想
を
練
り
始
め
た
報
告
自
己
開
示
で
部
活
動
の
活
動
の
来
年
4
年
生
で
も
出
店
構
想
報
告
（
今
後
）
自
己
開
示
部
活
の
活
動
来
年
4年
生
で
も
出
展
構
想
(＾
＾
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(＾
＾
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(＾
＾
)
お
ぉ
！
お
ぉ
！
お
お
と
い
う
感
嘆
表
記
感
動
詞
の
驚
き
が
「
お
ぉ
」
１
０
の
報
告
（
成
果
）
→
反
応
（
感
嘆
）
感
動
詞
驚
き
お
ぉ
大
学
祭
の
写
真
展
は
大
盛
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
大
学
祭
の
写
真
展
は
大
盛
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
学
園
祭
で
の
部
活
（
写
真
部
）
の
展
覧
会
が
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
良
か
っ
た
で
す
ね
！
良
か
っ
た
と
の
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(^
o^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
o^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(^
o^
)
し
か
も
、
プ
ロ
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
機
会
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
少
な
い
（
貴
重
な
）
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
助
言
を
も
ら
う
機
会
自
己
開
示
で
趣
味
の
機
会
が
少
な
い
プ
ロ
か
ら
の
助
言
１
０
の
報
告
（
詳
細
）
→
反
応
（
感
想
）
自
己
開
示
趣
味
機
会
が
少
な
い
プ
ロ
か
ら
の
助
言
羨
ま
し
い
限
り
で
す
貴
重
な
プ
ロ
か
ら
の
助
言
が
う
ら
や
ま
し
い
（
感
想
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
プ
ロ
か
ら
の
助
言
が
う
ら
や
ま
し
い
反
応
（
感
想
）
自
己
開
示
趣
味
プ
ロ
か
ら
の
助
言
が
う
ら
や
ま
し
い
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
の
結
果
報
告
の
成
功
に
対
す
る
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
の
結
果
報
告
の
成
功
に
対
す
る
共
感
共
感
良
か
っ
た
で
す
ね
！
(^
o^
)
し
か
も
、
プ
ロ
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
機
会
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
自
己
開
示
で
趣
味
の
機
会
が
少
な
い
プ
ロ
か
ら
の
助
言
を
，
プ
ロ
か
ら
の
助
言
が
う
ら
や
ま
し
い
と
書
い
た
．
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
プ
ロ
の
助
言
に
対
す
る
羨
ま
し
さ
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
プ
ロ
の
助
言
に
対
す
る
羨
ま
し
さ
担 当 教 員
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5
2014/11/4
お
ぉ
！
大
学
祭
の
写
真
展
は
大
盛
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
良
か
っ
た
で
す
ね
！
(^
o^
)し
か
も
、
プ
ロ
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
機
会
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
\n
\n
来
年
は
、
４
年
生
だ
け
の
写
真
展
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
展
示
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
輩
た
ち
の
糧
に
な
る
と
、
な
お
良
い
で
す
ね
！
(^
-^
)
感
動
詞
の
驚
き
の
お
ぉ
を
書
い
て
か
ら
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
共
感
し
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
o^
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
余
談
こ
れ
で
現
役
と
し
て
は
引
退
で
す
が
、
４
年
生
の
み
で
来
年
の
大
学
祭
で
も
写
真
展
を
行
お
う
と
い
う
話
に
な
り
、
早
く
も
そ
の
構
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
(＾
＾
)
自
己
開
示
で
部
活
の
活
動
が
自
分
が
3年
生
で
引
退
だ
が
，
来
年
4年
生
で
も
出
展
希
望
が
あ
り
，
来
年
4年
生
で
も
出
展
構
想
を
始
め
た
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(＾
＾
)を
付
随
さ
せ
て
書
い
た
．
文
化
祭
で
引
退
す
る
写
真
部
と
来
年
度
の
出
展
希
望
と
構
想
文
化
祭
で
引
退
す
る
写
真
部
と
来
年
度
の
出
展
希
望
と
構
想
羨
む
構
想
報
告
B
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5
2014/11/4
大
学
祭
の
写
真
展
は
昨
年
の
入
場
者
を
上
回
っ
て
大
盛
況
で
し
た
！
福
岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
構
図
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
な
ど
も
し
ま
し
た
。
\r
\n
こ
れ
で
現
役
と
し
て
は
引
退
で
す
が
、
４
年
生
の
み
で
来
年
の
大
学
祭
で
も
写
真
展
を
行
お
う
と
い
う
話
に
な
り
、
早
く
も
そ
の
構
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
(＾
＾
)
福
岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
構
図
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
な
ど
も
し
ま
し
た
。
自
己
開
示
で
部
活
の
活
動
で
の
文
化
祭
出
展
で
プ
ロ
来
場
が
あ
り
，
文
化
祭
出
展
で
の
プ
ロ
の
助
言
を
も
ら
え
た
と
報
告
し
た
．
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
プ
ロ
の
来
場
と
助
言
文
化
祭
で
の
写
真
部
の
出
展
へ
の
プ
ロ
の
来
場
と
助
言
望
を
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
よ
か
っ
た
ら
、
様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
128
来
年
は
、
４
年
生
だ
け
の
写
真
展
を
開
く
と
い
う
こ
と
引
退
し
た
4年
生
に
よ
る
来
年
の
出
展
計
画
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
０
の
報
告
（
今
後
）
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
展
示
し
て
下
さ
い
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
の
助
言
を
踏
ま
え
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
展
示
会
の
開
催
の
期
待
（
喚
起
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
応
援
反
応
（
応
援
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
応
援
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
輩
た
ち
の
糧
に
な
る
と
、
な
お
良
い
で
す
ね
！
引
退
し
た
4年
生
に
よ
る
来
年
の
出
展
が
後
輩
に
も
刺
激
に
な
る
こ
と
が
良
い
と
の
助
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
期
待
反
応
（
展
望
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
期
待
相
手
の
記
述
内
容
を
期
待
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
私
は
よ
く
周
り
か
ら
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
と
言
わ
れ
る
仲
間
か
ら
指
摘
さ
れ
る
美
的
セ
ン
ス
の
難
し
さ
（
ず
れ
？
）
の
告
白
自
己
開
示
で
美
的
セ
ン
ス
が
周
囲
か
ら
や
や
不
足
の
評
価
原
因
（
セ
ン
ス
）
自
己
開
示
美
的
セ
ン
ス
周
囲
か
ら
や
や
不
足
の
評
価
自
己
開
示
で
美
的
セ
ン
ス
は
周
囲
か
ら
や
や
不
足
の
評
価
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
美
的
セ
ン
ス
の
影
響
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
美
的
セ
ン
ス
の
影
響
プ
レ
ゼ
ン
セ
ン
ス
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
落
ち
着
く
か
見
通
し
が
立
た
ず
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
が
確
定
で
き
る
か
見
通
せ
な
い
と
い
う
告
白
実
習
の
制
作
目
標
の
デ
ザ
イ
ン
結
果
が
見
通
せ
な
い
見
通
し
実
習
制
作
目
標
デ
ザ
イ
ン
結
果
が
見
通
せ
な
い
わ
り
と
不
安
見
通
せ
な
い
こ
と
に
不
安
が
あ
る
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
が
不
安
心
理
学
習
意
欲
自
信
不
安
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
仕
上
げ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
希
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
(汗
)
汗
の
表
記
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
が
（
汗
）
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
（
汗
）
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
仲
間
か
ら
指
摘
さ
れ
る
美
的
セ
ン
ス
の
難
し
さ
（
ず
れ
？
）
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
２
の
原
因
（
セ
ン
ス
）
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(^
^;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
実
は
、
私
も
大
学
時
代
の
師
匠
か
ら
美
的
セ
ン
ス
が
な
い
と
言
わ
れ
た
担
当
教
員
も
恩
師
か
ら
指
摘
さ
れ
た
美
的
セ
ン
ス
の
難
し
さ
（
ず
れ
？
）
の
自
己
開
示
自
己
開
示
で
美
的
セ
ン
ス
が
恩
師
か
ら
無
い
の
評
価
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
美
的
セ
ン
ス
恩
師
か
ら
無
い
の
評
価
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
感
性
の
問
題
な
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
・
・
・
。
感
性
の
問
題
な
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
・
・
・
難
し
い
感
性
（
セ
ン
ス
）
の
問
題
自
己
開
示
で
セ
ン
ス
の
考
え
が
難
し
い
反
応
（
考
え
）
自
己
開
示
セ
ン
ス
の
考
え
難
し
い
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
た
め
に
は
、
美
的
な
作
品
を
多
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
た
め
に
は
、
美
的
な
作
品
を
多
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
た
め
の
多
く
の
美
的
な
作
品
の
観
察
（
鑑
賞
）
自
己
開
示
で
セ
ン
ス
の
向
上
が
多
く
の
作
品
を
観
察
助
言
自
己
開
示
セ
ン
ス
の
向
上
多
く
作
品
を
観
察
美
的
セ
ン
ス
の
向
上
の
た
め
の
作
品
観
察
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
た
め
の
授
業
で
の
相
互
評
価
実
習
の
制
作
目
標
の
デ
ザ
イ
ン
結
果
が
見
通
せ
な
い
と
学
習
意
欲
の
自
信
が
不
安
で
あ
る
が
，
意
気
込
み
と
し
て
は
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
の
（
汗
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
制
作
目
標
の
見
通
し
不
安
と
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
制
作
目
標
の
見
通
し
不
安
と
意
気
込
み
不
安
私
は
よ
く
周
り
か
ら
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
と
言
わ
れ
る
の
で
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
落
ち
着
く
か
見
通
し
が
立
た
ず
わ
り
と
不
安
で
す
が
、
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
(汗
)
担 当 教 員
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6
2014/11/11
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
(^
^;
)実
は
、
私
も
大
学
時
代
の
師
匠
か
ら
美
的
セ
ン
ス
が
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
(笑
)感
性
の
問
題
な
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
・
・
・
。
\n
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
た
め
に
は
、
美
的
な
作
品
を
多
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
何
を
学
ぶ
か
・
・
・
で
す
ね
。
図
の
配
置
や
配
色
、
大
き
さ
等
々
、
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
る
は
ず
で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
B
12
6
2014/11/11
私
は
よ
く
周
り
か
ら
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
と
言
わ
れ
る
の
で
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
落
ち
着
く
か
見
通
し
が
立
た
ず
わ
り
と
不
安
で
す
が
、
ど
う
に
か
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
(汗
)\
r\
n
助
言
美
的
セ
ン
ス
に
や
や
難
有
り
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
(^
^;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
を
書
い
て
か
ら
，
自
己
開
示
で
美
的
セ
ン
ス
は
恩
師
か
ら
無
い
の
評
価
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を
非
言
語
表
現
の
笑
い
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
受
講
生
の
美
的
セ
ン
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
担
当
教
員
の
経
験
談
受
講
生
の
美
的
セ
ン
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
担
当
教
員
の
経
験
談
経
験
談
実
は
、
私
も
大
学
時
代
の
師
匠
か
ら
美
的
セ
ン
ス
が
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
(笑
)
自
己
開
示
で
セ
ン
ス
の
考
え
を
難
し
い
と
書
き
，
セ
ン
ス
の
向
上
は
多
く
の
作
品
を
観
察
し
て
，
観
察
か
ら
何
を
学
ぶ
か
だ
と
助
言
し
，
講
義
内
容
の
補
足
と
し
て
配
置
・
配
色
・
大
き
さ
な
ど
が
あ
美
的
セ
ン
ス
の
向
上
の
た
め
の
作
品
観
察
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
た
め
の
授
業
で
の
相
互
評
価
応
援
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
輩
た
ち
の
糧
に
な
る
と
、
な
お
良
い
で
す
ね
！
(^
-^
)
来
年
は
、
４
年
生
だ
け
の
写
真
展
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
展
示
し
て
下
さ
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
応
援
し
て
期
待
す
る
と
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-
^)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
写
真
部
を
引
退
し
て
も
来
年
度
の
文
化
祭
で
4年
生
と
し
て
出
展
す
る
構
想
へ
の
応
援
と
期
待
写
真
部
を
引
退
し
て
も
来
年
度
の
文
化
祭
で
4年
生
と
し
て
出
展
す
る
構
想
へ
の
応
援
と
期
待
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そ
こ
で
、
何
を
学
ぶ
か
・
・
・
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
何
を
学
ぶ
か
・
・
・
で
す
ね
問
わ
れ
る
多
く
の
美
的
な
作
品
の
観
察
（
鑑
賞
）
か
ら
何
を
学
ぶ
か
自
己
開
示
で
セ
ン
ス
の
向
上
が
観
察
か
ら
何
を
学
ぶ
か
助
言
自
己
開
示
セ
ン
ス
の
向
上
観
察
か
ら
何
を
学
ぶ
か
図
の
配
置
や
配
色
、
大
き
さ
等
々
、
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
る
は
ず
で
す
。
図
の
配
置
や
配
色
、
大
き
さ
等
々
、
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
る
は
ず
で
す
美
的
な
作
品
の
観
察
（
鑑
賞
）
か
ら
学
べ
る
配
置
配
色
大
き
さ
な
ど
講
義
の
補
足
で
配
置
・
配
色
・
大
き
さ
な
ど
助
言
講
義
補
足
配
置
・
配
色
・
大
き
さ
な
ど
今
日
の
授
業
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
本
日
（
次
回
）
の
授
業
で
他
の
受
講
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
相
互
評
価
す
る
告
知
実
習
の
予
告
で
デ
ザ
イ
ン
の
相
互
評
価
展
望
実
習
予
告
デ
ザ
イ
ン
の
相
互
評
価
今
後
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
ね
他
の
受
講
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
参
考
に
し
て
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
参
考
に
し
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
B
14
7
2014/11/18
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
3連
休
中
に
尾
道
散
策
を
目
的
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
連
休
に
散
策
目
的
の
ド
ラ
イ
ブ
し
た
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
旅
行
の
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
報
告
１
の
展
開
（
例
示
，
ツ
ー
リ
ン
グ
）
→
自
己
開
示
（
ド
ラ
イ
ブ
）
を
返
報
？
自
己
開
示
旅
行
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
報
告
実
は
目
的
は
も
う
1つ
散
策
以
外
の
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
も
告
白
国
道
2号
線
経
由
で
山
口
県
岩
国
市
の
玖
珂
に
あ
る
、
「
い
ろ
り
山
賊
」
と
い
う
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
程
の
、
山
賊
料
理
の
店
で
食
事
を
す
る
た
め
で
す
。
国
道
2号
線
経
由
で
山
口
県
岩
国
市
の
玖
珂
に
あ
る
、
「
い
ろ
り
山
賊
」
と
い
う
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
程
の
、
山
賊
料
理
の
店
で
食
事
を
す
る
た
め
で
す
。
散
策
先
の
地
元
で
有
名
な
山
賊
料
理
の
お
店
に
行
く
目
的
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
ほ
し
い
山
賊
料
理
お
店
自
己
開
示
で
旅
行
の
山
賊
料
理
店
の
検
索
推
奨
推
薦
自
己
開
示
旅
行
山
賊
料
理
店
の
検
索
推
奨
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
で
す
！
山
賊
料
理
の
お
店
に
は
夕
食
が
お
奨
め
と
い
う
情
報
提
供
自
己
開
示
で
旅
行
の
夕
食
が
お
す
す
め
助
言
自
己
開
示
旅
行
夕
食
が
お
す
す
め
「
い
ろ
り
山
賊
」
で
す
か
？
「
い
ろ
り
山
賊
」
で
す
か
？
地
元
で
有
名
な
山
賊
料
理
の
お
店
の
質
問
（
確
認
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
６
の
自
己
開
示
（
目
的
地
）
と
推
薦
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
は
初
耳
で
す
ね
ぇ
！
そ
れ
は
初
耳
で
す
ね
ぇ
！
知
ら
な
か
っ
た
地
元
で
有
名
な
山
賊
料
理
の
お
店
（
告
白
）
自
己
開
示
で
旅
行
の
初
耳
の
山
賊
料
理
店
反
応
（
感
想
）
自
己
開
示
旅
行
初
耳
の
山
賊
料
理
店
玖
珂
は
、
山
陽
自
動
車
道
で
通
過
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
自
動
車
道
で
通
過
は
し
た
こ
と
が
あ
る
受
講
生
が
散
策
し
た
地
域
自
己
開
示
で
旅
行
の
山
陽
自
動
車
道
で
玖
珂
を
通
過
自
己
開
示
（
経
験
）
自
己
開
示
旅
行
山
陽
自
動
車
道
で
玖
珂
を
通
過
そ
こ
で
降
り
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
自
動
車
道
を
そ
の
地
域
で
降
り
た
こ
と
は
無
い
と
い
う
告
白
自
己
開
示
で
旅
行
の
岩
国
の
立
ち
寄
り
経
験
無
自
己
開
示
（
経
験
）
自
己
開
示
旅
行
岩
国
の
立
ち
寄
り
経
験
無
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
知
ら
な
か
っ
た
山
賊
料
理
店
知
ら
な
か
っ
た
山
賊
料
理
店
経
験
談
玖
珂
は
、
山
陽
自
動
車
道
で
通
過
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
降
り
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
(笑
)
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「
い
ろ
り
山
賊
」
で
す
か
？
そ
れ
は
初
耳
で
す
ね
ぇ
！
玖
珂
は
、
山
陽
自
動
車
道
で
通
過
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
降
り
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
(笑
)\
n
で
も
、
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
程
、
有
名
な
店
と
い
う
の
は
興
味
を
駆
り
立
て
ま
す
ね
ぇ
！
し
か
も
、
「
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
」
と
い
う
の
が
、
さ
ら
に
面
白
さ
を
増
し
そ
う
で
す
(笑
)\
nぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
情
報
、
あ
り
が
と
う
！
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
，
自
己
開
示
の
旅
行
で
初
耳
の
山
賊
料
理
店
で
あ
り
，
山
陽
自
動
車
道
で
玖
珂
を
通
過
し
た
が
，
岩
国
の
立
ち
寄
り
経
験
無
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
B
16
8
2014/11/25
3連
休
中
に
尾
道
散
策
を
目
的
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
目
的
は
も
う
1つ
。
国
道
2号
線
経
由
で
山
口
県
岩
国
市
の
玖
珂
に
あ
る
、
「
い
ろ
り
山
賊
」
と
い
う
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
程
の
、
山
賊
料
理
の
店
で
食
事
を
す
る
た
め
で
す
。
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
(夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
で
す
！
)
3連
休
中
に
尾
道
散
策
を
目
的
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
目
的
は
も
う
1つ
。
自
己
開
示
で
旅
行
の
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
報
告
で
，
山
賊
料
理
店
も
目
的
地
だ
っ
た
こ
と
と
，
さ
ら
に
そ
の
山
賊
料
理
店
の
検
索
推
奨
を
し
て
，
夕
食
が
お
す
す
め
と
書
い
た
．
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
で
の
山
賊
料
理
店
の
報
告
と
推
奨
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
(夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
で
す
！
)
今
日
の
授
業
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
尾
道
ド
ラ
イ
ブ
で
の
山
賊
料
理
店
の
報
告
と
推
奨
旅
行
報
告
自
己
開
示
で
旅
行
の
山
賊
料
理
店
も
目
的
地
自
己
開
示
（
目
的
地
）
自
己
開
示
旅
行
山
賊
料
理
店
も
目
的
地
セ
グ
メ
ン
ト
の
異
な
る
着
目
点
を
統
合
し
た
さ
な
ど
が
あ
る
と
助
言
し
，
実
習
の
予
告
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
相
互
評
価
が
あ
る
の
で
，
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
，
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
130
で
も
、
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
程
、
有
名
な
店
と
い
う
の
は
興
味
を
駆
り
立
て
ま
す
ね
ぇ
！
山
口
県
民
で
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
程
、
有
名
な
店
と
い
う
の
は
興
味
を
駆
り
立
て
ま
す
ね
ぇ
！
山
賊
料
理
の
お
店
が
地
元
で
有
名
と
い
う
点
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
告
白
自
己
開
示
で
旅
行
の
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
告
白
１
６
の
自
己
開
示
（
目
的
地
）
と
推
薦
→
反
応
（
興
味
）
自
己
開
示
旅
行
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
告
白
「
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
」
と
い
う
の
が
、
さ
ら
に
面
白
さ
を
増
し
そ
う
で
す
山
賊
料
理
の
お
店
に
は
夕
食
が
お
奨
め
と
い
う
情
報
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
る
自
己
開
示
で
旅
行
の
夕
食
へ
の
興
味
告
白
反
応
（
興
味
の
詳
細
）
自
己
開
示
旅
行
夕
食
へ
の
興
味
告
白
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
山
賊
料
理
の
お
店
に
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
自
己
開
示
で
旅
行
の
山
賊
料
理
店
の
訪
問
意
気
込
み
反
応
（
希
望
）
自
己
開
示
旅
行
山
賊
料
理
店
の
訪
問
意
気
込
み
情
報
、
あ
り
が
と
う
！
情
報
、
あ
り
が
と
う
！
山
賊
料
理
の
お
店
の
情
報
提
供
に
感
謝
自
己
開
示
で
旅
行
の
情
報
提
供
へ
の
感
謝
反
応
（
感
謝
）
自
己
開
示
旅
行
情
報
提
供
へ
の
感
謝
今
は
車
の
運
転
は
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
機
会
の
多
い
自
動
車
の
運
転
自
己
開
示
で
趣
味
の
自
動
車
の
運
転
１
７
の
反
応
（
感
謝
）
→
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
車
の
運
転
い
つ
か
原
付
に
は
乗
り
た
い
で
す
原
付
自
転
車
に
乗
り
た
い
と
い
う
希
望
自
己
開
示
で
趣
味
の
原
付
へ
の
憧
れ
展
開
（
少
し
別
の
夢
）
自
己
開
示
趣
味
原
付
へ
の
憧
れ
そ
れ
も
、
あ
え
て
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
展
開
（
夢
の
詳
細
）
自
己
開
示
趣
味
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、
日
本
が
誇
る
名
車
で
す
よ
。
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、
日
本
が
誇
る
名
車
で
す
よ
日
本
が
誇
る
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
と
い
う
評
価
自
己
開
示
で
趣
味
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
名
車
１
８
の
展
開
（
夢
の
詳
細
）
→
反
応
（
解
説
）
自
己
開
示
趣
味
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
名
車
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
乗
車
経
験
の
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
乗
車
経
験
展
開
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
乗
車
経
験
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
付
い
て
い
る
の
に
、
ク
ラ
ッ
チ
が
必
要
な
い
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
で
も
ク
ラ
ッ
チ
は
必
要
が
無
い
と
い
う
話
の
提
供
自
己
開
示
で
趣
味
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
解
説
展
開
（
詳
細
）
自
己
開
示
趣
味
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
解
説
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
で
す
ク
ラ
ッ
チ
は
必
要
が
無
い
点
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
評
価
自
己
開
示
で
趣
味
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
素
晴
ら
し
い
展
開
（
印
象
）
自
己
開
示
趣
味
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
素
晴
ら
し
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
で
も
、
ま
た
何
で
車
か
ら
カ
ブ
に
乗
り
換
え
た
い
ん
で
す
か
？
で
も
、
ま
た
何
で
車
か
ら
カ
ブ
に
乗
り
換
え
た
い
ん
で
す
か
？
な
ぜ
自
動
車
の
運
転
を
し
て
い
る
の
に
原
付
の
カ
ブ
に
乗
り
た
い
の
か
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
１
８
の
展
開
（
夢
の
詳
細
）
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
を
書
い
た
．
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
に
な
ぜ
興
味
を
も
っ
た
か
？
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
に
な
ぜ
興
味
を
も
っ
た
か
？
質
問
車
で
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
の
も
好
き
で
す
自
動
車
で
の
ド
ラ
イ
ブ
も
好
き
と
い
う
告
白
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
回
答
１
９
の
質
問
→
回
答
の
前
置
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
『
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
、
原
付
で
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
企
画
が
あ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
原
付
を
使
っ
た
企
画
が
あ
っ
た
と
い
う
話
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
原
付
ド
ラ
イ
ブ
企
画
回
答
（
理
由
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
原
付
ド
ラ
イ
ブ
企
画
「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
は
対
話
様
相
の
要
素
に
も
な
る
か
？
B
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
の
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
い
う
TV
番
組
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
の
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
い
う
TV
番
組
趣
味
回
答
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
は
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
に
な
り
そ
う
だ
が
，
個
別
の
語
句
と
し
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
汎
用
性
が
低
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
は
対
話
様
相
の
要
素
に
も
な
る
か
？
解
説
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
付
い
て
い
る
の
に
、
ク
ラ
ッ
チ
が
必
要
な
い
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
で
す
(笑
)
9
2014/12/2
今
は
車
の
運
転
は
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
原
付
に
は
乗
り
た
い
で
す
。
そ
れ
も
、
あ
え
て
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
。
(笑
)
今
は
車
の
運
転
は
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
原
付
に
は
乗
り
た
い
で
す
。
興
味
し
か
も
、
「
夜
に
行
く
の
が
お
勧
め
」
と
い
う
の
が
、
さ
ら
に
面
白
さ
を
増
し
そ
う
で
す
(笑
)
B
2
0
10
2014/12/9
車
で
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
の
も
好
き
で
す
が
、
『
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
、
原
付
で
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
企
画
が
あ
り
、
(確
か
当
時
は
ま
だ
大
学
生
の
)大
泉
洋
さ
ん
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
カ
ブ
を
運
転
す
る
姿
を
見
て
、
こ
う
い
う
珍
道
中
を
や
っ
て
み
る
の
も
面
白
そ
う
だ
な
と
い
う
半
ば
く
だ
ら
な
い
関
心
に
よ
る
も
の
で
す
(笑
)
車
で
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
の
も
好
き
で
す
が
、
『
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
、
原
付
で
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
企
画
が
あ
り
、
(確
か
当
時
は
ま
だ
大
学
生
の
)大
泉
洋
さ
ん
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
カ
ブ
を
運
転
す
る
姿
を
見
て
、
こ
う
い
う
珍
道
中
を
や
っ
て
み
る
の
も
面
白
そ
う
だ
な
と
い
う
半
ば
く
だ
ら
な
い
関
心
に
よ
る
も
の
で
す
(笑
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
を
し
て
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
ド
ラ
イ
ブ
企
画
に
つ
い
て
の
番
組
の
興
味
告
白
を
し
て
，
く
だ
ら
な
い
理
由
と
の
告
白
を
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
そ
れ
も
、
あ
え
て
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
。
(笑
)
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、
日
本
が
誇
る
名
車
で
す
よ
。
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
付
い
て
い
る
の
に
、
ク
ラ
ッ
チ
が
必
要
な
い
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
で
す
(笑
)\
n\
nで
も
、
ま
た
何
で
車
か
ら
カ
ブ
に
乗
り
換
え
た
い
ん
で
す
か
？
自
己
開
示
の
趣
味
で
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
名
車
で
あ
り
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
乗
車
経
験
を
述
べ
て
，
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
解
説
と
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
素
晴
ら
し
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
名
車
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
素
晴
ら
し
さ
の
解
説
名
車
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
素
晴
ら
し
さ
の
解
説
自
己
開
示
の
趣
味
で
車
の
運
転
と
原
付
へ
の
憧
れ
が
あ
り
，
特
に
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
が
あ
る
こ
と
を
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
原
付
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
<3
>②
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
当
初
は
，
「
１
７
の
反
応
（
感
謝
）
→
反
応
（
自
己
開
示
）
」
だ
っ
た
が
，
間
接
的
に
感
謝
が
自
己
開
示
を
促
し
た
よ
う
だ
し
，
話
題
を
切
り
替
え
て
い
る
（
車
で
の
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
原
付
に
チ
ェ
ン
ジ
）
こ
と
か
ら
も
，
直
接
的
に
話
題
が
連
鎖
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
は
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
に
な
る
か
？
原
付
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
へ
の
憧
れ
趣
味
憧
れ
18
自
己
開
示
の
旅
行
で
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
を
告
白
し
，
夕
食
へ
の
興
味
告
白
も
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
書
き
，
自
己
開
示
の
旅
行
の
山
賊
料
理
店
の
訪
問
意
気
込
み
と
情
報
提
供
へ
の
感
謝
を
書
い
た
．
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
と
情
報
提
供
へ
の
感
謝
山
賊
料
理
店
へ
の
興
味
と
情
報
提
供
へ
の
感
謝
131
(確
か
当
時
は
ま
だ
大
学
生
の
)大
泉
洋
さ
ん
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
カ
ブ
を
運
転
す
る
姿
を
見
て
、
こ
う
い
う
珍
道
中
を
や
っ
て
み
る
の
も
面
白
そ
う
だ
な
原
付
を
運
転
し
て
旅
す
る
タ
レ
ン
ト
の
姿
を
み
て
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
番
組
で
か
ら
の
興
味
告
白
回
答
（
理
由
）
自
己
開
示
趣
味
番
組
の
興
味
告
白
と
い
う
半
ば
く
だ
ら
な
い
関
心
に
よ
る
も
の
で
す
た
い
し
た
理
由
で
も
な
い
関
心
と
の
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
を
く
だ
ら
な
い
理
由
と
の
告
白
回
答
（
理
由
）
自
己
開
示
趣
味
く
だ
ら
な
い
理
由
と
の
告
白
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
お
ぉ
！
お
ぉ
！
お
お
と
い
う
感
嘆
表
記
感
動
詞
の
驚
き
が
「
お
ぉ
」
２
０
の
回
答
（
理
由
）
→
感
嘆
感
動
詞
驚
き
お
ぉ
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
す
か
！
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
す
か
！
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
確
認
（
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
０
の
回
答
（
理
由
）
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
私
も
大
好
き
な
番
組
で
す
！
！
私
も
大
好
き
な
番
組
で
す
！
！
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
は
大
好
き
と
い
う
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
同
じ
TV
番
組
好
き
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
同
じ
TV
番
組
好
き
今
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
再
放
送
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
全
部
録
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
再
放
送
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
全
部
録
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
中
の
使
っ
た
企
画
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
を
録
画
し
て
い
る
と
の
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
を
欠
か
さ
ず
録
画
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
を
欠
か
さ
ず
録
画
こ
の
番
組
、
面
白
い
で
す
よ
ね
ぇ
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
は
面
白
い
と
い
う
共
感
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
展
開
（
印
象
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
は
面
白
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
は
、
「
大
泉
シ
ェ
フ
の
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
だ
っ
た
か
な
？
今
は
、
「
大
泉
シ
ェ
フ
の
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
だ
っ
た
か
な
？
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
現
在
放
映
中
の
企
画
の
確
認
（
想
起
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
現
在
の
企
画
報
告
反
応
（
情
報
提
供
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
現
在
の
企
画
報
告
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
現
在
の
企
画
報
告
を
書
い
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
情
報
提
供
原
付
で
日
本
列
島
縦
断
の
旅
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
原
付
で
日
本
列
島
縦
断
の
旅
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
見
た
こ
と
が
あ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
原
付
を
使
っ
た
企
画
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
原
付
の
企
画
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
原
付
の
企
画
た
だ
、
最
近
の
も
の
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
大
学
生
時
代
に
カ
ブ
に
四
苦
八
苦
す
る
大
泉
さ
ん
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
最
近
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
企
画
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
告
白
自
己
開
示
で
趣
味
の
過
去
の
TV
番
組
の
未
視
聴
を
告
白
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
過
去
の
TV
番
組
の
未
視
聴
を
告
白
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
確
か
、
ダ
ル
マ
を
後
ろ
に
乗
せ
て
ウ
ィ
リ
ー
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
原
付
を
使
っ
た
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
確
認
自
己
開
示
で
趣
味
の
過
去
の
過
去
の
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
確
認
反
応
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
過
去
の
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
確
認
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
私
も
早
く
見
た
い
で
す
。
私
も
早
く
見
た
い
で
す
そ
の
企
画
を
見
て
み
た
い
と
い
う
希
望
自
己
開
示
で
趣
味
の
過
去
の
TV
番
組
の
視
聴
希
望
反
応
（
希
望
）
自
己
開
示
趣
味
過
去
の
TV
番
組
の
視
聴
希
望
先
生
も
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
で
し
た
か
！
先
生
も
"ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
"で
し
た
か
！
担
当
教
員
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
フ
ァ
ン
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
（
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
？
）
で
あ
る
こ
と
の
驚
き
と
感
動
（
共
感
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
２
１
の
反
応
（
自
己
開
示
）
→
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
を
書
い
た
．
担
当
教
員
の
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
フ
ァ
ン
公
言
へ
の
反
応
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
担
当
教
員
の
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
フ
ァ
ン
公
言
へ
の
反
応
歓
喜
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
い
え
ば
、
荒
れ
地
を
開
墾
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
パ
イ
生
地
の
話
、
そ
し
て
大
泉
か
ら
あ
の
名
言
が
飛
び
出
す
流
れ
は
見
も
の
で
す
。
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
い
え
ば
、
荒
れ
地
を
開
墾
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
パ
イ
生
地
の
話
、
そ
し
て
大
泉
か
ら
あ
の
名
言
が
飛
び
出
す
流
れ
は
見
も
の
で
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
他
の
企
画
で
の
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
評
価
（
感
想
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
展
開
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
夏
野
菜
の
企
画
自
己
開
示
で
TV
番
組
の
夏
野
菜
企
画
を
書
い
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
感
想
共
有
趣
味
希
望
た
だ
、
最
近
の
も
の
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
大
学
生
時
代
に
カ
ブ
に
四
苦
八
苦
す
る
大
泉
さ
ん
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
(笑
)
確
か
、
ダ
ル
マ
を
後
ろ
に
乗
せ
て
ウ
ィ
リ
ー
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
(笑
)
B
2
2
11
2014/12/16
先
生
も
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
で
し
た
か
！
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
い
え
ば
、
荒
れ
地
を
開
墾
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
パ
イ
生
地
の
話
、
そ
し
て
大
泉
か
ら
あ
の
名
言
が
飛
び
出
す
流
れ
は
見
も
の
で
す
。
\r
\n
\r
\n
最
近
の
、
と
い
う
と
東
京
か
ら
四
国
を
目
指
す
原
付
の
旅
第
3弾
で
す
か
ね
？
荷
台
に
マ
ル
シ
ン
を
載
せ
て
走
ら
せ
る
ミ
ス
タ
ー
の
苦
悶
す
る
姿
が
面
白
か
っ
た
で
す
が
(笑
)
同
じ
く
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
の
公
言
同
じ
く
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
の
公
言
自
己
開
示
こ
の
番
組
、
面
白
い
で
す
よ
ね
ぇ
(
^
^
)
<4
>②
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
の
検
討
で
，
下
の
セ
ル
と
順
序
を
入
れ
替
え
た
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
原
付
の
企
画
い
つ
い
て
，
過
去
の
TV
番
組
の
未
視
聴
を
告
白
し
，
さ
ら
に
自
己
開
示
の
趣
味
の
過
去
の
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
確
認
と
過
去
の
TV
番
組
の
視
聴
希
望
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
に
関
連
し
て
の
過
去
の
原
付
企
画
の
視
聴
希
望
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
に
関
連
し
て
の
過
去
の
原
付
企
画
の
視
聴
希
望
担 当 教 員
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お
ぉ
！
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
す
か
！
私
も
大
好
き
な
番
組
で
す
！
！
今
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
再
放
送
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
全
部
録
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
、
「
大
泉
シ
ェ
フ
の
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
だ
っ
た
か
な
？
こ
の
番
組
、
面
白
い
で
す
よ
ね
ぇ
(^
^)
\n
\n
原
付
で
日
本
列
島
縦
断
の
旅
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
最
近
の
も
の
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
大
学
生
時
代
に
カ
ブ
に
四
苦
八
苦
す
る
大
泉
さ
ん
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
(笑
)確
か
、
ダ
ル
マ
を
後
ろ
に
乗
せ
て
ウ
ィ
リ
ー
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
(笑
)私
も
早
く
見
た
い
で
す
。
感
動
詞
の
驚
き
の
お
ぉ
を
書
き
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
か
ら
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
同
じ
TV
番
組
好
き
と
書
き
，
TV
番
組
を
欠
か
さ
ず
録
画
し
て
お
り
，
TV
番
組
は
面
白
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
い
と
思
い
避
け
た
が
，
テ
ー
マ
で
は
対
話
の
流
れ
で
強
い
と
思
い
復
活
さ
せ
た
．
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
132
最
近
の
、
と
い
う
と
東
京
か
ら
四
国
を
目
指
す
原
付
の
旅
第
3弾
で
す
か
ね
？
最
近
の
、
と
い
う
と
東
京
か
ら
四
国
を
目
指
す
原
付
の
旅
第
3弾
で
す
か
ね
？
担
当
教
員
が
最
近
と
い
っ
て
い
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
企
画
の
確
認
（
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
２
１
の
反
応
（
自
己
開
示
）
→
反
応
（
確
認
の
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
荷
台
に
マ
ル
シ
ン
を
載
せ
て
走
ら
せ
る
ミ
ス
タ
ー
の
苦
悶
す
る
姿
が
面
白
か
っ
た
で
す
が
最
近
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
企
画
で
の
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
報
告
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
展
開
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
は
面
白
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。
"ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
"っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
フ
ァ
ン
の
こ
と
を
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
（
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
？
）
と
呼
ぶ
こ
と
の
確
認
（
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
２
の
反
応
（
共
感
）
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
は
じ
め
て
知
っ
た
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
（
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
？
）
と
呼
ぶ
こ
と
（
告
白
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
「
ど
う
で
し
ょ
う
侍
」
が
初
耳
展
開
（
感
想
）
自
己
開
示
趣
味
「
ど
う
で
し
ょ
う
侍
」
が
初
耳
そ
う
で
す
、
私
も
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
で
す
担
当
教
員
は
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
（
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
？
）
で
あ
る
こ
と
の
同
意
（
認
知
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
回
答
２
２
の
反
応
（
共
感
）
→
反
応
（
回
答
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
面
白
い
で
す
よ
ね
。
夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
面
白
い
で
す
よ
ね
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
他
の
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
面
白
い
と
い
う
同
意
見
（
同
評
価
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
２
２
の
展
開
（
自
己
開
示
）
→
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
パ
イ
生
地
を
何
度
も
腐
ら
せ
る
内
に
、
大
泉
さ
ん
も
腐
っ
て
い
く
様
が
最
高
で
す
。
パ
イ
生
地
を
何
度
も
腐
ら
せ
る
内
に
、
大
泉
さ
ん
も
腐
っ
て
い
く
様
が
最
高
で
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
他
の
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
面
白
い
箇
所
の
提
示
と
評
価
（
感
想
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
展
開
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
は
面
白
い
「
奥
さ
ん
、
わ
か
る
で
し
ょ
う
？
大
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
イ
喰
わ
ね
ぇ
か
？
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
大
爆
笑
も
の
で
す
ね
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
他
の
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
面
白
い
箇
所
の
再
現
と
評
価
（
感
想
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
展
開
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
は
面
白
い
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
o^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(^
o^
)
そ
う
、
高
知
県
は
桂
浜
を
目
指
す
旅
で
す
。
そ
う
、
高
知
県
は
桂
浜
を
目
指
す
旅
で
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
の
他
の
企
画
の
テ
ー
マ
の
確
認
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
次
回
企
画
の
情
報
提
供
２
２
の
反
応
（
確
認
の
質
問
）
→
反
応
（
回
答
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
次
回
企
画
の
情
報
提
供
全
国
の
蕎
麦
屋
さ
ん
が
ミ
ス
タ
ー
を
涙
な
が
ら
に
応
援
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
他
の
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
提
示
と
推
測
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
反
響
推
測
展
開
（
予
想
）
自
己
開
示
趣
味
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
反
響
推
測
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
の
次
回
企
画
の
情
報
提
供
と
TV
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
反
響
推
測
に
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
の
反
響
予
想
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
の
反
響
予
想
反
響
予
想
全
国
の
蕎
麦
屋
さ
ん
が
ミ
ス
タ
ー
を
涙
な
が
ら
に
応
援
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
(笑
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
「
ど
う
で
し
ょ
う
侍
」
が
初
耳
と
書
き
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
た
．
初
耳
の
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
と
自
身
は
そ
う
だ
と
の
公
言
初
耳
の
「
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
」
と
自
身
は
そ
う
だ
と
の
公
言
公
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
o^
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
感
想
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
夏
野
菜
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
感
想
共
感
担 当 教 員
2
3
11
2014/12/16
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
私
も
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
で
す
(笑
)\
n夏
野
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
面
白
い
で
す
よ
ね
。
パ
イ
生
地
を
何
度
も
腐
ら
せ
る
内
に
、
大
泉
さ
ん
も
腐
っ
て
い
く
様
が
最
高
で
す
。
「
奥
さ
ん
、
わ
か
る
で
し
ょ
う
？
大
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
イ
喰
わ
ね
ぇ
か
？
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
大
爆
笑
も
の
で
す
ね
(^
0^
)\
n\
nそ
う
、
高
知
県
は
桂
浜
を
目
指
す
旅
で
す
。
全
国
の
蕎
麦
屋
さ
ん
が
ミ
ス
タ
ー
を
涙
な
が
ら
に
応
援
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
(笑
)
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
う
で
す
、
私
も
\"
ど
う
で
し
ょ
う
藩
士
\"
で
す
(笑
)
「
奥
さ
ん
、
わ
か
る
で
し
ょ
う
？
大
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
イ
喰
わ
ね
ぇ
か
？
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
大
爆
笑
も
の
で
す
ね
(^
0^
)
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
言
葉
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
感
想
感
想
共
有
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
の
分
析
結
果
を
参
照
！
）
年
始
の
挨
拶
挨
拶
荷
台
に
マ
ル
シ
ン
を
載
せ
て
走
ら
せ
る
ミ
ス
タ
ー
の
苦
悶
す
る
姿
が
面
白
か
っ
た
で
す
が
(笑
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
の
質
問
（
確
認
）
に
反
応
し
て
，
自
己
開
示
で
趣
味
の
TV
番
組
は
面
白
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
書
い
た
．
TV
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
の
最
新
企
画
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
感
想
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
始
の
挨
拶
の
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
あ
け
お
め
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
「
あ
け
お
め
」
＝
「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
年
始
の
挨
拶
挨
拶
今
年
は
、
正
月
早
々
か
な
り
久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(Ａ
型
)に
か
か
っ
て
し
ま
い
正
月
早
々
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
病
気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
報
告
自
己
開
示
病
気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
半
強
制
的
に
寝
正
月
で
し
た
静
養
の
た
め
に
寝
正
月
だ
っ
た
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
休
暇
は
寝
正
月
報
告
自
己
開
示
休
暇
寝
正
月
(汗
)
汗
の
表
記
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
が
（
汗
）
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
（
汗
）
驚
い
た
こ
と
に
、
同
じ
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
と
い
う
人
が
、
僕
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
で
4・
5人
い
ま
し
た
ゼ
ミ
の
仲
間
が
同
じ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
病
気
は
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
提
供
自
己
開
示
病
気
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
り
病
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
流
行
す
る
風
邪
が
恐
ろ
し
い
と
い
う
感
想
自
己
開
示
で
病
気
は
流
行
は
怖
い
感
想
自
己
開
示
感
情
病
気
の
流
行
は
怖
い
(
;
^
^
)
逆
サ
イ
ド
に
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(;
^^
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
;
^
^
)
(;
^^
)の
汗
の
位
置
が
普
通
と
は
逆
と
な
っ
て
い
る
の
は
，
何
か
意
味
が
異
な
る
の
か
？
正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
大
変
で
し
た
ね
受
講
生
が
正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
っ
こ
と
に
大
変
だ
っ
た
と
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
２
４
の
報
告
→
反
応
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(^
^;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
今
年
の
ス
タ
ー
ト
で
ち
ょ
っ
と
躓
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
新
年
ス
タ
ー
ト
か
ら
躓
い
た
印
象
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
印
象
反
応
（
印
象
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
印
象
相
手
の
記
述
内
容
を
印
象
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
の
分
、
こ
れ
か
ら
良
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
ま
し
ょ
う
！
躓
い
た
分
良
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
喚
起
（
期
待
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
応
援
助
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
応
援
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
授
業
の
学
生
の
中
に
、
他
に
も
数
名
い
ま
し
た
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
授
業
の
学
生
の
中
に
、
他
に
も
数
名
い
ま
し
た
よ
他
の
授
業
で
も
数
名
の
受
講
生
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
自
己
開
示
で
病
気
の
他
ク
ラ
ス
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
２
４
の
情
報
提
供
→
反
応
（
関
連
情
報
）
自
己
開
示
病
気
他
ク
ラ
ス
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(・
_・
;)
目
が
点
に
な
っ
て
汗
が
出
て
真
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(・
_・
;)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(・ _・
;)
伝
染
す
る
病
気
っ
て
、
怖
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
。
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
伝
染
（
流
行
と
は
少
し
違
う
）
す
る
風
邪
が
恐
ろ
し
い
と
い
う
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
-
.
-
;
)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
(?
)の
(-
.-
;
)
付
随
非
言
語
表
現
残
念
顔
(?
)
(
-
.
-
;
)
共
感
担 当 教 員
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正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
大
変
で
し
た
ね
(^
^;
)今
年
の
ス
タ
ー
ト
で
ち
ょ
っ
と
躓
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
こ
れ
か
ら
良
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
ま
し
ょ
う
！
\n
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
授
業
の
学
生
の
中
に
、
他
に
も
数
名
い
ま
し
た
よ
\n
(・
_・
;)
伝
染
す
る
病
気
っ
て
、
怖
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
。
。
(-
.-
;)
正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
大
変
で
し
た
ね
(^
^;
)
(・
_・
;)
伝
染
す
る
病
気
っ
て
、
怖
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
。
。
(-
.-
;)
風
邪
報
告
驚
い
た
こ
と
に
、
同
じ
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
と
い
う
人
が
、
僕
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
で
4・
5人
い
ま
し
た
、
流
行
り
病
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
(;
^^
)
自
己
開
示
で
病
気
の
話
題
に
関
連
し
て
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
っ
た
の
で
，
流
行
は
怖
い
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(;
^^
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
ゼ
ミ
の
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
流
行
へ
の
怖
さ
ゼ
ミ
の
友
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
流
行
へ
の
怖
さ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
い
た
あ
と
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
印
象
と
応
援
を
書
い
た
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
だ
っ
た
こ
と
の
報
告
へ
の
共
感
と
応
援
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
だ
っ
た
こ
と
の
報
告
へ
の
共
感
と
応
援
助
言
今
年
の
ス
タ
ー
ト
で
ち
ょ
っ
と
躓
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
こ
れ
か
ら
良
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
ま
し
ょ
う
！
自
己
開
示
で
病
気
の
話
題
に
関
連
し
て
，
他
ク
ラ
ス
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
っ
た
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(・
_・
;)
を
付
随
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
と
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
（
？
）
の
(-
.-
;)
を
付
随
し
た
．
他
ク
ラ
ス
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
流
行
へ
の
怖
さ
の
共
感
他
ク
ラ
ス
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
流
行
へ
の
怖
さ
の
共
感
恐
怖
心
告
白
B
24
12
2015/1/6
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
正
月
早
々
か
な
り
久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(Ａ
型
)に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
半
強
制
的
に
寝
正
月
で
し
た
(汗
)\
r\
n驚
い
た
こ
と
に
、
同
じ
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
と
い
う
人
が
、
僕
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
で
4・
5人
い
ま
し
た
、
流
行
り
病
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
(
;
^
^
)
今
年
は
、
正
月
早
々
か
な
り
久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(Ａ
型
)に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
半
強
制
的
に
寝
正
月
で
し
た
(汗
)
自
己
開
示
で
病
気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
報
告
し
，
休
暇
中
は
寝
正
月
だ
っ
た
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
の
（
汗
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
だ
っ
た
こ
と
の
報
告
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
正
月
だ
っ
た
こ
と
の
報
告
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ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
す
次
回
の
授
業
で
の
発
表
が
最
初
と
い
う
状
態
（
現
実
）
実
習
の
発
表
会
で
順
序
が
最
初
原
因
（
授
業
で
順
序
決
定
？
）
実
習
発
表
会
順
序
が
最
初
あ
ま
り
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
あ
ま
り
な
い
発
表
が
最
初
と
い
う
こ
と
へ
の
緊
張
実
習
の
発
表
会
は
緊
張
し
て
い
な
い
対
応
実
習
発
表
会
緊
張
し
て
い
な
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
（
笑
）
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
喋
り
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
ス
ピ
ー
チ
が
長
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
と
い
う
期
待
実
習
の
発
表
会
で
時
間
に
注
意
注
意
実
習
発
表
会
時
間
に
注
意
本
番
は
頑
張
り
た
い
発
表
の
本
番
で
は
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
前
回
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
途
中
で
中
断
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
今
回
（
前
回
）
の
授
業
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
途
中
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
謝
罪
実
習
の
発
表
会
で
練
習
中
断
対
応
（
授
業
で
の
リ
ハ
中
断
）
実
習
発
表
会
練
習
中
断
m(
_ 
_)
m
手
を
つ
い
て
謝
る
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
謝
る
仕
草
顔
が
m(
_
_)
m
付
随
非
言
語
表
現
謝
る
仕
草
m(
_ 
_)
m
自
宅
等
で
練
習
は
で
き
ま
し
た
か
？
自
宅
等
で
練
習
は
で
き
ま
し
た
か
？
事
前
に
練
習
で
き
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
で
練
習
で
き
た
か
？
心
配
実
習
完
了
確
認
練
習
で
き
た
か
？
緊
張
し
て
い
な
け
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
緊
張
し
て
い
な
け
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
緊
張
が
無
け
れ
ば
良
い
結
果
に
な
る
と
い
う
予
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
期
待
助
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
期
待
相
手
の
記
述
内
容
を
期
待
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
発
表
が
最
初
と
い
う
状
態
実
習
の
発
表
会
で
順
序
が
最
初
２
６
の
原
因
（
授
業
で
順
序
決
定
？
）
と
意
気
込
み
→
反
応
（
復
唱
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
頑
張
っ
て
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
頑
張
っ
て
対
応
（
応
援
）
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(
^
-
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
多
少
噛
み
は
し
た
プ
レ
ゼ
ン
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
少
し
か
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
の
報
告
（
反
省
？
）
実
習
の
発
表
会
で
ス
ピ
ー
チ
で
詰
ま
っ
た
原
因
（
授
業
で
の
発
表
）
実
習
発
表
会
ス
ピ
ー
チ
で
詰
ま
っ
た
実
習
の
発
表
会
で
は
ス
ピ
ー
チ
で
詰
ま
っ
た
と
報
告
し
た
．
発
表
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
内
容
発
表
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
内
容
結
果
報
告
ほ
ぼ
練
習
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
練
習
通
り
に
発
表
で
き
た
と
の
報
告
実
習
の
発
表
会
で
練
習
通
り
に
で
き
た
２
７
の
心
配
→
結
果
（
発
表
成
果
）
実
習
発
表
会
練
習
通
り
に
で
き
た
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(
^
^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
一
応
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
授
業
が
最
終
日
と
い
う
こ
と
授
業
の
日
程
の
最
終
日
確
認
授
業
進
行
最
終
日
1年
次
の
デ
ー
タ
処
理
、
2年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
、
そ
し
て
今
回
の
情
報
表
現
の
3年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
担
当
教
員
の
他
の
授
業
に
引
き
続
き
履
修
（
授
業
）
に
感
謝
社
交
的
対
応
の
感
謝
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
授
業
の
進
行
が
最
終
日
な
の
で
，
社
交
的
対
応
の
感
謝
と
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
書
い
た
．
授
業
最
終
日
で
の
担
当
教
員
へ
の
感
謝
授
業
最
終
日
で
の
担
当
教
員
へ
の
感
謝
挨
拶
実
習
の
発
表
会
で
練
習
中
断
と
な
っ
た
こ
と
を
非
言
語
表
現
の
謝
る
仕
草
の
m(
_
_)
mを
付
随
し
て
書
き
，
実
習
の
完
了
確
認
と
し
て
練
習
で
き
た
か
？
と
書
い
た
．
発
表
会
リ
ハ
中
断
の
謝
罪
と
自
主
練
習
の
質
問
発
表
会
リ
ハ
中
断
の
謝
罪
と
自
主
練
習
の
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
期
待
と
復
唱
を
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
書
い
た
．
発
表
会
で
緊
張
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
期
待
と
応
援
発
表
会
で
緊
張
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
期
待
と
応
援
目
標
の
喚
起
実
習
の
発
表
会
で
は
練
習
通
り
に
で
き
た
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
実
習
の
発
表
会
で
の
練
習
成
果
の
報
告
実
習
の
発
表
会
で
の
練
習
成
果
の
報
告
結
果
報
告
B
2
6
13
2015/1/13
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
す
が
、
あ
ま
り
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
(笑
)　
喋
り
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
本
番
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
B
2
8
14
2015/1/20
多
少
噛
み
は
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
練
習
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
と
自
分
と
し
て
は
思
っ
て
い
ま
す
(^
^)
\r
\n
一
応
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
1年
次
の
デ
ー
タ
処
理
、
2年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
、
そ
し
て
今
回
の
情
報
表
現
の
3年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
少
噛
み
は
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
練
習
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
と
自
分
と
し
て
は
思
っ
て
い
ま
す
(^
^)
一
応
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
1
年
次
の
デ
ー
タ
処
理
、
2年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
、
そ
し
て
今
回
の
情
報
表
現
の
3年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
担 当 教 員
27
13
2015/1/13
前
回
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
途
中
で
中
断
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
m(
_ 
_)
m自
宅
等
で
練
習
は
で
き
ま
し
た
か
？
\n
緊
張
し
て
い
な
け
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
前
回
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
途
中
で
中
断
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
m(
_
_)
m
実
習
の
発
表
会
で
の
順
序
が
最
初
と
な
っ
た
が
緊
張
し
て
い
な
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
発
表
会
の
順
序
に
緊
張
し
な
い
と
の
感
想
発
表
会
の
順
序
に
緊
張
し
な
い
と
の
感
想
緊
張
感
　
喋
り
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
本
番
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
習
の
発
表
会
で
時
間
に
注
意
し
て
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
頑
張
る
と
書
い
た
．
発
表
会
で
の
意
気
込
み
発
表
会
で
の
意
気
込
み
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
す
が
、
あ
ま
り
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
(笑
)
意
気
込
み
135
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
C
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
う
挨
拶
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
と
し
て
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
を
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
先
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
も
必
要
な
技
術
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
授
業
の
後
半
や
ゼ
ミ
で
も
必
要
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
学
習
意
欲
の
目
標
で
授
業
や
ゼ
ミ
で
の
有
用
性
予
想
学
習
意
欲
目
標
授
業
や
ゼ
ミ
で
の
有
用
性
学
習
意
欲
と
し
て
今
後
の
授
業
や
セ
ミ
で
の
有
用
性
が
あ
る
と
い
う
目
標
に
な
る
と
書
い
た
．
有
用
性
の
あ
る
授
業
内
容
有
用
性
の
あ
る
授
業
内
容
有
用
性
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
る
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
の
機
会
学
習
意
欲
の
目
標
で
プ
レ
ゼ
ン
の
評
価
が
わ
か
る
機
会
学
習
意
欲
目
標
プ
レ
ゼ
ン
の
評
価
が
わ
か
る
と
い
う
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
授
業
で
機
会
が
あ
る
へ
の
感
謝
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
た
い
反
応
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
た
い
先
週
の
授
業
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
先
週
の
授
業
の
欠
席
報
告
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
前
回
欠
席
過
去
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
前
回
欠
席
受
講
生
の
受
講
状
態
は
，
前
回
欠
席
だ
っ
た
と
書
い
た
．
前
回
の
欠
席
報
告
前
回
の
欠
席
報
告
欠
席
報
告
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
よ
ろ
し
く
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
を
書
い
た
．
1セ
メ
ス
タ
ー
開
始
時
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
開
始
時
の
挨
拶
挨
拶
授
業
や
ゼ
ミ
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
社
会
に
出
た
時
に
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
。
授
業
や
ゼ
ミ
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
社
会
に
出
た
時
に
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
授
業
や
ゼ
ミ
に
限
ら
ず
社
会
人
と
し
て
も
役
立
つ
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
社
会
人
と
し
て
も
有
用
４
の
予
想
→
解
説
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
社
会
人
と
し
て
も
有
用
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
社
会
人
と
し
て
も
有
用
だ
と
書
い
た
．
社
会
に
で
て
か
ら
の
有
用
性
も
あ
る
授
業
内
容
社
会
に
で
て
か
ら
の
有
用
性
も
あ
る
授
業
内
容
目
標
の
喚
起
発
表
評
価
機
会
先
週
の
授
業
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
担 当 教 員
5
2
2014/10/14
授
業
や
ゼ
ミ
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
社
会
に
出
た
時
に
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
。
色
々
な
人
に
評
価
し
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
、
色
々
な
人
の
作
品
を
見
て
、
多
く
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
C
4
2
2014/10/14
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\r
\n
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
先
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
も
必
要
な
技
術
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
\r
\n
先
週
の
授
業
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ツ
ー
ル
説
明
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
先
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
も
必
要
な
技
術
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
学
習
意
欲
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
評
価
が
わ
か
る
と
い
う
目
標
に
な
る
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
評
価
の フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
話
題
群
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
５
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
６
の
キ
ー
ワ
ー
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
話
題
群
５
話
題
群
６
話
題
群
２
話
題
群
３
話
題
群
４
話
題
群
５
話
題
群
６
話
題
群
１
話
題
群
２
話
題
群
３
話
題
群
４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
５
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
６
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
発 信 者
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
136
色
々
な
人
に
評
価
し
て
も
ら
っ
て
担
当
教
員
の
み
な
ら
ず
他
の
受
講
生
な
ど
様
々
な
人
か
ら
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
に
よ
る
多
く
の
技
術
習
得
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
相
互
評
価
４
の
機
会
→
解
説
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
相
互
評
価
ま
た
、
色
々
な
人
の
作
品
を
見
て
、
多
く
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
ね
様
々
な
他
者
に
よ
る
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
聴
講
か
ら
多
く
の
技
術
習
得
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
他
者
の
技
術
観
察
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
他
者
の
技
術
観
察
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
C
6
3
2014/10/21
担 当 教 員
7
3
2014/10/21
C
8
4
2014/10/28
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
C
10
5
2014/11/4
担 当 教 員
11
5
2014/11/4
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
う
挨
拶
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
を
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
か
な
り
の
回
数
欠
席
が
続
い
て
し
ま
っ
て
欠
席
が
続
い
た
と
い
う
報
告
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
続
き
過
去
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
続
き
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
欠
席
が
続
い
た
こ
と
へ
の
謝
罪
社
交
的
対
応
で
謝
罪
の
す
み
ま
せ
ん
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
せ
ん
ご
心
配
い
た
だ
い
た
体
調
受
講
生
の
体
調
へ
の
担
当
教
員
か
ら
の
心
配
自
己
開
示
で
病
気
を
心
配
か
け
た
原
因
自
己
開
示
病
気
心
配
か
け
た
現
在
は
快
方
に
向
か
っ
て
お
り
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
体
調
自
己
開
示
で
病
気
は
快
方
に
向
か
う
状
況
自
己
開
示
病
気
快
方
に
向
か
う
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
休
ま
ず
に
出
席
で
き
る
と
思
い
ま
す
欠
席
せ
ず
に
出
席
で
き
そ
う
と
い
う
予
想
（
期
待
？
）
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
な
く
せ
そ
う
展
望
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
な
く
せ
そ
う
ど
う
し
て
も
悪
い
時
に
は
、
メ
ー
ル
等
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
悪
い
時
に
は
、
メ
ー
ル
等
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
体
調
不
良
の
と
き
に
は
連
絡
す
る
と
い
う
約
束
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
で
体
調
不
良
は
連
絡
対
応
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
体
調
不
良
は
連
絡
必
修
の
英
語
の
授
業
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
が
多
い
他
の
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
学
習
意
欲
の
目
標
が
他
授
業
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
用
関
連
学
習
意
欲
目
標
他
授
業
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
用
す
ぐ
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
他
の
授
業
で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
役
立
て
た
い
希
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
役
立
て
た
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の
感
謝
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
を
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
体
調
の
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？
体
調
の
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？
体
調
の
具
合
に
つ
い
て
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
１
２
原
因
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
授
業
に
来
な
く
な
っ
た
授
業
に
出
席
し
な
く
な
っ
た
状
態
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
続
き
状
況
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
続
き
心
配
し
て
い
ま
し
た
・
・
・
出
席
し
な
く
な
っ
た
状
態
を
心
配
し
て
い
た
と
の
告
白
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
で
心
配
心
配
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
で
心
配
何
よ
り
健
康
が
第
一
で
す
健
康
が
第
一
と
い
う
助
言
社
交
的
対
応
の
助
言
で
健
康
第
一
対
応
社
交
的
対
応
助
言
健
康
第
一
し
っ
か
り
と
体
調
管
理
を
し
て
下
さ
い
ね
き
ち
ん
と
体
調
管
理
を
す
る
よ
う
に
助
言
社
交
的
対
応
の
助
言
で
体
調
管
理
し
っ
か
り
対
応
社
交
的
対
応
助
言
体
調
管
理
し
っ
か
り
連
絡
は
と
て
も
大
切
で
す
大
切
な
欠
席
時
の
連
絡
授
業
の
助
言
で
欠
席
連
絡
大
切
１
２
対
応
→
反
復
授
業
助
言
欠
席
連
絡
大
切
欠
席
す
る
と
き
は
必
ず
連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
欠
席
時
に
は
連
絡
す
る
よ
う
に
念
押
し
授
業
の
助
言
で
欠
席
連
絡
必
ず
念
押
し
授
業
助
言
欠
席
連
絡
必
ず
必
修
の
英
語
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
ん
で
す
か
他
の
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
の
か
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
１
２
関
連
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
さ
て
、
必
修
の
英
語
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
他
授
業
で
は
，
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
使
う
の
か
と
質
問
を
し
他
の
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
と
そ
の
有
用
性
，
お
よ
び
指
導
意
欲
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
体
調
は
大
丈
夫
か
と
質
問
を
し
て
，
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
続
き
で
心
配
し
て
い
た
と
書
き
，
社
交
的
対
応
と
し
て
健
康
第
一
な
の
で
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
助
言
し
，
授
業
で
は
欠
席
連
絡
は
大
切
な
の
で
連
絡
を
必
ず
す
る
よ
う
に
と
書
い
た
．
他
の
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
へ
の
質
問
，
＠
お
よ
び
，
そ
の
有
用
性
や
指
導
意
欲
内
容
質
問
（
他
科
目
）
担 当 教 員
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6
2014/11/11
体
調
の
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？
授
業
に
来
な
く
な
っ
た
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
・
・
・
。
\n
何
よ
り
健
康
が
第
一
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
体
調
管
理
を
し
て
下
さ
い
ね
。
\n
ま
た
、
連
絡
は
と
て
も
大
切
で
す
の
で
、
欠
席
す
る
と
き
は
必
ず
連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
\n
\n
さ
て
、
必
修
の
英
語
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
か
何
か
を
す
る
の
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
授
業
の
内
容
が
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
よ
(^
-^
)
受
講
生
の
体
調
へ
の
心
配
と
体
調
管
理
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
欠
席
報
告
ご
心
配
い
た
だ
い
た
体
調
で
す
が
、
現
在
は
快
方
に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
休
ま
ず
に
出
席
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
必
修
の
英
語
の
授
業
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
す
ぐ
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
授
業
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
用
し
て
い
る
の
で
学
習
意
欲
の
目
標
も
あ
り
，
役
立
て
た
い
と
い
う
意
気
込
み
が
あ
る
．
他
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
と
意
気
込
み
受
講
生
の
体
調
へ
の
心
配
と
体
調
管
理
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
心
配
授
業
に
来
な
く
な
っ
た
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
・
・
・
。
何
よ
り
健
康
が
第
一
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
体
調
管
理
を
し
て
下
さ
い
ね
。
ま
た
、
連
絡
は
と
て
も
大
切
で
す
の
で
、
欠
席
す
る
と
き
は
必
ず
連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
解
説
C
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6
2014/11/11
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\r
\n
か
な
り
の
回
数
欠
席
が
続
い
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
心
配
い
た
だ
い
た
体
調
で
す
が
、
現
在
は
快
方
に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
休
ま
ず
に
出
席
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
悪
い
時
に
は
、
メ
ー
ル
等
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
修
の
英
語
の
授
業
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
す
ぐ
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
他
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
と
意
気
込
み
意
気
込
み
（
他
科
目
）
か
な
り
の
回
数
欠
席
が
続
い
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
続
き
だ
っ
た
の
で
す
み
ま
せ
ん
と
書
き
，
自
己
開
示
し
た
病
気
は
心
配
か
け
た
が
快
方
に
向
か
う
と
思
い
，
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
は
欠
席
な
く
せ
そ
う
だ
が
，
万
一
，
体
調
不
良
は
連
絡
す
る
と
書
い
た
．
体
調
不
良
に
よ
る
欠
席
と
快
方
見
通
し
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
体
調
不
良
に
よ
る
欠
席
と
快
方
見
通
し
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
色
々
な
人
に
評
価
し
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
、
色
々
な
人
の
作
品
を
見
て
、
多
く
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
相
互
評
価
や
他
者
の
技
術
観
も
あ
る
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
随
さ
せ
て
書
い
た
．
授
業
で
の
相
互
評
価
と
他
者
技
術
の
観
察
の
機
会
授
業
で
の
相
互
評
価
と
他
者
技
術
の
観
察
の
機
会
137
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
か
何
か
を
す
る
の
か
な
？
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
か
何
か
を
す
る
の
か
な
？
他
の
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
授
業
の
内
容
が
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
こ
の
授
業
内
容
が
役
立
つ
こ
と
を
期
待
学
習
意
欲
の
期
待
感
へ
の
刺
激
が
役
立
つ
こ
と
期
待
喚
起
学
習
意
欲
期
待
感
へ
の
刺
激
役
立
つ
こ
と
期
待
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
よ
役
立
て
ば
う
れ
し
い
と
い
う
感
想
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
反
応
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
担
当
教
員
か
ら
の
心
配
に
あ
り
が
と
う
の
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
１
３
対
応
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
感
謝
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
も
と
も
と
体
が
弱
く
休
み
が
ち
体
が
弱
く
欠
席
し
が
ち
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
で
健
康
状
態
が
弱
い
状
態
自
己
開
示
健
康
状
態
弱
い
単
位
も
危
な
い
こ
れ
ま
で
の
修
得
単
位
数
も
少
な
い
と
い
う
告
白
自
己
開
示
で
成
績
が
取
得
単
位
少
な
い
影
響
自
己
開
示
成
績
取
得
単
位
少
な
い
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
き
ち
ん
と
体
調
管
理
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
自
己
開
示
で
健
康
状
態
の
体
調
管
理
し
っ
か
り
希
望
自
己
開
示
健
康
状
態
体
調
管
理
し
っ
か
り
連
絡
も
次
回
か
ら
必
ず
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
連
絡
も
次
回
か
ら
必
ず
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
次
回
か
ら
欠
席
時
の
連
絡
を
行
う
と
い
う
約
束
（
宣
言
？
）
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
で
体
調
不
良
は
連
絡
対
応
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
体
調
不
良
は
連
絡
外
国
人
の
先
生
の
ほ
う
の
授
業
が
、
ま
さ
に
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
を
行
う
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
が
多
い
外
国
人
の
先
生
の
授
業
他
の
授
業
の
内
容
で
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
が
多
い
１
３
質
問
→
回
答
他
の
授
業
課
題
多
い
毎
回
ス
ピ
ー
チ
の
時
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
他
の
授
業
の
内
容
で
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
毎
回
使
用
状
況
他
の
授
業
内
容
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
毎
回
使
用
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
ス
ピ
ー
チ
で
役
立
つ
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
役
立
っ
て
い
る
報
告
学
習
意
欲
満
足
感
役
立
っ
て
い
る
ま
た
、
今
回
の
DV
Dが
授
業
で
視
聴
し
た
DV
D
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
原
因
（
授
業
）
講
義
内
容
D
V
D
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
面
白
か
っ
た
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
面
白
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
面
白
か
っ
た
「
面
白
か
っ
た
」
は
「
興
味
深
か
っ
た
」
と
は
異
な
る
？
面
白
か
っ
た
は
楽
し
か
っ
た
に
近
い
「
満
足
感
」
で
，
そ
れ
よ
り
も
「
興
味
深
い
」
の
方
が
強
く
「
興
味
が
刺
激
」
さ
れ
い
る
と
判
断
ア
イ
デ
ア
を
出
す
方
法
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
以
外
に
も
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
を
出
す
方
法
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
以
外
に
も
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
に
限
ら
ず
他
方
面
で
役
立
つ
内
容
学
習
意
欲
の
目
標
が
多
方
面
で
役
立
つ
成
果
学
習
意
欲
目
標
多
方
面
で
役
立
つ
ま
た
続
き
が
み
ら
れ
る
の
を
DV
Dの
続
き
の
視
聴
へ
の
期
待
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
予
定
講
義
内
容
D
V
D
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
視
聴
へ
の
期
待
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
期
待
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の
感
謝
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
を
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
体
は
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
す
ね
。
。
。
体
は
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
す
ね
。
。
。
強
く
な
い
体
と
い
う
こ
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
４
状
態
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
大
変
だ
と
思
い
ま
す
強
く
な
い
体
は
大
変
と
の
印
象
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
人
並
み
以
上
に
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
普
通
以
上
に
気
を
つ
け
る
べ
き
体
調
管
理
社
交
的
対
応
の
助
言
で
体
調
管
理
し
っ
か
り
助
言
社
交
的
対
応
助
言
体
調
管
理
人
並
み
以
上
に
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
授
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
授
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
あ
る
他
の
科
目
が
あ
る
こ
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
４
回
答
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
な
か
な
か
ハ
ー
ド
そ
う
で
す
ね
ぇ
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
あ
る
他
の
科
目
の
き
つ
そ
う
な
印
象
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
印
象
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
印
象
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
印
象
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
体
は
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
す
ね
。
。
。
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
並
み
以
上
に
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)\
n\
n英
語
で
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
授
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
な
か
な
か
ハ
ー
ド
そ
う
で
す
ね
ぇ
（
￣
△
￣
；
）
私
な
ら
、
す
ぐ
に
諦
め
そ
う
だ
(笑
)\
nD
VD
の
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
の
DV
Dに
は
、
本
当
に
重
要
な
要
素
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
色
々
な
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
\n
続
き
は
、
ま
た
い
つ
か
授
業
で
お
見
せ
し
ま
す
し
、
も
っ
と
見
た
い
場
合
は
、
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。
時
間
を
作
っ
て
お
見
せ
し
ま
す
よ
(^
-^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
体
調
が
弱
い
と
復
唱
し
て
大
変
だ
と
共
感
を
書
き
，
社
交
的
対
応
と
し
て
体
調
管
理
人
並
み
以
上
に
と
助
言
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
随
さ
せ
て
書
い
た
．
健
康
状
態
の
自
己
開
示
へ
の
対
応
と
助
言
健
康
状
態
の
自
己
開
示
へ
の
対
応
と
助
言
助
言
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
並
み
以
上
に
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
で
他
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
を
復
唱
し
て
，
ハ
ー
ド
そ
う
だ
と
印
象
を
書
き
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
（
￣
△
￣
；
）
を
書
き
，
他
授
業
で
の
課
題
は
自
分
な
ら
あ
き
ら
め
そ
う
他
の
授
業
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
課
題
へ
の
感
想
と
担
当
教
員
の
自
己
開
示
他
の
授
業
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
課
題
へ
の
感
想
と
担
当
教
員
の
自
己
開
示
課
題
感
想
（
他
科
目
）
な
か
な
か
ハ
ー
ド
そ
う
で
す
ね
ぇ
（
￣
△
￣
；
）
自
己
開
示
も
と
も
と
体
が
弱
く
休
み
が
ち
な
の
で
す
が
、
単
位
も
危
な
い
の
で
、
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
の
先
生
の
ほ
う
の
授
業
が
、
ま
さ
に
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
を
行
う
の
で
、
毎
回
ス
ピ
ー
チ
の
時
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
他
の
授
業
で
は
課
題
が
多
い
が
，
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
毎
回
使
用
が
あ
り
，
当
該
授
業
が
役
立
っ
て
い
る
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
他
の
授
業
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
課
題
と
当
該
授
業
の
有
用
性
，
お
よ
び
そ
の
満
足
感
他
の
授
業
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
で
の
課
題
と
当
該
授
業
の
有
用
性
，
お
よ
び
そ
の
満
足
感
課
題
説
明
（
他
科
目
）
ま
た
、
今
回
の
DV
Dが
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
講
義
の
内
容
で
DV
Dが
あ
り
，
面
白
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
度
を
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
多
方
面
で
役
立
つ
と
書
き
，
ま
た
DV
Dを
見
る
こ
と
が
楽
し
み
と
学
習
意
欲
の
期
待
感
を
書
い
た
．
当
日
授
業
で
の
DV
D視
聴
と
そ
の
有
用
性
，
お
よ
び
有
用
性
と
期
待
当
日
授
業
で
の
DV
D視
聴
と
そ
の
有
用
性
，
お
よ
び
有
用
性
と
期
待
期
待
感
ま
た
続
き
が
み
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
質
問
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)を
付
随
し
た
．
ま
た
，
プ
レ
ゼ
ン
も
す
る
の
か
質
問
し
て
，
学
習
意
欲
の
期
待
感
へ
の
刺
激
と
し
て
当
該
授
業
が
役
立
つ
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
書
き
，
そ
の
た
め
な
ら
指
導
意
欲
の
満
足
感
と
し
て
嬉
し
い
こ
と
を
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
導
意
欲
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
授
業
の
内
容
が
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
よ
(^
-^
)
C
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心
配
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
も
と
体
が
弱
く
休
み
が
ち
な
の
で
す
が
、
単
位
も
危
な
い
の
で
、
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
連
絡
も
次
回
か
ら
必
ず
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
外
国
人
の
先
生
の
ほ
う
の
授
業
が
、
ま
さ
に
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
を
行
う
の
で
、
毎
回
ス
ピ
ー
チ
の
時
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
\r
\n
ま
た
、
今
回
の
DV
Dが
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
イ
デ
ア
を
出
す
方
法
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
以
外
に
も
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
続
き
が
み
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
\r
\n
本
日
も
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
心
配
に
感
謝
を
書
き
，
も
と
も
と
健
康
状
態
が
弱
く
，
そ
の
た
め
成
績
で
取
得
単
位
が
少
な
い
の
で
，
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
し
た
い
と
自
己
開
示
し
て
，
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
で
体
調
不
良
の
と
き
は
連
絡
す
る
と
書
い
た
．
心
配
へ
の
感
謝
と
健
康
状
態
の
自
己
開
示
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
心
配
へ
の
感
謝
と
健
康
状
態
の
自
己
開
示
，
お
よ
び
欠
席
連
絡
に
つ
い
て
138
（
￣
△
￣
；
）
と
じ
目
で
口
が
三
角
で
汗
が
出
て
い
る
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
（
￣
△
￣
；
）
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
（
￣
△
￣
；
）
私
な
ら
、
す
ぐ
に
諦
め
そ
う
だ
も
し
も
担
当
教
員
な
ら
あ
き
ら
め
そ
う
と
い
う
予
想
自
己
開
示
で
他
の
授
業
で
の
課
題
を
あ
き
ら
め
そ
う
予
想
自
己
開
示
他
の
授
業
で
の
課
題
あ
き
ら
め
そ
う
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
DV
Dの
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
DV
Dへ
の
興
味
を
持
っ
た
こ
と
の
認
知
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
１
４
感
想
→
復
唱
講
義
内
容
D
V
D
嬉
し
く
思
い
ま
す
DV
Dへ
の
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
喜
び
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
反
応
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
あ
の
DV
Dに
は
、
本
当
に
重
要
な
要
素
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
DV
Dに
は
、
本
当
に
重
要
な
要
素
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
多
く
の
事
項
が
あ
る
DV
D
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
要
素
た
く
さ
ん
解
説
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
要
素
た
く
さ
ん
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
色
々
な
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
色
々
な
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
プ
レ
ゼ
ン
に
限
ら
ず
他
の
分
野
で
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
予
想
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
多
方
面
で
役
立
つ
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
多
方
面
で
役
立
つ
続
き
は
、
ま
た
い
つ
か
授
業
で
お
見
せ
し
ま
す
し
い
ず
れ
授
業
で
DV
Dの
続
き
を
見
せ
る
予
告
講
容
の
予
告
で
DV
D
予
告
講
義
予
告
D
V
D
も
っ
と
見
た
い
場
合
は
、
声
を
掛
け
て
下
さ
い
視
聴
希
望
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
よ
う
に
助
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
視
聴
希
望
は
気
軽
に
提
案
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
視
聴
希
望
は
気
軽
に
時
間
を
作
っ
て
お
見
せ
し
ま
す
よ
希
望
に
応
じ
て
視
聴
機
会
の
提
供
を
約
束
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
い
つ
で
も
対
応
宣
言
可
能
性
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
い
つ
で
も
対
応
宣
言
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
遅
刻
し
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
来
週
か
ら
は
気
を
付
け
ま
す
。
さ
ら
に
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、
先
生
も
体
調
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
ね
\
\
\
\
準
備
が
大
変
な
部
分
も
遅
刻
し
て
し
ま
っ
て
遅
刻
し
た
こ
と
の
報
告
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
遅
刻
状
態
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
遅
刻
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
遅
刻
に
つ
い
て
の
謝
罪
社
交
的
対
応
で
謝
罪
の
す
み
ま
せ
ん
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
せ
ん
来
週
か
ら
は
気
を
付
け
ま
す
。
来
週
か
ら
は
気
を
付
け
ま
す
次
回
か
ら
は
遅
刻
が
無
い
よ
う
に
す
る
意
気
込
み
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
遅
刻
し
な
い
よ
う
に
注
意
希
望
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
遅
刻
し
な
い
よ
う
に
注
意
さ
ら
に
寒
く
な
り
ま
す
寒
く
な
っ
て
い
く
季
節
と
い
う
認
識
社
交
的
対
応
で
雑
談
の
寒
く
な
る
関
連
社
交
的
対
応
雑
談
寒
く
な
る
先
生
も
体
調
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
ね
担
当
教
員
に
も
体
調
管
理
を
推
奨
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
対
応
社
交
的
対
応
気
遣
い
体
調
に
気
を
つ
け
て
準
備
が
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
他
の
授
業
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
準
備
は
大
変
な
部
分
も
あ
る
と
い
う
認
識
他
の
授
業
の
内
容
で
課
題
が
大
変
１
５
感
想
→
状
況
他
の
授
業
課
題
大
変
先
生
が
や
さ
し
い
方
や
さ
し
い
他
の
授
業
の
担
当
の
先
生
他
の
授
業
の
担
当
教
員
が
や
さ
し
い
認
識
他
の
授
業
担
当
教
員
や
さ
し
い
人
に
伝
え
る
こ
と
や
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
の
は
好
き
な
他
者
へ
の
伝
達
や
プ
レ
ゼ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
で
得
意
分
野
が
プ
レ
ゼ
ン
理
由
自
己
開
示
得
意
分
野
プ
レ
ゼ
ン
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
他
の
授
業
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
準
備
は
楽
し
い
と
い
う
告
白
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
楽
し
い
反
応
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
い
あ
き
ら
め
る
人
も
多
い
で
す
よ
他
の
授
業
を
あ
き
ら
め
る
学
生
も
多
い
と
い
う
認
識
他
の
授
業
の
受
講
生
が
あ
き
ら
め
る
人
多
い
状
況
他
の
授
業
受
講
生
あ
き
ら
め
る
人
多
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
あ
の
DV
Dは
前
回
の
授
業
で
の
DV
D
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
１
５
予
告
→
復
唱
講
義
内
容
D
V
D
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
面
白
か
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
面
白
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
面
白
か
っ
た
ま
た
見
せ
て
い
た
だ
け
る
DV
Dの
続
き
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
予
定
講
義
内
容
D
V
D
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
見
る
機
会
の
期
待
学
習
意
欲
の
期
待
感
が
楽
し
み
期
待
学
習
意
欲
期
待
感
楽
し
み
趣
味
で
文
章
を
書
く
文
章
を
書
く
趣
味
が
あ
る
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
の
趣
味
の
小
説
執
筆
関
連
自
己
開
示
趣
味
小
説
執
筆
そ
れ
に
も
か
な
り
役
立
つ
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
DV
Dの
内
容
は
，
文
章
を
書
く
趣
味
に
も
役
立
つ
と
い
う
推
測
学
習
意
欲
の
目
標
が
多
方
面
で
役
立
つ
意
欲
学
習
意
欲
目
標
多
方
面
で
役
立
つ
今
回
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
も
、
授
業
内
容
だ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
講
義
の
内
容
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
内
容
講
義
内
容
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
受
講
生
は
「
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
」
を
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
」
と
誤
記
か
？
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
す
る
の
に
と
て
も
有
用
そ
う
思
考
の
整
理
に
役
立
ち
そ
う
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
思
考
整
理
で
役
立
つ
期
待
学
習
意
欲
目
標
思
考
整
理
で
役
立
つ
発
想
法
興
味
今
回
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
も
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
す
る
の
に
と
て
も
有
用
そ
う
で
、
う
れ
し
い
で
す
。
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遅
刻
報
告
と
謝
罪
，
お
よ
び
今
後
の
対
処
遅
刻
報
告
と
謝
罪
，
お
よ
び
今
後
の
対
処
準
備
が
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
が
や
さ
し
い
方
で
、
人
に
伝
え
る
こ
と
や
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
の
は
好
き
な
の
で
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
。
他
の
授
業
で
は
課
題
が
大
変
だ
が
担
当
教
員
は
や
さ
し
い
と
書
き
，
プ
レ
ゼ
ン
は
得
意
分
野
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
学
習
意
欲
の
満
足
感
の
楽
し
い
を
書
き
，
で
も
他
の
受
講
生
の
中
に
は
，
あ
き
ら
め
る
人
は
多
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
随
し
て
書
い
た
．
期
待
感
ま
た
見
せ
て
い
た
だ
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
判
断
し
て
※
印
の
下
の
行
か
ら
移
動
し
て
き
た
趣
味
で
文
章
を
書
く
の
で
、
そ
れ
に
も
か
な
り
役
立
つ
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
趣
味
で
小
説
執
筆
し
て
い
る
と
自
己
開
示
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
多
方
面
で
役
立
つ
と
書
き
，
講
義
の
内
容
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
思
考
整
理
で
役
立
つ
の
で
嬉
し
い
と
い
う
満
足
感
を
書
い
た
．
趣
味
の
文
章
書
き
の
自
己
開
示
と
プ
レ
ゼ
ン
内
容
や
思
考
整
理
の
技
術
の
有
用
性
こ
の
時
点
で
受
講
生
は
「
文
章
を
書
く
」
と
は
書
い
て
い
る
が
「
小
説
」
と
は
書
い
て
い
な
い
．
の
ち
ほ
ど
判
明
．
趣
味
の
文
章
書
き
の
自
己
開
示
と
プ
レ
ゼ
ン
内
容
や
思
考
整
理
の
技
術
の
有
用
性
他
の
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
の
課
題
と
そ
の
担
当
教
員
や
受
講
生
の
様
子
，
お
よ
び
当
該
受
講
生
の
得
意
分
野
と
満
足
感
他
の
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
の
課
題
と
そ
の
担
当
教
員
や
受
講
生
の
様
子
，
お
よ
び
当
該
受
講
生
の
得
意
分
野
と
満
足
感
他
受
講
生
反
応
(他
科
目
）
あ
き
ら
め
る
人
も
多
い
で
す
よ
。
笑
あ
の
DV
Dは
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
。
講
義
の
内
容
の
DV
Dは
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
面
白
か
っ
た
と
書
き
，
DV
Dの
続
き
を
楽
し
み
と
期
待
感
を
書
い
た
．
DV
D視
聴
の
満
足
感
と
今
後
の
予
告
へ
の
期
待
DV
D視
聴
の
満
足
感
と
今
後
の
予
告
へ
の
期
待
講
義
の
内
容
の
DV
Dに
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
指
導
意
欲
の
満
足
感
と
し
て
嬉
し
い
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
多
方
面
で
役
立
つ
と
書
い
た
．
当
日
授
業
で
の
DV
D視
聴
の
感
想
へ
の
対
応
と
指
導
意
欲
，
お
よ
び
DV
D内
容
の
有
用
性
当
日
授
業
で
の
DV
D視
聴
の
感
想
へ
の
対
応
と
指
導
意
欲
，
お
よ
び
DV
D内
容
の
有
用
性
遅
刻
さ
ら
に
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、
先
生
も
体
調
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
ね
。
社
交
的
対
応
の
雑
談
と
し
て
寒
く
な
る
と
書
き
，
先
生
も
体
調
に
気
を
つ
け
て
と
気
遣
い
を
書
い
た
．
寒
く
な
っ
た
季
節
と
い
う
雑
談
と
担
当
教
員
へ
の
気
遣
い
寒
く
な
っ
た
季
節
と
い
う
雑
談
と
担
当
教
員
へ
の
気
遣
い
寒
い
季
節
話
遅
刻
し
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
遅
刻
だ
っ
た
に
社
交
的
対
応
の
謝
罪
の
す
み
ま
せ
ん
と
書
き
，
遅
刻
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
書
い
た
．
き
ら
め
そ
う
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
笑
い
の
(笑
)を
書
い
た
．
解
説
続
き
は
、
ま
た
い
つ
か
授
業
で
お
見
せ
し
ま
す
し
、
も
っ
と
見
た
い
場
合
は
、
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。
今
後
の
講
義
で
DV
Dの
続
き
を
視
聴
す
る
と
予
告
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
，
も
し
も
さ
ら
に
視
聴
希
望
が
あ
れ
ば
気
楽
に
申
し
出
て
く
れ
れ
ば
い
つ
で
も
対
応
す
る
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
随
し
て
書
い
た
．
今
後
の
授
業
で
の
DV
D
の
視
聴
予
告
と
希
望
の
場
合
に
個
別
対
応
の
提
案
今
後
の
授
業
で
の
DV
Dの
視
聴
予
告
と
希
望
の
場
合
に
個
別
対
応
の
提
案
個
別
対
応
提
案
時
間
を
作
っ
て
お
見
せ
し
ま
す
よ
(
^
-
^
)
私
な
ら
、
す
ぐ
に
諦
め
そ
う
だ
(笑
)
DV
Dの
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
139
う
れ
し
い
で
す
授
業
で
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
リ
ー
を
学
べ
て
う
れ
し
い
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
反
応
学
習
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
※
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
の
言
葉
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
１
５
の
提
案
→
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
教
員
か
ら
の
DV
Dの
提
案
に
社
交
的
対
応
の
感
謝
と
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
書
い
た
．
DV
D視
聴
の
個
別
対
応
の
提
案
へ
の
感
謝
こ
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
を
教
員
か
ら
の
提
案
へ
の
返
事
と
解
釈
し
た
が
，
対
話
の
流
れ
か
ら
の
判
断
で
し
か
な
い
・
・
・
DV
D視
聴
の
個
別
対
応
の
提
案
へ
の
感
謝
感
謝
そ
れ
で
は
、
来
週
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
来
週
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
来
週
も
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
よ
ろ
し
く
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
来
週
も
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
寒
く
な
っ
て
い
く
季
節
と
い
う
認
識
社
交
的
対
応
で
雑
談
の
寒
く
な
る
１
６
関
連
→
対
応
社
交
的
対
応
雑
談
寒
く
な
る
●
さ
ん
も
体
調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
●
●
さ
ん
も
体
調
管
理
を
推
奨
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
１
６
対
応
→
対
応
社
交
的
対
応
気
遣
い
体
調
に
気
を
つ
け
て
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
諦
め
る
人
も
多
い
み
た
い
で
す
ね
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
諦
め
る
人
も
多
い
み
た
い
で
す
ね
外
国
語
だ
か
ら
（
？
）
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
の
あ
る
授
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
６
状
況
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
諦
め
ず
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
と
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
な
授
業
で
す
諦
め
な
い
で
い
る
と
多
く
の
こ
と
が
学
べ
る
授
業
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
べ
る
こ
と
多
い
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
学
べ
る
こ
と
多
い
●
さ
ん
は
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。
●
さ
ん
は
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
る
よ
う
に
応
援
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
●
さ
ん
は
、
趣
味
で
文
章
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
●
さ
ん
は
、
趣
味
で
文
章
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
ね
文
章
を
書
く
趣
味
の
認
知
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
６
関
連
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
小
説
か
何
か
・
・
・
か
な
？
小
説
か
何
か
・
・
・
か
な
？
趣
味
で
書
く
文
章
は
小
説
か
何
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
文
章
で
も
プ
レ
ゼ
ン
で
も
、
結
局
は
、
伝
え
た
い
人
に
ど
う
表
現
し
て
伝
え
る
か
・
・
・
と
い
う
部
分
で
す
文
章
も
プ
レ
ゼ
ン
も
相
手
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
講
義
の
補
足
が
相
手
に
伝
え
る
技
術
解
説
講
義
補
足
相
手
に
伝
え
る
技
術
こ
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
（
機
会
の
あ
る
）
こ
の
授
業
で
の
内
容
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
べ
る
こ
と
多
い
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
学
べ
る
こ
と
多
い
DV
Dで
、
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
は
、
「
本
を
書
く
の
に
、
真
っ
白
な
壁
に
付
箋
紙
を
ド
ン
ド
ン
貼
っ
て
い
き
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
想
し
て
い
た
」
と
い
っ
て
ま
し
た
。
DV
Dで
、
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
は
、
「
本
を
書
く
の
に
、
真
っ
白
な
壁
に
付
箋
紙
を
ド
ン
ド
ン
貼
っ
て
い
き
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
想
し
て
い
た
」
と
い
っ
て
ま
し
た
DV
Dで
紹
介
さ
れ
て
い
た
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
で
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
方
法
講
義
の
内
容
と
し
て
D
V
D
１
６
感
想
→
解
説
講
義
重
要
点
付
箋
を
使
っ
た
発
想
法
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
思
考
方
法
・
頭
の
使
い
方
で
す
よ
ね
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
思
考
方
法
・
頭
の
使
い
方
で
す
よ
ね
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
DV
Dで
紹
介
さ
れ
て
い
た
方
法
も
思
考
方
法
の
技
術
講
義
の
補
足
が
思
考
方
法
関
連
講
義
補
足
思
考
方
法
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
●
●
さ
ん
に
役
立
て
ば
う
れ
し
い
と
い
う
期
待
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
期
待
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
そ
れ
で
は
、
今
日
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
今
日
の
授
業
も
頑
張
る
よ
う
に
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
今
日
と
い
う
の
は
11
/2
5で
は
な
く
，
次
回
の
12
/2
の
こ
と
か
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
C
18
9
2014/12/2
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
先
生
も
今
週
は
風
邪
を
引
か
れ
た
と
い
う
こ
と
担
当
教
員
も
風
邪
だ
っ
た
と
知
っ
た
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
が
風
邪
だ
っ
た
原
因
（
授
業
）
授
業
担
当
教
員
の
状
態
風
邪
だ
っ
た
ご
自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
担
当
教
員
も
体
調
管
理
を
推
奨
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
対
応
社
交
的
対
応
気
遣
い
ご
自
愛
く
だ
さ
い
先
生
は
と
て
も
優
し
い
方
や
さ
し
い
他
の
授
業
の
担
当
の
先
生
他
の
授
業
の
担
当
教
員
が
や
さ
し
い
１
７
反
応
→
反
復
他
の
授
業
担
当
教
員
や
さ
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
ほ
と
ん
ど
単
位
が
も
ら
え
な
い
し
か
し
，
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
を
1回
で
も
未
提
出
（
欠
席
で
未
実
施
）
だ
と
単
位
認
定
さ
れ
ず
他
の
授
業
の
課
題
は
未
提
出
だ
と
単
位
出
な
い
詳
細
他
の
授
業
課
題
未
提
出
で
単
位
出
な
い
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
が
風
邪
だ
っ
た
と
聞
い
て
，
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
と
し
て
ご
自
愛
く
だ
さ
い
と
書
い
た
．
風
邪
を
ひ
い
た
担
当
教
員
へ
の
気
遣
い
風
邪
を
ひ
い
た
担
当
教
員
へ
の
 気
遣
い
体
調
気
遣
い
先
生
は
と
て
も
優
し
い
方
な
の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
チ
を
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
ほ
と
ん
ど
単
位
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
れ
で
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
他
の
授
業
の
担
当
教
員
は
や
さ
し
い
が
，
課
題
の
未
提
出
で
単
位
が
出
な
い
の
で
受
講
生
で
あ
き
ら
め
る
人
が
多
い
と
書
き
，
当
該
授
業
は
目
標
と
し
て
他
授
業
も
他
の
授
業
の
担
当
教
員
や
他
の
受
講
生
の
様
子
，
お
よ
び
当
該
受
講
生
の
共
通
点
の
認
識
と
学
習
意
他
の
授
業
の
担
当
教
員
や
他
の
　
受
講
生
の
様
子
，
お
よ
び
当
該
受
講
生
の
共
通
点
の
認
識
と
学
習
意
欲
単
位
条
件
説
明
（
他
科
目
）
目
標
の
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
の
文
章
を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
復
唱
し
て
，
そ
れ
は
小
説
か
と
質
問
し
，
講
義
の
補
足
と
し
て
相
手
に
伝
え
る
技
術
な
の
で
学
べ
る
こ
と
多
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
た
．
受
講
生
の
文
章
書
き
の
趣
味
が
小
説
か
の
質
問
と
相
手
に
伝
え
る
技
術
へ
の
有
用
性
受
講
生
の
文
章
書
き
の
趣
味
が
小
説
か
の
質
問
と
相
手
に
伝
え
る
技
術
へ
の
有
用
性
質
問
（
趣
味
）
C
2
0
10
2014/12/9
先
生
も
今
週
は
風
邪
を
引
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ご
自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
\r
\n
\r
\n
先
生
は
と
て
も
優
し
い
方
な
の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
チ
を
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
ほ
と
ん
ど
単
位
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
れ
で
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
役
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
英
語
ス
ピ
ー
チ
は
特
に
原
稿
を
頭
に
入
れ
る
の
が
大
変
で
、
読
ん
で
い
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
来
週
発
表
が
あ
る
の
で
頑
張
り
ま
す
！
\r
\n
\r
\n
そ
う
で
す
。
話
し
方
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
書
き
方
へ
繋
が
り
ま
す
し
、
人
を
面
白
が
ら
せ
る
た
め
の
作
法
は
な
ん
で
あ
ろ
う
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
壁
に
付
箋
紙
を
張
る
方
法
は
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が
、
家
族
に
見
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
の
で
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。
笑
\r
\n
で
す
が
、
こ
の
間
の
授
業
か
ら
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
先
生
も
今
週
は
風
邪
を
引
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ご
自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
体
調
気
遣
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
あ
き
ら
め
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
と
復
唱
し
て
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
き
，
で
も
学
べ
る
こ
と
多
い
の
で
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
書
い
た
．
他
の
授
業
で
の
他
の
受
講
生
の
あ
き
ら
め
状
態
へ
の
感
想
と
当
該
受
講
生
へ
の
喚
起
他
の
授
業
で
の
他
の
受
講
生
の
あ
き
ら
め
状
態
へ
の
感
想
と
当
該
受
講
生
へ
の
喚
起
目
標
喚
起
（
他
科
目
）
講
義
（
DV
D）
の
重
要
点
と
し
て
付
箋
を
使
っ
た
発
想
法
が
あ
り
，
思
考
方
法
だ
と
舗
装
し
，
役
立
て
は
嬉
し
い
と
指
導
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
補
足
と
し
て
の
DV
Dの
内
容
の
重
要
点
と
付
箋
に
よ
る
発
想
法
，
お
よ
び
指
導
意
欲
に
つ
い
て
補
足
と
し
て
の
DV
Dの
内
容
の
重
要
点
と
付
箋
に
よ
る
発
想
法
，
お
よ
び
指
導
意
欲
に
つ
い
て
発
想
法
解
説
担 当 教 員
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こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
●
さ
ん
も
体
調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。
\n
\n
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
諦
め
る
人
も
多
い
み
た
い
で
す
ね
\n
(^
^;
)で
も
、
諦
め
ず
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
と
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
な
授
業
で
す
。
●
さ
ん
は
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。
\n
\n
●
さ
ん
は
、
趣
味
で
文
章
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
小
説
か
何
か
・
・
・
か
な
？
\n
文
章
で
も
プ
レ
ゼ
ン
で
も
、
結
局
は
、
伝
え
た
い
人
に
ど
う
表
現
し
て
伝
え
る
か
・
・
・
と
い
う
部
分
で
す
の
で
、
こ
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
DV
Dで
、
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
は
、
「
本
を
書
く
の
に
、
真
っ
白
な
壁
に
付
箋
紙
を
ド
ン
ド
ン
貼
っ
て
い
き
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
想
し
て
い
た
」
と
い
っ
て
ま
し
た
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
思
考
方
法
・
頭
の
使
い
方
で
す
よ
ね
。
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
\n
\n
そ
れ
で
は
、
今
日
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
(^
^)
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
●
さ
ん
も
体
調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。
社
交
的
対
応
の
雑
だ
と
し
て
寒
く
な
っ
た
の
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
と
気
遣
い
を
書
い
た
．
寒
く
な
っ
た
季
節
の
雑
談
と
受
講
生
へ
の
気
遣
い
寒
く
な
っ
た
季
節
の
雑
談
と
受
講
生
へ
の
気
遣
い
そ
れ
で
は
、
今
日
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
(^
^)
(^
^;
)で
も
、
諦
め
ず
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
と
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
な
授
業
で
す
。
文
章
で
も
プ
レ
ゼ
ン
で
も
、
結
局
は
、
伝
え
た
い
人
に
ど
う
表
現
し
て
伝
え
る
か
・
・
・
と
い
う
部
分
で
す
の
で
、
こ
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
た
．
受
講
生
の
学
習
意
欲
の
喚
起
と
笑
顔
の
文
字
絵
受
講
生
の
学
習
意
欲
の
喚
起
と
笑
顔
の
文
字
絵
140
そ
れ
で
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
を
1回
で
も
未
提
出
（
欠
席
で
未
実
施
）
だ
と
単
位
認
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
き
ら
め
る
学
生
が
多
い
他
の
授
業
の
受
講
生
が
あ
き
ら
め
る
人
多
い
状
況
他
の
授
業
受
講
生
あ
き
ら
め
る
人
多
い
こ
の
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
と
同
じ
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
学
習
意
欲
の
目
標
と
な
る
他
の
授
業
で
も
共
通
点
関
連
学
習
意
欲
目
標
他
の
授
業
で
も
共
通
点
役
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
実
感
の
報
告
学
習
意
欲
の
満
足
感
の
役
立
っ
て
い
る
効
果
学
習
意
欲
満
足
感
役
立
っ
て
い
る
英
語
ス
ピ
ー
チ
は
特
に
原
稿
を
頭
に
入
れ
る
の
が
大
変
で
大
変
な
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
内
容
の
暗
記
他
の
授
業
の
内
容
で
課
題
が
大
変
開
示
他
の
授
業
課
題
大
変
読
ん
で
い
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
（
暗
記
に
頼
る
の
で
）
棒
読
み
に
な
る
ス
ピ
ー
チ
他
の
授
業
の
課
題
は
棒
読
み
に
な
り
が
ち
開
示
他
の
授
業
課
題
棒
読
み
に
な
り
が
ち
来
週
発
表
が
あ
る
来
週
の
授
業
で
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
他
の
授
業
の
課
題
は
来
週
発
表
予
定
他
の
授
業
課
題
来
週
発
表
頑
張
り
ま
す
！
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
そ
う
で
す
と
い
う
確
認
（
「
趣
味
で
文
章
を
書
い
て
い
る
」
の
確
認
で
「
小
説
執
筆
」
と
い
う
こ
と
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
回
答
１
７
質
問
→
回
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
話
し
方
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
書
き
方
へ
繋
が
り
ま
す
話
し
方
の
技
術
が
書
き
方
の
技
術
に
も
繋
が
る
と
い
う
認
識
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
話
す
技
術
が
書
く
技
術
に
応
用
で
き
る
認
識
学
習
意
欲
目
標
話
す
技
術
が
書
く
技
術
に
応
用
で
き
る
人
を
面
白
が
ら
せ
る
た
め
の
作
法
は
な
ん
で
あ
ろ
う
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
聞
き
手
や
読
み
手
に
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
る
技
術
は
同
じ
と
い
う
認
識
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
面
白
が
ら
せ
る
方
法
は
同
じ
認
識
学
習
意
欲
目
標
面
白
が
ら
せ
る
方
法
は
同
じ
壁
に
付
箋
紙
を
張
る
方
法
は
DV
Dで
紹
介
さ
れ
て
い
た
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
で
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
方
法
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
１
７
解
説
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
や
っ
て
み
た
い
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
で
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
方
法
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
積
極
的
活
用
し
た
い
反
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
積
極
的
活
用
し
た
い
家
族
に
見
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
反
面
，
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
し
た
ア
イ
デ
ア
を
家
族
に
見
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
学
習
意
欲
の
自
信
が
恥
ず
か
し
い
予
想
学
習
意
欲
自
信
恥
ず
か
し
い
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
で
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
方
法
に
は
た
め
ら
い
が
あ
る
と
い
う
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
が
た
め
ら
い
開
示
学
習
意
欲
自
信
た
め
ら
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
で
す
が
、
こ
の
間
の
授
業
か
ら
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
間
の
授
業
か
ら
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
前
回
の
授
業
以
来
，
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
告
白
講
義
の
学
習
成
果
が
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
書
き
出
し
成
果
講
義
学
習
成
果
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
書
き
出
し
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
み
て
様
々
な
方
法
を
試
行
錯
誤
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
積
極
的
活
用
し
た
い
展
望
学
習
意
欲
意
気
込
み
試
行
錯
誤
し
た
い
自
分
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
を
見
つ
け
た
い
自
分
流
の
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
の
自
己
流
発
想
法
の
発
見
展
望
学
習
意
欲
目
標
自
己
流
発
想
法
の
発
見
そ
れ
で
は
本
日
も
授
業
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
も
授
業
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
う
挨
拶
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
の
感
謝
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
あ
り
が
と
う
！
あ
り
が
と
う
！
あ
り
が
と
う
の
感
謝
（
担
当
教
員
も
体
調
管
理
を
推
奨
に
対
し
て
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
２
０
対
応
→
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
感
謝
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
今
年
は
、
５
回
も
か
ぜ
を
引
い
て
し
ま
っ
て
年
間
5回
も
風
邪
を
ひ
い
た
と
の
報
告
自
己
開
示
の
病
気
が
今
年
は
5回
も
詳
細
自
己
開
示
病
気
今
年
は
5回
も
情
け
な
い
限
り
で
す
。
。
。
情
け
な
い
と
の
感
情
の
告
白
自
己
開
示
の
気
分
が
情
け
な
い
開
示
自
己
開
示
気
分
情
け
な
い
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
は
じ
め
た
み
た
い
で
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
季
節
が
始
ま
っ
た
と
の
認
識
自
己
開
示
の
病
気
に
関
連
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
は
じ
め
関
連
自
己
開
示
病
気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
は
じ
め
お
互
い
、
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
お
互
い
に
体
調
管
理
を
推
奨
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
注
意
社
交
的
対
応
気
遣
い
体
調
に
気
を
つ
け
て
担 当 教 員
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あ
り
が
と
う
！
今
年
は
、
５
回
も
か
ぜ
を
引
い
て
し
ま
っ
て
情
け
な
い
限
り
で
す
。
。
。
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
は
じ
め
た
み
た
い
で
す
の
で
、
お
互
い
、
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
\n
\n
ス
ピ
ー
チ
を
１
回
で
も
欠
席
す
る
と
単
位
が
で
な
い
で
す
か
。
。
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
諦
め
る
学
生
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
ね
(^
^;
)ま
ぁ
、
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
も
含
め
て
全
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
か
な
？
\n
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
内
容
と
、
こ
の
授
業
内
容
と
が
、
一
部
、
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
大
切
な
部
分
と
い
う
の
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
い
復
習
（
予
習
）
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
\n
発
表
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
か
？
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
原
稿
な
し
で
や
る
こ
と
自
体
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
、
成
長
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
よ
。
\n
\n
壁
に
付
箋
紙
を
貼
る
の
が
恥
ず
か
し
い
場
合
は
、
模
造
紙
を
買
っ
て
き
て
そ
れ
に
付
箋
紙
を
貼
っ
て
い
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら
丸
め
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
ど
う
か
な
？
\n
ま
ぁ
、
付
箋
紙
に
限
ら
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
想
体
調
気
遣
い
今
年
は
、
５
回
も
か
ぜ
を
引
い
て
し
ま
っ
て
情
け
な
い
限
り
で
す
。
。
。
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
は
じ
め
た
み
た
い
で
す
の
で
、
お
互
い
、
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
ご
自
愛
く
だ
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
し
て
，
今
年
は
5
回
も
病
気
に
な
り
情
け
な
い
気
分
と
書
き
，
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
は
じ
め
た
の
で
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
と
し
て
体
調
に
気
を
つ
け
て
と
書
い
た
．
受
講
生
の
担
当
教
員
へ
の
気
遣
い
へ
の
感
謝
と
受
講
生
へ
の
気
遣
い
（
返
報
）
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
ノ
ー
ト
に
ア
イ
デ
ア
書
き
を
始
め
た
と
書
き
，
試
行
錯
誤
し
た
い
し
，
自
己
流
の
発
想
法
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
も
書
い
た
．
授
業
の
学
習
成
果
と
し
て
の
ノ
ー
ト
へ
の
ア
イ
デ
ア
書
き
と
，
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
意
欲
授
業
の
学
習
成
果
と
し
て
の
ノ
ー
ト
へ
の
ア
イ
デ
ア
書
き
と
，
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
意
欲
意
気
込
み
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
み
て
、
自
分
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
を
見
つ
け
た
い
で
す
。
受
講
生
の
担
当
教
員
へ
の
気
遣
い
へ
の
感
謝
と
受
講
生
へ
の
気
遣
い
（
返
報
）
他
の
授
業
で
の
発
表
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
意
気
込
み
（
他
科
目
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
と
し
て
，
文
章
を
書
く
と
い
う
の
は
小
説
か
と
い
う
質
問
に
，
そ
う
で
す
と
回
答
し
，
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
，
話
す
技
術
が
書
く
技
術
に
応
用
で
き
る
の
で
面
白
が
ら
せ
る
方
法
は
同
じ
で
学
習
意
欲
の
目
標
が
あ
る
と
書
い
た
．
文
章
書
き
の
趣
味
は
小
説
執
筆
と
の
回
答
，
お
よ
び
そ
の
趣
味
へ
の
授
業
内
容
の
有
用
性
と
学
習
意
欲
の
授
業
で
も
共
通
点
が
あ
る
の
で
役
立
っ
て
い
る
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
き
，
さ
ら
に
，
他
の
授
業
の
課
題
が
大
変
で
棒
読
み
に
な
り
が
ち
と
書
い
た
．
学
習
意
欲
　
文
章
書
き
の
趣
味
は
小
説
執
筆
と
の
回
答
，
お
よ
び
そ
の
趣
味
へ
の
授
業
内
容
の
有
用
性
と
学
習
意
欲
ア
イ
デ
ア
を
書
き
出
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
み
て
、
自
分
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
を
見
つ
け
た
い
で
す
。
\r
\n
\r
\n
そ
れ
で
は
本
日
も
授
業
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
役
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
英
語
ス
ピ
ー
チ
は
特
に
原
稿
を
頭
に
入
れ
る
の
が
大
変
で
、
読
ん
で
い
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
来
週
発
表
が
あ
る
の
で
頑
張
り
ま
す
！
回
答
（
趣
味
）
話
し
方
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
書
き
方
へ
繋
が
り
ま
す
し
、
人
を
面
白
が
ら
せ
る
た
め
の
作
法
は
な
ん
で
あ
ろ
う
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
壁
に
付
箋
紙
を
張
る
方
法
は
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が
、
家
族
に
見
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
の
で
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。
笑
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
付
箋
の
こ
と
を
復
唱
し
て
，
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
積
極
的
活
用
し
た
い
が
，
自
信
と
し
て
恥
ず
か
し
い
の
で
た
め
ら
い
が
あ
る
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
随
し
た
．
DV
Dの
内
容
だ
っ
た
付
箋
に
よ
る
発
想
法
と
そ
の
実
践
へ
の
た
め
ら
い
DV
Dの
内
容
だ
っ
た
付
箋
に
よ
る
発
想
法
と
そ
の
実
践
へ
の
た
め
ら
い
実
践
不
安
来
週
発
表
な
の
で
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
を
書
い
た
．
他
の
授
業
で
の
発
表
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
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ス
ピ
ー
チ
を
１
回
で
も
欠
席
す
る
と
単
位
が
で
な
い
で
す
か
。
。
。
ス
ピ
ー
チ
を
１
回
で
も
欠
席
す
る
と
単
位
が
で
な
い
で
す
か
。
。
。
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
を
1回
で
も
未
提
出
（
欠
席
で
未
実
施
）
だ
と
単
位
認
定
さ
れ
ず
の
基
準
を
認
知
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
０
詳
細
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
と
い
う
理
解
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
納
得
２
０
状
況
→
理
解
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
で
諦
め
る
学
生
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
ね
あ
き
ら
め
る
学
生
が
多
い
原
因
を
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
ま
ぁ
、
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
も
含
め
て
全
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
か
な
？
ま
ぁ
、
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
も
含
め
て
全
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
か
な
？
他
の
授
業
の
先
生
が
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
を
自
己
責
任
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
推
測
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
推
測
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
内
容
と
、
こ
の
授
業
内
容
と
が
、
一
部
、
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
内
容
と
、
こ
の
授
業
内
容
と
が
、
一
部
、
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
他
の
授
業
と
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
や
っ
ぱ
り
、
大
切
な
部
分
と
い
う
の
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
？
や
っ
ぱ
り
、
大
切
な
部
分
と
い
う
の
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
？
他
の
分
野
で
も
大
切
な
こ
と
は
共
通
し
て
く
る
と
い
う
推
測
（
質
問
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
べ
る
こ
と
多
い
質
問
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
大
切
な
点
は
共
通
す
る
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
い
復
習
（
予
習
）
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
こ
の
授
業
が
復
習
や
予
習
に
な
る
こ
と
を
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
予
習
復
習
に
な
る
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
予
習
復
習
に
な
る
う
れ
し
い
で
す
こ
の
授
業
が
復
習
や
予
習
に
な
る
と
嬉
し
い
指
導
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
感
想
指
導
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
発
表
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
か
？
発
表
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
か
？
他
の
授
業
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
が
で
き
た
か
ど
う
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
20
予
定
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
原
稿
な
し
で
や
る
こ
と
自
体
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
暗
記
で
行
う
こ
と
自
体
が
大
変
と
い
う
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
共
感
２
０
開
示
→
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ぜ
ひ
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
乗
り
切
る
よ
う
に
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
そ
れ
が
、
成
長
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
よ
。
そ
れ
が
、
成
長
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
よ
乗
り
切
る
こ
と
が
成
長
に
繋
が
る
と
の
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
成
長
の
一
歩
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
成
長
の
一
歩
壁
に
付
箋
紙
を
貼
る
の
が
恥
ず
か
し
い
場
合
壁
に
白
紙
を
貼
っ
て
付
箋
で
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
方
法
が
恥
ず
か
し
い
場
合
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
０
予
想
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
模
造
紙
を
買
っ
て
き
て
そ
れ
に
付
箋
紙
を
貼
っ
て
い
っ
て
終
わ
っ
た
ら
丸
め
て
し
ま
う
の
は
ど
う
か
な
？
白
紙
の
代
わ
り
に
模
造
紙
に
し
て
片
付
け
る
方
法
の
提
案
講
義
の
補
足
が
相
手
に
伝
え
る
技
術
提
案
講
義
補
足
他
の
方
法
提
案
ま
ぁ
、
付
箋
紙
に
限
ら
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
想
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ま
ぁ
、
付
箋
紙
に
限
ら
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
想
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
は
他
に
も
多
く
あ
る
と
い
う
助
言
講
義
の
補
足
と
し
て
他
の
方
法
は
多
い
解
説
講
義
補
足
他
の
方
法
は
多
い
有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
か
な
？
有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
か
な
？
有
名
な
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
の
１
つ
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
講
義
の
補
足
と
し
て
例
え
ば
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
紹
介
講
義
補
足
例
え
ば
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
こ
れ
も
良
い
手
法
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
良
い
手
法
か
と
思
い
ま
す
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
も
ア
イ
デ
ア
創
出
の
良
い
方
法
と
い
う
認
識
講
義
の
補
足
と
し
て
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
推
奨
推
薦
講
義
補
足
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
推
奨
私
も
、
自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
は
持
っ
て
い
ま
す
担
当
教
員
も
自
分
流
の
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
が
あ
る
と
の
告
白
自
己
開
示
で
発
想
法
を
自
己
流
で
あ
る
開
示
自
己
開
示
発
想
法
自
己
流
●
さ
ん
も
自
分
に
あ
っ
た
発
想
法
が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
●
●
さ
ん
も
自
分
流
の
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
が
見
つ
か
る
こ
と
を
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
期
待
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
私
も
今
日
は
少
し
風
邪
気
味
風
邪
気
味
と
い
う
報
告
自
己
開
示
で
健
康
状
態
が
弱
い
風
邪
気
味
２
１
注
意
→
対
応
自
己
開
示
健
康
状
態
風
邪
気
味
悪
化
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
悪
化
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
と
い
う
意
気
込
み
自
己
開
示
で
健
康
状
態
の
体
調
管
理
し
っ
か
り
希
望
自
己
開
示
健
康
状
態
体
調
管
理
し
っ
か
り
ス
ピ
ー
チ
は
毎
回
で
は
な
い
毎
回
で
は
な
い
他
の
授
業
の
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
他
の
授
業
で
の
課
題
は
毎
回
で
は
な
い
２
１
推
測
→
詳
細
他
の
授
業
課
題
毎
回
で
は
な
い
私
も
今
日
は
少
し
風
邪
気
味
な
の
で
悪
化
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
状
態
が
風
邪
気
味
な
の
で
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
た
い
と
自
己
開
示
し
た
．
風
邪
気
味
な
体
調
の
報
告
と
体
調
管
理
風
邪
気
味
な
体
調
の
報
告
と
体
調
管
理
、
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
か
な
？
こ
れ
も
良
い
手
法
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
●
さ
ん
も
自
分
に
あ
っ
た
発
想
法
が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
(^
^)
\n
\n
自
分
も
自
己
流
の
発
想
法
が
あ
る
と
自
己
開
示
し
て
，
受
講
生
も
自
己
流
発
想
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
た
．
担
当
教
員
の
自
己
流
の
発
想
法
と
受
講
生
も
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
喚
起
と
笑
顔
の
文
字
絵
担
当
教
員
の
自
己
流
の
発
想
法
と
受
講
生
も
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
喚
起
と
笑
顔
の
文
字
絵
質
問
（
他
科
目
）
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
原
稿
な
し
で
や
る
こ
と
自
体
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。
壁
に
付
箋
紙
を
貼
る
の
が
恥
ず
か
し
い
場
合
は
、
模
造
紙
を
買
っ
て
き
て
そ
れ
に
付
箋
紙
を
貼
っ
て
い
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら
丸
め
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
ど
う
か
な
？
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
付
箋
を
貼
る
の
が
恥
ず
か
し
い
と
い
う
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
他
の
方
法
を
提
案
し
，
他
の
方
法
は
多
い
，
例
え
ば
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
は
お
奨
め
と
推
薦
し
た
．
DV
Dの
内
容
だ
っ
た
付
箋
に
よ
る
発
想
法
へ
の
た
め
ら
い
に
対
す
る
模
造
紙
利
用
の
提
案
と
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
紹
介
C
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私
も
今
日
は
少
し
風
邪
気
味
な
の
で
悪
化
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
ス
ピ
ー
チ
は
毎
回
で
は
な
い
で
す
し
事
前
に
予
定
も
出
る
の
で
、
や
は
り
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
説
得
力
の
あ
る
伝
え
方
で
あ
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
き
の
立
ち
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
り
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
\r
\n
発
表
は
明
日
な
の
で
、
準
備
と
練
習
を
し
っ
か
り
し
て
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
\r
\n
\r
\n
模
造
紙
で
や
る
の
は
良
い
で
す
ね
！
今
日
配
布
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
も
余
計
に
印
刷
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
笑
　
ス
ラ
イ
ド
制
作
以
外
に
も
使
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
の
課
題
を
欠
席
す
る
と
単
位
が
無
い
こ
と
を
復
唱
し
て
，
あ
き
ら
め
る
学
生
が
多
い
こ
と
に
納
得
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
随
さ
せ
て
，
体
調
管
理
は
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
か
と
質
問
し
，
他
の
授
業
と
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
復
唱
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
大
切
な
点
は
共
通
し
て
，
予
習
復
習
に
な
る
な
ら
指
導
意
欲
の
満
足
感
と
し
て
嬉
し
い
と
書
い
た
．
他
の
授
業
の
他
の
受
講
生
の
様
子
へ
の
感
想
と
当
該
授
業
と
の
重
要
点
の
共
通
性
の
指
摘
，
お
よ
び
学
習
意
欲
の
喚
起
と
指
導
意
欲
の
開
示
他
の
授
業
の
他
の
受
講
生
の
様
子
へ
の
感
想
と
当
該
授
業
と
の
重
要
点
の
共
通
性
の
指
摘
，
お
よ
び
学
習
意
欲
の
喚
起
と
指
導
意
欲
の
開
示
来
週
発
表
だ
と
い
う
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
と
質
問
し
て
，
課
題
が
大
変
と
い
う
こ
と
に
共
感
し
，
成
長
の
一
歩
に
な
る
か
ら
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
書
い
た
．
他
の
授
業
で
の
発
表
結
果
の
質
問
と
学
習
意
欲
の
喚
起
の
応
援
他
の
授
業
で
の
発
表
結
果
の
質
問
と
学
習
意
欲
の
喚
起
の
応
援
体
調
報
告
ス
ピ
ー
チ
は
毎
回
で
は
な
い
で
す
し
事
前
に
予
定
も
出
る
の
で
、
や
は
り
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
授
業
で
の
課
題
は
毎
回
で
は
な
い
し
，
予
定
の
提
示
が
あ
る
他
の
授
業
で
の
課
題
と
自
己
責
任
と
い
他
の
授
業
で
の
課
題
と
自
己
責
任
と
い
う
意
気
込
み
課
題
追
加
説
明
（
他
科
目
）
単
位
条
件
感
想
（
他
科
目
）
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
諦
め
る
学
生
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
ね
(^
^;
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
い
復
習
（
予
習
）
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
私
も
、
自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
●
さ
ん
も
自
分
に
あ
っ
た
発
想
法
が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
(^
^)
DV
Dの
内
容
だ
っ
た
付
箋
に
よ
る
発
想
法
へ
の
た
め
ら
い
に
対
す
る
模
造
紙
利
用
の
提
案
と
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
紹
介
追
加
紹
介
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
は
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
に
な
る
か
？
目
標
の
喚
起
142
事
前
に
予
定
も
出
る
事
前
に
告
知
さ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
の
実
施
日
他
の
授
業
の
課
題
は
予
定
の
提
示
が
あ
る
状
況
他
の
授
業
課
題
予
定
の
提
示
が
あ
る
や
は
り
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
他
の
授
業
の
先
生
が
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
を
自
己
責
任
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
推
測
（
担
当
教
員
と
同
じ
く
）
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
自
己
責
任
推
測
学
習
意
欲
意
気
込
み
自
己
責
任
説
得
力
の
あ
る
伝
え
方
で
あ
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
き
の
立
ち
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
り
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
説
得
力
の
あ
る
伝
え
方
で
あ
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
き
の
立
ち
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
り
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
説
得
力
の
あ
る
伝
え
方
，
話
し
方
，
立
ち
振
る
舞
い
等
の
事
項
が
共
通
学
習
意
欲
の
目
標
と
な
る
他
の
授
業
で
も
共
通
点
２
１
質
問
→
回
答
学
習
意
欲
目
標
他
の
授
業
で
も
共
通
点
発
表
は
明
日
明
日
が
ス
ピ
ー
チ
課
題
の
実
施
日
と
い
う
報
告
他
の
授
業
の
課
題
は
明
日
発
表
２
１
喚
起
→
報
告
他
の
授
業
課
題
明
日
発
表
準
備
と
練
習
を
し
っ
か
り
し
て
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
と
練
習
で
ス
ピ
ー
チ
課
題
に
望
む
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
準
備
と
練
習
す
る
模
造
紙
で
や
る
の
は
良
い
で
す
ね
！
模
造
紙
で
や
る
の
は
良
い
で
す
ね
！
白
紙
の
代
わ
り
に
模
造
紙
に
し
て
片
付
け
る
方
法
の
提
案
に
対
し
て
良
い
印
象
（
反
応
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
納
得
２
１
提
案
→
印
象
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
　
今
日
配
布
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
も
余
計
に
印
刷
さ
せ
て
い
た
だ
い
授
業
で
配
布
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
（
デ
ー
タ
で
？
）
実
習
の
教
材
の
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
複
数
枚
印
刷
関
連
（
授
業
）
実
習
教
材
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
複
数
枚
印
刷
受
講
生
は
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
を
「
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
」
と
誤
記
か
？
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
　
ス
ラ
イ
ド
制
作
以
外
に
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
制
作
以
外
に
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
授
業
で
配
布
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
（
デ
ー
タ
で
？
）
を
こ
の
授
業
以
外
で
も
活
用
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
多
方
面
で
役
立
つ
希
望
学
習
意
欲
目
標
多
方
面
で
役
立
つ
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
、
初
耳
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
１
紹
介
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
初
め
て
聞
き
ま
し
た
初
耳
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
創
出
方
法
学
習
意
欲
の
好
奇
心
と
し
て
初
め
て
聞
い
た
反
応
学
習
意
欲
好
奇
心
初
め
て
聞
い
た
今
度
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
今
度
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
興
味
と
し
て
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
興
味
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
や
り
に
く
そ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
り
ま
す
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
実
習
の
発
表
会
で
難
し
い
テ
ー
マ
を
設
定
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
難
し
い
テ
ー
マ
を
設
定
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
自
分
な
り
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
の
言
葉
（
挨
拶
？
）
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
の
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
を
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
お
ぉ
、
●
さ
ん
も
風
邪
で
す
か
？
お
ぉ
、
●
さ
ん
も
風
邪
で
す
か
？
●
●
さ
ん
も
風
邪
か
と
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
２
２
対
応
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
っ
て
い
な
い
と
良
い
の
で
す
が
・
・
・
。
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
っ
て
い
な
い
と
良
い
の
で
す
が
・
・
・
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
い
な
い
か
心
配
と
い
う
気
持
ち
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
悪
化
し
な
け
れ
ば
よ
い
心
配
社
交
的
対
応
気
遣
い
体
調
悪
化
し
な
け
れ
ば
よ
い
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
寒
さ
が
続
く
季
節
と
い
う
認
識
社
交
的
対
応
で
雑
談
の
寒
く
な
る
季
節
社
交
的
対
応
雑
談
寒
く
な
る
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
風
邪
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
助
言
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
体
調
に
気
を
つ
け
て
注
意
社
交
的
対
応
気
遣
い
体
調
に
気
を
つ
け
て
ス
ピ
ー
チ
は
う
ま
く
で
き
ま
し
た
か
？
ス
ピ
ー
チ
は
う
ま
く
で
き
ま
し
た
か
？
他
の
授
業
の
ス
ピ
ー
チ
課
題
の
結
果
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
２
２
報
告
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
こ
の
授
業
が
、
少
し
で
も
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
た
ら
な
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
こ
の
授
業
が
、
少
し
で
も
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
た
ら
な
・
・
・
と
思
い
ま
す
こ
の
授
業
の
内
容
が
役
立
つ
こ
と
へ
の
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
役
立
て
て
ほ
し
い
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
役
立
て
て
ほ
し
い
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
や
こ
の
授
業
な
ど
で
、
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
の
技
術
を
身
に
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
や
こ
の
授
業
な
ど
で
、
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
の
技
術
を
身
に
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
こ
の
授
業
と
他
の
授
業
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
技
法
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
修
得
し
て
ほ
し
い
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
修
得
し
て
ほ
し
い
い
体
調
気
遣
い
年
始
の
挨
拶
挨
拶
他
の
授
業
で
の
発
表
課
題
の
結
果
の
質
問
と
当
該
授
業
の
有
用
性
と
学
習
欲
の
喚
起
他
の
授
業
で
の
発
表
課
題
の
結
果
の
質
問
と
当
該
授
業
の
有
用
性
と
学
習
欲
の
喚
起
目
標
の
喚
起
（
他
科
目
）
意
気
込
み
担 当 教 員
2
3
11
2014/12/16
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
お
ぉ
、
●
さ
ん
も
風
邪
で
す
か
？
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
っ
て
い
な
い
と
良
い
の
で
す
が
・
・
・
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
\n
\n
ス
ピ
ー
チ
は
う
ま
く
で
き
ま
し
た
か
？
こ
の
授
業
が
、
少
し
で
も
●
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
く
れ
た
ら
な
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
の
授
業
や
こ
の
授
業
な
ど
で
、
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
の
技
術
を
身
に
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、
き
っ
と
将
来
に
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
よ
。
\n
\n
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
よ
。
当
然
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
以
外
で
も
、
ガ
ン
ガ
ン
使
っ
て
下
さ
い
(^
^)
\n
テ
ー
マ
は
、
や
り
に
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
は
あ
り
そ
う
で
す
よ
。
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
^)
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
明
日
発
表
に
ど
う
だ
っ
た
か
と
質
問
し
，
当
該
授
業
が
役
立
っ
て
ほ
し
い
し
，
是
非
と
も
修
得
し
て
ほ
し
い
し
，
社
会
人
と
し
て
も
有
用
だ
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
た
．
受
講
生
も
風
邪
を
引
い
た
か
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
記
述
内
容
に
対
し
て
質
問
し
，
社
交
的
対
応
と
し
て
，
寒
く
な
る
と
い
う
雑
談
を
書
き
，
体
調
悪
化
し
な
け
れ
ば
よ
い
，
体
調
に
気
を
つ
け
て
と
気
遣
い
を
書
い
た
．
受
講
生
の
体
調
不
良
へ
の
気
遣
い
受
講
生
の
体
調
不
良
へ
の
気
遣
い
他
の
授
業
で
は
明
日
が
課
題
発
表
だ
と
い
う
返
答
回
答
（
他
科
目
）
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
と
２
の
分
析
結
果
を
参
照
！
）
興
味
　
今
日
配
布
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
も
余
計
に
印
刷
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
笑
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
提
案
に
対
し
て
，
納
得
し
て
，
実
習
の
教
材
と
し
て
提
示
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
複
数
枚
印
刷
し
た
と
報
告
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
随
し
，
多
方
面
で
役
立
つ
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
さ
ら
に
，
紹
介
さ
れ
た
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
復
唱
し
て
，
初
め
て
聞
い
た
の
で
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
と
学
習
意
欲
の
好
奇
心
と
興
味
を
書
い
た
．
模
造
紙
利
用
提
案
に
対
す
る
反
応
と
教
材
や
紹
介
に
対
す
る
有
用
性
と
興
味
関
心
模
造
紙
利
用
提
案
に
対
す
る
反
応
と
教
材
や
紹
介
に
対
す
る
有
用
性
と
興
味
関
心
で
笑
　
ス
ラ
イ
ド
制
作
以
外
に
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
今
度
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
や
り
に
く
そ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
り
に
く
そ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
実
習
の
発
表
会
へ
向
け
て
難
し
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
が
，
頑
張
り
た
い
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
実
習
の
発
表
テ
ー
マ
の
難
易
度
と
意
気
込
み
実
習
の
発
表
テ
ー
マ
の
難
易
度
と
意
気
込
み
提
示
が
あ
る
の
で
，
や
は
り
自
己
責
任
だ
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
き
，
他
の
授
業
で
も
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
任
と
い
う
意
気
込
み
発
表
は
明
日
な
の
で
、
準
備
と
練
習
を
し
っ
か
り
し
て
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
明
日
発
表
な
の
で
準
備
と
練
習
す
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
他
の
授
業
で
は
明
日
が
課
題
発
表
だ
と
い
う
返
答
143
そ
れ
は
、
き
っ
と
将
来
に
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
は
、
き
っ
と
将
来
に
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
よ
社
会
人
と
し
て
も
役
立
つ
プ
レ
ゼ
ン
技
法
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
社
会
人
と
し
て
も
有
用
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
社
会
人
と
し
て
も
有
用
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
、
授
業
で
配
布
し
た
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
（
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
と
書
い
て
い
た
の
を
修
正
？
デ
ー
タ
で
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
２
２
関
連
（
授
業
）
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
下
さ
い
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
の
活
用
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
推
薦
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
役
立
て
て
ほ
し
い
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
は
良
い
発
想
が
出
な
い
と
い
う
経
験
が
あ
る
と
い
う
告
白
実
習
の
助
言
と
し
て
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
２
２
意
気
込
み
→
開
示
実
習
助
言
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
よ
発
想
し
や
す
く
考
え
が
ま
と
ま
り
や
す
い
紙
と
鉛
筆
を
使
っ
て
落
書
き
し
な
が
ら
の
ア
イ
デ
ア
創
出
実
習
の
助
言
と
し
て
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
開
示
実
習
助
言
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
当
然
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
以
外
で
も
、
ガ
ン
ガ
ン
使
っ
て
下
さ
い
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
の
ス
ラ
イ
ド
以
外
で
の
活
用
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
２
２
希
望
→
推
奨
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
役
立
て
て
ほ
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
テ
ー
マ
は
、
や
り
に
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
が
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
見
に
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
へ
の
同
意
２
２
原
因
（
授
業
）
→
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
や
り
が
い
は
あ
り
そ
う
で
す
よ
一
方
で
や
り
が
い
が
あ
る
と
の
助
言
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
と
し
て
や
り
が
い
が
あ
る
喚
起
学
習
意
欲
動
機
へ
の
刺
激
や
り
が
い
あ
る
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
頑
張
る
よ
う
に
激
励
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
C
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本
日
の
授
業
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
の
授
業
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
社
交
的
対
応
で
感
謝
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
社
交
的
対
応
の
感
謝
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
書
い
た
．
授
業
終
了
時
の
挨
拶
授
業
終
了
時
の
挨
拶
挨
拶
時
間
が
な
い
授
業
終
了
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
時
間
が
少
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
書
く
に
は
時
間
が
短
い
状
況
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
時
間
が
短
い
時
間
が
短
い
の
は
授
業
の
残
り
時
間
な
の
か
，
何
か
用
事
が
あ
っ
て
な
の
か
？
簡
潔
に
…
…
簡
潔
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
入
に
す
る
と
い
う
宣
言
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
簡
潔
に
対
応
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
簡
潔
に
み
ん
な
の
時
間
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
し
ま
っ
て
自
分
の
時
間
の
た
め
に
他
の
受
講
生
の
時
間
を
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
（
？
）
実
習
で
の
発
表
会
の
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
ひ
ょ
っ
と
し
て
時
間
が
短
い
の
は
，
こ
の
発
表
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
て
授
業
時
間
を
圧
迫
し
た
か
ら
か
？
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
と
い
う
謝
罪
社
交
的
対
応
の
謝
罪
と
し
て
す
み
ま
せ
ん
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
せ
ん
来
週
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
仕
上
げ
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
来
週
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
仕
上
げ
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
ス
ラ
イ
ド
を
来
週
に
は
き
ち
ん
と
完
成
さ
せ
て
く
る
と
い
う
意
気
込
み
実
習
の
制
作
目
標
が
完
成
さ
せ
る
希
望
実
習
制
作
目
標
完
成
さ
せ
る
頑
張
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
前
回
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
前
回
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
し
っ
か
り
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
で
き
た
っ
た
と
の
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
準
備
で
き
て
い
た
２
６
原
因
（
授
業
）
→
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
準
備
で
き
て
い
た
●
さ
ん
の
頑
張
り
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
●
さ
ん
の
頑
張
り
が
よ
く
見
え
ま
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
で
き
か
ら
●
●
さ
ん
の
頑
張
り
が
見
え
た
と
の
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
り
が
見
え
た
喚
起
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
頑
張
り
が
見
え
た
た
だ
、
前
回
も
お
話
し
た
み
た
い
前
回
の
授
業
で
も
解
説
し
た
こ
と
実
習
で
の
発
表
会
の
時
間
に
注
意
要
点
実
習
発
表
会
時
間
に
注
意
少
し
長
い
で
す
ね
ス
ラ
イ
ド
の
分
量
が
多
い
（
？
ス
ピ
ー
チ
が
長
い
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
発
表
時
間
が
少
し
長
い
感
想
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
発
表
時
間
が
少
し
長
い
，
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
10
分
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
は
10
分
以
内
に
な
る
よ
う
に
と
の
助
言
実
習
で
の
助
言
と
し
て
10
分
以
内
に
助
言
実
習
助
言
10
分
以
内
に
発
表
練
習
で
の
完
成
度
の
感
想
と
発
表
時
間
へ
の
助
言
発
表
練
習
で
の
完
成
度
の
感
想
と
発
表
時
間
へ
の
助
言
助
言
た
だ
、
前
回
も
お
話
し
た
み
た
い
に
、
少
し
長
い
で
す
ね
(^
^;
)
10
分
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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前
回
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
●
さ
ん
の
頑
張
り
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
\n
た
だ
、
前
回
も
お
話
し
た
み
た
い
に
、
少
し
長
い
で
す
ね
(^
^;
)1
0分
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
準
備
で
き
て
い
た
し
，
頑
張
り
が
見
え
た
と
書
き
，
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
発
表
時
間
が
少
し
長
い
の
で
実
習
の
発
表
会
で
は
時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
の
(^
^;
)を
書
き
，
さ
ら
に
実
習
の
助
言
と
し
て
10
分
以
内
に
し
ま
よ
う
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
書
い
た
．
簡
潔
記
入
宣
言
み
ん
な
の
時
間
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
実
習
の
発
表
会
の
た
め
の
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
し
た
の
で
社
交
的
対
応
の
謝
罪
と
し
て
す
み
ま
せ
ん
を
書
き
，
制
作
目
標
と
し
て
完
成
さ
せ
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
頑
張
る
と
書
い
た
．
発
表
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
の
謝
罪
と
完
成
へ
の
意
気
込
み
実
習
の
発
表
会
の
た
め
の
練
習
時
間
オ
ー
バ
ー
し
た
の
で
社
交
的
対
応
の
謝
罪
と
し
て
す
み
ま
せ
ん
を
書
き
，
制
作
目
標
と
し
て
完
成
さ
せ
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
頑
張
る
と
書
い
た
．
練
習
報
告
C
2
6
13
2015/1/13
本
日
の
授
業
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\r
\n
時
間
が
な
い
の
で
、
簡
潔
に
…
…
\r
\n
み
ん
な
の
時
間
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
\r
\n
来
週
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
仕
上
げ
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。
時
間
が
な
い
の
で
、
簡
潔
に
…
…
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
時
間
が
短
い
の
で
簡
潔
に
書
く
と
宣
言
し
た
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き
込
み
時
間
の
少
な
さ
と
簡
潔
記
入
宣
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き
込
み
時
間
の
少
な
さ
と
簡
潔
記
入
宣
言
助
言
教
材
の
有
用
性
と
PC
画
面
よ
り
紙
面
上
で
の
発
想
が
効
果
的
と
い
う
助
言
と
推
奨
教
材
の
有
用
性
と
PC
画
面
よ
り
紙
面
上
で
の
発
想
が
効
果
的
と
い
う
助
言
と
推
奨
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
の
印
刷
し
た
と
い
う
こ
と
を
復
唱
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
て
，
さ
ら
に
実
習
の
助
言
と
し
て
，
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
ず
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
の
で
，
役
立
て
て
ほ
し
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
て
書
い
た
．
当
然
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
以
外
で
も
、
ガ
ン
ガ
ン
使
っ
て
下
さ
い
(^
^)
テ
ー
マ
は
、
や
り
に
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
は
あ
り
そ
う
で
す
よ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
テ
ー
マ
設
定
が
難
し
に
同
意
し
て
，
で
も
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
と
し
て
や
り
が
い
が
あ
る
の
で
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
随
し
た
書
い
た
．
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
^)
実
習
の
発
表
テ
ー
マ
の
難
易
度
に
対
す
る
返
答
と
学
習
意
欲
の
喚
起
実
習
の
発
表
テ
ー
マ
の
難
易
度
に
対
す
る
返
答
と
学
習
意
欲
の
喚
起
目
標
の
喚
起
144
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
ょ
う
修
正
を
頑
張
る
よ
う
に
と
激
励
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
み
ん
な
の
発
表
、
他
の
受
講
生
の
発
表
実
習
で
の
発
表
会
の
他
者
の
発
表
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
他
者
の
発
表
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
興
味
深
か
っ
た
他
者
の
発
表
学
習
意
欲
の
興
味
と
し
て
と
て
も
深
い
感
想
学
習
意
欲
興
味
と
て
も
深
い
来
週
は
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
負
け
た
く
な
い
来
週
の
授
業
で
の
自
ら
の
発
表
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
他
者
に
負
け
た
く
な
い
予
定
学
習
意
欲
目
標
他
者
に
負
け
た
く
な
い
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
来
週
の
自
ら
の
発
表
を
頑
張
り
た
い
と
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
１
０
分
に
収
ま
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
た
。
１
０
分
に
収
ま
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
た
10
分
以
内
に
な
る
よ
う
に
修
正
し
た
発
表
準
備
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
発
表
を
修
正
し
た
２
７
助
言
→
対
応
実
習
進
捗
報
告
発
表
を
修
正
し
た
再
提
出
し
ま
す
ス
ラ
イ
ド
を
再
提
出
す
る
と
の
宣
言
（
？
）
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
再
提
出
し
た
連
絡
実
習
進
捗
報
告
再
提
出
し
た
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
提
出
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
確
認
を
依
頼
社
交
的
対
応
の
依
頼
と
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
依
頼
社
交
的
対
応
依
頼
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
日
本
食
議
論
他
の
受
講
生
が
発
表
し
た
テ
ー
マ
（
？
）
の
日
本
食
実
習
の
発
表
会
で
他
者
の
発
表
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
他
者
の
発
表
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
難
し
い
問
題
と
い
う
認
識
実
習
の
発
表
会
で
他
者
の
テ
ー
マ
難
し
い
認
識
実
習
発
表
会
他
者
の
テ
ー
マ
難
し
い
あ
の
番
組
は
私
も
見
ま
し
た
。
あ
の
番
組
は
私
も
見
ま
し
た
他
の
受
講
生
の
発
表
で
も
紹
介
さ
れ
た
（
？
）
日
本
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
（
？
）
を
見
た
と
の
報
告
実
習
の
発
表
会
で
の
視
聴
経
験
の
あ
る
TV
番
組
過
去
実
習
発
表
会
視
聴
経
験
の
あ
る
TV
番
組
海
外
は
魚
が
お
い
し
く
な
い
海
外
で
使
用
さ
れ
る
魚
は
お
い
し
く
な
い
と
い
う
認
識
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
と
し
て
海
外
の
魚
は
美
味
し
く
な
い
認
識
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
海
外
の
魚
は
美
味
し
く
な
い
日
本
の
よ
う
に
酢
飯
に
刺
身
を
乗
せ
た
だ
け
日
本
で
は
魚
自
体
が
お
い
し
い
と
い
う
認
識
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
と
し
て
酢
飯
に
刺
身
を
の
せ
る
認
識
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
酢
飯
に
刺
身
の
せ
る
で
は
お
い
し
い
寿
司
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
海
外
で
の
魚
が
お
い
し
く
な
い
こ
と
が
原
因
で
酢
飯
に
の
せ
て
も
お
い
し
く
な
い
と
い
う
意
見
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
で
美
味
し
い
寿
司
で
は
な
い
意
見
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
美
味
し
い
寿
司
で
は
な
い
日
本
の
中
華
料
理
だ
っ
て
、
本
場
中
国
に
は
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
日
本
の
中
華
料
理
だ
っ
て
、
本
場
中
国
に
は
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
日
本
で
独
自
進
化
し
た
中
華
料
理
も
多
い
（
本
場
中
国
で
の
料
理
と
の
違
い
）
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
で
日
本
の
中
華
料
理
も
様
々
あ
る
例
示
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
日
本
の
中
華
料
理
も
様
々
あ
る
先
生
に
は
今
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
担
当
教
員
に
多
く
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
で
様
々
な
こ
と
を
学
べ
た
総
括
学
習
意
欲
満
足
感
様
々
な
こ
と
を
学
べ
た
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
と
の
感
謝
社
交
的
対
応
の
感
謝
で
あ
り
が
た
い
感
謝
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
た
い
あ
ま
り
出
席
で
き
な
い
時
期
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
欠
席
時
の
柔
軟
な
対
応
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
で
柔
軟
に
対
応
過
去
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
柔
軟
に
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
担
当
教
員
の
欠
席
時
の
対
応
に
感
謝
社
交
的
対
応
の
感
謝
で
あ
り
が
た
い
感
謝
社
交
的
対
応
感
謝
あ
り
が
た
い
プ
レ
ゼ
ン
の
知
識
は
絶
対
に
こ
の
先
で
も
役
に
立
ち
ま
す
将
来
役
立
つ
と
い
う
予
感
の
授
業
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
技
法
学
習
意
欲
の
目
標
が
多
方
面
で
役
立
つ
成
果
学
習
意
欲
目
標
多
方
面
で
役
立
つ
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
こ
れ
以
降
も
活
用
し
て
い
く
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
で
積
極
的
活
用
し
た
い
期
待
学
習
意
欲
意
気
込
み
積
極
的
活
用
し
た
い
そ
れ
で
は
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
失
礼
い
た
し
ま
す
失
礼
し
ま
す
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
失
礼
し
ま
す
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
失
礼
し
ま
す
社
会
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
失
礼
し
ま
す
と
書
い
た
．
最
後
の
授
業
の
挨
拶
最
後
の
授
業
の
挨
拶
挨
拶
担 当 教 員
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当
該
授
業
で
の
学
び
は
，
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
多
方
面
で
役
立
つ
の
で
積
極
的
活
用
し
た
い
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
学
習
成
果
の
有
用
性
と
意
気
込
み
学
習
成
果
の
有
用
性
と
意
気
込
み
意
気
込
み
感
想
あ
ま
り
出
席
で
き
な
い
時
期
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
，
あ
り
が
た
い
と
社
交
的
対
応
の
感
謝
を
書
い
た
．
欠
席
遅
刻
し
が
ち
な
受
講
状
況
へ
の
柔
軟
な
対
応
へ
の
感
謝
欠
席
遅
刻
し
が
ち
な
受
講
状
況
へ
の
柔
軟
な
対
応
へ
の
感
謝
感
謝
実
習
の
発
表
会
の
他
者
の
発
表
で
テ
ー
マ
が
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
，
受
講
生
も
視
聴
経
験
の
あ
る
TV
番
組
だ
っ
た
と
書
き
，
日
本
食
の
考
え
と
し
て
，
海
外
の
魚
は
美
味
し
く
な
く
，
酢
飯
に
刺
身
を
の
せ
る
だ
け
で
は
美
味
し
い
寿
司
で
は
な
い
と
書
き
，
日
本
の
中
華
料
理
も
様
々
あ
る
が
と
書
い
た
．
実
習
で
の
他
者
の
発
表
に
対
す
る
感
想
実
習
で
の
他
者
の
発
表
に
対
す
る
感
想
他
者
発
表
感
想
海
外
は
魚
が
お
い
し
く
な
い
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
酢
飯
に
刺
身
を
乗
せ
た
だ
け
で
は
お
い
し
い
寿
司
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
先
生
に
は
今
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
学
習
意
欲
の
満
足
感
と
し
て
様
々
な
こ
と
が
学
べ
た
と
書
い
た
．
最
後
の
授
業
で
の
総
合
的
な
感
想
と
感
謝
最
後
の
授
業
で
の
総
合
的
な
感
想
と
感
謝
実
習
の
発
表
会
の
他
者
の
発
表
は
学
習
意
欲
の
興
味
が
と
て
も
深
く
，
目
標
と
し
て
他
者
に
負
け
た
く
な
い
の
で
頑
張
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
実
習
で
の
他
者
の
発
表
か
ら
受
け
た
刺
激
の
感
想
と
意
気
込
み
実
習
で
の
他
者
の
発
表
か
ら
受
け
た
刺
激
の
感
想
と
意
気
込
み
意
気
込
み
来
週
は
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
発
表
を
修
正
し
た
の
で
再
提
出
し
た
い
と
，
社
交
的
対
応
の
依
頼
と
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
と
書
い
た
．
実
習
で
の
発
表
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
提
出
と
確
認
依
頼
実
習
で
の
発
表
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
提
出
と
確
認
依
頼
提
出
報
告
C
2
8
14
2015/1/20
み
ん
な
の
発
表
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
来
週
は
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
１
０
分
に
収
ま
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
修
正
し
て
み
ま
し
た
。
再
提
出
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
\r
\n
日
本
食
議
論
で
す
が
、
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。
あ
の
番
組
は
私
も
見
ま
し
た
。
海
外
は
魚
が
お
い
し
く
な
い
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
酢
飯
に
刺
身
を
乗
せ
た
だ
け
で
は
お
い
し
い
寿
司
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
中
華
料
理
だ
っ
て
、
本
場
中
国
に
は
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
\r
\n
先
生
に
は
今
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
出
席
で
き
な
い
時
期
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
\r
\n
プ
レ
ゼ
ン
の
知
識
は
絶
対
に
こ
の
先
で
も
役
に
立
ち
ま
す
し
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
そ
れ
で
は
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
み
ん
な
の
発
表
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
再
提
出
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日
本
食
議
論
で
す
が
、
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。
プ
レ
ゼ
ン
の
知
識
は
絶
対
に
こ
の
先
で
も
役
に
立
ち
ま
す
し
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
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ツ
ー
ル
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
話
題
群
１
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
発 信 者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
４
話 題
群 １
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
話
題
群
２
話
題
群
３
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初
め
ま
し
て
！
初
め
ま
し
て
！
初
め
ま
し
て
の
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
の
挨
拶
が
初
め
ま
し
て
１
締
め
括
り
→
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
初
め
ま
し
て
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
始
め
ま
し
て
と
書
い
た
．
初
め
て
の
挨
拶
初
め
て
の
挨
拶
挨
拶
僕
は
小
さ
い
こ
ろ
兵
庫
県
の
西
宮
で
生
ま
れ
ま
し
た
！
僕
は
小
さ
い
こ
ろ
兵
庫
県
の
西
宮
で
生
ま
れ
ま
し
た
！
●
●
生
ま
れ
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
出
生
地
が
西
宮
１
展
開
（
例
示
）
→
自
己
開
示
(返
報
？
）
自
己
開
示
出
生
地
西
宮
育
ち
は
大
分
●
●
育
ち
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
出
身
地
が
大
分
自
己
開
示
自
己
開
示
出
身
地
大
分
言
葉
は
も
う
九
州
の
言
葉
で
す
九
州
弁
の
方
言
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
九
州
弁
自
己
開
示
自
己
開
示
話
し
言
葉
九
州
弁
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
自
己
開
示
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
小
中
高
ず
っ
と
野
球
し
て
ま
し
た
！
小
中
高
ず
っ
と
野
球
し
て
ま
し
た
！
子
ど
も
の
頃
に
は
野
球
を
し
て
い
た
経
験
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
野
球
１
展
開
（
例
示
）
→
自
己
開
示
(返
報
？
）
自
己
開
示
ス
ポ
ー
ツ
経
験
野
球
今
は
大
学
の
軟
式
野
球
部
に
入
っ
て
い
て
大
学
の
野
球
部
に
所
属
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
部
活
の
所
属
が
野
球
部
自
己
開
示
自
己
開
示
部
活
の
所
属
野
球
部
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
っ
て
ま
す
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
自
己
開
示
自
己
開
示
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ピ
ッ
チ
ャ
ー
も
し
か
し
て
バ
イ
ク
乗
っ
て
た
り
し
ま
す
？
も
し
か
し
て
バ
イ
ク
乗
っ
て
た
り
し
ま
す
？
担
当
教
員
の
バ
イ
ク
所
有
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
自
己
開
示
の
所
有
物
に
つ
い
て
バ
イ
ク
？
（
質
問
）
１
展
開
（
例
示
）
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
僕
は
40
0c
cで
す
が
ホ
ン
ダ
の
CB
に
乗
っ
て
ま
す
！
僕
は
40
0c
cで
す
が
ホ
ン
ダ
の
CB
に
乗
っ
て
ま
す
！
と
あ
る
バ
イ
ク
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
所
有
物
が
バ
イ
ク
自
己
開
示
自
己
開
示
所
有
物
ホ
ン
ダ
の
CB
西
宮
生
ま
れ
で
す
か
！
西
宮
生
ま
れ
で
す
か
！
受
講
生
の
●
●
生
ま
れ
と
い
う
自
己
開
示
に
反
応
自
己
開
示
の
出
生
地
に
つ
い
て
西
宮
？
（
確
認
）
６
自
己
開
示
→
復
唱
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
い
や
ぁ
、
懐
か
し
い
響
き
で
す
。
い
や
ぁ
、
懐
か
し
い
響
き
で
す
●
●
の
懐
か
し
い
響
き
と
い
う
感
想
社
交
的
対
応
と
し
て
の
感
想
が
懐
か
し
い
響
き
感
想
社
交
的
対
応
感
想
懐
か
し
い
響
き
同
じ
関
西
出
身
出
身
地
が
同
じ
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
出
身
地
が
同
じ
共
感
自
己
開
示
出
身
地
同
じ
非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
と
て
も
う
れ
し
い
と
い
う
感
想
社
交
的
対
応
と
し
て
の
感
想
が
嬉
し
い
共
感
社
交
的
対
応
感
想
嬉
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
●
●
く
ん
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
質
問
自
己
開
示
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
？
（
確
認
）
６
自
己
開
示
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
私
も
昔
は
野
球
を
や
っ
て
い
て
野
球
の
経
験
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
野
球
共
感
自
己
開
示
ス
ポ
ー
ツ
経
験
野
球
趣
味
開
示
私
も
昔
は
野
球
を
や
っ
て
い
て
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
の
兼
任
で
し
た
。
●
●
く
ん
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
復
唱
し
て
，
非
言
語
表
現
の
驚
き
の
(ﾟ
oﾟ
)を
付
随
さ
せ
て
，
自
己
開
示
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
経
験
は
同
じ
く
野
球
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
趣
味
の
共
感
と
野
球
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
詳
細
趣
味
の
共
感
と
野
球
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
詳
細
経
験
談
受
講
生
の
出
生
地
へ
の
共
感
受
講
生
の
出
生
地
へ
の
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
西
宮
を
復
唱
し
て
，
社
交
的
対
応
の
感
想
と
し
て
懐
か
し
い
響
き
だ
と
書
き
，
自
己
開
示
と
し
て
出
身
地
が
同
じ
で
嬉
し
い
と
い
う
感
想
を
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
い
た
．
同
じ
関
西
出
身
で
、
非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
(^
^)
自
己
開
示
と
し
て
西
宮
が
出
生
地
で
大
分
が
出
身
地
で
話
し
言
葉
は
九
州
弁
だ
と
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
）
を
書
い
た
．
受
講
生
の
自
己
紹
介
と
し
て
出
身
地
な
ど
受
講
生
の
自
己
紹
介
と
し
て
出
身
地
な
ど
出
生
地
開
示
育
ち
は
大
分
な
の
で
言
葉
は
も
う
九
州
の
言
葉
で
す
（
笑
）
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
あ
り
、
今
は
大
学
の
野
球
部
が
部
活
の
所
属
で
，
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
と
書
い
た
．
自
己
紹
介
と
し
て
の
趣
味
の
野
球
自
己
紹
介
と
し
て
の
趣
味
の
野
球
部
活
開
示
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
対
し
て
質
問
し
て
所
有
物
は
ホ
ン
ダ
の
CB
だ
と
書
い
た
．
担
当
教
員
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
話
に
対
す
る
質
問
と
自
己
紹
介
の
趣
味
の
バ
イ
ク
担
当
教
員
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
話
に
対
す
る
質
問
と
自
己
紹
介
の
趣
味
の
バ
イ
ク
今
は
大
学
の
軟
式
野
球
部
に
入
っ
て
い
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
っ
て
ま
す
。
担 当 教 員
7
3
2014/10/21
西
宮
生
ま
れ
で
す
か
！
い
や
ぁ
、
懐
か
し
い
響
き
で
す
。
同
じ
関
西
出
身
で
、
非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
(^
^)
\n
\n
●
●
く
ん
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)私
も
昔
は
野
球
を
や
っ
て
い
て
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
の
兼
任
で
し
た
。
左
利
き
な
ん
で
ね
(笑
)\
n\
nホ
ン
ダ
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
は
、
名
車
中
の
名
車
で
す
ね
ぇ
。
友
人
が
、
昔
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
CB
に
乗
っ
て
い
て
、
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
\n
私
は
、
SU
ZU
KI
の
GS
F1
20
0に
乗
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り
古
い
バ
イ
ク
な
の
で
、
調
子
が
今
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
ね
ぇ
～
。
。
。
D
6
3
2014/10/21
初
め
ま
し
て
！
僕
は
小
さ
い
こ
ろ
兵
庫
県
の
西
宮
で
生
ま
れ
ま
し
た
！
育
ち
は
大
分
な
の
で
言
葉
は
も
う
九
州
の
言
葉
で
す
（
笑
）
小
中
高
ず
っ
と
野
球
し
て
ま
し
た
！
\r
\n
今
は
大
学
の
軟
式
野
球
部
に
入
っ
て
い
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
っ
て
ま
す
。
も
し
か
し
て
バ
イ
ク
乗
っ
て
た
り
し
ま
す
？
僕
は
40
0c
cで
す
が
ホ
ン
ダ
の
CB
に
乗
っ
て
ま
す
！
147
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
の
兼
任
で
し
た
野
球
で
２
つ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て
い
た
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
自
己
開
示
自
己
開
示
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と フ
ァ
ー
ス
ト
左
利
き
な
ん
で
ね
利
き
手
が
左
手
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
利
き
手
が
左
手
自
己
開
示
自
己
開
示
利
き
手
左
手
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
自
己
開
示
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
ホ
ン
ダ
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
は
、
名
車
中
の
名
車
で
す
ね
ぇ
。
ホ
ン
ダ
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
は
、
名
車
中
の
名
車
で
す
ね
ぇ
受
講
生
の
所
有
バ
イ
ク
が
名
車
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
自
己
開
示
の
所
有
物
の
評
価
と
し
て
名
車
６
質
問
→
回
答
自
己
開
示
趣
味
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
は
名
車
友
人
が
、
昔
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
CB
に
乗
っ
て
い
て
担
当
教
員
の
友
人
が
同
社
種
の
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
色
に
乗
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
己
開
示
の
所
有
物
に
関
連
し
て
友
人
の
も
の
自
己
開
示
自
己
開
示
趣
味
友
人
の
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
憧
れ
て
い
ま
し
た
友
人
所
有
の
バ
イ
ク
に
憧
れ
て
い
た
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
気
持
ち
が
憧
れ
自
己
開
示
自
己
開
示
趣
味
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
へ
の
憧
れ
私
は
、
SU
ZU
KI
の
GS
F1
20
0に
乗
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
SU
ZU
KI
の
GS
F1
20
0に
乗
っ
て
い
ま
す
担
当
教
員
が
所
有
す
る
バ
イ
ク
の
種
類
に
つ
い
て
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
所
有
物
が
バ
イ
ク
自
己
開
示
自
己
開
示
趣
味
GS
F1
20
0
か
な
り
古
い
バ
イ
ク
担
当
教
員
が
所
有
す
る
バ
イ
ク
の
古
さ
に
つ
い
て
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
所
有
物
の
評
価
が
古
い
自
己
開
示
自
己
開
示
趣
味
GS
F1
20
0が
古
い
調
子
が
今
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
ね
ぇ
～
。
。
。
担
当
教
員
が
所
有
す
る
バ
イ
ク
の
調
子
に
関
す
る
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
所
有
物
の
評
価
が
調
子
が
今
ひ
と
つ
自
己
開
示
自
己
開
示
趣
味
GS
F1
20
0の
調
子
が
今
ひ
と
つ
D
8
4
2014/10/28
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
D
10
5
2014/11/4
担 当 教 員
11
5
2014/11/4
D
12
6
2014/11/11
担 当 教 員
13
6
2014/11/11
D
14
7
2014/11/18
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
D
16
8
2014/11/25
担 当 教 員
17
8
2014/11/25
D
18
9
2014/12/2
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
趣
味
開
示
友
人
が
、
昔
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
CB
に
乗
っ
て
い
て
、
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
古
い
バ
イ
ク
な
の
で
、
調
子
が
今
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
ね
ぇ
～
。
。
。
ァ
ト
だ
と
書
き
笑
い
の
(笑
）
を
付
随
さ
せ
た
．
左
利
き
な
ん
で
ね
(笑
)
バ
イ
ク
趣
味
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
，
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
は
名
車
で
，
友
人
の
CB
40
0S
up
er
Fo
ur
へ
の
憧
れ
や
，
自
分
は
GS
F1
20
0
に
乗
っ
て
い
る
が
古
い
の
で
調
子
が
今
ひ
と
つ
だ
と
書
い
た
．
受
講
生
の
趣
味
の
バ
イ
ク
に
解
説
と
自
分
の
バ
イ
ク
の
詳
細
受
講
生
の
趣
味
の
バ
イ
ク
に
解
説
と
自
分
の
バ
イ
ク
の
詳
細
148
D
2
0
10
2014/12/9
担 当 教 員
21
10
2014/12/9
D
2
2
11
2014/12/16
担 当 教 員
2
3
11
2014/12/16
D
24
12
2015/1/6
担 当 教 員
25
12
2015/1/6
D
2
6
13
2015/1/13
担 当 教 員
27
13
2015/1/13
D
2
8
14
2015/1/20
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
149
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
E
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
が
う
ま
く
な
れ
る
よ
う
に
上
達
し
た
い
プ
レ
ゼ
ン
の
制
作
技
術
学
習
意
欲
の
目
標
が
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
原
因
(授
業
）
学
習
意
欲
目
標
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
が
目
標
だ
と
学
習
意
欲
を
書
き
，
頑
張
る
と
い
う
意
気
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
が
目
標
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
が
目
標
意
気
込
み
ツ
ー
ル
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
E
4
2
2014/10/14
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
が
う
ま
く
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
が
う
ま
く
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
話
題
群
１
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
話 題
群 １
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
話
題
群
２
話
題
群
３
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
発 信 者
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
150
頑
張
り
ま
す
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
が
頑
張
る
反
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
よ
ろ
し
く
1締
め
括
り
→
習
慣
（
返
報
？
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
を
書
い
た
．
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
こ
の
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
！
履
修
後
に
プ
レ
ゼ
ン
の
制
作
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
期
待
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
応
援
4原
因
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
応
援
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
半
年
間
よ
ろ
し
く
の
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
4習
慣
→
習
慣
（
返
報
？
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
を
書
い
た
．
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
今
日
は
他
の
人
が
作
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
他
の
受
講
生
の
プ
レ
ゼ
ン
か
ら
具
体
的
に
学
べ
た
良
い
点
と
悪
い
点
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
良
い
点
も
悪
い
点
も
学
べ
た
原
因
(相
互
評
価
）
学
習
意
欲
満
足
感
良
い
点
も
悪
い
点
も
学
べ
た
次
か
ら
作
る
と
き
に
参
考
に
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
制
作
で
多
く
の
参
考
に
し
た
い
こ
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
参
考
に
す
る
反
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
参
考
に
す
る
今
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
と
き
に
画
像
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
す
る
の
に
少
し
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
画
面
に
大
き
く
画
像
を
入
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
あ
っ
た
こ
と
の
自
己
開
示
学
習
意
欲
の
自
信
が
抵
抗
感
が
あ
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
抵
抗
感
が
あ
る
今
日
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
授
業
で
視
聴
し
た
DV
D
講
義
の
内
容
の
DV
D
原
因
(D
VD
）
講
義
内
容
D
V
D
こ
れ
か
ら
画
像
を
大
き
く
貼
る
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
画
面
に
大
き
く
画
像
を
入
れ
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
挑
戦
し
た
い
反
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
挑
戦
し
た
い
☆
星
の
表
記
（
？
）
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
が
☆
付
随
非
言
語
表
現
楽
し
い
気
分
☆
☆
は
楽
し
い
気
分
か
ど
う
か
・
・
・
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
能
力
向
上
の
秘
訣
は
、
他
の
人
の
ス
ラ
イ
ド
を
多
く
観
察
し
て
他
人
の
ス
ラ
イ
ド
の
観
察
か
ら
技
術
向
上
に
繋
げ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
重
要
点
が
他
者
の
技
術
観
察
6原
因
（
相
互
評
価
）
→
解
説
講
義
重
要
点
他
者
の
技
術
観
察
そ
こ
か
ら
色
々
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
他
人
の
ス
ラ
イ
ド
の
観
察
か
ら
様
々
な
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
講
義
の
重
要
点
が
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
解
説
講
義
重
要
点
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
，
絶
対
的
な
正
解
が
な
い
分
絶
対
的
な
正
解
が
な
い
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
補
足
が
絶
対
的
正
解
無
し
解
説
講
義
補
足
絶
対
的
正
解
無
し
自
分
で
「
何
か
を
感
じ
る
」
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
正
解
が
な
い
分
自
ら
何
か
を
感
じ
取
る
必
要
性
講
義
の
重
要
点
が
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
解
説
講
義
重
要
点
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
，
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
●
●
さ
ん
は
、
前
回
は
特
に
画
像
に
つ
い
て
学
ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
す
ね
。
●
●
さ
ん
は
、
前
回
は
特
に
画
像
に
つ
い
て
学
ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
す
ね
●
●
さ
ん
が
学
ん
だ
ス
ラ
イ
ド
で
の
画
像
の
扱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
6反
応
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
画
像
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。
画
像
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
ま
す
大
き
い
画
像
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
補
足
で
大
き
い
画
像
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
解
説
講
義
補
足
大
き
い
画
像
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
も
ち
ろ
ん
、
画
像
の
選
定
は
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
の
し
っ
か
り
と
し
た
画
像
の
選
択
講
義
の
重
要
点
は
適
切
な
画
像
の
選
定
解
説
講
義
重
要
点
適
切
な
画
像
の
選
定
E
6
3
2014/10/21
今
日
は
他
の
人
が
作
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
次
か
ら
作
る
と
き
に
参
考
に
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
と
き
に
画
像
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
す
る
の
に
少
し
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
日
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
画
像
を
大
き
く
貼
る
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
☆
今
日
は
他
の
人
が
作
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
次
か
ら
作
る
と
き
に
参
考
に
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
絶
対
的
な
正
解
が
な
い
分
、
自
分
で
「
何
か
を
感
じ
る
」
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
大
き
い
画
像
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
で
，
適
切
な
画
像
の
選
定
が
重
要
点
だ
と
述
べ
，
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
挑
戦
推
奨
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
を
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
に
な
る
画
像
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
そ
の
適
切
な
選
択
，
お
よ
び
学
習
意
欲
の
刺
激
と
し
て
の
挑
戦
推
奨
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
に
な
る
画
像
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
そ
の
適
切
な
選
択
，
お
よ
び
学
習
意
欲
の
刺
激
と
し
て
の
挑
戦
推
奨
目
標
の
喚
起
他
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の
観
察
で
感
じ
た
こ
と
か
ら
学
ぶ
必
要
性
解
説
担 当 教 員
5
2
2014/10/14
こ
の
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
！
(^
^)
\n
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
！
(^
^)
授
業
の
相
互
評
価
で
良
い
点
も
悪
い
点
も
学
べ
た
と
い
う
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
き
，
参
考
に
す
る
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
相
互
評
価
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
の
良
い
点
と
悪
い
点
今
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
る
と
き
に
画
像
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
す
る
の
に
少
し
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
日
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
画
像
を
大
き
く
貼
る
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
☆
こ
れ
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
に
は
抵
抗
感
が
あ
る
と
い
う
自
信
の
程
度
だ
っ
た
が
，
講
義
の
内
容
だ
っ
た
DV
D
を
見
て
，
挑
戦
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
の
☆
を
付
け
た
．
プ
レ
ゼ
ン
作
成
で
の
画
像
の
使
用
に
つ
い
て
抵
抗
感
か
ら
挑
戦
の
意
気
込
み
に
変
え
て
く
れ
た
講
義
で
視
聴
し
た
DV
D
担 当 教 員
7
3
2014/10/21
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
能
力
向
上
の
秘
訣
は
、
他
の
人
の
ス
ラ
イ
ド
を
多
く
観
察
し
て
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
絶
対
的
な
正
解
が
な
い
分
、
自
分
で
「
何
か
を
感
じ
る
」
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(^
^)
\n
●
●
さ
ん
は
、
前
回
は
特
に
画
像
に
つ
い
て
学
ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
す
ね
。
画
像
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
画
像
の
選
定
は
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
殻
を
破
る
た
め
に
も
、
画
像
に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
(^
-^
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
能
力
向
上
の
秘
訣
は
、
他
の
人
の
ス
ラ
イ
ド
を
多
く
観
察
し
て
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
画
像
の
選
定
は
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
殻
を
破
る
た
め
に
も
、
画
像
に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
(^
-^
講
義
で
の
他
者
の
技
術
観
察
と
そ
の
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
重
要
点
だ
と
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
絶
対
的
正
解
無
し
だ
が
，
観
察
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
重
要
点
を
指
摘
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
他
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の
観
察
で
感
じ
た
こ
と
か
ら
学
ぶ
必
要
性
と
い
う
意
気
込
み
を
書
い
た
．
相
互
評
価
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
の
良
い
点
と
悪
い
点
感
想
プ
レ
ゼ
ン
作
成
で
の
画
像
の
使
用
に
つ
い
て
抵
抗
感
か
ら
挑
戦
の
意
気
込
み
に
変
え
て
く
れ
た
講
義
で
視
聴
し
た
DV
D
意
気
込
み
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
応
援
を
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
へ
の
応
援
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
上
達
へ
の
応
援
目
標
の
喚
起
151
自
分
の
殻
を
破
る
た
め
に
も
、
画
像
に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
こ
れ
ま
で
の
技
術
レ
ベ
ル
を
超
え
る
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
で
の
画
像
の
検
討
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
ま
た
の
挑
戦
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
挑
戦
推
奨
(
^
-
^
笑
顔
の
文
字
絵
（
右
側
の
輪
郭
無
し
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
久
し
ぶ
り
に
エ
ク
セ
ル
使
っ
た
久
々
に
使
用
し
た
表
計
算
ア
プ
リ
自
己
開
示
で
学
習
経
験
が
表
計
算
が
久
々
原
因
(実
習
）
自
己
開
示
学
習
経
験
表
計
算
が
久
々
デ
ー
タ
処
理
で
習
っ
た
こ
と
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
ま
し
た
忘
れ
て
し
ま
っ
た
他
の
授
業
で
学
ん
だ
表
計
算
ア
プ
リ
の
使
い
方
自
己
開
示
で
学
習
経
験
が
デ
ー
タ
処
理
で
の
学
習
内
容
を
忘
れ
た
想
起
自
己
開
示
学
習
経
験
デ
ー
タ
処
理
で
の
学
習
内
容
を
忘
れ
た
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
グ
ラ
フ
の
作
り
方
と
か
も
忘
れ
て
た
忘
れ
て
い
た
表
計
算
ア
プ
リ
に
お
け
る
グ
ラ
フ
作
成
自
己
開
示
で
学
習
経
験
が
グ
ラ
フ
作
成
方
法
を
忘
れ
た
想
起
自
己
開
示
学
習
経
験
グ
ラ
フ
作
成
方
法
を
忘
れ
た
ま
た
覚
え
な
お
す
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
表
計
算
ア
プ
リ
の
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
対
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
来
週
は
東
京
に
行
っ
て
る
次
回
の
授
業
の
と
き
に
は
大
学
に
は
い
な
い
（
東
京
）
自
己
開
示
で
旅
行
で
東
京
に
行
く
事
前
連
絡
自
己
開
示
旅
行
東
京
に
行
く
授
業
休
み
ま
す
ご
め
ん
な
さ
い
次
回
の
授
業
を
欠
席
す
る
と
い
う
連
絡
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
事
前
連
絡
謝
罪
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
事
前
連
絡
11
月
11
日
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
！
11
月
11
日
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
！
次
々
回
の
授
業
か
ら
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
宣
言
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
エ
ク
セ
ル
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
日
常
的
に
使
用
し
て
い
な
け
れ
ば
使
用
方
法
を
忘
れ
て
し
ま
う
表
計
算
ア
プ
リ
も
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
8想
起
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
忘
れ
な
い
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
こ
の
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
う
れ
し
い
で
す
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
担
当
教
員
も
嬉
し
い
（
共
感
）
指
導
意
欲
の
期
待
感
が
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
反
応
指
導
意
欲
期
待
感
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
東
京
は
い
か
が
で
し
た
か
？
東
京
は
い
か
が
で
し
た
か
？
東
京
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
の
様
子
な
ん
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
東
京
の
様
子
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
希
望
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
希
望
相
手
の
記
述
内
容
に
対
し
て
希
望
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
目
標
の
喚
起
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
，
で
き
れ
ば
聞
か
せ
て
と
希
望
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
授
業
を
欠
席
ま
で
し
て
行
っ
た
東
京
旅
行
の
結
果
へ
の
質
問
授
業
を
欠
席
ま
で
し
て
行
っ
た
東
京
旅
行
の
結
果
へ
の
質
問
質
問
(旅
行
）
そ
の
様
子
な
ん
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
(^
-^
)
エ
ク
セ
ル
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(^
^;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
け
て
，
さ
ら
に
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
，
繰
り
返
し
の
使
用
の
推
奨
や
，
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
書
き
，
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
と
指
導
意
欲
の
期
待
感
を
書
い
た
．
使
っ
て
い
な
く
て
忘
れ
た
の
は
使
う
と
思
い
出
す
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
喚
起
使
っ
て
い
な
く
て
忘
れ
た
の
は
使
う
と
思
い
出
す
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
喚
起
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
エ
ク
セ
ル
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(^
^;
)何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
\n
\n
東
京
は
い
か
が
で
し
た
か
？
そ
の
様
子
な
ん
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
(^
-^
)
連
絡
（
旅
行
）
付
け
た
．
表
計
算
が
久
々
で
，
デ
ー
タ
処
理
で
の
学
習
内
容
を
忘
れ
た
と
学
習
経
験
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
け
た
．
さ
ら
に
，
グ
ラ
フ
作
成
方
法
を
忘
れ
た
と
学
習
経
験
を
自
己
開
示
し
て
，
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
頑
張
る
と
書
い
た
．
過
去
の
学
習
を
忘
れ
た
が
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
過
去
の
学
習
を
忘
れ
た
が
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
意
気
込
み
グ
ラ
フ
の
作
り
方
と
か
も
忘
れ
て
た
の
で
、
ま
た
覚
え
な
お
す
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
E
8
4
2014/10/28
久
し
ぶ
り
に
エ
ク
セ
ル
使
っ
た
ら
デ
ー
タ
処
理
で
習
っ
た
こ
と
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
ま
し
た
(笑
)\
r\
nグ
ラ
フ
の
作
り
方
と
か
も
忘
れ
て
た
の
で
、
ま
た
覚
え
な
お
す
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
\r
\n
来
週
は
東
京
に
行
っ
て
る
の
で
授
業
休
み
ま
す
ご
め
ん
な
さ
い
。
11
月
11
日
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
！
来
週
は
東
京
に
行
っ
て
る
の
で
授
業
休
み
ま
す
ご
め
ん
な
さ
い
。
来
週
は
東
京
に
行
く
旅
行
が
あ
る
と
自
己
開
示
し
て
，
授
業
の
受
講
生
の
受
講
態
度
と
し
て
欠
席
事
前
連
絡
し
，
そ
の
後
は
頑
張
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
東
京
旅
行
で
欠
席
す
る
と
い
う
事
前
連
絡
東
京
旅
行
で
欠
席
す
る
と
い
う
事
前
連
絡
久
し
ぶ
り
に
エ
ク
セ
ル
使
っ
た
ら
デ
ー
タ
処
理
で
習
っ
た
こ
と
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
ま
し
た
(笑
)
152
E
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5
2014/11/4
担 当 教 員
11
5
2014/11/4
6日
間
で
東
京
周
辺
の
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
制
覇
で
き
ま
し
た
6日
間
で
多
く
の
行
き
た
か
っ
た
場
所
に
行
け
た
東
京
周
辺
自
己
開
示
で
旅
行
が
東
京
周
遊
9質
問
→
報
告
自
己
開
示
旅
行
東
京
周
遊
☆
星
の
表
記
（
？
）
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
が
☆
付
随
非
言
語
表
現
楽
し
い
気
分
☆
☆
は
楽
し
い
気
分
か
ど
う
か
・
・
・
今
日
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
今
日
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
今
日
の
授
業
で
学
ん
だ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
タ
フ
ァ
ー
講
義
の
学
習
成
果
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
頭
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
る
頭
の
中
で
は
構
想
が
で
き
て
い
る
実
習
の
進
捗
報
告
が
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
る
進
捗
実
習
進
捗
報
告
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
る
言
葉
と
か
図
形
に
表
し
た
り
す
る
の
が
難
し
い
で
す
！
難
し
い
文
字
や
図
で
の
表
現
（
思
考
の
外
化
）
実
習
の
印
象
が
難
し
い
感
想
実
習
印
象
難
し
い
6日
間
も
行
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
6日
間
も
行
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
案
外
長
期
間
だ
っ
た
東
京
訪
問
と
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
12
報
告
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
羨
ま
し
い
で
す
東
京
訪
問
（
or
長
期
間
）
う
ら
や
ま
し
い
と
感
想
自
己
開
示
で
旅
行
が
う
ら
や
ま
し
い
感
想
自
己
開
示
感
情
う
ら
や
ま
し
い
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
す
か
？
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
す
か
？
東
京
訪
問
で
一
番
印
象
に
の
残
っ
た
場
所
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
頭
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
息
！
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
頭
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
息
！
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
で
頭
の
中
に
構
想
が
あ
る
の
な
ら
あ
と
少
し
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
あ
と
も
う
少
し
12
進
捗
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
あ
と
も
う
少
し
そ
れ
を
、
い
か
に
外
化
す
る
か
で
す
ね
！
そ
れ
を
、
い
か
に
外
化
す
る
か
で
す
ね
！
ど
の
よ
う
に
頭
の
中
の
構
想
（
思
考
）
を
外
化
す
る
か
だ
け
と
確
認
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
如
何
に
イ
メ
ー
ジ
を
外
化
す
る
か
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
如
何
に
イ
メ
ー
ジ
を
外
化
す
る
か
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
●
●
さ
ん
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
武
器
を
手
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
●
●
さ
ん
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
武
器
を
手
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
●
●
さ
ん
に
と
っ
て
思
考
の
外
化
と
い
う
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
武
器
と
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
外
化
能
力
は
役
立
つ
解
説
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
外
化
能
力
は
役
立
つ
そ
の
練
習
と
し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
思
考
の
外
化
の
練
習
と
思
っ
て
頑
張
る
よ
う
に
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
ど
こ
も
素
敵
で
し
た
東
京
の
訪
問
先
は
ど
こ
も
素
敵
だ
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
の
旅
行
で
東
京
は
ど
こ
も
素
敵
13
質
問
→
回
答
自
己
開
示
感
情
東
京
は
ど
こ
も
素
敵
東
京
が
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
っ
た
の
が
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
予
想
以
上
に
東
京
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
だ
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
の
旅
行
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
感
想
自
己
開
示
旅
行
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
☆
星
の
表
記
（
？
）
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
が
☆
付
随
非
言
語
表
現
楽
し
い
気
分
☆
☆
は
楽
し
い
気
分
か
ど
う
か
・
・
・
E
14
7
2014/11/18
ど
こ
も
素
敵
で
し
た
が
、
東
京
が
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
っ
た
の
が
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
☆
\r
\n
\r
\n
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
の
難
し
い
な
～
と
思
っ
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
言
葉
で
説
明
し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
し
た
(笑
)
ど
こ
も
素
敵
で
し
た
が
、
東
京
が
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
っ
た
の
が
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
☆
東
京
旅
行
へ
の
感
想
と
具
体
的
な
こ
と
の
質
問
東
京
旅
行
へ
の
感
想
と
具
体
的
な
こ
と
の
質
問
質
問
(印
象
）
東
京
は
ど
こ
も
素
敵
で
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
だ
っ
た
と
旅
行
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
の
☆
を
付
け
た
．
東
京
で
感
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
さ
の
報
告
東
京
で
感
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
さ
の
報
告
感
想
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
羨
ま
し
い
で
す
(^
-^
)
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
あ
と
も
う
少
し
だ
と
書
き
，
あ
と
は
如
何
に
イ
メ
ー
ジ
を
外
化
す
る
か
で
あ
り
，
外
化
能
力
は
役
立
つ
の
で
，
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)を
付
け
た
．
イ
メ
ー
ジ
と
外
化
の
能
力
の
有
効
性
と
応
援
イ
メ
ー
ジ
と
外
化
の
能
力
の
有
効
性
と
応
援
解
説
そ
の
練
習
と
し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(^
0^
)
担 当 教 員
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6
2014/11/11
6日
間
も
行
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
羨
ま
し
い
で
す
(^
-^
)一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
す
か
？
\n
\n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
頭
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
息
！
そ
れ
を
、
い
か
に
外
化
す
る
か
で
す
ね
！
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
●
●
さ
ん
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
武
器
を
手
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
練
習
と
し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(^
0^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
旅
行
が
う
ら
や
ま
し
い
と
自
己
開
示
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
け
て
，
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
質
問
し
た
．
6日
間
で
東
京
周
辺
の
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
制
覇
で
き
ま
し
た
☆
頭
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
る
け
ど
言
葉
と
か
図
形
に
表
し
た
り
す
る
の
が
難
し
い
で
す
！
東
京
周
遊
の
旅
行
を
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
の
☆
を
付
け
た
．
東
京
旅
行
の
報
告
東
京
旅
行
の
報
告
報
告
（
旅
行
）
講
義
で
の
学
習
成
果
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
だ
と
書
き
，
実
習
の
進
捗
報
告
は
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
る
が
，
難
し
い
と
い
う
印
象
を
書
い
た
．
授
業
で
学
ん
だ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
と
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
難
し
さ
授
業
で
学
ん
だ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
と
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
難
し
さ
感
想
E
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6
2014/11/11
6日
間
で
東
京
周
辺
の
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
制
覇
で
き
ま
し
た
☆
\r
\n
\r
\n
今
日
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
頭
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
る
け
ど
言
葉
と
か
図
形
に
表
し
た
り
す
る
の
が
難
し
い
で
す
！
153
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
の
難
し
い
な
～
と
思
っ
て
難
し
い
と
感
じ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
実
習
の
印
象
が
難
し
い
原
因
（
実
習
？
）
実
習
印
象
難
し
い
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
言
葉
で
説
明
し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
使
わ
ず
口
頭
で
説
明
し
た
く
な
る
と
い
う
告
白
実
習
の
印
象
が
口
頭
説
明
し
た
い
反
応
実
習
印
象
口
頭
説
明
し
た
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
す
か
。
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
す
か
予
想
以
上
に
東
京
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
印
象
か
と
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
14
回
答
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
会
っ
た
の
か
な
？
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
会
っ
た
の
か
な
？
そ
の
印
象
の
原
意
は
外
国
人
と
会
っ
た
か
ら
か
と
推
測
（
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
外
国
の
方
の
割
合
は
、
北
九
州
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
外
国
の
方
の
割
合
は
、
北
九
州
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
北
九
州
と
東
京
で
は
異
な
る
外
国
人
比
率
自
己
開
示
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
が
外
国
人
比
率
が
高
い
印
象
自
己
開
示
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
外
国
人
比
率
が
高
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
難
し
い
で
す
よ
ね
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
が
難
し
い
こ
と
を
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
14
原
因
（
実
習
？
）
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
「
言
葉
で
説
明
さ
せ
て
！
」
と
い
う
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
よ
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
を
使
わ
ず
口
頭
で
説
明
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
今
回
の
課
題
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
か
せ
な
か
っ
た
意
図
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
課
題
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
か
せ
な
か
っ
た
意
図
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
あ
え
て
文
字
を
書
か
な
い
制
限
（
？
）
を
し
た
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
の
意
図
と
解
説
実
習
の
補
足
で
文
章
を
書
か
せ
な
い
意
図
解
説
実
習
補
足
文
章
を
書
か
せ
な
い
意
図
図
形
や
絵
を
何
も
考
え
ず
に
入
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
。
図
形
や
絵
を
何
も
考
え
ず
に
入
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
深
く
意
図
を
考
慮
せ
ず
に
図
や
絵
を
入
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
解
説
実
習
の
補
足
で
安
易
に
図
を
入
れ
る
危
険
性
解
説
実
習
補
足
安
易
に
図
を
入
れ
る
危
険
性
図
形
や
絵
で
、
見
て
い
る
人
の
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。
図
形
や
絵
で
、
見
て
い
る
人
の
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
図
や
絵
に
は
見
る
人
が
受
け
取
る
印
象
を
左
右
す
る
影
響
力
が
あ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
重
要
点
は
図
は
印
象
に
影
響
解
説
講
義
重
要
点
図
は
印
象
に
影
響
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
合
致
し
た
図
形
や
絵
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
伝
え
た
い
こ
と
を
考
慮
し
て
図
や
絵
を
選
ん
で
入
れ
る
必
要
性
を
解
説
講
義
の
重
要
点
は
適
切
な
画
像
の
選
定
解
説
講
義
重
要
点
適
切
な
画
像
の
選
定
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
見
習
い
た
い
な
、
と
思
う
く
ら
い
見
習
い
た
い
と
思
う
よ
う
な
自
己
開
示
の
旅
行
で
見
習
い
た
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
15
質
問
→
回
答
学
習
意
欲
目
標
見
習
い
た
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
！
多
く
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
国
人
と
会
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
の
旅
行
で
外
国
人
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
報
告
自
己
開
示
旅
行
外
国
人
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
今
日
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
で
す
今
日
の
授
業
で
学
ん
だ
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
難
し
か
っ
た
と
の
告
白
講
義
の
難
易
度
が
難
し
い
原
因
（
授
業
）
講
義
難
易
度
難
し
い
東
京
で
出
会
っ
た
多
く
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
人
東
京
で
出
会
っ
た
多
く
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
人
報
告
（
外
国
人
）
講
義
で
あ
つ
か
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
難
易
度
が
難
し
い
こ
と
と
，
ロ
ジ
ク
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
難
し
さ
と
大
変
さ
と
有
用
性
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
難
し
さ
と
大
変
さ
と
有
用
性
感
想
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
想
像
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
す
か
。
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
会
っ
た
の
か
な
？
外
国
の
方
の
割
合
は
、
北
九
州
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
\n
\n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。
「
言
葉
で
説
明
さ
せ
て
！
」
と
い
う
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
よ
(^
^;
)\
n今
回
の
課
題
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
か
せ
な
か
っ
た
意
図
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
図
形
や
絵
を
何
も
考
え
ず
に
入
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
。
図
形
や
絵
で
、
見
て
い
る
人
の
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。
\n
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
合
致
し
た
図
形
や
絵
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
外
国
人
に
た
く
さ
ん
会
え
た
か
？
と
質
問
し
，
外
国
人
比
率
が
高
い
か
も
と
，
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
を
自
己
開
示
し
た
．
「
言
葉
で
説
明
さ
せ
て
！
」
と
い
う
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
よ
(
^
^
;
)
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
合
致
し
た
図
形
や
絵
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
(^
^)
E
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8
2014/11/25
見
習
い
た
い
な
、
と
思
う
く
ら
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
！
\r
\n
\r
\n
今
日
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
何
も
考
え
な
か
っ
た
ら
い
つ
ま
で
も
続
く
気
が
す
る
け
ど
、
Wh
at
と
か
Wh
yに
限
定
し
て
考
え
る
の
は
意
外
と
大
変
で
し
た
。
で
も
、
ア
イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
ば
な
く
て
困
っ
た
と
き
と
か
に
使
う
と
便
利
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
見
習
い
た
い
な
、
と
思
う
く
ら
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
の
方
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
！
見
習
い
た
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
だ
と
思
う
ほ
ど
，
外
国
人
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
っ
た
と
旅
行
の
自
己
開
示
し
た
．
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
の
難
し
い
な
～
と
思
っ
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
言
葉
で
説
明
し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
し
た
(笑
)
実
習
は
難
し
い
印
象
で
，
口
頭
説
明
し
た
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
口
頭
で
説
明
し
た
く
な
る
ほ
ど
難
し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
口
頭
で
説
明
し
た
く
な
る
ほ
ど
難
し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
感
想
質
問
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
い
て
か
ら
，
実
習
の
補
足
と
し
て
，
文
章
を
書
か
せ
な
い
意
図
が
あ
っ
て
，
容
易
に
図
を
入
れ
る
危
険
性
と
，
巣
は
印
象
に
影
響
を
与
え
る
重
要
点
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
，
さ
ら
に
，
適
切
な
画
像
の
選
定
が
重
要
点
だ
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
画
像
の
厳
選
の
重
要
性
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
画
像
の
厳
選
の
重
要
性
解
説
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
外
国
人
の
比
率
か
と
い
う
質
問
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
外
国
人
の
比
率
か
と
い
う
質
問
154
何
も
考
え
な
か
っ
た
ら
い
つ
ま
で
も
続
く
気
が
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
止
め
ど
な
く
続
く
き
よ
う
な
印
象
と
の
感
想
講
義
の
印
象
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
永
遠
に
続
く
印
象
講
義
印
象
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
永
遠
に
続
く
Wh
at
と
か
Wh
y
に
限
定
し
て
考
え
る
の
は
意
外
と
大
変
で
し
た
Wh
at
や
Wh
yと
い
う
視
点
で
の
発
想
が
大
変
と
の
告
白
実
習
の
印
象
が
大
変
感
想
実
習
印
象
大
変
で
も
、
ア
イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
ば
な
く
て
困
っ
た
と
き
と
か
に
使
う
と
便
利
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
ア
イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
ば
な
く
て
困
っ
た
と
き
と
か
に
使
う
と
便
利
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
ア
イ
デ
ア
が
出
な
い
と
き
に
有
用
性
が
あ
る
と
い
う
印
象
と
の
告
白
学
習
意
欲
の
目
標
が
発
想
時
に
役
立
つ
予
想
学
習
意
欲
目
標
発
想
時
に
役
立
つ
外
国
の
方
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。
外
国
の
方
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
外
国
人
が
多
い
と
の
印
象
が
あ
る
と
の
共
感
自
己
開
示
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
が
外
国
人
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
16
報
告
→
対
応
自
己
開
示
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
外
国
人
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
日
本
人
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人
に
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
が
な
い
と
の
印
象
が
あ
る
と
の
告
白
自
己
開
示
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
が
日
本
人
に
無
い
フ
レ
ン
ド
リ
印
象
自
己
開
示
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
日
本
人
に
無
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
文
化
の
違
い
・
・
・
か
な
？
文
化
の
違
い
・
・
・
か
な
？
文
化
の
違
い
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
の
有
無
の
原
因
と
の
推
測
自
己
開
示
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
文
化
の
違
い
仮
説
自
己
開
示
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
文
化
の
違
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
考
方
法
（
頭
の
使
い
方
）
の
話
発
想
技
法
の
１
つ
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
と
解
説
講
義
の
補
足
で
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
発
想
技
法
16
原
因
（
授
業
）
→
対
応
講
義
補
足
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
発
想
技
法
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
く
感
じ
る
で
し
ょ
う
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
い
印
象
だ
ろ
う
と
の
推
測
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
い
印
象
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
い
印
象
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
で
き
た
り
し
ま
す
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
発
想
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
思
考
の
整
理
に
役
立
つ
と
の
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
思
考
整
理
で
役
立
つ
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
思
考
整
理
で
役
立
つ
社
会
に
出
た
時
に
も
役
立
ち
ま
す
発
想
技
法
は
社
会
人
と
し
て
も
役
立
つ
と
の
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
社
会
人
と
し
て
も
有
用
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
社
会
人
と
し
て
も
有
用
ぜ
ひ
、
マ
ス
タ
ー
し
て
下
さ
い
ね
発
想
技
法
を
修
得
し
て
ほ
し
い
と
の
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
是
非
修
得
し
て
ほ
し
い
喚
起
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
是
非
修
得
し
て
ほ
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
E
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9
2014/12/2
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
プ
レ
ゼ
ン
を
経
験
す
る
の
は
絶
対
将
来
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
授
業
で
の
プ
レ
ゼ
ン
の
経
験
が
社
会
人
に
な
っ
て
も
役
立
つ
と
推
測
学
習
意
欲
の
目
標
が
社
会
人
と
し
て
も
有
用
17
解
説
→
反
応
学
習
意
欲
目
標
社
会
人
と
し
て
も
有
用
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
の
学
習
を
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
思
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
実
習
が
始
ま
る
と
い
う
認
識
（
理
解
）
実
習
の
発
表
会
へ
準
備
が
始
ま
る
原
因
（
実
習
？
）
実
習
発
表
会
準
備
が
始
ま
る
ス
ラ
イ
ド
作
り
も
話
し
方
な
ど
も
、
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
プ
レ
ゼ
ン
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
ス
ラ
イ
ド
制
作
や
ス
ピ
ー
チ
方
法
な
ど
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
た
制
作
を
す
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
意
識
し
た
い
反
応
学
習
意
欲
意
気
込
み
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
意
識
し
た
い
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
、
ス
ラ
イ
ド
作
り
も
話
し
方
な
ど
も
、
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
プ
レ
ゼ
ン
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
習
と
し
て
の
発
表
会
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
意
識
し
た
い
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
て
制
作
し
た
い
プ
レ
ゼ
ン
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
て
制
作
し
た
い
プ
レ
ゼ
ン
意
気
込
み
E
2
0
10
2014/12/9
プ
レ
ゼ
ン
を
経
験
す
る
の
は
絶
対
将
来
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
の
で
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
、
ス
ラ
イ
ド
作
り
も
話
し
方
な
ど
も
、
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
プ
レ
ゼ
ン
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
プ
レ
ゼ
ン
を
経
験
す
る
の
は
絶
対
将
来
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
の
で
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
に
つ
い
て
の
外
国
人
と
日
本
人
の
違
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
に
つ
い
て
の
外
国
人
と
日
本
人
の
違
い
印
象
（
外
国
人
）
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
社
会
人
と
し
て
も
有
用
だ
か
ら
頑
張
る
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
経
験
の
有
用
性
プ
レ
ゼ
ン
経
験
の
有
用
性
有
用
性
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
考
方
法
（
頭
の
使
い
方
）
の
話
な
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
く
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
発
想
技
法
だ
と
講
義
の
補
足
を
し
て
，
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
い
印
象
が
あ
る
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
行
い
，
思
考
整
理
で
役
立
つ
し
，
社
会
人
と
し
て
も
有
用
な
の
で
，
是
非
修
得
し
て
ほ
し
い
と
，
目
標
の
刺
激
を
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
よ
る
思
考
整
理
と
有
用
性
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
よ
る
思
考
整
理
と
有
用
性
解
説
で
も
、
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
で
き
た
り
し
ま
す
の
で
、
社
会
に
出
た
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。
担 当 教 員
17
8
2014/11/25
外
国
の
方
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。
日
本
人
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
文
化
の
違
い
・
・
・
か
な
？
\n
\n
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
、
思
考
方
法
（
頭
の
使
い
方
）
の
話
な
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
く
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
で
き
た
り
し
ま
す
の
で
、
社
会
に
出
た
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
、
マ
ス
タ
ー
し
て
下
さ
い
ね
(^
^)
外
国
人
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
，
日
本
人
に
無
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
が
あ
る
が
，
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
文
化
の
違
い
か
も
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
考
え
を
自
己
開
示
し
た
．
ぜ
ひ
、
マ
ス
タ
ー
し
て
下
さ
い
ね
(
^
^
)
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
永
遠
に
続
く
よ
う
で
大
変
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
，
発
想
時
に
役
立
つ
か
も
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
に
な
り
そ
う
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
．
用
性
何
も
考
え
な
か
っ
た
ら
い
つ
ま
で
も
続
く
気
が
す
る
け
ど
、
Wh
at
と
か
Wh
yに
限
定
し
て
考
え
る
の
は
意
外
と
大
変
で
し
た
。
155
プ
レ
ゼ
ン
能
力
は
、
今
や
社
会
で
の
必
須
能
力
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
プ
レ
ゼ
ン
能
力
は
、
今
や
社
会
で
の
必
須
能
力
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
社
会
人
の
必
須
能
力
の
１
つ
に
な
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
能
力
と
の
解
説
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
が
社
会
人
と
し
て
必
須
能
力
20
反
応
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
社
会
人
と
し
て
必
須
能
力
そ
の
分
、
こ
の
能
力
で
他
の
学
生
を
引
き
離
す
と
、
就
職
に
も
有
利
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
分
、
こ
の
能
力
で
他
の
学
生
を
引
き
離
す
と
、
就
職
に
も
有
利
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
就
職
活
動
に
お
け
る
他
の
学
生
と
の
差
別
化
に
も
繋
が
る
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
が
就
活
で
も
有
利
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
就
活
で
も
有
利
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
制
作
は
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
が
復
習
に
な
る
20
反
応
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
復
習
に
な
る
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
と
は
，
表
計
算
や
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
用
方
法
か
，
あ
る
い
は
当
該
授
業
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
か
？
文
脈
か
ら
後
者
と
推
測
．
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
制
作
で
は
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
が
挑
戦
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
挑
戦
の
推
奨
自
分
の
能
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
き
ま
し
ょ
う
！
プ
レ
ゼ
ン
制
作
を
通
じ
て
能
力
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
が
能
力
を
磨
く
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
能
力
を
磨
く
推
奨
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
も
決
ま
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
と
の
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
が
テ
ー
マ
の
決
定
原
因
(実
習
）
実
習
進
捗
報
告
テ
ー
マ
の
決
定
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
プ
レ
ゼ
ン
制
作
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
と
い
う
認
識
（
理
解
）
実
習
の
発
表
会
へ
準
備
が
始
ま
る
認
識
実
習
発
表
会
準
備
が
始
ま
る
良
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
！
良
い
プ
レ
ゼ
ン
発
表
に
な
る
よ
う
に
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
思
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
使
っ
て
計
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
使
っ
て
計
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
授
業
で
配
布
さ
れ
た
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
と
い
う
宣
言
（
意
気
込
み
？
）
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
積
極
的
活
用
し
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
積
極
的
活
用
し
た
い
よ
い
お
年
を
～
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
良
い
お
年
を
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
良
い
お
年
を
☆
星
の
表
記
（
？
）
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
が
☆
付
随
非
言
語
表
現
楽
し
い
気
分
☆
☆
は
楽
し
い
気
分
か
ど
う
か
・
・
・
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
は
良
い
発
想
が
出
な
い
と
い
う
経
験
が
あ
る
と
い
う
告
白
実
習
の
助
言
が
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
22
意
気
込
み
→
対
応
実
習
助
言
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
発
想
し
や
す
く
考
え
が
ま
と
ま
り
や
す
い
紙
と
鉛
筆
を
使
っ
て
落
書
き
し
な
が
ら
の
ア
イ
デ
ア
創
出
実
習
の
助
言
が
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
解
説
実
習
助
言
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
を
、
そ
ん
な
形
で
使
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
の
ス
ラ
イ
ド
以
外
で
の
活
用
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
役
立
て
て
ほ
し
い
感
想
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
役
立
て
て
ほ
し
い
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
担 当 教 員
2
3
11
2014/12/16
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
私
も
経
験
あ
る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
睨
め
っ
こ
し
て
も
、
な
か
な
か
良
い
発
想
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
紙
と
鉛
筆
で
あ
～
で
も
な
い
、
こ
～
で
も
な
い
と
、
落
書
き
し
な
が
ら
考
え
る
の
が
、
一
番
発
想
し
や
す
い
し
、
考
え
も
ま
と
ま
り
ま
す
。
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
を
、
そ
ん
な
形
で
使
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
(^
^)
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
回
お
配
り
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
」
を
、
そ
ん
な
形
で
使
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
(^
^)
実
習
の
助
言
と
し
て
，
PC
画
面
上
で
は
発
想
で
き
な
い
が
，
紙
面
上
で
発
想
で
き
る
と
書
き
，
役
立
て
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
PC
画
面
よ
り
紙
面
上
で
の
発
想
が
効
果
的
と
い
う
助
言
と
推
奨
PC
画
面
よ
り
紙
面
上
で
の
発
想
が
効
果
的
と
い
う
助
言
と
推
奨
解
説
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
と
４
の
な
ど
分
析
結
果
を
参
照
！
）
年
始
の
挨
拶
挨
拶
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
の
決
定
と
学
習
成
果
の
積
極
的
活
用
の
意
気
込
み
，
お
よ
び
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
の
活
用
宣
言
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
の
決
定
と
学
習
成
果
の
積
極
的
活
用
の
意
気
込
み
，
お
よ
び
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
の
活
用
宣
言
意
気
込
み
よ
い
お
年
を
～
☆
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
良
い
お
年
を
と
書
き
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
の
☆
を
付
け
た
．
年
末
の
挨
拶
年
末
の
挨
拶
挨
拶
担 当 教 員
21
10
2014/12/9
プ
レ
ゼ
ン
能
力
は
、
今
や
社
会
で
の
必
須
能
力
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
分
、
こ
の
能
力
で
他
の
学
生
を
引
き
離
す
と
、
就
職
に
も
有
利
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
\n
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
の
能
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
き
ま
し
ょ
う
！
(^
0^
)
社
会
人
と
し
て
必
須
能
力
だ
し
，
就
活
で
も
有
利
だ
と
学
習
意
欲
の
目
標
を
刺
激
し
た
．
E
2
2
11
2014/12/16
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
も
決
ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
良
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
！
\r
\n
ス
ラ
イ
ド
計
画
シ
ー
ト
を
使
っ
て
計
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
\r
\n
よ
い
お
年
を
～
☆
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
も
決
ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
良
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
！
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
テ
ー
マ
の
決
定
を
し
て
，
発
表
会
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
，
積
極
的
活
用
し
た
い
こ
と
と
頑
張
る
と
い
う
こ
と
の
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
の
能
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
き
ま
し
ょ
う
！
(^
0^
)
復
習
に
な
る
の
で
，
挑
戦
の
推
奨
と
能
力
を
磨
く
推
奨
を
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)
を
付
け
た
．
復
習
の
機
会
に
な
る
プ
レ
ゼ
ン
制
作
と
能
力
を
磨
く
こ
と
の
推
奨
復
習
の
機
会
に
な
る
プ
レ
ゼ
ン
制
作
と
能
力
を
磨
く
こ
と
の
推
奨
目
標
の
喚
起
社
会
人
と
し
て
必
須
の
プ
レ
ゼ
ン
能
力
と
就
活
で
の
有
効
性
社
会
人
と
し
て
必
須
の
プ
レ
ゼ
ン
能
力
と
就
活
で
の
有
効
性
解
説
156
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
年
始
の
挨
拶
の
言
葉
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
あ
け
お
め
23
習
慣
→
習
慣
（
返
報
？
）
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
2学
期
も
あ
と
少
し
授
業
期
間
も
残
り
あ
と
少
し
と
い
う
認
識
授
業
の
進
行
が
あ
と
少
し
と
い
う
認
識
習
慣
授
業
進
行
あ
と
少
し
と
い
う
認
識
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
よ
ろ
し
く
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
や
っ
と
方
向
性
が
明
確
に
決
ま
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
と
い
う
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
で
方
向
性
が
決
ま
っ
た
報
告
実
習
進
捗
報
告
方
向
性
が
決
ま
っ
た
１
週
間
で
仕
上
げ
て
き
ま
す
！
方
向
性
に
従
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
1週
間
で
制
作
し
て
く
る
と
い
う
宣
言
（
意
気
込
み
）
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
1週
間
で
仕
上
げ
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
1週
間
で
仕
上
げ
る
♪
音
符
の
表
記
（
楽
し
い
？
）
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
が
♪
付
随
非
言
語
表
現
楽
し
い
気
分
♪
♪
は
楽
し
い
気
分
か
ど
う
か
・
・
・
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
。
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
授
業
回
数
が
残
り
3回
と
い
う
告
知
授
業
の
進
行
が
残
り
3
回
と
い
う
宣
言
24
週
間
→
共
感
授
業
進
行
残
り
3
回
と
い
う
宣
言
今
日
と
い
う
の
は
1/
6で
は
な
く
て
1/
13
の
こ
と
？
授
業
記
録
か
ら
は
あ
と
3回
と
な
る
と
1/
13
の
こ
と
に
な
る
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
そ
の
中
で
2回
が
発
表
会
と
い
う
説
明
授
業
の
進
行
が
2回
分
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
解
説
授
業
進
行
2回
分
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
実
質
的
に
は
最
後
の
授
業
と
い
う
印
象
と
い
う
告
知
授
業
の
進
行
が
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
解
説
授
業
進
行
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
最
後
の
授
業
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
昨
年
の
授
業
か
ら
少
し
方
向
性
が
変
わ
り
ま
し
た
年
末
の
授
業
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
内
容
の
方
向
性
が
変
更
に
な
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
認
識
（
確
認
）
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
方
向
性
が
変
わ
っ
た
印
象
原
因
（
授
業
中
の
様
子
？
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
か
？
）
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
方
向
性
が
変
わ
っ
た
印
象
進
み
具
合
は
ど
う
で
す
か
？
方
向
性
に
合
わ
せ
て
プ
レ
ゼ
ン
制
作
の
状
況
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
進
み
具
合
は
ど
う
か
？
質
問
実
習
完
了
確
認
進
み
具
合
は
ど
う
か
？
今
日
の
最
後
に
提
出
で
す
授
業
の
最
後
が
制
作
し
た
プ
レ
ゼ
ン
の
提
出
期
限
と
の
告
知
実
習
の
予
告
が
終
了
時
に
課
題
〆
切
予
告
実
習
予
告
授
業
終
了
時
に
課
題
〆
切
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
〆
切
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
の
制
作
を
頑
張
っ
て
の
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
授
業
が
始
ま
っ
て
発
表
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
授
業
が
始
ま
っ
て
発
表
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
こ
の
授
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
発
表
ま
で
の
時
間
が
短
い
印
象
と
の
感
想
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
原
因
（
授
業
日
程
）
授
業
時
間
経
過
早
い
と
い
う
印
象
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
だ
と
書
い
た
．
時
間
経
過
の
感
想
時
間
経
過
の
感
想
感
想
今
日
リ
ハ
ー
サ
ル
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
て
、
先
生
み
た
い
に
喋
る
の
上
手
だ
な
～
と
思
っ
た
先
生
み
た
い
に
上
手
な
印
象
の
他
の
受
講
生
の
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
つ
い
て
の
感
想
実
習
の
発
表
会
で
他
者
の
発
表
が
上
手
感
想
実
習
発
表
会
他
者
の
発
表
が
上
手
私
も
ス
ラ
ス
ラ
喋
れ
る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
！
受
講
生
自
身
も
上
手
に
ス
ピ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
練
習
と
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
話
せ
る
よ
う
に
練
習
意
気
込
み
学
習
意
欲
目
標
話
せ
る
よ
う
に
練
習
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
実
習
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
頑
張
っ
て
い
る
印
象
26
感
想
→
対
応
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
頑
張
っ
て
い
る
印
象
担 当 教 員
27
13
2015/1/13
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
な
の
で
、
●
●
さ
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
練
習
は
、
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
\n
授
業
が
始
ま
っ
て
、
こ
の
日
に
な
る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
な
の
で
、
●
●
さ
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
頑
張
っ
て
い
る
印
象
だ
と
書
き
他
者
に
受
講
生
の
頑
張
っ
て
い
る
印
象
と
練
習
結
果
今
日
リ
ハ
ー
サ
ル
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
て
、
先
生
み
た
い
に
喋
る
の
上
手
だ
な
～
と
思
っ
た
の
で
、
私
も
ス
ラ
ス
ラ
喋
れ
る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
！
実
習
と
し
て
の
発
表
会
で
他
者
の
発
表
が
上
手
な
の
で
，
自
分
も
話
せ
る
よ
う
に
練
習
す
る
と
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
他
者
の
発
表
練
習
か
ら
の
刺
激
と
練
習
へ
の
意
気
込
み
他
者
の
発
表
練
習
か
ら
の
刺
激
と
練
習
へ
の
意
気
込
み
受
講
生
の
頑
張
っ
て
い
る
印
象
と
練
習
結
果
へ
の
質
問
質
問
挨
拶
2学
期
も
あ
と
少
し
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
や
っ
と
方
向
性
が
明
確
に
決
ま
っ
た
の
で
、
１
週
間
で
仕
上
げ
て
き
ま
す
！
♪
実
習
で
の
進
捗
報
告
と
し
て
方
向
性
が
決
ま
っ
た
と
書
き
，
1週
間
で
仕
上
げ
る
と
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
楽
し
い
気
分
の
♪
を
付
け
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
方
向
性
の
決
定
と
完
了
へ
の
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
の
方
向
性
の
決
定
と
完
了
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
年
始
の
挨
拶
年
始
の
挨
拶
E
2
6
13
2015/1/13
授
業
が
始
ま
っ
て
発
表
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
今
日
リ
ハ
ー
サ
ル
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
て
、
先
生
み
た
い
に
喋
る
の
上
手
だ
な
～
と
思
っ
た
の
で
、
私
も
ス
ラ
ス
ラ
喋
れ
る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
！
\r
\n
最
後
の
準
備
時
間
と
時
間
経
過
の
感
想
最
後
の
準
備
時
間
と
時
間
経
過
の
感
想
感
想
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
の
で
、
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(
^
0
^
)
さ
て
、
昨
年
の
授
業
か
ら
少
し
方
向
性
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
進
み
具
合
は
ど
う
で
す
か
？
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
を
方
向
性
が
変
わ
っ
た
印
象
だ
と
書
き
，
進
み
具
合
は
ど
う
か
？
と
完
了
確
認
し
，
授
業
終
了
時
に
課
題
〆
切
だ
と
予
告
を
し
て
，
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
方
向
性
の
変
更
と
状
況
へ
の
質
問
，
お
よ
び
提
出
〆
切
の
リ
マ
イ
ン
ド
プ
レ
ゼ
ン
の
方
向
性
の
変
更
と
状
況
へ
の
質
問
，
お
よ
び
提
出
〆
切
の
リ
マ
イ
ン
ド
担 当 教 員
意
気
込
み
目
標
の
喚
起
今
日
の
最
後
に
提
出
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
今
日
と
い
う
の
は
や
は
り
1/
13
の
こ
と
か
？
？
？
25
12
2015/1/6
こ
の
授
業
も
、
今
日
を
含
め
て
残
り
３
回
で
す
か
。
そ
の
う
ち
、
発
表
会
が
２
回
で
す
の
で
、
実
質
、
今
日
で
最
後
の
授
業
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(^
0^
)\
nさ
て
、
昨
年
の
授
業
か
ら
少
し
方
向
性
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
進
み
具
合
は
ど
う
で
す
か
？
今
日
の
最
後
に
提
出
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
授
業
の
進
行
が
残
り
3回
と
い
う
宣
言
を
行
い
，
あ
と
2回
分
が
発
表
会
と
い
う
宣
言
も
し
て
，
実
質
的
に
最
後
と
い
う
宣
言
を
書
き
，
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)を
付
け
た
．
E
24
12
2015/1/6
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
\r
\n
2学
期
も
あ
と
少
し
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\r
\n
や
っ
と
方
向
性
が
明
確
に
決
ま
っ
た
の
で
、
１
週
間
で
仕
上
げ
て
き
ま
す
！
♪
\r
\n
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
あ
け
お
め
と
書
き
，
授
業
の
進
行
が
あ
と
少
し
と
い
う
認
識
だ
と
書
き
，
さ
ら
に
よ
ろ
ｓ
く
と
書
い
た
．
157
●
●
さ
ん
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
●
●
さ
ん
も
他
の
受
講
生
に
負
け
ら
れ
な
い
と
の
確
認
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
練
習
は
、
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
練
習
は
、
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
が
で
き
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
練
習
で
き
た
か
？
26
意
気
込
み
→
質
問
実
習
完
了
確
認
練
習
で
き
た
か
？
授
業
が
始
ま
っ
て
、
こ
の
日
に
な
る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
こ
の
授
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
時
間
が
短
い
印
象
と
の
感
想
（
共
感
）
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
26
原
因
（
授
業
日
程
）
→
共
感
授
業
時
間
経
過
早
い
と
い
う
印
象
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
存
分
に
発
表
し
て
下
さ
い
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
て
発
表
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
発
表
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
プ
レ
ゼ
ン
を
作
り
始
め
て
、
発
表
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
短
時
間
に
感
じ
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
の
発
表
と
の
感
想
実
習
の
発
表
会
が
短
時
間
に
感
じ
た
27
共
感
→
感
想
授
業
時
間
経
過
早
い
と
い
う
印
象
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
全
て
話
し
て
て
も
き
り
が
な
い
発
表
で
話
す
べ
き
こ
と
が
多
い
が
時
間
が
無
い
と
い
う
感
想
実
習
の
発
表
会
で
話
す
時
間
が
足
り
な
い
印
象
印
象
実
習
発
表
会
話
す
時
間
が
足
り
な
い
印
象
た
く
さ
ん
の
調
べ
た
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
つ
な
げ
る
の
が
プ
レ
ゼ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
多
い
準
備
内
容
か
ら
厳
選
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
こ
と
が
プ
レ
ゼ
ン
の
難
し
い
と
こ
と
と
の
感
想
実
習
の
発
表
会
で
プ
レ
ゼ
ン
で
厳
選
が
難
し
い
感
想
実
習
発
表
会
プ
レ
ゼ
ン
で
厳
選
が
難
し
い
日
本
食
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
他
の
受
講
生
の
発
表
内
容
の
日
本
食
に
つ
い
て
は
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
の
感
想
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
が
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
原
因
（
他
者
）
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
こ
れ
か
ら
も
日
本
食
が
広
ま
っ
て
世
界
中
で
好
ま
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！
日
本
食
が
世
界
に
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
（
思
い
）
自
己
開
示
で
日
本
食
の
考
え
が
世
界
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
感
想
自
己
開
示
日
本
食
の
考
え
世
界
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
感
想
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
全
て
話
し
て
て
も
き
り
が
な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
調
べ
た
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
つ
な
げ
る
の
が
プ
レ
ゼ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
実
習
と
し
て
の
発
表
会
で
は
話
す
時
間
が
足
り
な
い
印
象
で
，
プ
レ
ゼ
ン
で
厳
選
が
難
し
い
と
書
い
た
．
発
表
時
間
や
発
表
内
容
の
厳
選
へ
の
感
想
発
表
時
間
や
発
表
内
容
の
厳
選
へ
の
感
想
感
想
目
標
の
喚
起
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
存
分
に
発
表
し
て
下
さ
い
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
E
2
8
14
2015/1/20
プ
レ
ゼ
ン
を
作
り
始
め
て
、
発
表
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
(^
^)
\r
\n
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
全
て
話
し
て
て
も
き
り
が
な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
調
べ
た
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
つ
な
げ
る
の
が
プ
レ
ゼ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
！
日
本
食
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
食
が
広
ま
っ
て
世
界
中
で
好
ま
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！
(笑
)
プ
レ
ゼ
ン
を
作
り
始
め
て
、
発
表
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
(^
^)
日
本
食
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
食
が
広
ま
っ
て
世
界
中
で
好
ま
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！
(笑
)
き
，
他
者
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
行
い
，
練
習
で
き
た
か
？
と
実
習
の
完
了
確
認
を
書
い
た
．
習
結
果
へ
の
質
問
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
と
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
て
書
い
た
．
時
間
経
過
の
感
想
日
本
食
の
考
え
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
が
，
世
界
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
自
己
開
示
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
）
付
け
た
．
実
習
で
の
他
者
？
の
発
表
へ
の
感
想
日
本
食
の
発
表
は
，
他
者
か
自
分
た
ち
か
？
？
？
No
3と
7の
分
析
で
は
記
述
内
容
か
ら
他
者
だ
と
思
っ
た
が
こ
の
No
6
は
？
他
者
の
よ
う
だ
が
・
・
・
実
習
で
の
他
者
？
の
発
表
へ
の
感
想
他
者
発
表
感
想
授
業
が
始
ま
っ
て
、
こ
の
日
に
な
る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
存
分
に
発
表
し
て
下
さ
い
。
授
業
の
時
間
経
過
が
早
い
と
い
う
印
象
だ
が
，
学
習
成
果
の
積
極
的
活
用
の
推
奨
を
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
を
行
い
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
時
間
経
過
の
感
想
と
発
表
へ
の
学
習
意
欲
の
喚
起
時
間
経
過
の
感
想
と
発
表
へ
の
学
習
意
欲
の
喚
起
時
間
経
過
の
感
想
158
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
F
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
今
日
は
情
報
収
集
の
は
な
し
し
ま
し
た
情
報
収
集
に
つ
い
て
の
授
業
講
義
の
対
象
だ
っ
た
情
報
収
集
原
因
(授
業
）
講
義
対
象
情
報
収
集
F
4
2
014/10/14
今
日
は
情
報
収
集
の
は
な
し
し
ま
し
た
ｈ
が
、
情
報
源
の
情
報
源
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
今
日
は
情
報
収
集
の
は
な
し
し
ま
し
た
ｈ
が
、
情
報
源
の
情
報
源
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
講
義
の
対
象
だ
っ
た
情
報
収
集
と
情
報
源
に
つ
い
講
義
で
学
ん
だ
情
報
収
集
と
情
講
義
で
学
ん
だ
情
報
収
集
と
情
報
源
，
お
よ
び
メ
学
習
成
果
ツ
ー
ル
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
話
題
群
１
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
話 題
群 １
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
話
題
群
２
話
題
群
３
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
発 信 者
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
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情
報
源
の
情
報
源
だ
け
で
な
く
、
情
報
収
集
の
情
報
源
講
義
の
対
象
だ
っ
た
情
報
源
原
因
(授
業
）
講
義
対
象
情
報
源
ど
の
よ
う
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
め
る
情
報
の
選
択
講
義
で
の
学
習
成
果
は
情
報
選
択
結
果
講
義
学
習
成
果
情
報
選
択
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
学
ん
だ
考
慮
す
べ
き
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
講
義
で
の
学
習
成
果
は
情
報
選
択
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
結
果
講
義
学
習
成
果
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
レ
ポ
ー
ト
だ
と
、
本
や
、
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
考
し
書
籍
や
ネ
ッ
ト
を
参
照
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
講
義
で
の
学
習
成
果
は
参
考
に
す
る
書
籍
・
ネ
ッ
結
果
講
義
学
習
成
果
参
考
に
す
る
書
籍
・
ネ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
だ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
デ
イ
ア
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に
応
じ
た
メ
デ
ィ
ア
の
選
択
講
義
で
の
学
習
成
果
は
テ
ー
マ
に
即
し
た
メ
デ
ィ
ア
選
択
結
果
講
義
学
習
成
果
テ
ー
マ
に
即
し
た
メ
デ
ィ
ア
選
択
メ
デ
イ
ア
の
話
で
NH
K思
い
出
だ
し
ま
し
た
メ
デ
ィ
ア
繋
が
り
で
想
起
し
た
NH
K
話
術
と
し
て
話
題
変
更
の
連
想
し
た
連
想
話
術
話
題
変
更
連
想
し
た
家
に
く
る
の
は
い
い
け
ど
、
う
ち
テ
レ
ビ
が
な
い
と
言
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
見
れ
ま
す
の
で
。
。
。
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
NH
K受
信
料
の
徴
収
方
法
（
強
引
さ
に
つ
い
て
？
）
自
己
開
示
で
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
と
し
て
受
信
料
徴
収
方
法
が
セ
コ
い
開
示
自
己
開
示
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
受
信
料
徴
収
方
法
が
セ
コ
い
だ
か
ら
、
見
て
ま
せ
ん
ー
っ
て
！
NH
K受
信
の
有
無
自
己
開
示
で
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
と
し
て
見
て
な
い
も
の
に
支
払
い
た
く
な
い
訴
え
自
己
開
示
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
見
て
な
い
も
の
に
支
払
い
た
く
な
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
よ
ね
。
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
よ
ね
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
慮
す
る
こ
と
の
大
切
さ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
4結
果
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
で
す
。
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
で
す
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
ん
で
、
ど
の
情
報
を
信
頼
す
る
か
・
・
・
。
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
ん
で
、
ど
の
情
報
を
信
頼
す
る
か
・
・
・
メ
デ
ィ
ア
の
選
択
と
情
報
の
信
頼
度
講
義
の
補
足
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
選
択
と
情
報
の
信
頼
性
解
説
講
義
補
足
メ
デ
ィ
ア
選
択
と
情
報
の
信
頼
性
し
っ
か
り
と
見
極
め
ま
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
と
見
極
め
ま
し
ょ
う
見
極
め
る
こ
と
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
見
極
め
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
見
極
め
ま
し
ょ
う
NH
Kは
、
視
聴
料
の
集
金
に
来
た
の
か
な
？
NH
Kは
、
視
聴
料
の
集
金
に
来
た
の
か
な
？
NH
Kの
訪
問
目
的
の
確
認
(受
信
料
の
集
金
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
4開
示
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
見
て
い
な
け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
NH
K受
信
料
の
支
払
い
義
務
の
判
断
基
準
自
己
開
示
で
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
と
し
て
見
て
な
い
も
の
に
支
払
う
必
要
無
い
助
言
自
己
開
示
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
見
て
な
い
も
の
に
支
払
う
必
要
無
い
「
見
て
ま
せ
ん
ー
」
で
良
い
で
す
よ
NH
K受
信
料
徴
収
員
と
の
交
渉
方
法
自
己
開
示
で
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
と
し
て
見
て
い
な
い
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
助
言
自
己
開
示
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
見
て
い
な
い
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
目
標
の
喚
起
担 当 教 員
5
2
2014/10/14
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
を
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
よ
ね
。
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
で
す
。
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
ん
で
、
ど
の
情
報
を
信
頼
す
る
か
・
・
・
。
し
っ
か
り
と
見
極
め
ま
し
ょ
う
。
\n
\n
NH
Kは
、
視
聴
料
の
集
金
に
来
た
の
か
な
？
見
て
い
な
け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
「
見
て
ま
せ
ん
ー
」
で
良
い
で
す
よ
(^
-^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
習
し
て
同
意
し
，
メ
デ
ィ
ア
選
択
と
情
報
の
信
頼
性
を
講
義
の
補
足
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
見
極
め
ま
し
ょ
う
と
書
い
た
．
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
と
情
報
選
択
に
つ
い
て
の
補
足
と
学
習
意
欲
の
喚
起
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
と
情
報
選
択
に
つ
い
て
の
補
足
と
学
習
意
欲
の
喚
起
見
て
い
な
け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
「
見
て
ま
せ
ん
ー
」
で
良
い
で
す
よ
(^
-^
)
助
言
（
雑
談
）
関
連
雑
談
だ
か
ら
、
見
て
ま
せ
ん
ー
っ
て
！
笑
20
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
レ
ポ
ー
ト
だ
と
、
本
や
、
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
考
し
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
デ
イ
ア
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
イ
ア
の
話
で
NH
K思
い
出
だ
し
ま
し
た
、
家
に
く
る
の
は
い
い
け
ど
、
う
ち
テ
レ
ビ
が
な
い
と
言
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
見
れ
ま
す
の
で
。
。
。
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
見
て
ま
せ
ん
ー
っ
て
！
笑
度
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
て
，
情
報
選
択
と
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
，
参
考
に
す
る
書
籍
・
ネ
ッ
ト
，
テ
ー
マ
に
即
し
た
メ
デ
ィ
ア
選
択
が
学
習
成
果
だ
っ
た
．
報
源
，
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
レ
ポ
ー
ト
だ
と
、
本
や
、
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
考
し
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
デ
イ
ア
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
イ
ア
の
話
で
NH
K思
い
出
だ
し
ま
し
た
、
家
に
く
る
の
は
い
い
け
ど
、
う
ち
テ
レ
ビ
が
な
い
と
言
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
見
れ
ま
す
の
で
。
。
。
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
話
術
の
話
題
変
更
と
し
て
連
想
し
た
と
宣
言
し
て
，
自
己
開
示
の
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
，
受
信
料
徴
収
方
法
が
セ
コ
い
し
，
見
て
な
い
も
の
に
支
払
い
た
く
な
い
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
た
．
連
想
し
た
公
共
放
送
の
受
信
料
徴
収
に
関
す
る
雑
談
連
想
し
た
公
共
放
送
の
受
信
料
徴
収
に
関
す
る
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
，
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
見
て
な
い
も
の
に
支
払
う
必
要
無
い
の
だ
か
ら
見
て
い
な
い
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
公
共
放
送
の
受
信
料
徴
収
に
対
す
る
考
え
方
の
雑
談
公
共
放
送
の
受
信
料
徴
収
に
対
す
る
考
え
方
の
雑
談
160
F
6
3
2014/10/21
担 当 教 員
7
3
2014/10/21
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
最
近
使
っ
て
い
な
く
て
プ
レ
ゼ
ン
ア
プ
リ
の
最
近
の
使
用
状
況
自
己
開
示
し
た
学
習
経
験
で
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
最
近
使
用
無
開
示
自
己
開
示
学
習
経
験
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
最
近
使
用
無
ほ
ぼ
使
い
方
忘
れ
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
の
忘
却
自
己
開
示
し
た
学
習
経
験
で
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
い
方
忘
れ
た
開
示
自
己
開
示
学
習
経
験
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
い
方
忘
れ
た
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
こ
の
講
義
で
習
う
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
義
で
習
う
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
こ
の
授
業
の
学
習
内
容
の
有
用
性
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
役
立
っ
て
い
る
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
役
立
っ
て
い
る
鹿
児
島
で
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
残
念
で
す
ね
。
鹿
児
島
で
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
残
念
で
す
ね
鹿
児
島
で
の
時
間
の
過
ご
し
方
（
出
張
？
滞
在
時
間
？
）
自
己
開
示
し
た
感
情
が
残
念
雑
談
？
自
己
開
示
感
情
残
念
い
き
な
り
の
鹿
児
島
の
話
題
だ
が
，
授
業
中
に
話
題
に
な
っ
た
の
か
？
私
は
鹿
児
島
市
内
に
2年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
鹿
児
島
市
内
に
2年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
鹿
児
島
在
住
経
験
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
居
住
地
が
過
去
に
鹿
児
島
開
示
自
己
開
示
居
住
地
過
去
に
鹿
児
島
と
て
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
と
て
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
鹿
児
島
へ
の
好
印
象
自
己
開
示
し
た
感
情
が
鹿
児
島
が
す
き
開
示
自
己
開
示
感
情
鹿
児
島
が
好
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ
し
つ
こ
い
で
す
NH
Kの
し
つ
こ
さ
自
己
開
示
し
た
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
が
受
信
料
徴
収
が
し
つ
こ
い
5助
言
→
開
示
自
己
開
示
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
受
信
料
徴
収
が
し
つ
こ
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
エ
ク
セ
ル
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
使
っ
て
い
な
い
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
忘
却
へ
の
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
8開
示
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
で
冷
や
汗
顔
の
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
使
用
頻
度
に
応
じ
た
ア
プ
リ
の
習
熟
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
こ
の
授
業
を
通
し
た
ア
プ
リ
へ
の
習
熟
（
期
待
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
う
れ
し
い
で
す
達
成
で
き
た
と
き
の
共
感
（
ア
プ
リ
へ
の
習
熟
）
指
導
意
欲
の
期
待
感
が
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
反
応
指
導
意
欲
期
待
感
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
●
さ
ん
は
、
鹿
児
島
に
２
年
間
も
住
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
！
●
さ
ん
は
、
鹿
児
島
に
２
年
間
も
住
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
！
鹿
児
島
在
住
経
験
に
対
す
る
驚
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
8開
示
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
鹿
児
島
は
、
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
鹿
児
島
へ
の
好
印
象
自
己
開
示
し
た
感
情
が
鹿
児
島
は
良
い
と
こ
ろ
開
示
自
己
開
示
感
情
鹿
児
島
は
良
い
と
こ
ろ
羨
ま
し
い
で
す
鹿
児
島
在
住
へ
の
羨
望
自
己
開
示
し
た
感
情
が
う
ら
や
ま
し
い
開
示
自
己
開
示
感
情
う
ら
や
ま
し
い
担 当 教 員
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4
2014/10/28
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
エ
ク
セ
ル
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(^
^;
)何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
\n
\n
●
さ
ん
は
、
鹿
児
島
に
２
年
間
も
住
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
！
鹿
児
島
は
、
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
羨
ま
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
(^
^)
や
っ
ぱ
り
、
カ
ツ
オ
か
な
？
\n
\n
NH
Kは
、
ま
だ
来
る
の
で
す
か
？
本
当
に
し
つ
こ
い
で
す
ね
ぇ
・
・
・
(-
.-
;)
忘
れ
て
い
て
も
使
う
と
思
い
出
す
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
忘
れ
て
い
て
も
使
う
と
思
い
出
す
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
解
説
何
回
か
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忘
れ
な
く
な
っ
て
く
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
の
授
業
で
使
い
方
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
鹿
児
島
は
良
い
と
こ
ろ
で
う
ら
や
ま
し
い
と
感
情
を
自
己
開
示
し
た
．
さ
ら
に
，
相
手
の
記
述
内
容
に
２
つ
の
質
問
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
鹿
児
島
の
居
住
経
験
へ
の
羨
ま
し
さ
と
美
味
し
い
食
べ
物
の
質
問
鹿
児
島
の
居
住
経
験
へ
の
羨
ま
し
さ
と
美
味
し
い
食
べ
物
の
質
問
質
問
（
鹿
児
島
）
鹿
児
島
は
、
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
羨
ま
し
い
で
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
エ
ク
セ
ル
で
も
、
使
っ
て
い
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
(^
^;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
を
付
け
て
，
繰
り
返
し
使
用
の
推
奨
や
授
業
で
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
と
指
導
意
欲
の
期
待
感
を
欠
い
た
．
残
念
と
い
う
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
過
去
に
鹿
児
島
が
居
住
地
だ
っ
た
の
で
，
鹿
児
島
が
す
き
だ
と
感
情
を
自
己
開
示
し
た
．
好
き
な
鹿
児
島
で
の
居
住
経
験
好
き
な
鹿
児
島
で
の
居
住
経
験
雑
談
（
鹿
児
島
）
公
共
放
送
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
受
信
料
徴
収
が
し
つ
こ
い
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
た
．
公
共
放
送
の
受
信
料
聴
取
が
し
つ
こ
い
と
い
う
雑
談
公
共
放
送
の
受
信
料
聴
取
が
し
つ
こ
い
と
い
う
雑
談
感
想
（
雑
談
）
F
8
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2014/10/28
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
最
近
使
っ
て
い
な
く
て
、
ほ
ぼ
使
い
方
忘
れ
ま
し
た
。
笑
\r
\n
こ
の
講
義
で
習
う
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
鹿
児
島
で
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
残
念
で
す
ね
。
私
は
鹿
児
島
市
内
に
2年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。
と
て
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
\r
\n
\r
\n
Ｎ
Ｈ
Ｋ
し
つ
こ
い
で
す
。
笑
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
最
近
使
っ
て
い
な
く
て
、
ほ
ぼ
使
い
方
忘
れ
ま
し
た
。
笑 Ｎ
Ｈ
Ｋ
し
つ
こ
い
で
す
。
笑
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
最
近
使
用
無
で
，
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
使
い
方
忘
れ
た
と
学
習
経
験
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
て
，
学
習
意
欲
の
満
足
感
で
役
立
っ
て
い
る
と
書
い
た
．
授
業
で
忘
れ
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
思
い
だ
せ
る
有
用
性
授
業
で
忘
れ
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
思
い
だ
せ
る
有
用
性
有
用
性
161
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
鹿
児
島
の
美
食
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
や
っ
ぱ
り
、
カ
ツ
オ
か
な
？
や
っ
ぱ
り
、
カ
ツ
オ
か
な
？
カ
ツ
オ
か
ど
う
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
NH
Kは
、
ま
だ
来
る
の
で
す
か
？
NH
Kは
、
ま
だ
来
る
の
で
す
か
？
NH
K受
信
料
徴
収
員
の
再
来
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
8開
示
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
本
当
に
し
つ
こ
い
で
す
ね
ぇ
・
・
・
NH
K受
信
料
徴
収
員
の
し
つ
こ
さ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
-
.
-
;
)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
で
残
念
顔
(?
)の
(-
.
-
;
)
付
随
非
言
語
表
現
残
念
顔
(?
)
(
-
.
-
;
)
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
講
義
で
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
作
成
原
因
(授
業
）
講
義
学
習
成
果
グ
ラ
フ
作
成
が
微
妙
な
違
う
と
こ
ろ
が
区
別
つ
か
な
い
。
。
。
区
別
不
可
能
実
習
で
の
分
か
ら
な
い
点
が
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
違
い
反
応
実
習
分
か
ら
な
い
点
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
違
い
（
T＾
T）
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
で
泣
き
顔
の
（
T＾
T）
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
（
T＾
T）
縦
棒
で
あ
っ
て
る
と
思
っ
て
や
っ
た
ら
、
グ
ラ
フ
出
し
て
か
ら
、
折
れ
線
が
見
や
す
い
と
気
づ
く
場
合
が
多
い
で
す
。
縦
棒
で
あ
っ
て
る
と
思
っ
て
や
っ
た
ら
、
グ
ラ
フ
出
し
て
か
ら
、
折
れ
線
が
見
や
す
い
と
気
づ
く
場
合
が
多
い
で
す
棒
グ
ラ
フ
よ
り
も
折
線
グ
ラ
フ
の
適
切
さ
に
気
づ
く
頻
度
の
多
さ
実
習
で
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
作
成
し
て
違
い
に
気
づ
く
結
果
実
習
学
習
成
果
グ
ラ
フ
作
成
し
て
違
い
に
気
づ
く
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
。
。
。
や
は
り
肉
か
な
ー
鹿
児
島
の
美
食
と
し
て
の
肉
自
己
開
示
し
た
感
情
が
鹿
児
島
肉
が
好
き
9質
問
→
回
答
自
己
開
示
感
情
鹿
児
島
肉
が
好
き
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
牛
と
豚
で
す
。
牛
と
豚
で
す
鹿
児
島
の
美
食
と
し
て
の
牛
肉
と
豚
肉
自
己
開
示
し
た
感
情
が
牛
肉
と
豚
肉
が
好
き
回
答
自
己
開
示
感
情
牛
肉
と
豚
肉
が
好
き
華
蓮
と
い
う
店
が
お
す
す
め
で
す
。
華
蓮
と
い
う
店
が
お
す
す
め
で
す
鹿
児
島
の
●
●
と
い
う
肉
料
理
の
お
店
の
推
奨
自
己
開
示
し
た
旅
行
の
肉
料
理
店
推
奨
関
連
自
己
開
示
旅
行
肉
料
理
店
推
奨
今
度
い
く
と
き
は
ぜ
ひ
～
鹿
児
島
訪
問
時
の
立
ち
寄
り
先
と
し
て
の
推
奨
自
己
開
示
し
た
旅
行
で
立
ち
寄
り
推
奨
関
連
自
己
開
示
旅
行
立
ち
寄
り
推
奨
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
基
本
的
に
、
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
基
本
的
に
、
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
自
由
な
棒
グ
ラ
フ
と
俺
前
グ
ラ
フ
の
選
択
実
習
の
補
足
が
グ
ラ
フ
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
10
反
応
→
対
応
実
習
補
足
グ
ラ
フ
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
あ
と
は
、
好
み
の
問
題
か
な
？
あ
と
は
、
好
み
の
問
題
か
な
？
好
み
で
も
あ
る
棒
グ
ラ
フ
と
俺
前
グ
ラ
フ
の
選
択
実
習
の
補
足
が
好
み
の
問
題
も
あ
る
助
言
実
習
補
足
好
み
の
問
題
も
あ
る
失
敗
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
失
敗
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
失
敗
経
験
の
大
切
さ
学
習
意
欲
の
目
標
の
喚
起
で
失
敗
経
験
は
大
切
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
喚
起
失
敗
経
験
は
大
切
グ
ラ
フ
は
好
み
の
と
き
も
あ
る
こ
と
と
，
失
敗
は
経
験
よ
り
学
べ
る
と
い
う
こ
と
グ
ラ
フ
は
好
み
の
と
き
も
あ
る
こ
と
と
，
失
敗
は
経
験
よ
り
学
べ
る
と
い
う
こ
と
解
説
担 当 教 員
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5
2014/11/4
基
本
的
に
、
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
あ
と
は
、
好
み
の
問
題
か
な
？
\n
失
敗
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
成
功
す
る
よ
り
、
失
敗
す
る
と
き
の
方
が
た
く
さ
ん
学
べ
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(^
-
^)
\n
\n
鹿
児
島
は
、
牛
と
豚
で
す
か
(笑
)鹿
児
島
の
黒
豚
は
有
名
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
牛
が
有
名
な
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
(^
^)
\n
華
蓮
と
い
う
お
店
は
、
中
華
料
理
で
す
か
？
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
！
(^
0^
)
好
み
の
問
題
も
あ
る
の
で
グ
ラ
フ
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
実
習
の
補
足
を
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
の
喚
起
と
し
て
，
失
敗
経
験
は
大
切
で
成
功
よ
り
失
敗
か
ら
多
く
学
べ
る
の
で
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
。
。
。
や
は
り
肉
か
な
ー
笑
鹿
児
島
肉
が
好
き
で
，
牛
肉
と
豚
肉
が
好
き
と
い
う
感
情
を
自
己
家
事
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
書
き
，
旅
行
の
と
き
は
肉
料
理
店
推
奨
な
の
で
立
ち
寄
り
推
奨
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
た
．
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
の
回
答
と
お
奨
め
料
理
店
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
の
回
答
と
お
奨
め
料
理
店
回
答
（
鹿
児
島
）
F
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5
2014/11/4
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
微
妙
な
違
う
と
こ
ろ
が
区
別
つ
か
な
い
。
。
。
（
T＾
T）
\r
\n
縦
棒
で
あ
っ
て
る
と
思
っ
て
や
っ
た
ら
、
グ
ラ
フ
出
し
て
か
ら
、
折
れ
線
が
見
や
す
い
と
気
づ
く
場
合
が
多
い
で
す
。
\r
\n
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
。
。
。
や
は
り
肉
か
な
ー
笑
\r
\n
牛
と
豚
で
す
。
華
蓮
と
い
う
店
が
お
す
す
め
で
す
。
今
度
い
く
と
き
は
ぜ
ひ
～
笑
縦
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
微
妙
な
違
う
と
こ
ろ
が
区
別
つ
か
な
い
。
。
。
（
T＾
T）
今
度
い
く
と
き
は
ぜ
ひ
～
笑
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
は
グ
ラ
フ
作
成
だ
っ
だ
が
，
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
違
い
が
実
習
で
の
分
か
ら
な
い
点
だ
と
書
き
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
（
T＾
T）
を
付
け
た
が
，
グ
ラ
フ
作
成
し
て
違
い
に
気
づ
く
と
い
う
実
習
で
の
学
習
成
果
も
あ
っ
た
と
書
い
た
．
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
区
別
の
難
し
さ
と
そ
の
実
習
を
通
じ
て
の
気
づ
き
棒
グ
ラ
フ
と
折
線
グ
ラ
フ
の
区
別
の
難
し
さ
と
そ
の
実
習
を
通
じ
て
の
気
づ
き
学
習
成
果
共
感
（
雑
談
）
本
当
に
し
つ
こ
い
で
す
ね
ぇ
・
・
・
(
-
.
-
;
)
公
共
放
送
の
受
信
料
聴
取
が
し
つ
こ
い
と
い
う
雑
談
公
共
放
送
の
受
信
料
聴
取
が
し
つ
こ
い
と
い
う
雑
談
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
共
感
し
，
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
(?
)の
(-
.-
;)
を
付
け
た
．
162
成
功
す
る
よ
り
、
失
敗
す
る
と
き
の
方
が
た
く
さ
ん
学
べ
ま
す
。
成
功
す
る
よ
り
、
失
敗
す
る
と
き
の
方
が
た
く
さ
ん
学
べ
ま
す
成
功
体
験
よ
り
も
失
敗
体
験
の
学
習
量
の
多
さ
学
習
意
欲
の
目
標
の
喚
起
で
成
功
よ
り
失
敗
か
ら
多
く
学
べ
る
解
説
学
習
意
欲
目
標
の
喚
起
成
功
よ
り
失
敗
か
ら
多
く
学
べ
る
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
頑
張
っ
て
と
い
う
応
援
（
喚
起
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
の
喚
起
が
頑
張
っ
て
応
援
学
習
意
欲
目
標
の
喚
起
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
鹿
児
島
は
、
牛
と
豚
で
す
か
鹿
児
島
の
美
食
と
し
て
の
牛
肉
と
豚
肉
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
10
回
答
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
鹿
児
島
の
黒
豚
は
有
名
で
知
っ
て
い
ま
し
た
有
名
な
鹿
児
島
の
黒
豚
の
認
知
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
豚
は
知
っ
て
い
る
開
示
自
己
開
示
既
存
知
識
豚
は
知
っ
て
い
る
牛
が
有
名
な
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
無
知
だ
っ
た
鹿
児
島
の
牛
肉
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
牛
は
知
ら
な
い
開
示
自
己
開
示
既
存
知
識
牛
は
知
ら
な
い
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
情
報
提
供
へ
の
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
感
謝
相
手
の
記
述
内
容
を
感
謝
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
華
蓮
と
い
う
お
店
は
、
中
華
料
理
で
す
か
？
華
蓮
と
い
う
お
店
は
、
中
華
料
理
で
す
か
？
鹿
児
島
の
●
●
に
つ
い
て
の
中
華
料
理
か
ど
う
か
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
10
関
連
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
！
鹿
児
島
の
●
●
へ
の
訪
問
意
欲
の
表
明
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
希
望
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
を
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
F
12
6
2014/11/11
担 当 教 員
13
6
2014/11/11
前
回
も
歯
が
痛
す
ぎ
て
歯
の
痛
み
の
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
が
歯
が
痛
む
原
因
(歯
痛
）
自
己
開
示
病
気
歯
が
痛
む
何
も
集
中
で
き
な
く
て
、
集
中
不
可
能
の
報
告
学
習
意
欲
の
動
機
で
集
中
で
き
な
い
影
響
学
習
意
欲
動
機
集
中
で
き
な
い
授
業
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
授
業
の
不
参
加
状
態
の
告
白
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
出
席
不
参
加
結
果
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
出
席
不
参
加
ま
た
楽
し
い
内
容
聞
き
逃
し
た
み
た
い
で
す
。
。
。
ま
た
楽
し
い
内
容
聞
き
逃
し
た
み
た
い
で
す
。
。
。
楽
し
い
内
容
の
聞
き
逃
し
の
告
白
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
心
境
学
習
意
欲
満
足
感
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
今
日
は
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
い
授
業
内
容
講
義
の
学
習
成
果
が
プ
レ
ゼ
ン
技
法
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
プ
レ
ゼ
ン
技
法
日
常
で
誰
か
と
接
す
る
時
、
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
他
者
と
の
交
流
時
に
お
け
る
相
手
側
に
立
っ
た
発
想
の
重
要
さ
の
学
習
講
義
の
学
習
成
果
が
相
手
の
立
場
で
考
え
る
結
果
講
義
学
習
成
果
相
手
の
立
場
で
考
え
る
歯
が
痛
む
と
い
う
病
気
を
自
己
開
示
し
，
そ
の
結
果
学
習
意
欲
の
動
機
が
集
中
で
き
な
い
状
態
で
，
授
業
の
受
講
状
態
は
出
席
不
参
加
だ
っ
た
た
め
，
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
学
習
意
欲
の
満
足
感
だ
っ
た
と
書
い
た
．
歯
痛
の
た
め
に
授
業
で
集
中
で
き
な
く
て
聞
き
逃
し
が
あ
る
報
告
歯
痛
の
た
め
に
授
業
で
集
中
で
き
な
く
て
聞
き
逃
し
が
あ
る
報
告
報
告
（
歯
痛
影
響
）
今
日
は
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
で
誰
か
と
接
す
る
時
、
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
は
，
プ
レ
ゼ
ン
技
法
と
相
手
の
立
場
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
書
い
た
．
授
業
で
学
ん
だ
相
手
の
立
場
で
考
え
る
プ
レ
ゼ
ン
授
業
で
学
ん
だ
相
手
の
立
場
で
考
え
る
プ
レ
ゼ
ン
学
習
成
果
F
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7
2014/11/18
前
回
も
歯
が
痛
す
ぎ
て
、
何
も
集
中
で
き
な
く
て
、
授
業
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
\r
\n
ま
た
楽
し
い
内
容
聞
き
逃
し
た
み
た
い
で
す
。
。
。
\r
\n
\r
\n
今
日
は
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
で
誰
か
と
接
す
る
時
、
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。
前
回
も
歯
が
痛
す
ぎ
て
、
何
も
集
中
で
き
な
く
て
、
授
業
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(^
-^
)
鹿
児
島
は
、
牛
と
豚
で
す
か
(笑
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
)を
付
け
て
，
豚
は
知
っ
て
い
る
が
牛
は
知
ら
な
い
と
既
存
知
識
を
自
己
火
事
し
た
．
そ
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
さ
ら
に
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
な
が
ら
一
部
に
は
回
答
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)を
付
け
た
．
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
の
情
報
へ
の
感
謝
と
料
理
店
へ
の
訪
問
希
望
と
質
問
鹿
児
島
の
美
味
し
い
食
べ
物
の
情
報
へ
の
感
謝
と
料
理
店
へ
の
訪
問
希
望
と
質
問
期
待
（
鹿
児
島
）
顔
の
(
)
を
付
け
た
．
鹿
児
島
の
黒
豚
は
有
名
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
牛
が
有
名
な
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
(^
^)
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
！
(^
0^
)
163
歯
は
治
り
ま
し
た
か
？
歯
は
治
り
ま
し
た
か
？
歯
の
治
療
の
質
問
（
収
ま
り
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
14
原
因
（
歯
痛
）
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ど
う
か
お
大
事
に
・
・
・
。
ど
う
か
お
大
事
に
・
・
・
お
大
事
に
と
い
う
声
が
け
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
で
お
大
事
に
気
遣
い
社
交
的
対
応
気
遣
い
お
大
事
に
欠
席
し
た
授
業
内
容
は
、
い
つ
で
も
説
明
し
ま
す
欠
席
時
の
授
業
内
容
の
解
説
可
能
性
授
業
の
助
言
と
し
て
補
講
の
提
案
14
結
果
→
対
応
授
業
助
言
補
講
の
提
案
希
望
す
る
際
は
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
授
業
内
容
の
解
説
希
望
時
の
申
し
出
方
法
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
推
奨
推
奨
講
義
分
か
ら
な
い
点
質
問
推
奨
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
単
に
図
形
や
絵
を
入
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
単
に
図
形
や
絵
を
入
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
図
形
や
絵
を
入
れ
る
だ
け
で
は
な
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
講
義
の
補
足
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
無
い
解
説
講
義
補
足
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
無
い
図
形
や
絵
に
よ
っ
て
、
相
手
が
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
図
形
や
絵
に
よ
っ
て
、
相
手
が
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
図
形
や
絵
に
よ
る
相
手
の
受
け
取
り
方
を
想
定
す
る
こ
と
の
必
要
性
講
義
の
補
足
と
し
て
相
手
が
抱
く
印
象
の
想
定
が
必
要
解
説
講
義
補
足
相
手
が
抱
く
印
象
の
想
定
が
必
要
相
手
を
意
識
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
相
手
を
意
識
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
相
手
を
意
識
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
講
義
の
補
足
と
し
て
相
手
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
解
説
講
義
補
足
相
手
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
先
週
も
歯
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
先
週
も
歯
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
歯
医
者
へ
の
通
院
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
で
歯
医
者
に
行
っ
た
15
気
遣
い
→
報
告
自
己
開
示
病
気
歯
医
者
に
行
っ
た
毎
回
麻
酔
で
す
麻
酔
を
す
る
歯
の
治
療
方
法
自
己
開
示
し
た
病
気
で
麻
酔
で
治
療
報
告
自
己
開
示
病
気
麻
酔
で
治
療
重
症
で
す
歯
の
状
態
が
重
傷
自
己
開
示
し
た
病
気
で
虫
歯
が
重
傷
結
果
自
己
開
示
病
気
虫
歯
が
重
傷
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
前
の
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
ー
載
せ
て
な
か
っ
た
。
前
の
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
ー
載
せ
て
な
か
っ
た
前
回
課
題
で
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
入
れ
忘
れ
実
習
の
進
捗
報
告
で
メ
タ
フ
ァ
無
だ
っ
た
原
因
（
前
回
の
授
業
？
）
実
習
進
捗
報
告
メ
タ
フ
ァ
無
だ
っ
た
ど
う
し
て
も
説
明
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
ど
う
し
て
も
説
明
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
多
い
説
明
が
必
要
と
な
る
予
感
実
習
の
進
捗
報
告
で
文
章
多
く
な
り
そ
う
進
捗
実
習
進
捗
報
告
文
章
多
く
な
り
そ
う
以
前
、
日
本
語
の
講
義
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
的
な
も
の
を
書
い
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
他
の
授
業
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
経
験
他
の
授
業
の
内
容
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
関
連
他
の
授
業
内
容
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
全
然
展
開
で
き
な
く
て
、
い
つ
も
み
ん
な
よ
り
４
段
く
ら
い
遅
れ
て
い
ま
す
自
ら
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成
時
に
お
け
る
進
度
の
遅
さ
実
習
の
進
捗
報
告
で
他
者
よ
り
も
作
成
遅
い
進
捗
実
習
進
捗
報
告
他
者
よ
り
も
作
成
遅
い
い
ま
だ
に
苦
手
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
へ
の
苦
手
意
識
の
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
で
苦
手
意
識
が
あ
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
苦
手
意
識
が
あ
る
（
T-
T）
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
で
（
T-
T）
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
（
T-
T）
相
当
、
歯
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね
・
・
・
と
て
も
良
く
な
い
状
態
の
歯
に
つ
い
て
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
16
結
果
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
を
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
-
.
-
;
)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
で
残
念
顔
(?
)の
(-
.
-
;
)
付
随
非
言
語
表
現
残
念
顔
(?
)
(
-
.
-
;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
し
て
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
(?
)の
(-
.-
;)
を
書
き
，
社
交
的
対
応
の
助
言
と
し
て
，
き
ち
ん
と
治
療
を
推
奨
と
，
定
期
的
ケ
ア
の
推
歯
痛
へ
の
理
解
と
歯
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
助
言
歯
痛
へ
の
理
解
と
歯
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
助
言
助
言
（
歯
の
ケ
ア
）
担 当 教 員
17
8
2014/11/25
相
当
、
歯
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね
・
・
・
(-
.-
;)
こ
れ
を
機
に
、
し
っ
か
り
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
あ
と
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
、
ケ
ア
し
て
も
ら
う
と
虫
歯
が
な
く
な
っ
て
良
い
で
す
よ
(^
^)
\n
\n
日
本
語
の
講
義
で
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
か
？
そ
れ
は
ス
ゴ
イ
で
す
ね
！
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
と
い
う
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
を
WH
Yツ
リ
ー
で
考
え
る
と
い
う
の
は
・
・
・
本
末
転
倒
か
な
？
(笑
)
相
当
、
歯
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね
・
・
・
(-
.-
;)
F
16
8
2014/11/25
先
週
も
歯
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
\r
\n
毎
回
麻
酔
で
す
、
重
症
で
す
、
笑
\r
\n
\r
\n
前
の
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
ー
載
せ
て
な
か
っ
た
。
\r
\n
ど
う
し
て
も
説
明
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
\r
\n
以
前
、
日
本
語
の
講
義
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
的
な
も
の
を
書
い
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
全
然
展
開
で
き
な
く
て
、
い
つ
も
み
ん
な
よ
り
４
段
く
ら
い
遅
れ
て
い
ま
す
。
\r
\n
い
ま
だ
に
苦
手
（
T-
T）
提
案
（
授
業
対
策
）
欠
席
し
た
授
業
内
容
は
、
い
つ
で
も
説
明
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
際
は
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
講
義
の
補
足
と
し
て
，
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
無
い
し
，
相
手
が
抱
く
印
象
の
想
定
が
必
要
で
，
相
手
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
と
書
い
た
．
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
と
相
手
が
抱
く
印
象
を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要
性
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
と
相
手
が
抱
く
印
象
を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要
性
解
説
歯
医
者
へ
の
通
院
と
麻
酔
を
す
る
ほ
ど
の
重
傷
だ
と
の
報
告
歯
医
者
へ
の
通
院
と
麻
酔
を
す
る
ほ
ど
の
重
傷
だ
と
の
報
告
報
告
（
歯
医
者
治
療
）
毎
回
麻
酔
で
す
、
重
症
で
す
、
笑
苦
手
意
識
開
示
い
ま
だ
に
苦
手
（
T-
T）
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
歯
は
治
り
ま
し
た
か
？
ど
う
か
お
大
事
に
・
・
・
。
欠
席
し
た
授
業
内
容
は
、
い
つ
で
も
説
明
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
際
は
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
(^
-
^)
\n
\n
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
単
に
図
形
や
絵
を
入
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。
図
形
や
絵
に
よ
っ
て
、
相
手
が
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
手
を
意
識
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
，
お
大
事
に
と
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
を
書
き
，
出
席
不
参
加
に
対
し
て
補
講
の
提
案
を
授
業
の
助
言
，
そ
し
て
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
推
奨
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
け
た
．
歯
痛
へ
の
気
遣
い
と
授
業
の
補
習
提
案
歯
痛
へ
の
気
遣
い
と
授
業
の
補
習
提
案
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
メ
タ
フ
ァ
無
か
っ
た
こ
と
と
，
文
章
多
く
な
り
そ
う
と
書
い
た
．
実
習
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
を
使
わ
ず
文
章
が
多
い
と
の
報
告
実
習
課
題
で
メ
タ
フ
ァ
を
使
わ
ず
文
章
が
多
い
と
の
報
告
進
捗
報
告
以
前
、
日
本
語
の
講
義
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
的
な
も
の
を
書
い
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
全
然
展
開
で
き
な
く
て
、
い
つ
も
み
ん
な
よ
り
４
段
く
ら
い
遅
れ
て
い
ま
す
。
歯
医
者
に
行
っ
た
こ
と
と
，
麻
酔
で
治
療
す
る
ほ
ど
虫
歯
が
重
傷
だ
っ
た
と
病
気
に
つ
い
て
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
書
い
た
．
他
の
授
業
の
内
容
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
が
あ
っ
た
が
，
実
習
の
進
捗
報
告
で
他
者
よ
り
も
作
成
遅
い
の
で
，
学
習
意
欲
の
自
信
で
苦
手
意
識
が
あ
る
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
（
T-
T）
を
付
け
た
．
他
の
授
業
で
も
学
ん
だ
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
作
業
が
遅
い
と
い
う
開
示
他
の
授
業
で
も
学
ん
だ
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
作
業
が
遅
い
と
い
う
開
示
164
こ
れ
を
機
に
、
し
っ
か
り
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
機
に
、
し
っ
か
り
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
完
全
に
治
療
す
る
こ
と
の
推
奨
社
交
的
対
応
の
助
言
で
き
ち
ん
と
治
療
を
推
奨
助
言
社
交
的
対
応
助
言
き
ち
ん
と
治
療
を
推
奨
あ
と
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
、
ケ
ア
し
て
も
ら
う
と
虫
歯
が
な
く
な
っ
て
良
い
で
す
よ
定
期
的
な
歯
医
者
へ
の
通
院
の
推
奨
社
交
的
対
応
の
助
言
で
定
期
的
ケ
ア
の
推
奨
助
言
社
交
的
対
応
助
言
定
期
的
ケ
ア
の
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
日
本
語
の
講
義
で
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
か
？
日
本
語
の
講
義
で
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
か
？
他
の
授
業
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
経
験
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
16
関
連
→
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
は
ス
ゴ
イ
で
す
ね
！
そ
れ
は
ス
ゴ
イ
で
す
ね
！
他
の
授
業
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
経
験
へ
の
驚
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
を
驚
き
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
と
い
う
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
と
い
う
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
へ
の
苦
手
意
識
の
原
因
へ
の
問
い
か
け
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
推
測
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
そ
の
原
因
を
WH
Yツ
リ
ー
で
考
え
る
と
い
う
の
は
・
・
・
本
末
転
倒
か
な
？
苦
手
意
識
の
原
因
を
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
で
考
え
る
こ
と
の
推
奨
（
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
奨
提
案
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
奨
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
は
い
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
ま
し
た
他
の
授
業
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
経
験
の
確
認
返
答
他
の
授
業
の
内
容
で
似
た
テ
ー
マ
で
作
成
17
質
問
→
回
答
他
の
授
業
内
容
似
た
テ
ー
マ
で
作
成
全
く
発
想
が
。
。
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
で
の
発
想
の
無
さ
へ
の
嘆
き
実
習
の
進
捗
報
告
が
発
想
が
わ
か
な
い
進
捗
実
習
進
捗
報
告
発
想
が
わ
か
な
い
Wh
at
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
す
。
。
。
Wh
at
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
す
。
。
。
Wh
at
ツ
リ
ー
の
作
図
の
苦
手
意
識
の
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
で
苦
手
意
識
が
あ
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
苦
手
意
識
が
あ
る
そ
れ
を
Wh
yツ
リ
ー
で
考
え
る
の
も
不
能
で
す
。
。
。
さ
ら
に
Wh
yツ
リ
ー
の
作
図
の
苦
手
意
識
の
告
白
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
17
提
案
→
回
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
を
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
爆
笑
爆
笑
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
爆
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
爆
笑
そ
も
そ
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
ー
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
。
。
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
経
験
が
無
い
告
白
（
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
課
題
？
）
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
経
験
無
関
連
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
経
験
無
ツ
リ
ー
つ
な
が
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
ジ
ョ
ー
ク
か
？
そ
れ
と
も
授
業
中
に
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で
説
明
し
た
か
？
？
？
苦
笑
苦
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
苦
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
苦
笑
●
さ
ん
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
ね
。
●
さ
ん
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
ね
●
さ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
無
経
験
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
18
関
連
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
中
国
で
は
、
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
か
な
？
中
国
で
は
、
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
か
な
？
中
国
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
文
化
の
有
無
の
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
年
に
一
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト
社
交
的
対
応
の
助
言
で
ク
リ
ス
マ
ス
は
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
助
言
社
交
的
対
応
助
言
ク
リ
ス
マ
ス
は
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
母
国
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
質
問
と
留
学
生
で
の
開
催
の
提
案
母
国
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
質
問
と
留
学
生
で
の
開
催
の
提
案
提
案
（
イ
ベ
ン
ト
）
担 当 教 員
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9
2014/12/2
●
さ
ん
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
ね
。
中
国
で
は
、
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
か
な
？
\n
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
集
め
て
、
一
度
企
画
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(
^
^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
質
問
し
つ
つ
，
ク
リ
ス
マ
ス
は
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
，
留
学
生
で
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
提
案
の
社
交
的
対
応
の
助
言
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
集
め
て
、
一
度
企
画
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(^
^)
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
発
想
が
わ
か
な
い
と
い
う
開
示
原
因
と
反
応
そ
れ
を
Wh
yツ
リ
ー
で
考
え
る
の
も
不
能
で
す
。
。
。
爆
笑
そ
も
そ
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
ー
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
。
。
苦
笑
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
経
験
無
だ
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
苦
笑
を
付
け
た
．
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
経
験
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
経
験
経
験
談
（
イ
ベ
ン
ト
）
F
18
9
2014/12/2
は
い
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
ま
し
た
が
、
全
く
発
想
が
。
。
。
\r
\n
Wh
at
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
す
。
。
。
\r
\n
そ
れ
を
Wh
yツ
リ
ー
で
考
え
る
の
も
不
能
で
す
。
。
。
爆
笑
\r
\n
\r
\n
そ
も
そ
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
ー
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
。
。
苦
笑
は
い
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
ま
し
た
が
、
全
く
発
想
が
。
。
。
他
の
授
業
の
内
容
で
似
た
テ
ー
マ
で
作
成
し
た
が
，
発
想
が
わ
か
な
い
と
い
う
実
習
の
進
捗
報
告
を
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
爆
笑
を
付
け
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
苦
手
で
発
想
が
わ
か
な
い
と
い
う
開
示
奨
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
あ
と
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
、
ケ
ア
し
て
も
ら
う
と
虫
歯
が
な
く
な
っ
て
良
い
で
す
よ
(^
^)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
質
問
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
と
書
き
，
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
奨
を
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
)
を
付
け
た
．
他
の
授
業
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
学
習
へ
の
驚
き
と
苦
手
な
原
因
の
推
測
，
お
よ
び
原
因
追
及
方
法
の
提
案
（
た
だ
し ジ
ョ
ー
ク か
？
）
他
の
授
業
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
学
習
へ
の
驚
き
と
苦
手
な
原
因
の
推
測
，
お
よ
び
原
因
追
及
方
法
の
提
案
（
た
だ
し
ジ
ョ
ー
ク
か
？
）
推
測
と
冗
談
そ
の
原
因
を
WH
Yツ
リ
ー
で
考
え
る
と
い
う
の
は
・
・
・
本
末
転
倒
か
な
？
(笑
)
こ
こ
で
の
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
奨
は
ジ
ョ
ー
ク
に
よ
る
刺
激
か
？
165
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
集
め
て
、
一
度
企
画
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
留
学
生
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
の
推
奨
社
交
的
対
応
の
助
言
で
留
学
生
で
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
提
案
助
言
社
交
的
対
応
助
言
留
学
生
で
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
提
案
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
デ
オ
授
業
中
に
視
聴
し
た
プ
レ
ゼ
ン
講
義
の
対
象
だ
っ
た
D
V
D
原
因
（
授
業
）
講
義
対
象
D
V
D
と
て
も
面
白
く
て
印
象
的
と
思
い
な
が
ら
好
奇
心
の
告
白
（
面
白
い
，
印
象
的
）
学
習
意
欲
の
興
味
が
と
て
も
面
白
く
印
象
的
感
想
学
習
意
欲
興
味
と
て
も
面
白
く
印
象
的
自
分
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。
。
。
上
手
な
？
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
憧
れ
の
告
白
学
習
意
欲
の
期
待
感
で
自
分
に
も
で
き
れ
ば
良
い
な
期
待
学
習
意
欲
期
待
感
自
分
に
も
で
き
れ
ば
良
い
な
今
回
は
一
人
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
一
人
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
へ
の
1人
で
の
取
り
組
み
宣
言
実
習
の
進
捗
報
告
が
一
人
で
制
作
原
因
（
実
習
）
実
習
進
捗
報
告
一
人
で
制
作
緊
張
し
が
ち
で
す
が
、
よ
く
緊
張
し
て
し
ま
う
と
い
う
告
白
自
己
開
示
し
た
感
情
が
緊
張
し
が
ち
開
示
自
己
開
示
感
情
緊
張
し
が
ち
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
留
学
生
？
ク
リ
ス
マ
ス
？
た
ぶ
ん
み
ん
な
バ
イ
ト
で
す
よ
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
留
学
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
不
可
能
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
19
助
言
→
回
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
回
答
相
手
の
記
述
内
容
を
回
答
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
特
に
自
分
が
遠
く
に
住
ん
で
い
る
自
宅
が
遠
方
と
い
う
原
因
も
影
響
と
告
白
自
己
開
示
し
た
居
住
地
が
皆
に
比
べ
て
遠
い
開
示
自
己
開
示
居
住
地
皆
に
比
べ
て
遠
い
一
人
ボ
ッ
チ
。
。
。
あ
ま
り
友
人
が
い
な
い
と
い
う
告
白
（
？
）
自
己
開
示
し
た
気
分
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
開
示
自
己
開
示
気
分
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
が
話
し
て
い
る
内
容
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
、
私
も
思
い
ま
す
。
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
が
話
し
て
い
る
内
容
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
、
私
も
思
い
ま
す
上
手
な
？
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
憧
れ
に
対
す
る
同
感
表
明
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
期
待
20
期
待
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
期
待
相
手
の
記
述
内
容
を
期
待
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
上
手
な
？
プ
レ
ゼ
ン
は
難
し
い
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
一
人
で
の
プ
レ
ゼ
ン
で
大
丈
夫
で
す
。
一
人
で
の
プ
レ
ゼ
ン
で
大
丈
夫
で
す
プ
レ
ゼ
ン
の
課
題
へ
の
1人
で
の
取
り
組
み
許
可
実
習
へ
の
助
言
で
一
人
で
発
表
も
可
20
原
因
（
実
習
）
→
対
応
実
習
助
言
一
人
で
発
表
も
可
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
し
て
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
動
員
す
る
こ
と
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
学
習
成
果
の
積
極
的
活
用
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
頑
張
る
よ
う
に
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
期
待
し
て
い
ま
す
よ
！
期
待
し
て
い
ま
す
よ
！
期
待
の
表
明
学
習
意
欲
の
動
機
へ
の
刺
激
で
期
待
し
て
い
る
期
待
学
習
意
欲
動
機
へ
の
刺
激
期
待
し
て
い
る
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
(^
^;
)
実
習
の
助
言
と
し
て
一
人
で
発
表
も
可
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
，
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
と
，
頑
張
っ
て
と
書
き
，
さ
ら
に
動
機
へ
の
刺
激
と
し
て
期
待
し
て
い
る
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
実
習
で
の
課
題
を
一
人
で
挑
戦
す
る
こ
と
の
許
可
と
目
標
へ
の
喚
起
実
習
で
の
課
題
を
一
人
で
挑
戦
す
る
こ
と
の
許
可
と
目
標
へ
の
喚
起
目
標
の
喚
起
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
共
感
講
義
対
象
だ
っ
た
DV
D
に
対
し
て
学
習
意
欲
の
興
味
が
と
て
も
面
白
く
印
象
的
だ
っ
た
の
で
，
自
分
に
も
で
き
れ
ば
良
い
な
と
い
う
期
待
感
を
持
っ
た
と
書
い
た
．
講
義
で
視
聴
し
た
DV
D
の
面
白
さ
と
期
待
講
義
で
視
聴
し
た
DV
Dの
面
白
さ
と
期
待
期
待
感
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
，
一
人
で
制
作
だ
が
，
緊
張
し
が
ち
と
い
う
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
実
習
で
の
課
題
を
一
人
で
挑
戦
す
る
報
告
と
意
気
込
み
実
習
で
の
課
題
を
一
人
で
挑
戦
す
る
報
告
と
意
気
込
み
担 当 教 員
21
10
2014/12/9
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
が
話
し
て
い
る
内
容
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
、
私
も
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
(^
^;
)\
n一
人
で
の
プ
レ
ゼ
ン
で
大
丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
(^
^)
期
待
し
て
い
ま
す
よ
！
\n
\n
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
な
ん
で
す
ね
\n
(^
^;
)●
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
は
な
い
ん
で
す
か
？
\n
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
け
ど
、
遊
び
も
大
切
な
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
、
皆
さ
ん
で
遊
び
に
い
き
ま
し
ょ
う
(^
0^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
期
待
と
共
感
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
け
た
．
講
義
で
視
聴
し
た
DV
D
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
憧
れ
の
共
感
と
現
実
講
義
で
視
聴
し
た
DV
Dで
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
憧
れ
の
共
感
と
現
実
意
気
込
み
F
2
0
10
2014/12/9
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
デ
オ
が
と
て
も
面
白
く
て
印
象
的
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。
。
。
\r
\n
今
回
は
一
人
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
緊
張
し
が
ち
で
す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
留
学
生
？
ク
リ
ス
マ
ス
？
た
ぶ
ん
み
ん
な
バ
イ
ト
で
す
よ
。
笑
\r
\n
特
に
自
分
が
遠
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
一
人
ボ
ッ
チ
。
。
。
笑
緊
張
し
が
ち
で
す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
留
学
生
？
ク
リ
ス
マ
ス
？
た
ぶ
ん
み
ん
な
バ
イ
ト
で
す
よ
。
笑
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
回
答
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
て
，
皆
に
比
べ
て
遠
い
と
い
う
居
住
地
な
の
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
と
い
う
気
分
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
た
．
バ
イ
ト
と
遠
方
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
開
催
不
可
能
バ
イ
ト
と
遠
方
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
開
催
不
可
能
問
題
点
予
想
（
イ
ベ
ン
ト
）
特
に
自
分
が
遠
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
一
人
ボ
ッ
チ
。
。
。
笑
プ
レ
ゼ
ン
の
ビ
デ
オ
が
と
て
も
面
白
く
て
印
象
的
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。
。
。
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留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
な
ん
で
す
ね
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
な
ん
で
す
ね
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
留
学
生
と
い
う
状
況
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
20
回
答
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
を
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
●
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
は
な
い
ん
で
す
か
？
●
さ
ん
へ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
有
無
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
け
ど
、
遊
び
も
大
切
大
切
な
ア
ル
バ
イ
ト
と
遊
び
社
交
的
対
応
の
助
言
で
バ
イ
ト
も
遊
び
も
大
切
助
言
社
交
的
対
応
助
言
バ
イ
ト
も
遊
び
も
大
切
時
間
を
見
つ
け
て
、
皆
さ
ん
で
遊
び
に
い
き
ま
し
ょ
う
留
学
生
同
士
で
遊
ぶ
時
間
を
作
る
推
奨
社
交
的
対
応
の
助
言
で
遊
ぶ
時
間
の
推
奨
助
言
社
交
的
対
応
助
言
遊
ぶ
時
間
の
推
奨
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
プ
レ
ゼ
ン
で
言
い
た
い
の
は
、
日
本
で
物
事
が
流
行
り
や
す
い
、
そ
し
て
流
行
っ
た
ブ
ー
ム
が
終
わ
る
の
も
早
い
こ
と
。
プ
レ
ゼ
ン
で
言
い
た
い
の
は
、
日
本
で
物
事
が
流
行
り
や
す
い
、
そ
し
て
流
行
っ
た
ブ
ー
ム
が
終
わ
る
の
も
早
い
こ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
の
構
想
（
日
本
に
お
け
る
流
行
と
そ
の
期
間
）
実
習
の
進
捗
報
告
で
テ
ー
マ
を
構
想
原
因
（
実
習
）
実
習
進
捗
報
告
テ
ー
マ
を
構
想
少
し
面
白
く
考
え
て
、
急
流
と
同
じ
だ
な
ー
と
思
っ
て
、
そ
れ
に
例
え
な
が
ら
説
明
し
た
い
と
思
っ
た
急
流
に
例
え
て
の
展
開
の
構
想
実
習
の
進
捗
報
告
で
急
流
で
流
行
を
捉
え
る
考
え
実
習
進
捗
報
告
急
流
で
流
行
を
捉
え
る
テ
ー
マ
で
一
目
瞭
然
で
分
か
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
タ
イ
ト
ル
（
？
）
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
内
容
の
深
さ
に
し
た
い
希
望
学
習
意
欲
の
目
標
で
題
目
か
ら
中
身
を
推
測
さ
れ
た
く
な
い
意
図
学
習
意
欲
目
標
題
目
か
ら
中
身
を
推
測
さ
れ
た
く
な
い
最
初
か
ら
、
疑
問
を
持
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
ほ
し
い
感
じ
で
す
。
最
初
か
ら
、
疑
問
を
持
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
ほ
し
い
感
じ
で
す
聴
衆
に
は
疑
問
を
持
た
せ
つ
つ
聞
か
せ
た
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
で
疑
問
を
持
っ
て
発
表
を
聴
い
て
ほ
し
い
方
略
学
習
意
欲
目
標
疑
問
を
持
っ
て
発
表
を
聴
い
て
ほ
し
い
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
の
流
行
り
廃
り
の
早
さ
を
、
急
流
に
例
え
る
わ
け
で
す
ね
。
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
の
流
行
り
廃
り
の
早
さ
を
、
急
流
に
例
え
る
わ
け
で
す
ね
日
本
で
の
流
行
を
急
流
に
例
え
る
ア
イ
デ
ア
へ
の
納
得
表
明
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
22
考
え
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
を
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
面
白
い
発
想
で
す
ね
面
白
い
発
想
と
い
う
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
面
白
い
発
想
で
す
ね
感
想
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
面
白
い
発
想
で
す
ね
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
し
か
も
、
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
で
は
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に
し
て
、
疑
問
を
持
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
か
せ
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
で
は
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に
し
て
、
疑
問
を
持
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
か
せ
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
よ
い
と
思
い
ま
す
タ
イ
ト
ル
で
疑
問
を
持
た
せ
る
作
戦
へ
の
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
発
表
方
略
へ
の
評
価
評
価
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
発
表
方
略
へ
の
評
価
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
て
い
ま
す
良
い
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
期
待
表
明
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
ま
す
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
ま
す
挨
拶
テ
ー
マ
構
想
と
コ
ン
セ
プ
ト
，
お
よ
び
方
略
テ
ー
マ
構
想
と
コ
ン
セ
プ
ト
，
お
よ
び
方
略
制
作
目
標
少
し
面
白
く
考
え
て
、
急
流
と
同
じ
だ
な
ー
と
思
っ
て
、
そ
れ
に
例
え
な
が
ら
説
明
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
テ
ー
マ
で
一
目
瞭
然
で
分
か
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
担 当 教 員F
2
2
11
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プ
レ
ゼ
ン
で
言
い
た
い
の
は
、
日
本
で
物
事
が
流
行
り
や
す
い
、
そ
し
て
流
行
っ
た
ブ
ー
ム
が
終
わ
る
の
も
早
い
こ
と
。
\r
\n
少
し
面
白
く
考
え
て
、
急
流
と
同
じ
だ
な
ー
と
思
っ
て
、
そ
れ
に
例
え
な
が
ら
説
明
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
テ
ー
マ
で
一
目
瞭
然
で
分
か
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
\r
\n
最
初
か
ら
、
疑
問
を
持
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
ほ
し
い
感
じ
で
す
。
実
習
で
テ
ー
マ
を
構
想
し
て
，
急
流
で
流
行
を
捉
え
る
こ
と
を
進
捗
報
告
し
，
題
目
か
ら
中
身
を
推
測
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
と
，
疑
問
を
持
っ
て
発
表
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
面
白
い
で
す
ね
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
，
発
表
方
略
へ
の
評
価
を
書
き
，
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
ま
す
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-
^)
を
付
け
た
．
テ
ー
マ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
方
略
へ
の
評
価
と
期
待
テ
ー
マ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
方
略
へ
の
評
価
と
期
待
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
と
４
な
ど
の
分
析
結
果
を
参
照
！
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
の
流
行
り
廃
り
の
早
さ
を
、
急
流
に
例
え
る
わ
け
で
す
ね
。
面
白
い
発
想
で
す
ね
(^
^)
\n
し
か
も
、
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
で
は
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に
し
て
、
疑
問
を
持
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
か
せ
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
\n
\n
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
て
い
ま
す
(^
-^
)
評
価
面
白
い
発
想
で
す
ね
(^
^)
良
い
プ
レ
ゼ
ン
を
期
待
し
て
い
ま
す
(
^
-
^
)
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
始
の
挨
拶
言
葉
助
言
（
仕
事
と
遊
び
）
年
始
の
挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
し
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
き
，
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
，
バ
イ
ト
も
遊
び
も
大
切
だ
か
ら
，
遊
ぶ
時
間
の
推
奨
と
社
交
的
対
応
の
助
言
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)を
付
け
た
．
バ
イ
ト
の
質
問
と
遊
び
の
推
奨
バ
イ
ト
の
質
問
と
遊
び
の
推
奨
(^
^;
)●
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
は
な
い
ん
で
す
か
？
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
け
ど
、
遊
び
も
大
切
な
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
、
皆
さ
ん
で
遊
び
に
い
き
ま
し
ょ
う
(
^
0
^
)
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(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
プ
レ
ゼ
ン
プ
レ
ゼ
ン
の
話
に
と
い
う
区
切
り
（
？
）
話
術
と
し
て
話
題
変
更
の
プ
レ
ゼ
ン
原
因
（
実
習
）
話
術
話
題
変
更
プ
レ
ゼ
ン
な
か
な
か
最
後
で
話
を
ま
と
め
る
の
が
苦
手
プ
レ
ゼ
ン
の
終
盤
で
の
ま
と
め
へ
の
苦
手
意
識
の
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
で
苦
手
意
識
が
あ
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
苦
手
意
識
が
あ
る
自
分
で
練
習
し
て
も
緊
張
し
て
、
最
後
に
自
分
が
な
に
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
自
主
練
習
で
も
緊
張
し
て
終
盤
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
告
白
実
習
の
発
表
会
で
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
結
果
実
習
発
表
会
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、
最
後
の
ま
と
め
は
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、
最
後
の
ま
と
め
は
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
の
終
盤
で
の
ま
と
め
が
重
要
と
い
う
助
言
実
習
の
補
足
と
し
て
最
後
の
ま
と
め
が
重
要
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開
示
→
解
説
実
習
補
足
最
後
の
ま
と
め
が
重
要
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
「
結
局
、
何
が
言
い
た
い
の
か
」
と
い
う
結
論
を
１
言
か
２
言
程
度
で
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
「
結
局
、
何
が
言
い
た
い
の
か
」
と
い
う
結
論
を
１
言
か
２
言
程
度
で
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
プ
レ
ゼ
ン
で
簡
潔
な
主
張
が
必
要
と
い
う
助
言
講
義
の
補
足
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
一
言
二
言
で
い
え
る
重
要
性
解
説
講
義
補
足
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
一
言
二
言
で
い
え
る
重
要
性
た
だ
、
結
論
を
考
え
る
の
は
、
実
は
と
て
も
難
し
い
作
業
な
ん
で
す
。
た
だ
、
結
論
を
考
え
る
の
は
、
実
は
と
て
も
難
し
い
作
業
な
ん
で
す
結
論
を
考
え
る
こ
と
の
難
し
さ
の
指
摘
講
義
の
補
足
と
し
て
結
論
を
簡
潔
に
言
う
こ
と
は
難
し
い
解
説
講
義
補
足
結
論
を
簡
潔
に
言
う
こ
と
は
難
し
い
今
日
の
こ
の
時
間
の
大
半
を
そ
れ
に
費
や
し
て
も
良
い
今
回
の
授
業
時
間
の
使
用
の
推
奨
実
習
の
補
足
と
し
て
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
助
言
実
習
補
足
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
し
っ
か
り
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
ね
熟
考
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
熟
考
の
推
奨
推
奨
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
熟
考
の
推
奨
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
今
日
の
講
義
で
自
分
で
練
習
し
た
授
業
中
に
自
主
練
習
し
た
と
い
う
報
告
実
習
の
発
表
会
で
自
主
練
習
し
た
原
因
（
実
習
）
実
習
発
表
会
自
主
練
習
し
た
一
人
で
も
え
ら
い
緊
張
し
て
、
途
中
で
頭
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
自
主
練
習
で
も
緊
張
し
て
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
と
い
う
告
白
実
習
の
発
表
会
で
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
結
果
実
習
発
表
会
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
残
り
の
時
間
は
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す
が
、
残
り
の
時
間
は
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す
残
る
授
業
時
間
に
練
習
し
て
頑
張
る
と
い
う
宣
言
学
習
意
欲
の
目
標
で
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
目
標
頑
張
る
本
番
は
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
は
持
っ
て
い
た
ら
だ
め
で
す
か
。
本
番
は
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
は
持
っ
て
い
た
ら
だ
め
で
す
か
プ
レ
ゼ
ン
時
に
コ
ピ
ペ
ー
（
印
刷
物
？
カ
ン
ペ
？
）
を
持
つ
こ
と
の
確
認
実
習
の
質
問
で
発
表
会
で
の
カ
ン
ペ
は
OK
?
質
問
実
習
質
問
発
表
会
で
の
カ
ン
ペ
は
OK
？
実
習
の
質
問
と
し
て
発
表
会
で
の
カ
ン
ペ
は
OK
？
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
で
の
カ
ン
ペ
の
質
問
プ
レ
ゼ
ン
で
の
カ
ン
ペ
の
質
問
質
問
初
は
、
頭
が
真
っ
白
に
な
る
も
の
で
す
よ
プ
レ
ゼ
ン
の
未
経
験
者
は
頭
の
中
が
白
く
な
る
の
は
当
然
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
誰
で
も
最
初
は
頭
が
真
っ
白
に
な
る
26
結
果
→
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
誰
で
も
最
初
は
頭
が
真
っ
白
に
な
る
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
、
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
、
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
繰
り
返
し
の
練
習
に
よ
っ
て
良
く
な
る
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
練
習
で
緊
張
し
な
く
な
る
助
言
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
練
習
で
緊
張
し
な
く
な
る
担 当 教 員
27
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2015/1/13
最
初
は
、
頭
が
真
っ
白
に
な
る
も
の
で
す
よ
(^
^)
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
、
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
ょ
う
。
\n
\n
「
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
」
と
い
う
の
は
、
「
カ
ン
ペ
（
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
）
」
の
こ
と
か
な
？
カ
ン
ペ
は
、
で
き
れ
ば
や
め
て
下
さ
い
。
評
価
が
低
く
な
り
ま
す
。
\n
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
持
っ
て
お
く
と
い
う
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
と
き
で
も
、
で
き
る
限
り
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
初
は
、
頭
が
真
っ
白
に
な
る
も
の
で
す
よ
(^
^)
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
，
誰
で
も
最
初
は
頭
が
真
っ
白
に
な
る
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
練
習
で
緊
張
し
な
く
な
る
と
，
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
練
習
の
推
奨
を
書
プ
レ
ゼ
ン
で
の
緊
張
感
と
解
消
の
た
め
の
練
習
の
推
奨
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
で
の
緊
張
報
告
と
意
気
込
み
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
最
後
の
ま
と
め
と
簡
潔
さ
の
た
め
の
熟
考
プ
レ
ゼ
ン
で
重
要
な
最
後
の
ま
と
め
と
簡
潔
さ
の
た
め
の
熟
考
プ
レ
ゼ
ン
で
の
緊
張
感
と
解
消
の
た
め
の
練
習
の
推
奨
練
習
の
推
奨
熟
考
の
推
奨
実
習
の
補
足
と
し
て
，
最
後
の
ま
と
め
が
重
要
で
，
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
と
書
き
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
一
言
二
言
で
い
え
る
重
要
性
を
書
き
，
結
論
を
簡
潔
に
言
う
こ
と
は
難
し
い
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
を
刺
激
す
る
熟
考
の
推
奨
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
け
た
．
実
習
の
発
表
会
の
た
め
に
自
主
練
習
し
た
が
，
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
頑
張
る
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
で
の
緊
張
報
告
と
意
気
込
み
今
日
の
こ
の
時
間
の
大
半
を
そ
れ
に
費
や
し
て
も
良
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
F
2
6
13
2015/1/13
今
日
の
講
義
で
自
分
で
練
習
し
た
が
、
一
人
で
も
え
ら
い
緊
張
し
て
、
途
中
で
頭
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
\r
\n
残
り
の
時
間
は
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す
が
、
\r
\n
本
番
は
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
は
持
っ
て
い
た
ら
だ
め
で
す
か
。
担 当 教 員
25
12
2015/1/6
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、
最
後
の
ま
と
め
は
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
「
結
局
、
何
が
言
い
た
い
の
か
」
と
い
う
結
論
を
１
言
か
２
言
程
度
で
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
\n
た
だ
、
結
論
を
考
え
る
の
は
、
実
は
と
て
も
難
し
い
作
業
な
ん
で
す
。
今
日
の
こ
の
時
間
の
大
半
を
そ
れ
に
費
や
し
て
も
良
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
今
日
の
講
義
で
自
分
で
練
習
し
た
が
、
一
人
で
も
え
ら
い
緊
張
し
て
、
途
中
で
頭
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
話
術
の
話
題
変
更
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
自
信
と
し
て
苦
手
意
識
が
あ
る
し
，
実
習
の
発
表
会
で
は
緊
張
し
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
書
い
た
．
苦
手
意
識
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
と
そ
の
緊
張
感
苦
手
意
識
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
と
そ
の
緊
張
感
苦
手
意
識
社
交
的
対
応
と
し
て
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
こ
の
受
講
生
も
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
を
書
い
た
年
始
の
挨
拶
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
F
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\r
\n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
プ
レ
ゼ
ン
\r
\n
な
か
な
か
最
後
で
話
を
ま
と
め
る
の
が
苦
手
で
、
自
分
で
練
習
し
て
も
緊
張
し
て
、
最
後
に
自
分
が
な
に
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
、
笑
\r
\n
\r
\n
\r
\n
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
か
な
か
最
後
で
話
を
ま
と
め
る
の
が
苦
手
で
、
自
分
で
練
習
し
て
も
緊
張
し
て
、
最
後
に
自
分
が
な
に
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
、
笑
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
168
と
に
か
く
、
練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
ょ
う
。
と
に
か
く
、
練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
ょ
う
多
く
の
練
習
の
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
練
習
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
練
習
の
推
奨
「
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
」
と
い
う
の
は
、
「
カ
ン
ペ
（
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
）
」
の
こ
と
か
な
？
「
コ
ピ
ペ
ー
み
た
い
な
も
の
」
と
い
う
の
は
、
「
カ
ン
ペ
（
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
）
」
の
こ
と
か
な
？
コ
ピ
ペ
ー
と
は
印
刷
物
（
カ
ン
ペ
）
の
こ
と
か
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
26
質
問
→
回
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
カ
ン
ペ
は
、
で
き
れ
ば
や
め
て
下
さ
い
。
カ
ン
ペ
は
、
で
き
れ
ば
や
め
て
下
さ
い
プ
レ
ゼ
ン
で
の
印
刷
物
（
カ
ン
ペ
）
を
避
け
る
こ
と
を
の
推
奨
実
習
の
補
足
と
し
て
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
解
説
実
習
補
足
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
評
価
が
低
く
な
り
ま
す
。
評
価
が
低
く
な
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
で
の
印
刷
物
（
カ
ン
ペ
）
が
評
価
を
下
げ
る
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
と
し
て
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
低
評
価
助
言
実
習
助
言
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
低
評
価
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
持
っ
て
お
く
と
い
う
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
持
っ
て
お
く
と
い
う
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
対
策
と
し
て
印
刷
物
（
カ
ン
ペ
）
を
持
つ
こ
と
は
有
効
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
と
し
て
心
の
保
険
で
カ
ン
ペ
所
持
は
可
助
言
実
習
助
言
心
の
保
険
で
カ
ン
ペ
所
持
は
可
そ
の
と
き
で
も
、
で
き
る
限
り
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
で
も
、
で
き
る
限
り
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
印
刷
物
（
カ
ン
ペ
）
を
持
つ
の
は
良
い
が
使
う
の
は
良
く
な
い
と
い
う
助
言
実
習
の
補
足
と
し
て
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
解
説
実
習
補
足
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
ほ
か
の
人
の
発
表
を
聞
い
て
他
の
発
表
を
聞
く
こ
と
実
習
の
発
表
会
で
他
者
発
表
の
聴
講
原
因
（
実
習
）
実
習
発
表
会
他
者
発
表
の
聴
講
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
勉
強
に
な
っ
た
と
報
告
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
勉
強
に
な
っ
た
結
果
学
習
意
欲
満
足
感
勉
強
に
な
っ
た
ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
る
ま
で
考
え
る
の
も
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
る
ま
で
考
え
る
の
も
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
質
問
を
想
定
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
と
報
告
実
習
で
の
学
習
成
果
が
質
問
を
想
定
す
る
大
切
さ
結
果
実
習
学
習
成
果
質
問
を
想
定
す
る
大
切
さ
あ
と
は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
気
絶
し
な
い
よ
う
に
緊
張
し
す
ぎ
て
気
絶
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
大
賀
差
な
？
宣
言
実
習
で
の
学
習
成
果
が
緊
張
で
絶
叫
し
な
い
大
切
さ
結
果
実
習
学
習
成
果
緊
張
で
絶
叫
し
な
い
大
切
さ
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
担 当 教 員
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あ
と
は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
気
絶
し
な
い
よ
う
に
、
笑
F
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ほ
か
の
人
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
\r
\n
ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
る
ま
で
考
え
る
の
も
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
\r
\n
あ
と
は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
気
絶
し
な
い
よ
う
に
、
笑
ほ
か
の
人
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
の
推
奨
を
書
い
た
．
助
言
実
習
の
発
表
会
で
は
，
他
者
発
表
の
聴
講
だ
っ
た
が
，
質
問
を
想
定
す
る
大
切
さ
と
緊
張
で
絶
叫
し
な
い
大
切
さ
が
学
習
成
果
だ
っ
た
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
付
け
て
書
い
た
．
発
表
会
の
感
想
と
学
習
成
果
発
表
会
の
感
想
と
学
習
成
果
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
を
書
き
，
自
習
の
補
足
と
し
て
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
非
推
奨
と
2回
書
き
，
さ
ら
に
，
助
言
と
し
て
，
発
表
で
の
カ
ン
ペ
は
低
評
価
な
の
で
心
の
保
険
で
カ
ン
ペ
所
持
は
可
と
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
で
の
カ
ン
ペ
に
対
す
る
補
足
と
助
言
プ
レ
ゼ
ン
で
の
カ
ン
ペ
に
対
す
る
補
足
と
助
言
169
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
」
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
G
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
●
●
●
●
で
す
。
●
●
●
●
で
す
●
●
●
●
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
の
自
己
紹
介
授
業
の
受
講
生
の
名
前
は
■
■
■
■
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）
1展
開
（
例
示
）
→
挨
拶
（
返
報
？
）
授
業
受
講
生
の
名
前
■
■
■
■
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）
授
業
を
受
け
る
受
講
生
の
名
前
は
■
■
■
■
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）
だ
と
書
い
て
，
話
術
の
話
題
受
講
生
の
自
己
紹
介
と
出
身
地
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
お
奨
受
講
生
の
自
己
紹
介
と
出
身
地
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
お
奨
め
ポ
イ
ン
ト
自
己
紹
介
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
G
4
2
2014/10/14
●
●
●
●
で
す
。
\r
\n
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
今
日
の
授
業
で
は
、
ど
の
情
報
源
も
安
易
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
他
人
の
情
報
に
信
頼
性
が
な
い
の
と
同
様
に
、
自
分
の
体
験
か
ら
得
た
情
報
も
自
分
の
価
値
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
自
己
紹
介
話
題
群
４
話 題
群 １
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
ツ
ー
ル
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
１
話
題
群
２
話
題
群
３
発 信 者
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
170
余
談
で
す
が
、
余
談
に
な
る
と
い
う
前
置
き
話
術
の
話
題
変
更
で
余
談
で
す
が
1展
開
（
例
示
）
→
挨
拶
（
返
報
？
）
話
術
話
題
変
更
余
談
で
す
が
私
の
地
元
、
大
分
県
の
受
講
生
の
地
元
は
大
分
県
自
己
開
示
と
し
て
出
身
地
が
大
分
開
示
自
己
開
示
出
身
地
大
分
耶
馬
渓
は
紅
葉
が
有
名
で
す
紅
葉
の
名
所
と
い
う
情
報
提
供
（
PR
？
）
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
耶
馬
渓
の
紅
葉
展
開
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
耶
馬
渓
の
紅
葉
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
受
講
生
の
地
元
の
紅
葉
の
名
所
へ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
推
奨
自
己
開
示
と
し
て
趣
味
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
耶
馬
渓
の
推
奨
ま
と
め
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
で
耶
馬
渓
の
推
奨
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
の
よ
ろ
し
く
挨
拶
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
，
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
今
日
の
授
業
で
は
、
ど
の
情
報
源
も
安
易
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
日
の
授
業
で
は
、
ど
の
情
報
源
も
安
易
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
情
報
源
の
信
頼
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
成
果
講
義
の
学
習
成
果
が
ど
の
情
報
源
も
容
易
に
信
頼
で
き
な
い
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ど
の
情
報
源
も
容
易
に
信
頼
で
き
な
い
ま
た
、
他
人
の
情
報
に
信
頼
性
が
な
い
の
と
同
様
に
、
自
分
の
体
験
か
ら
得
た
情
報
も
自
分
の
価
値
観
に
よ
る
偏
っ
た
も
の
で
あ
り
他
人
に
よ
る
情
報
の
信
頼
性
と
，
自
分
の
偏
っ
た
価
値
感
に
影
響
さ
れ
た
体
験
情
報
も
，
同
じ
と
い
う
認
識
（
理
解
）
講
義
の
学
習
成
果
が
他
者
も
自
己
も
価
値
感
で
偏
っ
た
情
報
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
他
者
も
自
己
も
価
値
感
で
偏
っ
た
情
報
そ
れ
に
頼
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
発
信
し
た
り
す
る
際
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
信
頼
性
の
低
い
あ
る
い
は
価
値
感
の
偏
っ
た
情
報
発
信
に
注
意
す
る
必
要
性
を
学
ん
だ
と
の
感
想
講
義
の
学
習
成
果
が
偏
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
注
意
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
偏
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
注
意
※
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
の
よ
ろ
し
く
4挨
拶
→
挨
拶
（
返
報
？
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
●
●
さ
ん
は
、
前
回
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
非
常
に
よ
く
掴
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
ね
。
●
●
さ
ん
は
、
前
回
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
非
常
に
よ
く
掴
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
ね
●
●
さ
ん
は
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
良
く
掴
ん
で
い
る
と
の
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
学
習
成
果
へ
の
評
価
4原
因
→
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
学
習
成
果
へ
の
評
価
正
し
く
そ
の
通
り
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
正
し
い
と
い
う
評
価
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
正
解
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
正
解
相
手
の
記
述
内
容
を
正
解
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
二
次
情
報
は
、
基
本
的
に
そ
の
情
報
源
か
ら
信
頼
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
二
次
情
報
は
情
報
源
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
二
次
情
報
は
情
報
源
を
確
認
解
説
講
義
補
足
二
次
情
報
は
情
報
源
を
確
認
で
は
、
一
次
情
報
だ
け
で
全
て
OK
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
一
次
情
報
だ
け
で
全
て
OK
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
一
次
情
報
で
大
丈
夫
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
一
次
情
報
で
も
大
丈
夫
で
は
無
い
解
説
講
義
補
足
一
次
情
報
で
も
大
丈
夫
で
は
無
い
自
分
の
知
識
や
価
値
観
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
知
識
や
価
値
観
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
一
次
情
報
は
見
る
人
の
？
知
識
や
価
値
感
で
偏
っ
て
見
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
（
解
説
）
講
義
の
補
足
で
一
次
情
報
も
偏
っ
て
見
て
し
ま
う
危
険
性
解
説
講
義
補
足
一
次
情
報
も
偏
っ
て
見
て
し
ま
う
危
険
性
一
次
情
報
と
二
次
情
報
を
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
・
・
。
一
次
情
報
と
二
次
情
報
を
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
・
・
一
次
情
報
と
二
次
情
報
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
見
る
こ
と
が
必
要
と
の
解
説
講
義
の
補
足
で
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
解
説
講
義
補
足
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
そ
れ
が
成
功
の
第
一
歩
と
言
え
ま
す
ね
。
そ
れ
が
成
功
の
第
一
歩
と
言
え
ま
す
ね
そ
れ
が
成
功
？
へ
の
第
一
歩
と
な
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
収
集
と
分
析
が
必
要
解
説
講
義
補
足
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
収
集
と
分
析
が
必
要
正
し
く
そ
の
通
り
で
、
二
次
情
報
は
、
基
本
的
に
そ
の
情
報
源
か
ら
信
頼
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
担 当 教 員
5
2
2014/10/14
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
(^
^)
\n
\n
●
●
さ
ん
は
、
前
回
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
非
常
に
よ
く
掴
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
ね
。
\n
正
し
く
そ
の
通
り
で
、
二
次
情
報
は
、
基
本
的
に
そ
の
情
報
源
か
ら
信
頼
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
\n
で
は
、
一
次
情
報
だ
け
で
全
て
OK
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
知
識
や
価
値
観
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
\n
一
次
情
報
と
二
次
情
報
を
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
・
・
。
そ
れ
が
成
功
の
第
一
歩
と
言
え
ま
す
ね
。
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
正
解
と
書
き
，
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
学
習
成
果
へ
の
評
価
を
か
い
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
二
次
情
報
は
情
報
源
を
確
認
す
る
こ
と
と
，
一
次
情
報
で
も
大
丈
夫
で
は
無
い
こ
と
と
，
一
次
情
報
も
偏
っ
て
見
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
と
，
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
，
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
収
集
と
分
析
が
必
要
と
書
い
た
．
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
の
成
功
の
第
一
歩
一
次
情
報
と
二
次
情
報
の
バ
ラ
ン
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
の
成
功
の
第
一
歩
解
説
学
習
成
果
ま
た
、
他
人
の
情
報
に
信
頼
性
が
な
い
の
と
同
様
に
、
自
分
の
体
験
か
ら
得
た
情
報
も
自
分
の
価
値
観
に
よ
る
偏
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
頼
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
発
信
し
た
り
す
る
際
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
(^
^)
社
交
的
対
応
の
挨
拶
が
よ
ろ
し
く
で
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
話
術
の
話
題
変
更
の
余
談
で
す
が
と
書
い
て
か
ら
，
出
身
地
は
大
分
と
自
己
開
示
し
て
，
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
耶
馬
渓
の
紅
葉
が
よ
い
の
で
趣
味
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
耶
馬
渓
の
推
奨
し
た
．
の
お
奨
め
ポ
イ
ン
ト
余
談
で
す
が
、
私
の
地
元
、
大
分
県
の
耶
馬
渓
は
紅
葉
が
有
名
で
す
。
※
印
の
下
の
行
だ
っ
た
が
話
題
の
分
析
で
移
動
さ
せ
た
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
，
ど
の
情
報
源
も
容
易
に
信
頼
で
き
な
い
こ
と
と
，
他
者
も
自
己
も
価
値
感
で
偏
っ
た
情
報
こ
と
，
偏
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
注
意
が
あ
っ
た
と
書
い
た
．
情
報
源
の
信
頼
性
と
偏
っ
た
価
値
感
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
注
意
情
報
源
の
信
頼
性
と
偏
っ
た
価
値
感
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
注
意
の
体
験
か
ら
得
た
情
報
も
自
分
の
価
値
観
に
よ
る
偏
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
頼
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
発
信
し
た
り
す
る
際
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
余
談
で
す
が
、
私
の
地
元
、
大
分
県
の
耶
馬
渓
は
紅
葉
が
有
名
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
171
今
回
の
授
業
で
は
、
実
際
に
自
分
の
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
受
講
生
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
が
ど
の
よ
う
な
評
価
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
今
日
の
授
業
実
習
の
学
習
成
果
が
相
互
評
価
で
反
応
確
認
原
因
（
授
業
）
実
習
学
習
成
果
相
互
評
価
で
反
応
確
認
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ど
の
よ
う
な
評
価
に
な
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
知
れ
て
良
か
っ
た
反
応
学
習
意
欲
満
足
感
知
れ
て
良
か
っ
た
た
だ
、
自
分
の
手
元
の
デ
ー
タ
で
は
ち
ゃ
ん
と
図
を
配
置
で
き
て
い
た
の
に
図
を
ス
ラ
イ
ド
上
に
き
ち
ん
と
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
い
た
実
習
の
進
捗
報
告
が
き
ち
ん
と
レ
イ
ア
ウ
ト
報
告
実
習
進
捗
報
告
き
ち
ん
と
レ
イ
ア
ウ
ト
提
出
し
た
時
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
提
出
し
た
と
き
に
は
ス
ラ
イ
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
た
実
習
の
進
捗
報
告
が
提
出
時
に
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
報
告
実
習
進
捗
報
告
提
出
時
に
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
残
念
で
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
た
こ
と
が
残
念
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
残
念
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
残
念
DV
Dで
は
、
授
業
中
に
視
聴
し
た
DV
D
講
義
の
対
象
だ
っ
た
D
V
D
原
因
（
授
業
）
講
義
対
象
D
V
D
視
覚
か
ら
の
訴
え
の
有
効
さ
や
，
視
覚
に
訴
え
る
有
用
性
講
義
の
学
習
成
果
が
視
覚
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
視
覚
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
画
像
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
画
像
の
影
響
の
大
き
さ
を
知
っ
た
講
義
の
学
習
成
果
が
画
像
の
大
き
さ
の
影
響
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
画
像
の
大
き
さ
の
影
響
画
像
の
チ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
画
像
の
選
択
に
よ
っ
て
伝
わ
る
結
果
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
講
義
の
学
習
成
果
が
画
像
選
択
と
そ
の
結
果
の
違
い
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
画
像
選
択
と
そ
の
結
果
の
違
い
そ
れ
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
画
像
の
選
択
で
伝
わ
る
結
果
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
と
理
解
講
義
の
学
習
成
果
が
画
像
選
択
に
注
意
を
払
う
必
要
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
画
像
選
択
に
注
意
を
払
う
必
要
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
、
聴
衆
の
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
、
聴
衆
の
視
点
だ
と
思
い
ま
す
画
像
を
選
択
す
る
際
に
重
要
な
の
が
視
聴
側
の
視
点
だ
と
理
解
講
義
の
学
習
成
果
が
相
手
の
立
場
で
考
え
る
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
相
手
の
立
場
で
考
え
る
自
分
に
は
伝
わ
る
と
思
う
画
像
で
も
、
聴
衆
に
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
で
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
自
分
が
想
定
す
る
こ
と
と
実
際
に
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
が
異
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
講
義
の
学
習
成
果
が
想
定
と
は
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
想
定
と
は
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
を
考
え
て
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
リ
ス
ク
を
考
え
て
画
像
を
選
択
す
る
必
要
を
理
解
講
義
の
学
習
成
果
が
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
に
注
意
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
に
注
意
最
後
の
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
授
業
の
最
後
に
提
示
さ
れ
た
担
当
教
員
の
ス
ラ
イ
ド
講
義
の
対
象
だ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
原
因
（
授
業
）
講
義
対
象
ス
ラ
イ
ド
私
は
サ
メ
＝
怖
い
、
ブ
ロ
グ
い
じ
め
な
ど
の
怖
さ
を
訴
え
る
も
の
か
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
サ
メ
＝
怖
い
か
ら
い
じ
め
の
怖
さ
を
訴
え
る
も
の
と
想
像
し
た
と
の
報
告
講
義
の
印
象
が
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
反
応
講
義
印
象
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
あ
ら
ら
、
前
回
の
課
題
ス
ラ
イ
ド
の
図
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
・
・
・
。
あ
ら
ら
、
前
回
の
課
題
ス
ラ
イ
ド
の
図
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
・
・
・
ス
ラ
イ
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
6報
告
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
Po
we
rP
oi
nt
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
違
い
・
・
・
か
な
？
Po
we
rP
oi
nt
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
違
い
・
・
・
か
な
？
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
が
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
推
測
実
習
の
助
言
で
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
が
影
響
と
推
測
解
説
実
習
助
言
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
が
影
響
と
推
測
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
・
・
・
ス
ラ
イ
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
推
測
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
・
・
・
(-
.-
;)
講
義
で
使
わ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
の
印
象
講
義
で
使
わ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
の
印
象
実
習
の
学
習
成
果
と
し
て
，
相
互
評
価
で
反
応
確
認
が
あ
り
，
知
れ
て
良
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
き
ち
ん
と
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
つ
も
り
が
，
提
出
時
に
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
が
あ
り
，
残
念
と
い
う
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
相
互
評
価
の
実
習
へ
の
満
足
感
と
提
出
し
た
課
題
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
残
念
感
相
互
評
価
の
実
習
へ
の
満
足
感
と
提
出
し
た
課
題
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
残
念
感
印
象
担 当 教 員
7
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あ
ら
ら
、
前
回
の
課
題
ス
ラ
イ
ド
の
図
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
・
・
・
。
Po
we
rP
oi
nt
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
違
い
・
・
・
か
な
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
・
・
・
(-
.-
;)
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
高
評
価
を
貰
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
の
に
ね
。
。
。
\n
\n
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
DV
Dは
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
？
非
常
に
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
良
い
指
摘
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
\n
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
画
像
は
印
象
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
や
理
解
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
気
を
付
け
て
選
定
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
\n
\n
そ
の
最
た
る
例
が
、
前
回
お
見
せ
し
た
サ
メ
と
ブ
ロ
グ
の
ス
ラ
イ
ド
で
し
ょ
う
。
私
は
、
●
●
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
怖
い
」
「
い
じ
め
」
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
\n
画
像
を
用
い
る
の
は
効
果
的
で
す
が
、
選
択
ひ
と
つ
で
大
き
な
誤
解
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
共
感
し
，
非
言
語
表
現
の
残
念
顔
(?
)の
(-
.-
;)
を
付
け
た
，
そ
し
て
，
実
習
の
助
言
と
し
て
，
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
が
影
響
と
推
測
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
な
け
れ
ば
高
評
価
だ
っ
た
と
課
題
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
の
原
因
推
測
と
目
標
へ
の
喚
起
課
題
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ズ
レ
の
原
因
推
測
と
目
標
へ
の
喚
起
失
敗
た
だ
、
自
分
の
手
元
の
デ
ー
タ
で
は
ち
ゃ
ん
と
図
を
配
置
で
き
て
い
た
の
に
、
提
出
し
た
時
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
残
念
で
し
た
。
DV
Dで
は
、
視
覚
か
ら
の
訴
え
の
有
効
さ
や
、
画
像
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
講
義
の
対
象
だ
っ
た
DV
D
に
つ
い
て
，
学
習
成
果
と
し
て
，
視
覚
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
，
画
像
の
大
き
さ
の
影
響
も
あ
る
の
で
，
画
像
選
択
と
そ
の
結
果
の
違
い
を
知
り
，
画
像
選
択
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
，
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
，
想
定
と
は
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
や
，
異
な
っ
て
伝
わ
る
リ
ス
ク
に
注
意
も
す
る
必
要
が
あ
る
と
書
い
た
．
DV
Dか
ら
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
で
の
画
像
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
相
手
に
与
え
る
誤
解
の
リ
ス
ク
DV
Dか
ら
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
で
の
画
像
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
相
手
に
与
え
る
誤
解
の
リ
ス
ク
G
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今
回
の
授
業
で
は
、
実
際
に
自
分
の
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
自
分
の
手
元
の
デ
ー
タ
で
は
ち
ゃ
ん
と
図
を
配
置
で
き
て
い
た
の
に
、
提
出
し
た
時
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
残
念
で
し
た
。
\r
\n
\r
\n
DV
D
で
は
、
視
覚
か
ら
の
訴
え
の
有
効
さ
や
、
画
像
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
画
像
の
チ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
、
聴
衆
の
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
は
伝
わ
る
と
思
う
画
像
で
も
、
聴
衆
に
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
で
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
て
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
\r
\n
最
後
の
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
私
は
サ
メ
＝
怖
い
、
ブ
ロ
グ
い
じ
め
な
ど
の
怖
さ
を
訴
え
る
も
の
か
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
授
業
で
は
、
実
際
に
自
分
の
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
学
習
成
果
画
像
の
チ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
に
は
伝
わ
る
と
思
う
画
像
で
も
、
聴
衆
に
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
で
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
て
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
の
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
私
は
サ
メ
＝
怖
い
、
ブ
ロ
グ
い
じ
め
な
ど
の
怖
さ
を
訴
え
る
も
の
か
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
義
の
対
象
だ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
に
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
印
象
だ
っ
た
こ
と
を
書
い
た
．
172
(
-
.
-
;
)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
で
残
念
顔
(?
)の
(-
.
-
;
)
付
随
非
言
語
表
現
残
念
顔
(?
)
(
-
.
-
;
)
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
高
評
価
を
貰
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
の
に
ね
。
。
。
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
高
評
価
を
貰
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
の
に
ね
。
。
。
ス
ラ
イ
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
さ
ら
に
高
評
価
だ
っ
た
と
の
解
説
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
な
け
れ
ば
高
評
価
だ
っ
た
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
レ
イ
ア
ウ
ト
が
ズ
レ
な
け
れ
ば
高
評
価
だ
っ
た
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
DV
Dは
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
？
ガ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
DV
D
は
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
？
授
業
中
に
視
聴
し
た
DV
Dが
参
考
に
な
っ
た
か
と
質
問
（
確
認
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
6原
因
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
非
常
に
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
良
い
指
摘
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
良
い
指
摘
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
DV
Dの
中
で
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
良
い
指
摘
が
多
く
あ
っ
た
と
確
認
講
義
の
補
足
で
DV
Dで
は
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
の
良
い
指
摘
が
多
い
解
説
講
義
補
足
DV
Dで
は
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
の
良
い
指
摘
が
多
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
●
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
と
い
う
前
置
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
解
説
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
画
像
は
印
象
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
画
像
は
印
象
を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
解
説
（
確
認
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
解
説
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
こ
れ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
や
理
解
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
や
理
解
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
画
像
の
印
象
は
プ
レ
ゼ
ン
全
体
の
印
象
や
理
解
に
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
プ
レ
ゼ
ン
全
体
の
印
象
と
理
解
に
影
響
解
説
講
義
補
足
プ
レ
ゼ
ン
全
体
の
印
象
と
理
解
に
影
響
気
を
付
け
て
選
定
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
気
を
付
け
て
選
定
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
注
意
深
く
画
像
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
解
説
（
確
認
）
講
義
の
補
足
で
画
像
選
択
の
重
要
性
解
説
講
義
補
足
画
像
選
択
の
重
要
性
そ
の
最
た
る
例
が
、
前
回
お
見
せ
し
た
サ
メ
と
ブ
ロ
グ
の
ス
ラ
イ
ド
で
し
ょ
う
。
そ
の
最
た
る
例
が
、
前
回
お
見
せ
し
た
サ
メ
と
ブ
ロ
グ
の
ス
ラ
イ
ド
で
し
ょ
う
授
業
で
担
当
教
員
か
ら
提
示
し
た
サ
メ
と
ブ
ロ
グ
の
ス
ラ
イ
ド
を
確
認
講
義
の
対
象
だ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
解
説
講
義
対
象
ス
ラ
イ
ド
私
は
、
●
●
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
怖
い
」
「
い
じ
め
」
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
る
と
は
●
●
さ
ん
の
印
象
が
怖
い
や
い
じ
め
だ
っ
た
こ
と
講
義
の
印
象
の
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
6反
応
→
対
応
講
義
印
象
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
そ
の
よ
う
な
印
象
に
な
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
自
己
開
示
学
習
意
欲
の
興
味
へ
の
刺
激
で
想
像
し
て
無
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
興
味
へ
の
刺
激
想
像
し
て
無
か
っ
た
画
像
を
用
い
る
の
は
効
果
的
で
す
ス
ラ
イ
ド
で
画
像
を
用
い
る
こ
と
自
体
は
効
果
的
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
画
像
の
使
用
は
効
果
的
解
説
講
義
補
足
画
像
の
使
用
は
効
果
的
選
択
ひ
と
つ
で
大
き
な
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
。
。
し
か
し
，
画
像
の
選
択
が
大
き
な
誤
解
を
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
画
像
が
誤
解
を
生
む
可
能
性
解
説
講
義
補
足
画
像
が
誤
解
を
生
む
可
能
性
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
ま
と
め
講
義
補
足
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
数
値
、
苦
手
で
す
・
・
・
。
数
値
、
苦
手
で
す
・
・
・
数
値
を
扱
う
の
（
デ
ー
タ
処
理
）
は
苦
手
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
苦
手
分
野
が
数
値
を
扱
う
こ
と
原
因
（
授
業
）
自
己
開
示
苦
手
分
野
数
値
を
扱
う
こ
と
自
己
開
示
と
し
て
苦
手
分
野
が
数
値
を
扱
う
こ
と
だ
と
書
い
た
．
苦
手
な
数
値
苦
手
な
数
値
苦
手
意
識
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
ど
の
グ
ラ
フ
が
最
適
な
の
か
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
の
グ
ラ
フ
の
選
択
と
い
う
事
項
講
義
の
学
習
成
果
が
目
的
に
応
じ
た
グ
ラ
フ
選
択
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
目
的
に
応
じ
た
グ
ラ
フ
選
択
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
画
像
の
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
も
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
画
像
の
与
え
る
影
響
の
話
に
似
て
い
る
と
思
っ
た
と
い
う
感
想
講
義
の
学
習
成
果
が
画
像
選
択
と
グ
ラ
フ
選
択
の
類
似
性
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
画
像
選
択
と
グ
ラ
フ
選
択
の
類
似
性
G
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数
値
、
苦
手
で
す
・
・
・
。
\r
\n
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
ど
の
グ
ラ
フ
が
最
適
な
の
か
、
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
画
像
の
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
も
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
こ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
を
作
れ
と
言
わ
れ
る
の
は
で
き
る
の
で
す
が
、
自
分
で
一
か
ら
作
る
の
は
も
っ
と
練
習
が
必
要
が
と
感
じ
ま
し
た
。
\r
\n
\r
\n
三
連
休
は
、
実
習
と
大
学
祭
で
へ
と
へ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
４
日
の
授
業
は
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
。
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
ど
の
グ
ラ
フ
が
最
適
な
の
か
、
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
画
像
の
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
も
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
，
的
に
応
じ
た
グ
ラ
フ
選
択
や
画
像
選
択
と
グ
ラ
フ
選
択
の
類
似
性
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
と
し
て
，
指
定
さ
れ
れ
ば
で
き
る
が
自
グ
ラ
フ
作
成
で
と
図
の
選
択
の
類
似
性
グ
ラ
フ
作
成
で
と
図
の
選
択
の
類
似
性
不
安
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
，
復
唱
し
て
同
意
し
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
DV
Dで
は
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
の
良
い
指
摘
が
多
い
こ
と
と
，
プ
レ
ゼ
ン
全
体
の
印
象
と
理
解
に
影
響
す
る
こ
と
と
，
画
像
選
択
の
重
要
性
を
書
い
た
．
DV
Dで
の
重
要
な
指
摘
が
画
像
が
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
与
え
る
影
響
DV
Dで
の
重
要
な
指
摘
が
画
像
が
プ
レ
ゼ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
与
え
る
影
響
解
説
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
画
像
は
印
象
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
講
義
の
対
象
だ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
，
怖
さ
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
印
象
だ
っ
た
と
は
，
想
像
し
て
無
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
興
味
へ
の
刺
激
と
し
て
書
い
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
画
像
の
使
用
は
効
果
的
で
，
画
像
が
誤
解
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
と
書
い
た
．
講
義
ス
ラ
イ
ド
の
印
象
に
対
す
る
驚
き
と
改
め
て
感
じ
た
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
さ
解
説
私
は
、
●
●
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
怖
い
」
「
い
じ
め
」
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
画
像
を
用
い
る
の
は
効
果
的
で
す
が
、
選
択
ひ
と
つ
で
大
き
な
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
。
。
す
が
、
選
択
ひ
と
つ
で
大
き
な
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
。
。
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
価
だ
っ
た
と
書
い
た
．
講
義
ス
ラ
イ
ド
の
印
象
に
対
す
る
驚
き
と
改
め
て
感
じ
た
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
さ
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こ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
を
作
れ
と
言
わ
れ
る
の
は
で
き
る
グ
ラ
フ
の
選
択
の
指
示
が
あ
れ
ば
作
成
す
る
自
信
が
あ
る
学
習
意
欲
の
自
信
で
指
定
さ
れ
れ
ば
で
き
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
指
定
さ
れ
れ
ば
で
き
る
自
分
で
一
か
ら
作
る
の
は
も
っ
と
練
習
が
必
要
が
と
感
じ
ま
し
た
し
か
し
，
は
じ
め
か
ら
自
分
で
検
討
し
て
作
成
す
る
た
め
に
は
練
習
が
必
要
と
い
う
認
識
学
習
意
欲
の
自
信
で
自
ら
行
う
た
め
に
は
練
習
が
必
要
開
示
学
習
意
欲
自
信
自
ら
行
う
た
め
に
は
練
習
が
必
要
三
連
休
は
、
実
習
と
大
学
祭
で
へ
と
へ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
連
休
は
実
習
と
学
園
祭
で
疲
れ
る
予
想
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
い
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
い
学
園
祭
＝
三
連
休
？
？
４
日
の
授
業
は
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
次
回
の
授
業
を
頑
張
っ
て
出
席
し
た
い
と
意
気
込
み
授
業
の
受
講
生
の
受
講
態
度
が
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
宣
言
宣
言
授
業
受
講
生
の
受
講
態
度
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
宣
言
数
値
は
苦
手
み
た
い
で
す
ね
数
値
を
扱
う
の
（
デ
ー
タ
処
理
）
は
苦
手
と
推
測
し
て
い
た
と
告
白
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
8原
因
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
が
説
得
力
を
増
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
で
は
デ
ー
タ
が
説
得
力
を
増
す
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
デ
ー
タ
の
使
用
は
高
い
説
得
力
解
説
講
義
補
足
デ
ー
タ
の
使
用
は
高
い
説
得
力
少
し
で
も
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
数
値
を
扱
う
の
（
デ
ー
タ
処
理
）
の
苦
手
意
識
を
克
服
す
る
こ
と
を
推
奨
（
激
励
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
少
し
で
も
克
服
し
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
少
し
で
も
克
服
し
ま
し
ょ
う
グ
ラ
フ
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
聞
い
て
い
る
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
●
●
さ
ん
の
言
う
と
お
り
，
グ
ラ
フ
の
選
択
は
相
手
の
印
象
を
変
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
8原
因
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
と
て
も
重
要
で
す
ね
グ
ラ
フ
の
選
択
は
と
て
も
重
要
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
性
解
説
講
義
補
足
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
性
授
業
で
お
話
し
し
た
通
り
授
業
で
も
話
を
し
た
と
い
う
前
置
き
講
義
の
対
象
だ
っ
た
解
説
解
説
講
義
対
象
解
説
比
較
法
さ
え
決
定
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま
す
グ
ラ
フ
を
比
較
す
る
方
法
を
決
定
す
れ
ば
自
ず
と
決
ま
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
比
較
法
の
決
定
に
よ
り
グ
ラ
フ
も
決
ま
る
解
説
講
義
補
足
比
較
法
の
決
定
に
よ
り
グ
ラ
フ
も
決
ま
る
ぜ
ひ
、
復
習
を
し
て
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
す
る
こ
と
を
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
復
習
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
復
習
の
推
奨
確
実
に
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
グ
ラ
フ
の
選
択
方
法
を
修
得
す
る
よ
う
に
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
確
実
に
修
得
し
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
確
実
に
修
得
し
ま
し
ょ
う
(^
_^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
_^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(^
_^
)
３
連
休
は
忙
し
そ
う
で
す
ね
連
休
は
忙
し
そ
う
と
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
8雑
談
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(・
_・
;)
汗
が
出
て
い
る
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(・
_・
;)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(・ _・
;)
大
学
祭
で
は
、
何
か
出
店
を
し
た
の
か
な
？
大
学
祭
で
は
、
何
か
出
店
を
し
た
の
か
な
？
学
園
祭
で
は
何
か
出
展
し
た
の
か
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
３
連
休
は
忙
し
そ
う
で
す
ね
(・
_・
;)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(・
_・
;)
を
付
け
て
，
具
体
的
な
こ
と
を
質
問
し
た
．
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
へ
の
認
知
と
出
展
内
容
の
質
問
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
へ
の
認
知
と
出
展
内
容
の
質
問
質
問
（
学
園
祭
）
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数
値
は
苦
手
み
た
い
で
す
ね
(^
^;
)プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
が
説
得
力
を
増
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\n
グ
ラ
フ
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
聞
い
て
い
る
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
の
で
、
と
て
も
重
要
で
す
ね
。
授
業
で
お
話
し
し
た
通
り
、
比
較
法
さ
え
決
定
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
復
習
を
し
て
、
確
実
に
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
(^
_^
)\
n\
n３
連
休
は
忙
し
そ
う
で
す
ね
(・
_・
;)
大
学
祭
で
は
、
何
か
出
店
を
し
た
の
か
な
？
数
値
は
苦
手
み
た
い
で
す
ね
(^
^;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
デ
ー
タ
の
使
用
は
高
い
説
得
力
が
あ
る
の
で
，
少
し
で
も
克
服
し
ま
し
ょ
う
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
た
．
デ
ー
タ
の
使
用
と
説
得
力
，
お
よ
び
克
服
推
奨
デ
ー
タ
の
使
用
と
説
得
力
，
お
よ
び
克
服
推
奨
目
標
の
喚
起
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
が
説
得
力
を
増
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
グ
ラ
フ
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
聞
い
て
い
る
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
の
で
、
と
て
も
重
要
で
す
ね
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
性
が
あ
る
こ
と
と
，
講
義
の
対
象
で
解
説
し
た
が
，
比
較
法
の
決
定
に
よ
り
グ
ラ
フ
も
決
ま
る
こ
と
を
書
き
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
，
復
習
の
推
奨
と
確
実
に
修
得
し
ま
し
ょ
う
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
_^
)を
付
け
た
．
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
お
よ
び
復
習
と
修
得
の
推
奨
グ
ラ
フ
選
択
の
重
要
お
よ
び
復
習
と
修
得
の
推
奨
復
習
の
推
奨
授
業
で
お
話
し
し
た
通
り
、
比
較
法
さ
え
決
定
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
復
習
を
し
て
、
確
実
に
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
(^
_^
)
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
と
授
業
の
出
席
き
る
が
，
自
ら
行
う
た
め
に
は
練
習
が
必
要
だ
と
書
い
た
．
こ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
を
作
れ
と
言
わ
れ
る
の
は
で
き
る
の
で
す
が
、
自
分
で
一
か
ら
作
る
の
は
も
っ
と
練
習
が
必
要
が
と
感
じ
ま
し
た
。
三
連
休
は
、
実
習
と
大
学
祭
で
へ
と
へ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
４
日
の
授
業
は
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
。
自
己
開
示
と
し
て
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
学
園
際
の
時
期
は
忙
し
い
が
，
授
業
の
受
講
生
の
受
講
態
度
と
し
て
頑
張
っ
て
出
席
し
ま
す
宣
言
を
書
い
た
．
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
と
授
業
の
出
席
連
絡
（
学
園
祭
）
174
今
回
の
授
業
で
は
、
体
裁
を
整
え
る
部
分
で
ま
だ
知
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
授
業
で
は
、
体
裁
を
整
え
る
部
分
で
ま
だ
知
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
授
業
で
グ
ラ
フ
の
体
裁
を
整
え
る
部
分
ま
で
知
ら
な
い
機
能
が
あ
っ
た
と
の
報
告
講
義
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
の
体
裁
機
能
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
グ
ラ
フ
の
体
裁
機
能
グ
ラ
フ
の
幅
、
人
間
の
視
線
の
動
き
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
順
序
は
配
列
な
ど
グ
ラ
フ
の
幅
，
見
る
人
の
視
線
の
動
き
を
想
定
し
ら
効
果
的
な
順
序
な
ど
講
義
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
の
幅
や
効
果
的
な
順
序
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
グ
ラ
フ
の
幅
や
効
果
的
な
順
序
ま
だ
ま
だ
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
グ
ラ
フ
描
画
で
は
，
ま
だ
多
く
の
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
講
義
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
で
も
多
く
の
工
夫
点
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
グ
ラ
フ
で
も
多
く
の
工
夫
点
が
、
依
然
と
し
て
グ
ラ
フ
の
選
択
に
手
こ
ず
り
ま
す
・
・
・
。
が
、
依
然
と
し
て
グ
ラ
フ
の
選
択
に
手
こ
ず
り
ま
す
・
・
・
ま
だ
グ
ラ
フ
の
選
択
に
手
こ
ず
る
と
い
う
報
告
学
習
意
欲
の
自
信
が
グ
ラ
フ
選
択
に
手
こ
ず
る
開
示
学
習
意
欲
自
信
グ
ラ
フ
選
択
に
手
こ
ず
る
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
余
裕
の
な
い
３
日
間
で
し
た
。
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
余
裕
の
な
い
３
日
間
で
し
た
連
休
は
実
習
と
学
園
祭
の
出
展
で
忙
し
か
っ
た
と
い
う
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
結
局
，
出
展
の
内
容
の
質
問
に
答
え
て
い
な
い
？
？
？
来
年
こ
そ
は
ゆ
っ
く
り
と
大
学
祭
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
ゆ
っ
く
り
と
大
学
祭
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
来
年
の
連
休
は
の
ん
び
り
と
学
園
祭
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
希
望
（
期
待
）
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
は
来
年
の
学
園
祭
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
開
示
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
来
年
の
学
園
祭
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
視
聴
者
の
視
線
誘
導
技
術
で
も
あ
り
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
視
聴
者
の
視
線
誘
導
技
術
で
も
あ
り
ま
す
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
視
聴
側
の
視
線
誘
導
の
技
術
で
も
あ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
視
聴
側
の
視
線
誘
導
の
技
術
10
原
因
→
対
応
講
義
補
足
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
視
聴
側
の
視
線
誘
導
の
技
術
ど
こ
に
注
目
し
て
欲
し
い
か
ど
こ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
講
義
の
補
足
で
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
ど
こ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
か
解
説
講
義
補
足
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
ど
こ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
か
人
間
特
性
の
何
を
利
用
し
て
見
や
す
く
す
る
の
か
・
・
・
人
間
の
特
性
を
利
用
し
て
見
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
講
義
の
補
足
で
ど
の
よ
う
な
人
間
の
特
性
を
利
用
す
る
か
解
説
講
義
補
足
ど
の
よ
う
な
人
間
の
特
性
を
利
用
す
る
か
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
解
説
講
義
の
重
要
点
は
ど
こ
に
注
目
点
さ
せ
て
ど
ん
な
特
性
を
利
用
す
る
か
解
説
講
義
重
要
点
ど
こ
に
注
目
点
さ
せ
て
ど
ん
な
特
性
を
利
用
す
る
か
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
グ
ラ
フ
で
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
グ
ラ
フ
で
も
（
画
像
と
同
様
に
？
）
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
グ
ラ
フ
で
も
同
じ
解
説
講
義
補
足
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
グ
ラ
フ
で
も
同
じ
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
で
ど
ん
ど
ん
学
び
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
ど
ん
ど
ん
学
び
ま
し
ょ
う
グ
ラ
フ
選
択
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
ね
グ
ラ
フ
選
択
で
も
質
問
を
受
け
付
け
る
と
い
う
助
言
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
は
質
問
推
奨
提
案
講
義
分
か
ら
な
い
点
質
問
推
奨
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
よ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
う
申
し
出
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
は
ア
ド
バ
イ
ス
宣
言
提
案
講
義
分
か
ら
な
い
点
ア
ド
バ
イ
ス
宣
言
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
さ
て
、
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
忙
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
連
休
は
実
習
と
学
園
祭
の
出
展
で
忙
し
か
っ
た
み
た
い
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
10
雑
談
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
質
問
の
推
奨
ど
こ
に
注
目
し
て
欲
し
い
か
、
人
間
特
性
の
何
を
利
用
し
て
見
や
す
く
す
る
の
か
・
・
・
。
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
(^
^)
グ
ラ
フ
で
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
グ
ラ
フ
選
択
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
ね
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
よ
(^
^)
担 当 教 員
11
5
2014/11/4
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
視
聴
者
の
視
線
誘
導
技
術
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
注
目
し
て
欲
し
い
か
、
人
間
特
性
の
何
を
利
用
し
て
見
や
す
く
す
る
の
か
・
・
・
。
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
(^
^)
\n
グ
ラ
フ
で
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
\n
グ
ラ
フ
選
択
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
ね
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
よ
(^
^)
\n
\n
さ
て
、
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
忙
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
(^
^;
)\
n特
に
、
学
群
の
学
生
さ
ん
は
、
実
習
で
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
実
習
も
大
切
で
す
が
、
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
。
う
ま
く
時
間
を
使
っ
て
、
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
下
さ
い
ね
(^
0^
)
さ
て
、
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
忙
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
講
義
の
補
足
と
し
て
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
は
視
聴
側
の
視
線
誘
導
の
技
術
で
あ
り
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
ど
こ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
か
，
ど
の
よ
う
な
人
間
の
特
性
を
利
用
す
る
か
を
考
え
て
，
ど
こ
に
注
目
点
さ
せ
て
ど
ん
な
特
性
を
利
用
す
る
か
だ
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
さ
ら
に
講
義
の
補
足
と
し
て
，
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
グ
ラ
フ
で
も
同
じ
な
の
で
ど
ん
ど
ん
学
び
ま
し
ょ
う
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
，
質
問
推
奨
し
て
，
ア
ド
バ
イ
ス
宣
言
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
学
園
祭
時
期
の
忙
し
さ
と
遊
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
学
園
祭
時
期
の
忙
し
さ
と
遊
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
助
言
（
時
間
の
使
い
方
）
G
10
5
2014/11/4
今
回
の
授
業
で
は
、
体
裁
を
整
え
る
部
分
で
ま
だ
知
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
の
幅
、
人
間
の
視
線
の
動
き
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
順
序
は
配
列
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
\r
\n
が
、
依
然
と
し
て
グ
ラ
フ
の
選
択
に
手
こ
ず
り
ま
す
・
・
・
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
三
連
休
は
実
習
と
大
学
祭
の
出
店
で
余
裕
の
な
い
３
日
間
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
ゆ
っ
く
り
と
大
学
祭
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
，
グ
ラ
フ
の
体
裁
機
能
と
，
グ
ラ
フ
の
幅
や
効
果
的
な
順
序
が
あ
り
，
グ
ラ
フ
で
も
多
く
の
工
夫
点
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
が
，
学
習
意
欲
の
自
信
で
グ
ラ
フ
選
択
に
手
こ
ず
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
．
グ
ラ
フ
選
択
の
学
び
と
苦
手
意
識
グ
ラ
フ
選
択
の
学
び
と
苦
手
意
識
苦
手
意
識
グ
ラ
フ
の
幅
、
人
間
の
視
線
の
動
き
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
順
序
は
配
列
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
学
園
祭
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
が
，
来
年
の
学
園
祭
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
と
書
い
た
．
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
報
告
と
来
年
度
の
希
望
学
園
際
時
期
の
忙
し
さ
報
告
と
来
年
度
の
希
望
希
望
（
来
年
の
学
園
祭
）
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
人
間
の
特
性
の
利
用
と
グ
ラ
フ
選
択
と
の
類
似
性
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
人
間
の
特
性
の
利
用
と
グ
ラ
フ
選
択
と
の
類
似
性
175
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
で
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
特
に
、
学
群
の
学
生
さ
ん
は
、
実
習
で
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
群
の
学
生
さ
ん
は
、
実
習
で
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
学
群
の
学
生
は
実
習
が
多
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
告
白
自
己
開
示
し
た
他
の
授
業
で
の
課
題
が
実
習
で
忙
し
そ
う
展
開
自
己
開
示
他
の
授
業
で
の
課
題
実
習
で
忙
し
そ
う
実
習
も
大
切
で
す
実
習
も
大
切
と
い
う
助
言
自
己
開
示
し
た
他
の
授
業
で
の
課
題
が
実
習
も
大
切
助
言
自
己
開
示
他
の
授
業
で
の
課
題
実
習
も
大
切
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
遊
び
も
大
切
と
い
う
助
言
社
交
的
対
応
の
助
言
と
し
て
遊
び
も
大
切
助
言
社
交
的
対
応
助
言
遊
び
も
大
切
う
ま
く
時
間
を
使
っ
て
時
間
を
う
ま
く
使
う
こ
と
を
推
奨
社
交
的
対
応
の
助
言
と
し
て
上
手
な
時
間
の
使
い
方
推
奨
助
言
社
交
的
対
応
助
言
上
手
な
時
間
の
使
い
方
推
奨
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
下
さ
い
ね
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
（
期
待
）
社
交
的
対
応
の
助
言
と
し
て
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
助
言
社
交
的
対
応
助
言
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
(
^
0
^
)
口
を
開
い
た
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
0^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
0
^
)
G
12
6
2014/11/11
担 当 教 員
13
6
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G
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7
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7
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ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
の
授
業
で
も
学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
授
業
で
出
て
き
た
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
他
の
授
業
で
も
学
習
し
た
と
い
う
報
告
他
の
授
業
の
内
容
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
原
因
（
他
の
授
業
）
他
の
授
業
内
容
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
そ
の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
作
成
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
そ
の
授
業
と
は
異
な
る
点
で
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ
た
と
の
報
告
講
義
の
学
習
成
果
が
他
の
授
業
と
は
異
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
他
の
授
業
と
は
異
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
今
回
迷
っ
た
の
は
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
今
回
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
に
迷
っ
た
と
い
う
報
告
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
感
想
講
義
分
か
ら
な
い
点
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
ど
の
要
素
を
掘
り
下
げ
る
の
か
と
い
う
点
に
も
迷
っ
た
と
い
う
報
告
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
で
ど
の
要
素
を
掘
り
下
げ
る
か
質
問
講
義
分
か
ら
な
い
点
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
で
ど
の
要
素
を
掘
り
下
げ
る
か
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
深
く
す
る
ほ
う
が
自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
原
因
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
掘
り
下
げ
ら
れ
る
だ
け
掘
り
下
げ
る
方
が
気
づ
い
て
い
な
い
原
因
に
も
到
達
で
き
る
か
も
と
い
う
期
待
（
予
想
）
講
義
の
印
象
が
掘
り
下
げ
る
方
が
気
づ
け
そ
う
感
想
講
義
印
象
掘
り
下
げ
る
方
が
気
づ
け
そ
う
wh
at
ツ
リ
ー
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
必
要
も
な
い
の
か
な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
wh
at
ツ
リ
ー
は
（
so
 w
ha
tツ
リ
ー
？
）
掘
り
下
げ
る
必
要
性
は
な
い
よ
う
な
印
象
講
義
の
印
象
が
hy
 s
o
ツ
リ
ー
と
so
 w
ha
tツ
リ
ー
で
は
違
う
か
も
感
想
講
義
印
象
wh
y 
so
ツ
リ
ー
と
so
wh
at
ツ
リ
ー
で
は
違
う
か
も
３
連
休
は
実
習
と
バ
イ
ト
で
し
た
。
３
連
休
は
実
習
と
バ
イ
ト
で
し
た
連
休
は
実
習
と
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
が
連
休
の
時
期
は
忙
し
か
っ
報
告
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
連
休
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
連
休
の
時
期
は
忙
し
か
っ
た
．
連
休
の
忙
し
さ
報
告
連
休
の
忙
し
さ
報
告
報
告
（
連
休
）
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
へ
の
理
解
と
疑
問
疑
問
今
回
迷
っ
た
の
は
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
深
く
す
る
ほ
う
が
自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
原
因
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
wh
at
ツ
リ
ー
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
必
要
も
な
い
の
か
な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
。
G
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ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
の
授
業
で
も
学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
作
成
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
\r
\n
今
回
迷
っ
た
の
は
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
深
く
す
る
ほ
う
が
自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
原
因
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
wh
at
ツ
リ
ー
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
必
要
も
な
い
の
か
な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
３
連
休
は
実
習
と
バ
イ
ト
で
し
た
。
\r
\n
農
業
関
連
の
実
習
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
大
き
な
大
根
を
抱
え
て
大
学
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
入
試
に
来
た
高
校
生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
き
，
自
己
開
示
と
し
て
，
他
の
授
業
で
の
課
題
は
実
習
で
忙
し
そ
う
だ
と
思
う
が
，
実
習
も
大
切
だ
し
，
遊
び
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
，
上
手
な
時
間
の
使
い
方
推
奨
し
，
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
社
交
的
対
応
の
助
言
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
0^
)を
付
け
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
の
授
業
で
も
学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
作
成
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
授
業
の
内
容
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
が
あ
っ
た
が
，
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
は
他
の
授
業
と
は
異
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
．
講
義
の
分
か
ら
な
い
点
は
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
と
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
で
ど
の
要
素
を
掘
り
下
げ
る
か
だ
が
，
掘
り
下
げ
る
方
が
気
づ
け
そ
う
な
印
象
や
，
wh
y 
so
ツ
リ
ー
と
so
wh
at
ツ
リ
ー
で
は
違
う
か
も
と
い
う
印
象
が
あ
る
と
書
い
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
へ
の
理
解
と
疑
問
実
習
も
大
切
で
す
が
、
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
。
う
ま
く
時
間
を
使
っ
て
、
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
下
さ
い
ね
(^
0^
)
176
農
業
関
連
の
実
習
を
し
て
い
る
の
で
す
農
業
関
連
の
実
習
を
し
て
い
る
と
の
自
己
開
示
他
の
授
業
の
課
題
の
農
業
関
連
の
実
習
展
開
他
の
授
業
課
題
農
業
関
連
の
実
習
大
き
な
大
根
を
抱
え
て
大
学
に
帰
っ
て
き
た
ら
大
根
を
抱
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
っ
た
他
の
授
業
の
課
題
で
大
根
抱
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展
開
他
の
授
業
課
題
大
根
抱
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
試
に
来
た
高
校
生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
受
験
生
が
多
く
い
た
他
の
授
業
の
課
題
の
と
き
高
校
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展
開
他
の
授
業
課
題
高
校
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
受
験
生
に
対
し
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
他
の
授
業
の
課
題
で
恥
ず
か
し
か
っ
た
感
想
他
の
授
業
課
題
恥
ず
か
し
か
っ
た
別
の
授
業
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
別
の
授
業
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
他
の
授
業
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
扱
う
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
16
原
因
（
他
の
授
業
）
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
色
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
様
々
な
視
点
か
ら
同
じ
も
の
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
良
い
こ
と
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
様
々
な
視
点
の
学
び
は
良
い
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
様
々
な
視
点
の
学
び
は
良
い
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
さ
て
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
ど
の
要
素
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
の
か
と
い
う
話
に
つ
い
て
講
義
の
補
足
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
掘
り
下
げ
レ
ベ
ル
解
説
講
義
補
足
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
掘
り
下
げ
レ
ベ
ル
こ
れ
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成
の
目
的
に
よ
り
ま
す
ね
そ
れ
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
成
の
目
的
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
目
的
に
よ
る
解
説
講
義
補
足
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
目
的
に
よ
る
Wh
at
ツ
リ
ー
で
も
、
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
出
て
き
ま
す
wh
at
ツ
リ
ー
は
で
も
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
き
が
あ
る
と
い
い
う
指
摘
（
助
言
）
講
義
の
補
足
が
wh
y
so
ツ
リ
ー
と
so
 w
ha
t
ツ
リ
ー
で
も
同
じ
解
説
講
義
補
足
wh
y 
so
ツ
リ
ー
と
so
wh
at
ツ
リ
ー
で
も
同
じ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
は
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
・
・
と
い
う
地
点
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
wh
at
で
も
wh
y
ツ
リ
ー
で
も
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
が
出
て
く
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
が
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
地
点
が
あ
る
解
説
講
義
補
足
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
地
点
が
あ
る
本
当
は
、
そ
こ
ま
で
掘
り
下
げ
て
か
ら
、
全
体
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
眺
め
て
試
行
錯
誤
す
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
本
当
は
、
そ
こ
ま
で
掘
り
下
げ
て
か
ら
、
全
体
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
眺
め
て
試
行
錯
誤
す
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
け
ど
ね
掘
り
下
げ
て
お
い
て
か
ら
，
全
体
を
見
直
し
た
り
試
行
錯
誤
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
と
い
う
解
説
（
念
押
し
）
講
義
の
重
要
点
が
掘
り
下
げ
て
全
体
を
見
直
す
試
行
錯
誤
が
大
切
解
説
講
義
重
要
点
掘
り
下
げ
て
全
体
を
見
直
す
試
行
錯
誤
が
大
切
農
業
関
連
の
実
習
と
い
う
と
、
イ
ノ
ク
ラ
（
漢
字
は
分
か
ら
な
い
・
・
・
）
か
な
？
農
業
関
連
の
実
習
と
い
う
と
、
イ
ノ
ク
ラ
（
漢
字
は
分
か
ら
な
い
・
・
・
）
か
な
？
農
業
関
連
の
実
習
と
は
イ
ノ
ク
ラ
で
す
か
と
い
う
質
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
16
展
開
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
話
に
は
、
よ
く
聞
き
ま
す
。
話
に
は
、
よ
く
聞
き
ま
す
。
イ
ノ
ク
ラ
の
話
は
良
く
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
告
白
自
己
開
示
し
た
他
の
授
業
で
の
課
題
の
イ
ノ
ク
ラ
よ
く
聴
く
開
示
自
己
開
示
他
の
授
業
で
の
課
題
イ
ノ
ク
ラ
よ
く
聴
く
イ
ノ
ク
ラ
は
イ
ン
ビ
ボ
コ
ー
ド
か
？
？
？
で
も
、
大
根
を
抱
え
て
い
る
学
生
を
高
校
生
が
見
か
け
た
ら
、
「
こ
こ
は
農
業
大
学
？
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
大
根
を
抱
え
た
学
生
を
受
験
生
が
見
た
と
し
た
ら
農
業
系
の
大
学
と
勘
違
い
さ
れ
る
か
も
と
い
う
推
測
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
担 当 教 員
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別
の
授
業
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
色
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
(^
-^
)\
nさ
て
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成
の
目
的
に
よ
り
ま
す
ね
。
Wh
at
ツ
リ
ー
で
も
、
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
出
て
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
は
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
・
・
と
い
う
地
点
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
本
当
は
、
そ
こ
ま
で
掘
り
下
げ
て
か
ら
、
全
体
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
眺
め
て
試
行
錯
誤
す
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
\n
\n
農
業
関
連
の
実
習
と
い
う
と
、
イ
ノ
ク
ラ
（
漢
字
は
分
か
ら
な
い
・
・
・
）
か
な
？
話
に
は
、
よ
く
聞
き
ま
す
。
で
も
、
大
根
を
抱
え
て
い
る
学
生
を
高
校
生
が
見
か
け
た
ら
、
「
こ
こ
は
農
業
大
学
？
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(笑
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
様
々
な
視
点
の
学
び
は
良
い
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
書
い
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
補
足
と
し
て
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
掘
り
下
げ
レ
ベ
ル
は
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
目
的
に
よ
る
と
い
う
こ
と
と
，
wh
y 
so
ツ
リ
ー
と
so
wh
at
ツ
リ
ー
で
も
同
じ
で
，
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
地
点
が
あ
る
の
で
，
掘
り
下
げ
て
全
体
を
見
直
す
試
行
錯
誤
が
大
切
だ
と
書
い
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
の
目
的
と
試
行
錯
誤
の
大
切
さ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
，
自
己
開
示
と
し
て
，
他
の
授
業
で
の
課
題
の
イ
ノ
ク
ラ
よ
く
聴
く
と
し
，
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
)を
書
い
た
．
農
業
実
習
と
イ
ノ
ク
ラ
農
業
実
習
と
イ
ノ
ク
ラ
共
感
（
他
の
授
業
）
で
も
、
大
根
を
抱
え
て
い
る
学
生
を
高
校
生
が
見
か
け
た
ら
、
「
こ
こ
は
農
業
大
学
？
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(笑
)
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
の
目
的
と
試
行
錯
誤
の
大
切
さ
農
業
関
連
の
実
習
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
大
き
な
大
根
を
抱
え
て
大
学
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
入
試
に
来
た
高
校
生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
他
の
授
業
の
課
題
で
，
農
業
関
連
の
実
習
で
は
，
大
根
抱
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
っ
た
ら
，
高
校
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
書
い
た
．
農
業
実
習
で
の
恥
ず
か
し
さ
農
業
実
習
で
の
恥
ず
か
し
さ
解
説
色
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
(^
-^
)
さ
て
、
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
か
、
ど
の
要
素
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
か
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成
の
目
的
に
よ
り
ま
す
ね
。
Wh
at
ツ
リ
ー
で
も
、
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
出
て
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
は
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
・
・
と
い
う
地
点
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
感
想
（
他
の
授
業
）
177
今
回
の
授
業
で
感
じ
た
の
は
、
自
分
が
知
識
を
持
っ
て
い
る
分
野
、
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
授
業
で
感
じ
た
の
は
、
自
分
が
知
識
を
持
っ
て
い
る
分
野
、
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
知
識
や
興
味
が
あ
る
分
野
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
作
図
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
今
回
の
授
業
で
感
じ
た
と
い
う
報
告
学
習
意
欲
の
目
標
が
興
味
が
あ
る
分
野
で
有
用
性
が
あ
る
原
因
（
授
業
）
学
習
意
欲
目
標
興
味
が
あ
る
分
野
で
有
用
性
が
あ
る
知
っ
て
い
な
い
と
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
と
い
い
ま
す
か
知
ら
な
い
分
野
は
ま
ず
言
葉
が
出
て
こ
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
推
測
学
習
意
欲
の
自
信
が
知
ら
な
い
分
野
は
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
感
想
学
習
意
欲
自
信
知
ら
な
い
分
野
は
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
掘
り
下
げ
方
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
そ
の
結
果
掘
り
下
げ
る
レ
ベ
ル
が
浅
く
な
る
と
い
う
推
測
学
習
意
欲
の
自
信
が
知
ら
な
い
分
野
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
浅
く
な
り
そ
う
感
想
学
習
意
欲
自
信
知
ら
な
い
分
野
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
浅
く
な
り
そ
う
知
識
面
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
や
は
り
調
べ
た
り
何
ら
か
の
形
で
補
う
し
か
な
い
の
で
す
か
ね
・
・
・
。
知
識
面
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
や
は
り
調
べ
た
り
何
ら
か
の
形
で
補
う
し
か
な
い
の
で
す
か
ね
・
・
・
知
識
を
補
う
た
め
に
は
調
べ
た
り
何
ら
か
の
形
で
補
う
必
要
が
あ
る
か
？
と
い
う
質
問
講
義
の
質
問
が
知
識
を
補
う
た
め
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
か
質
問
講
義
質
問
知
識
を
補
う
た
め
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
か
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
と
い
い
ま
す
。
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
と
い
い
ま
す
イ
ノ
ク
ラ
は
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
正
式
な
名
称
と
い
う
情
報
提
供
他
の
授
業
の
課
題
の
イ
ノ
ク
ラ
と
は
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
17
対
応
→
説
明
他
の
授
業
課
題
イ
ノ
ク
ラ
と
は
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
く
御
存
じ
で
イ
ノ
ク
ラ
の
こ
と
を
担
当
教
員
が
よ
く
知
っ
て
い
た
と
い
う
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
自
分
で
も
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
も
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
実
習
に
参
加
し
て
い
る
自
分
自
身
で
も
農
業
系
の
大
学
生
と
錯
覚
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
自
己
開
示
他
の
授
業
の
課
題
が
ま
る
で
農
業
大
学
生
の
よ
う
だ
開
示
他
の
授
業
課
題
ま
る
で
農
業
大
学
生
の
よ
う
だ
来
週
は
関
東
に
帰
省
す
る
来
週
は
関
東
帰
省
自
己
開
示
で
出
身
地
が
関
東
連
絡
自
己
開
示
出
身
地
関
東
欠
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
欠
席
の
件
を
よ
ろ
し
く
と
い
う
依
頼
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
欠
席
事
前
連
絡
連
絡
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
欠
席
事
前
連
絡
持
っ
て
い
る
知
識
が
豊
富
な
分
野
は
、
当
然
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
完
成
度
が
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
持
っ
て
い
る
知
識
が
豊
富
な
分
野
は
、
当
然
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
完
成
度
が
高
く
な
る
で
し
ょ
う
持
っ
て
い
る
知
識
が
豊
富
な
分
野
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
完
成
度
も
高
く
な
る
と
い
う
推
測
（
同
意
）
講
義
の
補
足
で
知
識
が
豊
富
な
ら
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
完
成
度
高
く
な
る
だ
ろ
う
18
質
問
→
回
答
講
義
補
足
知
識
が
豊
富
な
ら
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
完
成
度
高
く
な
る
だ
ろ
う
そ
れ
だ
け
、
そ
の
分
野
に
つ
い
て
思
考
し
や
す
い
頭
脳
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
そ
の
分
野
に
つ
い
て
思
考
し
や
す
い
頭
脳
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
そ
れ
は
そ
の
分
野
の
こ
と
が
思
考
し
や
す
い
頭
脳
に
な
っ
て
い
る
証
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
知
識
が
多
い
と
思
考
し
や
す
い
脳
解
説
講
義
補
足
知
識
が
多
い
と
思
考
し
や
す
い
脳
逆
に
、
掘
り
下
げ
が
浅
く
な
る
の
は
、
そ
の
分
野
の
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。
逆
に
、
掘
り
下
げ
が
浅
く
な
る
の
は
、
そ
の
分
野
の
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
浅
い
と
き
に
は
知
識
が
足
り
な
い
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
浅
い
の
は
知
識
が
足
り
な
い
証
拠
解
説
講
義
補
足
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
浅
い
の
は
知
識
が
足
り
な
い
証
拠
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
分
か
る
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
分
か
る
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
掘
り
下
げ
方
で
，
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
分
か
る
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
と
い
う
解
説
講
義
の
重
要
点
が
知
識
が
足
り
な
い
こ
と
へ
の
気
づ
き
は
重
要
解
説
講
義
重
要
点
知
識
が
足
り
な
い
こ
と
へ
の
気
づ
き
は
重
要
質
問
知
っ
て
い
な
い
と
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
と
い
い
ま
す
か
、
掘
り
下
げ
方
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
他
の
授
業
の
課
題
の
イ
ノ
ク
ラ
と
は
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
で
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
し
て
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
)
を
書
い
た
．
ま
た
，
他
の
授
業
の
課
題
が
ま
る
で
農
業
大
学
生
の
よ
う
だ
と
書
い
た
．
農
業
実
習
の
イ
ノ
ク
ラ
と
農
業
大
学
の
学
生
の
よ
う
な
印
象
農
業
実
習
の
イ
ノ
ク
ラ
と
農
業
大
学
の
学
生
の
よ
う
な
印
象
解
説
講
義
の
補
足
と
し
て
，
知
識
が
豊
富
な
ら
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
完
成
度
高
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
，
知
識
が
多
い
と
思
考
し
や
す
い
脳
で
，
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
が
浅
い
の
は
知
識
が
足
り
な
い
証
拠
と
い
い
う
こ
と
，
知
識
が
足
り
な
い
こ
と
へ
の
気
づ
き
は
重
要
だ
と
書
き
，
さ
ら
に
，
知
識
不
足
の
ど
こ
を
補
う
か
を
見
極
め
ら
れ
る
と
書
き
，
得
意
分
野
で
無
く
て
も
有
用
性
は
あ
る
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
た
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
に
お
け
る
思
考
と
足
り
な
い
事
実
へ
の
気
づ
き
の
重
要
性
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
に
お
け
る
思
考
と
足
り
な
い
事
実
へ
の
気
づ
き
の
重
要
性
連
絡
G
18
9
2014/12/2
今
回
の
授
業
で
感
じ
た
の
は
、
自
分
が
知
識
を
持
っ
て
い
る
分
野
、
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
\r
\n
知
っ
て
い
な
い
と
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
と
い
い
ま
す
か
、
掘
り
下
げ
方
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
知
識
面
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
や
は
り
調
べ
た
り
何
ら
か
の
形
で
補
う
し
か
な
い
の
で
す
か
ね
・
・
・
。
\r
\n
\r
\n
猪
倉
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
と
い
い
ま
す
。
よ
く
御
存
じ
で
（
笑
）
\r
\n
自
分
で
も
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
来
週
は
関
東
に
帰
省
す
る
た
め
欠
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
よ
く
御
存
じ
で
（
笑
）
来
週
は
関
東
に
帰
省
す
る
た
め
欠
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
持
っ
て
い
る
知
識
が
豊
富
な
分
野
は
、
当
然
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
も
完
成
度
が
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
、
そ
の
分
野
に
つ
い
て
思
考
し
や
す
い
頭
脳
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
\n
逆
に
、
掘
り
下
げ
が
浅
く
な
る
の
は
、
そ
の
分
野
の
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
分
か
る
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
そ
れ
を
い
か
に
補
う
か
、
ど
の
箇
所
を
中
心
に
補
う
か
と
い
う
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
ね
。
\n
得
意
分
野
で
も
苦
手
分
野
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
描
く
の
に
損
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
(^
^)
\n
\n
猪
倉
の
実
習
は
、
学
群
の
先
生
か
ら
よ
く
話
を
聞
き
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
(^
^)
\n
「
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
業
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
お
手
の
物
に
な
り
そ
う
で
す
ね
(笑
)
印
象
（
他
の
授
業
）
自
己
開
示
と
し
て
関
東
が
出
身
地
で
，
帰
省
に
よ
る
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
の
欠
席
自
薦
連
絡
を
書
い
た
．
帰
省
に
よ
る
欠
席
連
絡
帰
省
に
よ
る
欠
席
連
絡
学
習
意
欲
の
目
標
と
し
て
興
味
が
あ
る
分
野
で
有
用
性
が
あ
る
と
書
き
，
自
信
と
し
て
，
知
ら
な
い
分
野
は
ワ
ー
ド
が
出
て
こ
な
い
こ
と
や
，
知
ら
な
い
分
野
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
浅
く
な
り
そ
う
だ
と
書
き
，
講
義
の
質
問
と
し
て
知
識
を
補
う
た
め
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
か
と
書
い
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
に
お
け
る
得
意
分
野
と
不
得
意
分
野
の
違
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
時
に
お
け
る
得
意
分
野
と
不
得
意
分
野
の
違
い
178
あ
と
は
、
そ
れ
を
い
か
に
補
う
か
、
ど
の
箇
所
を
中
心
に
補
う
か
と
い
う
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
ね
。
あ
と
は
、
そ
れ
を
い
か
に
補
う
か
、
ど
の
箇
所
を
中
心
に
補
う
か
と
い
う
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
次
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
補
う
か
と
い
う
課
題
に
な
る
と
い
う
解
説
講
義
の
補
足
で
ロ
知
識
不
足
の
ど
こ
を
補
う
を
見
極
め
ら
れ
る
解
説
講
義
補
足
知
識
不
足
の
ど
こ
を
補
う
を
見
極
め
ら
れ
る
得
意
分
野
で
も
苦
手
分
野
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
描
く
の
に
損
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
得
意
分
野
で
も
苦
手
分
野
で
も
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
描
く
こ
と
は
有
効
と
の
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
得
意
分
野
で
無
く
て
も
有
用
性
は
あ
る
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
得
意
分
野
で
無
く
て
も
有
用
性
は
あ
る
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
猪
倉
の
実
習
は
、
学
群
の
先
生
か
ら
よ
く
話
を
聞
き
ま
す
よ
。
猪
倉
の
実
習
は
、
学
群
の
先
生
か
ら
よ
く
話
を
聞
き
ま
す
よ
イ
ノ
ク
ラ
の
実
習
の
件
は
学
群
の
学
生
か
ら
良
く
聞
く
と
い
う
告
白
他
の
授
業
の
課
題
で
イ
ノ
ク
ラ
の
話
は
他
の
先
生
か
ら
聞
く
18
反
応
→
展
開
他
の
授
業
課
題
イ
ノ
ク
ラ
の
話
は
他
の
先
生
か
ら
聞
く
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
実
習
の
参
加
者
は
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
他
の
授
業
の
受
講
生
が
頑
張
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
展
開
他
の
授
業
受
講
生
頑
張
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
「
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
農
業
系
の
大
学
生
で
は
な
い
か
と
錯
覚
す
る
と
い
う
こ
と
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
18
開
示
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
農
業
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
お
手
の
物
に
な
り
そ
う
で
す
ね
農
業
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
描
き
や
す
い
と
推
測
（
冗
談
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
イ
ノ
ク
ラ
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
楽
勝
で
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
イ
ノ
ク
ラ
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
楽
勝
で
し
ょ
う
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
G
2
0
10
2014/12/9
担 当 教 員
21
10
2014/12/9
今
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
、
と
聞
か
れ
た
と
き
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
と
す
る
学
習
意
欲
の
興
味
が
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
ど
う
か
原
因
（
課
題
）
学
習
意
欲
興
味
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
ど
う
か
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
ま
す
楽
し
い
と
回
答
す
る
学
生
と
楽
し
く
な
い
と
回
答
す
る
学
生
が
い
る
と
推
測
学
習
意
欲
の
興
味
が
大
学
が
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
る
原
因
（
課
題
）
学
習
意
欲
興
味
大
学
が
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
る
そ
の
差
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
。
そ
の
差
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
そ
の
差
は
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
原
因
だ
と
推
測
（
意
見
）
学
習
意
欲
の
興
味
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
仮
説
原
因
（
課
題
）
学
習
意
欲
興
味
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
仮
説
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
な
い
の
は
、
行
動
す
る
自
信
の
な
さ
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
な
い
の
は
行
動
へ
の
自
信
が
無
い
こ
と
と
推
測
学
習
意
欲
の
興
味
が
や
れ
て
い
な
い
原
因
は
行
動
へ
の
自
信
の
無
さ
と
い
う
推
測
原
因
（
課
題
）
学
習
意
欲
興
味
や
れ
て
い
な
い
原
因
は
行
動
へ
の
自
信
の
無
さ
と
い
う
推
測
ど
う
せ
で
き
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
自
分
は
ど
う
せ
で
き
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
原
因
と
推
測
学
習
意
欲
の
興
味
が
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
原
因
と
い
う
推
測
原
因
（
課
題
）
学
習
意
欲
興
味
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
原
因
と
い
う
推
測
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
自
己
肯
定
感
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
し
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
自
己
肯
定
感
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
と
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
が
テ
ー
マ
の
決
定
報
告
実
習
進
捗
報
告
テ
ー
マ
の
決
定
学
習
意
欲
の
興
味
と
し
て
，
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
ど
う
か
に
注
目
し
て
，
大
学
が
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
る
の
で
，
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
仮
説
を
た
て
て
，
や
れ
て
い
な
い
原
因
は
行
動
へ
の
自
信
の
無
さ
と
い
う
推
測
と
，
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
原
因
と
い
う
推
測
を
い
れ
た
テ
ー
マ
の
決
定
を
し
た
と
実
習
の
進
捗
報
告
を
し
て
，
学
習
意
欲
の
自
信
と
し
て
は
自
分
の
考
え
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン
し
が
ち
な
の
で
，
デ
ー
タ
や
資
料
で
偏
り
が
な
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
大
学
生
活
と
自
己
肯
定
感
を
扱
う
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
選
択
報
告
大
学
生
活
と
自
己
肯
定
感
を
扱
う
プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
選
択
報
告
テ
ー
マ
報
告
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
な
い
の
は
、
行
動
す
る
自
信
の
な
さ
、
ど
う
せ
で
き
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
自
己
肯
定
感
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
し
た
。
「
農
業
大
学
生
な
の
で
は
？
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
業
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
お
手
の
物
に
な
り
そ
う
で
す
ね
(笑
)
G
2
2
11
2014/12/16
今
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
、
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
の
差
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
。
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
な
い
の
は
、
行
動
す
る
自
信
の
な
さ
、
ど
う
せ
で
き
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
自
己
肯
定
感
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
し
た
。
\r
\n
私
は
自
分
の
考
え
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し
が
ち
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
資
料
を
読
ん
だ
り
デ
ー
タ
を
得
た
り
し
て
、
考
え
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
先
週
は
お
休
み
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
\r
\n
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
\r
\n
\r
\n
２
０
１
４
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
\r
\n
よ
い
お
年
を
。
今
大
学
生
活
が
楽
し
い
か
、
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
楽
し
い
人
と
楽
し
く
な
い
人
が
い
ま
す
。
他
の
授
業
の
課
題
の
イ
ノ
ク
ラ
の
話
は
他
の
先
生
か
ら
聞
く
が
，
受
講
生
は
頑
張
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
イ
ノ
ク
ラ
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
は
楽
勝
で
し
ょ
う
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
(笑
)を
付
け
た
．
イ
ノ
ク
ラ
の
印
象
と
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
の
し
や
す
さ
（
ジ
ョ
ー
ク
？
）
冗
談
（
当
該
授
業
と
の
関
連
）
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
(^
^)
い
た
．
イ
ノ
ク
ラ
の
印
象
と
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
の
し
や
す
さ
（
ジ
ョ
ー ク
？
）
得
意
分
野
で
も
苦
手
分
野
で
も
、
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
描
く
の
に
損
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
(^
^)
179
私
は
自
分
の
考
え
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し
が
ち
受
講
生
は
自
分
の
考
え
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン
を
制
作
し
が
ち
と
自
己
開
示
学
習
意
欲
の
自
信
が
自
分
の
考
え
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン
し
が
ち
開
示
学
習
意
欲
自
信
自
分
の
考
え
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン
し
が
ち
し
っ
か
り
と
資
料
を
読
ん
だ
り
デ
ー
タ
を
得
た
り
し
て
、
考
え
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
資
料
や
デ
ー
タ
を
み
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
デ
ー
タ
や
資
料
で
偏
り
が
な
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
宣
言
学
習
意
欲
意
気
込
み
デ
ー
タ
や
資
料
で
偏
り
が
な
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
先
週
は
お
休
み
し
て
先
週
の
授
業
を
欠
席
し
た
と
い
う
報
告
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
前
回
欠
席
報
告
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
前
回
欠
席
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
欠
席
に
つ
い
て
の
謝
罪
社
交
的
対
応
の
謝
罪
が
す
み
ま
せ
ん
謝
罪
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
せ
ん
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
い
5年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
え
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
旅
行
で
親
戚
に
会
え
た
報
告
自
己
開
示
旅
行
親
戚
に
会
え
た
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
の
感
想
自
己
開
示
し
た
旅
行
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
報
告
自
己
開
示
旅
行
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
２
０
１
４
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
今
年
も
お
世
話
に
な
っ
た
と
の
感
謝
（
挨
拶
）
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
よ
い
お
年
を
。
よ
い
お
年
を
良
い
お
年
を
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
良
い
お
年
を
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
良
い
お
年
を
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
●
●
さ
ん
の
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
、
そ
ん
な
に
深
い
考
え
が
あ
っ
て
の
テ
ー
マ
設
定
だ
っ
た
ん
で
す
ね
ぇ
●
●
さ
ん
の
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
選
択
に
深
い
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
（
感
心
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
を
驚
き
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
学
群
の
場
合
は
、
特
に
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
学
生
と
楽
し
め
て
い
な
い
学
生
の
差
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
学
群
の
場
合
は
、
特
に
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
学
生
と
楽
し
め
て
い
な
い
学
生
の
差
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
学
群
の
場
合
は
，
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
学
生
と
楽
し
ん
で
い
な
い
学
生
の
差
が
大
き
い
と
い
う
印
象
他
の
授
業
の
受
講
生
は
楽
し
む
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
に
差
が
あ
り
そ
う
22
原
因
（
課
題
→
対
応
他
の
授
業
受
講
生
楽
し
む
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
に
差
が
あ
り
そ
う
特
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
さ
ら
に
そ
の
奥
に
、
「
自
己
肯
定
感
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
か
し
，
そ
の
奥
に
自
己
肯
定
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
告
白
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
自
己
肯
定
感
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
自
己
肯
定
感
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
学
群
の
学
生
の
た
め
に
も
、
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
調
べ
て
み
て
下
さ
い
学
群
の
学
生
の
た
め
に
も
自
己
肯
定
感
を
調
べ
て
発
表
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
自
己
肯
定
感
を
調
べ
る
こ
と
を
推
奨
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
自
己
肯
定
感
を
調
べ
る
こ
と
を
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
●
●
さ
ん
の
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
、
そ
ん
な
に
深
い
考
え
が
あ
っ
て
の
テ
ー
マ
設
定
だ
っ
た
ん
で
す
ね
ぇ
(ﾟ
oﾟ
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
と
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)を
書
き
，
他
の
授
業
の
受
講
生
は
，
楽
し
む
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
に
差
が
あ
り
そ
う
と
書
き
，
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
，
自
己
肯
定
感
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
を
行
い
，
自
己
肯
定
感
を
調
べ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
目
標
へ
の
刺
激
を
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
さ
ら
に
，
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
は
初
め
て
で
，
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
書
い
た
．
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
へ
の
驚
き
と
学
習
意
欲
の
喚
起
，
応
援
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
へ
の
驚
き
と
学
習
意
欲
の
喚
起
，
応
援
目
標
の
喚
起
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
と
，
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
と
４
な
ど
の
分
析
結
果
を
参
照
！
）
年
始
の
挨
拶
挨
拶
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
担 当 教 員
2
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
●
●
さ
ん
の
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
、
そ
ん
な
に
深
い
考
え
が
あ
っ
て
の
テ
ー
マ
設
定
だ
っ
た
ん
で
す
ね
ぇ
(ﾟ
oﾟ
)\
n学
群
の
場
合
は
、
特
に
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
学
生
と
楽
し
め
て
い
な
い
学
生
の
差
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
、
「
自
己
肯
定
感
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
\n
学
群
の
学
生
の
た
め
に
も
、
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
調
べ
て
み
て
下
さ
い
(^
^)
私
も
初
め
て
の
テ
ー
マ
な
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
\n
\n
先
日
は
、
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
み
た
い
で
す
ね
(^
^)
良
か
っ
た
で
す
。
私
も
、
も
う
何
年
も
あ
っ
て
い
な
い
叔
父
さ
ん
や
叔
母
さ
ん
が
い
る
な
ぁ
。
。
。
会
い
に
行
こ
う
か
な
ぁ
。
。
。
\n
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
、
「
自
己
肯
定
感
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
群
の
学
生
の
た
め
に
も
、
「
自
己
肯
定
感
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
調
べ
て
み
て
下
さ
い
(^
^)
報
告
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
社
交
的
対
応
の
挨
拶
の
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
と
，
良
い
お
年
を
の
挨
拶
を
書
い
た
．
年
末
の
挨
拶
年
末
の
挨
拶
挨
拶
欠
席
謝
罪
と
帰
省
の
報
告
私
は
自
分
の
考
え
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し
が
ち
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
資
料
を
読
ん
だ
り
デ
ー
タ
を
得
た
り
し
て
、
考
え
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
週
は
お
休
み
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
前
回
欠
席
だ
っ
た
の
で
，
す
み
ま
せ
ん
と
社
交
的
対
応
の
謝
罪
を
書
き
，
自
己
開
示
と
し
て
旅
行
で
親
戚
に
会
え
て
の
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
書
い
た
．
欠
席
謝
罪
と
帰
省
の
報
告
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私
も
初
め
て
の
テ
ー
マ
担
当
教
員
も
経
験
が
無
い
発
表
テ
ー
マ
と
評
価
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
は
初
め
て
解
説
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
自
己
肯
定
感
の
テ
ー
マ
は
初
め
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
発
表
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
期
待
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
先
日
は
、
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
み
た
い
で
す
ね
5年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
に
会
え
た
の
で
す
ね
と
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
22
報
告
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
良
か
っ
た
で
す
。
良
か
っ
た
で
す
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
に
良
か
っ
た
と
い
う
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
私
も
、
も
う
何
年
も
あ
っ
て
い
な
い
叔
父
さ
ん
や
叔
母
さ
ん
が
い
る
な
ぁ
。
。
。
私
も
、
も
う
何
年
も
あ
っ
て
い
な
い
叔
父
さ
ん
や
叔
母
さ
ん
が
い
る
な
ぁ
。
。
。
担
当
教
員
が
何
年
も
会
っ
て
い
な
い
叔
父
や
叔
母
が
い
る
と
い
う
想
起
（
自
己
開
示
）
自
己
開
示
し
た
旅
行
で
親
戚
に
あ
っ
て
い
な
い
開
示
自
己
開
示
旅
行
親
戚
に
あ
っ
て
い
な
い
会
い
に
行
こ
う
か
な
ぁ
。
。
。
会
い
に
行
こ
う
か
な
ぁ
。
。
。
会
い
に
行
こ
う
か
な
と
想
像
自
己
開
示
し
た
感
情
で
親
戚
に
会
い
た
い
開
示
自
己
開
示
感
情
親
戚
に
会
い
た
い
細
か
い
部
分
の
修
正
プ
レ
ゼ
ン
の
細
か
い
修
正
実
習
の
進
捗
報
告
で
プ
レ
ゼ
ン
の
細
か
い
修
正
原
因
（
課
題
）
実
習
進
捗
報
告
プ
レ
ゼ
ン
の
細
か
い
修
正
図
の
作
り
直
し
作
図
（
グ
ラ
フ
？
画
像
？
）
の
作
成
し
直
し
実
習
の
進
捗
報
告
で
再
作
図
原
因
（
課
題
）
実
習
進
捗
報
告
再
作
図
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
る
画
像
の
印
象
を
意
図
通
り
に
伝
え
る
実
習
の
制
作
目
標
が
イ
メ
ー
ジ
を
制
作
に
伝
え
る
原
因
（
課
題
）
実
習
制
作
目
標
イ
メ
ー
ジ
を
制
作
に
伝
え
る
ま
だ
ま
だ
や
り
直
す
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
す
。
ま
だ
ま
だ
や
り
直
す
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
す
修
正
箇
所
ば
っ
か
り
と
い
う
印
象
実
習
の
進
捗
報
告
で
修
正
点
だ
ら
け
報
告
実
習
進
捗
報
告
修
正
点
だ
ら
け
抽
象
的
に
し
て
あ
と
は
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
抽
象
的
に
済
ま
せ
て
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
こ
と
実
習
の
制
作
目
標
が
相
手
の
感
性
に
任
せ
て
し
ま
う
報
告
実
習
制
作
目
標
相
手
の
感
性
に
任
せ
て
し
ま
う
と
い
う
ク
セ
が
で
た
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
そ
の
習
慣
が
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
想
（
自
己
開
示
）
学
習
意
欲
の
自
信
で
ク
セ
が
出
た
感
想
学
習
意
欲
自
信
ク
セ
が
出
た
あ
と
一
週
間
で
納
得
の
い
く
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
一
週
間
で
納
得
の
い
く
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
あ
と
1週
間
で
納
得
で
き
る
状
態
に
仕
上
げ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
で
納
得
が
い
く
も
の
に
仕
上
げ
た
い
宣
言
学
習
意
欲
意
気
込
み
納
得
が
い
く
も
の
に
仕
上
げ
た
い
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
い
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
い
う
ご
ざ
い
ま
す
年
始
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
あ
け
お
め
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
は
略
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
今
年
も
よ
ろ
し
く
の
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
こ
と
よ
ろ
☆
印
の
下
の
行
だ
っ
た
が
話
題
の
分
析
で
移
動
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
と
課
題
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
と
課
題
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
年
末
年
始
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
課
題
だ
っ
た
と
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
で
忙
し
か
っ
た
報
告
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
で
忙
し
か
っ
た
せ
め
て
も
の
救
い
は
初
詣
に
行
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
せ
め
て
も
の
救
い
は
初
詣
に
行
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
正
月
ら
し
い
こ
と
？
は
，
初
詣
に
行
っ
た
こ
と
と
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
初
詣
に
行
っ
た
報
告
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
初
詣
に
行
っ
た
私
は
二
つ
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
２
つ
の
お
み
く
じ
を
引
い
た
と
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
お
み
く
じ
を
ひ
い
た
報
告
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
お
み
く
じ
を
ひ
い
た
吉
と
大
吉
で
し
た
お
み
く
じ
の
結
果
を
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
で
吉
と
大
吉
だ
っ
た
報
告
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
吉
と
大
吉
だ
っ
た
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細
か
い
部
分
の
修
正
、
図
の
作
り
直
し
、
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
る
。
ま
だ
ま
だ
や
り
直
す
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
す
。
\r
\n
抽
象
的
に
し
て
あ
と
は
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
、
と
い
う
ク
セ
が
で
た
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
あ
と
一
週
間
で
納
得
の
い
く
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
\r
\n
\r
\n
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
い
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\r
\n
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
と
課
題
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
せ
め
て
も
の
救
い
は
初
詣
に
行
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
は
二
つ
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
が
、
吉
と
大
吉
で
し
た
。
\r
\n
お
み
く
じ
通
り
に
良
い
年
に
な
る
と
い
い
の
で
す
が
笑
。
\r
\n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
細
か
い
部
分
の
修
正
、
図
の
作
り
直
し
、
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
る
。
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
年
末
年
始
は
バ
イ
ト
で
忙
し
か
っ
た
が
，
初
詣
に
行
っ
た
，
そ
こ
で
お
み
く
じ
を
ひ
い
た
ら
，
吉
と
大
吉
だ
っ
た
の
で
，
お
み
く
じ
通
り
の
一
年
に
し
た
い
と
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
笑
を
書
い
た
．
年
末
年
始
で
の
バ
イ
ト
と
課
題
，
お
よ
び
お
み
く
じ
報
告
年
末
年
始
で
の
バ
イ
ト
と
課
題
，
お
よ
び
お
み
く
じ
報
告
報
告
（
お
み
く
じ
）
私
は
二
つ
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
が
、
吉
と
大
吉
で
し
た
。
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
の
細
か
い
修
正
が
あ
っ
て
再
作
図
す
る
必
要
が
あ
り
，
修
正
点
だ
ら
け
と
書
い
た
．
そ
し
て
，
制
作
目
標
と
し
て
は
イ
メ
ー
ジ
を
制
作
に
伝
え
る
こ
と
だ
が
，
相
手
の
感
性
に
任
せ
て
し
ま
う
ク
セ
が
出
た
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
き
，
納
得
が
い
く
も
の
に
仕
上
げ
た
い
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
進
捗
報
告
と
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
の
進
捗
報
告
と
意
気
込
み
意
気
込
み
抽
象
的
に
し
て
あ
と
は
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
、
と
い
う
ク
セ
が
で
た
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
を
書
い
た
．
年
始
の
挨
拶
年
始
の
挨
拶
挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
き
，
共
感
も
書
き
，
旅
行
で
親
戚
に
あ
っ
て
い
な
い
の
で
，
親
戚
に
会
い
た
い
と
い
う
感
情
を
自
己
開
示
し
た
．
帰
省
報
告
へ
の
共
感
と
教
員
自
身
の
思
い
帰
省
報
告
へ
の
共
感
と
教
員
自
身
の
思
い
共
感
私
も
初
め
て
の
テ
ー
マ
な
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
５
年
ぶ
り
に
祖
父
母
や
叔
父
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
み
た
い
で
す
ね
(^
^)
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お
み
く
じ
通
り
に
良
い
年
に
な
る
と
い
い
の
で
す
が
お
み
く
じ
の
結
果
通
り
の
良
い
年
に
な
れ
ば
い
い
と
期
待
自
己
開
示
し
た
感
情
で
お
み
く
じ
通
り
の
一
年
に
し
た
い
期
待
自
己
開
示
感
情
お
み
く
じ
通
り
の
一
年
に
し
た
い
笑
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
笑
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
笑
☆
お
み
く
じ
を
２
回
も
引
い
た
ん
で
す
か
お
み
く
じ
を
2
回
も
引
い
た
こ
と
に
驚
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
24
報
告
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
を
驚
き
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
し
か
も
、
吉
と
大
吉
と
は
・
・
・
。
し
か
も
、
吉
と
大
吉
と
は
・
・
・
お
み
く
じ
の
結
果
に
も
驚
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
元
日
か
ら
良
い
感
じ
で
す
ね
元
日
か
ら
良
い
状
態
だ
ね
と
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
私
の
末
吉
と
交
換
し
て
欲
し
い
く
ら
い
で
す
担
当
教
員
の
お
み
く
じ
の
結
果
と
代
え
て
ほ
し
い
と
い
う
冗
談
自
己
開
示
し
た
感
情
が
う
ら
や
ま
し
い
開
示
自
己
開
示
感
情
う
ら
や
ま
し
い
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
何
度
も
見
直
し
て
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
は
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
大
切
と
助
言
実
習
の
重
要
点
が
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
大
切
24
報
告
→
対
応
実
習
重
要
点
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
大
切
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
は
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
と
助
言
実
習
の
重
要
点
が
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
解
説
実
習
重
要
点
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
作
成
し
て
い
る
過
程
で
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
作
成
途
中
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
で
プ
レ
ゼ
ン
は
作
成
途
中
は
気
づ
か
な
い
点
が
あ
る
助
言
実
習
助
言
プ
レ
ゼ
ン
は
作
成
途
中
は
気
づ
か
な
い
点
が
あ
る
後
日
に
見
直
し
た
時
に
見
つ
か
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
見
直
し
た
と
き
に
気
づ
く
こ
と
が
多
い
と
の
助
言
実
習
の
助
言
で
プ
レ
ゼ
ン
は
見
直
し
て
気
づ
く
点
が
あ
る
助
言
実
習
助
言
プ
レ
ゼ
ン
は
見
直
し
て
気
づ
く
点
が
あ
る
ま
た
、
抽
象
的
に
し
て
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
抽
象
的
に
済
ま
せ
て
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
こ
と
も
良
い
と
い
う
印
象
実
習
で
の
制
作
目
標
が
抽
象
的
で
も
良
い
助
言
実
習
制
作
目
標
抽
象
的
で
も
良
い
少
し
危
険
か
な
？
で
も
少
し
リ
ス
キ
ー
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
助
言
実
習
で
の
制
作
目
標
が
抽
象
的
だ
と
少
し
リ
ス
ク
は
あ
る
助
言
実
習
制
作
目
標
抽
象
的
だ
と
少
し
リ
ス
ク
は
あ
る
多
く
の
人
が
、
そ
の
感
性
に
合
っ
て
い
る
と
当
然
成
功
す
る
の
で
す
が
多
く
の
相
手
が
発
表
者
の
感
性
と
一
致
し
て
い
れ
ば
成
功
す
る
と
推
測
実
習
の
助
言
で
多
く
の
人
と
感
性
が
一
致
し
て
い
れ
ば
成
功
解
説
実
習
助
言
多
く
の
人
と
感
性
が
一
致
し
て
い
れ
ば
成
功
い
わ
ば
他
人
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
そ
れ
は
他
人
任
せ
の
状
態
と
の
助
言
実
習
の
助
言
で
し
か
し
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
の
は
他
人
任
せ
解
説
実
習
助
言
し
か
し
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
の
は
他
人
任
せ
少
し
感
性
が
ズ
レ
る
と
一
気
に
失
敗
の
方
向
に
向
か
い
ま
す
少
し
で
も
感
性
が
ズ
レ
る
と
失
敗
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
で
感
性
が
す
れ
る
と
失
敗
す
る
解
説
実
習
助
言
感
性
が
す
れ
る
と
失
敗
す
る
共
感
（
お
み
く
じ
）
元
日
か
ら
良
い
感
じ
で
す
ね
(^
^)
私
の
末
吉
と
交
換
し
て
欲
し
い
く
ら
い
で
す
(笑
)
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
何
度
も
見
直
し
て
、
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
実
習
の
重
要
点
は
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
と
，
プ
レ
ゼ
ン
は
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
，
助
言
と
し
て
，
プ
レ
ゼ
ン
は
作
成
途
中
は
気
づ
か
な
い
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
，
プ
レ
ゼ
ン
は
見
直
し
て
気
づ
く
点
が
あ
る
と
書
い
た
．
ま
た
，
制
作
目
標
と
し
て
は
抽
象
的
で
も
良
い
が
，
抽
象
的
だ
と
少
し
リ
ス
ク
は
あ
る
と
書
き
，
そ
し
て
，
助
言
と
し
て
，
多
く
の
人
と
感
性
が
一
致
し
て
い
れ
ば
成
功
だ
が
，
し
か
し
相
手
の
感
性
に
任
せ
る
の
は
他
人
任
せ
で
あ
り
，
感
性
が
す
れ
る
と
失
敗
す
る
の
で
，
重
要
点
と
し
て
は
，
相
手
の
感
性
を
推
測
す
る
こ
と
も
大
切
と
書
い
た
．
さ
ら
に
，
手
の
年
齢
，
性
別
，
興
味
関
心
な
ど
を
推
測
す
る
と
よ
い
と
助
言
し
て
，
推
測
し
た
相
手
の
感
性
に
合
わ
せ
た
制
作
が
大
切
と
書
き
，
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
だ
け
れ
ど
も
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
に
お
け
る
相
手
の
感
性
の
想
定
の
重
要
性
担 当 教 員
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お
み
く
じ
を
２
回
も
引
い
た
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)し
か
も
、
吉
と
大
吉
と
は
・
・
・
。
元
日
か
ら
良
い
感
じ
で
す
ね
(^
^)
私
の
末
吉
と
交
換
し
て
欲
し
い
く
ら
い
で
す
(笑
)\
n\
n発
表
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
何
度
も
見
直
し
て
、
何
度
も
修
正
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
作
成
し
て
い
る
過
程
で
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
、
後
日
に
見
直
し
た
時
に
見
つ
か
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
\n
\n
ま
た
、
抽
象
的
に
し
て
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
危
険
か
な
？
多
く
の
人
が
、
そ
の
感
性
に
合
っ
て
い
る
と
当
然
成
功
す
る
の
で
す
が
、
い
わ
ば
他
人
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
少
し
感
性
が
ズ
レ
る
と
一
気
に
失
敗
の
方
向
に
向
か
い
ま
す
。
\n
理
想
は
、
見
る
人
が
ど
ん
な
人
た
ち
か
を
●
●
さ
ん
が
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
年
齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
男
性
が
多
い
か
女
性
が
多
い
か
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
場
に
い
る
の
か
・
・
・
と
い
っ
た
こ
と
を
見
極
め
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
\n
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(^
-^
)
お
み
く
じ
を
２
回
も
引
い
た
ん
で
す
か
(ﾟ
oﾟ
)
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
に
お
け
る
相
手
の
感
性
の
想
定
の
重
要
性
助
言
作
成
し
て
い
る
過
程
で
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
、
後
日
に
見
直
し
た
時
に
見
つ
か
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
抽
象
的
に
し
て
見
る
人
の
感
性
に
任
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
危
険
か
な
？
多
く
の
人
が
、
そ
の
感
性
に
合
っ
て
い
る
と
当
然
成
功
す
る
の
で
す
が
、
い
わ
ば
他
人
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
少
し
感
性
が
ズ
レ
る
と
一
気
に
失
敗
の
方
向
に
向
か
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)を
付
け
た
．
そ
し
て
，
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
共
感
も
書
き
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
て
，
う
ら
や
ま
し
い
と
自
己
開
示
の
感
情
を
書
き
，
笑
い
の
(笑
)を
付
け
た
．
お
み
く
じ
へ
の
反
応
と
羨
ま
し
さ
お
み
く
じ
へ
の
反
応
と
羨
ま
し
さ
お
み
く
じ
通
り
に
良
い
年
に
な
る
と
い
い
の
で
す
が
笑
。
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理
想
は
、
見
る
人
が
ど
ん
な
人
た
ち
か
を
●
●
さ
ん
が
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
理
想
は
、
見
る
人
が
ど
ん
な
人
た
ち
か
を
●
●
さ
ん
が
分
析
す
る
こ
と
で
す
相
手
が
ど
の
よ
う
な
聴
衆
な
の
か
を
推
測
し
て
お
く
こ
と
が
理
想
と
の
助
言
実
習
の
重
要
点
が
相
手
の
感
性
を
推
測
す
る
こ
と
も
大
切
解
説
実
習
重
要
点
相
手
の
感
性
を
推
測
す
る
こ
と
も
大
切
年
齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
男
性
が
多
い
か
女
性
が
多
い
か
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
場
に
い
る
の
か
・
・
・
と
い
っ
た
こ
と
を
見
極
め
て
例
え
ば
，
年
齢
，
性
別
，
興
味
関
心
な
ど
を
推
測
す
る
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
で
相
手
の
年
齢
，
性
別
，
興
味
関
心
な
ど
を
推
測
す
る
と
よ
い
解
説
実
習
助
言
相
手
の
年
齢
，
性
別
，
興
味
関
心
な
ど
を
推
測
す
る
と
よ
い
そ
れ
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
推
測
に
合
わ
せ
て
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
と
い
う
助
言
実
習
の
重
要
点
が
推
測
し
た
相
手
の
感
性
に
合
わ
せ
た
制
作
が
大
切
解
説
実
習
重
要
点
推
測
し
た
相
手
の
感
性
に
合
わ
せ
た
制
作
が
大
切
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
で
す
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
（
こ
と
わ
ざ
？
イ
ン
ビ
ボ
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
相
手
が
ど
の
よ
う
な
聴
衆
な
の
か
を
推
測
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
推
奨
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
先
週
自
分
の
タ
ス
ク
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
先
週
の
作
業
は
受
講
生
が
分
担
し
た
部
分
が
多
か
っ
た
と
い
う
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
が
自
分
の
分
担
が
多
い
原
因
（
課
題
）
実
習
進
捗
報
告
自
分
の
分
担
が
多
い
ス
ラ
イ
ド
の
修
正
が
す
べ
て
終
わ
ら
ず
結
局
ス
ラ
イ
ド
の
修
正
が
未
完
了
と
の
報
告
実
習
の
進
捗
報
告
が
全
て
は
修
正
で
き
ず
報
告
実
習
進
捗
報
告
全
て
は
修
正
で
き
ず
ち
ょ
っ
と
悔
い
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ス
ラ
イ
ド
修
正
が
未
完
了
（
提
出
？
）
と
い
う
こ
と
が
悔
い
が
残
っ
た
と
い
う
自
己
開
示
学
習
意
欲
の
満
足
感
で
少
し
悔
い
が
残
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
少
し
悔
い
が
残
っ
た
発
表
が
来
週
発
表
は
来
週
だ
と
い
う
認
識
実
習
で
の
発
表
会
は
来
週
が
発
表
認
識
実
習
発
表
会
来
週
が
発
表
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
今
週
は
発
表
順
義
に
時
間
を
作
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
作
業
計
画
学
習
意
欲
目
標
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
作
業
な
ん
と
か
内
容
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
な
ん
と
か
発
表
内
容
（
ス
ピ
ー
チ
）
を
仕
上
げ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
た
い
少
し
で
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
で
す
。
少
し
で
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
で
す
少
し
で
も
相
手
に
伝
わ
る
も
の
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
少
し
で
も
伝
わ
る
も
の
に
仕
上
げ
た
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
少
し
で
も
伝
わ
る
も
の
に
仕
上
げ
た
い
い
よ
い
よ
、
今
日
が
発
表
の
日
で
す
ね
。
い
よ
い
よ
、
今
日
が
発
表
の
日
で
す
ね
い
よ
い
よ
発
表
の
当
日
で
す
ね
と
い
う
確
認
（
喚
起
？
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
い
よ
い
よ
発
表
で
す
ね
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
い
よ
い
よ
発
表
で
す
ね
準
備
は
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
準
備
は
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
準
備
は
き
ち
ん
と
で
き
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
準
備
完
了
し
た
か
？
質
問
実
習
完
了
確
認
準
備
完
了
し
た
か
？
あ
ま
り
気
負
い
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
気
負
っ
て
し
ま
う
の
も
良
く
な
い
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
が
あ
ま
り
気
負
う
の
も
良
く
な
い
助
言
実
習
助
言
あ
ま
り
気
負
う
の
も
良
く
な
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
挑
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
望
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
助
言
実
習
の
助
言
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
助
言
実
習
助
言
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
（
←
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
で
す
が
・
・
・
）
ま
た
，
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
（
こ
と
わ
ざ
？
イ
ン
ビ
ボ
？
）
と
い
う
矢
印
つ
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
助
言
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
発
表
に
あ
た
り
準
備
の
確
認
と
学
習
意
欲
の
喚
起
発
表
に
あ
た
り
準
備
の
確
認
と
学
習
意
欲
の
喚
起
目
標
の
喚
起
あ
ま
り
気
負
い
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
挑
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
←
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
で
す
が
・
・
・
）
。
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い
よ
い
よ
、
今
日
が
発
表
の
日
で
す
ね
。
準
備
は
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
か
？
\n
あ
ま
り
気
負
い
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
挑
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
←
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
で
す
が
・
・
・
）
。
\n
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(^
-^
)
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
い
よ
い
よ
発
表
で
す
ね
と
書
き
，
実
習
の
完
了
確
認
と
し
て
準
備
完
了
し
た
か
？
と
質
問
し
て
，
あ
ま
り
気
負
う
の
も
良
く
な
い
の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
と
助
言
し
て
，
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
だ
け
ど
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
実
習
の
進
捗
報
告
と
し
て
自
分
の
分
担
が
多
い
の
で
全
て
は
修
正
で
き
ず
，
少
し
悔
い
が
残
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
実
習
の
発
表
会
は
来
週
が
発
表
な
の
で
，
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
作
業
す
る
目
標
で
，
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
た
い
し
，
少
し
で
も
伝
わ
る
も
の
に
仕
上
げ
た
い
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
の
進
捗
報
告
と
完
成
を
目
指
し
た
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
の
進
捗
報
告
と
完
成
を
目
指
し
た
意
気
込
み
意
気
込
み
発
表
が
来
週
な
の
で
、
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
な
ん
と
か
内
容
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
G
2
6
13
2015/1/13
先
週
自
分
の
タ
ス
ク
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
ス
ラ
イ
ド
の
修
正
が
す
べ
て
終
わ
ら
ず
ち
ょ
っ
と
悔
い
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
\r
\n
発
表
が
来
週
な
の
で
、
今
週
は
時
間
を
作
っ
て
な
ん
と
か
内
容
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
少
し
で
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
で
す
。
先
週
自
分
の
タ
ス
ク
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
ス
ラ
イ
ド
の
修
正
が
す
べ
て
終
わ
ら
ず
ち
ょ
っ
と
悔
い
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-
^)
を
付
け
た
．
年
齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
男
性
が
多
い
か
女
性
が
多
い
か
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
場
に
い
る
の
か
・
・
・
と
い
っ
た
こ
と
を
見
極
め
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
(
^
-
^
)
183
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
で
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
準
備
不
足
で
、
不
本
意
な
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
準
備
不
足
で
、
不
本
意
な
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
結
局
は
準
備
不
足
で
本
番
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
（
後
悔
）
学
習
意
欲
の
満
足
感
で
不
本
意
な
が
ら
本
番
に
な
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
不
本
意
な
が
ら
本
番
に
な
っ
た
で
す
が
、
私
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
届
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
質
問
・
コ
メ
ン
ト
が
も
ら
え
て
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
確
認
で
き
た
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
い
う
報
告
学
習
意
欲
の
自
信
で
伝
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
自
信
伝
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
う
れ
し
か
っ
た
で
す
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
満
足
学
習
意
欲
の
満
足
感
で
嬉
し
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
嬉
し
か
っ
た
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
発
表
で
の
感
想
と
満
足
感
発
表
で
の
感
想
と
満
足
感
感
想
で
す
が
、
私
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
届
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
質
問
・
コ
メ
ン
ト
が
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
G
2
8
14
2015/1/20
準
備
不
足
で
、
不
本
意
な
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
届
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
質
問
・
コ
メ
ン
ト
が
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
不
本
意
な
が
ら
本
番
に
な
っ
た
が
，
伝
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
欠
き
，
嬉
し
か
っ
た
と
満
足
感
を
書
い
た
．
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！
(^
-^
)
184
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
カ
テ
ゴ
リ
名
特
性
次
元
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
受
講
生
と
担
当
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ア
プ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
導
入
（
目
標
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
対
象
者
担
当
教
員
と
受
講
生
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
自
由
な
記
述
内
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
自
由
記
述
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
記
述
内
容
が
無
い
場
合
の
「
な
し
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
は
「
な
し
展
開
（
提
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
「
な
し
」
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
最
初
の
記
述
内
容
と
し
て
の
簡
単
な
自
己
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
自
己
紹
介
展
開
（
例
示
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
己
紹
介
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
●
●
●
と
い
う
担
当
教
員
の
氏
名
科
目
の
担
当
教
員
の
名
前
が
●
●
（
名
字
）
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
名
前
●
●
（
名
字
）
先
頭
行
だ
っ
た
が
<4
>①
で
内
容
的
に
分
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
1行
目
か
ら
5
行
目
に
位
置
を
移
動
し
た
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
大
阪
出
身
の
担
当
教
員
自
己
開
示
し
た
出
身
地
は
大
阪
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
出
身
地
大
阪
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
関
西
弁
の
話
し
言
葉
自
己
開
示
し
た
話
し
言
葉
は
関
西
弁
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
話
し
言
葉
関
西
弁
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
聞
き
づ
ら
い
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
言
葉
聞
き
取
り
づ
ら
い
か
も
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
不
快
な
印
象
授
業
で
の
担
当
教
員
の
話
し
方
が
不
快
か
も
展
開
（
例
示
）
授
業
担
当
教
員
の
話
し
方
不
快
か
も
ど
う
か
ご
容
赦
を
了
承
の
お
願
い
社
交
的
対
応
と
し
て
謝
罪
が
ご
容
赦
を
展
開
（
例
示
）
社
交
的
対
応
謝
罪
ご
容
赦
を
（
笑
）
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
（
笑
）
展
開
（
例
示
）
非
言
語
表
現
笑
い
（
笑
）
非
言
語
表
現
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
？
趣
味
は
、
野
球
観
戦
野
球
観
戦
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
野
球
観
戦
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
味
自
己
開
示
し
た
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
趣
味
ツ
ー
リ
ン
グ
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
な
の
で
出
か
け
た
い
自
己
開
示
し
た
季
節
的
な
気
分
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
展
開
（
例
示
）
自
己
開
示
季
節
的
な
気
分
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
半
年
間
よ
ろ
し
く
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
よ
ろ
し
く
締
め
括
り
（
挨
拶
，
習
慣
）
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
よ
ろ
し
く
と
書
い
た
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
1セ
メ
ス
タ
ー
の
挨
拶
挨
拶
H
2
1
2014/10/7
担 当 教 員
3
1
2014/10/7
授
業
の
途
中
か
ら
居
眠
り
し
て
授
業
中
に
居
眠
り
と
い
う
報
告
授
業
の
受
講
生
の
受
講
態
度
が
居
眠
り
原
因
（
受
講
態
度
）
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
居
眠
り
す
い
ま
せ
ん
す
い
ま
せ
ん
の
謝
罪
社
交
的
対
応
の
謝
罪
で
す
み
ま
せ
ん
結
果
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
ぜ
ん
2
2014/10/14
授
業
の
途
中
か
ら
居
眠
り
し
て
し
ま
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。
今
後
気
を
付
け
ま
す
。
\r
\n
●
●
先
生
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
の
授
業
も
受
け
て
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。
謝
罪
（
居
眠
り
）
H
4
自
己
紹
介
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
担 当 教 員
1
0
はじめに
「
情
報
表
現
」
を
担
当
し
ま
す
●
●
で
す
。
\n
こ
の
「
iC
on
」
は
、
●
●
と
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。
コ
メ
ン
ト
、
質
問
、
相
談
等
々
、
何
で
も
気
軽
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
時
は
「
な
し
」
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
\n
ま
ず
は
、
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
で
し
て
、
関
西
弁
が
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
、
不
快
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
（
笑
）
。
趣
味
は
、
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
ど
こ
か
に
旅
立
ち
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
\n
半
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
対
象
者
は
担
当
教
員
と
受
講
生
で
あ
り
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
自
由
記
述
で
，
も
し
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
い
と
き
に
は
「
な
し
」
と
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
目
的
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
述
内
容
の
説
明
授
業
の
途
中
か
ら
居
眠
り
し
て
し
ま
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。
授
業
で
受
講
生
の
受
講
状
態
が
居
眠
り
だ
っ
た
の
で
社
交
的
対
応
の
謝
罪
の
す
み
ま
せ
ん
と
今
後
気
を
つ
け
ま
す
と
書
授
業
で
の
居
眠
り
の
報
告
と
謝
罪
授
業
で
の
居
眠
り
の
報
告
と
謝
罪
ツ
ー
ル
説
明
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
と
宣
言
し
て
，
授
業
の
担
当
教
員
の
名
前
は
●
●
と
書
き
，
出
身
地
は
大
阪
で
，
話
し
言
葉
は
関
西
弁
と
自
己
開
示
し
て
，
そ
の
た
め
授
業
で
担
当
教
員
の
言
葉
が
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
ず
，
担
当
教
員
の
話
し
方
が
深
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
謝
罪
と
し
て
ご
容
赦
を
と
非
言
語
表
現
の
笑
い
で
あ
る
（
笑
）
を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
趣
味
が
野
球
観
戦
と
ツ
ー
リ
ン
グ
と
書
き
，
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
季
節
的
な
気
分
と
自
己
開
示
し
た
．
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
担
当
教
員
の
自
己
紹
介
話
題
群
１
話
題
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
通 し 番 号
授 業 回
発 信 日
元
デ
ー
タ
<
0
>
デ
ー
タ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
(\
n、
\r
、
\r
\n
は
改
行
コ
ー
ド
)
<
1
>
着
目
す
る
語
句
の
明
確
化
<
2
>
着
目
し
た
語
句
の
一
般
化
<3
>デ
ー
タ
外
の
概
念
に
よ
る
説
明
<4
>浮
上
す
る
テ
ー
マ
の
記
述
話 題
群 １
話 題
群 ２
話 題
群 ３
話 題
群 ４
話
題
群
２
話
題
群
３
<7
>対
話
パ
タ
ー
ン
化
と
そ
の
関
連
図
の
作
成
<8
>追
究
す
べ
き
点 ・ 課
題
発 信 者
話
題
３
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
４
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
１
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
２
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
３
<
5
>
疑
問 ・
課
題
<6
>テ
ー
マ
（話
題
）の
関
連
図
の
作
成
①
グ
ル
ー
プ
化
②
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
化
③
テ
ー
マ
の
記
述
話
題
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
話
題
群
４
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
４
①
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
語
句
記
②
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
素
の
記
185
今
後
気
を
付
け
ま
す
。
今
後
気
を
付
け
ま
す
今
後
気
を
つ
け
る
と
い
う
謝
罪
（
宣
言
，
注
意
？
）
社
交
的
対
応
の
謝
罪
で
今
後
気
を
つ
け
ま
す
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
今
後
気
を
つ
け
ま
す
●
●
先
生
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
の
授
業
も
受
け
て
ま
す
担
当
教
員
の
他
の
授
業
も
履
修
し
て
い
る
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
で
担
当
教
員
の
他
科
目
を
現
在
履
修
中
1展
開
（
例
示
）
→
返
報
？
自
己
開
示
担
当
教
員
の
他
科
目
現
在
履
修
中
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
両
科
目
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
宣
言
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
「
お
や
、
頭
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
な
～
」
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
授
業
中
の
居
眠
り
に
気
づ
い
て
い
た
と
の
告
白
授
業
の
受
講
生
の
受
講
態
度
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
た
4原
因
→
対
応
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
た
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
私
の
単
調
な
授
業
単
調
だ
っ
た
授
業
内
容
（
展
開
）
授
業
の
進
行
が
単
調
な
授
業
回
顧
授
業
進
行
単
調
な
授
業
良
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
授
業
内
容
（
展
開
）
が
良
く
な
か
っ
た
（
原
因
）
か
も
と
い
う
推
測
授
業
の
自
己
評
価
が
良
く
な
か
っ
た
評
価
授
業
自
己
評
価
良
く
な
か
っ
た
で
き
る
限
り
、
能
動
的
な
学
習
が
で
き
る
授
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
、
能
動
的
な
学
習
が
で
き
る
授
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
能
動
的
な
取
り
組
み
を
さ
せ
る
授
業
展
開
を
目
指
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
授
業
の
内
容
は
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
意
気
込
み
授
業
内
容
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
さ
て
、
私
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
も
受
け
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
さ
て
、
私
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
も
受
け
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
担
当
教
員
の
他
の
授
業
も
履
修
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
4返
報
?→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
く
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
嬉
し
い
で
す
担
当
教
員
と
し
て
も
嬉
し
い
他
の
授
業
も
履
修
し
て
い
る
こ
と
自
己
開
示
の
感
情
が
嬉
し
い
反
応
自
己
開
示
感
情
嬉
し
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
「
情
報
社
会
を
読
む
」
は
、
思
い
の
外
、
受
講
者
数
が
多
く
て
受
講
者
数
が
多
い
担
当
教
員
の
他
の
授
業
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
他
科
目
で
は
履
修
者
が
多
い
関
連
自
己
開
示
担
当
教
員
の
他
科
目
履
修
者
多
い
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
担
当
教
員
の
他
の
授
業
の
受
講
者
数
が
多
い
こ
と
へ
の
驚
き
自
己
開
示
し
た
感
情
が
驚
い
て
い
る
反
応
自
己
開
示
感
情
驚
い
て
い
る
こ
こ
で
も
、
で
き
る
限
り
能
動
的
な
学
習
を
目
指
し
ま
す
他
の
授
業
で
も
，
能
動
的
な
取
り
組
み
を
さ
せ
る
授
業
展
開
を
目
指
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
授
業
の
内
容
は
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
意
気
込
み
授
業
内
容
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
日
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
プ
レ
ゼ
ン
に
関
す
る
授
業
内
容
だ
っ
た
と
の
認
識
講
義
の
学
習
成
果
が
プ
レ
ゼ
ン
技
法
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
プ
レ
ゼ
ン
技
法
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
制
作
し
た
プ
レ
ゼ
ン
の
相
互
評
価
が
あ
っ
た
実
習
の
学
習
成
果
が
相
互
評
価
で
反
応
確
認
原
因
（
授
業
）
実
習
学
習
成
果
相
互
評
価
で
反
応
確
認
自
分
の
が
一
番
低
か
っ
た
評
価
が
一
番
低
か
っ
た
自
分
の
プ
レ
ゼ
ン
学
習
意
欲
の
動
機
が
評
価
が
一
番
低
か
っ
た
結
果
学
習
意
欲
動
機
評
価
が
一
番
低
か
っ
た
今
後
こ
の
授
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
今
後
は
頑
張
る
と
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
近
頃
、
親
不
知
が
痛
く
て
痛
く
て
近
頃
親
知
ら
ず
が
痛
い
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
が
歯
が
痛
む
雑
談
自
己
開
示
病
気
歯
が
痛
む
H
6
3
2014/10/21
今
日
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
が
一
番
低
か
っ
た
た
め
、
今
後
こ
の
授
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
近
頃
、
親
不
知
が
痛
く
て
痛
く
て
歯
医
者
に
行
き
ま
し
た
。
今
日
は
麻
酔
を
か
け
て
歯
を
削
っ
て
き
ま
し
た
。
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
ん
で
す
か
ね
。
歯
医
者
さ
ん
に
私
の
親
不
知
は
特
殊
な
の
で
抜
く
と
き
に
歯
茎
を
切
開
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
\r
\n
親
不
知
抜
く
の
も
、
明
後
日
の
情
報
社
会
へ
の
招
待
も
頑
張
り
ま
す
。
講
義
で
あ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
技
法
と
，
実
習
で
あ
っ
た
相
互
評
価
で
反
応
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
学
習
成
果
で
あ
り
，
学
習
意
欲
の
動
機
と
し
て
評
価
が
一
番
低
か
っ
た
こ
と
に
頑
張
る
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
技
法
の
相
互
評
価
で
の
結
果
と
そ
の
後
の
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
技
法
の
相
互
評
価
で
の
結
果
と
そ
の
後
の
意
気
込
み
相
互
評
価
結
果
（
低
い
）
自
分
の
が
一
番
低
か
っ
た
た
め
、
今
後
こ
の
授
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
近
頃
、
親
不
知
が
痛
く
て
痛
く
て
歯
医
者
に
行
き
ま
し
た
。
自
己
開
示
し
た
病
気
の
話
題
が
，
歯
が
痛
む
の
で
歯
医
者
に
行
っ
親
不
知
に
よ
る
痛
み
と
切
開
に
よ
る
治
親
不
知
に
よ
る
痛
み
と
切
開
に
よ
る
治
療
方
針
の
報
告
お
よ
び
今
日
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。
能
動
的
授
業
宣
言
（
他
科
目
）
●
●
先
生
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
の
授
業
も
受
け
て
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。
体
調
報
告
（
親
不
知
）
授
業
で
受
講
生
の
受
講
状
態
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
き
，
授
業
の
進
行
が
単
純
な
授
業
だ
っ
た
こ
と
も
良
く
な
か
っ
た
と
自
己
評
価
し
，
授
業
の
内
容
は
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
と
書
い
た
．
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
た
受
講
生
の
認
識
と
単
調
な
授
業
の
反
省
，
お
よ
び
能
動
的
な
授
業
を
め
ざ
す
宣
言
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
た
受
講
生
の
認
識
と
単
調
な
授
業
の
反
省
，
お
よ
び
能
動
的
な
授
業
を
め
ざ
す
宣
言
振
り
返
り
（
単
調
授
業
）
私
の
単
調
な
授
業
も
良
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
，
自
己
開
示
の
感
情
の
嬉
し
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
き
，
自
己
開
示
と
し
て
担
当
教
員
の
他
科
目
は
履
修
者
が
多
い
の
で
驚
い
て
い
る
と
感
情
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
当
該
授
業
の
内
容
は
能
動
的
な
授
業
を
目
指
す
の
で
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
他
科
目
の
履
修
へ
の
驚
き
と
う
れ
し
さ
，
お
よ
び
能
動
的
な
授
業
を
め
ざ
す
宣
言
他
科
目
の
履
修
へ
の
驚
き
と
う
れ
し
さ
，
お
よ
び
能
動
的
な
授
業
を
め
ざ
す
宣
言
担 当 教 員
5
2
2014/10/14
「
お
や
、
頭
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
な
～
」
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
(^
^;
)私
の
単
調
な
授
業
も
良
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
で
き
る
限
り
、
能
動
的
な
学
習
が
で
き
る
授
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
\n
\n
さ
て
、
私
の
「
情
報
社
会
を
読
む
」
も
受
け
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
！
嬉
し
い
で
す
(^
^)
「
情
報
社
会
を
読
む
」
は
、
思
い
の
外
、
受
講
者
数
が
多
く
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
も
、
で
き
る
限
り
能
動
的
な
学
習
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
(
^
^
)
「
お
や
、
頭
が
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
な
～
」
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
(^
^;
)
嬉
し
い
で
す
(^
^)
「
情
報
社
会
を
読
む
」
は
、
思
い
の
外
、
受
講
者
数
が
多
く
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
も
、
で
き
る
限
り
能
動
的
な
学
習
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
(^
^)
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
他
科
目
を
現
在
履
修
中
な
の
で
，
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
頑
張
る
と
書
い
た
．
他
科
目
の
履
修
報
告
と
意
気
込
み
他
科
目
の
履
修
報
告
と
意
気
込
み
け
ま
す
と
書
い
た
．
履
修
報
告
（
他
科
目
）
186
歯
医
者
に
行
き
ま
し
た
歯
医
者
に
通
院
し
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
で
歯
医
者
に
行
っ
た
雑
談
自
己
開
示
病
気
歯
医
者
に
行
っ
た
今
日
は
麻
酔
を
か
け
て
歯
を
削
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
麻
酔
を
か
け
て
歯
を
削
っ
て
き
ま
し
た
今
日
の
通
院
で
麻
酔
を
か
け
て
歯
を
削
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
を
麻
酔
で
治
療
雑
談
自
己
開
示
病
気
麻
酔
で
治
療
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
ん
で
す
か
ね
。
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
ん
で
す
か
ね
親
知
ら
ず
が
な
ぜ
生
え
る
の
か
問
い
か
け
（
質
問
）
自
己
開
示
し
た
病
気
に
つ
い
て
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
の
か
雑
談
自
己
開
示
病
気
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
の か
？
，
歯
医
者
さ
ん
に
私
の
親
不
知
は
特
殊
受
講
生
の
親
知
ら
ず
は
特
殊
と
言
わ
れ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
が
特
殊
な
親
不
知
雑
談
自
己
開
示
病
気
特
殊
な
親
不
知
抜
く
と
き
に
歯
茎
を
切
開
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
親
知
ら
ず
を
抜
く
治
療
時
に
歯
茎
を
切
開
予
定
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
病
気
は
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
雑
談
自
己
開
示
病
気
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
親
不
知
抜
く
の
も
親
知
ら
ず
を
抜
く
治
療
も
頑
張
る
（
耐
え
る
）
と
の
意
気
込
み
自
己
開
示
し
た
感
情
が
頑
張
り
た
い
雑
談
自
己
開
示
感
情
頑
張
り
た
い
「
頑
張
る
」
が
上
限
ど
ち
ら
の
話
題
に
も
か
か
っ
て
い
る
．
明
後
日
の
情
報
社
会
へ
の
招
待
明
後
日
の
他
の
授
業
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
他
科
目
を
現
在
履
修
中
5関
連
→
対
応
自
己
開
示
担
当
教
員
の
他
科
目
現
在
履
修
中
も
頑
張
り
ま
す
頑
張
る
と
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
前
回
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
残
念
な
が
ら
評
価
が
低
か
っ
た
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
相
互
評
価
で
低
か
っ
た
こ
と
の
認
識
実
習
の
印
象
が
相
互
評
価
で
低
か
っ
た
6結
果
→
認
識
実
習
印
象
相
互
評
価
で
低
か
っ
た
そ
れ
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
評
価
結
果
（
現
時
点
で
の
？
）
は
気
に
し
な
い
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
で
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
対
応
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
●
●
さ
ん
も
仰
っ
て
い
る
よ
う
に
●
●
さ
ん
も
言
っ
て
い
る
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
6意
気
込
み
→
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
「
●
●
さ
ん
も
仰
る
よ
う
に
」
と
は
受
講
生
名
の
よ
う
な
の
で
，
頑
張
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
？
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
な
良
い
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
刺
激
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
そ
れ
を
吸
収
し
て
活
用
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
知
識
に
し
活
用
す
る
と
良
い
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
知
識
を
吸
収
・
活
用
し
て
刺
激
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
知
識
を
吸
収
・
活
用
し
て
最
終
的
に
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
ん
で
す
最
終
的
に
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
修
得
す
れ
ば
良
い
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
知
識
を
吸
収
・
活
用
し
て
刺
激
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
最
終
的
に
修
得
で
き
れ
ば
よ
い
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
受
講
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
今
後
の
授
業
（
実
習
）
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
刺
激
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
刺
激
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
さ
て
、
親
不
知
・
・
・
。
さ
て
、
親
不
知
・
・
・
親
知
ら
ず
の
話
題
に
変
更
話
術
の
話
題
変
更
が
さ
て
そ
の
話
6雑
談
→
対
応
話
術
話
題
変
更
さ
て
そ
の
話
な
ん
で
生
え
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
。
。
。
な
ん
で
生
え
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
。
。
。
な
ぜ
親
知
ら
ず
が
生
え
る
の
か
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
親
不
知
の
切
開
に
よ
る
治
療
経
験
と
そ
の
後
の
痛
み
の
報
告
，
お
よ
び
食
事
の
助
言
経
験
談
（
親
不
知
）
担 当 教 員
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前
回
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
残
念
な
が
ら
評
価
が
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(^
^)
●
●
さ
ん
も
仰
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
吸
収
し
て
活
用
し
て
、
最
終
的
に
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
受
講
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)\
n\
nさ
て
、
親
不
知
・
・
・
。
な
ん
で
生
え
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
。
。
。
私
も
知
り
た
い
で
す
(^
^;
)\
n私
も
、
数
年
前
に
親
不
知
を
抜
き
ま
し
た
。
●
●
さ
ん
同
様
、
ち
ょ
っ
と
厄
介
な
生
え
方
を
し
て
い
た
の
で
、
歯
茎
を
切
開
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
。
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
麻
酔
が
切
れ
た
時
は
痛
く
て
痛
く
て
・
・
・
。
熱
が
出
る
く
ら
い
う
な
さ
れ
ま
し
た
(T
_T
)\
n盲
腸
と
同
様
、
不
必
要
な
も
の
は
生
え
て
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
・
・
・
。
\n
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
暫
く
は
固
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
お
か
ゆ
や
ス
ー
プ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と
い
い
で
す
よ
(^
^)
前
回
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
残
念
な
が
ら
評
価
が
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(^
^)
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
受
講
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
-^
)
受
講
生
の
実
習
で
の
印
象
が
相
互
評
価
が
低
か
っ
た
が
，
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
と
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
い
た
．
授
業
で
の
相
互
評
価
の
結
果
へ
の
助
言
と
笑
顔
の
文
字
絵
授
業
で
の
相
互
評
価
の
結
果
へ
の
助
言
と
笑
顔
の
文
字
絵
励
ま
し
●
●
さ
ん
も
仰
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
吸
収
し
て
活
用
し
て
、
最
終
的
に
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
，
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
，
知
識
を
吸
収
・
活
用
し
て
，
最
終
的
に
修
得
で
き
れ
ば
良
い
の
で
，
頑
張
っ
て
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
吸
収
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
修
得
す
る
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
重
要
性
こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
吸
収
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
修
得
す
る
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
重
要
性
目
標
の
喚
起
詐
術
の
話
題
変
更
の
さ
て
そ
の
話
と
書
い
て
か
ら
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
，
病
気
に
関
す
る
自
己
開
示
と
し
て
，
親
不
知
親
不
知
の
切
開
に
よ
る
治
療
経
験
と
そ
の
後
の
痛
み
の
報
告
，
お
よ
び
食
事
の
助
言
医
者
に
行
っ
た
ら
麻
酔
で
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
，
親
不
知
は
な
ぜ
生
え
る
の
か
？
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
，
特
殊
な
親
不
知
ら
し
く
，
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
，
頑
張
り
た
い
と
い
う
感
情
を
書
い
た
．
よ
る
治
療
方
針
の
報
告
，
お
よ
び
意
気
込
み
告
，
お
よ
び
意
気
込
み
歯
医
者
さ
ん
に
私
の
親
不
知
は
特
殊
な
の
で
抜
く
と
き
に
歯
茎
を
切
開
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
親
不
知
抜
く
の
も
、
明
後
日
の
情
報
社
会
へ
の
招
待
も
頑
張
り
ま
す
。
自
己
開
示
し
た
現
在
履
修
中
の
担
当
教
員
の
他
科
目
も
頑
張
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
他
の
科
目
へ
の
意
気
込
み
他
の
科
目
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
（
他
科
目
）
187
私
も
知
り
た
い
で
す
生
え
る
理
由
を
担
当
教
員
も
知
り
た
い
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
が
親
不
知
生
え
る
理
由
を
知
り
た
い
雑
談
自
己
開
示
病
気
親
不
知
が
生
え
る
理
由
を
知
り
た
い
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
私
も
、
数
年
前
に
親
不
知
を
抜
き
ま
し
た
。
私
も
、
数
年
前
に
親
不
知
を
抜
き
ま
し
た
数
年
前
に
担
当
教
員
も
治
療
（
抜
い
た
）
し
た
親
知
ら
ず
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
の
親
不
知
を
抜
い
た
雑
談
自
己
開
示
病
気
親
不
知
を
抜
い
た
●
●
さ
ん
同
様
、
ち
ょ
っ
と
厄
介
な
生
え
方
を
し
て
い
た
受
講
生
と
同
じ
特
殊
な
生
え
方
だ
っ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
の
特
殊
な
親
不
知
雑
談
自
己
開
示
病
気
特
殊
な
親
不
知
歯
茎
を
切
開
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
受
講
生
と
同
じ
治
療
方
針
（
歯
茎
を
切
開
）
だ
っ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
の
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
雑
談
自
己
開
示
病
気
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
の
な
い
話
を
す
る
と
い
う
前
置
き
自
己
開
示
し
た
病
気
の
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
な
い
雑
談
自
己
開
示
病
気
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
な
い
麻
酔
が
切
れ
た
時
は
痛
く
て
痛
く
て
・
・
・
麻
酔
が
切
れ
た
と
き
は
痛
い
と
い
う
報
告
（
覚
悟
を
？
）
自
己
開
示
し
た
病
気
の
麻
酔
が
切
れ
る
と
痛
い
雑
談
自
己
開
示
病
気
麻
酔
が
切
れ
る
と
痛
い
熱
が
出
る
く
ら
い
う
な
さ
れ
ま
し
た
痛
く
て
発
熱
し
う
な
さ
れ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
病
気
の
熱
が
出
る
ぐ
ら
い
魘
さ
れ
た
雑
談
自
己
開
示
病
気
熱
が
出
る
ぐ
ら
い
魘
さ
れ
た
(T
_T
)
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(T
_T
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(T
_T
)
盲
腸
と
同
様
、
不
必
要
な
も
の
は
生
え
て
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
・
・
・
。
盲
腸
と
同
様
、
不
必
要
な
も
の
は
生
え
て
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
・
・
・
盲
腸
と
同
じ
よ
う
に
不
必
要
な
も
の
は
生
え
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
意
見
自
己
開
示
し
た
病
気
の
不
必
要
な
ら
生
え
て
ほ
し
く
な
い
雑
談
自
己
開
示
病
気
不
必
要
な
ら
生
え
て
ほ
し
く
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
暫
く
は
固
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
し
ば
ら
く
堅
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
助
言
自
己
開
示
し
た
病
気
の
し
ば
ら
く
堅
い
モ
ノ
は
食
べ
ら
れ
な
い
雑
談
自
己
開
示
病
気
し
ば
ら
く
堅
い
モ
ノ
は
食
べ
ら
れ
な
い
お
か
ゆ
や
ス
ー
プ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と
い
い
で
す
よ
お
か
ゆ
や
ス
ー
プ
を
用
意
す
る
よ
う
に
助
言
自
己
開
示
し
た
病
気
の
お
か
ゆ
か
ス
ー
プ
が
必
雑
談
自
己
開
示
病
気
お
か
ゆ
か
ス
ー
プ
が
必
要
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
H
8
4
2014/10/28
担 当 教 員
9
4
2014/10/28
今
日
は
グ
ラ
フ
の
作
成
の
授
業
を
し
ま
し
た
。
今
日
は
グ
ラ
フ
の
作
成
の
授
業
を
し
ま
し
た
グ
ラ
フ
作
成
の
授
業
内
容
だ
っ
た
と
の
認
識
講
義
の
学
習
成
果
が
グ
ラ
フ
作
成
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
グ
ラ
フ
作
成
講
義
で
グ
ラ
フ
作
成
が
学
習
成
果
だ
っ
た
と
書
い
た
．
グ
ラ
フ
の
作
成
に
関
す
る
授
業
で
の
学
習
グ
ラ
フ
の
作
成
に
関
す
る
授
業
で
の
学
習
学
習
内
容
報
告
私
自
身
、
デ
ー
タ
を
ひ
た
す
ら
見
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
デ
ー
タ
を
眺
め
る
関
連
自
己
開
示
趣
味
デ
ー
タ
を
眺
め
る
作
る
の
は
苦
手
で
す
デ
ー
タ
を
作
る
こ
と
が
苦
手
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
苦
手
分
野
が
デ
ー
タ
を
加
工
反
応
自
己
開
示
苦
手
分
野
デ
ー
タ
を
加
工
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
、
世
界
の
デ
ー
タ
が
載
っ
た
本
世
界
中
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
書
籍
が
あ
る
と
い
う
情
報
提
供
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
読
む
関
連
自
己
開
示
趣
味
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
読
む
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
高
校
時
代
か
ら
そ
の
本
を
愛
読
し
て
い
る
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
高
校
時
代
か
ら
の
趣
味
開
示
自
己
開
示
趣
味
高
校
時
代
か
ら
の
趣
味
そ
の
本
だ
け
で
3時
間
は
時
間
を
潰
せ
ま
す
。
そ
の
本
だ
け
で
3時
間
は
時
間
を
潰
せ
ま
す
そ
の
本
を
読
み
始
め
る
と
３
時
間
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
報
告
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
3時
間
は
没
頭
で
き
る
開
示
自
己
開
示
趣
味
3時
間
は
没
頭
で
き
る
自
己
開
示
（
趣
味
）
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
、
世
界
の
デ
ー
タ
が
載
っ
た
本
を
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
デ
ー
タ
を
ひ
た
す
ら
見
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
が
、
作
る
の
は
苦
手
で
す
。
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
デ
ー
タ
を
眺
め
る
こ
と
で
，
デ
ー
タ
を
加
工
す
る
こ
と
が
苦
手
分
野
だ
と
書
き
，
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
読
む
こ
と
が
高
校
時
代
か
ら
の
趣
味
で
3時
間
は
没
頭
で
き
る
と
書
き
，
例
え
ば
カ
カ
オ
の
生
産
は
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
よ
う
な
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
と
書
い
た
．
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
の
デ
ー
タ
を
眺
め
る
趣
味
の
自
己
開
示
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
の
デ
ー
タ
を
眺
め
る
趣
味
の
自
己
開
示
H
10
5
2014/11/4
今
日
は
グ
ラ
フ
の
作
成
の
授
業
を
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
デ
ー
タ
を
ひ
た
す
ら
見
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
が
、
作
る
の
は
苦
手
で
す
。
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
、
世
界
の
デ
ー
タ
が
載
っ
た
本
を
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
本
だ
け
で
3時
間
は
時
間
を
潰
せ
ま
す
。
そ
の
本
を
見
て
い
る
と
、
カ
カ
オ
の
生
産
は
、
お
菓
子
の
品
名
に
も
な
っ
て
い
る
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
、
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
か
い
う
い
ら
な
い
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
\r
\n
来
週
の
課
題
は
そ
の
デ
ー
タ
を
実
際
に
グ
ラ
フ
に
起
こ
す
作
業
な
の
で
、
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
い
い
デ
ー
タ
が
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
処
理
の
時
に
使
っ
た
教
科
書
も
参
考
に
し
つ
つ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
知
り
た
い
で
す
(^
^;
)
●
●
さ
ん
同
様
、
ち
ょ
っ
と
厄
介
な
生
え
方
を
し
て
い
た
の
で
、
歯
茎
を
切
開
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
。
怖
が
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
麻
酔
が
切
れ
た
時
は
痛
く
て
痛
く
て
・
・
・
。
熱
が
出
る
く
ら
い
う
な
さ
れ
ま
し
た
(T
_T
)
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
暫
く
は
固
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
お
か
ゆ
や
ス
ー
プ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と
い
い
で
す
よ
(^
^)
が
生
え
る
理
由
を
知
り
た
い
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
書
い
て
か
ら
，
親
不
知
を
抜
い
た
経
験
が
あ
り
，
特
殊
な
親
不
知
だ
っ
た
の
で
切
開
し
て
親
不
知
を
治
療
し
た
経
験
を
自
己
開
示
し
て
，
怖
が
ら
せ
る
つ
も
あ
り
な
い
が
，
麻
酔
が
切
れ
る
と
痛
い
こ
と
と
，
熱
が
出
る
ぐ
ら
い
魘
さ
れ
た
と
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(T
_T
)
を
書
き
，
さ
ら
に
，
不
必
要
な
ら
生
え
て
ほ
し
く
な
い
が
，
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
し
ば
ら
く
堅
い
モ
ノ
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
お
か
ゆ
か
ス
ー
プ
が
必
要
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
188
そ
の
本
を
見
て
い
る
と
、
カ
カ
オ
の
生
産
は
、
お
菓
子
の
品
名
に
も
な
っ
て
い
る
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
、
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
か
い
う
カ
カ
オ
の
生
産
地
（
量
？
）
が
ガ
ー
ナ
よ
り
も
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
掲
載
内
容
の
報
告
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
カ
カ
オ
の
生
産
は
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
関
連
自
己
開
示
趣
味
カ
カ
オ
の
生
産
は
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
い
ら
な
い
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
き
ま
す
有
用
性
が
無
い
変
な
知
識
が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
開
示
自
己
開
示
趣
味
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
来
週
の
課
題
は
そ
の
デ
ー
タ
を
実
際
に
グ
ラ
フ
に
起
こ
す
作
業
次
回
ま
で
の
課
題
が
デ
ー
タ
か
ら
グ
ラ
フ
描
画
ま
で
と
い
う
認
識
実
習
で
の
制
作
目
標
が
デ
ー
タ
の
加
工
認
識
実
習
制
作
目
標
デ
ー
タ
の
加
工
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
で
す
課
題
に
手
こ
ず
り
そ
う
と
い
う
予
想
学
習
意
欲
の
自
信
が
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
予
想
学
習
意
欲
自
信
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
少
し
で
も
い
い
デ
ー
タ
が
で
き
る
よ
う
に
良
い
グ
ラ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
実
習
で
の
制
作
目
標
が
少
し
で
も
良
い
デ
ー
タ
加
目
標
実
習
制
作
目
標
少
し
で
も
良
い
デ
ー
タ
加
工
デ
ー
タ
処
理
の
時
に
使
っ
た
教
科
書
も
参
考
に
し
つ
つ
他
の
授
業
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
も
参
考
す
る
と
い
う
方
略
実
習
で
の
教
材
の
デ
ー
タ
処
理
の
本
を
参
考
に
手
段
実
習
教
材
デ
ー
タ
処
理
の
本
を
参
考
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
！
？
デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
！
？
世
界
中
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
書
籍
の
名
称
確
認
（
質
問
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
10
関
連
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
す
ご
い
タ
イ
ト
ル
の
本
で
す
ね
そ
の
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
が
ス
ゴ
イ
と
い
う
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
印
象
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
く
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(;
 ﾟ
-ﾟ
)
逆
サ
イ
ド
に
汗
が
出
て
い
る
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(;
ﾟ-
ﾟ)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(;
 ﾟ
-
ﾟ)
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
初
め
て
知
り
ま
し
た
そ
の
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
を
初
め
て
聞
い
た
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
感
情
が
初
め
て
知
っ
た
驚
き
開
示
自
己
開
示
感
情
初
め
て
知
っ
た
世
界
の
色
々
な
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
世
界
の
色
々
な
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
世
界
中
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
推
測
（
確
認
？
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
予
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
で
３
時
間
は
時
間
を
潰
せ
る
と
い
う
そ
の
本
を
読
み
始
め
る
と
３
時
間
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
し
ま
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
10
開
示
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
●
●
さ
ん
も
・
・
・
ス
ゴ
イ
！
●
●
さ
ん
が
ス
ゴ
イ
と
い
う
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
き
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
驚
き
相
手
の
記
述
内
容
に
驚
く
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
数
字
を
見
る
だ
け
で
も
嫌
！
っ
て
い
う
学
生
が
多
い
で
す
か
ら
ね
数
字
を
見
る
学
生
が
多
い
の
に
珍
し
い
（
？
）
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
学
生
は
数
値
嫌
い
が
多
い
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
学
生
は
数
値
嫌
い
が
多
い
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
私
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
国
名
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
国
名
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
10
開
示
→
開
示
自
己
開
示
既
存
知
識
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
初
耳
の
デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
そ
の
趣
味
に
対
す
る
好
評
価
好
評
価
（
趣
味
）
す
ご
い
タ
イ
ト
ル
の
本
で
す
ね
(;
 ﾟ
-ﾟ
)
そ
れ
で
３
時
間
は
時
間
を
潰
せ
る
と
い
う
●
●
さ
ん
も
・
・
・
ス
ゴ
イ
！
数
字
を
見
る
だ
け
で
も
嫌
！
っ
て
い
う
学
生
が
多
い
で
す
か
ら
ね
(^
^;
)
私
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
国
名
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
コ
コ
ア
の
生
産
国
で
あ
る
こ
と
も
初
耳
で
す
。
そ
の
本
を
見
て
い
る
と
、
カ
カ
オ
の
生
産
は
、
お
菓
子
の
品
名
に
も
な
っ
て
い
る
ガ
ー
ナ
で
は
な
く
、
隣
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
か
い
う
い
ら
な
い
変
な
豆
知
識
ば
か
り
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
来
週
の
課
題
は
そ
の
デ
ー
タ
を
実
際
に
グ
ラ
フ
に
起
こ
す
作
業
な
の
で
、
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
で
す
。
実
習
で
の
制
作
目
標
が
デ
ー
タ
の
加
工
だ
が
，
す
ご
く
手
こ
ず
り
そ
う
だ
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
き
，
少
し
で
も
良
い
デ
ー
タ
加
工
を
目
指
し
て
，
教
材
の
デ
ー
タ
処
理
の
本
を
参
考
に
頑
張
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
次
週
〆
切
の
デ
ー
タ
加
工
の
課
題
へ
の
不
安
と
意
気
込
み
「
次
週
の
」
と
い
う
の
は
「
次
週
の
〆
切
」
と
い
う
こ
と
を
授
業
記
録
か
ら
確
認
し
た
．
次
週
〆
切
の
デ
ー
タ
加
工
の
課
題
へ
の
不
安
と
意
気
込
み
意
気
込
み
少
し
で
も
い
い
デ
ー
タ
が
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
処
理
の
時
に
使
っ
た
教
科
書
も
参
考
に
し
つ
つ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
担 当 教 員
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デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
！
？
す
ご
い
タ
イ
ト
ル
の
本
で
す
ね
(;
 ﾟ
-ﾟ
)初
め
て
知
り
ま
し
た
。
世
界
の
色
々
な
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
３
時
間
は
時
間
を
潰
せ
る
と
い
う
●
●
さ
ん
も
・
・
・
ス
ゴ
イ
！
数
字
を
見
る
だ
け
で
も
嫌
！
っ
て
い
う
学
生
が
多
い
で
す
か
ら
ね
(^
^;
)\
n私
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
国
名
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
コ
コ
ア
の
生
産
国
で
あ
る
こ
と
も
初
耳
で
す
。
変
と
い
う
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
で
す
よ
。
私
も
こ
れ
で
、
豆
知
識
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
(^
-^
)「
ガ
ー
ナ
」
を
作
っ
た
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
は
、
ク
レ
ー
ム
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
(笑
)\
n\
nい
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
作
る
と
い
う
経
験
は
、
き
っ
と
貴
重
な
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
違
っ
た
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
見
る
切
っ
掛
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
苦
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
(^
^)
\n
\n
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
驚
き
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(;
 ﾟ
-ﾟ
)を
付
け
て
，
そ
し
て
，
初
め
て
知
っ
た
と
感
情
を
自
己
開
示
し
た
．
そ
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
と
復
唱
と
驚
き
を
書
き
，
学
生
は
数
値
嫌
い
が
多
い
と
い
う
既
存
知
識
を
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
を
付
け
た
．
さ
ら
に
，
サ
ッ
カ
ー
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
と
い
う
こ
と
や
，
コ
コ
ア
生
産
国
と
い
う
こ
と
も
初
耳
だ
と
書
き
，
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
だ
と
評
価
し
て
，
担
当
教
員
も
豆
知
識
が
増
え
た
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
最
後
に
，
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
ク
レ
ー
ム
の
気
分
だ
と
冗
談
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
い
の
（
笑
）
を
付
け
た
．
初
耳
の
デ
ー
タ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
と
そ
の
趣
味
に
対
す
る
好
評
価
189
コ
コ
ア
の
生
産
国
で
あ
る
こ
と
も
初
耳
で
す
初
耳
な
コ
コ
ア
（
カ
カ
オ
？
）
の
生
産
国
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
コ
コ
ア
生
産
国
と
い
う
こ
と
も
初
開
示
自
己
開
示
既
存
知
識
コ
コ
ア
生
産
国
と
い
う
こ
と
も
初
耳
変
と
い
う
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
で
す
よ
。
変
と
い
う
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
で
す
よ
変
で
は
な
く
素
晴
ら
し
い
豆
知
識
と
い
う
評
価
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
素
晴
ら
し
い
豆
知
評
価
自
己
開
示
趣
味
素
晴
ら
し
い
豆
知
私
も
こ
れ
で
、
豆
知
識
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
担
当
教
員
も
豆
知
識
が
増
え
た
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
の
豆
知
識
増
え
た
感
謝
自
己
開
示
既
存
知
識
豆
知
識
増
え
た
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
「
ガ
ー
ナ
」
を
作
っ
た
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
は
、
ク
レ
ー
ム
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
ガ
ー
ナ
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
一
言
言
う
必
要
が
あ
る
か
も
と
い
う
冗
談
（
？
）
自
己
開
示
し
た
気
分
が
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
ク
レ
ー
ム
(冗
談
）
冗
談
自
己
開
示
気
分
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
ク
レ
ー
ム
(冗
談
）
(笑
)
笑
い
の
表
記
非
言
語
表
現
の
笑
い
が
(笑
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
い
(笑
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
作
る
と
い
う
経
験
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
自
作
す
る
経
験
の
課
題
実
習
で
の
制
作
目
標
が
デ
ー
タ
加
工
10
関
連
，
反
応
→
対
応
実
習
制
作
目
標
デ
ー
タ
加
工
き
っ
と
貴
重
な
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
そ
の
経
験
が
受
講
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
い
う
解
説
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
経
験
が
貴
重
に
な
る
予
想
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
経
験
が
貴
重
に
な
る
ま
た
違
っ
た
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
見
る
切
っ
掛
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
違
っ
た
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
見
る
切
っ
掛
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
そ
の
経
験
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
視
点
で
世
界
中
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
書
籍
を
見
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
違
っ
た
視
点
で
読
む
期
待
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
違
っ
た
視
点
で
読
む
そ
の
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
苦
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
そ
の
意
味
か
ら
も
苦
手
だ
と
い
う
デ
ー
タ
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
し
た
。
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
内
容
だ
っ
た
と
の
認
識
講
義
で
の
学
習
成
果
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
の
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
」
で
あ
る
こ
と
を
No
6
の
分
析
と
授
業
記
録
（
11
/1
1）
か
ら
確
認
し
た
小
さ
い
時
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
幼
い
頃
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
ザ
イ
ン
関
係
開
示
自
己
開
示
好
き
な
も
の
デ
ザ
イ
ン
関
係
楽
し
か
っ
た
で
す
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
内
容
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
度
が
楽
し
か
っ
た
反
応
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
か
っ
た
今
回
は
人
に
も
の
を
言
葉
を
最
小
限
に
ど
う
や
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
と
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
人
に
も
の
を
言
葉
を
最
小
限
に
ど
う
や
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
と
学
び
ま
し
た
相
手
に
ど
の
よ
う
に
最
小
限
の
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
（
問
わ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
報
告
講
義
で
の
学
習
成
果
が
如
何
に
少
な
い
言
葉
で
分
か
り
易
く
伝
え
る
か
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
如
何
に
少
な
い
言
葉
で
分
か
り
易
く
伝
え
る
か
そ
の
参
考
と
し
て
、
や
は
り
道
路
標
識
な
ど
が
あ
る
と
思
う
参
考
に
な
る
事
例
が
道
路
標
識
と
い
う
理
解
（
連
想
）
講
義
で
の
学
習
成
果
が
関
連
す
る
事
例
で
道
路
標
識
を
連
想
連
想
講
義
学
習
成
果
関
連
す
る
事
例
で
道
路
標
識
を
連
想
課
題
提
出
ま
で
、
意
識
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
課
題
制
作
で
意
識
し
た
い
と
の
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
課
題
で
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
課
題
で
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
と
道
路
標
識
を
例
に
し
た
重
要
性
の
認
識
と
意
気
込
み
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
と
道
路
標
識
を
例
に
し
た
重
要
性
の
認
識
と
意
気
込
み
H
12
6
2014/11/11
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
人
に
も
の
を
言
葉
を
最
小
限
に
ど
う
や
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
と
学
び
ま
し
た
。
そ
の
参
考
と
し
て
、
や
は
り
道
路
標
識
な
ど
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
課
題
提
出
ま
で
、
意
識
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
ち
な
み
に
、
私
は
ポ
ッ
キ
ー
の
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
。
し
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
な
の
で
今
年
の
ポ
ッ
キ
ー
の
日
は
お
と
な
し
く
し
と
く
つ
も
り
で
す
。
意
気
込
み
小
さ
い
時
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
参
考
と
し
て
、
や
は
り
道
路
標
識
な
ど
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
課
題
提
出
ま
で
、
意
識
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
授
業
で
の
デ
ー
タ
加
工
の
経
験
の
貴
重
さ
と
喚
起
授
業
で
の
デ
ー
タ
加
工
の
経
験
の
貴
重
さ
と
喚
起
目
標
の
喚
起
そ
の
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
苦
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
(^
^)
講
義
で
の
学
習
成
果
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
メ
タ
フ
ァ
で
あ
り
，
デ
ザ
イ
ン
関
係
が
好
き
な
も
の
と
自
己
開
示
し
て
楽
し
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
講
義
の
学
習
成
果
と
し
て
如
何
に
少
な
い
言
葉
で
分
か
り
易
く
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
や
，
関
連
す
る
事
例
で
道
路
標
識
を
連
想
し
た
こ
と
を
書
き
，
課
題
で
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
私
も
こ
れ
で
、
豆
知
識
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
(^
-^
)
「
ガ
ー
ナ
」
を
作
っ
た
ロ
ッ
テ
さ
ん
に
は
、
ク
レ
ー
ム
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
(笑
)
 
 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
作
る
と
い
う
経
験
は
、
き
っ
と
貴
重
な
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
実
習
で
の
制
作
目
標
が
デ
ー
タ
加
工
と
い
う
の
は
経
験
が
貴
重
に
な
る
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
さ
ら
に
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
を
違
っ
た
視
点
で
読
む
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
と
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
190
ち
な
み
に
、
私
は
ポ
ッ
キ
ー
の
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
。
ち
な
み
に
、
私
は
ポ
ッ
キ
ー
の
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
好
き
な
チ
ョ
コ
系
お
菓
子
の
話
（
趣
味
？
授
業
で
事
例
に
あ
っ
た
？
）
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
ポ
ッ
キ
ー
雑
談
自
己
開
示
好
き
な
も
の
ポ
ッ
キ
ー
ポ
ッ
キ
ー
の
話
は
授
業
中
に
話
題
に
な
っ
た
か
？
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1は
ポ
ッ
キ
ー
の
日
（
2行
下
に
記
述
あ
り
）
前
回
の
カ
カ
オ
の
話
は
ロ
ッ
テ
な
の
で
こ
れ
と
は
異
な
る
と
判
断
し
た
し
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
だ
と
い
う
自
己
開
示
（
報
告
）
自
己
開
示
し
た
習
慣
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
雑
談
自
己
開
示
習
慣
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
今
年
の
ポ
ッ
キ
ー
の
日
は
お
と
な
し
く
し
と
く
つ
も
り
で
す
チ
ョ
コ
系
お
菓
子
に
関
連
し
た
日
に
は
お
と
な
し
く
（
買
わ
な
い
？
）
す
る
と
い
う
意
気
込
み
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ッ
キ
ー
を
我
慢
し
て
食
べ
な
い
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
ポ
ッ
キ
ー
を
我
慢
し
て
食
べ
な
い
前
回
、
課
題
の
途
中
経
過
を
見
て
い
て
授
業
中
に
課
題
に
取
り
組
む
過
程
を
見
て
い
た
と
い
う
告
白
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
頑
張
っ
て
い
る
印
象
12
開
示
→
認
識
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
頑
張
っ
て
い
る
印
象
●
●
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
好
き
な
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
●
●
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
て
い
た
と
の
告
白
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
開
示
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
上
手
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
ね
ぇ
！
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
上
手
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
ね
ぇ
！
ペ
イ
ン
ト
系
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
描
い
て
い
た
こ
と
の
確
認
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
描
画
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
12
原
因
（
授
業
）
→
回
顧
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
描
画
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
ペ
イ
ン
ト
系
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
描
い
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
気
分
が
び
っ
く
り
し
た
反
応
自
己
開
示
気
分
び
っ
く
り
し
た
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
●
●
さ
ん
も
言
っ
て
い
る
と
い
う
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
12
原
因
（
授
業
）
→
同
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
、
視
聴
者
に
何
を
伝
え
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
見
た
一
瞬
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
助
言
講
義
の
重
要
点
が
一
見
で
伝
わ
る
こ
と
が
大
切
解
説
講
義
重
要
点
一
見
で
伝
わ
る
こ
と
が
大
切
そ
の
典
型
は
、
ま
さ
に
道
路
標
識
で
し
ょ
う
。
そ
の
典
型
は
、
ま
さ
に
道
路
標
識
で
し
ょ
う
そ
の
典
型
例
が
道
路
標
識
と
い
う
確
認
（
受
講
生
の
連
想
が
正
し
い
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
12
連
想
→
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
あ
れ
は
、
一
瞬
の
勝
負
で
す
道
路
標
識
が
一
瞬
で
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
講
義
の
補
足
と
し
て
道
路
標
識
は
一
瞬
で
的
確
に
伝
え
る
必
要
解
説
講
義
補
足
道
路
標
識
は
一
瞬
で
的
確
に
伝
え
る
必
要
本
当
に
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
問
わ
れ
る
道
路
標
識
を
制
作
す
る
際
の
デ
ザ
イ
ン
力
講
義
の
補
足
と
し
て
道
路
標
識
は
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
解
説
講
義
補
足
道
路
標
識
は
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
見
た
一
瞬
で
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
う
認
識
講
義
の
補
足
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
解
説
講
義
補
足
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
工
夫
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
よ
ね
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
見
た
一
瞬
で
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
は
工
夫
し
が
い
が
あ
る
と
い
う
喚
起
講
義
の
補
足
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
は
工
夫
し
が
い
が
あ
る
解
説
講
義
補
足
デ
ザ
イ
ン
は
工
夫
し
が
い
が
あ
る
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
解
説
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
(ﾟ
oﾟ
)
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
で
、
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
、
視
聴
者
に
何
を
伝
え
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
れ
は
、
一
瞬
の
勝
負
で
す
の
で
、
本
当
に
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
工
夫
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
よ
ね
(^
^)
担 当 教 員
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前
回
、
課
題
の
途
中
経
過
を
見
て
い
て
、
●
●
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
好
き
な
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
上
手
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
ね
ぇ
！
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
(ﾟ
oﾟ
)\
n●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
で
、
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
、
視
聴
者
に
何
を
伝
え
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
典
型
は
、
ま
さ
に
道
路
標
識
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
、
一
瞬
の
勝
負
で
す
の
で
、
本
当
に
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
工
夫
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
よ
ね
(^
^)
\n
\n
●
●
さ
ん
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
そ
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。
\n
私
も
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
(^
^)
そ
の
中
で
も
、
抹
茶
味
や
ナ
ッ
ツ
（
？
）
を
ま
ぶ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
ね
。
●
●
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
・
・
・
こ
れ
か
ら
ポ
ッ
キ
ー
を
買
っ
て
き
て
楽
し
み
ま
す
！
！
前
回
、
課
題
の
途
中
経
過
を
見
て
い
て
、
●
●
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
好
き
な
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
，
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
は
頑
張
っ
て
い
る
印
象
だ
と
書
き
，
描
画
ソ
フ
ト
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
の
で
，
び
っ
く
り
し
た
と
気
分
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
し
て
復
唱
し
な
が
ら
，
講
義
の
重
要
点
は
一
見
で
伝
わ
る
こ
と
が
大
切
で
，
道
路
標
識
は
一
瞬
で
的
確
に
伝
え
る
必
要
な
の
で
道
路
標
識
は
デ
ザ
イ
ン
力
が
問
わ
れ
る
の
で
，
デ
ザ
イ
ン
は
難
し
い
が
デ
ザ
イ
ン
は
工
夫
し
が
い
が
あ
る
と
講
義
の
補
足
を
書
い
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
デ
ザ
イ
ン
好
き
の
認
識
と
道
路
標
識
と
の
類
似
点
の
解
説
デ
ザ
イ
ン
好
き
の
認
識
と
道
路
標
識
と
の
類
似
点
の
解
説
ポ
ッ
キ
ー
が
好
き
な
も
の
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
習
慣
な
の
で
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
（
１
１
／
１
１
）
だ
が
ポ
ッ
キ
ー
を
我
慢
し
て
食
べ
な
い
と
書
い
た
．
ポ
ッ
キ
ー
の
日
を
起
因
と
す
る
雑
談
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
ポ
ッ
キ
ー
の
日
を
起
因
と
す
る
雑
談
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
雑
談
（
ポ
ッ
キ
ー
の
日
）
し
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
な
の
で
今
年
の
ポ
ッ
キ
ー
の
日
は
お
と
な
し
く
し
と
く
つ
も
り
で
す
。
191
●
●
さ
ん
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
●
●
さ
ん
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
●
●
さ
ん
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
な
の
か
と
い
う
質
問
（
確
認
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
12
雑
談
→
返
報
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
質
問
相
手
の
記
述
内
容
を
質
問
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。
そ
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
・
・
・
●
●
さ
ん
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
必
要
が
無
い
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
受
講
生
の
印
象
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
必
要
な
い
雑
談
自
己
開
示
受
講
生
の
印
象
ダ
イ
エ
ッ
ト
必
要
な
い
私
も
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
担
当
教
員
も
チ
ョ
コ
系
お
菓
子
が
好
き
だ
と
い
う
自
己
開
示
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
そ
の
中
で
も
、
抹
茶
味
や
ナ
ッ
ツ
（
？
）
を
ま
ぶ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
ね
。
そ
の
中
で
も
、
抹
茶
味
や
ナ
ッ
ツ
（
？
）
を
ま
ぶ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
ね
担
当
教
員
が
好
き
な
チ
ョ
コ
系
お
菓
子
の
詳
細
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
ポ
ッ
キ
ー
雑
談
自
己
開
示
好
き
な
も
の
ポ
ッ
キ
ー
●
●
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
・
・
・
●
●
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
・
・
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
●
●
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
と
う
謝
罪
社
交
的
対
応
の
謝
罪
の
申
し
訳
な
い
が
雑
談
社
交
的
対
応
謝
罪
申
し
訳
な
い
が
こ
れ
か
ら
ポ
ッ
キ
ー
を
買
っ
て
き
て
楽
し
み
ま
す
！
！
こ
れ
か
ら
ポ
ッ
キ
ー
を
買
っ
て
き
て
楽
し
み
ま
す
！
！
担
当
教
員
は
好
き
な
チ
ョ
コ
系
お
菓
子
を
か
っ
て
楽
し
む
と
い
う
宣
言
（
意
気
込
み
，
冗
談
？
）
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
が
ポ
ッ
キ
ー
の
日
に
ポ
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
ポ
ッ
キ
ー
の
日
に
ポ
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
今
回
、
ほ
か
の
学
生
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
授
業
中
に
他
の
受
講
生
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
と
い
う
報
告
実
習
で
の
発
表
会
の
他
者
発
表
の
聴
講
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
他
者
発
表
の
聴
講
み
ん
な
画
像
の
加
工
な
ど
上
手
だ
な
っ
と
感
じ
ま
し
た
他
の
受
講
生
も
画
像
の
加
工
（
利
用
？
）
が
上
手
と
い
う
感
想
実
習
で
の
発
表
会
で
他
者
の
発
表
が
上
手
反
応
実
習
発
表
会
他
者
の
発
表
が
上
手
私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
う
ま
く
画
像
が
処
理
で
き
た
ら
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
も
広
が
る
と
思
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
を
う
ま
く
活
用
（
DL
し
て
加
工
？
）
で
き
た
ら
表
現
の
幅
が
広
が
る
と
い
う
認
識
（
予
想
）
学
習
意
欲
の
自
信
が
上
手
な
画
像
処
理
で
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
が
広
が
る
予
感
予
想
学
習
意
欲
自
信
上
手
な
画
像
処
理
で
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
が
広
が
る
予
感
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
勉
強
し
て
い
き
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
勉
強
し
て
い
き
た
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
と
こ
ろ
で
、
評
価
し
て
い
た
だ
き
授
業
中
に
自
分
の
画
像
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
評
価
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
認
識
学
習
意
欲
の
自
信
が
上
手
な
画
像
処
理
で
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
が
広
が
る
予
感
原
因
（
相
互
評
価
）
学
習
意
欲
自
信
独
創
性
を
評
価
し
て
く
れ
た
う
れ
し
か
っ
た
で
す
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
評
価
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
嬉
し
い
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
嬉
し
い
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
ま
た
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
皆
さ
ん
、
ホ
ン
ト
に
よ
く
画
像
を
見
つ
け
て
き
ま
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
、
ホ
ン
ト
に
よ
く
画
像
を
見
つ
け
て
き
ま
す
よ
ね
他
の
受
講
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
よ
く
画
像
を
見
つ
け
て
く
る
と
い
う
認
識
（
感
嘆
）
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
よ
く
様
々
な
画
像
を
見
つ
け
て
く
る
14
原
因
（
授
業
）
→
反
応
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
よ
く
様
々
な
画
像
を
見
つ
け
て
く
る
心
配
な
の
は
、
著
作
権
上
、
大
丈
夫
な
の
か
ど
う
か
で
す
が
・
・
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
は
著
作
権
の
配
慮
が
心
配
実
習
で
の
補
足
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
の
著
作
権
は
要
注
意
推
測
実
習
補
足
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
の
著
作
権
は
要
注
意
(^
_^
;)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(^
_^
;)
相
互
評
価
結
果
（
独
創
性
高
評
価
）
意
気
込
み
個
別
対
応
提
案
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
と
こ
ろ
で
、
評
価
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
独
創
性
を
評
価
し
て
く
れ
た
こ
と
に
嬉
し
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
き
，
頑
張
る
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
独
創
性
に
対
す
る
高
評
価
へ
の
う
れ
し
さ
と
意
気
込
み
独
創
性
に
対
す
る
高
評
価
へ
の
う
れ
し
さ
と
意
気
込
み
担 当 教 員
15
7
2014/11/18
皆
さ
ん
、
ホ
ン
ト
に
よ
く
画
像
を
見
つ
け
て
き
ま
す
よ
ね
。
心
配
な
の
は
、
著
作
権
上
、
大
丈
夫
な
の
か
ど
う
か
で
す
が
・
・
・
(^
_^
;)
\n
画
像
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
能
力
を
身
に
付
け
た
い
か
仰
っ
て
く
れ
れ
ば
、
い
つ
で
も
教
え
ま
す
よ
(^
-^
)\
n\
n前
回
の
課
題
の
●
●
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
良
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
(^
^)
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
は
よ
く
様
々
な
画
像
を
見
つ
け
て
く
る
と
思
い
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
の
著
作
権
は
要
注
意
だ
と
講
義
の
補
足
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
_^
;)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
と
い
う
画
像
の
著
作
権
へ
の
心
配
と
画
像
処
理
学
習
の
個
別
対
応
の
提
案
画
像
の
著
作
権
へ
の
心
配
と
画
像
処
理
学
習
の
個
別
対
応
の
提
案
心
配
な
の
は
、
著
作
権
上
、
大
丈
夫
な
の
か
ど
う
か
で
す
が
・
・
・
(^
_^
;)
H
14
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2014/11/18
今
回
、
ほ
か
の
学
生
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
み
ん
な
画
像
の
加
工
な
ど
上
手
だ
な
っ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
う
ま
く
画
像
が
処
理
で
き
た
ら
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
も
広
が
る
と
思
う
の
で
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
\r
\n
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
と
こ
ろ
で
、
評
価
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
\r
\n
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
、
ほ
か
の
学
生
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
み
ん
な
画
像
の
加
工
な
ど
上
手
だ
な
っ
と
感
じ
ま
し
た
。
実
習
と
し
て
の
発
表
会
が
あ
り
，
他
者
の
発
表
の
聴
講
が
あ
り
，
他
者
の
発
表
が
上
手
だ
と
知
り
，
上
手
な
画
像
処
理
で
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
が
広
が
る
予
感
が
あ
る
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
き
，
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
他
者
発
表
か
ら
の
刺
激
と
画
像
処
理
と
プ
レ
ゼ
ン
の
関
係
の
認
識
と
意
気
込
み
他
者
発
表
か
ら
の
刺
激
と
画
像
処
理
と
プ
レ
ゼ
ン
の
関
係
の
認
識
と
意
気
込
み
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
質
問
と
共
感
し
な
が
ら
，
受
講
生
の
印
象
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
必
要
な
い
と
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
ポ
ッ
キ
ー
は
好
き
な
も
の
と
自
己
開
示
し
て
，
社
会
的
対
応
の
謝
罪
と
し
て
申
し
訳
な
い
が
，
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ッ
キ
ー
の
日
に
ポ
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
と
自
己
開
示
を
書
い
た
．
ポ
ッ
キ
ー
の
日
を
起
因
と
す
る
雑
談
と
購
入
宣
言
ポ
ッ
キ
ー
の
日
を
起
因
と
す
る
雑
談
と
購
入
宣
言
私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
う
ま
く
画
像
が
処
理
で
き
た
ら
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
幅
も
広
が
る
と
思
う
の
で
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
雑
談
（
ポ
ッ
キ
ー
の
日
）
私
も
チ
ョ
コ
が
分
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
や
つ
が
好
き
で
す
(^
^)
192
画
像
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
能
力
を
身
に
付
け
た
い
か
仰
っ
て
く
れ
れ
ば
画
像
処
理
に
つ
い
て
修
得
し
た
い
能
力
を
申
し
出
て
ほ
し
い
学
習
意
欲
で
の
目
標
へ
の
刺
激
が
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
14
予
想
→
対
応
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
い
つ
で
も
教
え
ま
す
よ
い
つ
で
も
教
え
る
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
い
つ
で
も
対
応
宣
言
提
案
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
い
つ
で
も
対
応
宣
言
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
前
回
の
課
題
の
●
●
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
前
回
の
課
題
の
●
●
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
提
出
さ
れ
た
課
題
の
ス
ラ
イ
ド
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
感
じ
た
と
の
報
告
（
評
価
）
学
習
意
欲
で
の
目
標
へ
の
刺
激
が
独
創
性
が
あ
る
14
原
因
（
相
互
評
価
）
→
評
価
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
独
創
性
が
あ
る
良
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
受
講
生
が
良
い
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
評
価
学
習
意
欲
で
の
目
標
へ
の
刺
激
が
良
い
視
点
評
価
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
良
い
視
点
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
回
は
大
変
深
く
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
は
大
変
深
く
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
授
業
中
に
熟
睡
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
授
業
で
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
居
眠
り
原
因
（
受
講
委
態
度
）
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
居
眠
り
す
い
ま
せ
ん
。
す
い
ま
せ
ん
授
業
中
の
熟
睡
に
つ
い
て
の
謝
罪
社
交
的
対
応
の
謝
罪
の
す
み
ま
せ
ん
対
応
社
交
的
対
応
謝
罪
す
み
ま
ぜ
ん
三
連
休
は
八
女
市
の
星
野
村
ま
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。
三
連
休
は
八
女
市
の
星
野
村
ま
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
連
休
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
連
休
の
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
連
休
の
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
私
は
人
生
で
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
私
は
人
生
で
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
受
講
生
の
人
生
で
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
人
生
二
度
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
人
生
二
度
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
正
直
な
こ
と
を
言
う
と
、
二
度
と
キ
ャ
ン
プ
は
行
き
た
く
な
い
で
す
。
正
直
な
こ
と
を
言
う
と
、
二
度
と
キ
ャ
ン
プ
は
行
き
た
く
な
い
で
す
二
度
と
行
き
た
く
な
い
感
想
の
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
感
情
の
キ
ャ
ン
プ
は
二
度
と
行
き
た
く
な
い
雑
談
自
己
開
示
感
情
キ
ャ
ン
プ
は
二
度
と
行
き
た
く
な
い
も
と
も
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
苦
手
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
経
験
が
乏
し
く
ア
ウ
ト
ド
ア
が
苦
手
で
経
験
が
少
な
い
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
苦
手
分
野
が
経
験
が
少
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
談
自
己
開
示
苦
手
分
野
経
験
が
少
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
あ
ま
り
楽
し
さ
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
自
分
の
せ
い
な
の
で
す
が
・
・
・
キ
ャ
ン
プ
に
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
自
分
の
せ
い
だ
と
の
自
己
開
示
（
自
己
評
価
）
自
己
開
示
し
た
苦
手
分
野
が
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
雑
談
自
己
開
示
苦
手
分
野
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
で
す
が
、
人
生
で
初
め
て
流
れ
星
を
見
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
で
す
が
、
人
生
で
初
め
て
流
れ
星
を
見
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
流
れ
星
を
人
生
で
始
め
て
見
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
の
感
想
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
人
生
初
の
流
れ
星
観
察
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
人
生
初
の
流
れ
星
観
察
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
大
変
感
動
し
ま
し
た
流
れ
星
を
人
生
で
始
め
て
見
て
感
動
し
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
感
情
の
感
動
し
た
雑
談
自
己
開
示
感
情
感
動
し
た
今
度
は
、
き
ち
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
取
り
次
の
機
会
に
は
，
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
予
約
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ン
プ
よ
り
も
ホ
テ
ル
・
民
宿
に
泊
ま
り
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ン
プ
よ
り
も
ホ
テ
ル
・
民
宿
に
泊
ま
り
た
い
そ
の
地
の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
れ
る
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
そ
の
土
地
を
楽
し
め
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
行
き
た
い
で
す
お
い
し
い
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
そ
の
土
地
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
気
込
み
（
希
望
）
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
宿
泊
地
の
料
理
を
楽
し
み
た
い
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
宿
泊
地
の
料
理
を
楽
し
み
た
い
●
●
先
生
は
バ
イ
ク
が
お
好
き
な
よ
う
担
当
教
員
は
バ
イ
ク
が
好
き
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
印
象
が
バ
イ
ク
好
き
雑
談
自
己
開
示
担
当
教
員
の
印
象
バ
イ
ク
好
き
担
当
教
員
の
印
象
は
バ
イ
ク
好
き
で
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
そ
う
だ
と
自
己
開
示
担
当
教
員
の
印
象
報
告
担
当
教
員
の
印
象
報
告
印
象
（
担
当
教
員
趣
味
）
H
16
8
2014/11/25
今
回
は
大
変
深
く
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
い
ま
せ
ん
。
\r
\n
三
連
休
は
八
女
市
の
星
野
村
ま
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
人
生
で
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
正
直
な
こ
と
を
言
う
と
、
二
度
と
キ
ャ
ン
プ
は
行
き
た
く
な
い
で
す
。
も
と
も
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
苦
手
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
経
験
が
乏
し
く
、
あ
ま
り
楽
し
さ
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
自
分
の
せ
い
な
の
で
す
が
・
・
・
。
\r
\n
で
す
が
、
人
生
で
初
め
て
流
れ
星
を
見
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
\r
\n
今
度
は
、
き
ち
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
取
り
、
そ
の
地
の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
れ
る
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
そ
の
土
地
を
楽
し
め
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
行
き
た
い
で
す
。
\r
\n
●
●
先
生
は
バ
イ
ク
が
お
好
き
な
よ
う
な
の
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
得
意
そ
う
で
す
ね
。
\r
\n
来
週
も
頑
張
り
ま
す
。
授
業
で
受
講
生
の
受
講
状
態
が
居
眠
り
だ
っ
た
の
で
社
交
的
対
応
の
謝
罪
と
し
て
す
み
ま
せ
ん
と
書
い
た
．
も
と
も
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
苦
手
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
経
験
が
乏
し
く
、
あ
ま
り
楽
し
さ
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
自
分
の
せ
い
な
の
で
す
が
・
・
・
。
今
度
は
、
き
ち
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
取
り
、
そ
の
地
の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
れ
る
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
そ
の
土
地
を
楽
し
め
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
行
き
た
い
で
す
。
●
●
先
生
は
バ
イ
ク
が
お
好
き
な
よ
う
な
の
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
得
意
そ
う
で
す
ね
。
授
業
で
の
睡
眠
報
告
と
謝
罪
授
業
で
の
睡
眠
報
告
と
謝
罪
謝
罪
（
居
眠
り
）
自
己
開
示
と
し
て
，
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
連
休
の
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
で
人
生
二
度
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
が
，
キ
ャ
ン
プ
は
二
度
と
行
き
た
く
な
い
と
感
情
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
経
験
が
少
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
は
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
と
苦
手
分
野
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
一
方
で
，
人
生
初
の
流
れ
星
観
察
は
感
動
し
た
と
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
キ
ャ
ン
プ
よ
り
も
ホ
テ
ル
・
民
宿
に
泊
ま
り
た
い
こ
と
と
，
宿
泊
地
の
料
理
を
楽
し
み
た
い
と
自
己
開
示
を
書
い
た
．
三
連
休
で
の
キ
ャ
ン
プ
報
告
と
そ
の
感
想
，
お
よ
び
流
れ
星
の
観
察
報
告
三
連
休
で
の
キ
ャ
ン
プ
報
告
と
そ
の
感
想
，
お
よ
び
流
れ
星
の
観
察
報
告
報
告
（
キ
ャ
ン
プ
・
流
れ
星
）
独
創
性
高
評
価
い
か
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
に
応
じ
て
，
い
つ
で
も
対
応
宣
言
を
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
と
し
て
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)
を
付
け
た
．
画
像
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
能
力
を
身
に
付
け
た
い
か
仰
っ
て
く
れ
れ
ば
、
い
つ
で
も
教
え
ま
す
よ
(^
-^
)
受
講
生
は
独
創
性
が
あ
り
，
良
い
視
点
だ
と
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
独
創
性
に
対
す
る
高
評
価
独
創
性
に
対
す
る
高
評
価
良
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
(^
^)
193
ア
ウ
ト
ド
ア
も
得
意
そ
う
で
す
ね
バ
イ
ク
が
好
き
と
い
う
こ
と
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
そ
う
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
印
象
が
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
そ
う
雑
談
自
己
開
示
担
当
教
員
の
印
象
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
そ
う
来
週
も
頑
張
り
ま
す
。
来
週
も
頑
張
り
ま
す
来
週
も
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
と
し
て
来
週
も
頑
張
る
と
書
い
た
．
次
週
へ
の
意
気
込
み
次
週
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
先
週
は
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
か
な
り
疲
れ
て
い
た
か
ら
熟
睡
し
て
い
た
と
い
う
推
測
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
か
な
り
疲
れ
て
い
た
16
原
因
（
受
講
委
態
度
）
→
対
応
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
か
な
り
疲
れ
て
い
た
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
も
し
か
し
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
も
し
か
し
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
熟
睡
の
原
因
が
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
と
い
う
推
測
授
業
の
受
講
生
の
受
講
状
態
が
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
か
も
16
雑
談
→
連
結
授
業
受
講
生
の
受
講
状
態
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
か
も
今
は
、
そ
の
疲
れ
も
取
れ
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
・
。
今
は
、
そ
の
疲
れ
も
取
れ
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
・
疲
れ
が
と
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
が
疲
れ
が
と
れ
て
い
れ
ば
よ
い
心
配
社
交
的
対
応
気
遣
い
疲
れ
が
と
れ
て
い
れ
ば
よ
い
さ
て
、
キ
ャ
ン
プ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
さ
て
、
キ
ャ
ン
プ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
み
た
い
で
す
ね
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
は
な
い
と
い
う
理
解
（
認
識
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
16
雑
談
→
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
キ
ャ
ン
プ
は
、
ま
さ
に
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
王
道
で
す
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
王
道
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
王
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
王
道
苦
手
な
方
は
楽
し
く
な
い
で
し
ょ
う
・
・
・
キ
ャ
ン
プ
が
苦
手
だ
と
楽
し
く
な
い
だ
と
う
と
の
推
測
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
キ
ャ
ン
プ
が
苦
手
な
ら
楽
し
く
な
い
だ
ろ
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
キ
ャ
ン
プ
が
苦
手
な
ら
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
体
力
も
使
い
ま
す
し
、
キ
ャ
ン
プ
で
は
体
力
を
使
う
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
キ
ャ
ン
プ
は
体
力
使
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
キ
ャ
ン
プ
は
体
力
使
う
煙
も
ス
ゴ
イ
で
す
し
ね
キ
ャ
ン
プ
で
は
火
を
使
っ
た
と
き
の
煙
が
ス
ゴ
イ
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
キ
ャ
ン
プ
は
煙
が
ス
ゴ
イ
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
キ
ャ
ン
プ
は
煙
が
ス
ゴ
イ
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
無
理
を
し
て
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う
助
言
社
交
的
対
応
の
助
言
が
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
雑
談
社
交
的
対
応
助
言
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
ノ
ン
ビ
リ
と
星
を
楽
し
む
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
●
●
さ
ん
の
言
う
よ
う
に
，
ホ
テ
ル
や
民
宿
を
予
約
し
て
ゆ
っ
く
り
星
を
楽
し
む
こ
と
も
良
い
と
い
う
助
言
社
交
的
対
応
の
助
言
が
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
楽
し
む
の
も
良
い
雑
談
社
交
的
対
応
助
言
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
楽
し
む
の
も
良
い
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
-^
)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
そ
れ
よ
り
も
、
流
れ
星
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
よ
り
も
、
流
れ
星
は
良
か
っ
た
で
す
ね
流
れ
星
を
人
生
で
始
め
て
見
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
の
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
で
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
羨
ま
し
い
で
す
。
羨
ま
し
い
で
す
流
れ
星
を
見
た
こ
と
へ
の
う
ら
や
ま
し
さ
自
己
開
示
し
た
感
情
が
う
ら
や
ま
し
い
雑
談
自
己
開
示
感
情
う
ら
や
ま
し
い
授
業
で
も
お
話
し
ま
し
た
授
業
で
も
同
じ
話
を
し
た
と
い
う
認
識
（
確
認
）
授
業
の
内
容
で
既
に
話
を
し
た
雑
談
授
業
内
容
既
に
話
を
し
た
「
授
業
で
話
し
た
」
と
い
う
の
は
，
授
業
の
内
容
だ
っ
た
の
か
？
授
業
の
途
中
で
の
雑
談
だ
っ
た
の
か
？
そ
れ
と
も
個
別
に
話
を
し
た
の
か
？
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
な
が
ら
，
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
王
道
な
の
で
キ
ャ
ン
プ
が
苦
手
な
ら
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
既
存
知
識
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
け
て
書
い
た
．
そ
し
て
，
キ
ャ
ン
プ
は
体
力
使
う
こ
と
と
，
キ
ャ
ン
プ
は
煙
が
ス
ゴ
イ
こ
と
を
既
存
知
識
と
し
て
書
き
，
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
，
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
楽
し
む
の
も
良
い
と
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
て
書
い
た
．
さ
ら
に
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
う
ら
や
ま
し
い
と
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
授
業
の
内
容
で
既
に
話
を
し
た
が
，
流
れ
星
ら
し
き
光
を
見
た
程
度
の
経
験
だ
と
自
己
開
示
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)を
付
け
て
書
い
た
．
キ
ャ
ン
プ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
嗜
好
の
助
言
と
流
れ
星
観
察
へ
の
羨
ま
し
さ
キ
ャ
ン
プ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
嗜
好
の
助
言
と
流
れ
星
観
察
へ
の
羨
ま
し
さ
助
言
キ
ャ
ン
プ
は
、
ま
さ
に
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
王
道
で
す
の
で
、
苦
手
な
方
は
楽
し
く
な
い
で
し
ょ
う
・
・
・
(
^
^
;
)
体
力
も
使
い
ま
す
し
、
煙
も
ス
ゴ
イ
で
す
し
ね
。
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
ノ
ン
ビ
リ
と
星
を
楽
し
む
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
(^
-^
)
授
業
で
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
私
は
視
界
の
端
の
方
で
「
何
か
流
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
・
・
・
」
と
い
う
程
度
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
(
^
^
;
)
と
自
己
開
示
し
た
．
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先
週
は
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
(^
^;
)も
し
か
し
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
は
、
そ
の
疲
れ
も
取
れ
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
・
。
\n
\n
さ
て
、
キ
ャ
ン
プ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
キ
ャ
ン
プ
は
、
ま
さ
に
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
王
道
で
す
の
で
、
苦
手
な
方
は
楽
し
く
な
い
で
し
ょ
う
・
・
・
(^
^;
)体
力
も
使
い
ま
す
し
、
煙
も
ス
ゴ
イ
で
す
し
ね
。
\n
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
●
●
さ
ん
の
言
う
通
り
、
ホ
テ
ル
や
民
宿
で
ノ
ン
ビ
リ
と
星
を
楽
し
む
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ
(^
-^
)\
n\
nそ
れ
よ
り
も
、
流
れ
星
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。
羨
ま
し
い
で
す
。
授
業
で
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
私
は
視
界
の
端
の
方
で
「
何
か
流
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
・
・
・
」
と
い
う
程
度
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
(^
^;
)\
n私
は
、
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
す
の
で
、
今
度
、
高
千
穂
の
方
面
に
走
っ
て
、
流
れ
星
を
見
よ
う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
\n
た
だ
、
計
画
倒
れ
で
終
わ
り
そ
う
で
す
が
(T
_T
)
先
週
は
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
(^
^;
)
授
業
で
受
講
生
の
受
講
状
態
は
か
な
り
疲
れ
て
い
た
と
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
我
を
の
(^
^;
)を
付
け
て
書
き
，
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
が
出
た
か
も
と
書
き
，
疲
れ
が
と
れ
て
い
れ
ば
よ
い
と
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
を
書
い
た
．
授
業
中
の
睡
眠
と
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
の
関
係
指
摘
お
よ
び
気
遣
い
授
業
中
の
睡
眠
と
キ
ャ
ン
プ
の
疲
れ
の
関
係
指
摘
お
よ
び
気
遣
い
関
連
性
指
摘
194
私
は
視
界
の
端
の
方
で
「
何
か
流
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
・
・
・
」
と
い
う
程
度
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
視
界
の
端
に
見
え
た
ぐ
ら
い
の
経
験
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
経
験
が
流
れ
星
ら
し
き
光
を
見
た
雑
談
自
己
開
示
経
験
流
れ
星
ら
し
き
光
を
見
た
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
私
は
、
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
す
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
雑
談
自
己
開
示
好
き
な
も
の
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
今
度
、
高
千
穂
の
方
面
に
走
っ
て
次
の
機
会
に
ツ
ー
リ
ン
グ
の
予
定
先
（
計
画
中
）
自
己
開
示
し
た
旅
行
の
高
千
穂
方
面
に
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
雑
談
自
己
開
示
旅
行
高
千
穂
方
面
に
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
流
れ
星
を
見
よ
う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
流
れ
星
を
見
た
い
と
い
う
希
望
自
己
開
示
し
た
旅
行
の
流
れ
星
を
見
る
計
画
雑
談
自
己
開
示
旅
行
流
れ
星
を
見
る
計
画
た
だ
、
計
画
倒
れ
で
終
わ
り
そ
う
で
す
が
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
と
う
予
感
自
己
開
示
し
た
感
情
が
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
で
残
念
雑
談
自
己
開
示
感
情
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
で
残
念
(T
_T
)
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(T
_T
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(T
_T
)
こ
こ
２
回
の
授
業
で
習
っ
た
、
階
層
構
造
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
る
の
も
授
業
で
学
ん
だ
階
層
構
造
（
発
想
法
？
）
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
法
原
因
（
授
業
）
講
義
学
習
成
果
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
法
と
て
も
楽
し
い
で
す
発
想
法
の
作
図
（
？
）
が
と
て
も
楽
し
い
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
度
が
楽
し
い
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
い
今
日
は
す
っ
ご
く
寒
か
っ
た
で
す
。
今
日
は
す
っ
ご
く
寒
か
っ
た
本
日
の
気
候
が
と
て
も
寒
い
と
の
感
想
社
交
的
対
応
の
雑
談
が
今
日
は
寒
か
っ
た
雑
談
社
交
的
対
応
雑
談
今
日
は
寒
か
っ
た
学
校
に
行
っ
て
い
る
途
中
、
や
け
に
靴
下
が
濡
れ
る
と
思
っ
て
登
校
中
に
靴
下
が
か
な
り
濡
れ
た
と
い
う
報
告
自
己
開
示
し
た
経
験
が
靴
下
が
濡
れ
て
い
た
雑
談
自
己
開
示
経
験
靴
下
が
濡
れ
て
い
た
一
旦
家
に
家
に
帰
り
ま
し
た
そ
の
た
め
一
旦
自
宅
に
戻
っ
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
登
下
校
で
途
中
で
一
旦
帰
っ
た
雑
談
自
己
開
示
登
下
校
途
中
で
一
旦
帰
っ
た
そ
し
た
ら
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
の
ゴ
ム
の
と
こ
ろ
が
真
ん
中
か
ら
横
に
避
け
て
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
の
ゴ
ム
の
と
こ
ろ
が
真
ん
中
か
ら
横
に
避
け
て
ま
し
た
ぬ
れ
た
原
因
は
靴
底
が
避
け
て
い
た
こ
と
と
気
づ
い
た
と
報
告
自
己
開
示
し
た
経
験
で
靴
が
裂
け
て
い
た
雑
談
自
己
開
示
経
験
靴
が
裂
け
て
い
た
そ
り
ゃ
水
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
・
・
・
。
そ
り
ゃ
水
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
・
・
・
靴
底
が
避
け
て
い
た
影
響
で
靴
下
が
濡
れ
た
と
の
理
解
（
報
告
）
自
己
開
示
し
た
気
分
が
そ
り
ゃ
そ
う
だ
と
あ
き
れ
た
雑
談
自
己
開
示
気
分
そ
り
ゃ
そ
う
だ
と
あ
き
れ
た
来
週
の
課
題
も
頑
張
り
ま
す
。
来
週
の
課
題
も
頑
張
り
ま
す
出
題
さ
れ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
課
題
を
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
課
題
を
頑
張
る
課
題
を
頑
張
る
と
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
次
週
へ
の
意
気
込
み
次
週
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
●
●
さ
ん
は
、
完
成
度
の
高
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
●
●
さ
ん
は
、
完
成
度
の
高
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
授
業
中
に
●
●
さ
ん
は
完
成
度
の
高
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
検
討
し
て
い
た
と
の
認
識
実
習
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
完
成
度
の
高
い
作
図
18
原
因
→
認
識
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
完
成
度
の
高
い
作
図
こ
の
考
え
方
は
、
●
●
さ
ん
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
と
い
う
発
想
は
●
●
さ
ん
に
適
し
て
い
る
か
も
と
い
う
推
測
（
評
価
，
助
言
）
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
受
講
生
に
合
っ
て
い
る
か
も
喚
起
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
受
講
生
に
合
っ
て
い
る
か
も
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
先
週
は
、
ホ
ン
ト
に
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
先
週
は
、
ホ
ン
ト
に
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
確
か
に
寒
か
っ
た
と
い
う
共
感
社
交
的
対
応
の
雑
談
が
今
日
は
寒
か
っ
た
18
雑
談
→
共
感
社
交
的
対
応
雑
談
今
日
は
寒
か
っ
た
寒
さ
の
雑
談
と
，
靴
の
裂
け
目
の
報
告
報
告
（
靴
破
れ
）
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
の
報
告
と
現
実
の
予
想
計
画
開
示
（
趣
味
）
学
校
に
行
っ
て
い
る
途
中
、
や
け
に
靴
下
が
濡
れ
る
と
思
っ
て
一
旦
家
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
図
へ
の
高
評
価
と
セ
ン
ス
の
喚
起
高
評
価
（
作
図
セ
ン
ス
）
こ
の
考
え
方
は
、
●
●
さ
ん
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(^
^)
社
交
的
対
応
の
雑
談
と
し
て
今
日
は
寒
か
っ
た
の
で
風
邪
を
引
い
寒
さ
の
雑
談
と
，
靴
の
裂
け
目
の
経
寒
さ
の
雑
談
と
，
靴
の
裂
け
目
の
経
験
談
共
感
（
靴
破
れ
）
担 当 教 員
19
9
2014/12/2
●
●
さ
ん
は
、
完
成
度
の
高
い
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
考
え
方
は
、
●
●
さ
ん
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(^
^)
\n
\n
先
週
は
、
ホ
ン
ト
に
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
。
。
風
邪
な
ど
引
い
て
ま
せ
ん
か
？
\n
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
が
裂
け
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
辛
い
で
す
ね
(^
^;
)流
石
に
雨
の
日
は
履
け
ま
せ
ん
。
。
。
\n
ク
ツ
っ
て
、
雨
が
染
み
込
む
ま
で
は
、
裂
け
て
い
た
り
破
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
、
案
外
、
気
付
か
な
い
で
す
よ
ね
。
私
も
、
何
度
も
や
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
(T
_T
)
授
業
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
図
の
感
想
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
は
完
成
度
の
高
い
作
図
だ
っ
た
の
で
，
受
講
生
に
合
っ
て
い
る
か
も
と
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
図
へ
の
高
評
価
と
セ
ン
ス
の
喚
起ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
の
報
告
と
現
実
の
予
想
た
だ
、
計
画
倒
れ
で
終
わ
り
そ
う
で
す
が
(T
_T
)
H
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9
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こ
こ
２
回
の
授
業
で
習
っ
た
、
階
層
構
造
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
\r
\n
今
日
は
す
っ
ご
く
寒
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
て
い
る
途
中
、
や
け
に
靴
下
が
濡
れ
る
と
思
っ
て
一
旦
家
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
の
ゴ
ム
の
と
こ
ろ
が
真
ん
中
か
ら
横
に
避
け
て
ま
し
た
。
そ
り
ゃ
水
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
・
・
・
。
\r
\n
来
週
の
課
題
も
頑
張
り
ま
す
。
こ
こ
２
回
の
授
業
で
習
っ
た
、
階
層
構
造
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
作
る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
講
義
の
学
習
成
果
が
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
作
図
法
で
楽
し
い
と
学
習
意
欲
の
楽
し
い
と
書
い
た
．
私
は
、
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
す
の
で
、
今
度
、
高
千
穂
の
方
面
に
走
っ
て
、
流
れ
星
を
見
よ
う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
図
の
感
想
感
想
（
作
図
）
社
交
的
対
応
の
雑
談
と
し
て
今
日
は
寒
か
っ
た
と
書
き
，
自
己
開
示
し
た
経
験
と
し
て
，
靴
下
が
濡
れ
て
い
た
の
で
登
下
校
の
途
中
で
一
旦
帰
っ
た
ら
，
靴
が
裂
け
て
い
た
の
で
，
そ
り
ゃ
そ
う
だ
と
あ
き
れ
た
気
分
を
書
い
た
．
寒
さ
の
雑
談
と
，
靴
の
裂
け
目
の
報
告
バ
イ
ク
も
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
な
も
の
だ
と
自
己
開
示
し
て
，
旅
行
で
，
高
千
穂
方
面
に
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
が
あ
り
，
流
れ
星
を
見
る
計
画
だ
が
，
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
で
残
念
だ
と
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(T
_T
)
を
付
け
て
書
い
た
．
195
風
邪
な
ど
引
い
て
ま
せ
ん
か
？
風
邪
な
ど
引
い
て
ま
せ
ん
か
？
寒
さ
や
靴
下
が
濡
れ
た
こ
と
が
原
因
で
風
邪
を
し
い
て
い
な
い
か
質
問
（
心
配
）
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
が
風
邪
を
引
い
て
い
な
い
か
？
雑
談
社
交
的
対
応
気
遣
い
風
邪
を
引
い
て
い
な
い
か
？
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
が
裂
け
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
辛
い
で
す
ね
靴
底
が
避
け
る
の
は
つ
ら
い
と
い
う
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
(
^
^
;
)
汗
が
出
て
い
る
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(
^
^
;
)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(
^
^
;
)
流
石
に
雨
の
日
は
履
け
ま
せ
ん
。
。
。
流
石
に
雨
の
日
は
履
け
ま
せ
ん
。
。
。
靴
底
の
避
け
た
靴
は
雨
の
日
に
は
履
け
な
い
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
経
験
が
雨
の
日
に
裂
け
た
靴
は
履
け
な
い
雑
談
自
己
開
示
経
験
雨
の
日
に
裂
け
た
靴
は
履
け
な
い
ク
ツ
っ
て
、
雨
が
染
み
込
む
ま
で
は
、
裂
け
て
い
た
り
破
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
、
案
外
、
気
付
か
な
い
で
す
よ
ね
。
ク
ツ
っ
て
、
雨
が
染
み
込
む
ま
で
は
、
裂
け
て
い
た
り
破
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
、
案
外
、
気
付
か
な
い
で
す
よ
ね
雨
が
し
み
こ
む
よ
う
な
こ
と
が
な
い
と
靴
底
が
避
け
て
い
る
こ
と
は
気
づ
き
に
く
い
と
の
共
感
（
認
識
）
自
己
開
示
し
た
経
験
が
雨
が
し
み
こ
ん
で
靴
の
裂
け
に
気
づ
く
雑
談
自
己
開
示
経
験
雨
が
し
み
こ
ん
で
靴
の
裂
け
に
気
づ
く
私
も
、
何
度
も
や
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
担
当
教
員
も
同
様
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
報
告
自
己
開
示
し
た
経
験
が
靴
が
裂
け
て
雨
が
染
み
こ
む
こ
と
が
何
度
も
雑
談
自
己
開
示
経
験
靴
が
裂
け
て
雨
が
染
み
こ
む
こ
と
が
何
度
も
(T
_T
)
泣
い
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(T
_T
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(T
_T
)
風
邪
を
引
い
た
の
と
の
こ
と
で
す
が
担
当
教
員
が
風
邪
を
引
い
た
と
聞
い
た
（
確
認
）
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
が
風
邪
だ
っ
た
原
因
（
担
当
教
員
の
状
態
）
授
業
担
当
教
員
の
状
態
風
邪
だ
っ
た
大
丈
夫
で
す
か
？
風
邪
の
状
態
は
大
丈
夫
か
質
問
（
心
配
）
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
が
大
丈
夫
で
す
か
？
心
配
社
交
的
対
応
気
遣
い
大
丈
夫
で
す
か
？
私
は
、
薬
局
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
受
講
生
が
薬
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
が
薬
局
関
連
自
己
開
示
ア
ル
バ
イ
ト
薬
局
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
薬
を
上
司
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
上
司
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
談
自
己
開
示
し
た
経
験
が
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
上
司
か
ら
よ
く
教
え
て
も
ら
う
関
連
自
己
開
示
経
験
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
上
司
か
ら
よ
く
教
え
て
も
ら
う
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
か
も
あ
り
ま
し
た
。
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
か
も
あ
り
ま
し
た
上
司
か
ら
の
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
己
開
示
し
た
経
験
が
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
だ
っ
た
こ
と
も
関
連
自
己
開
示
経
験
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
だ
っ
た
こ
と
も
上
司
曰
く
、
上
司
か
ら
聞
い
た
話
と
い
う
前
置
き
話
術
の
引
用
が
上
司
曰
く
関
連
話
術
引
用
上
司
曰
く
高
い
薬
ほ
ど
良
く
効
く
し
、
い
い
成
分
が
入
っ
て
る
高
い
薬
ほ
ど
良
い
成
分
が
入
っ
て
い
る
の
で
効
く
と
い
う
上
司
の
話
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
高
い
薬
ほ
ど
成
文
が
良
く
よ
く
効
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
高
い
薬
ほ
ど
成
文
が
良
く
よ
く
効
く
、
だ
そ
う
で
す
以
上
の
話
を
聞
い
た
と
の
こ
と
話
術
の
引
用
が
だ
そ
う
で
す
関
連
話
術
引
用
だ
そ
う
で
す
栄
養
ド
リ
ン
ク
、
風
邪
薬
な
ど
は
種
類
も
多
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
風
邪
薬
は
種
類
が
多
い
と
い
う
認
識
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
薬
は
種
類
も
多
い
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
薬
は
種
類
も
多
い
素
人
目
に
は
ど
れ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
素
人
に
は
違
い
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
素
人
目
に
は
違
い
が
分
か
ら
な
い
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
素
人
目
に
は
違
い
が
分
か
ら
な
い
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
違
い
が
分
か
ら
な
い
の
で
素
人
は
安
い
も
の
を
買
う
と
い
う
行
動
心
理
自
己
開
示
し
た
経
験
が
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
う
関
連
自
己
開
示
経
験
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
う
H
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風
邪
を
引
い
た
の
と
の
こ
と
で
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
\r
\n
私
は
、
薬
局
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
で
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
薬
を
上
司
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
か
も
あ
り
ま
し
た
。
上
司
曰
く
、
高
い
薬
ほ
ど
良
く
効
く
し
、
い
い
成
分
が
入
っ
て
る
、
だ
そ
う
で
す
。
栄
養
ド
リ
ン
ク
、
風
邪
薬
な
ど
は
種
類
も
多
く
、
素
人
目
に
は
ど
れ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
早
く
治
し
た
い
、
長
引
か
せ
た
く
な
い
と
き
は
、
高
く
て
も
い
い
も
の
を
買
う
こ
と
を
お
勧
め
し
て
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
店
員
や
専
門
の
人
に
聞
い
た
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
る
私
も
、
お
金
な
い
学
生
な
ん
で
高
い
の
か
え
ず
、
風
邪
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
引
い
て
ま
す
。
\r
\n
面
白
い
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
私
は
、
薬
局
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
で
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
薬
を
上
司
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
薬
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
と
自
己
開
示
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
良
く
効
く
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
上
司
か
ら
よ
く
教
え
て
も
ら
う
こ
と
と
，
差
し
入
れ
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
，
話
術
の
引
用
と
し
て
上
司
曰
く
と
書
い
て
か
ら
，
高
い
薬
ほ
ど
成
文
が
良
く
よ
く
効
く
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
と
既
存
知
識
を
書
い
た
．
さ
ら
に
，
薬
は
種
類
も
多
い
の
で
素
人
目
に
は
違
い
が
分
か
ら
な
い
か
ら
，
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
，
店
員
に
聞
く
の
が
早
い
と
書
い
た
．
と
は
い
う
も
の
の
，
学
生
は
お
金
が
無
い
の
で
風
邪
を
よ
く
ひ
く
と
経
験
を
書
き
，
最
後
に
，
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
祈
る
と
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
を
書
薬
局
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
に
関
す
る
知
識
と
経
験
か
ら
の
助
言
薬
局
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
に
関
す
る
知
識
と
経
験
か
ら
の
助
言
助
言
（
栄
養
ド
リ
ン
ク
）
風
邪
を
引
い
た
の
と
の
こ
と
で
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
上
司
曰
く
、
高
い
薬
ほ
ど
良
く
効
く
し
、
い
い
成
分
が
入
っ
て
る
、
だ
そ
う
で
す
。
栄
養
ド
リ
ン
ク
、
風
邪
薬
な
ど
は
種
類
も
多
く
、
素
人
目
に
は
ど
れ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
つ
い
つ
い
安
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
て
い
な
い
か
？
と
気
遣
い
を
書
き
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(^
^;
)
を
付
け
た
．
そ
し
て
，
担
当
教
員
自
身
も
，
雨
の
日
に
裂
け
た
靴
は
履
け
な
い
こ
と
と
，
雨
が
し
み
こ
ん
で
靴
の
裂
け
に
気
づ
く
こ
と
，
靴
が
裂
け
て
雨
が
染
み
こ
む
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
経
験
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(T
_T
)を
付
け
た
．
験
談
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
が
風
邪
だ
っ
た
の
で
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
と
し
て
大
丈
夫
で
す
か
？
と
書
い
た
．
担
当
教
員
の
風
邪
へ
の
心
配
担
当
教
員
の
風
邪
へ
の
心
配
心
配
（
担
当
教
員
風
邪
）
ス
ニ
ー
カ
ー
の
裏
が
裂
け
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
辛
い
で
す
ね
(
^
^
;
)
私
も
、
何
度
も
や
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
(T
_T
)
196
し
か
し
、
早
く
治
し
た
い
、
長
引
か
せ
た
く
な
い
と
き
は
、
高
く
て
も
い
い
も
の
を
買
う
こ
と
を
お
勧
め
し
て
ま
す
。
し
か
し
、
早
く
治
し
た
い
、
長
引
か
せ
た
く
な
い
と
き
は
、
高
く
て
も
い
い
も
の
を
買
う
こ
と
を
お
勧
め
し
て
ま
す
早
い
完
治
や
長
引
か
せ
た
く
な
い
場
合
に
は
高
く
て
も
良
い
薬
を
推
奨
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
高
い
も
の
を
推
奨
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
高
い
も
の
を
推
奨
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
店
員
や
専
門
の
人
に
聞
い
た
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
店
員
や
専
門
の
人
に
聞
い
た
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
い
ま
す
ど
の
薬
が
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
店
員
な
ど
の
専
門
に
聞
い
た
方
が
良
い
と
い
う
助
言
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
店
員
に
聞
く
の
が
早
い
関
連
自
己
開
示
既
存
知
識
店
員
に
聞
く
の
が
早
い
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
担
当
教
員
の
風
邪
が
完
治
す
る
こ
と
を
願
う
社
交
的
対
応
の
気
遣
い
が
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
祈
る
関
連
社
交
的
対
応
気
遣
い
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
祈
る
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
る
私
も
、
お
金
な
い
学
生
な
ん
で
高
い
の
か
え
ず
う
ん
ち
く
を
言
っ
た
受
講
生
だ
け
れ
ど
も
お
金
が
な
い
学
生
だ
か
ら
高
い
薬
は
変
え
な
い
自
己
開
示
し
た
経
験
が
学
生
は
お
金
が
無
い
関
連
自
己
開
示
経
験
学
生
は
お
金
が
無
い
風
邪
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
引
い
て
ま
す
風
邪
を
よ
く
ひ
く
自
己
開
示
し
た
経
験
が
風
邪
を
よ
く
ひ
く
関
連
自
己
開
示
経
験
風
邪
を
よ
く
ひ
く
面
白
い
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
に
面
白
い
テ
ー
マ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
面
白
い
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
原
因
（
授
業
）
学
習
意
欲
目
標
面
白
い
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
い
頑
張
り
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
制
作
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
課
題
を
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
課
題
を
頑
張
る
あ
り
が
と
う
担
当
教
員
が
風
邪
を
引
い
た
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
受
講
生
に
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
感
謝
20
心
配
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
感
謝
相
手
の
記
述
内
容
を
感
謝
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
風
邪
は
よ
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
報
告
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
が
だ
い
ぶ
良
く
な
っ
て
き
た
対
応
授
業
担
当
教
員
の
状
態
だ
い
ぶ
良
く
な
っ
て
き
た
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
や
っ
ぱ
り
、
風
邪
は
ひ
く
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。
。
。
風
邪
は
引
き
た
く
な
い
と
い
う
感
想
自
己
開
示
し
た
感
情
が
風
邪
は
引
き
た
く
な
い
雑
談
自
己
開
示
感
情
風
邪
は
引
き
た
く
な
い
(>
右
目
だ
け
が
つ
む
っ
た
右
顔
だ
け
の
文
字
絵
（
一
部
誤
植
？
）
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(>
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(>
「
(>
 」
は
泣
き
顔
で
良
い
の
か
？
「
(>
 <
)」
の
よ
う
な
も
の
の
誤
植
？
葛
根
湯
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
??
風
邪
薬
と
し
て
葛
根
湯
は
効
く
の
か
ど
う
か
疑
い
？
（
授
業
で
話
を
し
た
？
）
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
葛
根
湯
は
効
く
か
ど
う
か
疑
問
原
因
（
授
業
中
の
雑
談
？
）
自
己
開
示
既
存
知
識
葛
根
湯
は
効
く
か
ど
う
か
疑
問
授
業
中
に
葛
根
湯
の
雑
談
を
し
た
か
？
(-
_-
;)
汗
が
出
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
が
(-
_-
;)
付
随
非
言
語
表
現
冷
や
汗
顔
(-
_-
;)
漢
方
は
個
々
人
の
効
き
目
の
差
が
大
き
い
と
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
漢
方
は
個
々
人
の
効
き
目
の
差
が
大
き
い
と
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
葛
根
湯
な
ど
の
漢
方
は
効
き
目
に
個
人
差
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
漢
方
は
個
人
差
が
あ
る
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
漢
方
は
個
人
差
が
あ
る
い
よ
い
よ
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
プ
レ
ゼ
ン
制
作
が
始
ま
っ
た
と
の
報
告
（
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
？
）
実
習
の
発
表
会
の
準
備
が
始
ま
る
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
準
備
が
始
ま
る
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
制
作
を
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
意
気
込
み
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
聞
い
て
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
み
な
さ
ん
自
分
の
好
き
な
こ
と
の
プ
レ
ゼ
ン
が
多
い
み
た
い
他
の
受
講
生
も
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
と
聞
い
た
実
習
の
発
表
会
で
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
状
況
実
習
発
表
会
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
年
明
け
も
頑
張
り
ま
す
。
年
明
け
も
頑
張
り
ま
す
年
明
け
も
頑
張
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
が
頑
張
る
挨
拶
学
習
意
欲
意
気
込
み
頑
張
る
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
い
た
．
次
回
の
意
気
込
み
次
回
の
意
気
込
み
意
気
込
み
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
担 当 教 員
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
\n
\n
そ
っ
か
、
葛
根
湯
は
漢
方
薬
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
葛
根
湯
の
効
き
目
に
対
す
る
意
見
意
見
（
葛
根
湯
効
果
）
実
習
で
の
発
表
会
の
準
備
が
始
ま
る
の
で
，
頑
張
る
と
い
う
学
習
意
欲
の
意
気
込
み
を
書
き
，
他
者
も
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
の
で
安
心
し
た
と
自
信
を
書
い
た
．
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
と
テ
ー
マ
に
関
す
る
自
信
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
と
テ
ー
マ
に
関
す
る
自
信
自
信
（
課
題
）
年
始
の
挨
拶
言
葉
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
社
交
的
対
応
と
し
て
，
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
の
挨
拶
年
始
の
挨
拶
他
の
受
講
生
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
記
述
か
？
（
No
.3
と
４
な
年
始
の
挨
拶
挨
拶
H
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葛
根
湯
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
??
(-
_-
;)
漢
方
は
個
々
人
の
効
き
目
の
差
が
大
き
い
と
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
\r
\n
い
よ
い
よ
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
聞
い
て
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
み
な
さ
ん
自
分
の
好
き
な
こ
と
の
プ
レ
ゼ
ン
が
多
い
み
た
い
で
安
心
し
ま
し
た
。
\r
\n
年
明
け
も
頑
張
り
ま
す
。
葛
根
湯
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
??
(-
_-
;)
聞
い
て
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
み
な
さ
ん
自
分
の
好
き
な
こ
と
の
プ
レ
ゼ
ン
が
多
い
み
た
い
で
安
心
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
の
感
想
を
書
き
，
授
業
の
担
当
教
員
の
状
態
は
だ
い
ぶ
良
く
な
っ
て
き
た
と
報
告
し
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
き
，
風
邪
は
引
き
た
く
な
い
と
感
情
を
自
己
開
示
し
て
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(>
 を
付
け
た
．
風
邪
の
心
配
へ
の
関
す
る
感
謝
葛
根
湯
は
効
く
か
ど
う
か
疑
問
だ
と
既
存
知
識
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
冷
や
汗
顔
の
(-
_-
;)
を
付
け
て
，
漢
方
は
個
人
差
が
あ
る
と
既
存
知
識
を
自
己
開
示
し
た
．
葛
根
湯
の
効
き
目
に
対
す
る
意
見
風
邪
の
心
配
へ
の
関
す
る
感
謝
感
謝
や
っ
ぱ
り
、
風
邪
は
ひ
く
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。
。
。
(>
面
白
い
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
い
と
卓
秀
意
欲
の
目
標
を
書
き
，
課
題
を
頑
張
る
と
意
気
込
み
を
書
い
た
．
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
担 当 教 員
21
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2014/12/9
あ
り
が
と
う
、
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
(^
^)
や
っ
ぱ
り
、
風
邪
は
ひ
く
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。
。
。
(>
あ
り
が
と
う
、
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
(^
^)
気
遣
を
書
い
た
．
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
る
私
も
、
お
金
な
い
学
生
な
ん
で
高
い
の
か
え
ず
、
風
邪
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
引
い
て
ま
す
。
面
白
い
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
197
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
年
末
年
始
の
状
況
の
問
い
か
け
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？
習
慣
社
交
的
対
応
質
問
い
か
が
で
し
た
か
？
い
か
が
で
し
た
か
？
と
う
質
問
を
書
い
た
．
年
末
年
始
の
質
問
年
末
年
始
の
質
問
質
問
（
年
末
年
始
）
そ
っ
か
、
葛
根
湯
は
漢
方
薬
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
っ
か
、
葛
根
湯
は
漢
方
薬
に
な
り
ま
す
よ
ね
葛
根
湯
は
漢
方
の
１
つ
と
い
う
認
識
（
確
認
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
が
納
得
22
雑
談
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
納
得
相
手
の
記
述
内
容
を
納
得
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
う
～
・
・
・
ん
。
。
。
う
～
・
・
・
ん
。
。
。
う
ー
ん
と
い
う
悩
み
の
表
現
感
動
詞
の
悩
み
が
う
～
ん
雑
談
感
動
詞
悩
み
う
～
ん
私
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
担
当
教
員
は
良
く
知
ら
な
い
と
い
う
前
置
き
自
己
開
示
し
た
経
験
が
葛
根
湯
が
効
く
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
雑
談
自
己
開
示
経
験
葛
根
湯
が
効
く
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
周
り
が
効
く
と
言
っ
て
い
ま
す
し
担
当
教
員
の
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
葛
根
湯
が
効
く
と
聞
い
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
葛
根
湯
が
効
く
と
聞
く
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
葛
根
湯
が
効
く
と
聞
く
そ
の
話
に
暫
く
は
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
葛
根
湯
が
効
く
と
い
う
こ
と
を
し
ば
ら
く
は
信
じ
た
い
自
己
開
示
し
た
感
情
が
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
い
雑
談
自
己
開
示
感
情
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
い
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
と
い
う
前
置
き
話
術
の
話
題
変
更
が
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
22
原
因
（
授
業
）
→
認
識
話
術
話
題
変
更
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
ま
ず
は
、
今
日
提
出
の
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
は
無
事
に
で
き
ま
し
た
か
？
授
業
中
（
前
回
？
）
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
は
完
成
し
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
無
事
に
で
き
た
か
？
関
連
実
習
完
了
確
認
無
事
に
で
き
た
か
？
●
●
さ
ん
は
、
古
事
記
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
●
●
さ
ん
は
古
事
記
が
好
き
と
い
う
認
識
（
プ
レ
ゼ
ン
内
容
か
ら
認
知
？
）
自
己
開
示
し
た
受
講
生
の
印
象
が
古
事
記
が
好
き
そ
う
22
状
況
→
認
識
自
己
開
示
受
講
生
の
印
象
古
事
記
が
好
き
そ
う
(ﾟ
oﾟ
)
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
驚
き
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
が
(ﾟ
oﾟ
)
付
随
非
言
語
表
現
驚
き
顔
(ﾟ
oﾟ
)
と
い
う
こ
と
は
、
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
の
方
が
肌
に
合
っ
て
い
る
・
・
・
受
講
生
は
，
古
事
記
が
好
き
と
い
う
こ
と
か
ら
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
の
方
が
合
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
想
自
己
開
示
し
た
受
講
生
の
印
象
が
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
が
合
っ
て
い
そ
う
関
連
自
己
開
示
受
講
生
の
印
象
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
が
合
っ
て
い
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
と
い
う
予
想
に
つ
い
て
質
問
社
交
的
対
応
の
質
問
と
し
て
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
質
問
社
交
的
対
応
質
問
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
年
末
は
母
の
実
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
ま
し
た
・
・
・
。
年
末
は
母
の
実
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
ま
し
た
・
・
・
受
講
生
は
年
末
に
母
の
実
家
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
と
の
報
告
自
己
開
示
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
が
年
末
年
始
は
母
の
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
雑
談
自
己
開
示
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
年
末
年
始
は
母
の
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
年
末
年
始
は
母
の
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
と
自
己
開
示
を
書
い
た
年
末
年
始
の
報
告
年
末
年
始
の
報
告
報
告
（
年
末
年
始
）
私
は
本
当
は
文
学
部
に
行
き
た
い
と
考
え
て
ま
し
た
。
私
は
本
当
は
文
学
部
に
行
き
た
い
と
考
え
て
ま
し
た
受
講
生
は
本
当
は
文
学
部
に
行
き
た
か
っ
た
と
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
進
路
が
本
当
は
文
学
部
を
志
望
23
関
連
，
質
問
→
回
答
自
己
開
示
進
路
本
当
は
文
学
部
を
志
望
し
か
し
、
高
校
の
先
生
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
は
止
め
ら
れ
て
・
・
・
。
し
か
し
、
高
校
の
先
生
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
は
止
め
ら
れ
て
・
・
・
当
時
の
高
校
の
先
生
に
止
め
ら
れ
た
文
学
部
へ
の
進
学
自
己
開
示
し
た
進
路
が
高
校
の
先
生
の
助
言
で
文
学
部
を
あ
き
ら
め
た
雑
談
自
己
開
示
進
路
高
校
の
先
生
の
助
言
で
文
学
部
を
あ
き
ら
め
た
変
に
進
学
校
だ
っ
た
受
講
生
の
高
校
は
な
ぜ
か
？
進
学
校
だ
っ
た
と
い
う
感
想
（
報
告
）
自
己
開
示
し
た
経
験
が
出
身
高
校
は
進
学
校
だ
っ
た
雑
談
自
己
開
示
経
験
出
身
高
校
は
進
学
校
だ
っ
た
考
え
開
示
（
葛
根
湯
使
用
）
挨
拶
員
20
そ
、
葛
根
湯
漢
方
薬
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
う
～
・
・
・
ん
。
。
。
私
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
が
効
く
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
話
に
暫
く
は
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
\n
\n
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
今
日
提
出
の
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
は
無
事
に
で
き
ま
し
た
か
？
\n
●
●
さ
ん
は
、
古
事
記
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
(ﾟ
oﾟ
)と
い
う
こ
と
は
、
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
の
方
が
肌
に
合
っ
て
い
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
が
効
く
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
話
に
暫
く
は
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
今
日
提
出
の
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
は
無
事
に
で
き
ま
し
た
か
？
話
術
の
話
題
変
更
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
と
書
き
，
無
事
に
で
き
た
か
？
と
実
習
の
完
了
確
認
を
書
い
た
．
●
●
さ
ん
は
、
古
事
記
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
(ﾟ
oﾟ
)
受
講
生
の
印
象
と
し
て
古
事
記
が
好
き
そ
う
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
驚
き
顔
の
(ﾟ
oﾟ
)を
書
き
，
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
が
合
っ
て
い
そ
う
だ
と
受
講
生
の
印
象
を
書
き
．
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
と
社
交
的
対
応
の
質
問
を
書
い
た
．
と
い
う
こ
と
は
、
法
学
部
よ
り
も
文
学
部
の
方
が
肌
に
合
っ
て
い
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
H
24
12
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
\r
\n
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
\r
\n
年
末
は
母
の
実
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
ま
し
た
・
・
・
。
\r
\n
\r
\n
私
は
本
当
は
文
学
部
に
行
き
た
い
と
考
え
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
の
先
生
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
は
止
め
ら
れ
て
・
・
・
。
変
に
進
学
校
だ
っ
た
の
で
、
先
生
た
ち
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
、
古
事
記
と
か
心
理
学
と
か
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、
次
に
好
き
な
法
学
の
勉
強
を
で
き
て
今
は
楽
し
い
で
す
。
\r
\n
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
で
き
る
よ
う
に
、
今
で
き
て
る
パ
ワ
ポ
を
改
良
し
、
話
も
う
ま
く
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
変
に
進
学
校
だ
っ
た
の
で
、
先
生
た
ち
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
年
始
の
挨
拶
言
葉
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
納
得
し
て
，
感
動
詞
の
悩
み
の
う
～
ん
を
書
き
，
経
験
上
は
葛
根
湯
が
効
く
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
，
既
存
知
識
と
し
て
葛
根
湯
が
効
く
と
聞
く
の
で
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
い
と
感
情
を
自
己
開
示
し
た
．
葛
根
湯
の
効
き
目
の
意
見
に
対
す
る
反
応
と
現
時
点
で
の
考
え
葛
根
湯
の
効
き
目
の
意
見
に
対
す
る
反
応
と
現
時
点
で
の
考
え
進
路
で
本
当
は
文
学
部
を
志
望
し
た
が
，
高
校
の
先
生
の
助
言
で
文
学
部
を
あ
き
ら
め
た
と
自
己
開
示
し
て
，
出
身
高
校
は
進
学
校
だ
っ
た
経
験
か
ら
，
先
生
た
ち
も
心
配
し
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
感
謝
と
感
情
を
書
き
，
趣
味
と
し
て
所
属
学
部
へ
の
進
学
の
経
緯
と
現
時
点
で
の
感
想
所
属
学
部
へ
の
進
学
の
経
緯
と
現
時
点
で
の
感
想
社
交
的
対
応
と
し
て
挨
拶
の
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
習
慣
社
交
的
対
応
挨
拶
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
説
明
（
進
学
経
緯
）
社
交
的
対
応
の
挨
拶
と
し
て
あ
け
お
め
こ
と
よ
ろ
と
書
い
た
年
始
の
挨
拶
年
始
の
挨
拶
印
象
（
課
題
と
学
部
）
プ
レ
ゼ
ン
課
題
の
完
成
確
認
プ
レ
ゼ
ン
課
題
の
完
成
確
認
質
問
（
課
題
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
と
所
属
学
部
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
と
所
属
学
部
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
け
お
と
よ
ろ
挨
拶
を
書
い
た
．
（
な
ど
の
分
析
結
果
を
参
照
！
）
198
先
生
た
ち
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
当
時
の
高
校
の
先
生
方
も
受
講
生
の
こ
と
を
心
配
し
て
の
助
言
だ
っ
た
と
の
認
識
自
己
開
示
し
た
感
情
が
先
生
た
ち
も
心
配
し
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
感
謝
雑
談
自
己
開
示
感
情
先
生
た
ち
も
心
配
し
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
感
謝
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
だ
っ
た
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
だ
っ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
趣
味
が
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
雑
談
自
己
開
示
趣
味
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
古
事
記
と
か
心
理
学
と
か
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
で
す
古
事
記
や
心
理
学
を
勉
強
し
た
か
っ
た
と
の
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
古
事
記
や
心
理
学
に
興
味
が
あ
っ
た
雑
談
自
己
開
示
好
き
な
も
の
古
事
記
や
心
理
学
に
興
味
が
あ
っ
た
次
に
好
き
な
法
学
の
勉
強
を
で
き
て
で
も
次
に
好
き
だ
っ
た
の
が
法
学
（
今
は
法
学
部
？
）
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
好
き
な
も
の
が
次
に
好
き
な
法
学
雑
談
自
己
開
示
好
き
な
も
の
次
に
好
き
な
法
学
今
は
楽
し
い
で
す
今
は
法
学
部
に
進
学
し
て
楽
し
い
と
い
う
自
己
開
示
自
己
開
示
し
た
気
分
が
楽
し
い
雑
談
自
己
開
示
気
分
楽
し
い
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
で
き
る
よ
う
に
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
目
標
学
習
意
欲
目
標
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
今
で
き
て
る
パ
ワ
ポ
を
改
良
し
既
に
完
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
改
良
す
る
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
現
在
の
ス
ラ
イ
ド
も
改
良
し
た
い
目
標
学
習
意
欲
目
標
現
在
の
ス
ラ
イ
ド
も
改
良
し
た
い
話
も
う
ま
く
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
ス
ピ
ー
チ
も
上
手
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
話
も
う
ま
く
し
た
い
目
標
学
習
意
欲
目
標
話
も
う
ま
く
し
た
い
年
末
く
ら
い
は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
で
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。
年
末
く
ら
い
は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
で
良
い
と
思
い
ま
す
よ
年
末
ぐ
ら
い
は
の
ん
び
り
過
ご
し
て
も
良
い
と
い
う
認
識
（
共
感
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
24
雑
談
→
反
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
の
ん
び
り
過
ご
し
た
こ
と
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
今
年
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
（
喚
起
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
雑
談
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
●
●
さ
ん
は
、
文
学
部
希
望
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
●
●
さ
ん
は
、
文
学
部
希
望
だ
っ
た
ん
で
す
ね
●
●
さ
ん
は
文
学
部
へ
の
進
学
希
望
だ
っ
た
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
24
雑
談
→
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
恐
ら
く
、
高
校
の
先
生
方
は
、
将
来
の
就
職
等
を
心
配
さ
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
恐
ら
く
、
高
校
の
先
生
方
は
、
将
来
の
就
職
等
を
心
配
さ
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
高
校
の
先
生
方
は
卒
業
後
の
就
職
等
を
心
配
さ
れ
た
と
の
推
測
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
同
意
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
同
意
相
手
の
記
述
内
容
を
同
意
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
大
学
関
係
者
の
間
で
も
、
文
学
部
は
就
職
先
と
し
て
人
気
が
な
い
と
い
う
話
が
よ
く
で
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
。
。
大
学
関
係
者
の
間
で
も
、
文
学
部
は
就
職
先
と
し
て
人
気
が
な
い
と
い
う
話
が
よ
く
で
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
。
。
大
学
関
係
者
の
中
で
も
文
学
部
は
人
気
が
無
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
話
自
己
開
示
し
た
既
存
知
識
が
文
学
部
は
人
気
が
無
い
と
聞
く
雑
談
自
己
開
示
既
存
知
識
文
学
部
は
人
気
が
無
い
と
聞
く
法
学
を
学
べ
て
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
良
し
と
し
ま
し
ょ
う
！
法
学
を
学
べ
て
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
良
し
と
し
ま
し
ょ
う
！
法
学
部
に
進
学
し
て
楽
し
い
の
な
ら
ば
良
い
と
い
う
応
援
（
共
感
，
評
価
，
喚
起
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
雑
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
応
援
相
手
の
記
述
内
容
を
応
援
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
古
事
記
や
心
理
学
は
、
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
で
す
し
古
事
記
や
心
理
学
は
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
雑
談
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
そ
の
た
め
に
文
学
部
の
先
生
に
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
よ
文
学
部
の
先
生
に
直
接
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
方
法
も
あ
る
と
い
う
助
言
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
方
法
が
あ
る
雑
談
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
方
法
が
あ
る
目
標
の
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
同
意
し
て
か
ら
，
文
学
部
は
人
気
が
無
い
と
聞
く
と
既
存
知
識
を
自
己
開
示
し
て
か
ら
，
応
援
す
る
と
書
い
た
．
そ
し
て
，
古
事
記
は
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
し
，
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
方
法
が
あ
る
の
で
，
与
え
ら
れ
る
よ
り
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
の
個
人
的
な
学
習
推
奨
と
能
動
的
学
習
の
解
説
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ
の
個
人
的
な
学
習
推
奨
と
能
動
的
学
習
の
解
説
解
説
（
大
学
で
の
学
び
）
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
の
で
，
現
在
の
ス
ラ
イ
ド
も
改
良
し
た
い
し
，
話
も
う
ま
く
し
た
い
と
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
年
末
年
始
の
報
告
へ
の
対
応
年
末
年
始
の
報
告
へ
の
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
し
て
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
い
た
．
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
、
古
事
記
と
か
心
理
学
と
か
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、
次
に
好
き
な
法
学
の
勉
強
を
で
き
て
今
は
楽
し
い
で
す
。
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
に
で
き
る
よ
う
に
、
今
で
き
て
る
パ
ワ
ポ
を
改
良
し
、
話
も
う
ま
く
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
担 当 教 員
25
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年
末
く
ら
い
は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
で
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
\n
\n
●
●
さ
ん
は
、
文
学
部
希
望
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
恐
ら
く
、
高
校
の
先
生
方
は
、
将
来
の
就
職
等
を
心
配
さ
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
大
学
関
係
者
の
間
で
も
、
文
学
部
は
就
職
先
と
し
て
人
気
が
な
い
と
い
う
話
が
よ
く
で
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
。
。
\n
法
学
を
学
べ
て
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
良
し
と
し
ま
し
ょ
う
！
古
事
記
や
心
理
学
は
、
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
に
文
学
部
の
先
生
に
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
勉
強
と
い
う
の
は
、
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
方
が
良
い
で
す
か
ら
ね
(^
^)
\n
\n
今
日
が
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
日
で
す
ね
。
満
足
い
く
も
の
が
で
き
そ
う
で
す
か
？
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
^)
古
事
記
や
心
理
学
は
、
個
人
的
に
勉
強
す
れ
ば
良
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
に
文
学
部
の
先
生
に
個
人
的
に
教
え
て
も
ら
う
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
趣
味
と
し
て
高
校
時
代
か
ら
古
事
記
が
好
き
で
，
古
事
記
や
心
理
学
に
興
味
が
あ
っ
た
が
，
次
に
好
き
な
法
学
な
の
で
今
は
楽
し
い
気
分
だ
と
書
い
た
．
199
勉
強
と
い
う
の
は
、
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
方
が
良
い
で
す
か
ら
ね
勉
学
と
は
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
主
体
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
が
良
い
と
い
う
助
言
（
解
説
）
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
与
え
ら
れ
る
よ
り
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
雑
談
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
与
え
ら
れ
る
よ
り
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
良
い
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
日
が
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
日
で
す
ね
。
今
日
が
プ
レ
ゼ
ン
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
日
で
す
ね
今
日
の
授
業
（
次
回
？
）
が
プ
レ
ゼ
ン
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ー
タ
の
提
出
日
と
の
確
認
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
今
日
が
課
題
の
〆
切
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
今
日
が
課
題
の
〆
切
満
足
い
く
も
の
が
で
き
そ
う
で
す
か
？
満
足
い
く
も
の
が
で
き
そ
う
で
す
か
？
ス
ラ
イ
ド
が
満
足
で
き
る
完
成
度
に
な
っ
た
か
ど
う
か
の
質
問
実
習
の
完
了
確
認
が
満
足
し
た
も
の
が
で
き
た
か
？
質
問
実
習
完
了
確
認
満
足
し
た
も
の
が
で
き
た
か
？
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
プ
レ
ゼ
ン
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
喚
起
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
頑
張
っ
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
頑
張
っ
て
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
今
回
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
今
回
の
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
発
表
が
あ
っ
た
（
他
人
？
）
と
い
う
確
認
実
習
の
発
表
会
で
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
を
し
た
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
を
し
た
「
プ
レ
ゼ
ン
」
が
担
当
教
員
か
ら
の
返
信
か
ら
リ
ハ
と
判
断
中
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
人
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
な
と
言
う
こ
と
で
す
発
表
を
聞
く
？
中
で
他
人
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
感
想
実
習
の
学
習
成
果
が
他
者
に
伝
え
る
難
し
さ
感
想
実
習
学
習
成
果
他
者
に
伝
え
る
難
し
さ
自
分
で
は
理
解
し
て
、
面
白
く
読
ん
で
る
こ
と
個
人
的
に
読
ん
で
理
解
し
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
実
習
の
発
表
会
で
自
分
で
は
面
白
い
と
思
う
テ
ー
マ
感
想
実
習
発
表
会
自
分
で
は
面
白
い
と
思
う
テ
ー
マ
実
際
に
声
に
出
し
て
簡
略
化
し
て
伝
え
る
の
は
や
り
に
く
か
っ
た
で
す
他
人
に
シ
ン
プ
ル
に
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
の
感
想
学
習
意
欲
の
自
信
が
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
難
し
さ
感
想
学
習
意
欲
自
信
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
難
し
さ
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
前
で
す
る
こ
と
も
で
き
ず
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
他
人
の
前
で
で
き
て
い
な
い
（
一
人
で
リ
ハ
や
，
自
宅
で
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
？
）
実
習
の
発
表
会
で
リ
ハ
を
前
で
は
で
き
ず
報
告
実
習
発
表
会
リ
ハ
を
前
で
は
で
き
ず
半
分
ぶ
っ
つ
け
本
番
半
分
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
る
と
い
う
推
測
実
習
の
発
表
会
で
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
り
そ
う
予
想
実
習
発
表
会
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
り
そ
う
心
配
で
す
ぶ
っ
つ
け
本
番
と
い
う
こ
と
が
心
配
学
習
意
欲
の
自
信
が
心
配
で
す
心
配
学
習
意
欲
自
信
心
配
で
す
(+
_+
)
目
が
＋
に
な
っ
て
い
る
幻
滅
顔
？
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(+
_+
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(+
_+
)
授
業
や
家
で
一
人
で
し
ゃ
べ
っ
て
る
分
に
は
言
い
に
く
い
神
の
名
前
な
ど
が
ぽ
ん
と
出
て
く
る
授
業
中
や
自
宅
で
一
人
で
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
に
は
専
門
用
語
も
ス
ム
ー
ズ
に
出
て
く
る
と
い
う
認
識
学
習
意
欲
の
自
信
が
練
習
で
は
言
葉
が
で
る
報
告
学
習
意
欲
自
信
練
習
で
は
言
葉
が
で
る
本
番
に
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
か
・
・
・
本
番
に
き
ち
ん
と
専
門
用
語
が
出
て
く
る
か
心
配
学
習
意
欲
の
自
信
が
本
番
で
話
せ
る
か
心
配
心
配
学
習
意
欲
自
信
本
番
で
話
せ
る
か
心
配
他
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
を
小
耳
に
は
さ
ん
だ
ら
、
み
な
さ
ん
真
面
目
な
テ
ー
マ
で
す
ら
す
ら
言
え
て
い
た
他
の
受
講
生
の
ス
ピ
ー
チ
が
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
と
の
印
象
実
習
の
発
表
会
で
他
者
の
発
表
が
上
手
状
況
実
習
発
表
会
他
者
の
発
表
が
上
手
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
他
の
受
講
生
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
他
者
に
負
け
た
く
な
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
目
標
他
者
に
負
け
た
く
な
い
自
分
で
は
理
解
し
て
、
面
白
く
読
ん
で
る
こ
と
も
、
実
際
に
声
に
出
し
て
簡
略
化
し
て
伝
え
る
の
は
や
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
前
で
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
半
分
ぶ
っ
つ
け
本
番
な
の
で
心
配
で
す
(+
_+
)
実
習
で
の
発
表
会
で
は
リ
ハ
を
前
は
で
き
ず
，
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
り
そ
う
な
の
で
心
配
だ
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(+
_+
)
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
練
習
で
は
言
葉
が
で
る
が
本
番
で
話
せ
る
か
心
配
だ
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
き
，
他
者
の
発
表
が
上
手
だ
っ
た
の
で
他
者
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
本
番
へ
の
心
配
と
意
気
込
み
プ
レ
ゼ
ン
本
番
へ
の
心
配
と
意
気
込
み
H
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今
回
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
中
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
人
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
な
と
言
う
こ
と
で
す
。
\r
\n
自
分
で
は
理
解
し
て
、
面
白
く
読
ん
で
る
こ
と
も
、
実
際
に
声
に
出
し
て
簡
略
化
し
て
伝
え
る
の
は
や
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
\r
\n
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
前
で
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
半
分
ぶ
っ
つ
け
本
番
な
の
で
心
配
で
す
(+
_+
)\
r\
n授
業
や
家
で
一
人
で
し
ゃ
べ
っ
て
る
分
に
は
言
い
に
く
い
神
の
名
前
な
ど
が
ぽ
ん
と
出
て
く
る
の
で
す
が
、
本
番
に
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
か
・
・
・
。
\r
\n
他
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
を
小
耳
に
は
さ
ん
だ
ら
、
み
な
さ
ん
真
面
目
な
テ
ー
マ
で
す
ら
す
ら
言
え
て
い
た
の
で
、
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
\r
\n
発
表
は
再
来
週
な
の
で
、
時
間
内
で
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
\r
\n
\r
\n
今
回
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
中
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
人
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
な
と
言
う
こ
と
で
す
。
意
気
込
み
授
業
や
家
で
一
人
で
し
ゃ
べ
っ
て
る
分
に
は
言
い
に
く
い
神
の
名
前
な
ど
が
ぽ
ん
と
出
て
く
る
の
で
す
が
、
本
番
に
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
か
・
・
・
。
他
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
を
小
耳
に
は
さ
ん
だ
ら
、
み
な
さ
ん
真
面
目
な
テ
ー
マ
で
す
ら
す
ら
言
え
て
い
た
の
で
、
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
実
習
で
の
発
表
会
で
は
プ
レ
ゼ
ン
の
リ
ハ
を
し
た
が
，
他
者
に
伝
え
る
難
し
さ
を
知
っ
た
こ
と
が
学
習
成
果
で
，
自
分
で
は
面
白
い
と
思
う
テ
ー
マ
を
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
難
し
さ
を
感
じ
た
と
学
習
意
欲
の
自
信
を
書
い
た
．
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
結
果
と
反
省
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
結
果
と
反
省
反
省
受
講
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
意
気
込
み
の
話
題
に
対
し
て
関
連
し
て
い
る
と
修
正
判
断
し
た
。
（
直
接
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
が
・
・
・
）
今
日
が
課
題
の
〆
切
だ
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
満
足
し
た
も
の
が
で
き
た
か
？
と
実
習
の
完
了
確
認
書
い
た
．
そ
し
て
頑
張
っ
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
い
た
．
次
週
の
課
題
〆
切
へ
の
喚
起
（
次
週
の
授
業
の
最
初
に
読
む
こ
と
を
踏
ま
え
た
事
前
の
記
述
？
）
次
週
の
課
題
〆
切
へ
の
喚
起
（
次
週
の
授
業
の
最
初
に
読
む
こ
と
を
踏
ま
え
た
事
前
の
記
述
？
）
目
標
の
喚
起
勉
強
と
い
う
の
は
、
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
方
が
良
い
で
す
か
ら
ね
(^
^)
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
(^
^)
200
発
表
は
再
来
週
受
講
生
の
発
表
は
再
来
週
に
割
り
当
て
と
い
う
確
認
実
習
の
発
表
会
で
来
週
が
発
表
認
識
実
習
発
表
会
来
週
が
発
表
時
間
内
で
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
き
た
い
で
す
発
表
ま
で
の
残
さ
れ
た
時
間
え
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
に
な
る
よ
う
に
準
備
（
ス
ピ
ー
チ
）
を
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
学
習
意
欲
の
目
標
が
時
間
内
で
分
か
り
易
く
し
た
い
意
気
込
み
学
習
意
欲
目
標
時
間
内
で
分
か
り
易
く
し
た
い
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
・
・
・
。
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
・
・
・
他
人
に
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
26
感
想
→
認
識
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
こ
れ
は
、
私
も
常
々
、
考
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
私
も
常
々
、
考
え
る
こ
と
で
す
担
当
教
員
も
日
常
的
に
考
え
て
い
る
こ
と
と
自
己
開
示
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
に
共
感
共
感
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
共
感
相
手
の
記
述
内
容
を
共
感
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
恐
ら
く
、
多
く
の
人
が
こ
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
恐
ら
く
、
多
く
の
人
が
こ
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
多
く
の
人
が
持
つ
悩
み
と
い
う
推
測
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
多
く
の
人
が
同
じ
悩
み
を
持
つ
助
言
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
多
く
の
人
が
同
じ
悩
み
を
持
つ
し
か
し
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
悩
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
悩
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
そ
の
悩
み
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
内
容
だ
っ
た
は
ず
と
い
う
解
説
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
が
人
に
伝
え
る
難
し
さ
を
軽
減
す
る
授
業
内
容
だ
っ
た
解
説
学
習
意
欲
自
信
へ
の
刺
激
人
に
伝
え
る
難
し
さ
を
軽
減
す
る
授
業
内
容
だ
っ
た
は
ず
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
を
存
分
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
授
業
内
容
を
思
い
出
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
推
奨
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
喚
起
学
習
意
欲
目
標
の
刺
激
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
ま
た
、
●
●
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
複
雑
な
神
の
名
前
が
出
て
く
る
み
た
い
で
す
●
●
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
な
い
よ
う
に
は
複
雑
な
専
門
用
語
が
あ
る
と
い
う
認
識
実
習
の
受
講
生
の
取
り
組
み
が
複
雑
な
専
門
用
語
が
あ
る
印
象
26
報
告
→
対
応
実
習
受
講
生
の
取
り
組
み
複
雑
な
専
門
用
語
が
あ
る
印
象
こ
れ
は
、
本
番
で
い
か
に
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
・
・
・
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
ね
難
し
い
専
門
用
語
は
落
ち
着
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
助
言
実
習
で
の
助
言
が
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
ど
う
か
助
言
実
習
助
言
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
ど
う
か
そ
こ
で
、
気
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い
の
は
、
本
番
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
。
そ
こ
で
、
気
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い
の
は
、
本
番
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
本
番
で
は
い
つ
も
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
を
注
意
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
助
言
実
習
で
の
助
言
が
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
に
注
意
助
言
実
習
助
言
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
に
注
意
大
事
で
す
。
大
事
で
す
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
は
大
事
と
の
助
言
実
習
で
の
重
要
点
が
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
が
大
事
助
言
実
習
重
要
点
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
が
大
事
と
い
う
の
も
、
練
習
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
、
本
番
で
は
練
習
以
上
に
早
口
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
で
す
。
と
い
う
の
も
、
練
習
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
、
本
番
で
は
練
習
以
上
に
早
口
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
で
す
練
習
を
重
ね
た
り
焦
り
が
積
も
る
ほ
ど
早
口
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
の
指
摘
（
助
言
）
実
習
で
の
助
言
が
焦
る
と
早
口
に
な
る
解
説
実
習
助
言
焦
る
と
早
口
に
な
る
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
目
に
話
を
す
る
感
じ
で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
す
。
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
目
に
話
を
す
る
感
じ
で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
す
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
を
意
識
す
る
と
良
く
な
る
実
習
で
の
助
言
が
ゆ
っ
く
り
と
話
す
の
が
良
い
解
説
実
習
助
言
ゆ
っ
く
り
と
話
す
の
が
良
い
こ
の
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
複
雑
な
神
の
名
前
も
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
ゆ
っ
く
り
話
す
と
複
雑
な
専
門
用
語
も
ス
ム
ー
ズ
に
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
助
言
実
習
で
の
助
言
が
ゆ
っ
く
り
話
す
と
専
門
用
語
も
話
せ
る
だ
ろ
う
予
想
実
習
助
言
ゆ
っ
く
り
話
す
と
専
門
用
語
も
話
せ
る
だ
ろ
う
(
^
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
（
口
無
）
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
^
)
担 当 教 員
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人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
・
・
・
。
こ
れ
は
、
私
も
常
々
、
考
え
る
こ
と
で
す
。
恐
ら
く
、
多
く
の
人
が
こ
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
悩
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
を
存
分
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
(^
^)
\n
\n
ま
た
、
●
●
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
複
雑
な
神
の
名
前
が
出
て
く
る
み
た
い
で
す
が
、
こ
れ
は
、
本
番
で
い
か
に
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
・
・
・
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
ね
。
\n
そ
こ
で
、
気
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い
の
は
、
本
番
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
。
大
事
で
す
。
\n
と
い
う
の
も
、
練
習
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
、
本
番
で
は
練
習
以
上
に
早
口
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
目
に
話
を
す
る
感
じ
で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
す
。
\n
こ
の
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
複
雑
な
神
の
名
前
も
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(^
^)
\n
\n
発
表
は
来
週
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
本
番
に
備
え
て
下
さ
い
(^
-^
)\
n
授
業
で
の
学
習
内
容
の
有
効
性
の
助
言
と
活
用
推
奨
（
喚
起
）
授
業
で
の
学
習
内
容
の
有
効
性
の
助
言
と
活
用
推
奨
（
喚
起
）
目
標
の
喚
起
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
を
存
分
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
(^
^)
ま
た
、
●
●
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
複
雑
な
神
の
名
前
が
出
て
く
る
み
た
い
で
す
が
、
こ
れ
は
、
本
番
で
い
か
に
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
・
・
・
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
ね
。
実
習
で
の
受
講
生
の
取
り
組
み
は
複
雑
な
専
門
用
語
が
あ
る
印
象
な
の
で
，
落
ち
着
い
て
話
せ
る
か
ど
う
か
だ
が
，
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
に
注
意
と
助
言
を
書
き
，
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
が
大
事
と
重
要
点
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
焦
る
と
早
口
に
な
る
の
で
ゆ
っ
く
り
と
話
す
の
が
良
い
し
，
ゆ
っ
く
り
話
す
と
専
門
用
語
も
話
せ
る
だ
ろ
う
と
助
言
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
書
い
た
．
プ
レ
ゼ
ン
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
へ
の
助
言
と
解
説
プ
レ
ゼ
ン
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
へ
の
助
言
と
解
説
助
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
共
感
し
，
多
く
の
人
が
同
じ
悩
み
を
持
つ
が
，
人
に
伝
え
る
難
し
さ
を
軽
減
す
る
授
業
内
容
だ
っ
た
は
ず
だ
と
学
習
意
欲
の
自
信
へ
の
刺
激
を
書
き
，
学
習
成
果
の
積
極
活
用
の
推
奨
を
学
習
意
欲
の
目
標
の
刺
激
と
し
て
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
^)
を
付
け
た
．
こ
の
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
複
雑
な
神
の
名
前
も
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
(^
^)
発
表
は
再
来
週
な
の
で
、
時
間
内
で
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
実
習
で
の
発
表
会
が
来
週
が
発
表
な
の
で
時
間
内
で
分
か
り
易
く
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
い
た
．
発
表
会
へ
の
意
気
込
み
発
表
会
へ
の
意
気
込
み
意
気
込
み
201
発
表
は
来
週
で
す
受
講
生
の
発
表
は
来
週
と
の
確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
相
手
の
記
述
内
容
確
認
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
す
る
，
と
い
う
判
断
は
，
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
を
示
し
て
い
る
と
き
？
そ
れ
ま
で
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
本
番
に
備
え
て
下
さ
い
発
表
ま
で
し
っ
か
り
と
準
備
（
ス
ピ
ー
チ
？
）
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
が
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
喚
起
学
習
意
欲
目
標
へ
の
刺
激
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
「
来
週
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
は
1/
20
で
は
な
く
再
来
週
の
1/
27
の
こ
と
の
よ
う
だ
．
(
^
-
^
)
笑
顔
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
笑
顔
が
(^
^)
付
随
非
言
語
表
現
笑
顔
(
^
-
^
)
今
回
、
ほ
か
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
授
業
中
に
他
の
受
講
生
の
発
表
を
聞
い
た
と
い
う
認
識
（
確
認
）
実
習
の
発
表
会
で
他
者
発
表
の
聴
講
原
因
（
授
業
）
実
習
発
表
会
他
者
発
表
の
聴
講
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
他
の
受
講
生
の
発
表
を
聞
い
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
楽
し
か
っ
た
感
想
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
か
っ
た
み
ん
な
ま
じ
め
に
作
っ
て
て
他
の
受
講
生
が
ま
じ
め
な
内
容
だ
っ
た
と
い
う
認
識
（
印
象
）
実
習
の
発
表
会
で
他
者
は
ま
じ
め
に
制
作
状
況
実
習
発
表
会
他
者
は
ま
じ
め
に
制
作
石
田
純
一
が
滑
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
小
林
幸
子
ネ
タ
が
通
じ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
下
ネ
タ
で
引
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
受
講
生
の
用
意
し
た
内
容
へ
の
反
応
が
良
く
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
自
己
開
示
（
推
測
）
学
習
意
欲
の
目
標
が
他
者
に
受
け
て
ほ
し
い
心
配
学
習
意
欲
目
標
他
者
に
受
け
て
ほ
し
い
す
ご
く
不
安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
不
安
に
な
っ
て
き
て
い
た
と
の
自
己
開
示
学
習
意
欲
の
自
信
が
す
ご
く
不
安
心
配
学
習
意
欲
自
信
す
ご
く
不
安
情
報
表
現
、
情
報
社
会
を
読
む
、
い
ず
れ
の
授
業
も
今
学
期
楽
し
き
く
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
た
。
情
報
表
現
、
情
報
社
会
を
読
む
、
い
ず
れ
の
授
業
も
今
学
期
楽
し
き
く
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
た
担
当
教
員
の
両
科
目
は
楽
し
く
受
講
で
き
た
と
の
感
想
学
習
意
欲
の
満
足
感
が
楽
し
か
っ
た
総
括
学
習
意
欲
満
足
感
楽
し
か
っ
た
当
該
授
業
は
，
楽
し
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
授
業
の
総
合
的
な
感
想
授
業
の
総
合
的
な
感
想
感
想
（
授
業
総
括
）
大
学
で
は
先
生
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
大
学
で
は
担
当
教
員
と
対
話
の
機
会
が
少
な
い
と
い
う
認
識
他
の
授
業
の
印
象
が
担
当
教
員
と
関
わ
り
に
く
い
総
括
他
の
授
業
印
象
担
当
教
員
と
関
わ
り
に
く
い
●
●
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ご
く
特
別
な
も
の
で
し
た
担
当
教
員
と
の
対
話
は
特
別
な
も
の
だ
っ
た
と
の
感
想
授
業
の
印
象
が
担
当
教
員
と
の
対
話
が
と
て
も
特
別
な
も
の
総
括
授
業
印
象
担
当
教
員
と
の
対
話
が
と
て
も
特
別
な
も
の
今
学
期
は
も
う
数
え
る
ほ
ど
し
か
授
業
も
な
く
今
学
期
は
残
り
少
な
い
授
業
回
数
と
い
う
認
識
授
業
の
進
行
が
残
り
少
な
い
総
括
授
業
進
行
残
り
回
数
が
少
な
い
今
後
授
業
で
関
わ
る
こ
と
も
な
い
担
当
教
員
と
授
業
で
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
（
推
測
）
授
業
の
印
象
が
担
当
教
員
と
は
も
う
関
わ
る
こ
と
が
無
い
だ
ろ
う
総
括
授
業
印
象
担
当
教
員
と
は
も
う
関
わ
る
こ
と
が
無
い
だ
ろ
う
基
盤
教
育
全
部
取
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
履
修
す
べ
き
カ
テ
ゴ
リ
を
す
べ
て
満
た
し
た
か
ら
と
い
う
自
己
火
事
自
己
開
示
し
た
担
当
教
員
の
他
科
目
で
今
後
履
修
で
き
る
科
目
が
な
い
総
括
自
己
開
示
担
当
教
員
の
他
科
目
今
後
履
修
で
き
る
科
目
が
な
い
(*
_*
)
目
が
＊
に
な
っ
て
い
る
幻
滅
顔
？
の
文
字
絵
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
が
(*
_*
)
付
随
非
言
語
表
現
泣
き
顔
(*
_*
)
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
で
も
何
か
の
機
会
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
挨
拶
社
交
的
対
応
の
挨
拶
で
よ
ろ
し
く
挨
拶
社
交
的
対
応
挨
拶
よ
ろ
し
く
担 当 教 員
2
9
14
2015/1/20
今
学
期
は
も
う
数
え
る
ほ
ど
し
か
授
業
も
な
く
、
今
後
授
業
で
関
わ
る
こ
と
も
な
い
(基
盤
教
育
全
部
取
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
(*
_*
))
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
授
業
の
進
行
は
残
り
回
数
が
少
な
い
が
，
担
当
教
員
と
は
も
う
関
わ
る
こ
と
が
無
い
だ
ろ
う
と
い
う
印
象
を
書
き
，
担
当
教
員
の
他
科
目
で
は
今
後
履
修
で
き
る
科
目
が
な
い
と
自
己
開
示
し
て
非
言
語
表
現
の
泣
き
顔
の
(*
_*
)を
付
け
た
．
そ
し
て
，
社
交
的
対
応
の
挨
拶
の
yよ
ろ
し
く
を
書
い
た
．
最
後
の
の
挨
拶
最
後
の
の
挨
拶
挨
拶
（
最
後
）
発
表
会
で
の
他
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の
感
想
と
自
身
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
心
配
発
表
会
で
の
他
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の
感
想
と
自
身
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
心
配
感
想
み
ん
な
ま
じ
め
に
作
っ
て
て
、
石
田
純
一
が
滑
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
小
林
幸
子
ネ
タ
が
通
じ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
下
ネ
タ
で
引
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
す
ご
く
不
安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
先
生
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
●
●
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ご
く
特
別
な
も
の
で
し
た
。
他
の
授
業
の
印
象
と
し
て
担
当
教
員
と
関
わ
り
に
く
い
が
，
当
該
授
業
は
担
当
教
員
と
の
対
話
が
と
て
も
特
別
な
も
の
だ
っ
た
と
書
い
た
．
担
当
教
員
と
の
対
話
の
感
想
担
当
教
員
と
の
対
話
の
感
想
感
想
（
担
当
教
員
と
の
対
話
）
H
2
8
14
2015/1/20
今
回
、
ほ
か
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
ま
じ
め
に
作
っ
て
て
、
石
田
純
一
が
滑
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
小
林
幸
子
ネ
タ
が
通
じ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
、
下
ネ
タ
で
引
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
か
す
ご
く
不
安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
\r
\n
\r
\n
情
報
表
現
、
情
報
社
会
を
読
む
、
い
ず
れ
の
授
業
も
今
学
期
楽
し
き
く
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
た
。
大
学
で
は
先
生
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
●
●
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ご
く
特
別
な
も
の
で
し
た
。
今
学
期
は
も
う
数
え
る
ほ
ど
し
か
授
業
も
な
く
、
今
後
授
業
で
関
わ
る
こ
と
も
な
い
(基
盤
教
育
全
部
取
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
(*
_*
))
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
、
ほ
か
の
発
表
を
聞
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
実
習
で
の
発
表
会
で
他
者
発
表
の
聴
講
し
て
楽
し
か
っ
た
と
学
習
意
欲
の
満
足
感
を
書
い
た
．
そ
し
て
，
他
者
は
ま
じ
め
に
制
作
し
て
い
た
の
で
，
自
分
の
発
表
で
も
他
者
に
受
け
て
ほ
し
い
部
分
が
あ
る
と
学
習
意
欲
の
目
標
を
書
き
，
す
ご
く
不
安
だ
と
自
信
を
書
い
た
．
発
表
は
来
週
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
本
番
に
備
え
て
下
さ
い
(^
-^
)
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
言
の
相
手
の
記
述
内
容
を
復
唱
し
て
，
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
と
学
習
意
欲
の
目
標
へ
の
刺
激
を
書
き
，
非
言
語
表
現
の
笑
顔
の
(^
-^
)を
付
け
た
．
発
表
会
へ
の
喚
起
発
表
会
へ
の
喚
起
目
標
の
喚
起
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